
講 概

2012年度

..

ξミ新潟国際情報大学



削期

.皿皿四因.四皿

授業暦干成24年声 202年声

1 2 31415}617

8 9 ・ 10111 江211311

15116117江8119120・21

}23124 治5126127128

日

29 30

.1;2.3.4 5
6 7 }8} 9 110111112

13 14 15 江6117 } 18119

20 2 122123124 } 25 ' 26
27 28129130}311

31415!61718

10111 } 12 江3114 江5116

17 18119120 } 21122.2

24'25126治7128129'30

213{'151617

8 9 辻0111112}13114

154b,1 118119120121
1 "'

22123 4; ," 7 28

29 " 31

'ιイダノス

夏期休業

スメ'トテス

ダンス

業開始(全学年)

〔後期〕

0 31

9日

修明呆L

月期卒業予

ス十

補'_

デ

12345

8 1 9 辻0111112

4.15 江6117 18 19

2621}22123124

2:1 91'

^

15.15

授秦再開

昭授業振特

夕験輩備業日
よ夕よ験

7 8

14'15

21 2

28

象

,明休業
t '

8日

30 [

15日補綱日

」6日太休

4

'モ

2

JJ-.

後期授崇終

1日後期期試験

開学,e念H(休業日)授業尖施

郁溝

1 2

4 5 6 8 9

11 12 13 14 15 16

3 4

10 11

17 18

2 25

18'19'区)'21,22・23
25 26 27.28 29 30

8 9

15 16

22 23

29.30

1 月曜

23日梯期授

H 30

打3

6

3

n講1

授業日数

定期試験
日数

141516{フ.8

9 110111112113 江4.15
....:

16.17'18 江9120!21:22

23 (巨④) 25 26 ・ 27 28 29

12

'

15日

20

②

15.

四
四
:
,
泗
:

'
,
 
2
 
-
 
2
 
-

2
。
一
舒

木

業

枯
朴
休

振
振

業
業
備
園

受
授
準
辛

日
が

昭
昭
園
日
轟

1
補

6
 
脇
 
2
。
 
2

1
6
 
3

5
 
-
 
2
 
-
 
9
 
6

5
 
.
一
 
1
 
一
 
1
 
一
辺
.

4
 
-
 
1
 
一
 
8
 
5
 
.

4
-
1
一
1
 
2
-

-
 
0
 
"
.
フ
:
.
 
4
 
.
ー

.
1
一
1
:
2
-
3

1
 
一
 
8
 
.

日
日
日

8
 
9
 
02

B
.

叫
国

.
1

0
 
.
フ

2
 
2

.

32

4
 
1

2
 
3

1
5
 
1

1
5
 
1

2

1

プ
"
」
年
期

入
 
1
新
"

月

日

3
1
2
3
4

2
 
9

2
 
9

0
 
7

1
 
一
 
1

1
 
8

2
 
2

,
1
圏 515155151

5
 
1
2
 
.
 
1
9

6
 
B
 
2
。
 
2

7
N

3
 
1
。
Ⅱ

4
 
Ⅱ
 
1
8

3
 
1
。
一
 
1
フ

4
 
Ⅱ
 
1
8

5
 
1
2
 
.
 
1
9

6
 
1

7
N

8
 
1
5

1
 
2
。

5
 
1
2
 
N
 
.
 
2
6



目次

<前期科目>

基礎科目

1年基礎科目

2年基礎科目

3年基礎科目

共通科目

1年共通科目

2年共通科目

3年共通科目

情報文化学科専門科目

2年専門科目

3年専門科目

4年専門科目

情報システム学科専門科目

1年専門科目

2年専門科目

3 ・ 4年専門科目

<後期科目>

基礎科目

1年基礎科目

2年基礎科目

3年基礎科目

共通科目

1年共通科目

2年共通科目

3年共通科目

情報文化学科専門科目

1年専門科目

2年専門科目

3年専門科目

4年専門科目

325

情報システム学科専門科目

1年専門科目

2年専門科目

3・4年専門科目

375

391

文化演習・ゼミナール

79

101

127

システムt寅習

システム卒業研究

133

135

147

則慣

167

189

205

213

221

225

231

245

261

285

291

301

313

5
 
7
 
9

2
4

フ
 
7
 
3

5
 
6
 
7



履修登録手続き

1.カリキユラムと履修登録

カリキュラムとは、教育目的にしたがって科目を編成したものです。履修登録とはカリキュラ

ムにしたがい個々の学生が履修したい授業科目を前期と後期に登録する手続きです。大学はこの

登録に基づき、各授業の受講者名簿を作成して、授業担当の教員に知らせるとともに各種事務手

続きを進めます。履修登録されていない科目は単位修得資格がありませんので、登録の際には記

入もれや誤記入などがないよう注意して下きい。

平成24年度履修登録日程

剛期

月

4/Ⅱ水

日 曜日

17 火

玲水

履修登録締切り

19 木

後期

確認訂正期間

20 金

確認訂正期間・訂正分再交付

日

確認訂正期問・訂正分再交付

月

9/28 金

日

程

10/4 木

曜日

2.履修登録用紙提出期限

5

履修登録締切り

※平成25年度以降の履修登録日程については当該年度の「講義概要」で確認してください。

訂正分再交付

9

団乞

確認訂正期問

10 水

」ノ

確認訂正期間・訂正分再交付

日

確認訂正期間・訂正分再交付

全ての記入が終わりましたら、学務課窓口に前期は4打H日休)、後期は9河28日儉はでに提出

備

3.履修確認・訂正の期間

してください。期限までに提出がない場合、その学期での履修は認められません。

程

※最終日での訂正等はできません

考

訂正分再交付

今年度前期は4月17日eめから 4月19日休)の3日間、後期は10月4日材司から10月9日eめの3日間

に学務課窓口で「学生授業時間割表」を配布します。それを確認の上、誤り・訂正・追加・削除

等があった場合は、学務課窓口で手続きをしてください。

※1 この「学生授業時問割表」の確認を行わない場合、登録したつもりの科目が登録されず、

履修できなくなる場合もありますので、指定の期日までに必ず確認してください。

※2 確認訂正期間終了後は、いかなる理由でも「訂正・追加・削除」は認められません。必

ず確認訂正期間中に行って下さい。

※3 電話や代理での訂正等は一切受け付けません。必ず本人が窓口で確認・訂正を行ってく

ださい。

備

※最終日での訂正等はできません

考

Ⅱ 仙慣



※4 履修登録の訂正を行った場合、訂正日の翌日に訂正後の「学生授業時間割表」を再交付

しますので、学務課窓口で受領・確認してください。前期は4月20日倫)、後期は10月10

※5

日姻までとなります。ただし、この両日は訂正等を行うことはできません。

「学生授業時間割表」は大切に保管してください。万が一紛失した場合および確認訂正

期間中に受領しなかった場合は、学務課窓口で再発行を願い出ることができます。ただ

し、再発行は1通につき200円の手数料がかかります。

定期試験

1.試験

前期定期試験は7月末、後期定期試験は1月末に行われます。

授業最終日に実施される試験も含みます。

試験の時問割は掲示によって発表されます。

試験の方法は授業科目により異なり、筆記・レポート・口述

教員の指示および掲示に従い受験してください。

なお、次のような場合、受験資格はありません(学則第29・30・31条)。

1)履修登録を行っていない場合

2)授業回数15回に対して5回(1/3)以上欠席している場合(成績評価はF になります)。

2.受験上の注意

試験に際しては、学生証を机上に明示し、次の事項に注意してください。

1)定期試験の時問は、平常の授業時間表(曜日・教室・H部島とは違う場合があります。担当

教員の指示および掲示をよく確認してください。

2)レポートの場合は、大学指定の「レポート提出票」を学務課で受領し、記載のうえ、指定さ

れた期限までに提出してください。レポート提出の際に「レポート受領書」を受け取り、成

績が確定するまで保管してください。

3)口述試験・実技試験の場合は、集合場所と実施場所が異なる場合もあります。担当教員の指

示および掲示をよく確認してください。

4)受験の際は不正行為のないように真面目にとりくんでください。不正行為の事実が確認され

た場合は、学則に定める懲戒処分に加えて、演習・実習を除き、その学期の全科目の単位取

得を認めません。

5)定期試験期間中に、悪天候による交通機関不通等の事態が発生した場合の処置を次のように

します。

①試験開始定刻後30分以内に教員が到着できない場合、試験を延期します。

②試験開始定刻後30分の時点で受験予定者が半数に満たない場合、試験を延期します。

③試験開始定刻後30分以内に、受験予定者が半数を超えた場合は試験を実施し、受験できな

かった学生には別途試験・レポート等で採点します。

④当日、すべての試験を中止する場合は、決定時点で本学のホームページに掲載します。

実技等により実施されます。担当

3.課題レボート

授業中の課題として授業担当教員からレポート提示の指示があった場合は、次の事項に注意し

てください。

則慣 111



1)特に指定のない限り A4版の用紙を使用し、科目名、担当教員名、提出者の氏名及び学籍番

号を明記した表紙をつけ、必ず綴じてください。

2)提出の方法、日時(締め切り)、場所等については、担当教員の指示にしたがってください。

3)一度提出されたレポートの変更・訂正は認められません。

4.追試験

追試験とは、病気・就職試験・忌引・災害等(本人が関係する交通事故を含む)

得ない理由により定期試験を受験できなかった者に対して行われる試験です。

※追試験願が提出されなかった場合には、試験放棄と見なされ単位は認定されません。

※追試験が不合格となった場合、再試験は行いません。

追試験願の申請手順は次のとおりです。

当該授業科目の試験実施Hの翌日までに行ってください(来学出来ない場合は電話で連絡のこ

と)。大学指定の[追試験願]に記載のうえ、その理由を証明するもの(交通機関遅延証明書・

医師の診断書・就職試験受験票など)を添えて、学務課ヘ願い出てください。

欠席の理由が正当と判断された場合、追試験の受験が認められます。

追試験は、前期にあっては8月上旬に、後期にあっては2月上旬に一定の期間を定めて実施さ

れます。それぞれの学期の追試験期間については、当該学期の定期試験期日・H寺間割が公示され

る際に、併せて公示されます。公示された追試験期間に追試験を受験しない場合は、追試験の受

験資格を失います。

1V

5,再試験

卒業見込の学生がその学期に履修した科目のうち不合格①)となった授業科目について1回

に限り、再試験を願い出ることができます。再試験は前期・後期とも行われます。なお、次の科

目については再試験を願い出ることができません。

・情報処理演習

・情報文化学科専門科目「ゼミナール関連」(卒業論文を含む)科目

・情報システム学科専門科目「演習」「卒業研究」(卒業論文を含む)科目

・当該年度に不正行為を行ったため不合格となった科目

※再試験願が提出されなかった場合は不合格が確定し、単位は認定されません。

の真にやむを

再試験願いの申請手順は次のとおりです。

<前期>

則慣

学期末の成績票送付

再試験願提出

再試験日時連絡

8月下旬に送付された「学業生成績通知票」を確認し、不合格と

なった授業科目があった場合、願い出ることができます。

大学指定の[再試試験]に、所要事項を記載のうえ、学務課ヘ願
い出てください。再試験の願い出にあたっては、受験料(1科目

につき2,000円)が必要になります。また、必ず印鑑を持参して
ください。

再試験の日時が確定した段階で再試験日時を連絡します。



再試験実施

<後期>

再試験該当連絡

通常前期は9月上旬に実施されます。

再試験願提出

定期試験終了後、卒業要件不足学生に対し「卒業要件不足」を連

絡します。「卒業要件不足学生」は不合格①)となった授業科

目について再試験を願い出ることができます。

再試験日時連絡

再試験実施

6.成績評価

成績の評価は次のとおりです。

A (80~ 100点)

B (70~79点)

C (60~69点)

D (59点以下)

E 試験欠席

F 受験資格なし

試験を欠席した者、出席不足等により受験資格がない者については、 EあるいはFが成績表

に記載されます。

大学指定の[再試験願]に、所要事項を記載のうえ、学務課ヘ願

い出てください。再試験の願い出にあたっては、受験料(1科目

につき2,000円)が必要になります。また、必ず印鑑を持参して

ください。

再試験の日時が確定した段階で再試験日時を連絡します。

通常後期は2月上旬に実施されます。

「学業生成績通知票」は保証人宛に郵送します。郵送時期は次のとおりです。なお、「学業生成

績通知票」の再発行は1通につき200円の手数料がかかります。紛失しないよケ注意してください。

0前期:1~4年:8打下旬

0後期:1~3年:3月下旬

4年:3月上旬

フ.成績確認

当該学期の定期試験の成績に疑問等がある場合には、成績について確認を求めることができま

す。確認の受付期問は成績が送付されてから1週間以内とします。詳細については、学務課に問

い合わせてください。

W11S V



レポート・論文作成時の盗用・剥窃について

大学での学業を進める上で、書籍や雑誌などの紙媒体の資料に加え、インターネツトやデジタ

ルデータを活用して文献や資料を収集することが必要不可欠です。本学学生もこれらの諸資料を

活用してレポートを作成する機会が多く、両学科とも卒業論文を卒業要件として義務づけていま

す。しかしながら、資料・情報の一部または全部をそのまま利用すると、「盗用」ないし「判窃」

行為とされてしまいます。

著作権は著作者の財産であり、人権です。私たちは、著作物(著作権法第2条第1項:思想又は

感情を創作的に表現したものであつて、文芸、学術、美術又は音楽の範囲に属するもの)を利用

するとき、著作権を尊重しなけれぱなりません。また、日本では著作権保護期間が50年とされて

いますが、その期問を過ぎた著作物であっても、上記の「盗用」ないし「剌窃」行為は情報倫理、

学術倫理に反するものです。

著作権法第32条第1項には「公表された著作物は、引用して利用することができる。この場合

において、その引用は、公正な慣行に合致するものであり、かつ、報道、批評、研究その他の引

用の目的上正当な範囲内で行なわれるものでなければならない」とあります。ここでいう「公正

な慣行」や「引用の目的上正当な範囲」として、次のような引用のルールがありますので、レポー

ト・論文作成の際には十分注意してください。

1

書籍・雑i志類については、出典(著者名、書名・雑誌名、該当ページ、(雑誌の場合は号数)、

出版年など)を明示する必要があります。ウェブサイトから引用する場合は、アドレス(URL)

とアクセスした日付を明示することが一般的です。それを見た人が図書館などで検索できるだけ

の正確かつ十分な情報を提供していることが、最低限のルールです。

出典を明示すること

2

引用する部分は「」でくくったり、行問を空けるなどして、本文と明確に区別できるように

します。文章をそのまま利用しなくても、内容をまとめ直して利用した場合も必ず出典を明らか

にしなければなりません。

※引用部分および出典の記述例は大学ホームページを参考にしてください。

白分の文章と引用部分を明確に区分すること

V1 側盾



科目名

日本政治論

日本の思想

比較宗教論

集中講義日程(予定)

※集中講義を履修する場合は、前期履修登録期問に手続きをしてください。
※講義日程は変更する場合があるので、必ず開講前に掲示板を確認してください。

配当年次

1年次

2年次

教員名

2年次

椎橋勝信

今井

鈴木晋介

イ1多

7月31日(火)~8月3日(金)

8月6日明)~8月9日(木)

開講

8月6日明)~ 8月10日(金)

日

則慣 VⅡ



*政治学
*経済学(マクロ)
*哲学
*世界地誌
*i去学
コミューケーションi命

論理と数理
統計と情報]
数学基礎

◎C E P]

体力診断と運動処方1

講義
科目

前 期

目

1

CEP

保健体育

就職
関連

年

*経済学(ミクロ)
*社会学
*歴史学
*地球環境論

科学と技術
コミュニケーション技術

線形数学

後 期

国際
関連

◎卒業論文

◎地域研究概論
アジアと日本
日本政治論
国際研究概論
国際交流インストラ
クター演習1

情報システム
コンピュータシステム

人問情報システム
◎情報処理演習1

ペ ン

168
169
170
171
172
]73
174

情報
関連

◎CEP2

体力診断と運動処方2

*比 j^、

*社会思想史
*文化人類学
*憲法
*金融論
情報文化
*吾言吾学:
*ジェンダー論

文章表現

フィットネス理論及

び実習

則

習1貝

ゼミナール

275

日本経済論
国際政治学
ワークショップ実践論1

◎基礎演習1

平成24年度情報文化学科開講科目一覧

ペ

地域
言語

175

187

128
129
130
131

ノ

東アジア関係論
現代イスラーム論
南北問題
国際経済法
NG0論
環日本海交流論
地域統合論
外国語文献講読2
国際研究特論不開講

九ゼミナール

2

* 1.、 プL

文化)
*民法
*財政学
*ジャーナリズム論

心理と行動

経営と組織
ネットワ〕クコンピュー
テイング

社会情報システム

地域
研究

年

214

215
216

326

次

異文化理
平和学

◎基礎演習2

X

日本
研九

0玉

ヘ ノ

48

217

218

219

0ロシア語1
0中国語]
0韓国語]
0アメリカ英語1

19]
192
193
194

情報検索
マーケテイング

国際
研究

*キャリア開発1

326

0ロシア史概説
0中国史概説
0韓国朝鮮史概説
0アメリカ史概説

69
玉ハ士1 子・

0 玉尓

子・

232
233
236
238

プし气

0ロシア語2
0中国語2
0韓国語2
0アメリカ英語2

276
27フ

278
279
280
281
282
283
284

204

一J

企業と経済

241

242
243
2U

*倫理学
ユエ]口

0現代ロシア論
0現代中国論
0現代韓国朝鮮論
0現代アメリカ論
0アメリカ文化論

3 年

ロシア而7
中国語7
韓国語7
アメリカ英語7

日本政治史
日本の思想

223

0ロシア語3
0中国語3
0韓国語3
0アメリカ英語3

51

現代束南アジア論
国際政治史
国際経済史
AdvancedcEPI

*新潟研究(政治と
経済)

*福祉社会論
地域経営論

345

ロシア U佃

0中国文化論
0韓国朝鮮文化論

*キャリア開発2
インターンシップ

=

0中国研究ゼミナール
0韓国研究ゼミナール
0アメリカ研究ゼミナール

ノ

日=

95

96

246
247
250
252

日本経済史

九气一

97
98
99

]00

0留学ロシア語1~4
0留学中国語]~4
0留学韓国語1~4
0留学アメリカ英語1~4

プし

207

208
209

東南アジア文化論
現代ヨーロッパ論
AdV且ncedcEP2

『、

情報社会論
情報メディア論

52

53

255

256
0留学ロシア特論1,2
0現代ロシア研究
0現代ロシア事情
0中国の文化と歴史
0留学中国特論12
0現代中国研究
0現代中国事情
0韓国の文化と歴史
0留学韓国特論1,2
0現代韓国研究
0現代韓国事情
0アメリカの文化と社会
0留学アメリカ特論12
0現代アメリカ研究
0現代アメリカ事情

4

:ノ

不開講

一二

257

.二

258
259
260

0ロシア語4
0中国語4
0韓国語4
0アメリカ英語4

287
288
289

」上.

◎情報処理演習2
情報と法

0日中関係論
0日韓朝関係論
0日米関係論

102
]05
109
Ⅱ3

ーム,
、而ヨⅡ

0、、

日本語学

227
228

0ロシア語5
0中国語5
0韓国語5
0アメリカ英語5

地球社会と人権
現代エネルギー論
国際協力論
EU論
国際組織論
外国語文献講読1

Ⅱ7
Ⅱ8
119

120

262
265
269
273

り力

地方自治論

12]
122

123
]24
125
]26

ロシア語6
中国語6
韓国語6
アメリカ英語6

.
ヘ

年
、

口
!

キ
、

次

己
一
頭

ノヘ

6
7
8
9
0
1

1
1基

礎
科

共
通
科
目

ぐ
=
一

松
1
3
N
一
巧
一
2
5

6
2
 
一
一
 
6
3
 
6
4
 
6
5
 
6

専
門
科
目

引
 
3
2
 
3
3
 
3
4
 
3
5
 
3

フ
。
 
n

即
別
別
舗

卯
釧
兜
船
9

7
5
 
7
6



講義
科目

政治学
経済学(マクロ)
哲学
世界地誌
法学
*コミューケーション言兪
*論理と数理
◎統計ど恬報1
数学基礎

一生1'

剛

目

期

英語

保健体育

1

就職関連

年

◎英語IA・BC

ペ]ジ

体力診断と運動処方1

国際
関連

次

経済学(ミクロ)
社会学
歴史学
地球環境論
*科学と技術
*コミュニケーション技術
*線形数学

地域研究概論
アジアと日本
日本政治論
国際研究概論
国際交流インストラクター演習1

後

情報
関連

13221

期

◎情報システム
◎コンピュータシステム
◎人間情報システム

16

◎基礎演習1

◎英語2A・B・C

25

ページ

体力診断と運動処方2

演習

平成24年度情報システム学科開講科目一覧

168
169
]70
171
172
]73
174

0情報処理演習F
0情報処理演習U]
0情報処理演習W
0情報処理演習a

専

比較宗教論
社会思想史
文化人類学
憲法
金融論
*情報文化
言盲吾'診
ジェンダーi兪
*文章表現

日本経済論
国際政治学
ワークショップ実践論1

則

門

◎経営と組織
◎ネットワークコンピューティング
◎社会情報システム

A

2

376

176

科

187

◎基礎演習2

◎英語3A・B・C

年

378
379
383
381

B

フィットネス理論及び実習

0情報処理演習U I
0情報処理演習U2
0情報処理演習W
0情報処理演習CI
0情報処理演習C2

目

214
215
216

新潟研究然
民法
財政学
ジャーナリズム論
*心理と行動

次

異文化理解
平和学

C

217
218
219

D

ノ

◎情報検索
◎マーケティング

37

376

E

情報産業
情報りテラシーと倫理

◎英語4A・BC

0 '月

379
380
382
3別
382

ヘ一γ

他

キャリア開発1

13231

0情報処理演習U I
0情報処理演習U2
0情報処理演習W
0情報処理演習CI
0情報処理演習C2

人問情報工学1

ンステ

国際経済学

基木情報処理特論]

月1」

ビジネスモデル

1,

*企業と経済

ノ

コンピュータソフトウェア

292
293

3・4年次

]95

システム論
情報システムモデル

379
認0
383
3別
382

'月

情報論理
システム数学
統計と情報2

294

204

0情報処理演習UI
0情報処理演習U2
0情報処理演習W
0情報処理演習CI
0情報処理演習C2

134

人問情報工学2

222

キャリア升

5]

基本情報処理特論2

玉,、

新潟研究(政治と経済)
福祉社会論
地域経営論

ノ

295

1更

経営と情報
財務会計

ユ丈口冊

223

296

ノ

136
137

* ユ=口冊月

*情報メディア論

アルゴリズム
テレコミュニケーシヨン
ソフトウエアエンジニアリング

情報論

、肝

297
298
299

138

モデリング数学 ション

ンプ

生理機能と情報
行動科学
生活統計
地域統計

300 基本情報処理特論1
北米社会と情報
情報英語

139
140

4

生産企画と管理
流通と物流
管理会計

ノ

年

141
14
143

1,

0専門演習B
0専門演習C
0専門演習D

プログラミ
プログラミ

76

ノ

汰

302

1" オペレーションズリサーチ1

ング環境
ング技都"寺論

134
H5
146

ノ

地域情報システム
認知科学

基本情報処理特論2

0セ

307
308
309

企業と国際化
商品企画
経営と法律

388
389
390

310
3Π

知識情報処理
コンピュータビジョン

マルティメディア情報処理

148
149
150

312

情報システム開発
情報セキュリティ

多変量解析
オペレーションズリサーチ2

]51
]52

300

社会理論と調査法
生活と法律

0力

学外実習
ビジネス英語入門1

153
154
155

◎卒業論文

156
]5
]58

人工知能
データベース

ク、ニ

159
160

シミユレ

161
162

ビジネス英語入門2

7
8
9

0
0
0

2
 
2
 
2

一
一

ン

一
一

基
礎
科

一
一
一
口
、麺倫

Π
=

.

]
2
3
4

9
9
9
9

ー
ー
ー
ー
ー

目

4
5

1
1

3
3

6
7

]
1

3
3

:
.
ヘ

8
9

1
1

3
3ス

ム
、
不

テ
ジ

ス
ビ

γ
一

報
ヤ

情
チ

産
ン

生
ベ

0
1

2
2

3
3

9
0
3
1
2

7
8
8
8
8

3
3
3
3
3

論
計
ム

特
設
テ

ム
ム
ス

テ
テ
シ

ス
ス
報

シ
シ
情

報
報
営

情
情
経

共
通
科
目

一
X

0
]

7
7

3
4
 
5
6

0
0
0
0

3
3
3
3

6
7
8
9
0
1

1
1

5
8
弱
釦
a

己
一
頭

n
1
3
H

3
6
4
 
6

8
9
0
1
2
3
4
5
6

2
2
3
3
3
3
3
3
3

6
8
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基
礎
科
目



1年基礎科目(前期) .

政t台学

経済学(マクロ)

オ斤学

世界地誌

t去学

コミュニケーション三兪

論理と数理

統計と情報1/統計と情報

数学基礎

CEP ]

英i吾 1

体力診断と運動処方1



入学年度

区分

22年度以降

2]年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

政治を人間によって繰り返される行動のひとつとして理解し、その政治の網の目の中で私たちはど

のように認、識し行動するべきか、その基本的な方法について考える。現実政治のなかの時事的な出来

事についても言及しながら、「市民」概念の現代的意義を特に議論したい。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

1 はじめに

2 政治とは何か

1年

授業科目

政t台学

3 政治の認識方法

6 則慣

日常世界の認識方法:主体としての市民

政治の定義

政治秩序

政治理論

状況・制度・組織

権力と支配

権威とりーダーシップ

シンボルとイデオロギー

国家の概念

ヨーロッパにおける古代と中世

近代社会

近代国民国家の変容:夜警国家と福祉国家

民主主義と独裁

政t台システム

市民の政治とは何か

4 国家とは何か

2

担当教員(所属等)

5

ー、1-

剛

政治体制

越智敏夫(情報文化)

6 まとめ

<成績評価方法>

学期末筆記試験(持ち込み不可)のみで採点。

<教科書・参考文献>

教科書なし。参考文献は講義中に適宜指示する。また図書館のサイトの「指定図書りスト」を参照の

こと。

(講義 1)

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

<受講に当たっての留意事項>

講義ノートを本学のウエブページ上で公開する予定なので、受講前に各自でプリントアウトし

て教室に持参すること。 U R L →<A HREF="http://WWW.nuis.ac.jp/、tochi/"> h杜P://WWW.nuis

ac.jp/~tochv </A>

また、本講義は全カリキュラムにおいて政治的現象を学ぶための基礎となるものである。「日本政

治論」「日本政治史」「国際政治学」「国際政治史」などを受講予定の学生は履修しておくことが望ましい。

<学習到達目標>

政治学の基礎を身につけると同時に、市民としての自覚をもつこと。

学
期

学
年

単
位
数

ー
ー
2
1
2
3
4
5
1
2
3
4
1
2
1

1
2
2
3
3
3
3
3
4
4
4
4
5
5
6



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

この講義の目的は①マクロ経済学の重要用語の概念を理解すること、②マクロ経済学の中から国民

所理論の基礎を学ぶこと、③深刻な不況時における財政政策と金融政策の役割を、講義内容だけでな

く練習問題を通じても理解することである。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

1.オリエンテーション

2.市場メカニズム

3.国民所得

4.マクロ経済の循環

5.家計の消費と貯蓄

6.企業の投資

フ.二部門経済モデルと均衡国民所得

8.三部門経済モデルと均衡国民所得

1年

授業科目

経済学(マクロ)

<成績評価方法>

試験(100%)

2

担当教員(所属等)

<教科書・参考文献>

青木孝子・安藤潤・鑓田亨

ーきし'

則 安藤潤(情報文化)

<受講に当たっての留意事項>

教科書は必ず購入し、授業の際に必ず持ってくること。私語は厳禁。注意しても私語を続ける者は

総供給分析に進むための

乗数理論

金雨゛

貨幣需要

貨幣供給

IS曲線

LM曲線

IS-LM分析

試験

退室を願うことがある。体調不良などやむを得ない場合を除き大幅な遅刻・途中退出はしないこと。

携帯電話・PHSの類は必ず電源を切ること。飲食禁止。以上のことを守れない学生は退出を願うこと

もある。また、教員の注意にもかかわらず繰り返す場合にはその場で定期試験受験資格をはく奪する

こともある。以上の点を踏まえて履修登録をすること。講義で数学(1次関数、等差数列とその和の

公式)及びグラフの使用は避けられない。ただし微分・積分は用いない。

この授業を半期受講したからといってすぐに初級レベルのマクロ経済学すべてを理解できるように

なるほど甘くはない。数学離れが進む現在、単位取得率は30%程度になるものと想定される。ただ

し資格試'験は最終的に合格できればいいのだから、公務員試'験などでマクロ経済学が必須の学生は、

半期で理解できょうができまいがこの授業を機に学習を継続し、一定レベルに達したらレベルを上げ

ていくこと。

塚原康博『入門現代経済学要Ξ制白桃書房

<学習到達目標>

国民所得決定理論の基礎を理解し、労働市場のマクロ経済分析、総需要

基礎を作ること。

側慣 7

学
期

単
位
数

学
年

ー
。
 
H
 
1
2
 
B
 
H
 
巧
玲



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

西洋哲学の基本的な主題と思考方法を、レジュメと参考資料に即して講義します。授業内容は主題
別の構成をとりますが、哲学史的な背景にっいても適宜説明を補いながら講義を進めたいと思いま
す。哲学の営みとは^自然、知、信仰、幸福、道徳、科学、心身、自我、経験、生、等々^人問
が生きてゆくなかで直面する様々な普遍的事柄について、「自分自身で」きめ細かく考えてみることに

ほかなりません。ただしこの営みは決して独りょがりなものであってはならず、私たちの前には二千

数百年にも及ぶ哲学の歴史のなかですでに営まれてきた様々な思考の足跡が残されており、これら
の所産と対岬してみるなかではじめて私たちは自ら考える力を養うことができることにもなります。

<白分自身で考えること>・く歴史的所産を享受するこどという二っのアプローチを通じて、論理的
批判的思考力とともに洞察力や解釈力を鍛え、個別性と普遍陛とに豊かに開かれた精神を形成してゆ
くことをめざします。

基礎

基礎

1年

授業科目

ヰ斤学

<各回毎の授業内容>

01.イントロダクション^哲学的問いの射程

02~04.哲学と常識はどう違うのか(ソクラテス、プラトン、啓蒙思想、ヘーゲル)

05~07.幸福とは何か(アリストテレス、功利主義、カント)

08~10.イ可かを認識するとはどうぃうことか(デカルト、ロック、バークリ、ヒューム、カント)
11~12.私とは何か(フィヒテ、実存哲学、フロイト)

13~14.価値とは何か(ニーチェ)

15.まとめ

16.定期試験

位
数

2

担当教員(所属等)

^

則 阿部ふく子

<成績評価方法>

各回の授業内容に関連する簡単なアンケート(30%)、定期試験(70%)による。
マナー違反が※アンケートは提出回数ではなく内容で評価します。極端に出席日数が少ない学生、

改善されない学生は成績評価の対象となりません。

<教科書・参考文献>

貫成人『図説・標準哲学史』、新書館、2008年

(※講義は基本的にレジュメに即して進めますが、参考資料として上記の図書を用いますので、購入
のうえ授業に臨んで下さい。)

<受講に当たっての留意事項>

上記の資料のほか、図書館に配架されている「指定図書」などを積極的に利用して下さい。

<学習到達月標>

哲学の基本的知識を習得するとともに、個人的

方を深める。

日常的レベルでも哲学的な感じ方、考え方、生き

8 側慣

学
期

学
年



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

この授業では,前半1~7で地球環境,後半8~15で世界の地誌を扱う予定でいます.前半では純

粋に地球の「自然環境」そのものを,地球誕生からとりあげることで惑星地球とその環境の特徴を理解

します.後半は,世界の諸地域の地理的事象の基本を概説し,国際理解のための基礎的知識を身につけ

ることを目的とします

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

1.太陽系の中の地球,太陽系惑星の特徴と比較

2.地球の誕生と進化

3.地圏の成り立ち①(地殻の特徴と形成)

4.地圏の成り立ち②(大陸と海洋の形成とその変遷ープレートテクトニクスの視点から)

5.大気の大循環(その成因と分布)

6.大気の大循環と気候帯の形成(ケッペンの気候区分を用いて)

フ.地球史と気候変動

8.ユーラシアの地誌

9.アジアの地i志①

10.アジアの地誌②

Ⅱ.北米の地誌

12.南米の地i志

13.欧州の地誌

14.アフり力の地誌

15.日本の地i志

1年

授業科目

世界地誌 2

担当教員(所属等)

^

剛 澤口晋一(情報文化)

<成績評価方法>

中間レポート(10%),定期試験(90%)

<教科書・参考文献>

テキストは使用しませんが,高校で使用した地図帳を毎回持参してください.高校で地理を履修せ

ず,地図帳を持っていない学生は,二宮書店『コンパクト地図帳』1600円を購入しておくことが望まし
し、

<受講に当たっての留意事項>

授業中は私語・飲食(持ち込み),ゲームは厳禁!

携帯電話については,毎回授業の最初に電源を(みなさんが)切ったことを確認してから始めます

<学習到達目標>

この講義では,上記の授業内容を通じて地球という惑星の特徴を理解し,そのうえで世界の諸地域の

地理的事象についての知識を身につけることを目標としています

1~フ:50%

8 ~12:50%

(関連する学習・教育到達財鳶A)

則慣 9

学
期

単
位
数

学
年



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

人は、この世に生を受けてから死ぬまで、「法」と隣り合わせの関係にある。親から名前を授けられ、

学校ヘ入学、卒業してからの就職、結婚や離婚といった事項についていえば、「法」が密接な関係を有

してぃるということがいえる。本講義では、「法」というものがどのように機能していくのか、このこ

とについて考察する。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

1 オリエンテーション

2 法との遭遇一日常生活は「法」であふれている!

3 法とは何か

4 刑法とはなにか?- 1

5 刑法とはなにか?-2

6 刑事責任論一1

7 刑事責任論一2

8 刑事責任論一3

9 犯罪とはなにか?-1

10犯罪とはなにか?-2

Ⅱ量刑論一1

12量刑論一2

13犯罪者処遇論一3

N残された問題一民事法も視野に入れて

15 まとめ

16 試'験

1年

授業科目

1去学

仙盾

2

担当教員(所属等)

^

剛 熊谷卓(情報文化)

<成績評価方法>

主として試験による成績評価

<教科書・参考文献>

「六法全書」を指定テキストとする。

<受講に当たっての留意事項>

プリントを配布することがある。欠席者には与えない。

<学習到達目標>

法学的思考の習得

10

学
期

学
年

単
位
数



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

コミュニケーションとは何か。情幸長化やグローバル化と言われる現代社会において、それはどのよ

うな意味をもっているのだろうか。この授業では、多様な拡がりをもつコミュニケーションという言

葉を軸に、われわれが日常世界のなかで無意識におこなっている様々なコミュニケーシヨン行為を考
察していく。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

主に三つの観点からコミュニケーションを論じていく。

第一部:コミュニケーションの原点~パーソナルコミュニケーションを考える

第1回才受業オリエンテーション

第2回旧本語と欧米語におけるコミュニケーションの定義

第3回:情報共有態としてのコミュニケーション

第4回:アイデンティティの構築としてのコミュニケーション

第二部:メディア論としてのコミュニケーション

第5回:メディア史とコミュニケーション技術の進展①

第6回:メディア史とコミュニケーション技術の進展②

第7回:記号論の考え方(ソシュール、ロラン・バルトの議論の紹介)

第8回:記号論とメディア論

第9回:メディア分析の基礎

第10回:メディア分析の基礎と応用

第11回:メディア分析の基礎と応用@)^アカデミック・ライティングの技術

第三部:メディア社会の中のコミュニケーションの諸相

第12回:レポート講評

第13回:メディア社会におけるコミュニケーション分析の現状と今後①

第14回:メディア社会におけるコミュニケーション分析の現状と今後②

第15回:まとめ

1年

授業科目

コミュニケーション盲命 2

担当教員(所属等)

ー、上.

則 逸見龍生

<成績評価方法>

平常点(出席十アチーブメント

<教科書・参考文献>

授業で使用するテクストはコピーを配付する。参考文献は授業において指示

<受講に当たっての留意事項>

授業中の私語は禁止とする。開始20分以後の途中入室、および無断での途中退室は認めない。

毎回出席を取る。公休ないしゃむを得ない事情住頒識舌動、クラブ活動の大会、ゼミ等の特別授

業)で欠席の際にはその旨届けること。講義全体の3分の1(おおよそ4回以上)を超えて無断欠

席した場合には、期末試験受験資格をえられないものとする。

毎回授業終了後に書くコメントカードは、評価の対象とする。また、公的な出席票の替わりとす

る。そのため、他人のコメントカードを代理記入するような行為は重大な不正行為と見なし、以後

の講義・試'験ヘの出欠は、記入を依頼した者、実際に記入した者の双方ともに差し止める。

テスト+授業後コメント)、小レポート、期末試験の総合

<学習到達目標>

現代社会におけるコミュニケーション概念の重要性を理解し、コミュニケーション学の基礎的な考え

方を用いて、実際の社会分析に応用する力を養うこと。

則慣 Ⅱ

学
期

単
位
数

学
年



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

論理学は古代ギリシャのアリストテレス以来受け継がれて来た歴史の古い学問であるが、これに数

学の中で用いられてぃる記号を用いた形式化の手法を導入することにより、現代的な数理信Ξ号) 論

理学が誕生した。本講義では、数理論理学の基礎を情報文化との関連を考慮しつつ解説する。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

1.論理学の入門(情報文化と論理、講義の位置付け)

2.論理式と真偽(命題の表現、真偽表、同値な命題)

3.否定命題と連言命題(命題関数と集合の入門)

4.選言命題と双対原理

5.基本的なトートロジー

6.論理式の標準形

フ.含意命題と直観主義論理

8.推論と推論規則

9~11.白然的推論(NK、NJ)

12.一階の述語論理(量化記号、束縛変数と自由変委幻

13.血族関係の表現

14. NKとNJの述語論理

15.有限幾何学

16.定期試験

1年

授業科目

論理と数理

則慣

2

担当教員(所属等)

._、ι一

削 石井忠夫(情報システム)

<成績評価方法>

毎回の小問が10点、レポート2回の合計が30点、および定期試.験が釦点の合計点で評価する。

<教科書・参考文献>

田村三朗、荒金憲一、平井崇晴共著:論理と思老(大阪教育図書、]999年)1,600円

<受講に当たっての留意事項>

(1)数学を学ぶ時と同じように、内容を理解するには自分でいくっかの演習問題を解くのが良い。

よって、学習の便宜を図るために、毎回の小問題を課す。

②教科書に沿って授業を進めるので、早めに教科書を購入しておくのが望ましい。

③基礎自由科目陛女学基礎」の内容を修得していることが望ましい。

<学習到達目標>

論理的思考の基礎となる命題の組み立て方(30%)および論理式を用いた記号による表現(40%)
を理解し、また、日常生活での正しい判断能力(30%)を習得する。

.

(関連する学習・教育目標:D)

12

学
期

学
年

単
位
数



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

情報文化学科選択、情報システム学科必修

<授業目的>

わたしたちの身の周りには、さまざまな情報があふれています。このような膨大な情報から意味の

ある情報を抽出し、その特徴や傾向を把握するために、確率・統計学のテクニックや知識が必要にな

ります。この講義では、確率・統計学的なものの捉え方の基礎を身につけると共に、世の中の事象を
確率・統計学的な視点から分析できるようになることを目指しています。具体的に、前半では、デー
夕の特徴を記述するための方法として、度数分布表やビストグラム、散布図などの図表の作り方を解
説します。また、平均値や標準偏差などの統計量が意味するものと、その計算の仕方について解説し
ます。後半は、統計的仮説検定の考え方についてくわしく解説します。

基礎

基礎

1年

授業科目

統計と情報1

<各回毎の授業内容>

1.はじめに

2.データのぱらつきを表やグラフで要約する(D

3.データのばらつきを表やグラフで要約する②

4.データのばらつきを数字でまとめる:平均値・中央値

5.ばらつきの大きさをはかる(1):偏差・分散・標準偏差

6.ばらつきの大きさをはかる②:歪度・尖度

フ.確率論的なものの考え方①:2項分布

8.確率論的なものの考え方②:正規分布

9.まとめ:中間試'験

10.統計をつくる一部分から全体を知る:標本調査について

Ⅱ.調査結果と推定値との誤差を知る

12.標本から仮説の妥当性を判断する:統計的仮説検定の考え方

13.2変数の間の関係を記述する

14.データ間の関係を読む

15.まとめ

16.定期試験

統計ど情報

2

担当教員(所属等)

^

剛 伊村知子(情報システム)

<成績評価方法>

授業中に実施する練習問題⑭0%)と定期試験(60%)により、総合的に評価します。

<教科書・参考文献>

必要な資料は授業中に随時、配布します。

参考図書:鳥居泰彦「はじめての統計学」日本経済新聞社

<受講に当たっての留意事項>

わからない点については授業中に積極的に質問すること。予習と復習をこころがけること。

<学習到達目標>

基本的な知識を習得し、確率・統計学的なデータのとらえ方を理解すること。絲東習問題:20%、定

期試'験:30%)

日常生活の事象を確率・統計学的な視点から分析できるようになること。絲東習問題:20%、定期試
験:30%)

(関連する学習・教育到達酎冥D)

N11S 玲
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択、平成23年度以前自由

<授業目的>

大学の数学では、「関数」という概念を理解することが重要です。このことは、単に、二次方程式を
解くとか、不等式を解くといったことではありません。「関数」とは、例えば実数をある関数にマツピ

ング(写像)した際得られるものであるという考えに基づくものです。このことを理解できれば、関
数の掛け算、割り算、および、逆関数の理解に繋がります。さらには、高等数学で取り扱う汎関数の
考えも理解できます。この授業を履修することによって、 1年次後期からの数学の専門科目の理解に

繋がる知識を習得することを目的とします。

基礎

基礎

1年

授業科目

<各回毎の授業内容>

1.数の計算、分数の意味と比の関係、式の計算

2.指数(指数法則・指数関委女)

3.対数(基本法則・対数関委女・常用対数・自然対委女)

4.三角比(定義・ラジアンの理解)

5.1次方程式、連立1次方程式

6.立式の基礎(文章題から式を作る練習)

フ.2次方程式(解の公式や因数分解を用いて)

8.1次不等式・ 2次不等式

基礎数学

側慣

2

担当教員(所属等)

<成績評価方法>

毎回の演習80%、理解度確認、演習20%

一竺.ι一

剛

<教科書・参考文献>

指定の教科書は使用しません。講義時にオリジナルプリント(レジュメ)を配布します。

玉木賢志

フK谷, t告

、

<受講に当たっての留意事項>

高校までの数学が苦手、嫌いな人でもこの授業でやることは、これから先で学ぶ専門科目の理解に

必ず役立っものなので、短期間ですが集中して取り組んで下さい。授業ではノートをきちんと取っ

て、その後必ず復習するようにして下さい。

なお、この授業科目では数学りテラシーチェックの結果によって担当教員が履修対象者を決定しま

す。担当教員が指定した以外の学生は履修できません。

9.絶対値の意味と計算(方程式・不等式の解t却

10.1次関数・ 2次関数とそのグラフ

11.三角関数とそのグラフ

12.関数の意味と写像

13.関数の掛け算・割り算と逆関数

14.補充問題

15.補充問題・理解度確認演習

<学習到達目標>

1.各単元の 1つ 1つの公式、定理をよく理解してそれらを応用する力を身に付けること。50%

2.確実な計算力を養い、さ引こ順序を立てて論理的に考えることができるようになること。50%
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

必修

<授業目的>

CEPは英語を楽しく集中的に学習するプログラムです。 CEPで積極的に取り組んだ学生は、その

ほとんどが学年末には自信を持って英語を話すことができるようになっています。 CEPでは、国際

英語を教えます。英語を自分のことばにして、日本人としてのみなさんの視点から話しましょう。

CEPでは、みなさんが英語を話したくなるような、楽しいクラスを目指します。

基礎

15

基礎

<各回毎の授業内容>

CEPプレイスメント・テストの結果によって、レベル別クラスが編成されます。 Aクラスが最も難

しく、Fクラスが基礎レベルです。しかし、このレベルの違いはみなさんの成績に影響しません。例

えば、Fクラスだからという理由で悪い成績をとったり、Aクラスだからといって他のクラスの人より

自動的に良い成績を修めるということはありません。レベル別にするのは、学習内容が簡単過ぎたり

難し過ぎたりすることを避けるためです。適切なレベルから始めることで、学習効果が上がります。

CEPで英語の力がつけば更に高度なクラスヘ、また、あまり上達しないようなら基礎的なクラスに

移動することも可能です。 CEPでは毎回の出席と授業ヘの積極的な取組みが要求されます。遅刻は

しないこと。欠席時数(届出があり、やむをえないと認められた欠席を除く)が30%を超えると不

合格となります。 CEPでは、授業活動ヘの参加に関してポイント・システムを採用しています。英

語で質問をしたり、英語の授業活動を積極的に行ったり、教員の質問に英語で答えたりした学生は、

そのつどコインがもらえます。白いコインは 1ポイント、青いコインは2ポイント、赤いコインは3

ポイントです。 1回の授業につき最高ひとり5ポイントまで集めることができます。コインは授業終

了時に教卓の箱に返却します。そのとき、自分の名前とポイントの数を教員に伝えてください。 CEP

には、スピーキング・りスニングの授業とりーディングの授業があります。りスニングとスピーキン

グのテストは3週問に1回あります。

1年

授業科目

CEPI

、、

位
数

3

担当教員(所属等)

^

削

G.Hadley,

M.Ruddick,

P.Dickinson

<成績評価方法>

みなさんの成績は、テスト、宿題、授業活動ヘの積極的な取組みなどから総合的に判定されます。

<教科書・参考文献>

Intercha11ge FUⅡ Contact la,2a,3a qack Richards, cambridge university press.)

<受講に当たっての留意事項>

以下は基本的なルールです。必ず守ってください。授業中は英語で話すこと。教員に質問されたと

きにその意味や答えがわからなければ、まず教員の方を向いて、教員に直接そう伝えること。(すぐ

に友達に聞いたりしない。)ほとんどの問題は教師と良い関係を築いていく中で解決できるものです。

授業中や空き時間に遠慮なく話してください。

則11S

学
期

学
年



入学年度

区分

22年度以降

飢年度以前

授業科目

区分

必修
<授業目的>

This course is designed to help students improve thelr English・1anguage communlcative skiⅡS, wlth
an emphasis on practical contemporary EngⅡSh as it is used in the real world

<各回毎の授業内容>
I class introduction l :1t's nice to rneet you.1ntroducing yourself atld friends; saying he110 and

good、bye; possessive adjectlves my, your, his, her, the verb to be
2 Asking for names and phone numbers; spe11ing of names, affirmative statements and

Contractlons

What's this? Naming objects; asking for and glvlng the location of an object; plurals;
Prepositions of place: m, on, under, beside, etc, articles a, at2, the; this, it a1ユd these,血ey
Where are you from? C辻ies, countries and regions; adjectives of personality, numbers to
10o and age; a伍rmative and negatlve statements; yes/no questions, short answers and wh-
questions, personality traits

5 1'm not wearing boots! clothing c010urs, seasons of the year; weather; possessive adjectives
Our, thei二 Conjunctions and and but; C010ur adjectives before nouns

6 Audio、visualtraining. Acquisition of visual and oral stimUⅡ from representative EngⅡSh・
Ia11guage audio、visual media,in this case, a H0Ⅱywood 丘lm dassis.

7 W'hat are you doing? Times of the day, clock time; daily activities, saturday activities;
questions wlth what time

8 Writing about what people are doing. Time zones ofthe world. Time.
9 Mid、1erm Test.1ncludes multiple、choice,丑11・in・the blank, and essay・type questions.
10 W'e live in the suburbs. place aTld transportation; family relationships, daily routines, days of

the week simple present statements with regular atld irregular verbs
Simple presentDoes the apartment have a view? Houses and apartments; rooms; furnlture;11

there aren tShort answers; how ma1ユy; there is; there are; theres no, there isn t a, there are no,

any

]2 What do you do? occupations and workplaces; asking for and giving opinions about jobs
Placement of adjectives before nouns, descriptlve adjectlves for occupations

13 Personal pronouns. contractions. use of pronouns as substitutes for names. use of contractions
in speaking and writing.

Food pyramid; basic foods; desserts, meals; countable al〕d uncountableBroccoliis good for you.14

nouns; adverbs of frequency: always, usua11y often, sometimes, seldom, never. Taking a survey
Offoods

15 Summer vacation. pla11nlng. Future actlons.
16 FINAL TEST.1ndudes multiple・choice,丘Ⅱ・in・the blal)k, and essay・type questlons

基礎

基礎

1年

授業科目

央i吾 1

P I ・

A 信舌す英語1)

P2

側慣

¥

担当教員(所属等)

^

削

16

ステファン

<成績評価方法>

Students wi11 be graded on the basis of their performarlce on a mid・term (50%) and a 6、nal test of
knowledge (50%)

<教科書・参考文献>
Relevant handouts (correctly known as photocopies, not "prints") wiⅡ be supplied by the instructor,
Sourced from texts, print media and original material

<受講に当たっての留意事項>
Students must not sleep in dassstudents must be attentive. students must turn 0丘 CeⅡ・phones

<学習到達目標>
1) The students wiⅡ be able to communicate W辻h people from around the world in plain English,
With an emphasis on practical contemporary EngⅡSh as it is used in the real world.
2 ) The students wiⅡ be able to pronounce words correctly and read basic EngⅡSh passages with
a certaln degree of 且Uency
3 ) The students wiⅡ gain pr0丘Ciency 血 Writing simple daily schedules,1ists of telephone numbers
and addresses aT)d the location of ob]ects
4 ) The students wiⅡ learn to use possessive adjectives, prepositions of place, articles and adverbs
Offrequency m a auid and natural ma11ner.
5 ) The students wiⅡ learn a modicum of geographical a11d topographical names in their EngⅡSh
forTns

(関連する学習・教育到達目標:B)

ドユルカ

畔学
期

学
年
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単
位
数



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

必イ惨

<授業目的>

英語コミュニケーション能力の向上を目指します。英語の聞く力と話す力をつけながら、英語を

国際言葉として活用できるような楽しい授業を目指します。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

1.1ntroduction to the course. welcome unit

2. New Friends

3. New Friends

4. people and places

5. people and places

6. Test and other material

フ. what's that?

8. what's that?

9. Daily life

10. Dailylife

11. Test 即d other material

12. Free time

13. FTee time

14. work a11d play

15. work and play

16.試'験

1年

授業科目

央i吾 1

Q I ・

A 信舌す英語1)

Q2

側慣 17

担当教員(所属等)

一三』.

則 イザベラガラオン青木

<成績評価方法>

成績評価内訳:平常点

<教科書・参考文献>

Four corners l, Jack c. Richards, David Bohlke (cambridge university press)

参考文献:テキスト内容に関係する資料を適時配布する。欠席したものは、自己責任で資料をそろえ

ること。

<受講に当たっての留意事項>

出席しても、授業中に寝たり、私語したり、授業に積極的に参加しない学生の評価は非常に低くな

ります。

(50%)、テスト(10%×2)定期試験(30%)

<学習到達目標>

今まで習った英語を復習しながら、実際にしゃべる言葉として使える自信をつける事。

(関連する学習・教育到達目標:B)

学
年

単
位
数

学
期



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

必修

<授業目的>

This course is designed to help students improve their EngⅡSh・1anguage conversation and
Communication ski11S. The lessons W辺 focus on practical, real・world applications oflal)guage use.

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

1. class lntroduction/Essential EngⅡSh

2.1m a student

3.1m a student.

4. what's yout phone number?

5. what's your phone number?

6. Test and other material

フ. My family

8. My family

9. Do yoU Ⅱke hゆ・hop?

10. Do yoU Ⅱke hゆ・hop?

1]. Test al〕d other material

12. what do you do for fun?

13. what do you do for fun?

14. can you play the guitar?

]5. cal〕 you play the guitar?

16. F血alExam

1年

授業科目

英Ξ吾 1

R I ・

A (話す英語1)

R2

、1

位
数

担当教員(所属等)

_き1'

剛

<成績評価方法>

A杜endance (20%)

Homework (20%)

In・class tests (20%)

F血al Test (40%)

ランス レイサム

<教科書・参考文献>

First choice, Ken wilson & Thomas Healy (oxford)(1SBN:978-0-19-430561-フ)

<受講に当たっての留意事項>

I have high expectations for student behavior. students must be attentive to the lesson, awake, and
respeC仕UI.

<学習到達目標>

The students W辺 be able to communicate in EngⅡSh with people 丘om around the world.

The students wiⅡ be able to use appropriate pronundation.

The students W辺 be able to read short passages a11d dialogues with some degree of auency

(関連する学習・教育到達目標お)

玲 則慣

、学
年



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

必イ惨

<授業目的>

この授業では、CALLシステムやマルチメディアを活用し総合的な英語コミュニケーシヨンに必要

な英語力の伸長を図ります。基本的な会話表現を身につけ,国際語としての英語を使った円滑なコ

ミュニケーションをおこなうことを目指します。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

1.1ntroduction /講義根死要、PC@LL について

2. unit l . Greetings and introductions (1)

3. unit l . Greetings and 血troductions (2)

4. unit 2. NationalitieS 釦d occupations (1)

5. unit 2. Nationalities a11d occupations (2)

6. unit 3. Give a11d get directions (1)

フ. unit 3. Give a11d get directions (2)

8. unit 4. Talk about families (1)

9. unit 4. Talk about families (2)

10. unit 5. Time a11d dates (D

H. unit 5. Time and dates (2)

12. unit 6. clothes, C010rs and other adjectiveS 住)

13. unit 6. clothes, C010rs al)d other adjectives (2)

14. unit 7. Houses and apartments (1)

15. unit 7. Houses and apartments (2)

16.試験

1年

授業科目

英語I B (CAL L英語1)

PI・P2

担当教員(所属等)

^

削

<成績評価方法>

試験50%+課題および授業中の言語活動ヘの取り組み50%

茅野潤一郎

<教科書・参考文献>

・saslow, J.& A. Ascher.2008. roP <10tch ry Fundamentals. pearson Longman

<受講に当たっての留意事項>

・5回およびそれ以上欠席した場合は不合格とする。

・出席確認後の入室は特段の事情がない限り出席とは認めない。

・毎回の活動等ヘの取り組みが重要である。

・ipodなどのデジタルオーディオプレーヤーを持参し常時携帯することを勧めます。

<学習到達目標>

スピーキング活動を通して、英語のプロソディに隈れ、日本語に影響されないりズムで話すことが

できる。

・比較的平易な英語の概要を聞いて理解することが出来る。

19

(関連する学習・教育到達酎票B)

仙慣

学
期
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数

学
年



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

必、イ惨

<授業目的>

CALLシステムを活用し国際標準語である英語の運用力を養成する。

Listening、speakingホ東習、講義支援システムを使ったi吾業・文法練習を通してバランスのとれた発
信型英語の基礎力養成をめざす。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

1.講義概要、CALL及び講義支援システムの使用法

2. un辻 I ceremony

3. unit l

4. unit 2 SchoolLife

5. unit 3 Transportation

6. unit 4 0utdoor Activities

フ. unit 5 Weather

8. Review

9. un辻 6 Holiday plal)S

10. unit 7 Resort Area

H. unit 8 Directions

12.un辻 9 JobExperience

13. unit lo summer sale

14. Review

15. consolidation

16.定期試験

1年

授業科目

英語I B (CAL L英語1)

QI・Q2

担当教員(所属等)

ー、"ι一

剛 金沢泰子

<成績評価方法>

毎授業時の練習問題と復習小テスト40%音声活動20%、定期試.験40%

<教科書・参考文献>

K. Yoshida et al : practical situations for the TOEIC Test (SEIBIDO)

貴

<受講に当たっての留意事項>

5回以上欠席すると受講資格を失う。授業開始後10分以降の入室は認、めない。

欠席回数にっいては各自で記録し、超過しないように気をつけること。

<学習到達目標>

List印血g・会話練習を通して語葉表現をみにっけ発信型の英語基礎力を養成する0

(関連する学習・教育到達駄票B)

20 側慣
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年



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

必イ惨

<授業目的>

CALLシステムを活用し国際標準語である英語の運用力を養成する。

Listening、speaking練習、講義支援システムを使った語粂・文法練習を通してバランスのとれた発

信型英語の基礎力養成をめざす。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

1.講義概要、CALL及び講義支援システムの使用法

2. unit l Getting Ready for a Business Trip

3. unit l

4. unit 2 Departure

5. unit 30n a plane

6. unit 4 Arrival

フ. unit 5 Meeting people

8. unit 6 M血i・Test

9. Review

10. unit 7 Making an Appointment

H. unit 8 At a Hotel

12. unit 9 Visiting a company

12. unit lo smaⅡ Talk

13. unit 11 Negotiation

15. Review

16.定期試験

1年

授業科目

英語I B (CAL L英語1)

RI・R2

担当教員(所属等)

^

剛 金沢泰子

<成績評価方法>

毎授業時の練習問題と復習小テスト如%音声活動20%、定期試験40%

<教科書・参考文献>

H.Nishikage et al: A strate ic A

<受講に当たっての留意事項>

5回欠席すると受講資格を失う。授業開始後10分以降の入室は認めない。

欠席回数については各自で記録し、超過しないように気をつけること。

<学習到達目標>

List飢ing・会話練習を通して語章表現をみにつけ発信型の英語基礎力を養成する。

(関連する学習・教育到達目標:B)

roach 加 the TOEIC Test Listenin

N慣

(SEINDO)
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年



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

必修

<授業目的>

テキストはアメリカ人が日本とアメリカの社会の違いにっいて論じたエッセイです。両国の違いに
驚かされる話題が満載です。エッセイを読むと同時に文法にっいても学ベるテキストです。平易な英
文を読み、英語の読解力の向上を目指す。テキストには読解用の英文と読解の助けとなる練習問題が
含まれている。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

第 1週:Lesson l cherry Blossoms

第 2週:Lesson 2 Capital cities

第3週:Lesson 3 Movies

第4週:Lesson 4 Tral)sportation

第5週:Lesson 5 Advertisements

第6週:Lesson 6 Education

第7週:中間試験

第8週:Lesson 7 Loan words

第9週:Lesson 8 Work

第10週:Lesson 9 MemorialDay

第11週:Lesson lo weddings

第12週:Lesson H Marriage

第 13週:Lesson 12 Gifts

第M週:Lesson 13 0ne・child FamiⅡes

第15週:Lesson 14 Divorce

第16週:定期試験

1年

授業科目

英i吾 1

P I ・

C (総合英語D

P2

側慣

担当教員(所属等)

^

剛 高橋正平(情報システム)

<成績評価方法>

中間試験(40%)、定期試験(40%)、出席・授業態度(20%)によって評価する。

<教科書・参考文献>

BasicauyAmenヒa, Basicauyjapan (南雲堂)Charles L. clark他編注

L

<受講に当たっての留意事項>

毎回1レッスンを読み終える。授業は演習形式で行うので、受講者は予習が必要である。座席は指
定とし、授業中の私語は厳禁である。場合によっては教室からの退去を命じることもあるので注'目、さ
れたい。欠席が5回を越えると試験資格を失う。遅刻3回は1回の欠席とする。授業中の居眠り、内
職学生には宿題を課す。テキストは第2週までに必ず購入のこと。例年テキストを購入しない学生が
いるが、購入しない場合は受講を取り消すことがあるので注意すること。

<学習到達目標>

平易な英文を読み、基礎的な英語の読解力の向上を目指し、マニュアル等の英文文書を読み、理解
できるとともに、英語でネイティブの人と簡単な意見交換ができる能力を身にっける0

(関連する学習・教育到達目標お)

22
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

必イ彦

<授業目的>

この授業では、現代社会で話題となっていることがらや学術的な問題などに関する英文を読みなが

ら、基本的な英語力の向上、とくに読解力を伸ばすことをめざす。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

毎授業開始時に「例文テスト」を行う。

第1週:イントロダクション

第 2週:chapter l Yoga

第 3 週:chapter 2 Post・it Notes

第4週:chapter 3 Space Travel

第 5 週:chapter 4 1nternet slang

第6 週:chapter 5 1Ce cream TasteT

第7 週:chapter 6 Mia Hamm

第8週:これまでの復習と小テスト

第 9 週:chapter 7 BU11ying

第 10週:chapter 8 Quebec W血ter carnival

第 11週:chapter 9 Plagiarism

第12週:chapter lo sick Building syndrome

第13週:chapter 11 Bird strikes

第14週:chapter 12 Underpopulation

第15週:science Text

第16週:定期試験

1年

授業科目

英i吾1

Q I ・

C (総合英語1)

Q2

23

担当教員(所属等)

ー!上'

則 士橋善仁

<成績評価方法>

毎回の例文テスト(30%)、小テスト(25%)、定期試験(45%)。

その他、授業態度等も考慮に入れる。

<教科書・参考文献>

Makotoshishid0他:pradicalRead血gΞXpert『リーディングエキスパート基礎強化編』(成美堂)

<受講に当たっての留意事項>

必ず予習をしてくること。私語厳禁。授業開始時に毎回「例文テスト」を行うが、遅れて来た場合は

受験を認めない。出欠は「例文テスト」で確認する。 5回以上の欠席で不合格とする。毎回、英和辞典

を持参すること(電子辞書可)。

<学習到達目標>

基本的な英語力を向上させ、ある程度の長さの平易な英文を読めるようになること。

(関連する学習・孝文育到達目標:B)

N11S

単
位
数

学
年

学
期



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

4Zイ1多

<授業目的>

国際的に通用するコミュニケーション基礎能力としての英文読解力を身にっけることを目指し、文
法知識を活用して自力で英文を読み通す力を養うこと、そして論理的に文章を読み解く習慣をっける
ことを目的とする。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

第 1 週:1. Reading l

第 2 週:1. Reading l

第 3 週:1. Reading l

第 4 週:2. Reading l

第 5 週:2. Reading l

第 6 週:2. Reading 2

第 7 週:3. Reading l

第 8 週:3. Reading l

第 9週:3. Reading 2

第10週:4. Reading l

第11週:5. Reading l

第12週:5. Reading 2

第]3週:6. Reading l

第14週:6. Reading 2

第15週:まとめ

第16週:定期試験

1年

授業科目

央Z吾 1

R I ・

C (総合英語D

R2

IS En創ish the worlds most common language?
IS English the worlds most common lal)guage?
Should smoking be b即ned 血 Public places?
The comic cafe

The comic cafe

Green tea is boommg

Mobile phones may a丘ect your ferti1辻y

Mobile phones may a丘ect your fertiⅡW

Hunger Hormone
Euthanasia

Sod010部 a11d Anthrop010創

Japanese and western Employment systems
Holy Europe

Re1喰ious worlds

、、

位
数

担当教員(所属等)

_、1.

則

<成績評価方法>

授業内容にっいてのアンケートなど(10%)、小テスト(20%)、定期試'験授業態度(10%)、

(60%)

阿部聡

<教科書・参考文献>

石谷由美子他SkiⅡSforBetter Reading:構造で読む英文エッセイ(改訂版)

<受講に当たっての留意事項>
語学は実技科目でもある。できるだけ毎日英語に触れるようにすることと、チ貝極的に授業に参加す

ることを期待する。英和辞典を毎回持参すること。電子辞書でもよい(スマートフォンなどの携帯端
末のアプリケーションも可。ただし、試'験の際には通信機能を有する機器の持ち込みを禁止する)0
高校生以上向けの英和辞典が好ましい(中学生向けの辞書やハンディタイプは不可。また、古すぎる
辞典は極力避けること)。

<学習到達目標>

論理的な英文エッセイを、文法知識を活用してできる限り正確に読めるようになること、ある程度
の長さの文章をスムーズに読めるようになること、さらに同程度の内容をりスニングでも理解できる
ようになることを本授業の到達目標とする。

(関連する学習・教育到達目標鳴)

(南雲堂)

24 側肯
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入学年度

区分

22年度以降

幻年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

日本は近い将来に3人に1人が高齢者という極端な少子高齢社会を迎え(現在は4人に]人)、医

療費や介護費が高騰して国民の負担が非常に重くなることが予想される(医療費は年問約34兆円で

その半分近くが高齢者分)。従って、各人が健康体力づくりに対する知識や意識をもつことが必要で

あり、またその実践が重要であることは言うまでもない。この授業では、生涯にわたって健康体力を

保持増進させるために、日常生活に適度な運動を積極的に取り入れる能力の養成を目的とする。前期

は主に屋外スポーツ種目のルールや基本的技術などを理解して、ゲームを実践するとともに運動不足

を解消したい。

基礎

基礎

1年

授業科目

体力診断と運動処方1

<各回毎の授業内容>

(受講生の人数や希望などにより若干の変更もあり得る)

実施可能な種目:ソフトボール、サッカー、テニス、フィットネス・トレーニング

(受講生の希望により種目を決定する)

1.ガイダンス①一ーー授業内容と評価方法、スポーツ施設の利用方法

2.ガイダンス② トレーニング機器及びフリーウエイトの扱い方

3.ガイダンス③ 種目の決定、チーム分け、基本練習・チーム練習など

4~8.スポーツ①~⑤ ゲーム①~⑤(チームや個人の成績を記録する)

9.フィットネス エアロビック・ウエイトトレーニング

ゲーム⑥~⑩(チームや個人の成績を記録する)10~14.スポーツ⑥~⑩

15.スポーツ⑪ 決勝トーナメント(チーム数により変更あり)

25

担当教員(所属等)

-1ι、

剛 藤瀬武彦(情報システム)

<成績評価方法>

この授業では、出席して積極的に運動を実践することが重視される。従って、評価(100点満点)

については欠席1回につき10点減点とし、遅刻(授業開始30分まで)・見学・早退は計3回で1回欠

席分の減点とする。また、規則やマナーの違反、あるいは教員の指示に従わなかったときには減点す

ることがある。なお、出欠の確認は口頭で行うので、静粛にして教員によく聞こえるように元気よく

返事をすること(仮に出席していても返事が聞こえなかった場合は遅亥小欠席扱いになることがあ

る)。

<受講に当たっての留意事項>

運動着と運動靴(下履き・上履討が必要であり、上履きの紐は情報文化学科が赤色、情報システ

ム学科が青色のものを着用すること。なお、体育館の更衣室は盗難が起こりゃすいので、貴重品の管

理はコインロッカーを使用するなどして自己責任においてしっかり行うこと。

<学習到達目標>

競技や楽しみのための「スポーツ」と健康体力づくりのための「フィットネス」の内容を理解し、それ

ぞれの運動を体験・実践するとともに運動不足を解消させる。

側慣

い
、

学
年

単
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2年基礎科目(前期) .

比較宗教論

社会思想史

文化人類学

憲法

金融論

情報文化

言語学

ジェンダ^盲倫

文章表現

英語3

フィットネス理論及び実習



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>
「宗孝文」とは何か?「かみさまはいるのか?」、「来世は在るのか?」。これらの問いに即'を与えるこ

とは難しい。そもそも「いる」・「在る」の意味すら考え始めるとこれは相当に泥沼だ。そこで私たちは
アプローチの仕方を変えてみよう。少なくとも確かなことがある。それは、いま私たちが「示教」と漠
然と呼んでぃる多様な事象を、人類が長い時間をかけて構築してきたということ。人類とはむろん他
人事ではない。「困ったときの神頼み」なんて言ってみたり、正月に初詣に繰り出したかと思えばクリ
スマスにもなんだ力唯寺別な気分になり、法事となれは濠筋矣が集う.,そう、人類とはわたしたちのこと
だ。「身の回り」に目を向けてみよう。そして世界が多様に築き上げてきた「身の回り」に比較の目を向
けていこう。
本講義の目的は大きく二っある。ひとっは私たちの素朴な宗教観を相対化し、宗教というものに対

する視界を広げること。もうひとっは、世界の様々な宗教に関する基礎的知識を獲得することであ
る。本講義では、全体を大きく二っのパートに分けて講義を行う。第1部では宗教現象にアプローチ
する社会科学的な視角を提示する。第Ⅱ部ではいわゆる世界の四大宗教(キリスト教、イスラーム、
仏教、ヒンドゥー孝文)を取り上げ、映像資料を用いながら多様な宗教世界を概説する0

基礎

基礎

2年

授業科目

比較宗教論

<各回毎の授業内容>
第1部宗教を社会科学する
1.宗教現象ヘのアプローチ
2.宗教現象に対する社会科学的視角
3.宗教の原初形態をめぐって①~考古学的考察
4.宗教の原初形態をめぐって②~人類学的考察
5.宗教を考えるための諸概念①科学・呪術・宗教
6.宗教を老えるための諸概念②儀礼と宗教的職能者
フ.宗教の分類をめぐって

第Ⅱ部世界の宗教を探訪する
8.キリスト孝文の世界(1)~その歴史・教え・実践
9.キリスト教の世界②~映像資料から考える

10.イスラームの世界住)~その歴史・教え・実践
H.イスラームの世界②~映像資料から考える
12.仏教の世界(1)~その歴史・教え・実践
13.仏教の世界②~映像資料から考える
14.ヒンドゥー教の世界(1)~その歴史・教え・実践
15.ビンドゥー教の世界②~映像資料から考える
16.レポート

位
数

2

担当教員(所属等)

_主1.

剛 鈴木晋介

<成績評価方法>
ト及び講義最終日のレポートによって成績評価を行う。なお成績評価は出席状況授業中の小レポー

を加味して行う。

<教科書・参考文献>
教科書はとくに指定しない。参考文献は講義中に随時指示する。

<受講に当たっての留意事項>
本講義では講義に出席し、自分なりに思考するプロセスが最も重要である。

<学習到達目標>
宗教現象を理解する社会科学的視角を養い、現代世界の諸宗教に関する基礎的知見を身にっける0

28 側慣
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

自由であることはそれ自体善きことのように思われるが、私たちは他人と社会生活を営まざるをえ

ない以上、みずからの自由を正しく行使することももとめられている。19世紀の西欧で生まれた自由

主義の思想は、20世紀において大きく書きかえられながらも、そのための処方讐として今日もなお参

照されつづけている。本講義では、近代から現代にいたる自由主義思想の展開を概説しながら、その

今日的課題まで踏み込んで考察する。

基礎

基礎

2年

<各回毎の授業内容>

1 ガイダンス

2 自由主義の起源と展開

3 自由主義の基本問題①:「自由」であることの意味

4 自由主義の基本問題②:「正義」の尺度はどこにあるのか

5 自由主義と民主主義①:社会契約の思想

6 自由主義と民主主義②:立憲主義の思想

7 古典的自由主義の思j艮1):自然権思想と功利主義

8 古典的自由主義の思j艮2)噛由放任思想、と社会ダーウィニズム

9 古典的自由主義の悪j鳥3)ネ蛎制私を所有するのはだれか」

10 現代自由主義の思1鳳1):消極的白由から積極的自由ヘ

Ⅱ現代自由主義の思J鳳2)才尉止国家と自由主義

12 現代自由主義の思想③ネ甫論「自由と平等は両立しうるか」

13 自由主義の新しい展開1):新自由主義の台頭

14 自由主義の新しい展開2):共同体主義との対話

15 まとめ

16 試'験

授業科目

社会思想史 2

担当教員(所属等)

^

剛 向山恭一

<成績評価方法>

出席と期末試験による。

<教科書・参考文献>

講義プリントを配布する。

<受講に当たっての留意事項>

毎回、講義内容に関するコメントを要求するので、積極的な態度で臨むこと。

<学習到達目標>

倫理的および政治経済的鶴点から「自由」の概念をとらえ、正しい生き方とはなにかを理解するこ

と。
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

何気ない日常生活のなかでも、「なぜ?」「どうして?」と不思議に思う人や出来事に出会ったことは
ありませんか?その不可解さ←わからなさ)は、自分とはまったく異なるように思われる外国人
や、言葉の通じない外国での経験であれば、なおさらです。そのような「他者」との差異を、われわれ
はどのように理解すればよいのでしょうか。本講義では、文化人類学の理論的系譜をたどりながら、
異文化理解、他者理解の学問である文化人類学の視点と思想にっいて学びます。18世紀から19世紀
にかけて人類学が誕生した歴史的背景から、社会・文化を分析するための主要な理論やトピツクを中
心に学び、最後に、ジェンダーやセクシュアリティ、医療など人類学が扱う現代的課題にっいて考え
ます。また、講義を補足、展開するために、映画やドキュメンタリーなどの映像資料も活用しながら
授業を進めていきたいと思っています。

基礎

基礎

2年

授業科目

文化人類学

<各回毎の授業内容>

1.イントロダクションー文化人類学とはどんな学問か

2.文化人類学の手法一フィールドワークと民族誌(エスノグラフィー)
3.文化人類学前史一探検家、宗教家と「他者」
4.植民地主義と「野蛮人」の発見一「ポカホンタス」は野蛮人か?
5.社会進化論一未開から文明ヘ

6.文化相対主義の功罪

フ.親族と家族論一家族は普遍ではない

8.父系制ーアフり力・ヌアー社会

9.母系制ーインド・ナーヤル社会

10.社会的つながりの多オ泰性一ヘアー・インディアン

Ⅱ.日本のイエ制度

12.現代の家族一生殖医療と代理母

13.身体の医療化一出産と女子割礼(FGM)
14.異文化を語ることの政治性ーオリエンタリズム批判
15.メディアにみる異文化表象

16.期末試験

2

担当教員(所属等)

ーユ上.

別 松尾瑞穂(情報文化)

<成績評価方法>

授業出席(10%)、小レポート(20%)、期末試験(70%)

<教科書・参考文献>

特になし。授業中に必要な資料は配布する。

<受講に当たっての留意事項>

授業のコメントペーパーを提出するだけでなく、授業中には積極的な質問や発言を求めます。その
かわり私語は厳禁で、他の受講生の迷惑になる場合には退席してもらいますので気をっけること(当
然その日の出席点はっきません)。また、学期中に簡単な小レポートを課し、受講者の理解度を測り
ますので、それらを提出しなけれぱなりません。

<学習到達目標>

文化人類学の基本概念を理解し、他者理解の方法と視点にっいての自分の老えを説明できること。
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

日本国憲法というと、中学校で学んで以来、見たこともないという人もいるだろう。しかし、私た

ちが生活していく上で、国や地方公共団体とかかわることも多く、日本国憲法の出番となることも少

なくないはずである。この講義では、私たちの人生と日本国憲法がどのようにかかわっているのか、

この点を中核にすえて具体的に検討していく。このような観点から、可能な限り具体的な事例を通じ

て日本国憲法の重要事項、とりわけ、「基本的人権の保障」に重点をおいて講義をすすめていく。

基礎

基礎

2年

<各回毎の授業内容>

1.オリエンテーションー憲法とは

2.立憲主義

3.国民主権

4.平和主義

5.人権総論

6.人身の自由

フ.判例研究

8.平等権

9.判例研究

10.民法規定の再婚禁止期間違憲陛

H.判例研究

12.新しい人権

13.信教の自由

14.判例研究

15.総括

16.試験

授業科目

憲法

31

2

担当教員(所属等)

^

剛 熊谷卓(情報文化)

<成績評価方法>

レポートもしくは筆記試験の成績および講義ヘの参加度(質問・コメントなど)等を総合的に勘

案。

<教科書・参考文献>

指定されたテキストをテキスト販売週間に買うこと。

<受講に当たっての留意事項>

なし。

<学習到達目標>

憲法学に関する一般的知識

側慣
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

金融論を学ぶ重要性がますます増加している。個人や企業の活動において、金融とのかかわり合い
が強まってぃるためだ。この講義では貨幣の機能や金融制度、金融機関などを解説することから始め
る。その後、金融市場や金融政策、国際金融を講義する。金融の世界は動きが激しいため、日本経済
新聞や東洋経済、エコノミストなどを読んで時事問題に関心を持つことが必要である。そのために
TVの経済番組等を授業中に見てもらい、金融問題に慣れ親しんでもらう予定である。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>
1.ガイダンス

2.貨幣と金融①

3.貨幣と金融②

4.金融機関①

5.金融機関②

6.金融市場①

フ.金融市場②

8.金融市場③

9.金融政策①

10.金融政策②

Ⅱ.金融政策③

12.国際金融①

13.国際金融②

H'金融の未来山

15.金融の未来②

16.レポート提出

2年

授業科目

釜支雨虫巷倫

側慣

2

担当教員(所属等)

^

則 伊藤隆康

<成績評価方法>

期末に提出してもらうレポートで評価する。

<教科書・参考文献>

[教科書]日経文庫ベーシック金融入門第7版日本経済新聞社編 1000円
[参考文献]家森信善「図解これだけでわかる日本の金融」(東洋経済新¥畔士)

池尾和人「入門金融論」(ダイヤモンド社)
岡部光明「現代金融の基礎理論」(日本評論社)

<受講に当たっての留意事項>

私語は厳禁である。使用テキストだけでなく、参考文献も参照して理解を深めることが望ましい。

<学習到達目標>

金融に関する理論だけでなく、実際に生じている問題について理解できるようになることを目標と
する。

具体的には

①用語を理解する

②実際の金融問題を理解する

の2点に関して、目標に達していない場合は不合格にする。

+ 税
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

情報文化は、民族、国民、社会、組織が持つ、情報に関する意識・感性・関心・価値観と定義する
ことができる。また、情報の収集・処理・活用など各種の情報行動の重要さに関する認識や態度、

るいは、情報処理や行動に関する能力・技術・実践、情報行動に関する様式・しきたり・習慣と定義
することができる。授業ではこれらの定義に対応する3つの側面から情報文化をとりあげ、情報が民
族、国民、社会、組織に対してどのような影響を与えたり、変革を要請したりしているかを、自分の
視点で考えることができるようになる。また多面的に情報文化の理解を深めることにより、情報に向
き合う基本的な態度を学ぶ。

基礎

基礎

2年

<各回毎の授業内容>
①情報技術と社会の変化

1 情報文化の枠組み

2 情報通信技術の社会ヘの影響1
3 情報通信技術の社会ヘの影響1
4 情幸財支術とコミュニティ 1
5 情報技術とコミュニティ2

②社会のグローバル化と地域社会と文化
6 グローバル化の根死念

7 文化/政治のグローバル化
8 英語による情報と文化の支配
9 インターネットとドメイン

10 デジタルディバイドと地域社会の分断
③情報社会とアイデンティティ

Ⅱ情報社会の光と影1_プライバシーと著作権
12 情報社会の光と影2_社会意識の変化
13 情報社会の光と影2_ライフスタイルの変化
14 アイデンティティとグローノ勺レコミュニケーション 1

15 アイデンティティとグローノ勺レコミュニケーション 2

授業科目

情報文化 2

担当教員(所属等)

、_、1.

則 高木義一(情穀システム)

<成績評価方法>

成績は定期試'験の結果で評価する。学期末に行う筆記試験は、(1ン情報技術と社会の変化、②ク
ローバル化と地域文化、(3)情報社会とアイデンティティの3分野から1問ずつ、計3問を出題する。
試験は資料の持ち込みは禁止。講義に基づいた問題を出題する。授業に1/3以上欠席した場合は受
験資格がありません。

<教科書・参考文献>
必要に応じて配布する。

<受講に当たっての留意事項>
ノートを良く整理すること。大教室のため特に教室の後方で受講する場合に私語を慎むこと。

<学習到達目標>

①情報技術が社会に大きな影響をあたえていることを理解する 30%

②グローバル化が情幸附支術と密接な関係を持って進展するとともに、地域社会を分断する影響を
生じさせていることを理解する 30%

③情報社会の光と影を理解しグローバルな視点で情報に向きあうことの重要性を理解する 40%
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年



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

言語学一我々が日々用いていることぱがもっありのままの姿を見っめ,その背後にある仕組みをう
かび上がらせることを目的とする学問分野一の基本,すなわち,言語学上重要な概念と,その概念を用
いて言語を分析する際の基本的な方法を学ぶ。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

1)イントロダクシヨン

2)言語とは:ミッバチの「ことば」も言葉?

3)言語学とは:言葉にはいくつかのカオがある。
4)世界の言語:日本語の「名前」は英語で「name」。音も発音も似てるけどー..。
5)音の問題(1):「さんまい(3枚)」と「さんかい(3 回)」,ふたっの「ん」は発音が違う!

0 (2):そうはいっても,「ん」は「ん」。6)

フ)語の問題①:「本」は 1語。「ネ創も 1語。だったら,「本箱」は2語?
0 (2): rNASAJruNEscojrNUISJ,共通点は何?8)

9)意味の問題①:「上がる」の意味を聞かれたら?「上ヘ行く」?では「登る」は?
0 (2):単語にも「ネットワーク」がある!10)

Ⅱ)文法の問題①:「品詞」「活用」「5文型」だけが文法じゃない 1
0 ②:匪斐られだろうた」つてどうして言わないの?12)

13)文をこえた文法:「この部屋暑いね」「そうだね」「....,それだけ?」
14)言語と社会:「俺が読むよ。」「私が読むわ。」「おらが読むだ。」「いや,わしが読むのじゃ!」
15)まとめ:いざ,ことばの海ヘ。

16)試'験

2年

授業科目

言言吾学: 2

担当教員(所属等)

一三.ι一

則

<成績評価方法>

学期末試験の成績,出席,受講態度,授業中に課す(場合がある)小テストの成績を総合して評価す
る。

三ツ井正孝

<教科書・参考文献>

教科書は,瀬田幸人ほか『入門ことばの世界』(大修館書店)。参考文献は授業時に指示する。

<受講に当たっての留意事項>

データは基本的に日本語。したがって,受講するにあたって外国語に堪能である必要はない。むし
ろ,日本語に対して敏感であって欲しい。ただし,「言葉の乱れ」や「美的な言葉」に敏感であれと言うの
ではない。この講義は「言葉の乱れ」の矯正や「美的センスのある言い回し」の習得を目的にはしていな
し、

一方で,「言葉は生きてぃるのだから変わるのは当然」というステレオタイプなものの見方もしない。
この表現は思考停止でしかない。

日本語に敏感であれ,というのは,「言葉の乱れ」や何の変哲もない日常の表現にひそむシステムを見
出せる,「言葉は生きてぃるというのなら,どのように生きているのか」を問える,そのような態度であ
れ,ということである。
「授業貝的」のとおり,この授業の(そして言語学の)目的は,言葉がもっありのままの姿を見っめ,

その背後にある仕組みをうかび上がらせることにある。この点を十分に念頭に置いておいてほしい。

<学習到達目標>

言語学の基本的な老え方を理解し,基礎的な知識を習得すること。さらに,実際の言語分析に応用で
きること。
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期

単
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数

学
年



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

ジェンダーの一般的定義は、生物学的・肉体的陛差(セックス)と別に、文化的・社会的に構築

される性差のことである。ジェンダー論とは、わかりゃすくいうと、「男らしさ・女らしさ」と呼ばれ

たり「女性的・男性的」と分類される諸現象とその周辺の問題群を扱う学問である。ジェンダー論は

1980年代以降一般化した比較的新しい学問領域だが、人として生まれた者であれば、性別・年齢・洋

の東西を問わず誰もが関わらずにはいられない問題を多く含んでいる。

本講義では、ジェンダー論とは何かをできるだけわかりゃすく、自分自身の問題として受け止め、

考えてもらえるような授業を行いたい。最新の学問的傾向にも目を配りつつ、理論一辺倒にならない

よう、理解の一助としてオーディオヴィジュアルな資料も適宜用いる予定。

基礎

基礎

2年

授業科目

ジェンダー言倫

<各回毎の授業内容>

1.イントロダクション

2.ジェンダーとセクシュアリティ①

3.ジェンダーとセクシュアリティ②

4.言葉とジェンダー

5.セクシュアル・ハラスメント

6.ドメステイック・ヴァイオレンス

フ.メディアのなかのジェンダー①

8.メディアのなかのジェンダー②

9.日本におけるジェンダー問題

10.世界のなかのジェンダー問題

Ⅱ.ジェンダーと暴力①

12.ジェンダーと暴力②

13.ジェンダーと表現①

14.ジェンダーと表現②

15.まとめ

2

担当教員(所属等)

ーユ上'

剛 矢口裕子(情報文化)

<成績評価方法>

学期末試験および/あるいはレポートで評価する。

<教科書・参考文献>

授業中に指示する。

<受講に当たっての留意事項>

私語はくれぐれも慎んでほしい。出席のための出席は意味がない。自分が欠席した授業のなかで試

験・レポートその他の指示が伝えられた場合、自分の責任で情報を収集すること。

<学習到達目標>

ジェンダー論の基礎概念

獲得すること。

側慣

歴史的経緯を学ぶとともに、自分の生き方に関わる問題としての意識を
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

文章表現とは、ある考えやテーマを文字で相手に的確に伝達する作業である。現代では電子メー

ル、インターネットのホームページ、ブログなど、文章表現の場が驚くほど広がりをみせている。短

く要点をまとめ、的確で分かりゃすい文章がますます求められている。

講義では、文章の書き方や論文・実用文の具体的な約束事などを学習する。実際に文章を書く作業

を最も重視し、文章表現の心構えと技術を学ぶ。

基礎

基礎

2年

<各回毎の授業内容>

①講義のガイダンス

②分かりゃすい文章とは

③原稿用紙の書き方の基礎

④文章の構成①5WIH

⑤文章の構成②起承転結

⑥取材①

⑦取材②

⑧事実のとらえ方と見方山

⑨事実のとらえ方と見方②

⑩インタビュー(1)

⑪インタビュー②

⑫レポート、ビジネス文書

⑬コラム、エッセー

⑭推敲の重要性

⑮インターネット時代の落とし穴

⑯レポート提出はとめ)

授業科目

文書表現

位
数

2

担当教員(所属等)

ー)上.

剛 小林弘

<成績評価方法>

授業中に提出を求めた数回の作文(70%)と期末レポート(30%)による採点。

<教科書・参老文献>

新聞、テレビニュースには毎日接すること。参考文献は講義時に示す。

<受講に当たっての留意事項>

受講時は必ず400字詰め原稿用紙と2B以上の濃い鉛筆を用意すること。薄い字は厳禁。注意を受

けても改めない者が毎年何人かいるが、単位を与えない場合があるので注意すること。

<学習到達目標>

的確で分かりゃすい文章が書けるようになり、文章の目的に合った表現ができるようになること。
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学
期

学
年



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

必修

<授業目的>

第1学年より積み上げてきた英語コミュニケーション能力の一層の向上を目指します。

見交換をできる様に英語の表現力をたかめます。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

1.1ntroduction to course. welcome unit

2. My lnterests

3. My interests

4. Descr]ptions

5. Descriptions

6. Test al)d other material

フ. Rain or shine

8. Rain or shine

9. Life at home

10. Life at home

11. Test and other material

12. Health

13. Health

14. what's on TV?

15. what's on TV?

16.試'験

2年

授業科目

英語3A (表現英語1)

XI・×2

担当教員(所属等)

^

剛 イザベラガラオン青木

<成績評価方法>

成績評価内訳:平常点

<教科書・参考文献>

Four cornerS 2, Jack c. Richards, David Bohlke (cambridge university press)

参考文献:テキスト内容に関係する資料を適時配布する。欠席したものは、自己責任で資料をそろ

えること。

英言吾で意

<受講に当たっての留意事項>

出席しても、授業中に寝たり、私語したり、授業に積極的に参加しない学生の評価は非常に低くな

ります。

(50 %)、テスト

<学習到達目標>

昨年に習った英語をべースにして、英語の会話において、個人が意見を発信できる様になる事。

(10%×2)、定期試'験(30%)

(関連する学習・教育到達酎票B)
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年



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

必修

<授業目的>

このコースの日的は、読む、書く、話す、聞くことを通して英語を学ぶと同時に、基本的な文法を

身にっけることです。各レッスンは、コミュニケーションのための学習活動とクリティカルに思老す
る機会を数多く取り入れます。コース終了時には、基礎的な英語を正しく使い、ネーティヴ'スピー
カーの英語を理解できるようになることが望まれます。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

1.1ntroduction ・ An Apartment

2. Th血gS 血 the Kitchen

3. Meeting people

4. sightseeing

5. A wedding

6. Giving Addresses
フ. short Review Test

8. Going to the Movies
9. Trave1 飢d Leisure

10. Giving Directions
11. Likes a11d Dislikes

12. shopping

13. Describing people
14. Habits

15. Review week

16. Final Test

2年

授業科目

英語3A (表現英語1)

YI・Y2

則盾

1

担当教員(所属等)

ー、ι'

剛 マーク

<成績評価方法>

Mid・term Test (30%)

PartiCゆation (20%)
Notebook (15%)

F血al Test (35%)

スーマ

<教科書・参考文献>

1 (3rd Edition with cD) by lrene. E. schoenberg and Jay Maurer. pearsonFocus on Grammar

2012

<受講に当たっての留意事項>

出席しても、授業中に寝たり私語をしたりするなど、授業に積極的に参加しない学生の評価は、非
常に低くなります。また、毎週、ノートの記録をチェックし、15%の評価とします。

<学習到達目標>

日常生活において使用される英語表現を、正しい文法で数多く知り、理解できるようになること。

(関連する学習・教育到達目標:B)

38

学
期

学
年

単
位
数



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

必Ⅷ参

<授業目的>

この授業では日常的な事柄に基づいて意見を交わすことを目的としています。英語でのコミュニ

ケーシヨンを高めるために読解力や表現力を高めます。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

1. orientation

2. unit l : communicating in En創ish

3. unit 2: AⅡ kinds of people

4. Review units l & 2 + FUⅡ House episode l

5. unit 3: Free time

6. unit 4: people

フ. Review unitS 3 & 4 + FUⅡ House episode 2

8. Mid・term Test

9. unit 5: Money

10. unit 6: Travel and tourism

11. Review unitS 5 & 6 + FUⅡ House episode 3

12. un辻 7: Food a11d drink

13.Junk food documentary: SUPER SIZE ME

14. unit 8: Entertainment

15. Review unitS 7 & 8 + FUⅡ House episode 4

16.定期試'験

2年

授業科目

英語3A (表現英語1)

Z I ・ Z 2

39

担当教員(所属等)

._、1.

剛 グレゴリ

<成績評価方法>

Attend釦Ce & class partiCゆation (50%)、Mid・term Test(25 %)、定其月試.験(25 %)

デイック

<教科書・参考文献>

Let'S Talk l by LeoJones, CAMBRIDGE UNⅣERSITY PRESS,1SBN:9780521692816

<受講に当たっての留意事項>

授業中の私語やクラス不参加、欠席などの行為は評価に影響します。

<学習到達目標>

英文の読解やネイティブスピードでのりスニングに重点を置き、個人の意見を英語で述ベることが

できるようにします。

(関連する学習・教育到達目標鳴)

N11S
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

必、イ1多

<授業目的>

TOEICテストは、英語によるコミュニケーション能力を評価する標準試'験である。この授業では、

TOEICテスト受験のための入門的演習を通して、グローバルなネットワーク社会で活躍するために

欠かせない英語によるコミュニケーション能力、特に、りスニングカと速読能力の基礎を育成する。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

1.1ntroduction (whatis the TOEIC Test?)

2. unit l, Tr即Sportation and lnformation

3. unit l, Reading part

4. unit 2,1nS廿Uctions and Explanations

5. unit 2, Reading part

6. unit 3, Eat血g a11d Drinking

フ. unit 3, Reading part

8. unit 13, Review and Extra・Activity (小テスト)

9. unit 4, Business scene

10. unit 4, Reading part

]1. un辻5, comlnunication

12. unit 5, Reading part

13. unit6, socializing

14. unit 6, Reading part

15. unit 4-6, Review and Extra・Activity

〕6.定期試験

2年

授業科目

央語3

X I ・

B (TOEIC英語1)

X2

側盾

担当教員(所属等)

_工1'

剛 辻旦買彦

<成績評価方法>

発表・課題等40%、定期試験釦%。

<教科書・参考文献>

北山長貴、start・up course forthe TOEIC Test(成美堂)

<受講に当たっての留意事項>

注意すべき事項については最初の授業の時に説明する。

<学習到達目標>

日常的な英会話を聞いて話のポイントを理解することができる。日常的な英文文書を読みポイント

を理解することができる。ビジネス関係の基本的なボキャブラリーを習得する。

(関連する学習・教育到達目標お)

40
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

必修

<授業目的>

TOEIC とはTestof En創ish forlnternational communication の略称であり、このテストは英語に

よるコミュニケーシヨン能力を評価するテストとして日本国内の多くの企業などでも採用されていま

す。この授業では、TOEIC対策用テキストを用いて、TOEIC受.験の準備をすると同時に、英語のり

ディング能力を高める演習を行います。復習小テストを毎回2回信吾粂小テストと文法小テスト)行

います。

基礎

基礎

2年

<各回毎の授業内容>

1 ガイダンス、TOEICの説明

2 語粂の問題

3 品詞の問題

4 一致の問題

5時制の問題

6 仮定法の問題

7 動詞の問題

8 不定詞の問題

9分詞の問題

10 関係詞の問題

Ⅱ接続詞の問題

12 名詞の問題

13 文章の流れの問題1

H 文章の流れの問題2

15 文章の流れの問題3

16 期末テストは行わない。

授業科目

央語3

Y I ・

B (TOEIC英語1)

Y2

担当教員(所属等)

ー、.ι'

則 秋孝道

<成績評価方法>

小テストに基づき成績評価(100%)を行う。但し、授業の取り組みに問題がある場合には、合計

で最大20%の減点を行う(特に問題がない場合には減点を行わない)。

く教科書

教科書

・参老文献>

Tomoko Yabukoshi、Braven sm辺ie

金星堂(1、200円税別)

<受講に当たっての留意事項>

テキスト、舌辛書、ノートを持参すること。

U

<学習到達目標>

TOEIC受験のための基礎的英語力を身につける。基礎的な英語のりーディング能力を身につける。

(関連する学習・教育到達目標:B)

則慣

ιmwardReadmglbr the 70ΞIc rest

学
期

単
位
数

学
年



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

必修

<授業目的>

TOEICテストは、英語によるコミュニケーション能力を測るテストとして現在幅広く活用されて

いる。この授業ではTOEIC形式の問題を解くことにより、実際の試験を受験する準備をするととも

に、りスニングの司畔東や基本的な文法・i剖去・語業の定着を図る。特にりスニング問題では話の内容

を理解する能力を高め、リーディング問題では、国際的に通用するコミュニケーシヨン基礎能力とし
ての英文読解力を身につける。

基礎

基礎

2年

<各回毎の授業内容>

1. TOEIC試験について

2. chapter l

3. chapter l

4. chapter 2

5. chapter 2

6.小テスト, chapter 3

フ. chapter 3,

9. chapter 4

10. chapter 5

Ⅱ.小テスト, chapter 5

12. chapter 5

13. chapter 6

14. chapter 6

15.小テスト復習等

〕6.試'験

授業科目

英語3 B (TOEIC英語 1)

ZI・Z2

位
数

担当教員(所属等)

←、1-

剛 本間多香子

<成績評価方法>

定期試験50%授業中の小テスト30%

<教科書・参考文献>

石井隆之他著 Complete Tacticsforthe TOEIC Test (成美堂)

その他として、授業中に配布する資料

<受講に当たっての留意事項>

遅刻2回で欠席1回とする。欠席が3分の1を超えると試験を受ける資格を失う。

2Un北終了ごとに小テストを行う。

<学習到達目標>

基本的な文法を理解し、応用できるようになる。簡単な英語での会話を理解できるようになる。

授業ヘの取り組み状況等20%

(関連する学習・教育到達目標鳴)

42 側盾

学
期

学
年



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

4Z、イ彦

<授業目的>

テキストは日米の社会、文化、教育、習慣、考え方の違いの理解を通して両国がいかにしてよりょ

い関係を築いていくかを論じたエッセイです。平易な英文を読み、英語の読解力の向上を目指す。テ

キストには読解用の英文と読解の助けとなる練習問題が含まれている。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

第 1週:Lesson l The worry That won't GO Away: Mad cow Disease in Japan
第2週:続き

第 3 週:Lesson 2 Sex selection: A Dangerous Road to Toddle Down
第4週絲売き

第 5 週:Lesson 3 Japanese Researchers F血d First New vitamin 血 55 Years
第6週:続き

第7週:中間試.験

第 8 週:Lesson 4 TO Take or Notto Take? The Merits and Demerits of Dietary supplements
第9週:続き

第10週:Lesson 5 Playing God? The cloning of Extinct species
第Ⅱ週:続き

第12週:Lesson 6 Whatis Koi Herpes virus?
第13週:続き

第14週:Lesson 7 丁ntegrative' Medidne: combining Modern sdence and Alternative Medidne
第15週絲売き

第16週:定期試'験

2年

授業科目

英語3C 信売む英語1)

XI・×2

担当教員(所属等)

ー)'.

則 高橋正平(情報システム)

<成績評価方法>

中間試.験(40%)、定期試験(40%)、出欠・授業態度(20%)によって評価する。

<教科書・参ぎ文献>

1頼谷幸男イ也: whatb Ahead・ΞXplorlhg thelwysten'es a1ユd cha11enges ofscience (南雲堂)

<受講に当たっての留意事項>

毎回1レッスンを読み終える。授業は演習形式で行うので、受講者は予習が必要である。座席は指
定とし、授業中の私語は厳禁である。場合によっては教室からの退去を命じることもあるので注意さ

れたい。欠席が5回を越えると試験資格を失う。遅刻3回は1回の欠席とする。テキストは第2週ま

でに必ず購入のこと。例年テキストを購入しない学生がいるが、購入しない場合は受講を取り消すこ

とがあるので注意すること。

<学習到達目標>

平易な英文を読み、基礎的な英語の読解力の向上を目指し、マニュアル等の英文文書を読み、理解

できるとともに、英語でネイティブの人と簡単な意見交換ができる能力を身につける。

(関連する学習・教育到達目1鳶B)

側11S 43

学
期

単
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学
年



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

必修

<授業目的>

日本とアメリカの生活、文化、教育、習慣、思考様式の共通点や相違点について取り上げる英語教

科書を読み、国際的に通用するコミュニケーション基礎能力としての英文の読解力を高める。あわせ
て、教科書の付属CDや、日常生活を場面ごとに取り上げるビデオ教材を活用しながらりスニング能

力の向上も目指す。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

1.オリェンテーション才鯆オの特徴・意義と使用方法,授業の進め方,評価方法などについて

2.リーディング用教材(physicalEducation)+ビデオ教材に基づく学習

3.リーディング用教材(sports clubs)十ビデオ教材に基づく学習

4.リーディング用教材(culturalD巡erences)十ビデオ教材に基づく学習

5.リーディング用教材(Haircuts)+ビデオ教材に基づく学習

6.リーディング用教材(Music)十ビデオ教材に基づく学習

フ.リーディング用教材(Money)十ビデオ教材に基づく学習

8.第2週から7週までのまとめ,効果的な英語学習について

9.リーディング用教材(safety)+ビデオ教材に基づく学習

10.リーディング用教材(Life Expectancy)十ビデオ孝文材に基づく学習

H.リーディング用孝文材(The Metricsystem)十ビデオ教材に基づく学習

12.リーディング用教材(police)十ビデオ教材に基づく学習

13.リーディング用教材(seasons)十ビデオ教材に基づく学習

14.リーディング用教材(Tv sports)十ビデオ教材に基づく学習

15.第9週から14週までのまとめ,今後の英語学習について

16.定期試'験

2年

授業科目

央語3

Y]

C 信売む英語1)

Y2

側慣

担当教員(所属等)

ーユ'.

剛 大竹芳夫

<成績評価方法>

発表内容(10%)、小テスト(20%)、定期試験(70%)により成績評価を行う。

<教科書・参考文献>

George Truscottet al.:Ξye on America 飢djaP卸,出版社:南雲堂,1,800円十税

<受講に当たっての留意事項>

英和辞典(電子辞書も可)を授業時に持参すること。

<学習到達目標>

英語文章の内容を正確に読み解くことができると同時に、日英語話者の文化や発想の相違を理解す

ることができる。

(関連する学習・教育到達目標:B)
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

必修

<授業目的>

テキストはNewsFor YOU紙に掲載された世界のニュースを集録したものである。内容は政治、経

済、社会、宗教等多岐にわたっている。平易な英文を読み、英語の読解力の向上を目指す。テキスト

には読解用の英文と読解の助けとなる練習問題が含まれている。

基礎

45

基礎

<各回毎の授業内容>

第 1週:unit ol why Are Gas prices Going up?
第2週:unit01 続き

第 3 週:unit 02 1n Japan, chain of Events Leads to Disaster
第4週:unit02 続き

第 5 週:unit 03 Airport sC釦ners Expose concerns About privacy
第6週:unit03 続き

第 7 週:unit 04 Eunice Kennedy shriver, Founder of spedal olympics, Dies
第8週:中問試.験

第9週:unit04 続き

第10週:unit 05 Young widow Adopts TW血 orphanS 丘om Haiti
第Ⅱ週:unit05 続き

第12週:un辻 06 Study Finds people who Multitask Are often Bad at 辻

第 13週:unit 07 Search for Gold poisons children 血 Nigeria

第14週:unit 08 Website Helps Match the Missing and the Dead

第15週:unit 09 Math Genius May say No to $1 M辺ion
第16週:定期試.験

2年

授業科目

英言吾3

Z I ・

C (読む英語1)

Z2

、1

位
数

1

担当教員(所属等)

^

削 高橋正平(情報システム)

<成績評価方法>

中間試験(40%)、定期試'験(40%)、出欠

<教科書・参考文献>

大月実他編:ⅣewS血r yoU2ω2/2a13Ξdiがon(成美堂)

<受講に当たっての留意事項>

授業は演習形式で行うので、受講者は予習が必要である。座席は指定とし、授業中の私語は厳禁で

ある。場合によっては教室からの退去を命じることもあるので注意されたい。欠席が5回越えると試

験資格を失う。遅刻3回は1回の欠席とする。テキストは第2週までに必ず購入のこと。例年テキス

トを購入しない学生がいるが、購入しない場合は受講を取り消すことがあるので注意すること。

<学習到達目標>

平易な英文を読み、基礎的な英語の読解力の向上を目指し、マニュアル等の英文文書を読み、理解

できるとともに、英語でネイティブの人と簡単な意見交換ができる能力を身につける。

授業態度(20%)によって評価する。

(関連する学習・孝文育到達目キ票B)

則慣
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期
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年



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

必修

<授業目的>

テキストは日本の世界遺産15箇所を紹介したものである。全国各地の世界遺産の歴史や背景が平

易な英語で書かれてぃる。平易な英文を読み、英語の読解力の向上を目指す。テキストには読解用の

英文と読解の助けとなる練習問題が含まれている。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

第1週:Lesson ] shiretoko(知床)

第2週:Lesson 1 続き

第3週:Lesson 2 Shiragamisanchi(白神山地)
第4週:Lesson 2 続き

第 5 週:Lesson 3 Nikko (日光)

第6週:Lesson 3 続き

第7週:中間試'験

第 8週:Lesson 4 Historic V辺ages of shirakawa・go al)d Gokayama(白川郷'五箇山の合掌造り集落)
第9週:Lesson 4 続き

第10週:Lesson 5 Kumano(熊野)

第11週:Lesson 5 続き

第12週:Lesson 6 Nara(奈良)

第13週:Lesson 6 続き

第14週lesson 7 The HoryujiTempleq去隆寺)
第15週:Lesson 7 続き

第16週:定期試験

2年

授業科目

英語3 再履修

担当教員(所属等)

^

剛 高橋正平(情報システム)

<成績評価方法>

中間試'験(40%)、定期試験(40%)、出欠

<教科書・参考文献>

五十嵐昭人: worldHer允agem/'apan (南雲堂)

<受講に当たっての留意事項>

授業は演習形式で行うので、受講者は予習が必要である。座席は指定とし、授業中の私語は厳禁で

ある。場合によっては教室からの退去を命じることもあるので注意されたい。欠席が5回を越えると

試験資格を失う。遅刻3回は1回の欠席とする。テキストは第2週までに必ず購入のこと。例年テキ

ストを購入しない学生がいるが、購入しない場合は受講を取り消すことがあるので注意すること。

<学習到達目標>

平易な英文を読み、基礎的な英語の読解力の向上を目指し、マニュアル等の英文文書を読み、理解
できるとともに、英語でネイティブの人と簡単な意見交換ができる能力を身につける。

授業態度(20%)によって評価する。

(関連する学習・教育到達目標お)

46 則慣
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

必修

<授業目的>

この授業では、英語の基本的な読解能力の向上を目的とします。科学の話題を扱った平易な英文を

正確に読解する演習を行います。授業の復習テストを、その授業の終わりに毎回行います。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

1 ガイダンス、授業の説明

2 太陽系1

3 太陽系2

4日光1

5日光2

6 食物・栄養1

7 食物・栄養2

8 燃料1

9 燃料2

10 ナノテクノロジー 1

11 ナノテクノロジー 2

12 フィットネス 1

13 フィットネス 2

14 酉斐性雨1

15 酸性雨2

16 期末テストは行わない。

2年

授業科目

英語3 再履修

位
数

担当教員(所属等)

^

別

<成績評価方法>

毎回のテストに基づき成績評価(100%)を行う。但し、授業の取り組みに問題がある場合には、

合計で最大20%の減点を行う(特に問題がない場合には減点を行わない)。

秋孝道

<教科書・参考文献>

プリントを酉酎寸する。

<受講に当たっての留意事項>

プリント、辞書、ノートを持参し、 2回目以降は、指定された場所に着席すること。

<学習到達目標>

科学の話題を扱った平易な英文を正確に読解する基礎的な英語力を身につける。

(関連する学習・教育到達目1票B)
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

高校までの体育では主に運動の技能習得と実践を目的に行われてきており、体力的または形態的に

トレーニング効果を体験するような授業はあまり行われていない。この授業では基礎体力の向上や身

体づくり(ビルドアップやシェイプアップ)のための運動トレーニングと食事の方法を学ぶととも

に、目的に応じたウエイトトレーニングやエアロビックトレーニングなどを実践・習得することが目

的である。そして、前期終了までにトレーニング効果を実感していただきたい。

基礎

基礎

2年

<各回毎の授業内容>

履修学生は、まず各個人の希望により「基礎体力向上」「シェイプアップ」「ビルドアップ」の3つの

コースから1つを選択し、具体的な委女値目標などを設定する。

筋力・パワ一系あるいは持久力・スタミナ系体力を向上させる。1)「基礎体力向上」

2)「シェイプアップ」・・ー・・胆満解消のため余分な体脂肪を削ぎ落し、必要な筋肉を付ける。

痩せ解消のため筋肉を付けることによって体重を増やす。3)「ビルドアップ」

授業内容と評価方法、体力診断とコース選択1.ガイダンス

2~14.フィットネス理論とトレーニングの実践

①ワンポイントアドバイス(フィットネス理論)

②準備運動・ストレッチ

③全身持久力養成やカロリー消費のための球技(バスケットボール)

④本運動としてのトレーニング

バーベル・ダンベル・マシンを使用する。ウエイトトレーニング

トレッドミルやエアロバイクを使用する。エアロビックトレーニング

15.体力診断とまとめ

16.試験(フィットネス理論とトレーニング効果に関する筆記試'験)

授業科目

フィットネス理論及び実習

側慣

担当教員(所属等)

_、1'

剛 藤瀬武彦(情報システム)

<成績評価方法>

週2回のトレーニングの達成度(授業1回と自主トレ1回)とトレーニング効果を総合的に判断す

るとともに(60点)、筆記試.験(40点)の合計100点満点で評価する。なお、筆記試.験を受験しない

と単位を付与できないので必ず受験すること。

<受講に当たっての留意事項>

適切なトレーニングプログラムを作成し、トレーニング効果を客観的に把握するために、体力診断

として形態や基礎体力の測定を行うことがある。

<学習到達目標>

各個人の目的に応じたトレーニングプログラムを作成できるようにすること、またトレーニングを

実践してその効果を習得・体験する。
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3年基礎科目(前期) .

社会調査

倫理学

キャリア開発2

インターンシッフ゜



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>
私たちは日々の生活において、辛斤聞、雑二志、テレビ、インターネットなどから発信される様々な情

報に取り囲まれています。また、情報の受け手であるだけではなく、ホームページやブログ、そして
今日ではFacebookやツィッターなどのソーシャルメディアなどを通して、自らが情報の発信源とな
ることも一般的になりつつあります。今日では、人文・社会科学分野だけでなく、メディアや企業活

動にとっても、情報を適切に収集、分析・検討し、提示することが重要な課題となっており、その比
重は今後ますます高まるでしょう。しかし、多種多様な情報を適切に取捨選択することは容易なこと
ではありません。社会調査は、現象に対する問いを立て、なるべく「正しい1情報を提示することを目
的とするものです。しかし、もちろん何が「正しい」かは、文脈や人にもよっています。本授業では、
受講生が課題に取り組みながら基本的な社会調査の手法を習得することを目指します。

<各回毎の授業内容>
第1回イントロダクション才受業の進め方と概要説明
第2回社会調査の歴史とその展開
第3回社会調査の技法と調査倫理
第4回データ・グラフの見方
第5回世論調査の真偽一新聞に書いてあることはすべて正しいか?
第6回写真・映像が示すもの一世界の切り取り方
第7回観察実'験
第8回紀行エッセイに学ぶ地域の記述
第9回民族誌を読む
第10回調査計画書の作成法
第Ⅱ回フィールドワーク①聞き取り調査とは
第12回フィールドワーク②ライフストーリーとは
第13回フィールドワーク③参与観察とは
第14回フィールドワークの成果と分析
第15回まとめ
第16回試験

<成績評価方法>
小課題(30%)およびレポート(70%)

基礎

基礎

3年

授業科目

社会調査

側慣

2

担当教員(所属等)

^

剛 松尾瑞穂(情報文化)

<教科書・参考文献>
篠原清夫ほか2010『社会調査の基礎一社会調査士A・BC・D科目対応』、弘文堂。
佐藤郁哉2008『質的データ分析法一原理・方法・実践』、新曜社。
その他、必要なプリント、資料は適宜配布する。

<受講に当たっての留意事項>
2~3回に一回程度の割合で課題が出されるため、受講生はこの課題を提出することが求められ

る。また、授業中にディスカッションや質問、ワークシートを用いた作業、模擬実習などを実施する

ため、受講生は積極的に授業に参加することが期待される。期末試験では、各自が設定したテーマに
基づいてそれぞれ社会調査を実施し、報告書を提出してもらう。受け身型の講義とは少し異なるの
で、この点を念頭において受講すること。

<学習到達目標>
社会調査の概要と手順、方法に関する基礎内容を理解し、受講生が卒業論文
査に活用できるようになる。
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学
期

学
年

単
位
数



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

この講義では、伝統的な倫理思想に加え、応用倫理学のうち生命倫理・環境倫理という二つの分野

をとりあげ、倫理学の基本的な問題関心・思考方法を通観します。「倫理」という漢語自体は、「なかま

q倫)」の「ことわり(理)」という意味を表しています。共同体のなかに生きる人間の理について考えて

ゆく以上、受け身姿勢で授業に臨むのではなく、倫理的な諸問題を真塾に受けとめ、自らの老えを深

め、他の人々の意見にも耳を傾けるという開かれた知的態度を身につけることが求められます。授業

では随時アンケートを実施し、各人あるいはグループ単位で倫理的諸問題について主体的に考える過

程を取り入れていきたいと思います。

基礎

基礎

3年

授業科目

倫理学

<各回毎の授業内容>

01.基本概念①:倫理(学)とは何か

02.基本概念②:義務論(カント)

船.基本根死念③:功利主義(ベンサム、ミル、シンガー)

04.生命倫理①: QOL倫理とSOL倫理

05.生命倫理②:安楽死問題

06.生命倫理③:出生前診断および障害新生児の治療停止問題

07.生命倫理④:脳死・臓器移植問題

08.生命倫理⑤:医療資源の配分問題

09.生命イ命理(亘):イ憂生思j倶とエンノ＼ンスメント

10.環境倫理①:環境倫理学の理念

Ⅱ.環境倫理②:持続可能性概念と世代間倫理

12.環境倫理③:環境正義

13.環境倫理④:景観論

14.環境倫理⑤唖川勿倫理

15.まとめ

16.定期試験

2

担当教員(所属等)

ー、'.

則 阿部ふく子

<成績評価方法>

各回の授業内容に関連する簡単なアンケート(30%)、定期試験(70%)による。

※アンケートは提出回数ではなく内容で評価します。極端に出席日数が少ない学生、マナー違反が

改善されない学生は成績評価の対象となりません。

<教科書・参考文献>

取り扱う分野が多岐にわたるため、毎回プリントを配布します。

<受講に当たっての留意事項>

授業プリントの他、図書館に配架されている「指定図書」などを積極的に利用して下さい。

<学習到達目標>

倫理学の基本的知識を習得するとともに、倫理的な思考と判断力を磨く。
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学
期

単
位
数

学
年



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>
1.就職環境が非常に厳しい中で、「入りゃすさ」や「選考対策」に終始せず、「卒業後を楽しみにできる、
主体的な進路選択」に向けた準備をする。
ワークや文章による意見交換などを通じて、社会で活かせる自分の力や可能性を多面的にとらえ2

る。同時に裏付けとなる経験の振り返りゃ将来像のイメージ作りを進め、「自分らしさ」の具体的
な把握をめざす。

3.演習やゲストスピーカーのスピーチ、視覚教材などを利用し、「客観的な視点による自己像や自ら
の考え・意見」について考察し、表現できるようにする。
時事問題に取り組むことにより、社会のできごとへの興味や基礎的素養の醸成をめざす0
県内外の企業等の採用・ビジネスの視点や先輩モデルの話、事例、データなどに触れ、雇用の現
場で何が起きてぃるのかを理解し、インターンシップ・学外実習ヘの参加、および就職活動や進
路選択に役立てる。

<各回毎の授業内容>
n而外部からの招聰および本学教員

H24/04/05第 1回キャリアとキャリア開発(講座の流れ、ねらい、構成など)
04n2 第2回学生から社会人ヘ<新卒採用、就職の意味、さまざまな働き方>

自分を活かす進路選択<(一般的な)自己理解の視点、採用選考の視点と実際>04/19 第3 回
先輩モデルと採用担当者に聞く「採用と就職の実際」(採用担当者十卒業生のセツト)」04/26 第4 回
「ワークスタイルとワークルール」<ワークライフバランス、働く人のルールの基礎>05/10 第5回

05n7 第6回特別講義(テクスファーム加藤雅一)
05/24第7回新聞で学ぶ時事問題①社会十漢字の確認テスト
05/31第8回人とっながる、社会とっながるぐ情幸臓舌用とコミュニケーシヨン(GWあり)>
06/07第9回新聞で学ぶ時事問題②経済+漢字の確認テスト
06/14 第10回特別講義
06/21第Ⅱ回就職活動と卒業後に備えたプランニングく(適性を意識した)自己理解とマツチング、

インターンシップ等の活かし方>
06/28 第12回モデルに聞く「学生生活と就職活動」<4年生の先輩をゲストに招いて>
07/05第13回新聞で学ぶ時事問題③政治+漢字の確認テスト
07/12 第14回特別講義
07/19 第15回特別講義
※グループワークまたは、小レポートの作成を授業時問内で実施する。ゲスト教員などのミニ講義
を適宜、取り入れ、視野の拡大や気づきの獲得を図る。

<成績評価方法>
.課題レポート(進路選択に向けた課題の発掘、計画策定、自己理解、モデルに学ぶ仕事と人生など
のテーマから選択)点:30点、演習(毎回のワークシートおよびレポート(出欠状況含む)、合計
12回)点:40点、漢字・時事問題演習30点

<教科書・参考文献>
教科書は特に定めない。講師の推薦する図書・資料を参考にすること。

<受講に当たっての留意事項>
1.17年度以降入学生(4年次生)がこの講義の単位を取得した場合、その単位は卒業要件の単位に
算入される。_。
この科目は本学の進路支援の基礎的な役割を占める。今後の就職ガイダンス'就職サポート(適2

性検査.就職模擬面接講座等)、進路選択に向けた意思決定を取り上げ、自らの人生の選択に有
効に役立てるため、就職・進学にかかわらず、全員受講することが望ましい。

3.履修にあたっては、事前にキャリア開発1を履修しておくことが望ましいが、要件ではない0
授業の中で折りにふれ1の内容のポイントも紹介していく。

基礎
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基礎

3年

授業科目

キャリア開発2

則慣

担当教員(所属等)

_、1'

剛 就職指導委員長他

学
期

学
年

4
5

単
位
数



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

「キャリア開発ガイダンス」や「キャリア開発」、その他の授業の中で習得した知識と二十年間、自分

自身が積み上げてきた「自己能力」を企業の中で確かめることが出来る良い機会である。実際に企業の

中に身を置き、各世代の人々とコミュニケーションを取りながら、社会人として必要な「能力」を確か

めると共に、社会で通用する自己能力に気付き、足りない部分を自覚することで、今後の大学生活に

活かしていくことを目的としている。この経験は、今後取り組む就職活動や卒業後の人生設計を考え

るうえで非常に役立つものである。

基礎

基礎

3年

授業科目

<各回毎の授業内容>

就業体.験は平均して一週間程度である。体験内容は受入先に応じて異なる。それゆえ、学内で学ぶ

「キャリア開発2」の授業が重要になる。実習内容は、ソーシャル・エチケットやマナーおよび民間企

業の一般的な組織・業務内容に関するものになる。受講学生は、受入機関について調査し、就業体.験

の内容と何を学んだかをレポートにまとめる。また就業体験中に作成する実習日誌の書き方もあわせ

て学ぶ。なお、インターンシップを受講するあたり、にいがたインターンシップ協議会やその他の研

修に出席してもらうこともある。

就業体験を終えた後は、体験内容を参加者が相互に報告しあうワークショ、ソプを行う。また実習日

誌を最終的に仕上げ、大学に提出する。その日二志は受入先機関の守秘事項チェックを受ける。指摘さ

れた部分があった場合、それを修正して再提出する。以上の後、参加学生が各自受入機関ヘ礼状を出

して、授業力絲冬了する。

インターンシッフ゜

担当教員(所属等)

_、1.

則

<成績評価方法>

成績評価は、事前研修の出席状況、受入先企業の評価、実習日誌の内容の三点から総合的に判断す

る。なお、受入企業・団体数は限られており、希望者全員が履修できない場合がある。受入企業・団

体が決まらなかった場合、履修登録そのものが取り消される(成績上の記録は何も残らない)。ただ

し、受入先機関が決まった後、事前研修において著しい問題が見られる場合、その段階でD評価がつ

けられることもある。さらに実習日誌を期日までに提出しなかった場合、特段の理由がないかぎりE

評価とはせず、 D評価とする。内容が(誤字脱字も含めて)一定水準以下の場合、同じくD評価とな

ることがある。

情報文化教員

<受講に当たっての留意事項>

この授業科目は、 3年前期のキャリア開発2の学習とインターンシップガイダンスを受講すること

を前提としているので、ぜひ、キャリア開発2を受講してもらいたい。受入企業・団体は、大学が

指定する企業とにいがたインターンシップ推進協議会等の会員企業から選択する。実習学生を選出

(マッチング)する際は、希望を確認し、レポートをもとに学内で面接をして決定する。

過去の実習日誌はキャリア支援課で随時閲覧できる。まずは先輩の体験に目を通して見るように。

受講に当たって迷いがある場合、ぜひ遠慮せずに、担当の教員もしくはキャリア支援課職員に相談し

てもらいたい。
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゛
、

単
位
数

学
年



共
通
科
目



1年共通科目(前期)

.

地域研究概論

アジアと日本

日本政治論

国際研究概論

国際交流インストラクター演習 1

情報システム

コンピュータシステム

人間情報システム

情報処理演習1



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

情報文化学科必修、情報システム学科選択

<授業目的>

情報文化学科の1年生の皆さんは、 1年後期から、ロシア、中国、韓国、アメリカのうち 1つの地

域を選択し、その地域の言語を中心に歴史、文化、社会、政治経済等について学ぶことになります。

この授業はその準備として、地域研究というものの方法論n訓生格と、一通り各地域についての基礎的

知識を学び、皆さんが自分の専門地域を選択する際の判断材料を提供することを目的とします。

通

通

<各回毎の授業内容>

1.イントロダクション:地域研究入門(小山田紀子)

2.ロシアの地理と歴史(その1)(神長英輔)

3.ロシアの歴史(その2)(神長英゛陶

4.ロシアの文化と日露関係(神長英輔)

5.中国の根剛兄一国士・自然・人口・民族一(匪建英)

(品建英)6.中国語という言語

フ.地域研究における中国(匝建英)

8.韓国・北朝鮮の現代事情(申銀珠)

9.日韓文化の比較(申銀珠)

(申銀珠)10.韓国語とは

Ⅱ.アメリカ社会の歴史的構成(越智敏夫)

(安藤潤)12.アメリカの経済

(矢口裕子)13.アメリカ文化

14.地域研究の総括と地域言語選択について(小山田紀子)

(小山田紀子)15.まとめ

1年

授業科目

地域研究概論

位
数

2

担当教員(所属等)

一巨'.

剛
コーディネーター

小山田紀子(情報文化)

<成績評価方法>

各地域担当者が各2問出題し、その全問あるいは一部を選択して(どちらになるかは未定)解答す

る。おそらく全問とも論述式。

<教科書・参考文献>

各地域担当者が授業中に指示する。

<受講に当たっての留意事項>

大人数の授業になるので、私語はくれぐれも慎むこと。

<学習到達目標>

地域研究の分析視点を獲得し、各地域の基礎的知識を得ること。
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学
期

学
年

共

共



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

この講義は日本の近隣地域、すなわち台湾、朝鮮、中国、さらには東南アジアに対する侵略の歴史

とそれをめぐる今日の議論を考察し、日本と近隣諸国との建設的な将来を構想することを目的とす

る。

通

通

<各回毎の授業内容>

1.講義の概要

2.朝鮮と日本①

3.朝鮮と日本②

4.朝鮮と目本③

5.朝鮮と日本④

6.中国と日本①

フ.中国と日本②

8.中国と日本③

9.中国と日本④

10.中国と日本⑤

Ⅱ.東南アジアと日本①

12.東南アジアと日本②

13.東南アジアと日本③

14.東南アジアと日本④

15.沖縄と日本(やまと)

16.定期試験

1年

授業科目

アジアと日本 2

担当教員(所属等)

'_、1'

則
吉澤文寿・小林元裕

高橋正樹

「朝鮮と日本」は吉澤、「中国と日本」は小林、「東南アジアと日本」及び「沖縄と日本(やまと)」は

高橋が担当する。

<成績評価方法>

定期試.験及びレポートによって成績評価をする。

<教科書・参考文献>

小林英夫『日本のアジア侵略』山川出版社、2001年、729円十税。

<受講に当たっての留意事項>

受講にあたり、当該の講義内容を予習することを勧める。学科を問わず、受講を勧める。

<学習到達目標>

講義内容の理解もさることながら、私たち日本の人々にとって「アジア」とは何か、そもそも日本は

「アジア」ではないのか一日本のアジア侵略の歴史に関連する今日の議論を学ぶことにより、上記の問

いに対する答えを見つけ出すヒントが得られることを期待したい。
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学
期

単
位
数

学
年

共

共



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択
<授業目的>

安イ音晋三,ネ扇田康夫,麻生太郎,鳩山由糸己夫,菅直人の歴イt5内閣の寿命はおよそ 1年。Ξ者外国と上ヒベ
て極立揣に短い。国際的な首"畄会Z義で日本のりーダーはいつも辛斤人。政権を賭けた大事業は短期問でで
きるものではない。超短命のマイナス面は言十り知れない。
短命続きの原因を分析しながら「劣イヒが楞文しい」と言われる政党政治の現オ犬に迫りたい。1973年か

ら,政治言己者として権力闘争の現場近くで政権交イtを見続けて来た講師は,ここに目本政治の井寺質が凝
縮されていると見る。明治以降の政党政治史から見てみたい。

通

通

<各回毎の授業内容>
1.政権のアキレスけん、参院
①「アベ・シェイエスの予言」ーー両院で多数派を耳又れる政党がいなくなり、衆参ねじれが常態イヒ

なぜ参院はできたか、誕生の秘、密。憲?去制定過手呈と明②「左翼勢力が衆院を占めた時のために」
治憲t去の尾をヲ茎す新憲t去。

政権は参院でイテき詰まる。「嫌がらせ」の応酬。「自ネ士対立」再現に③「泣く子と参院には勝てぬ」
見る、思考イ亭止政治。

2.ノ」、選挙区制の利'点と弊害
衆院Ξ義員に松・竹・キ毎のオ各差あり。世にも不、思二義な①「衆院議員を舌辛めて衆院ヨ義員になる舸蚤』」

重ネ長立イ戻ネ甫・イ臭活当選
②「国益より自分の選挙」ーー 1か月前選んだ党首・首相に「舌辛めろ」。
③「無責任、気紛れ無党派層」ーー内閣の帰趨を制する無党派層。有権者の政治意識は、結果責任より

Ξ兇明責イ壬、政マ台の透明・1生を求めるのだが、選挙のカギを握る無党派層。
④剛隔皆する妖怪」ー、90年代連立政治の進イテとともに急、増した新無党派層は「政治に関心があるからこ

そ、支持する政党がない」
3.官僚主導VS政t台主導
①「1年で元の美犬阿弥」政治主導一一白ら引っ込めた政治主導確立法案。
②「マニフェストも『どこ吹く風』」とイヒした背景にあるもの。マニフェストになかった消費税率引き

上げ?孚上のカラクリ。
③「都合悪ければ首相のクビさえふっ飛ばす」?ーー安倍晋三首相退陣に役所の影。 1日で引っ込めた

細川護煕内閣のネ昆才止目的手兇。
4.連立政治19年。未だ成熟せず
①「着せ替え人升三で政権の中心に」ーー94年、前年野に下った自民党は 1年もたたずして政権に復帰、

以来相手キ蒜わず(政策にこだわらず)、政キ雀にいることを唯一の目的として連立政権を組む。
②「今オレはどの政党かと秘、書に聞き」ーー非自民政オ雀が出来れば、自民党から離れ、白民党が復権す

れば白民党に戻る。主義主張より利益の「寄らぱ大樹」は続く。
③「『7Kと油』雨虫合せず」ーー「九鳥菅新党」に「小沢合流」。民主党はなぜ生まれたか。民主党のルーツを明

らかにする。
5.ノト沢問題
①「小・九鳥そろって"政治とカネ"で舌辛任」ーー資金管理団体「陸山会」の土地耳又得問題と強制起訴。そし

「スポンサーはママ」。 3年連続税q又より借金が多い破たんした日本の財政。でもW肖費手兇税率引
き上げ反対」とは。

②「キングよりメーカー」、、ー「首キ目より"闇将軍"として首相をりモコンした方が政治生命は糸売く」。ま
だ亨曵る「数=派閥=カネ」の論理

1年

授業科目

日本政治論

側盾

<成績評価方法>
最糸冬回に二蒜義内容の理角羣度を1巴1屋する試馬矣を実施する。

2

担当教員(所属等)

ー、'.

則

<教科書・参考文献>
「参Ξ義院とは何か1947~2010」(竹中治堅、2010年中公叢書)、「日本政治盲兪」(五十嵐暁郎、2010年岩波

書店)、「盲兪憲の時イt」(2003年、日本評言兪ネ士)、「自治イ本のキ蒜想、第5巻自治」(2002年、岩波書店)、「高
畠通敏集第3巻現代日本の選挙」<2009年、岩波書店>

<受講に当たっての留意事項>
①政治に向かい合う原'点は日々の生活、政治の動き。それをどう評価するか、最糸冬的には政治はど

'あるべきかを知ることだと考えています。講義は日々の政治の動きとりンクしていますので、新聞
の政治面に必ず目を通すように②講義内容のレジュメ・メモを用意します。これをテキストに講義は
進みます。

椎橋勝信

<学習到達目標>
主権者として政治に参加する矢靡哉、判断能力を養うこと。自分たちの将来の「負担と糸合イ寸」(手兇金、

各チ重保険料VS年金などネ扇ネ止全般、教育)は政治が決めます。右権者が常に政治をチェツクしなけれ
ば、政治は政党・政t台家たちの内車倫のものになって国民から雜れかねません。政t台を学ぶことは、自
分たちの1寺来を守る、あるいは飛呈霍するためです。
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

この授業の目的は、世界の見方についての基礎的な枠組を具体的な問題に関連付けながら考察して行

くことです。世界は国家同士が軍事対立しているのか、あるいは企業による国境を越えたホ蚤済活動に

よって世界がひとつになったのか、さらには民問の国際援助団体(NGO)が国境を越えて自由に活

動しているのか。実際の世界はこれらすべての側面がありますが、人によっていずれを重視するかは

異なります。その相異はどのような考え方の違いから生じるのかを授業を通じて考えて行きましょ

う。学生が理解しゃすいように、時事的な国際問題を絡ませながら授業を進めたいと考えています。

また、この授業はこれから4年間、皆さんが学ぶ国際的な諸科目についての道案内的な役割をもちま

す。

<各回毎の授業内容>

1~2.世界の見方。白分の先入観を点検しよう。

3~6.主権国家間の外交戦略関係として世界を理解する見方を考察します。これは、「現実主義」

的国際政治理論といわれています。

フ~10.世界をとくに経済的相互依存を重視し諸国家間の協調関係に注目する「りベラリズム論」

を考察します。

Ⅱ~14.世界を不平等な関係として理解します。この考えはりベラリズム論のように相互依存性

や協調性は重視せず、むしろそこにある格差や不平等性に注目します。最近のグローパ

リゼーションにもふれつつ考察します。

以上の見方を参考にして、学生自身の世界像を点検します。巧

<成績評価方法>

原則として、授業ヘの全出席が最低条件になります。さらに、中間テスト・学期末テストによって

評価します。

<教科書・参考文献>

毎回配布するレジュメに掲載してあります。

<受講に当たっての留意事項>

学生は毎日、業斤聞を読み、テレビの報道・ドキュメンタリー番組を観てもらいます。

<学習到達目標>

新聞やニュース番組によって国際的な事象を知り、その背景を自分なりに分析できること。

通

通

1年

授業科目

国際研究概論 2

担当教員(所属等)

ーき"

則
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高橋正樹(情報文化)

則慣
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

21世紀に要求されるのは、他者と共に、臨機応変に創造的な活動を展開することができる、総合
的な人間力である。単に前例を倣い、矢Π識や指示を一方的に受容・伝達するだけの生き方や学習方
法は、あらゆる分野で行き詰まりを見せている。本演習では「ワークショップ」および「ファリシテー
ター」等の新しい手法を用い、参加者が実際に身体を動かしながら、自ら主体的に学ぶことを第一義
とする。本演習を経験することで、さまざまな<他者>の中で、さまざまな議題やテーマを柔軟に
「コーディネート」する能力や、民主的なりーダーシップを発揮する真の知的・社会的能力を養うこと
ができる。演習1では、たとえはT世界の現実」「世界の不平等」「異文化理解」などの3つの大きなテー
マに即して、国際理解を深める。演習の合格者は、新潟県国際交流協会の認証を得たのち、同年度の
9月と2月に県内の小中学校・高等学校でワークショップを実践することになる。

通

通

1年

授業科目

国際交流インストラクター演習 1

<各回毎の授業内容>

1.ガイダンス佛死要説明、年間計画表・自己紹介シート配布、課題レポート説明)
2.自己紹介アイスブレーキング・講義(「ワークショップの意味」)

3.学外講師による講義(「世界の現実」)
4.学外講師による講義(「世界の不平等」)

5.学外講師による講義(「異文化理解」)

6.学外講師によるワークショップ(「身体とアクティビティ」)
※学外講師については、順序が変更になることもある。

※このワークショップは特別に士曜日になる可能性があるので注意すること。

フ.レポートテーマによるグループ分け;ワークショップ作成法の説明

8.アイスブレーキング事例集紹介;経.験者模擬ワークシヨップ

9.学生による模擬ワークショップ準備

10.学生による模擬ワークシヨップ披露・評価1

Ⅱ.学生による模擬ワークシヨップ披露・評価2

12.学生による模擬ワークショップ披露・評価3

13.学生による模擬ワークショップ披露・評価4

14.学生による模擬ワークシヨップ披露・評価5

15.まとめ、問題点の確認

位
数

2

担当教員(所属等)

ー).ι一

別 佐々木寛・神長英輔ほか

<成績評価方法>

基本的に出席回数と、授業参加態度による。参加者が発表するワークショップも評価の対象とする。

<教科書・参考文献>

ロバート・チェンバース『参加型ワークショップ入門』明石書店 2004年

ちょんせいこ『人やまちが元気になるファシリテーター入門講座』解放出版社

<受講に当たっての留意事項>

この科目は、単に授業に出席するだけでなく、その準備のために多くのエネルギーを要する。
域社会に成果を示すため、本学を代表する覚悟と自覚が必要である。

<学習到達目標>

基本的に、自分ひとりでも国際理解に関するワークショップを運営展開できる能力を身につけること。

2007年
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

情報文化学科選択、情報システム学科必修
<授業目的>

情報システムを理解するうえで必要な基本的考え方と基本技術、応用分野について解説し、情報シ
ステムについて深く学ぶための導入とする。情報システムとは、情報を収集し、加工、分析、蓄積
し、活用する仕組みのことである。われわれの生活に身近な事例を取り上げて、情報システムの開発
者、利用者、サービス提供者それぞれの立場から、情報システムについて考える。特に、社会や企業
などの人間活動とのかかわりを重視し、情報システムが必ずしもコンピュータ中心のシステムではな
いことを認識し、情報システムを考えるときには広い視野に立ったものの見方が必要であることを学

゛0

通

通

1年

<各回毎の授業内容>
1 情報システムとは
2 情報システムとコンピュータ
3 社会基盤としての情報システム
4 生活基盤としての情報システム
5 行政と情報システム
6 ビジネス戦略と情報システム
フネットビジネスと情報システム
8 顧客情報と情報システム
9 電子商取引と情報システム
10 組織と情報システム
Ⅱ情報の共有と検索の仕組み
12 情報システムの新たな展開
13 情報システムと倫理
14 情報システムの開発
15 システムエンジニアの1斐割

と育成カリキュラム
16 期末試'験

授業科目

情報システム 2

担当教員(所属等)

ー、ι一

剛 小林満男(情報システム)

情報、情報処理、情報システム、情報化社会
利用目的、利用形態、システムの信頼性

社会基盤、安全ヘの対策と整備、危機管理
生活の中の情報システム、ユビキタス、〔事例〕
IT基本法、電子行政システム、電子認証システム
小売業の情報システム、製品ヘの組込みシステム
ネットビジネスの現状、ビジネスモデル(レポート課題①)
顧客情報管理システム、CTI、トレーサビリティ
電子商取引の形態と発展、特徴と問題点
統合業務システム、ナレッジマネジメント
情報の共有、情報検索の仕組み
生活環境ど情報システム、文化財と著作権、新たな展開
知的財産、不法行為、利用者の倫理(レポート課題②)
システム企画、分析、設計、製造、テスト、運用
システムエンジニア、プログラマ、プロジェクト管理

情報システム学科のカリキュラム、人材育成

<成績評価方法>
情報システム学の体系と情報システムを取り巻く環境についての理解度を、期中レポート(20%)
と期末試験(80%)で評価する。期中レポート未提出、又は期末試験を受験しない場合は不合格と
する。

<教科書・参考文献>
教科書才φ沼靖子編著「情報システム基礎」オーム社 2625円
参考書:浦昭二(他)編「情報システム学ヘのいざない〔改訂版〕」

<学習到達目標>
情報システムを、人間活動を含む社会的システムであると捉える情報システム学の体系を理解する
とともに、情報化社会の中でどのように情穀システムと関わっていくべきかを考えることができる
ようになる。(50%)
情報システムのさまざまな事例を理解し、説明できるようになる。(30%)
情報システム学科カリキュラムの授業科目間の関連と意味付けが理解できるようになり、専門科目
の履修選択に役立てることができるようになる。(20%)

(関連する学習・教育到達酎票E)

則慣

培風館 2730円
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

情報文化学科選択、情報システム学科必修

<授業目的>

コンピュータシステムを理解するために、コンピュータ全体とその構成要素について学習する。
ハードゥエアに重点を置き、コンピュータ上で使う情報の表現、入出力装置、主記憶、演算、市噺卸な
どの基本装置を学習する。主に基本情報技術者試験の午前に出題される内容を学習する。

通

<各回毎の授業内容>

1 データ表現 2進数

2 データ表現 2進数から10進数、16進数ヘの変換 1

3 データ表現 2進数から10進数、16進数ヘの変換 2

4 データ表現浮動小数点数、文字表現(レポート課題1)
5 情報と論理、情報素子

6 プロセッサアーキテクチャ

7 制御装置の動作原理、レジスタ

8 演算の仕組み、演算回路

9 メモリアーキテクチャ

10 補助記憶装置1

H 補助記憶装置2

12 入出カアーキテクチャと装置

13 コンピュータの種類とアーキテクチャの特徴(レポート課題2)
14 オペレーティングシステムとその種類(レポート課題3)

15 言語処理系、マルチメディアとは、マルチメディア応用システム

16 定期試験

通

1年

授業科目

コンピュータシステム 2

担当教員(所属等)

ー)'.

剛 石川洋(情報システム)

<成績評価方法>

成績は期末試験(70%)と自己学習によるレポート課題(30%)により評価する。
試験では講義に沿った問題を出題する。持ち込みは不可とする。

<教科書・参老文献>

教科書基本情幸財支術者テキスト NO.1 コンピュータシステム
日本情報処理開発協会監修、増進堂(2012)

参考文献随時紹介する。

<受講に当たっての留意事項>

情報処理技術者試験(基本情報技術者やITパスポート)をめざす学生には有意義である。

<学習到逹目標>

コンピュータ内部のデータ表現やデータ操作を理解するために、基数変換、命題論理、論理演算に
ついて学習する(試験20%、レポート10%)。

コンピュータの五大装置を中心に、それぞれの装置の仕組みや役割について理解する(試験30%、
レポート 10%)。

オペレーティングシステムの仕組みと基本的な機能を理解する(試験20%、レポート10%)。

(関連する学習・教育到達目標:E)
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

情報文化学科選択、情報システム学科必修

<授業目的>

人問を入力系・情報処理系・出力系を備えた「情報システム」として捉えることができる。まず、入

力系としての感覚機能を外部情報センサーとして捉え、その構造・1手性を数理的に解説する。次に、

情報処理系としての脳神経系を概説し、さらに、出力系としての筋肉の構造・特性を概説する。講義

の位置づけとしては、「人間情報工学1」ヘ進むための基礎として人間の生物学的特性を習得する講義

とする。

通

通

1年

<各回毎の授業内容>

1.情報システムとしての人問の概要

2.入力系①感覚の種類、数学的補足①指数

3.入力系②視覚①

4.入力系③視覚②、数学的補足②三角法

5.入力系④視覚③

6.入力系⑤視覚④

フ.入力系⑥聴覚

8.入力系⑦その他の感覚

9.入力系⑧感覚の一般的性質

10.情報処理系①脳神経系①、数学的補足③対数

H.情報処理系②脳神経系②

12.出力系①筋肉

13.出力系②心臓の制御

14.人間情報システムへの影響因子

15.まとめ

16.定期試験

授業科目

人問情報システム

65

2

担当教員(所属等)

_主1.

則 上西園武良(情報システム)

<成績評価方法>

小テスト 3回(各10点、計30点)と期末試'験(70点)の合計(100点)で評価する。

3回の小テストのうち少なくとも 1回は受験していることを期末試'験の受験資格とする(0回の

人は受験資格なし)。

期末試'験は「電卓(通信機能なし)」以外は持ち込み不可(小テストは持ち込み可)。

<教科書・参考文献>

特定の教科書は使用しない。

<受講に当たっての留意事項>

毎回、数値計算を行うので平方根(1)計算機能のある電卓を持参すること。

<学習到達目標>

情報システムとしての人間のしくみ

則慣

1手性を数理的に説明できる。

学
期

学
年

共

共
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数



入学年度

区分

22年度以降

塑年度以前

授業科目

区分

情報文化学科必修

<授業目的>

本学情報センターの使用環境を理解し,コンピューターの基本的な知識と技術の習得を目的として

います.具体的には,インターネット,メール,ワードプロセッサー(word),表言十算(Excel),プレゼ

ンテーション(powerpoint),ウェブページ作成などコンピューターの活用技術を習得します.なお,
本演習では,最終的にMicrosoft 0伍Cespedalist試'験の合格を目指すので,授業内容もそれを視野にい
れたものとなります

通

通

1年

<各回毎の授業内容>

クラスにより内容,進度は異なりますので,下記内容は一応の目安としてください

1.ガイダンス

2.統ーテストとアンケート

3. wordの活用①

4. wordの活用②

5. wordの活用③

6. wordの活用④

フ. Exce1の活用①

8. Exce1の活用②

9. Exce1の活用③

10. Exce1の活用④

Ⅱ.複合文書(文書,図表,画像等)の作成

12. powerpointの活用①

13. POW改 Poi址の活用①

]4,ウェブページの作成①

15.ウェブページの作成②

授業科目

情報処理演習1 2

担当教員(所属等)

^

剛
澤口晋一

佐藤徳子

山本瑞恵

谷賢太郎

<成績評価方法>

小レポート,試'験により評価する

<教科書・参考文献>

『情報システムガイ

MCAS攻略問題集

<受講に当たっての留意事項>

情報センターの利用規則を守ること

クラスはタイピング試'験により編成します

"

(word,Excel)

<学習到達目標>

本学の情報センターの使用環境を十分に理解し,ルールに沿った演習室の利用ができる

コンピューターにおける基本的な知識と技術を習得し,活利用できる

66 側盾
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2年共通科目(前期)

臣

異文化理解

平和学

情報検索

マーケテイング



入学年度

区分

22年度以降

幻年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

いま日本では「ヒト、モノ、力才＼情幸艮」の国境を越えた往来が活発に行われ、国際化が急速に進ん

でぃる。この国際化の波は私たちの生活にさまざまな影響を与えている。われわれの身のまわりでも

外国人の姿が目立つようになったし、また私たちが海外に出て行くチャンスー海外旅行、留学、ビジ

ネスなどーも増えてきてぃる。そしてそれは多かれ少なかれわれわれに異文化接触の機会を提供す

ることになる。このような国際化の時代にあって、「異文化理解」の必要性が声高に唱えられるように

なってきたのだといえよう。しかし、異文化ヘの理解というと、とかくそれ自体がよいことであるよ

うなニュアンスがあるが過去には植民地支配のための異文化理解もあったし、市場獲得を目的にした

異文化理解もありうるわけで、そう考えると、何のためのどのような異文化理解かが問われなければ

ならないであろう。また、異文化というと何も国際問のことだけではなくて、国内の異文化もあるわ

けで、国内の文化を単一的なものと捉える感覚が、異なった文化の拒否や排除につながっていくケー

スも見られるのである。

本講義では、私の海外生活の経験を踏まえて、異文化接触の諸相をさまざまな事例から紹介してい
きたい。ヨ「ロッパにおける移民問題、日本における在日韓国朝鮮人問題や外国人労働者問題、国際

交流や教育の国際化がもたらす問題、あるいは個人のレベルでは国際結婚というテーマもあるであろ

う。さまざまな角度から異文化理解の問題を考えていきたい。さらに国際化時代から地球時代ヘと移

り変わりつつぁる今日、われわれは異文化理解を通して、自分の国の利益だけにとらわれずより広い

普遍的な発想を持つ地球市民としての生き方が求められているといえよう。

通

通

2年

授業科目

異文化理解 2

担当教員(所属等)

<各回毎の授業内容>

1.序論一私の異文化体験

2.異文化接触の諸相ーヨーロッパの移民問題絲編制

3."(Dフランスの移民問題

4."(2)ドイッの移民問題

5."(3)イギリスの移民問題

6.ヨーロッパ市民の誕生

フ.日本の外国人労働者問題①

8.日本の外国人労働者問題②

』、ι.

剛 小山田紀子(情報文化)

<成績評価方法>

レポート・試験・出席状況

<教科書・参考文献>

教科書渡部淳『国際感覚ってなんだろう』岩波ジュニア新書、2004年

参老書は授業時間中、適宜指示する。

<受講に当たっての留意事項>

授業ヘの出席を重視します。

側慣

<学習到達目標>

2年次後期の海外留学や今後の異文化接触に機会の役立つ視点を獲得すること。

日本の外国人労働者問題③

国際社会での活動

「異文化理解」の試み

自己表現力をつける

主体的に学ぶ

行動する

まとめ一地球市民としての生き方
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>
平和学は「ジェノサイド」や「世界戦争」といった、20世紀の暴力をめぐるさまざまな人問の経験から

生成し、展開を遂げてきた学問運動である。それゆえ平和学は、一貫して、既存の社会構造や世界秩
序を批判的に見つめ、その代案(オルタナティブ)を模索しつづけてきた。そしてまた、既存の政治
・社会学・経済学などの社会科学のみならず、時には自然科学をも横断した包括的な認識枠組みか
ら問題の核心に肉迫し、むしろ既存の知識体系自体に重大なインパクトを与えてきた。講義の前半で
は、戦争と平和、あるいは暴力の問題そのものに関する知の蓄積を広く「平和学」の中に位置づけ、そ
れら一連の思想や理念、理論などを、それらが生成してくる歴史的な背景とりンクさせながらふりか
えってみたい。さらに後半では、現在の「グローバル化」にともなう新しい問題群が平和学につきつけ
る挑戦の意味を明らかにしたい。平和学がこれら問題群といかに格闘してゆくのか、またなぜ平和学
という広い枠組みでなければこれらの問題に対応できないのか、つまり平和学の<批判的構想力>を

今後どのように鍛え上げてゆくべきなのかについて、共に考えてみたい。

通

通

2年

授業科目

平和学

<各回毎の授業内容>

新鮮な題材を多く取り入れたいため細目は限定しないが、以下の内容には触れる予定である。

1.「平手山とは何か^平和学前史[3回]
2.平和学の生成^20世紀の時代経.験1 (ジェノサイド)[2回]
3.平和学の展開^20世紀の時代経験Ⅱ(構造的暴力)[2回]
4.世界秩序の構造変動と平和学の新地平[2回]
5.新世紀の平和学^21世紀「平和秩序」形成のために[2回]

6.日本の平和主義の課題と平和学[1回]
フ.新しい「文明」を求めて[2回]
※十1回分は、招聰講師による講演に充てる。

位
数

2

担当教員(所属等)

ー、''

剛

<成績評価方法>
しばしば講義の最後に、コメントカード(質問やコメント、感想を書いてもらう)を作成してもら

い、それらは講義の改善に役立てるだけでなく、受講者の参加姿勢を見る材料とする。基本的に最終

筆記試験の成績によりすべての評価を決定し、出席も重視しないが、このコメントカードの内容は成
績に加味する。また、試験は、個別的な知識よりはそれをもとにした思考力(学期中にどれだけ考え
たか)を重視した問題を出題する。

佐々木寛(情報文化)

<教科書・参考文献>

教科書高柳先男『戦争を知るための平和学入門』(ちくま書房)
AERA Mook『平和学がわかる』(朝日新聞社)

参考書は、授業中、それぞれのサブテーマに即して随時指定する。必読参考文献の一例として、局

畠通敏『平和研究講義』(岩波書店)、日本平和学会編『平和研究第26号^新世紀の平和研究』(早稲田
大学出版書円、君島東彦編『平和学を学ぶ人のために』(世界思想社)、岡本三夫・横山正樹編『平和学

のアジェンダ』(法律文化社)、J.ガルトゥング叶蒜造的暴力と平和』(中央大学出版音吟、U.ベック『危険社
会』(法政大学出版局)、P.ハースト『戦争と権力』(岩波書店)などを挙げておく。

<受講に当たっての留意事項>
平和学は、いわゆる「文系」「理系」の区分をこえた講義科目である。「共通科目」である理由もそこに

ある。

<学習到達目標>

平和学のアジェンダは常に展開するのであり、参加者は最終的には自分なりの「平和学」を構築して
ほしい。
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

情報文化学科選択、情報システム学科必修
<授業目的>
学問や社会活動を行う場合、既に存在する情報を活用して行動することにより効率良く目標や目

・加的に到達することができる。情報検索の目的は、過去の情報を収集し、入手した情報を整理
分析することにより、知識を深めるだけでなく、実現可能性の高い実行計画を作成したり、 的

確な意思決定を可能にしたりすることである。授業では日常使用しているWeb検索エンジンと、{
際に社会で使用されてぃる有料データベースを使用し、論理式を使って情報検索を行う。検索方法
を学ぶだけでなく、新聞記事(朝日新聞DNA、日経テレコン21)、雑誌記事・学術論文田経BP,
EBscohost)情報など実際に社会に流通している情報の収集/選択/加工/分析を行うことにより情
報の活用能力を習得する。

通

通

2年

授業科目

<各回毎の授業内容>
1 情報検索の概要
2 検索主題一新聞記事とキーワード
3 検索課題の設定
4 論理演算と検索式
5 Web情報の検索
6

7 図書

情報検索

1日本語Web情報の検索

②英語Web情報の検索
雑i志記事情報の検索

①雑i志記事情報検索佃外WEB)
②図書情報検索

情報収集ど情報の利用
新聞記事情報の検索①朝日新聞記事検索、日経新聞記事検索

②地方紙の記事検索、新聞記事情報と時系列変化
複合情報検索による体系的な情報収集(グループ分け、課題の決定)
複合情幸財貪索による体系的な情報収集(EBSCOHostを使用した情報検索)
複合情報検索による体系的な情報収集(内容確認)
情幸財貪索に関する重要な視点と学内におけるDBの利用

2

側慣

担当教員(所属等)

ー)ι'

剛 高木義和(情報システム)

<成績評価方法>
検索主題とキーワード、

検索、世界の情報検索の、

<教科書・参考文献>
教科書を配布する

<受講に当たっての留意事項>
この授業で学ぶ内容を理解できれば個人の情報活用能力が大きく向上することが期待できます。有

料のデータベースを使用するため情報およびDBの著作権に注意を払ってください。指示に従わない
レポートは提出されても評価しない場合があります。受講者が240名を越す場合受講者数を制限する
場合があります。

インターネット情報の検索、新聞記事情報の検索、図書・雑誌記事情報の
計5つのレポート(80%)と定期試験(20%)により評価する。

<学習到達目標>
検索主題をキーワードで表現できるようになる20%
インターネットWeb情報の1宇性を理解しその情報を利用することができる20%
新聞記事情報の1手性を理解しその情報を利用することができる20%
図書・雑誌記事情報の特性を理解しその情報を利用することができる20%
利用できる情報源の種類と特性を理解し英語情報を含めた世界の情報を利用することができる20%

(関連する学習・教育酎冥E)
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

情報文化学科選択、情報システム学科必修
<授業目的>

マーケティングは、商品やサービスの企画・販売・広告等を通じて、顧客の二ーズを充足するとと
もに、顧客と良好な関係を築き、企業・組織が持続的に発展・成長していくための活動である。
マーケティングの基礎的な知識を修得するとともに、さまざまなタイプの企業・組織が行っている

事例を通じて、マーケティング活動を具体的に理解するとともに、マーケティング活動の対象となる
顧客・市場情報の収集及び情報発信におけるインターネットの活用等について学習する。

また、商品・サービスを購入・使用する消費者の立場から、マーケティング活動を正しく評価する
上で大切な法律・規制上消費者保護等を理解し、賢い消費者・生活者となるよう学習する。

<各回毎の授業内容>
1 マーケティングとは

2 顧客・市場のとらえ方ど情報収集方法
3 マーケティングに影響を及ぼす顧客・市場・競争・環境等の動向
4 製品の企画・開発
5 広告・販売促進
6 流通・販売、価格
7 製造業(大企業)のケース
8 製造業(中小企業、地場企業)のケース
9 流通業(大型スーバー、 CVS)のケース
10 流通業(通販・インターネット)のケース
H 情報産業のケース
12 飲食業のケース
13 サービス業のケース
14 地域・行政のケース

15 NPO・コミュニティビジネスのケース

16 試験

通

通

2年

授業科目

マーケテインク

位
数

2

担当教員(所属等)

一邑.ι一

剛 吉田博(情報システム)

<成績評価方法>

成績は①毎回出席時のレポート(基礎知識・理解力)を60%、②試験(基礎知識・理解力)を
20%、③課題レポート(情報収集・分析力)を20%。

<教科書・参考文献>
毎回資料を配布する。ビデオ・インターネット・図書を使って具体的な事例を紹介する。
事例やテーマに応じて、参考となる文献・図書、テレビ等の情幸臓原を紹介する。

<受講に当たっての留意事項>
取上げる事例について、インターネット、新聞・雑誌等で自主的に情報を収集し、理解するよう

に。

<学習到達目標>

企業・組織で実践しているマーケティング活動や顧客・市場の情ま則又集・発信の考え方・仕組みを
理解できる基本的な知識を身につける(毎回出席時レポート:40%、試験)。企業・市場に関する情
報を集め、分析する情報収集・分析力を身につける信果題レポート)。さらに、企業・組織のマーケ
ティング活動、企業・組織や取り巻く社会・ホ酎斉・法律・環境等についての理解・知識を深め、将来
の進路を判断する力をつける(毎回出席時レポート:20%)。

N盾 7]
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3年共通科目(前期)

.

国際法

情報社会論

情報メディア論



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

地球という「惑星」にはおよそ200の主権国家が存在し、そこには50億人をこえる人々が日々の生活
を送ってぃる。国際法というのは主としてこれらの国家関係を規律する法規範の総体をいう。今日の

国際事象をみてぃると、国際社会において守られるべきルールとは何かあらためて問われているよう
にも思われる。本講義では、現代の諸問題について国際法がなしうること、それについて検討する。

通

通

<各回毎の授業内容>

講義全体を通じてのテーマ:「国際法から世界を見る」

1 オリエンテーション

2 国際法はどのように発展してきたのか?ーイ云統的国際法の性格

3 現代国際法はどのような特徴を持っているか?-1

4 現代国際法はどのような特徴を持っているか?-2

5 国際法はどのように作られ、どのように適用されるのか?一条約と国際慣習法一1

6 国際法はどのように作られ、どのように適用されるのか?一条約と国際慣習法一2

7 人権の国際的な保護の発展一1

8 人権の国際的な保護の発展一2

9 国際法で個人を裁く-1

10 国際法で個人を裁く-2

Ⅱ国際社会の司法権?一国際紛争の平和的解決と国際裁判一1

12 国際社会の司法権?一国際紛争の平和的解決と国際裁判一2

13世界の中で日本はどうする?一国際法と日本の立場一1

H世界の中で日本はどうする?一国際法と日本の立場一2

15 まとめ

16 試験

3年

授業科目

国際法 2

担当教員(所属等)

^

削 熊谷卓(情報文化)

<成績評価方法>

主として試験による成績評価

<教科書・参考文献>

開講時に指示

<受講に当たっての留意事項>

本科目は専門性の高い科目である。それ故、「現代ヨーロッパ論」をはじめとする情報文化学科専門
科目を複数、履修済みの者を受講対象とする。十分に注意して欲しい。初学者に受講を勧めない。

<学習到逹目標>

国際法学のアウトラインの習得

74 側11S
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学
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共
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>
消費化社会の最たるもの(のひとつ)が「情報化社会」です。ユニクロやヴィトンや、景気や戦争と

いったものは、「情報化社会」と一見関係ないようですが、大変、密接な関連があります。モノとして
よりも"情報"の部分に私たちは多くのお金を支払っています。そして「情報化社会」は、世界にとっ
て、大きな光(経済的効果)を与えています。
「情報化社会」は、大きな光を放つために、影(私たちの生活を脅かすマイナスの効果)も作りま

す。国内に環境問題をおこし、さらに公害を輸出します。また発展途上国に貧困を作ると同時に
我々"先進国の貧困"を作ります。

いままでの情幸長化社会を乗り越え、影を作らず、光を失わない"情報化社会"の条件を考え、さら
にそのアイディアを具体的に我々の社会、暮らしに、そして大学の授業にも活かすことを考えます。

通

通

3年

授業科目

情報社会論

<各回毎の授業内容>
講義は2回1セットで行われます。 1回目は、それぞれの課題について個人またはグループで考え、
2回目は皆さんの老えを紹介しながら解説し、さらにグループワークを行います。
第1回:本講義の射程とスケジュール等について
第2~9回:情報化社会と消費社会の関連
1)情報化/消費化社会の展開(第2回・第3回)
2)環境の臨界/資源の臨界(第4回・第5回)
3)南の貧困/北の貧困(第6回・第7回)
4)情報化/消費化社会の転回(第8回・第9回)

第10~13回:楽しみの社会学~新しい情報化社会に向けて私たちだからできること
第14~16回:最終レポートについてのグループワーク(第14回)とまとめ(第15回・第16回)

2

担当教員(所属等)

<成績評価方法>
成績は、第 1~巧回のグループワーク・個人ワーク(35%)と最終レポート(65%)によって、評

価します。オリジナリティを高く評価します。

^

剛 小宮山智志鯖報システム)

<教科書・参考文献>
参考文献:見田宗介1996『現代社会の理論~情報化・消費社会の現在と未来~』岩波新書(465)
講義と並行してこの文献を読むことで「抽象的な理論を具体的な事例にあてはめて考える力」が効果

的に身に付きます。

<受講に当たっての留意事項>
1.体調不良、忌引き、就職活動、部活動などで欠席した場合、第16回の授業での個人・ワーク・グ
ループワークを行うことで、欠席した分の個人ワーク・グループワークを補うことが出来ます。
2.授業中、私が説明しているときは、誰も話してはいけません。小声でもダメです。私が聞こえな
くてもあなたの周りの人が迷惑です。個人ワーク・グループワークのときは、どんどん周りの人と話
してください。友達の意外なアイディアを楽しみ、また友達を楽しませてあげてください。

<学習到達目標>
抽象的な理論を具体的な事例にあてはめて考える力を養ってください(1~9回のグループワ

ク・最終レポート)。さらに自分で新しい理論を作るという発想を身につけてください(10~15回の
グループワーク・最終レポート)。卒業してから、大学時代にはなかった新しい理論・考え方が出て
くることでしょう。新しい理論が出てきても、現場で応用できる力、アレンジする力、そして自分で
理論を構築する能力を身につけてください。さらに主体的に楽しく仕事する能力について考えてくだ
さい。

もっと身近なところでは、就職や進学等の面接で、抽象的な事柄を、抽象的な言葉を使わずに具体
的な事例を用いて、"自分"を伝えることに、この講義を役立ててください。
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

原発事故を契機に新聞やテレビといった既存の情報メディアへの批判、疑念が強まってい震災

る。その一方で、新たな基幹メディアとなったかに見えたインターネットの世界も、むしろ混迷を深

めてぃる。コミュニケーションとは、メディアとは、ジャーナリズムとは何なのか。どう付き合うべ

きなのか。その中で生活していながら、多くの人が正しく理解することのない情報社会の実像に立体

的に迫る。また、日々の世界の動きを陸太い」うちに教材として取り入れるので、「情報偏食」の人でも

社会の姿を知る訓練となり、社会人としての常識の酒養にも役立つ。

側慣

通

通

3年

授業科目

<各回毎の授業内容>

1、新聞の栄光と挫折

2、新聞を知ろう①世界の新聞1

3、新聞を知ろう②世界の新聞2

4、新聞を知ろう③日本の新聞 1

5、新聞を知ろう④日本の新聞2

6、記者クラブはなぜ批判されるか①

フ、記者クラブはなぜ批判されるか②

8、世論調査と選挙と新聞

9、漢字と日本語と新聞

10、新聞とネット社会①

11、新聞とネット社会②

12、新聞とネット社会③

13、客観、真実、公正とは①

14、客観、真実、公正とは②

]5、新聞記者と教育

情報メディア論

位
数

2

担当教員(所属等)

ー、上.

剛 本間正一郎

<成績評価方法>

出席を重視する。評価配分は期末30%、小課題と出席ポイントで70%。

<教科書・参考文献>

特にないが、授業の中で随時紹介する。新聞やテレビ

る。

<受講に当たっての留意事項>

本授業は「試.験のための丸暗記」を求めない。大学生らしく自律的に思索を広め、深めることを期待

し、そのためのビントを豊富に提示する。授業中の教室出入りゃ私語、携帯電話等は周囲の学習者の

迷惑となるので慎むこと。本授業は後期開講の「コミュニケーション技術」と補完関係にある。

<学習到達目標>

「狭い視野Ⅱ偏った知識Ⅱ思い込み」の危険性を理解し、柔軟で寛容な情報対応力を養う。新聞を苦

痛なく読むことができるようになる。

ニュースに日常的に接すると理解が深ま

76

学
期

学
年

共

共



専
門
科
目



2年文化専門科目(前期)

.

ロシアi吾2

中国語2

韓国語2

アメリカ英語2

現代ロシア論

現代中国論

現代韓国朝鮮論

現代アメリカ論

日本政治史

日本の思想

現代東南アジア論

国際政治史

国際経済史

AdV釦Ced cEP5



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

ロシア語1 基礎文法の導入部に引き続き、名詞の格変化、動詞の定・不定・時制などに対する理

解を深める。階舌す」、「聞く」能力を身に付けるための訓練には充分な時間を割く。

門

由門

<各回毎の授業内容>

1-4 テキスト第13課名詞の生格・ 3人称所有代名詞

5-8 テキスト第14課名詞の与格と造格と与格

6-9 テキスト第巧課生格と体格の等しい名詞・人称代名詞の体格

10一玲テキスト第16課所有の表現とその否定

14- 1フテキスト第17課命令法

18-21 テキスト第18課過去時称

22-25 テキスト第19課 BblTら動詞の未来形と合成未来

26-29 テキスト第20課・C兄動詞の変化と意味

30-33 テキスト第21課定動詞と不定動詞①

34-3フテキスト第22課定動詞と不定動詞②

38-41テキスト第23課数詞一時間の表現

42-45 テキスト第24課数詞一年月日の表現

46 テスト

2年

授業科目

ロシアi吾2

位
数

3

担当教員(所属等)

一巨..

別

<成績評価方法>

出席率と学期末試験の結果によって成績を評価する。

A プラーソル(情報文化)

<教科書・参考文献>

佐藤純一著、新ロシア語入門、NHK出版、1999年

<受講に当たっての留意事項>

毎回宿題あり

<学習到達目標>

ロシア語の高度な文法を習得し、文章の読解能力を身につけることを目標とする。

80 側慣
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

中国語1の基礎の上で、単語の量を蓄積していき、より高いレベルの文法知識を学び、文章の角翆体

と再構成の方法によって中国語の理解力と会話能力を向上させます。とくに活用による理解を重視

し、パートナー或いはグループでの作文練習や会話活動を行い、現地留学に実用できる会話能力を身

に付けるよう指導します。

宙門

門

<各回毎の授業内容>

各回ではそれぞれの話題をめぐって会話を行いますが、文法は下記のポイントを教える予定です。

1、動作の頻度、全面否定と部分否定、頻度と常態

2 、助動詞一「応該・・」「必須・・・」「得・・・」「不得不・・」

3、副詞一「只好」「最好」、空問と時問を限定する表現

4、起重力相一「開始・・・」「起来・・・」「・・・上」、動作の始点と開始後の状態

5、方向補i吾一単一方向補語、目的語の位置、複合方向補語

6、残存相一「・・・着」「・・・了」、存在文一静態・動態・単純存在、場所語句

フ、「是一・的」構文、述語動詞を修飾する三要素一時間状語、場所状語、方式状語

8 、可"獣甫i吾一「・・・得了」「・・・得動」「・・・得成」「・・・得羽U、可能助動詞と可能補語

9、可能補語の否定一「動詞十不十可能補語Ⅱ没十動詞十可能補語」

10、程度補二吾一文型、主述構造の程度補語、程度補語と状況語の相違

Ⅱ、可能補語のまとめ一肯定形・否定形・目的語の位置、可能補語と能願動詞並行動作

12、「把」構文と「被」構文、結果補語

13、時間と関係のある常用の副詞

14、主従複文一因果関係、逆接関係、条件関係、仮定関係、譲歩関係

15、総合ホ東習

2年

授業科目

中国語2A B

釘

担当教員(所属等)

_、1.

剛 匝建英(情報文化)

<成績評価方法>

成績は定期試.験で評価するが、出席の状況、授業での作文

<教科書・参考文献>

教科書:朱継征著『互問互答中国語会話編俳反易大学

<受講に当たっての留意事項>

授業の時、辞書を携帯すること、予習

積極的に作文や会話に取り組むこと

<学習到達目標>

単語の量を蓄積しながら、より内容豊かで生き生きとした会話練習を行い、多くの表現形式を身に

付け、コミュニケーション能力を発展させることを目指します。

則慣

会話の状況も成績判断の参考になる。

復習をすること

学
期

学
年
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入学年度

区分

22年度以降

2]年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

中国語1で習得した発音・四声にさらに磨きをかける。

学ぶ事柄と関連させ、応用発展させる。隙河読する・聞く

当し、中国語運用能力の向上をめざす。

門

門

<各回毎の授業内容>

1冊のテキストを複数の教員が分担して講義をするため、実際授業内容とは若干異なる可能性があ

る。

進行相③1.程度副詞①

進行相④2.程度副詞②

経験相①3.程度副詞③

経験相②4.助動詞①

経験相③5.助動詞②

まとめ①6.助動詞③

まとめ②フ.進行相①

8.進行相②

2年

授業科目

中国語2A B

位
数

<成績評価方法>

出席が2/3以上の者に定期試験を受ける資格を与える。成績評価は小テスト、出席率、定期試.験

などの結果を総合的に判断する。

担当教員(所属等)

既習の単語・慣用表現・文法事項を新しく

話す」の練習にできるだけ多くの時問を充

則慣

ーき.ι一

削

補語の

<教科書・参考文献>

教科書:『速問速答中国語価)』朱継征著

参考文献:『why?にこたえるはじめての中国語の文法書』相原茂著

寺沢一俊

<受講に当たっての留意事項>

学んだ単語や文は日本語で意味を理解するだけでなく、正しく読めるようにすること。そして朗読

を繰り返して暗訥すること。暗訥できたら、ピンイン符号と漢字で書く練習をすること。

<学習到達目標>

中国語の動相(アスペクト)概念を理解し、正しく運用できるようにする。さらに助動詞

用法に習熟する。

同学社
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

中国語1で習得した基礎の上に、豊富な語粂、用例を学んで、語順による文法機能と意味関係を確

定して、日常会話能力と作文能力を身につける。

宙門

<各回毎の授業内容>

1 程度副詞①

2 程度副詞②

3 程度副詞③、連動文

4 助動詞①

5 助動詞②、兼語文

6 助動詞③、反語文

7 起動相①、結果補語

8 起動相②、存現文

9 起動相③、方向補語

10残存相(D

H残存相②

12残存相③

13受身文①

14受身文②

巧受身文③

]6 定期試験

門

2年

授業科目

中国語2A B

担当教員(所属等)

_主1.

剛 笠原ヒロ子

<成績評価方法>

授業参加度、小テスト、定期試験を勘案して総合評価を行います。

<教科書・参考文献>

「互問互答中国語会話編」朱継征著

<受講に当たっての留意事項>

声を出してトレーニングしてください。

テキス N1添付されているCDを普段から利用してください。

<学習到達目標>

中国語の話す、聞く、書く、読むの四つの能力を身に付けます。

則慣 83
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

一年次に習った初級文法を復習しっつ、中級文法ヘの橋渡しとなる言語運用能力の養成を目的とす
る。文法面では、用言の活用の学習に重点をおく。用言の活用を体系的に理解し、豊富な練習問題に

よって実践的に身にっけるようにする。基本的な単語と語句を使った和韓作文と口頭表現の練習を行

つ0

門

古門

<学習到達目標>

初級レベルの読み書き

<各回毎の授業内容>

1.刈 10斗秀司・.合

2.ス]1H斗川弓01 里考州 91呪金?

3.ス]112斗 01川引,01 人}祖01 曽口1叫1豆?

4.川 13斗全巷0]早t 豆智01叩且?

5.川 14斗ス1音喫人1叩金_?

6.却 H斗ス1晋曳人1叫1且?

フ.ス]115斗秀臂包告①

8.川 15斗秀智'.青②

9.創 16叫可咽 N目旦呈君外且?

10.ス]117斗聖三人1鳳合q刀1?

Ⅱ.川 17斗聖三人1微合司刀1?

12.川 18斗号翊呈人1谷叩召可脊人1斗

13.ス]119斗 01 是暑谷叫叩且?

14.却20斗秀弓曽合①

15.創20叫秀君包青②

2年

授業科目

韓国語2A B

会話ができるようにしたい。

84

担当教員(所属等)

ーき'.

別
A :申

B :申

銀珠

銀珠

<成績評価方法>

出席が2/3以上の者に受験資格を与え、成績は試験結果で評価。宿題、小テストなどを成績評価
に加える。

側慣

世朗

修示喜

<教科書・参考文献>

『韓国語初級U(国際教育院韓国語教育部、慶煕大学校出版局)

<受講に当たっての留意事項>

外国語の学習はまさに、除佳続が力なり」である。毎回課題が与えられ、随時小テストも行われる。
しっかりついてきてください。

学
年

専

単
位
数

学
期

金
朴



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

この授業では、韓国語1に引き続き、慶煕大学校のテキストを用いた2コマの授業を補強するため

に、日本で出版されたテキストを用いて、日本語を母語とする者の1手性を生かした言語学習を通し

て、初級段階前半の語学力の完成を目指す。

門

門

<各回毎の授業内容>

1.韓国語1の復習

2.8課今、何時ですか?(その 1)

3.8課今、何時ですか?(その2)

4.9課初デートの約束(その 1)

5.9課初デートの約束(その2)

6.10課何力汝子きですか?(その D

フ.10課何が好きですか?(その2)

8.Ⅱ課週末に何をしましたか?(その D

9.11課週末に何をしましたか?(その2)

10.12課スープが冷たくておいしいです。(その 1)

11.12課スープが冷たくておいしいです。(その2)

12.13課一度遊びに来てください。(その 1)

13.13課一度遊びに来てください。(その2)

H.今学期の復習

15.まとめ

16.定期試験

2年

授業科目

韓国語2A B

位
数

担当教員(所属等)

一邑.ι一

剛 吉澤文寿(情報文化)

<成績評価方法>

出席が2/3以上の者に期末試.験の受験資格を与え、成績は期末試験の結果で評価する。なお、宿

題、小テストなどを成績評価に加える。

く教科書

金順玉

・参考文献>

阪堂千津子『新

<受講に当たっての留意事項>

前学期に引き続き、学習項目を着実に習得してほしい。宿題も随時出したい。

<学習到達目標>

言葉に親しみつつ、話す、聞く、書く、読むという基礎的な言語能力の習得を目標とする。そし

て、習得した言語をもって、みずからのコミュニケーションに活用することを意識しながら学んでほ

しい。

チャレンジ 1 韓国i剖白水社、2009年、定価:2300円十税
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

アメリカ英語1 (A)に引き続きCALLとオンライン学習を活用してTOEIC受験対策演習をおこ

なう。

List印血g練習、文法復習、語章力増強によるRead血gsection強化に加え、語学学習に高い効果が
みとめられてぃる音読練習を必修とし、TOEICスコアと総合的英語運用力の向上を目指す。

門

門

<各回毎の授業内容>

1 講義概要他

2 Pre・Test

3 Unit 6 Entertainment

4 Unit 6

5 Un辻 7 Media

6 Unit 7

7 Unit 8 0伍Ce

8 Unit 8

9 Practice Test

10 unit 9 Personnel

H unit 9

12 Unit lo Finance

13 Unit lo

14 Unit Ⅱ Sales promotion

15 Unit Ⅱ

16 定期試験

2年

授業科目

アメリカ英語2A

側慣

担当教員(所属等)

ー).ι一

削 金沢泰子

<成績評価方法>

毎授業時の練習問題と復習小テスト40%音声活動20%、定期試験40%

<教科書・参考文献>

Hisayo Herbert et al:The Next sta e to the TOEIC Test:pre・1ntermediate (KINSEIDO)
他

<受講に当たっての留意事項>

5回欠席すると受講資格を失う。授業開始後10分以降の入室は認めない。

欠席回数については各自で記録し、超過しないように気をつけること。

<学習到達目標>

TOEIC形式練習問題の正解率をあげる。
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学
年

専

専

単
位
数



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

本講座では現代のアメリカの生活の中で、日本人学生が留学生として或いは旅行者として遭遇する
可能性の高い場面を中心に、適切に行動するために必要な背景知識と英語を学習することを目的とす
る。履修者が異文化ヘの対応方法や新たな視点を養っていくことができるよう可能な限り音声機器、
メディア等を活用する予定である。

宙門

門

<各回毎の授業内容>

Class l -1ntroduction & unit l

ClasS 2 ・ unit l

ClasS 3 ・ unit 2

ClasS 4 ・ unit 3

ClasS 5 ・ unit 4

ClasS 6 ・ unit 5

ClasS 7 ・ unit 6 & review of materials covered in dass

ClasS 8 ・ Midterm exam

ClasS 9 ・ unit 7

Class lo ・ unit 8

ClasS 11 ・ unit 9

ClasS 12 ・ unit lo

ClasS 13 ・ unit Ⅱ

ClasS 14 ・ unit 12

ClasS 15 ・ unit 13 & review of materials covered 血 dass

ClasS 16 ・ Final exam

2年

授業科目

アメリカ英語2A・B

担当教員(所属等)

ーき.ι一

剛

<成績評価方法>

1) attendance 20 points/100

2) partiCゆation 25 Points/100

3 ) quizzes & reports 25 Points/100

4) mid・term &6naltest 30points/100
※積極的なクラス参加を期待する

※各種資格試'験(TOEIC, TOEFL,英検等)の結果も加点

佐藤泰子

<教科書・参考文献>

Culturalwatch us.A. q青池恵美子 Cindy H. Grat)ger 共著)成美堂
※適宜プリント教材配布。

<受講に当たっての留意事項>

欠席が1/3を超えた場合には単位は与えられない。

<学習到達目標>

最終的には履修者全員PBTTOEFL450500点、TOEIC500550点到達すること。

まだ英検2級を取得していない履修者は一次試験:6月10日(日)、二次試.験:7月8日佃)受験
することが望ましい。各種試験対策も履修者に対し、個別に実施。
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修
<授業目的>
The aim of this course iS 加 build 丑Uency in personal communication, and develop a c0Ⅱoquial
Conversation style. students W通 Practice fluency building activities such as shadowing and
OverlapP血g. The dass introduces American cu}ture 即d life style through the context covered in
the weekly topics. C}ass time W辺 be also spent doing series of speaking and listen血g activities, a11d
the students taking this course W辺 be expected to fUⅡy partiCゆate in pair and group actⅣities.
Homework wiⅡ be assigned each week, which involves using Facebook

専門

専門

2年

<各回毎の授業内容>
Introduction ofthe course, dass surveyWeek l

Unit 1 1ntroductionsWeek 2

Week 3 Unit2Home

Week4 Unit3 Food

Un辻 5 WorkWeek 5

Unit 7 ExperiencesWeek 6

Un辻 8 HealthWeek 7

Midterm examinationWeek 8

Week9 Unit9 Family

Weeklo unitlopersonaⅡty
Week11 UnitⅡBeⅡefs

Unit 12 RelationshゆSWeek 12

Week13 Unit13Education

Week14 Un辻14Memories

Unit 161nspirationWeek 15

F血alexaminationWeek 16

授業科目

アメリカ英語2A・B

担当教員(所属等)

←、1.

剛

<成績評価方法>

Class partiCゆation 20%
Homework assi即mentS 20%
Midterm exam血ation 30%

Final examination 30%

大岩彩子

<教科書・参考文献>

Impact conversation 2 by sUⅡivan K.& Beucken, T.(pearson Longma11)

<受講に当たっての留意事項>

Good participation is the key to a successful class. students who come to class ready and eager to
Study raise the quality of learn血g for everyone.
Good partidpation mea11S you
・speak English in dass
、ask questions.1t'S GOOD to ask questions

attention and focus on the dass activities.・pay

・do your homework.
Poor attenda11Ce W辺 greauy a丘ect your grade as you W迅 miss your partidpation points al〕d the
information covered in dass

<学習到達目標>

Build 且Uency in personal communlcatlon.

88 則慣
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

CALLとオンライン学習を活用してTOEIC受験対策演習をおこなう。

List印ing練習、文法復習、語業力増強によるReadingsection強化に加え、語学学習に高い効果が

みとめられている音読練習を必修とし、TOEICスコアと総合的英語運用力の向上を目指す。

<各回毎の授業内容>

1.講義概要他

2. pre・Test

3. pa此 1,4,5,6 の練習(1)

4. part 23,7 の練習(1)

5. part l,4,5,6 の練習(2)

6. part 2β,7 の練習(2)

フ. practice Test l

8. part l,4,5,6 の練習(3)

9. part 2β,7 の練習(3)

10. part l,4,5,6 の練習(4)

11. part 2β,7 の練習(4)

12. practice Test 2

13. part l,4,5,6 の練習(5)

14. part 23,7 の練習(5)

15. Review

16.定期試験

<成績評価方法>

毎授業時の練習問題と復習小テスト40%音声活動20%、定期試.験40%

<教科書・参考文献>

開講時に通知する

<受講に当たっての留意事項>

5回欠席すると受講資格を失う。授業開始後10分以降の入室は認めない。

欠席回数については各自で記録し、超過しないように気をつけること。

<学習到達目標>

TOEIC形式練習問題の正解率をあげる。

門

門

2年

授業科目

アメリカ英語2B

89

担当教員(所属等)

_、1'

剛 金沢泰子

則盾
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修
<授業目的>

この授業では,ロシア近現代史の学習を通じて参加者のみなさんに自分と現代ロシアの接点を発見
してもらいます。みなさんの矢Π識や興味関心を現代のロシアに関するさまざまな知に結びつけること
をめざします。歴史や社会を理角翆する方法についても考えていただきます。

<各回毎の授業内容>
政治・経済・文化・国際関係などさまざまな方面からロシア・ソ連の20世紀史を根死観します。
講義の内容は以下の通りです。
第1回ガイダンスと「現代ロシアの基礎知識その1」
第2回「現代ロシアの基礎矢隔哉その2」
第3回「現代ロシアの基礎矢n識その3」
第4回「19世紀までの歴史・"死要」
第5回「日露戦争と19備年革命」
第6回「第1次世界大戦」
第7回「ロシア革命」
第8回「内戦と干渉戦」
第9回「ネップと上からの革命」
第10回「スターリン時代」
第Ⅱ回「第2次世界大戦」
第12回「フルシチョフ時代」
第13回「ブレジネフ時代」

・第14回「ペレストロイカとソ連解体」
・第15回(予備回)
随時、私がテーマを設定した上で数人単位のグループワークをおこない、その場で口頭の発表をし

てぃただきます。グループ分けは名簿をもとに不作為におこないます
また、課題として毎回の授業回の最後にその日の講義の要旨(200から400字程度)を5分程度で

書き、提出してぃただきます(返却しません)。これを提出しない場合は欠席(ないし早退)扱いに
します。

<成績評価方法>
出席回委女、上言己の授業内容要旨の提出、グループワークにおける積極性、学期末のぺーパーをもと

に総合的に判断します(予定)。

<教科書・参考文献>
常時使う教科書はありません。必要に応じて配布します。
参考文献として地図帳(ロシア全土が言己載されているもの。中学や高校で使用していたものでよ

い)を毎回必ず持参してください。
不明点があれば、授業中に質問するほか、『ロシアを知る事典』(平凡社)で随時確認してください。
また、東洋書店から出版されてぃるユーラシア・ブックレットシリーズ(図書食官にあります)のう

ち、白分で興味のあるものを読み進めてください。

<受講に当たっての留意事項>
参加者に求めるものは主イ本陛と積極性です。グループワーク等に積極的に参加する気がない方,約

束事を守れない方はご遠慮ください。
健康に留意し、できるだけ出席するよう心がけてください。また、手責極的に質問し、授業に関わっ

てください。私語をする方、寝てぃる方、携帯メール等を見ている方,遅刻や早退の程度が過ぎる場
合は欠席扱いにすることがあります。

大学での学習は自学自習が基本です。もちろん質問や相談は随時承ります。
ロシア・ソ連とその歴史について関心のある方の参加を希望します。
グループワーク等の形で、学期あたり}人1回以上の口頭発表をしていただきます。

<学習到達目標>

自分がロシアについて何を知りたいのかを自分で発見してください。期待しています。

宙門

門

2年

90

授業科目

2現代ロシア論

担当教員(所属等)

^

削 神長英輔(情報文化)

側11S
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

中華人民共和国は建国以来、国民経済の建設と民主化を進める上で、どのような路を辿ってきたの

か。広大な領士には異なった言語・文化・宗教・価値観を持つ多くの民族がおり、これら様々な民族

はどのように共存しているのか。また、東アジア諸国との関係、とくに日本との関係はどのような道

を辿ってきたのか。これらの問題を国際的背景、とくに冷戦から冷戦終結後の今日にかけての時代変

遷という視野に置いて分析します。

民主化の問題については、中華人民共和国が置かれていた国際的環境、冷戦下に辿った屈折な過程

を説明し、国際的な反覇権闘争と国内の民主化とのジレンマを解明します。また、民族の問題につい

ては、多様性を重視する多民族社会の伝統と、近代国家の均質化傾向とのジレンマを乗り越えようと

する模索を解明します。日中関係および東アジア諸国との関係については、冷戦時代の問題に触れな

がら現在の問題や課題に重点を置いて語ります。

門

宙門

2年

授業科目

現代中国論

<各回毎の授業内容>

授業は下記のスケジュールで進めますが、授業の状況によって若干変更する場合があります。

(ー) 1、建国初期の国際環境一冷戦構造

2、国民経済建設の屈折と文化大革命

3、冷戦終結と改革開放

4、経済成長と民主化運動

5、公民精神の成長と中国の変貌

(ニ) 6、統一国家と多民族社会

フ、政治・ホ呈済・文化における民族関係

8、民族政策の曲折と原点ヘの復帰

9、チベット問題

10、西部開発と「扶貧」

(三)Ⅱ、冷戦下の中国と東アジア

12、冷戦終結後の全方位外交

13、中米関係の新しい模索

14、日中関係の新しい模索

15、大陸と台湾との両岸関係

91

2

担当教員(所属等)

._主t'

剛 匝建英(情報文化)

<成績評価方法>

成績は主に定期試験で評価するが、毎回の授業終了時に、講義内容に関するコメント(感想、
見、質問等)を提出してもらう。これを成績評価の対象に加える。出席状況も評価の参考になる。

<教科書・参考文献>

教科書は、授業のテーマ毎に配るレジュメ。参考文献は、授業時に紹介。

<受講に当たっての留意事項>

講義のメモを取りながらよく思考し、コメントを書くこと。レジュメをよく復習し、参考書をも積

極的に読むこと。

<学習到達目標>

中華人民共和国の歩みを掴み、現代中国の様々な事象を歴史、伝統、国際関係など複数の視点から

捉え、よって中国社会を理解し、日中の新しい協力関係を模索する知を得るよう期待します。

則慣
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

解放後から現代にいたるまでの韓国社会の変貌と現状について、政治、経済、文化、教育などの各

方面から述ベる。特に、民主化と統一への動きに焦点を当てて、韓国現代政治史について詳しく述ベ

る。現代韓国力斗包える様々な社会問題、人々の人生観・価値観の変化、さらに日韓関係、日朝関係、

南北統一問題などを多角的に理解するよう、時事問題も積極的に取り上げる。

声門

門

<各回毎の授業内容>

1.韓国の最新事情:政治・経済を中心に

2.韓国人の社会ネットワーク:血縁・地縁・学縁、結束力と排イ也性

3.民主化と統一への道

4.解放後から大韓民国政府樹立まで

5.朝鮮戦争と韓国社会

6.離散家族問題

フ.朴正煕政権に対する評価

8.光州事件から民主化宣言まで

9.文民政府(金泳三)の登場と金大中の太陽政策

10.盧武鉉政権と386世代

H.経済の発展と課題:財閥と労使紛争、1MF時代、貧富の格差、伝統的価値観の崩壊

12.韓国の教育事情:公教育と私教育、早期留学の実態とその背景

13.韓国人の家族観:伝統的な家族制度の変貌、女性と法律

14.韓国の宗教

15.韓国の若者文化、韓国社会と徴兵制

2年

授業科目

現代韓国朝鮮論

則11S

2

担当教員(所属等)

^

剛 申銀珠(情報文化)

<成績評価方法>

出席20%、レポート80%(感想文、小テスト、最終レポート)

<教科書・参考文献>

毎回プリントを配布する。写真集、ビデオなどを副教材として使う。

<受講に当たっての留意事項>

適当なテキストがないため毎回かなりの量の資料を配布する。欠席した者は自己責任で資料をそろ

えること。

<学習到逹目標>

朝鮮半島の近現代史及び現代韓国・北朝鮮事情を幅広く理解したうえで<比較>の視点を生かし、

朝鮮半島の南北問題・日韓関係・日朝関係の近未来像を受講者自ら描けるようにしたい。
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学
期

学
年

専

単
位
数



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

この講義の目的は、主に1990年代以降のアメリカホ茎済の特徴、問題点、世界経済に与える影響に

ついて理解を深めることである。

門

<各回毎の授業内容>

1.イントロダクション

2.アメリカ合衆国の基本データ

3.家計の低貯蓄・過剰消費体質

4.基軸通貨ドルの戦後史

5.「双子の赤字」①

6.「双子の赤字」②

フ.ジェンダー経済格差①

8.ジェンダー経済格差②

門

2年

授業科目

現代アメリカ論

位
数

<成績評価方法>

コメントカード(不定期、20%)、定期試験(80%)

2

<教科書・参考文献>

特に教科書は指定しない。参考文献は講義中に紹介する。

担当教員(所属等)

^

剛
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<受講に当たっての留意事項>

関連科目として除尉斉学(マクロ)」、「日本経済論」、「国際経済学」、「アメリカ史概説」を挙げておく。

私語は厳禁。注意しても私語を続ける者は退室を願うことがある。体調不良などやむを得ない場合を

除き大幅な遅刻・途中退出はしないこと。授業中は歩き回らないこと。ただし病気などでやむをえず

一時退出せざるを得ない者は事前に教員に伝えること。携帯電話・ PHSの類は必ず電源を切るこ

と。飲食禁止。コピーを配布するが、欠席をした者は自己の責任でそろえること。板書したことだけ

でなく、重要と思われる点は各自ノートに書いておくこと。数式は極力避けるが、グラフは講義内容

の理解を深めるために複雑でないものを用いる。

安藤潤(情報文化)

所得・資産格差①

所得・資産格差②

アメリカの軍事経済①

アメリカの軍事経済②

医療問題①

医療問題②

医療問題③

定期試験

<学習到達目標>

新聞やテレビに登場する現代アメリカ経済の記事やニュースを理解できるようになり、世界最大の

経済大国・アメリカの真の姿について自分で考えることができるようになること。

側慣

学
期

学
年

専

専

ー
。
 
H
 
1
2
 
B
 
H
 
巧
玲



入学年度

区分

22年度以降

飢年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

主として歴史の視点からアメリカ文化を再評価することを目的とした講義を行います。 1回又は2

回の講義ごとにトピックを決め、講義は英語で行います。アメリカ文化にっいてあまり予備知識のな
い人でも興味を持てるカラフルな授業になればと思います。機材と教室の都合がっく限り映像や音の

資料も多用する予定です。

宙門

門

<各回毎の授業内容>

1.イントロダクション

2. A consideration of American culture l (アメリカ文化とは何か 1)

3. A consideration of America11Culture 2 (アメリカ文化とは何か 2 )

4. Regions ofthe united states l (アメリカの地方 1)
5. Regions ofthe united stateS 2 (アメリカの地方 2 )
6. salad BOWI(人種のサラダボール)

フ. The "other America": women (他民族のアメリカ 1)

8. The "other America": Minorities (他民族のアメリカ 2 )

9. America'S P0Ⅱticalsystem l (アメリカの政治制度 1)

10. America's politicalsystem 2 (アメリカの政治制度2)

11. America and the world l (アメリカの外交問題])

12. America and the world 2 (アメリカの外交問題2)

13. American Economy l (アメリカの経済と資本主義 1)

14. American Economy 2 (アメリカのネ嵐斉と資本主義2)

15.まとめ

2年

授業科目

アメリカ文化論 2

担当教員(所属等)

^

則 G ハドリー(情報文化)

<成績評価方法>

主に学期末の試'験またはレポートで評価する。

<教科書・参考文献>

授業中に指示する。

<受講に当たっての留意事項>

私語は厳重に慎んでほしい。出席のための出席は意味がない。自分が欠席した授業のなかで試験
レポートその他に関する指示が伝えられた場合,自分の責任で情報を収集すること。授業内容は一部

変更もありうる。

<学習到達目標>

現代の「工事中」と言うアメリカ社会と諸文化の基本知識を身にっけ、異文化理解を深めること。
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学
期

単
位
数

学
年

専



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

私たちの身の回りにはたくさんの「権力」がありますが、その中でもとびきり強大なのは、国家権力

でしょう。中央政府のつくる制度や政策は、私たちの生活に非常に大きな影響を与えます。豊かで安

定した暮らしをもたらしてくれることもあれば、理不尽な選択を迫るようなこともあります。

日本において、そのような強大な権力はどのようにして作られるのでしょうか。また、私たちはそ

れをどのように制御し、あるいは関与することができるのでしょうか。この講義では、日本の統治の

あり方を、その時々の多くの人間やグループが下した具体的な選択の数々を読み解きながら、考えて

いきたいと思います。

門

門

2年

授業科目

日本政治史

<各回毎の授業内容>

1-2.明治維新と近代国家の形成

3-4.戦前日本の民主主義^憲法・議会・政党

5-6.戦争ヘの道程

フ-8.敗戦と占領と戦後民主主義

9-10.高度成長と自由民主党一党優位体制

Ⅱ一12.自民党一党優位体制の崩壊

13-15.低成長時代の諸課題

16.試'験
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2

担当教員(所属等)

一竺」'

剛

<成績評価方法>

学期末試'験によって評価する。若干の平常点を加味することがある。

中村起一郎

<教科書・参考文献>

教科書は特に指定しない。基本的な事実を確認するために、高校の日本史・世界史の教科書および

用語集を頻繁に参照してほしい。その他の参考文献は講義中に適宜紹介します。

<受講に当たっての留意事項>

政治学、日本政治論、国際政治学を受講済み、または受講中であることが望ましい。私語は厳禁。

質問は授業中でも授業の前後でも歓迎します。

<学習到達目標>

現在の政治制度・政治の動態が、どのような歴史的経験から生じているのかを理解する。

則慣

学
期

学
年

専

専

単
位
数



入学年度

区分

22年度以降

飢年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

「日本の思想」を考える上での入門講座的内容とする。
は全主題について概説するものではなく、日本の近代、

の時代の思想史的諸問題を中心に扱いことにしたい。

門

門

<各回毎の授業内容>

1.「日本の思想」を考えるということ

2.「日本の思想」を今どのように問題にしているか

3.「日本の思想dのなかでの「日本の近代」の歴史的位置

4.日本近代思想史研究について〔1回目の小テスト〕

5.幕末・明治維新の思J馴1)一概説一

6.幕末・明治維新の思j艮2)一吉田松陰一

フ.幕末・明治維新の思想(3)一大久保利通一

8.幕末・明治維新の思想4)一岩倉使節団一〔2回目の小テスト〕

9.文明開化の思J艮D一概説一

10.文明開化の思想②一福沢諭吉一

Ⅱ.文明開化の思,艮3)一福沢諭吉一

12.文明開化の思愚4)一田口卯吉一B回目の小テスト〕

13.自由民権の思想(1)一概説一

14.自由民権の周j鳳1)一植木枝盛一

15.白由民権の思j艮1)一中江兆民一

16.試験

2年

授業科目

日本の思想

則11S

2

担当教員(所属等)

ただし、古代から現代までの全時代、さらに

とくに幕末・維新期から明治中期くらいまで

_、1'

剛

<成績評価方法>

4日間の集中講義なので、 4日間ともの出席を単位認定の前提条件(特別の理由で1日欠席の場合

は考慮する場合もある)として、 1・ 2 ・ 3日の小テスト3回と最終日の試験で総合評価する。小テ
スト3回で30点、試'験が70点が基本的な目安である。

今井修

<教科書・参考文献>

集中力を高めるため、

献はテーマにあわせて、

<受講に当たっての留意事項>

授業は"全身運動"だと心得られたい。すなわち、単に受身で聞いているだけでは十分な理解と成

果を得られない。授業内容に集中し、しっかり考えること。そのためにも板書を写すとともに、自分

自身の受講ノートを手作りしてもらいたい。なお、私語の多い学生は退室させるので、そのような不

愉快な場面がないよう留意しよう。

教科書や詳細なプリントはむしろ使用しないで、板書を中心とする。参考文

授業で紹介・批評していく。

<学習到達目標>

「日本の"思想」のなかで、とくに日本の近代思想の形成期の諸問題について理解し、今後のより本格

的な考察のための基礎的知識を獲得する。
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学
期

学
年

専

専

単
位
数



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

東南アジア諸国の政治経済と歴史を日本との関係に留意しながら考察することを目的とします。東

南アジアはⅡ力国によって構成される多様な歴史と文化、政治経済をもつ広い地域ですので、短い

授業で触れられることは限られます。地域としては、タイ・ビルマ(ミャンマー)・ベトナム・カン

ボジア・ラオスといった大陸部東南アジアの戦後の動きを中心に扱います。東南アジアは日本軍が戦

時中に占領したたいへん関係の深い地域でありますが、戦後もとくに政治経済的に深い関係にありま

す。現在は開発による経済的格差の拡大や民主化弾圧など様々な問題を抱えています。授業では随

時、ビデオなどを観て具体的イメージをつくりながら進めていきたいと思います。

<各回毎の授業内容>

1.東南アジア認識の方法

2.戦前の日本と東南アジアとの関係

3~4.戦後のアジア冷戦と日本の東南アジア復帰

5~6.ベトナム戦争

8~9.ビルマの民主化とアウンサン・スーチー

10~12.日本の経済進出と東南アジア

13~15.中国と東南アジア

<成績評価方法>

原則として、授業ヘの全出席が最低条件になります。さらに、中問テスト・学期末テストによって

評価します。

<教科書・参考文献>

教科書はありませんが、毎回、授業内容をレジュメに書いて配ります。

参考文献サイード『オリエンタリズム』平凡社;矢野暢『南進の系ヨ削中央公論社けM頼隆『「戦場にか

ける橋」のウソと真実』岩波書店、1986年;末廣昭『タイ・開発と民主主義』岩波書店、1992年;古田元夫

『歴史としてのベトナム戦争』大月書店、1991年;歴史教育者協議会編『知っておきたい東南アジアU青
木書店。

<受講に当たっての留意事項>

東南アジアにとくに興味がない人でも履修してください。授業を受けることできっと東南アジアヘ

の関心が深まることでしょう。

<学習到達目標>

東南アジアへの関心と理解を深めること。

門

苗門

2年

授業科目

現代東南アジア論 2

担当教員(所属等)

ー、1'

削 高橋正樹(情報文化)
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単
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年
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

この科目のねらいは、第一次世界大戦終結後、第二次世界大戦勃発にいたる時期(戦問期)におけ

る国際政治の歴史を主に学ぶことである。20世紀に起こったこの二度の世界大戦をなぜ防ぐことがで
きなかったのであろうか。また二度の世界大戦力巧美した歴史の教訓とはいかなるものであろうか0 そ

のような問題意識を持って二っの世界大戦勃発にいたる過程、また第一次世界大戦の戦後処理の特色
と問題点について詳しく考えてみたい。

宙門

声門

2年

<各回毎の授業内容>

1 戦間期国際政治史研究の意義

2 19世紀から20世紀初めの東アジア^ロシアの東進

3 19世紀から20世紀初めの東アジア^アメリカの西進

4 第一次世界大戦勃発と国際政治^ヨーロッパの民族問題との関連で
5 第一次世界大戦とアメリカ^ロシア革命との関連で

6 第一次世界大戦の戦後処理^パリ講和会議と日本外交

フワシントン会議と日本外交

8 ワシントン体制と日本外交^二人の外相を中心に

9 1930年代の東アジア^満州事変から日中戦争ヘ

10 戦間期のヨーロッパ^集団安全保障体制構築の試み

Ⅱ戦間期のヨーロッパ^集団安全保障体制構築の挫折

12 第二次世界大戦開始前後のソ連外交^独ソ不可侵条約と日ソ中立条約
玲太平洋戦争勃発と米ソ関係①

N 太平洋戦争勃発と米ソ関係②

15 戦問期国際政治の特色と問題点

授業科目

国際政治史

側慣

2

担当教員(所属等)

^

則 小澤治子(情報文化)

<成績評価方法>

学期末試験の結果を中心に成績評価を行うが,授業ごとに提出するコメントペーパーも参考にする0

<教科書・参考文献>

教科書は特に指定せず,授業内容にっいてのプリントを毎回配付する。参考文献は講義の中で随時

紹介するが、以下二冊が特に有用である。

石井修「国際政治史としての20世紀』有信堂 2000年。

川島真.艮部龍二編『東アジア国際政治史』名古屋大学出版会 2007年。

<受講に当たっての留意事項>

授業においては私語と遅刻を厳禁します。最低限のモラルを守って下さい。

<学習到達目標>

戦間期の国際政治の歴史を学ぶことを通じて,今日の国際政治を考える視点を養う。

98

学
期

学
年

単
位
数



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

本講義は、20世紀における国際経済史の学習を通じて世界経済の現状および現代経済、とりわけ

日本経済が抱えている諸問題を学ぶことを目的としている。講義では、①第一次世界大戦後に世界

経済の中心国となった米国で1920年代末に生じた金融バブルが金雨好&朧と世界恐慌をもたらしたこ

と、②第二次世界大戦後、1950年代~釦年代の黄金時代に多くの国で混合経済体制が形成され、所得

増加、完全雇用、格差の縮小などが達成され、また日本やヨーロッパ諸国が米国にキャッチ・アップ

したこと、③しかし、1970年代になると状況が変化し、スタグフレーシヨンをはじめとする困難な問

題が現れてきたこと、④その後1980年代に米英を中心として小さな政府、金融自由化、労働市場の

柔軟化などのネオリベラル政策が実施され、所得格差の拡大をはじめとする諸問題が生じてきたこと

を説明する。またその頃からグローバル化が顕著となり、混合経済体制からグローバル市場経済ヘの

移行が生じ、社会が不安定化してきたことを説明する。この講義では、そうした変化とその要因を学

び、安定した経済社会のために何が必要かを考える。

宙門

門

2年

授業科目

国際経済史

<各回毎の授業内容>

1回はじめに

2回 1930年代の世界恐慌①経過

3回 1930年代の世界恐慌②要因と教訓

4回戦後の黄金時代の経済と社会①フォーディズムの成立

5回戦後の黄金時代の経済と社会②帰結

6回黄金時代の黄昏①フォーディズムの終爲

7回黄金時代の黄昏②開発途上国と先進国

8回 1980年代のネオリベラル政策①発端

9回 1980年代のネオリベラル政策②展開

10回 1980年代のネオリベラル政策③帰結

Ⅱ回開発途上地域の経済発展

12回計画経済地域の成功と失敗

13回グローバル化の進展

N回世界と日本①

15回世界と日本②

16回定期試験

位
数

2

担当教員(所属等)

ーき'.

則 佐藤芳行

<成績評価方法>

定期試験および小テストまたはレポートによる。

<教科書・参考文献>

テキストは使用せず、講義資料を配付する。参考文献については授業中に指示する。

<受講に当たっての留意事項>

授業中は私語・飲食厳禁。その他最低限の常識

<学習到達目標>

現代の国際ホ丕済史を学び、戦前から現在にいたる世界経済の基本的な変化、それを理解するための

経済学上の基礎的な知識・考え方、われわれが現在の経済と社会がどのような状態に置かれているの

かを理解し、説明することができるようにする。

仙慣

モラルを守ること。
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

CEPは英語を楽しく集中的に学習するプログラムです。 CEPで積極的に取り組んだ学生は、その

ほとんどが学年末には自信を持って英語を話すことができるようになっています。 CEPでは、国際

英語を教えます。英語を自分のことばにして、日本人としてのみなさんの視点から話しましょう。
CEPでは、みなさんが英語を話したくなるような、楽しいクラスを目指します。

門

古門

<各回毎の授業内容>

このクラスの受講を希望する学生には、全員プレイスメント・テストを受けてもらいます。テスト

の結果が一定の基準に達しない場合は、受講が許可されません。受講力靖午可された学生は、テストの

結果によって、レベル別クラスが編成されます。 Aクラスが最も難しく、Dクラスが基礎レベルです。
しかし、このレベルの違いはみなさんの成績に影響しません。例えば、Dクラスだからという理由で

悪い成績をとったり、Aクラスだからといって他のクラスの人より自動的に良い成績を修めるという
ことはありません。レベル別にするのは、学習内容が簡単過ぎたり難し過ぎたりすることを避ける
ためです。適切なレベルから始めることで、学習効果が上がります。 CEPで英語の力がっけば更に

高度なクラスヘ、また、あまり上達しないようなら基礎的なクラスに移動することも可能です。 CEP
では毎回の出席と授業ヘの積極的な取組みが要求されます。遅刻はしないこと。欠席時数(届出があ
リ、やむをえないと認められた欠席を除く)が30%を超えると不合格となります。 CEPには、スピー
キング.りスニングの授業があります。りスニングとスピーキングのテストは3週間に 1回ありま

す。

2年

授業科目

AdV釦CedcEPI

位
数

N慣

2

担当教員(所属等)

ー)'.

剛

<成績評価方法>

みなさんの成績は、テスト、宿題、授業活動ヘの積極的な取組みなどから総合的に判定されます。

G.Hadley,

M.Ruddick,

P.Dickinson

<教科書・参考文献>

Materials created by cEp lnstructors

<受講に当たっての留意事項>

以下は基本的なルールです。必ず守ってください。授業中は英語で話すこと。教員に質問されたと
きにその意味や答えがわからなければ、まず教員の方を向いて、教員に直接そう伝えること。(すぐ

に友達に聞いたりしない。)ほとんどの問題は教師と良い関係を築いていく中で解決できるものです。
授業中や空き時間に遠慮なく話してください
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3年文化専門科目(前期)

.

ロシア言吾4

中国語4

韓国語4

アメリカ英語4

日口関係論

日中関係論

日韓朝関係論

日米関係論

日本語学

地球社会と人権

現代エネルギー論

国際協力論

EU言兪

国際組織論

外国語文献講読1



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

ロシア語1.2.3・基礎文法の導入に引き続き、基本的な知識を整理し、発展させながらロシア

語の運用能力を高めることを目的とする。文法知識を体系的に整理することを目標とし、特に「話す」
「聞き分ける」能力を身に付けるための訓練には十分な時問を割く。

市門

門

<各回毎の授業内容>

講義のガイダンス、テキストの第32課1 ・ 2

テキストの第33課3 ・ 4

テキストの第34課5 ・ 6

テキストの第35課フ・ 8

テキストの第36課10 ・Ⅱ

テキストの第37課12 ・ 13

テキストの第38課14 ・ 15

期末試験16

3年

授業科目

ロシアi吾4A

側慣

<成績評価方法>

出席率と期末試'験の結果によって成績を評価する。

担当教員(所属等)

<教科書・参考文献>

①佐藤純一、新ロシア語入門

布する

一竺'.

則 A プラーソル(情報文化)

<受講に当たっての留意事項>

①毎回宿題あり②欠席が3分の1を超えた場合は期末試験の受.験を認、めない

<学習到達目標>

教科書の基本例文を完全に習得すること。テキストに説明されている高度な文法を習得し、文章の
読解能力を身に付けることを目標とする。学習者が外国旅行等際に必要に応じて簡単な会話ができる
ことも目標とする。

NHK出版②研究者露和辞典等③教員が用意したプリントを配
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

ロシア語の基礎の文法のうち、発展的な内容の習得をめざします。作文や精読を通じて語法を習得

し、語業を増やしていくことをめざします。手持ちの知識を活かして作文や発話を試みていただきま

す。

声門

門

<各回毎の授業内容>

各週の内容は以下の通りです。

1-2.代名詞変化のまとめ(1)(同第32Ξ知

3-4.形容詞変化のまとめ(同第33課)

5-6.代名詞変化のまとめ②(同第3'男

フ-8.形容詞の短語尾形(同第35課)

9-10.動詞の体(4)(同第36課)

Ⅱ・12.関係代名詞(1×2)(同第37・38課)

13・]5.総復習(第30課から第38課まで)および総復習テスト

3年

授業科目

ロシアi吾4A B

以上は受講者の達成度や前学期「ロシア語3」の進度に応じて多少前後する可能性があります。詳し

くは開講時に指示します。

各課では文法解説、音読、グループワークによる露作文等の練習をおこないます。

担当教員(所属等)

<成績評価方法>

出席回数、小テスト(筆記・H部昌)、課題(書写)、総復習テストをもとに総合的に判断します。

ー、.ι.

則 神長英輔(情報文化)

<教科書・参ぎ文献>

教科書は佐藤純一『NHK新ロシア語入門』NHK出版(CD付剖です。随時、補習教材を配布し

ます。辞書については授業で案内します。

<受講に当たっての留意事項>

出席が極めて重要です。出席回数を重視します。

語学は積み重ねです。あとでまとめてやることは不可能です。毎回の着実な復習が大事です。授業

に出るだけで勝手にできるようになることはありません。教科害添付のCDを活用し、日常生活の中

でロシア語を聞き、読み、書く時間を確保してください。小テストは必ず復習してください。

間違いを恥じてはいけません。楽しく取り組むのは大事ですが、他の受講者の間違いを笑ってはい

けません。わからないことはいつでも遠慮なく質問してください。

みなさんの積極的な取り組みを期待しています。

<学習到達目標>

教科書の基本例文を完全に習得すること。教科書の読本教材(テキスト部分)を自在に読めるよう

になること(文意を理解し、音読できること)。受講後に語業が増えたと実感できること、手持ちの

矢Π識を活かして積極的にロシア語で表現信舌す・書く)してみること、ロシア語学習が楽しいと思え

るようになること、以上が目標です。
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

ロシア語1.2.3 基礎文法の導入に引き続き、名詞と代名詞の格変化、形容詞の変化'短'長
語尾形などに対する理解を深める。「話す」、「聞く」能力を身に付けるための訓練には充分なH寸間を割
く。授業の目的はロシア語会話能力の育成にある。学習者が外国旅行等の際に必要に応じて簡単な会
話ができるように授業を計らうっまりである。テキストだけでなく、ロシア文化の基礎知識を養うた
めに、映画や教材ビデオ等を利用する。

門

門

3年

<各回毎の授業内容>

1-2 テキスト第33課形容詞変化のまとめ

3-4 テキスト第34課代名詞変化のまとめ

5-6 テキスト第35課形容詞の短語尾形

フ-8 テキスト第36課所有の表現とその否定

9 中間テスト

10一Ⅱテキスト第37課関係代名詞①

12一玲テキスト第38課関係代名詞②

14-15 テキスト第39課名詞的従属文①

16 末期テスト

授業科目

ロシアi吾4 B

側慣

担当教員(所属等)

<成績評価方法>

授業出席率は15%、宿題の実施率は15%、中間テストは20%、期末試験は50%という計算で最終評
価を与える。

^

則 ライサ

<教科書・参考文献>

佐藤純一著、新ロシア語入門、 NHK出版

基礎ロシア語コース・会話編等のプリントを教員が配布する。

フ゜ラーソル

<受講に当たっての留意事項>

欠席率が授業数3部の1を超えると受'験資格がなくなる。宿題が毎回出る0

<学習到達目標>

ロシア語の高度な文法を習得し、会話能力を身にっけることを目標とする。
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入学年度

区分

22年度以降

幻年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

2年までに学んだ中国語の基礎を堅固にし、読解能力を中級レベルに高める。語学を単に学ぶので

はなく中国語の学習を通じて中国文化(中国人の考え方、習慣、生活)への理解を深める。

門

<各回毎の授業内容>

1.はじめに一初級文法のポイント・復習

2.教育的公平①

3.教育的公平②

4.就ゞセヌ似1)

5.就北ヌ似2)

6.年経人婚恋規的変化①

フ.年経人婚恋規的変化②

8.房奴(1)

9.房奴②

10.中国語検定対策一過去問題の分析及び問題練習1

H.中国語検定対策一過去問題の分析及び問題練習2

12.食多的股民①

13.食多的股民②

14.城市里的消費熱(D

15.城市里的消費熟②

16.試.験

門

3年

授業科目

中国語4A

105

担当教員(所属等)

_、1'

剛 小林元裕(情報文化)

<成績評価方法>

授業中に行う確認、テスト及び定期試'験によって評価する。 3分の2以上出席しないと定期試'験が受

けられないので注意すること。

<教科書・参考文献>

孟広学・本間史『変化する中国』白水社(2100円+税)を予定しているが、変更する場合があるの

で、掲示等をよく確認すること。

<受講に当たっての留意事項>

中日辞典を必ず携帯すること。

<学習到達目標>

階売む」「聞く」「話す」のバランスのとれた中国語の習得を目指す。

側慣

、
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入学年度

区分

22年度以降

幻年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

この授業は中国語の聴解力、会話力、読解力、作文力などの総合的運用能力を高め、中国語検疋試
験4~3級合格を目指します。

中国語と日本語の異同にっいての説明及び通訳、翻訳の司眛東においても、日本語の使用を最小限にし
ますが、単語、本文と文法の説明及び討論会、発表会と授業での指示を基本的に中国語で行います。

門

古門

<各回毎の授業内容>

1.命令表現

3.推量表現

5.否定表現

フ.可能表現

9.受身表現

Ⅱ.時量補言吾

13.程度補語

15.ネ念合ホ東習

3年

授業科目

中国語4A

2.願望表現

4.比較表現

6.上ヒ喩表現

8.可能助動詞と可能補語

10.使役表現

12.結果補語

14.方向補語

(中国語検定試験とHSKについて)

<成績評価方法>

平常点と期末試験によって判定。平常点(小テスト、発表会、宿題) 40%、期末試験釦%0
5回以上無断欠席した者は失格。

担当教員(所属等)

_、1-

剛

<教科書・参考文献>

教科書才受業中に指示します。

参考書:『講談社中日辞典』相原茂編集2002年(第二版)

脂蒜談社日中辞典』相原茂編集2006年(初版)

朱継性

<受講に当たっての留意事項>

毎回必ず予習して出席すること。積極的に質問すること。大きな声で返事すること。宿題をちゃん
とやること。

<学習到達目標>

中国語運用の基礎的能力を獲得すること。
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

2年までに学んだ中国語の基礎を堅固にし、会話と読解を実用的なレベルにまで高める。語学を単

に学ぶのではなく中国語の学習を通じて中国文化(中国人の考え方、習慣、生活)への理解を深め

る。

門

門

<各回毎の授業内容>

1.はじめにー「中国語3」復習

2.温故知新①

3.温故知新②

4.悦変就変①

5.悦変就変②

6.百向不如一児①

フ.百向不如一児②

8.一児宅中情①

9.一兎舛情②

10.中国語検定対策一過去問題の分析と問題練習①

Ⅱ.中国語検定対策一過去問題の分析と問題練習②

12.中国語検定対策一過去問題の分析と問題練習③

13.各有千秋①

H.各有千秋②

15.まとめ

16.試験

3年

授業科目

中国語4B

位
数

担当教員(所属等)

ー).ι一

剛 小林元裕(情報文化)

<成績評価方法>

授業中に行う確認テスト及び定期試,験によって評価する。 3分の2以上出席しないと定期試'験が受

けられないので注意すること。

<教科書・参考文献>

崎原麗霞『ひとめぼれ中国Ξ副朝日出版社(2100円十税)

<受講に当たっての留意事項>

中日辞典を必ず携帯すること。

<学習到達目標>

実際に「話せる」中国語のマスターを目指し、言葉の背景にある文化に対する理解を深める。
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

中国語のテキストを中心に市場経済を急ピッチで推し進める中国社会に起きている様々な変化にっ

いて学び、中国語の新聞・ニュース・報道番組などに対応できる能力を養う。

古門

<各回毎の授業内容>

「北方与南方」1~ 3

階吾言」4~6

「少数民族」フ~8

「中国人的住宅」9~10

「中国在変」11~ 12

「双方選択」13~14

まとめ巧

門

3年

授業科目

中国語4B

位
数

<成績評価方法>

出席が2/3以上の者に定期試'験を受ける資格を与える。成績評価は小テスト・レポート'出席
定期試験の結果を総合的に判断する。

<教科書・参考文献>

教科書:『chi始NOW』キ井公恵子・董紅俊著白帝社(1印0円十税)

参考文献:講義中に紹介する。

担当教員(所属等)

._、1'

剛

<受講に当たっての留意事項>

必ずテキスト付属のCDを聞くこと。予習をする際には本文を朗読すること。学んだ中国語文は繰
り返し朗読をして暗請すること。暗訥した文はピンインと漢字で書けるようにすること。

寺沢一俊

<学習到達目標>

市場経済の中で起きてぃる様々な変化にっいて中国語で理解できるようにしたい。さらにその変化
の原因にっいて考えてみる。さらに新たな社会現象を象徴するような語業にっいては、中国語で簡単
なコメントができるようにしたい。
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

中級レベルの語業・文型・会話・読解力を総合的に向上させることを目的とする。今までより高

度な文法や語章、多様な表現を学習し、コミュニケーション能力を向上するため、授業では教科書の

語章や文法項目を重点的に取り扱い、教室以外でできることは自習にする。教室では、なるべく学ん

だことを実際に使用する練習を行うことにする。会話だけでなく、日記・手紙・エッセーなどを書か

せ作文力を向上させる。中級レベルの誤用例などをいっしょに学習する。韓国語で授業を行う。

門

門

3年

<各回毎の授業内容>

1.却 1斗浸田皙

2.創 1斗熨牡皙

3.却 1斗契包皙

4.ス]1]斗契田層・

5.川 1斗契田皙

6.利 2斗刷口1

フ.川 2斗刷口1

8.却2斗引口1

9.創 2斗引口1

10.刈 2 斗制口1

H.川 3叫四谷智普

12.川 3斗引谷咽智

13.利 3斗叫谷轡暑

14.ス]1 3 斗囚弓轡君

]5.川 3斗勾弓咽雪

授業科目

韓国語4A

担当教員(所属等)

ー、.ι.

剛 申銀珠(情報文化)

<成績評価方法>

出席が2/3以上の者に受験資格を与え、成績は試験結果で評価。課題、小テストを成績評価に加

える。

<教科書・参考文献>

『韓国語中級U(国際教育院韓国語教育部、慶煕大学校出版局)

<受講に当たっての留意事項>

予習と復習をしっかりしてくること。授業はペアワークやグループ活動が多いので、学生たちの積

極的な態度が求められる。

<学習到達目標>

中級レベルの読み書き

級合格を目標とする。

仙慣

会話ができるようにしたい。「韓国語能力試験」「ハングル能力検定試'験」3
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い
、

単
位
数

学
年

専

専



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

外国語を学ぶということはその国の文化や社会についても学ぶことです。この授業では今まで学習

してきた韓国語の知識を活かし,韓国の文化や社会に関するさまざまなテーマの資料を読んで,それに

つぃて考え,佃本のそれと比較しながら)意見を交わすことによって韓国語のさらなる上達を目的と

します。

宙門

門

<各回毎の授業内容>

1.韓国の大学生生活

2.韓国の大学生生活

3.韓国の大学生生活

4.まとめ

5.韓国の食事マナー

6.韓国の食事マナー

フ・韓国の食事マナー

8.まとめ

9.韓国人の感情表現

10.韓国人の感情表現

Ⅱ.韓国人の感情表現

12.まとめ

13.韓国の結婚式

14.韓国の結婚式

15.韓国の結婚式

16.定期試験

3年

授業科目

韓国語4A

則慣

担当教員(所属等)

ー)'.

剛 金世朗

<成績評価方法>

授業態度(発言など),課題,個人発表、定期試験(+小テスト)

<教科書・参考文献>

教科書は使用せず,授業中に資料を配布します。

<受講に当たっての留意事項>

学生が中心になって行われる授業です。授業中は積極的な態度が求められます。

<学習到達目標>

授業でやってぃることを理解し,自分の考えていることを韓国語で十分に表現できるようになるこ

とです。また,授業を通してそれが自分の国の文化や社会についても老える機会になってほしいです。

Ⅱ0

学
期
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数



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

韓国語1~3までの学習を簡単に復習してから、文法事項を中心に学習の要点を整理する。日本で

出版されたテキストを用いて、日本語を母語とするものの特性を生かした言語学習を通して、初級段

階の語学力を完成させることを目指す。

門

門

<各回毎の授業内容>

1.韓国語3の復習

2.7課少し安くしてください。(その 1)

3.7課少し安くしてください。(その2)

4.8課私の気持ちですから受け取ってください。(その 1)

5.8課私の気持ちですから受け取ってください。(その2)

6.9課咳がひどくて眠れませんでした。(その1)

フ.9課咳がひどくて眠れませんでした。(その2)

8.フ~9課の復習

9.10課字幕を見ながら勉強します。(その 1)

10.10課字幕を見ながら勉強します。(その2)

Ⅱ.Ⅱ課今日は来られないそうです。(その D

12.Ⅱ課今日は来られないそうです。(その2)

13.12課久しぶりに来てみて、どうですか?(その 1)

14.12課久しぶりに来てみて、どうですか?(その2)

15.10~12課の復習

16.定期試'験

3年

授業科目

韓国語4B

担当教員(所属等)

ーき1'

削 吉澤文寿(情報文化)

<成績評価方法>

出席が2/3以上の者に期末試'験の受験資格を与え、成績は期末試験の結果で評価する。なお、宿

題、小テストなどを成績評価に加える。

く教科書

金順玉

<受講に当たっての留意事項>

前学期に引き続き、学習項目を着実に習得してほしい。宿題も随時出したい。

参考文献>

阪堂千津子

<学習到達目標>

韓国語による表現を楽しみっつ、基礎的な語学能力を完成させ、実践的に韓国語を活用できるよう

になることを目指す。

崔栄美「ちょこっとチャレンジ!韓国Ξ副白水社、2011年、定価:2400円十税

側慣 Ⅱ1
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

韓国語1,2,3で学習した基本語業、基礎文法をもとに、連語、語句などを加え、自然な会話がで
きるように多様な文型練習、発話練習を行う。授業中、具体的な場面を設定し、学習者にスキツトを
演じてもらう。基本の韓国語を習得しながら韓国の文化に自然に触れることによって、韓国を理解

することと同時に、国際人としての資質を整えることを目的とする。

宙門

門

<各回毎の授業内容>

1.訊 4斗 01四智01 牡晋献田且

2.ス]14 斗 01叫曽01 牡召殻田且

3.ス"4斗 01叫包01 牡晋ゞ田金

4.創 4斗 01勾曽01 牡召ゞ田且

5.<復習>

6.初 5斗同早叫叫川旻殻叫且

フ.訓 5斗司早叫叫川旻殻田且

8.川 5斗司早叫叫川旻殻田且

9.却5斗司早叫叫川旻厭呪且

10.<復習>

Ⅱ.創6叫胆咽W 香叫羽子川且

12.川 6斗胆槌治否甘1判〒川且

13.川 6斗胆槌目舌叫判手川且

14.創 6叫胆轡冒舌叫羽子川且

15.<1夏習>

16.期末試験

3年

授業科目

韓国語4B

担当教員(所属等)

ー、1-

剛 朴修禧

<成績評価方法>

期末試験(70%)課題(20%)出欠(10%)

<教科書・参考文献>

『01暑斗是司号0113』(韓国語教育開発研究員、 0卜暑斗品赳号田可丑)

<受講に当たっての留意事項>

1.ーつの言葉を覚えるだけではなく、隣の国と人を理解しようとする開いた心を構えること。

2.ただ受け入れるのではなく、自分で何かを積極的に探ろうとする姿勢を取ること。

3.母国語以外の言葉を覚えることは、人生を広げることであるのを忘れないこと。

<学習到達目標>

韓国語の基本の会話が可能になる。

解出来る。

韓国語の基本の文章が作れる。現代の韓国及び韓国文化が理

Ⅱ2 側慣
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

TOEIC試験対策のテキストを使い、りスニングとりーディングの演習を行う。また文法、語章の

復習をし、定着を図る。

門

専門

<各回毎の授業内容>

1.1ntroduction

2. chapterl

3. chapter 2

4. chapter 3

5. chapter 4

6. practice Test

フ. chapter 5

8. chapter 6

9. chapter 7

10. chapter 8

11. practice Test

12. chapter 9

13. chapter lo

14. chapter H

15. chapter 12

16.試験

3年

授業科目

アメリカ英語4A

担当教員(所属等)

ー、1'

則 本間多香子

<成績評価方法>

定期試験60%小テスト、授業ヘの取り組み度等40%

<教科書・参考文献>

狩野紀子他著 TOEIC Test: Down to Business (南雲堂)

必要に応じて、配布物で問題演習を行う。

<受講に当たっての留意事項>

欠席が3分の1以上になると試験を受ける資格を失う。

遅刻2回で欠席1回

毎回辞書を必ず持参すること。

<学習到達目標>

集中して問題に取り組み、TOEICの得点を上げるコッを掴めるようになる。

側慣 Ⅱ3
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

The object of this course is to encourage the students to communicate freely 血 En創ish.1t wiⅡ

be structured course and guidance.1t is hoped that the students W辺 be able to speak without

hesitation a11d state their oP血ions.1t is hoped that the dassroom environment W辺 be tension free

to encourage the students to master English communication.

専門

専門

<各回毎の授業内容>

1. course explanation and al〕 En創ish activity.

2. Listen ln # 2 David Nunatl plus reading comprehension and aural grammar speak血g exercises.

3. Bomb a 3 Part exercise that teaches about locations,6nding di丘erences,al)d explain血g how to

do things

4. Bomb continue

5. Listen ln # 2 David Nuna11 Plus reading comprehension atld aural grammar speaking exercises

6.气N'andering tourist・ A travel activity dealing W辻h directions,money,hotels

フ. puzzle・ a vocabulary exercise.

8. Listen ln # 2 David Nunal) plus reading comprehension a11d aural grammar speaking exercises.

9. stakeout・physical descriptions al)d explain血g movements.

10. stakeout・continue

11. Listen ln # 2 David Nunarl plus reading comprehension and aural grammar speak血g exercises.

12. Mr. Brown atld Mrs. Green・a discussion and debating activity.

13. what get's the money・ a budgetary exercise activity deaⅡng with country issues.

14. what gets the money・continue

15. Listen ln # 2 David Nunan plus reading comprehension a11d aural grammar speaking exercises.

16. F血al Test・based a11 Listen ln # 2 a11d grammar speaking exercises

3年

授業科目

アメリカ英語4A・B

、,

位
数

担当教員(所属等)

』ユι.

別 デロシェ ジェラルド

<成績評価方法>

Final Test 40% class partiCゆation a11d including attendance 60%.

<教科書・参考文献>

Prints W辺 be provided

<受講に当たっての留意事項>

The students who partidpate al)d come to class W辺 be very successful.

<学習到達目標>

The students who participate a11d come to dass W迅 be very successful.

Ⅱ4 側慣
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期
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

上級者向けのTOEIC試験対策のテキストを使い、りスニングとりーディングの演習を行う。

宙門

<各回毎の授業内容>

1.1ntroduction

2. unit l

3. unit 2

4. unit 3

5. unit 4

6. Review Test l, practice Test

フ. unit 5

8. unit 6

9. unit 7

10. unit 8

11. Review Test 2, practice Test

12. unit 9

13. unit lo

14. unit 11

15. unit 12

16.試験

宙門

3年

授業科目

アメリカ英語4B

担当教員(所属等)

^

剛

<成績評価方法>

定期試験釦%小テスト、授業ヘの取り組み度等40%

本間多香子

<教科書・参考文献>

大賀りエ他著 TOEIC Test: on Target <Book 2 >(南雲堂2100円)

必要に応じて、配布物で問題演習を行う。

<受講に当たっての留意事項>

欠席が3分の1以上になると試験を受ける資格を失う。

遅刻2回で欠席1回

毎回辞書を必ず持参すること。

<学習到達目標>

集中して問題に取り組み、TOEICの得点を上げるコツを掴めるようになる。

則11S 115

学
期
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

この科目のねらいは、日本人とロシア人の出会いから始まり、領士問題、安全保障体制、経済協

カ、姉妹都市交流など様々な角度から、日ソ・日口関係の歩みを考察することによって、両国関係に
つぃての理解を深め,今後の日口関係のあり方を考える視点を養うことである。

門

宙門

<各回毎の授業内容>

1日本とロシアの出会い

2 帝政ロシア時代の日露関係

3 ロシア革命と日ソ関係(1ト^連合国のシベりア出兵を中心に

4 ロシア革命と日ソ関係(2>^日ソ国交樹立との関連で

5 第二次世界大戦と日ソ関係^日本の戦後処理問題との関連で

6日ソ国交回復と領土問題

7日米・日中関係とソ連

8 極東シベりア開発プロジェクトの進展と日ソ関係

9 ペレストロイカと日ソ関係①

10 ペレストロイカと日ソ関係②

Ⅱソ連解体と日口関係①

12 ソ連解体と日口関係②

13日口関係における新潟市

N 日口関係の現状と展望①

15日口関係の現状と展望②

3年

授業科目

日口関係論 2

担当教員(所属等)

一竺'.

則 小澤治子(情報文化)

<成績評価方法>

学期末試験の結果を中心に成績評価を行うが,授業ごとに提出するコメントペーパーも参考にする。

<教科書・参考文献>

教科書は特に指定せず,講義内容についてのプリントを毎回配付する。参考文献は講義の中で随時

紹介するが、次ぎの4冊力叫寺に有用である。

長谷川毅『北方領土問題と日露関係』筑摩書房 2000年。

木村汎『遠い隣国ロシアと日本』世界思想社 2002年。

横手慎二編『東アジアのロシア』慶應義塾大学出版会 2004年。

東郷和彦『北方領士交渉秘'剥新潮社 2007年。

<受講に当たっての留意事項>

授業の際には遅刻と私語は厳禁です。その他最低限のモラルを守って下さい。

<学習到達目標>

日ソ,日口関係の歩みを学ぶことを通じて,今後の日本とロシアの外交関係,また交流のあり方を考
える視点を養う。

Ⅱ6 N慣
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

世界経済が混迷するなか、高度成長を維持していた中国経済にもその影響が出始めたように見え

る。2010年にGDPで日本を追い抜き、世界第2位のネ蚤済大国となった中国。中国は今後どうなるの

だろうか。日本には中国からの輸入品で満ち溢れている。食品、衣服、雑貨、電気製品等々。私たち

の生活はこれら中国製品を抜きにして成り立たない。現在および将来の日中関係を身近な題材から考

え、とくに「歴史問題」に対する認識と理解を深める。

門

宙門

3年

<各回毎の授業内容>

1.はじめに一現在の日中関係を老える

2.対中、対日感情一日本からみた中国、中国からみた日本

3.日中に横たわる問題一伶頁士」問題、資源問題、そして歴史問題

4.経済からみた日中関係①

5.経済からみた日中関係②

6.政治からみた日中関係①

フ.政治からみた日中関係②

8.日中の近現代150年①

9.日中の近現代150年②

10.日中の近現代150年③

11.日中の近現代150年④

12.歴史問題

13.新潟と中国 1一新潟から中国ヘ

14.新潟と中国2一中国から新潟ヘ

15.将来の日中関係を考える

16.試'験

授業科目

日中関係論 2

担当教員(所属等)

^

別 小林元裕(情報文化)

<成績評価方法>

学期末の試験および授業中の課題(コメント・感想文)によって評価する。 3分の2以上出席しな

いと定期試'験が受けられないので注意すること。

<教科書・参考文献>

その都度プリントを配布する。

参考文献:読売新聞中国取材団『メガチャイナ』中公新書(7如円+税)

<受講に当たっての留意事項>

必ず1週間の新聞報道田中関係)に目を通したうえで授業に出席すること。

<学習到達目標>

事実に基づき、冷静に日中関係を分析するための基礎知識を習得する。

側慣 Ⅱ7
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

この講義は 1年次の「アジアと日本」(朝鮮と日本編)および「韓国朝鮮史概説」の内容をふまえて、

植民地支配と南北分断の問題をテーマとして、おもに1945年から現在までの日本と南北朝鮮との関
係を考察することにより、朝鮮現代史および日朝関係史を連関させて理解することを目指す。

門

宙門

<各回毎の授業内容>

].講義の概要、レポート作成および参考文献案内

2.問題の所在住)・・・植民地支配をどのように問うのか

3.問題の所在(2- 1)一朝鮮の「解放」、そして分断体制の成立

4.問題の所在(2-2)・一朝鮮戦争、そして日本との関係について

5.問題の所在(3)・・・在日朝鮮人の形成(1945~1952年)

6.在日朝鮮人帰国事業~1950年代の日朝関係

フ.日韓国交正常化(19備年)

8.米中和解と南北対話の開始~南北共同声明(1町2年)をめぐる展開を中心に

9.1970・80年代の日本と南北朝鮮~経済と人権の問題を中心に

10.在日朝鮮人の権利問題の展開~1970・80年代を中心に

Ⅱ.脱冷戦と南北対話の再開(1987~現在)

12.韓国における過去清算と日本~「親日派」問題を中心に

13.脱冷戦期の日本と南北朝鮮~戦後補償および日朝交渉を中心に

14.脱冷戦期の在日朝鮮人と日本社会

15.まとめ,.現在の日本と南北朝鮮との関係と私たちの課題

3年

授業科目

日韓朝関係論

側慣

2

担当教員(所属等)

^

則 吉澤文寿(情報文化)

<成績評価方法>

レポートによって成績評価をする。ただし、選択必修の講義科目としては最後になるので、完成度

の高いレポートを求めたい。

<教科書・参考文献>

教科書は使用しない。講義時にレジュメを配布する。

<受講に当たっての留意事項>

本講義を理解する上で、「アジアと日本」および「韓国朝鮮史概説」を履修しておくことが望ましい。

<学習到達目標>

受講者が日本と南北朝鮮との関係の概要を習得したうえで、 1)みずからの関心に即してテーマを

設定し、 2)そのテーマに即した文献および資料を収集および分析し、 3)一定の結論に到達できる

ことを目指す。

H8
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

強大な軍事力と経済力を背景に、独特の外交理念をふりかざす超大国アメリカ。対テロ戦争や経済

危機、地球環境問題などの例をみても、アメリカとどのように付きあうかは、世界の主要国にとって

頭の痛い問題である。もちろん日本もそのことに長く頭を悩ませてきた国のーつだ。時に積極的に、

時に苦渋の決断を迫られながら、いくつもの選択が積み重なって現在の日米関係が作られている。

この講義では、現在の日本外交の基軸となっている日米の同盟関係がどのように形成されてきたの

か、主に政府レベルの政策決定過程に焦点を当てながら分析する。高校時代の日本史、世界史、大学

で学んだ日本政治や国際政治などの知識を利用しながら、日米関係が日本と世界にとってどのような

意味を持っているのかを考えたい。

門

門

3年

授業科目

日米関係論

<各回毎の授業内容>

1-2.日本の帝国主義外交とアメリカ

3 - 4.日米戦争

5-6.占領と冷戦^敵国から同盟国ヘ

フ-8.日米同盟の形成ど朶化

9-10.日本の経済成長と日米関係の変容

Ⅱ一12.東アジアの政治変動と日米同盟

13-15.日米同盟の諸問題

16.試験

2

担当教員(所属等)

^

剛

<成績評価方法>

学期末試験によって評価する。若干の平常点を加味することがある。

中村起一郎

<教科書・参老文献>

教科書は特に指定しない。参考文献は講義中に適宜紹介するが、日本外交の流れを追うのに有用な

概説書として、次のものを挙げておく。

五百旗頭真・編珀米関係史』有斐閣、2008年

五百旗頭真・編畔斤版戦後日本外交史』有斐閣、2006年

井上寿一『日本外交史講義』岩波書店、2003年

細谷千博珀本外交の軌跡』NHKブックス、1993年

<受講に当たっての留意事項>

日本政治史、国際政治学、国際政治史、アメリカ史概説を受講済または受講中であることが望まし

い。私語は厳禁。質問は授業中でも授業の前後でも歓迎します。

<学習到達目標>

日本外交において日米関係はどのような意味を持っているのかを、多面的に考えられるようにす

る。

側慣 Ⅱ9

学
期

単
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専

専



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>
この授業では、個々人が日本語とはどのような言語であるかを考え、理解するための様々な視点を

提供します。日本語に対する内省力、分析力を高め、言葉と社会の関係を見っめ直すことが最大の目
的です。また、授業中の活動を通じて、文章表現力やコミュニケーションカなどの言語運用力の向上
も目指します。

宙門

門

<各回毎の授業内容>
*順番は前後する場合もあります。
1.日本語のプロフィール旧本語はどんな言語か

2.日本語の多様陛:地理的、歴史的な位相
3.方言調査をやってみよう。
4.「標準語」と「方言」:言葉の使分けとアイデンティティ
5.日本語の歴史的変化1:万葉仮名の世界

6.日本語の歴史的変化2:懐かしき古典文法
フ.日本語の歴史的変化3:「南蛮人」の見た日本語
8.日本語の歴史的変化4:日本語の近代化
9.音声から見た日本語:英語の発音が苦手な理由。
10.文字・語業から見た日本語:漢字は必要か?
H.日本語の文法1:さまざまな文法
12.日本語の文法2:外国人からみた日本語文法
13.「文」を超える文法・「文字」で表せない文法
14.「無意識」のコミュニケーション
15.日本社会・国際社会と日本語

3年

授業科目

日本語学

位
数

2

担当教員(所属等)

_、1'

剛

<成績評価方法>
授業の最後5分程度でコメントを書いてもらいます。毎回のコメントカードも宿題の小レポートと

もに、評価対象です。出席回数、コメントカードの内容、小レポート、期末レポートで総合評価しま
す。決められたレポートを出さない人や、 8回以上休んだ人は評価の対象外です。

佐々木香織

<教科書・参考文献>
特定のテキス Nよ使用しませんが、資料を配布します。

参考文献珀本語(上・下)』金田一春彦(岩波新書く赤表紙>)、珀本語と外国i剖鈴木孝夫(岩波新
書<赤表紙>)、『ことぱと文化H令木孝夫(岩波新書く緑表紙>)、胖票準語の成立事情』真田真治(PHP
文庫)、『国語元年』井上ひさし俳斤潮社)、珀本語ウォッチング』井上史雄(岩波新書く赤表紙>)、佃
本語は年速1キロで動く』井上史雄(講談社現代新書)、佃本語の歴史』山口仲美(岩波新書く赤表紙
>)。『多民族化社会・日本』渡戸一郎他編著(明石書店)

<受講に当たっての留意事項>
グループでの話し合いや作業の時問を設けることがあります。積極的に参加してください。教科書

は指定しませんが、日本語に関する文献を読んで、視野を広げるチャンスとしてください。上記参考
文献は一般の図書館でも入手可能です。是非読んでください。

<学習到達目標>
この授業の最大の目標は、自分たちが使っている言葉についての内省力を高め、客観的に日本語を

観察する力をっけ、外国語学習にも役立てられるようにすることです。そして、外国人に日本語にっ
いて聞かれた時、自信を持って白分の言葉で説明したり、適切な用例を挙げたりできるようになって
ほしいと思います。
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学
期

学
年

専



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>
かつてフランスの思想家シモーヌ・ヴェーユは、権利と義務との関係について次のように語ったこ

とがあります。
義務の観念は権利の観念に優先する。権利の観念は義務の観念に従属し、それに依存する。ーつの

権利はそれ自体として有効なのではなく、その権利と対応する義務によってのみ有効となる。ーつの
権利が現実に行使されるにいたるのは、その権利を所有する人間によってではなく、その人間にたい
してなんらかの義務を負っていることを認めた他の人間たちによってである(『根をもつこと』より)。
この授業では、以上のヴェーユの言葉を念頭に置きながら、今年度も昨年度に続いて米国の国際政

治学者スタンレー・ホフマンの著書『国境を超える義務』(1981年)をテキストとして、地球社会と人
権について多角的に考察したいと思います。ホフマンの著書には手除尺(1985年)がありますが、残念
ながら現在は絶版です。そこで同書の内容を適宜要約したレジュメを作成し、それに基づいて授業を
進めていきます。また授業のなかでは、ホフマンの提示する論点を今日の世界の具体的な事例のなか
で考えていくこともする予定です。

<各回毎の授業内容>
1.倫理と国際関イ系序論

国際関係における道徳的問題2

外交政策行動における倫理3

武力行使:飼いならせぬものを飼いならす営為4

国家と戦争の道徳性5

市民と戦争の道徳性6

人権とは何か:人権の推進7

人権政策に対する賛否8

何がなされるべきか9

W.国際的不正義:配分的正義の諸問題
Ⅱ.さまざまな義務
12.診断と処方
13.世界秩序の倫理学:世界秩序という問題
14.国家間システム
15.人間たち

16.(必要に応じて)レポート/筆記試験

<成績評価方法>
国際政治の専門書をテキストとして使う授業なので受講生は少人数であることが予想されます。そ

こで、受講生が少数の場合は、評価は平常点(出席と授業参加の度合い)のみで行うか、それとも平
常点と学期末レポートを組み合わせて行うかを授業を具体的に進めていくなかで検討します。予想に
反して受講生が多数の場合は、学期末の筆記試験で行う予定です(その場合は、出題形式は論述で持
ち込みは不可です)。受講生が上記の中間の場合(つまりそこそこいたときは)、平常点、レポート、
筆記試験を組み合わせることを検討します。つまり評価の方法は、受講生の多寡によって決まります
ので、開講時まで不確定ということになります。この点、ご留意ください。

<教科書・参考文献>
上記したとおり、テキストの手陌尺は絶版なので、購入は義務づけません。毎回、レジュメ・資料等

を配付し、参考文献も適宜紹介します。

<受講に当たっての留意事項>
とくにありません。

門

門

3年

授業科目

地球社会と人権 2

担当教員(所属等)

ーき'.

剛 黒田俊郎

<学習到達目標>
ホフマンの議論を手がかりとして、地球社会と人権をめぐる論点を理解し要約できること。また

個々の論点ごとに自分の意見を論理立てて説明できること。
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>
福島第一原発で発生した水素爆発事故によって,大量の放ヨナ性物質が日本列島のみならず地球の広

い範囲に拡散しました.この事故によって発電所周辺には人の立ち入りが禁止された区域か取疋さ
れ,数万人にのぼる人たちが今なお不便な避難生活を余儀なくされています.さらに,ほとんど把握が
困難なほど多くの人々が被曝しました.しかし,日本政府や原子力政策を推進してきた人たちは,ほと
んど他人事のような言説を繰り返えすだけです.確かに日本はエネルギーのほとんどを゛別入に頼って
おり,エネルギー安全保障的な観点からみれば,原発は必要だという主張は正しいかのように響きま
しかしエネルギーはなぜ必要かと言えば,それは結局は人の生活を守るためです.国家や経済の

ためではありません.人の生活があって国家や経済が成り立っわけで,人のいないところに国家も経
済もありはしないのです.ところが,今回の事故から明らかなように,原発がひとたび事故を起こせば
人の生活など根本から崩れ去ってしまいます.少し間違えば経済も耳又り返しのっかないぐらいのダ
メージを受けた可育旨性もあります.本当にこんなものに頼ったまま将来を考えてよいのでしょうか.
今こそ,エネルギー需給のありかたを全面的に見直す時ではないでしょうか.

ところで,あまり知られてぃないのですが,日本の原子力発電所は核燃サイクルという大きな工程の
中の一部門にすぎません.日本の原子力問題は,この核燃サイクルというのものの仕組みと考え方に
対する理解がなけれはイ可も語れません.福島第・一原発の事故もこの核燃サイクルの文脈に位置付けて
みることが必要です.この授業では,世界最大の原子力発電所を抱える新潟県に住まう皆さんが,これ
から日本の原子力政策さらにはエネルギー政策を批判的に考えていく際の基本的矢Π識として身にっけ
ておかなければいけない事項をできるだけ詳細に解説します

<各回毎の授業内容>
1.現代のエネルギー問題,地球環境問題
2.エネルギー資源とその種類

3.核燃サイクル政策の現状と問題点
1)原子力問題の枠組み
2)世界の原子力発電の現状
3)放射線被曝に関する問題
4)原子力発電の種類と仕組み
5)日本の原子力問題の概要(何が問題なの力→
6)核燃サイクルとは何か

全体像 ii.「六ケ所村」轍.再処理 iv.プルサーマル V.局速増殖炉
放ヨ十陛廃棄物(井寺に,高レベル放ヨナ陛廃棄物の地層処分問題をめぐって)

Vii.海外委託と放身寸性物質の運搬(5週予定)
4.福島第一原発事故一経緯と放ヨ小陛物質汚染一
5.チェルノブイリ原発事故とその後
6.まとめ

<成績評価方法>
レポート,出席を総合して評価します

<教科書・参考文献>
テキストは使用しないが,参考文献として下記文献を購入することを勧めます

広瀬隆.藤田ネ右幸(2000)『原子力発電で本当に私たちが知りたい120の基礎知識』東京書籍
¥1600

高木仁三郎(2000)『原発事故はなぜくりかえすのか』岩波棄斤書.¥735

<受講に当たっての留意事項>
授業中は私語厳禁です.突っ伏して寝ることも禁止します.携帯電話にっいては母回技業の最初に屯
源を切ったことを確認してから始めます

<学習到達目標>
日本の原子力政策の現状と問題点の才酎屋を基礎に,将来のエネルギー利用とそれに派生する問遉に

つぃて自ら考えられるようになること

宙門

門

3年

授業科目

現代エネルギー論 2

担当教員(所属等)

一邑上'

剛 澤口晋一 C情報文化)
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

本講義では、「先進国」と「発展途上国」を成立させている世界システムについて学ぶとともに、国際
協力力泌茎済、社会開発において果たしている多様な役割を検討していく。まずは、国際協力とそれを
成立させている世界の構造を理論的、歴史的に概観したのち、こうした「不平等」「格差」の是正を目指
す日本の国際開発援助および国際機関の具体的な取り組みを紹介する。特に、2000年に定められた国
連のミレニアム開発目標(MDGS)の項目を検討しながら、貧困や国際協力の重点分野について具体
例を挙げ、検討する。そのうえで、開発がもたらす負の側面を検討し、国際協力の抱える課題につぃ
て考察を深めていきたい。また、この授業では、国際協力の現場に詳しい専門家を外部講師として招
くことを予定している。

古門

門

3年

授業科目

国際協力論

<各回毎の授業内容>

1.はじめに一国際協力の根死要

2.国際協力の始まりとその展開

3.世界システム論と第三(第四)世界

4.グローバリゼーション

5.ミレニアム開発目標(MDGS)とは

6.貧困と食料危機

フ.初等教育の現状一教育とエンパワーメント

8.ジェンダー不平等一もっとも貧しい人は誰?

9.保健の政治学一妊産婦・乳児死亡率

10. HIV/エイズと感染病

H.環境と持続可能な開発

12.国際協力に関わる組織一国際組織、政府、NGO

13.日本の国際協力:ODAと円借款

14.オルタナティブな開発4>ーフェアトレードで世界は変わる?

15.オルタナティブな開発②ーマイクロファイナンス

16.試.験

123

2

担当教員(所属等)

ーき'.

則 松尾瑞穂(情報文化)

<成績評価方法>

小課題(30%)、

<教科書・参老文献>

内海成治編『国際協力を学ぶ人のために』、2005年、世界思想社。

<受講に当たっての留意事項>

この授業では、授業毎に課題が出され図書館での事前学習が必要な場合があります。日ごろから雑
新聞などに目を通レ情幸艮収集に努めてください。第三世界の現状に関心があり、もっと知りたい

という知的好奇心旺盛な学生を対象としていますので、課題をやってこない、欠席が多い等の場合に
は単位を与えませんので気をつけてください。

レポートまたは期末試験(70%)

言士
ロ」し、、

<学習到達目標>

国際協力の構造を把握し、発展途上国と先進国とのつながりを深く理解することができるようにな
る。国際協力についての基本的事項を理解し、自分なりの考えを持つことができる。

則11S
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>
EU .欧州連合は国家どうしの合意によって生み出された地域統合組織である。そのかぎりでは数

ある国際組織のーつにすぎない。ところが、 EUは法を創ることができる。裁判所もあって法を破っ
た加盟国は裁かれる。罰金も科せられる。議会もあって選挙で議員が選ばれる。国際条約も結ベる0
予算はロシアより多い。失業に苦しむ地域には資金援助もある。加盟国の国民にはEU市民権が与え
られる。共同戦闘部隊や警察機構も整備されていきそうな気配だ。憲法という名の条約さえ捉案され
た(失敗したが..→。 EUとはそれゆえ、まさに国家の陽炎であるといえるかもしれない0 しかし
それはどこまでも陽炎であって、国家としての実体は存在しない。そもそもEUは宣戦布告する主体
でもされる客体でもありえない。ユーロ危機に際しては税金を取って再分配する財政当局の不在が問
題になった。 EUとはいったいどのような社会構成体なのであろうか。この前例なき政体はグローバ
ル社会の中でどのようなプレゼンスを示しているのだろうか。講義では規範を作り出すマシーンのよ
うな社会構成体.EUの仕組みを解説した上で、グローバル社会におけるその存在のあり方に迫って
いく。

声門

声門

3年

授業科目

EU盲命

<各回毎の授業内容>

第1回:EUの政治体制^国際組織以上連邦国家未満の前例なき政体
第2回:EUの行動領域^非国家構造における国家的包括性
第3回:EUの機関構成^二っのバランス・ EUと加盟国および大国と小国①
第4回:EUの法と政策^二っのバランス・ EUと加盟国および大国と小国②
第5回:EUガバナンス^共同体方式とOMC方式
第6回:EUの予算制度^7年問のパツケージ
第7回:EUの対外関係^国際法・政治双方の主イ本性
第8回:EU規範パワ一論^ヨーロッパ的価値の普遍性を追求するEU?
第9回:EU規制レξワ一論^グローバル・スタンダードを決定するEU ?
第10回:事例①^世界標準化戦略
第11回:事例②一-EUのグリーン・アイデンティティ

第12回:事例③^世界貿易機関(WTO)との関係
第13回:事例④^国際援助と平和構築
第14回: EU規制パワ一論・まとめ

第15回: EUのこれから

第16回:定期試験

位
数

2

担当教員(所属等)

一巨.'

別 臼井陽一郎(情報文化)

<成績評価方法>

学期末試験100%。

<教科書・参考文献>

遠藤・鈴木編『EUの規制力』日本経済評論社。

<受講に当たっての留意事項>
ノートをしっかり取って、試験前にきちんと復習することが大切。授業を通じて最新のEU情勢を

紹介してぃくので、ニュースのフォローも確実に。また孝女科書の指定箇所は必ず読み込んでおくこ
と。

<学習到達目標>
EUの制度にっいて習熟し、グローバル社会におけるその存在のあり方を批判的に分析できるよう

になること。
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

現在、「国際関係」は必ずしも単なる「国家間関係」ではない。それゆえ近年、従来の国家中心の国

際関係論を補うべく、国際組織(国際機構)論が誕生し、国連やNAT0のような政府間国際組織
(1GO)や国際的環境運動などの非政府間国際組織(1NGO)が国際関係の重要なアクター(行為主体)
として分析されるようになった。ただ本講義では、これら無数の国際組織を単に法的・制度的にばら

ばらに理解するのではなく、世界で生起するダイナミックな政治現象の統一的文脈の中でとらえなお
してみたい。つまり、近代国家を横断する多様なアクター(行為主体)が重層的に織りなす「世界政

治(創obalp01辻ics)」の視点から見た動的な国際組織論を目指す。

<各回毎の授業内容>

本講義では、単に「グローバル・ガヴァナンス(世界統冶)」(世界の問題をいかにうまく管理・解決
する力→の視点ではなく、特に「グローバル・デモクラシー(世界民主主義)」(世界の問題をいかに民
主的に解決するか)の視点から多層化した国際的行為主体のあり方を考えてみたい。その際、できる
だけ具体的な事例を検討する中から理論や概念を洗練できるよう努める。細目は限定しないが、以下
の内容には触れる予定である。また、 1度は21世紀の組織像に関するすぐれた映像資料を鑑賞する。

1.国際組織とは何か[1回]
2.国際政治学における機能主義・相互依存モデルの生成[1回]
3.「グローバリゼーション」と政治の重層化[3回]
4.「グローノ勺レ・ガヴァナンス」と「グローノ勺レ・デモクラシー」口回]
5.地域主義と国際組織[3 回]
6.世界政治と国際連合[2 回]
フ.安全保障問題と国際組織[2回]
8.国際NG0 を考える[1 回]
※十1回分、資料映像を鑑賞する時間に充てる。

門

門

3年

授業科目

国際組織論

125

2

担当教員(所属等)

._、1.

則 佐々木寛(情報文化)

<成績評価方法>

しばしば講義の最後に、コメントカード(質問やコメント、感想を書いてもらう)を作成してもら
い、それらは講義の改善に役立てるだけでなく、受講者の参加姿勢を見る材料とする。基本的に最終
筆記試'験の成績によりすべての評価を決定し、出席も重視しないが、このコメントカードの内容は成
績に加味する。つまり、試験当日万一やむをえない事情で十分解答できなくとも、日常的な参加
姿勢は成績に加味される。また、試'験は、個別的な知識よりはそれをもとにした思考力(学期中にど
れだけ考えたか)を重視した問題を出題する。

<教科書・参考文献>

教科書は、デヴィッド・ヘルド『デモクラシーと世界秩序』(NTT出版)。また、授業中、それぞれ
のサブテーマに即して随時参考図書を指定するので、参加者各自で思考を深めておいてほしい。必信売

参老文献として、小林誠・遠藤誠治編「グローバル・ポリティクス』(有信堂)を挙げておく。この他
の参考文献の具体例としては、『AERAMook新国際関係学がわかる』(朝日新聞社)の中の「ブックカ
イド」を参照のこと。

<受講に当たっての留意事項>
内容的にかなり高度なことも含むので、知的好奇心が旺盛な学生の参加を望む。また、 2年次に

「平和学」を受講していることが望ましい。

<学習到達目標>

様々な国際組織の機能やダイナミズムを理解することを通じ、現代の国際社会の実態をより深く理
解する。

佃慣
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単
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数



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

この授業は、特定のテーマに沿った専門性の高い英語文献を講読することにより、高度な英文読解
能力と、特定のテーマ・分野において了解事項となっている知識の獲得をめざすものである。今年度
は、「言葉・外国語学習・翻訳」をテーマの大枠とし、それと関連する 3人の au t hor のテクスト
を取り上げる。具体的には、住旧本のみならずロシア・韓国・中国・アメリカをはじめ世界各国で読
者を獲得し、現在最も国際的知名度のある日本文学者にして、アメリカ文学の熱心な翻訳者でもある
村上春樹② 20歳を過ぎてから「日本語と恋に落ち」、学び始め、現在は日本に住みながら日本語で詩
やエッセイを多委女執筆、中原中也賞を受賞した詩人アーサー・ビナード(3)インドからアメリカへ移
住、英文学、フェミニズム・ジェンダー批評、ポストコロニアル研究等諸分野で圧倒的な影響力をも
つとともに、フランスの思想家ジャック・デリダの翻訳・紹介でもめざましい仕事を収めたガヤト
リ.スピヴァクの3名である。彼/女らのテクストを精読することにより、「言葉'外国語学習'翻
訳」の秘密に迫りたい。

宙門

門

3年

授業科目

外国語文献購読1

<各回毎の授業内容>
1.イントロダクション

2.村上春樹のテクスト講読①

3.村上春樹のテクスト講読②

4.村上春樹のテクスト講読③

5.村上春樹のテクスト講読④

6.アーサー・ビナードのテクスト講読①

フ.アーサー・ビナードのテクスト講読②

8.アーサービナードのテクスト講読③

9.アーサービナードのテクスト講読④

10.ガヤトリ・スピヴァクのテクスト講読①

Ⅱ.ガヤトリ・スピヴァクのテクスト講読②

12.ガヤトリ・スピヴァクのテクスト講読③

13.ガヤトリ・スピヴァクのテクスト講読④

14.ガヤトリ・スピヴァクのテクスト講読⑤

15.まとめと復習

2

担当教員(所属等)

^

剛 矢口裕子(情報文化)

<成績評価方法>

授業ヘの準備・貢献

<教科書・参考文献>

プリントを配布。

<受講に当たっての留意事項>

充分な予習は必須である。テクストの音読、読解、文法理解はもちろん、できれば背景となる知
識・思想なども調ベ、考えた上で授業に臨んでほしい。

期末試験/レポート等を総合的に評価する。

<学習到達目標>

「言葉・外国語学習・翻訳」というテーマにっいて、人種・国籍・母語の異なる三人の作家たちがど
のような考えをもってぃるかを知り、われわれが外国語を学ぶ意味を考えるとともに、授業のなかで
翻訳の実践を試みること。
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4年文化専門科目(前期)

.

ロシア言吾6

中国語6

韓国語6

アメリカ英語6



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

ロシア語会話における新しい文法形態、語粂、その利用について学習する。コミュニケーシヨンと

発音の技能、ロシア語の会話を聞き理解する能力を向上する。日常会話に関連した短い文の読み書き

能力を発展させる。いくつかのロシアの象徴と生活習慣を学習する。毎回、時間を割いて映画、歌、

アニメ、現代ロシア文化を紹介する。

<各回毎の授業内容>

I ypoK 8①日常の行動を運動の動詞を使って話す
会話ECⅡΠ2ypoK npnneTO H a He 、、

3 y p o K 8(3)練習問題

4 ypoK 9(D 時間を表すいろいろな表現
会話B5ypoK e3ΠeΠ0 ,、

6 y p o K 9(3)練習問題

7 yp o K I0①形動詞

8 y p o K 1α2)ダイアログ、会話

9 yp o K I0③練習問題

10 ypoK Ⅱ①受動構文

H ypoK Ⅱ②ダイアログ、会話

12 ypoK H③練習問題

13 ypoK 12①文化に関する表現ダイアログ
11

"Π 0 3 T B P O C C 亘Π・ 6 0 Jl b lu e , q e M n 0 3 T

H、15 ロシアの映画

16 末期テスト

<成績評価方法>

評価は授業の出席(15%),小テスト(20%),学期末試験(65%)。

<教科書・参考文献>

A.デボフスキー、北岡千夏「会話で学ぶロシア語」中級1 フェニツクス2004

<受講に当たっての留意事項>

欠席率が授業数3部の1を超えると受験資格がなくなる。宿題が毎回出る。

<学習到達目標>

ロシア語の高度な文法とロシアの知識を習得し、会話能力を身につけること。

古門

門

4年

授業科目

ロシアΞ吾6

担当教員(所属等)

ーユ'.

則 ライサ プラーソル

則慣128

学
期

単
位
数

学
年

イ
゛

専



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

中国語の人文・社会科学分野の文献、新聞記事やテレビニュースなどを理解するには、一層高いレ

ベルの語学力と知識が要求されます。中国語は実用性の面でも将来性のある言語のーつです。その実

力は若いうちに身に付ければ一生の財産になります。

この授業は中国語の聴解力、会話力、読解力、作文力などの総合的運用能力を高め、中国語検定試

験3~2級合格を目指します。

中国語と日本語の異同についての説明及び通訳、翻訳の司嚇東においても、日本語の使用を最小限に

しますが、単語、本文と文法の説明及び討論会、発表会と授業での指示を基本的に中国語で行いま

す。

門

専門

4年

授業科目

中国語6

<各回毎の授業内容>

1.単純方向補語

3."把"構文

5."対"構文

フ."往"構文

9."姶"構文

11."カ"構文

13."向"構文

15.糸急合糸東習

2.複合方向補語

4."夫于"構文

6."按照"構文

8."根据"構文

10."由于"構文

12."除了"構文

14. TE C C と H S K対策

(中国語検定試'験、TECCとHSKについて)

担当教員(所属等)

、_、1'

剛

<成績評価方法>

平常点と期末試験によって判定。平常点(小テスト、発表会、宿題) 40%、期末試験釦%。

5回以上無断欠席した者は失格。

朱継征

<教科書・参考文献>

教科書:授業中に指示します。

参考書:『講談社中日辞典』相原茂編集2002年(第二版)

脂茸談社日中辞典』相原茂編集2006年(初版)

<受講に当たっての留意事項>

毎回必ず予習して出席すること。積極的に質問すること。大きな声で返事すること。宿題をちゃん

とやること。

<学習到達目標>

中国語の総合的運用能力を高め、中国語検定試験4~3級合格、HSKq莫語水平考試) 3~5級合

格を目指します。
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

この授業は、韓国語4 (3年前期)の深化過程で、韓国で経験あるいは見た文化や風習を生かし、

日本と韓国を比較しながら自由に会話します。

会話の内容を録音し、それを聞きながら発音の校訂は勿論、より自然な意思.駆使が出来るようなる事

を目的にします。

門

声門

<各回毎の授業内容>

1.授業の方金十説明、韓国での思い出発表

2.韓国人に日本の文化を紹介する

3.日本と韓国の祝日比較

4.日本の歴史的人物紹介する

5.好きな韓国人

6.日本の観光地紹介

フ.韓国で行ってみた観光地の中、一番印象的だった所に対して話す

8.日本と韓国のスポーツ

9.すきなスポーツ

10.日本の食文化紹介

H.日本の食文化と韓国の食文化の違い

12.自分で出来る料理のレシピ発表

13.日本の教育の特徴と問題声

H.自分が見た韓国の大学

15.韓国及び韓国人から学んだ事(発表)

16.定期試験

4年

授業科目

韓国語6

則慣

担当教員(所属等)

^

則 朴修禧

<成績評価方法>

平常発表(40%)定期試験(60%)

<教科書・参考文献>

テキストは使用しません。

<受講に当たっての留意事項>

他国を理解しようとするオープンマインド

<学習到達目標>

韓国を言葉だけでなく文化を知ることによって、より深い理解が出来、グロバル時代の一人として

の資質を身に付けるようになる。

講義の時資料を配布します。
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

この授業では、 TOEICや英検の過去問題を教材として、総合的英語力の強化および資格試験対

策を行う。大学生のうちにできるだけ英語力を伸ばしておくことは、自分の知的資源・財産となると

ともに、社会人になってからの学びを動機づけることにもつながるだろう。 4年配属のこの授業は、

いわば大学での英語学習の総仕上げ、ラストスパートとしてぜひ受講してほしい。

門

声門

<各回毎の授業内容>

1.イントロダクション

2. TOE I C 2010年度の問題

3. TOE I C 2010年度の問題

4. TOE I C 2010年度の問題

5. TOE I C 2011年度の問題

6. TOE I C 2011年度の問題

フ. TOE IC 20Ⅱ年度の問題

8.英検2010年度の問題

9.英検2010年度の問題

10.英検2010年度の問題

Ⅱ.英検20Ⅱ年度の問題

12.英検20Ⅱ年度の問題

13.英検20Ⅱ年度の問題

14.英検20Ⅱ年度の問題

15.総1夏習

4年

授業科目

アメリカ英語6

担当教員(所属等)

^

別 矢口裕子(情報文化)

<成績評価方法>

授業ヘの準備、貢献、期末試'験/レポートの成績等を総合的に評価する。

<教科書・参考文献>

プリントを配布。

場合により受講者と相談のうえ教材を選択することもありうる。

<受講に当たっての留意事項>

全員が予習してくることを前提として授業を進める。問題は予習の段階で全員が解いてくるものと

し、授業は答えあわせと確認・解説に当てる。

<学習到達目標>

TOE IC600点、英検準 1級に合格する英語力養成を目指す。
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1年システム専門科目(前期)

画

基本情報処理特論1



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

経済産業省認定の「基本情幸財支術者試験」は、テクノロジ・マネジメント・ストラテジの3分野に関
する基礎的な知識・技能を問う試験であり、情報を専攻する大学生にとって、学習の進捗を測るーつ
のツールであるといえます。この授業では、このうち,テクノロジ分野の範疇である「ハードゥエ

ア」、「ソフトゥエア」、「システム開発」、「ネットワーク」、「情報セキュリティ」、「データベース」に関する

知識習得と理解を目的とします。

門

宙門

1年

2年

<各回毎の授業内容>

本講座の各回のテーマは次の通りです。

1.1日目受講ガイダンス、ハードゥエア①(プロセッサ、メモリ)
2.2日目ハードゥエア②(補助記憶装置、入出カアーキテクチャ)

3.3日目ソフトゥエア①(オペレーティングシステム)

4.4日目ソフトゥエア②(ミドルウェア、言語プロセツサ)

5.5日目ネットワーク①(LAN、WAN)

6.6日目ネットワーク②(TCP/1P)

フ.7日目ネットワーク③(回線サービス)

8.8日目セキュリティ①(暗号化と認i正)

9.9日目セキュリティ②(ファイアウォール)

10.10日目データベース①(データベースモデルと正規形)

11.11日目データベース②(SQL)

12.12日目データベース③(システム構成技術)

13.13日目システム開発①(開発手法)

14.14日目システム開発②(モジュール設計、テスト)

15.15日目システム開発③(オブジェクト指向)

16.16日目期末試験

授業科目

基本情報処理特論1

側慣

2

担当教員(所属等)

ーユ1.

則 山田賢一

<成績評価方法>

毎回の出席を基本とし、成績は授業内の演習課題(70%)、期末試験(30%)により総合的に判断
します。

<教科書・参考文献>

授業及び課題に使用する教材は、適宜、配布します。

<受講に当たっての留意事項>

「基本情報技術者試験」の過去問題はipaのWebページから入手でき,予習復習に有用です0

<学習到達目標>

基本情報試験午前及び午後問題(問1~5)で、2/3以上の正解率を確保できるようになること0
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2年システム専門科目(前期)

.

システム論

情報システムモデル

人間情報工学2

地域統計

生産企画と管理

経営と情報

財務会計

アルゴリズム

テレコミュニケーション

ソフトウエアエンジニア】ルク

モデリング数学

北米社会と情報

情報英語



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

システムとは、複数の要素が有機的に関係し、全体としての目的をはたす集合体やその仕組みをい
う。機械システムでは車のような物を扱い、ホ呈済システムでは概念を扱う。しかし、このように一見
離れた分野でも、それぞれに共通する動作や考え方が存在する。システム論では、この多くの分野に
共通する見方考え方を学ぶ。この中で、目的を達成するために、もっとも適した方法を見いだすの
がシステム思考である。ここでは、情報システムで基本となるシステム思考にっいての基礎知識を
修得し、システムの理論を実際に応用するための能力を育成する。

<各回毎の授業内容>
システムの歴史システムの概要1 システムとは

システムの定義システムエ学2 システム思考

3 システムの分類方法自然人工人間機械生産線形非線形連続離散
4 システム計画と分析システム1支法の概要

5 システム計画と分析ネットワーク

6 システム設計将来予測

7 動的計画法最短時間ルート

8 動的計画法倉庫問題

9 シミュレーション抵抗コンデンサーの線形回路解析

10 シミュレーション山岳展望解析(カシミール)

Ⅱシステムの信頼性故障率平直列回路保全率

12 システムの信頼陛と予測1支法半導体レーザの寿命期待値
B 最適化技法線形計画法割当て法

14 スケジューリングァローダイヤグラム平準化と稼働率費用勾配とCPM
編成効率非同期生産方式15 ラインバランシンク

16 定期試験

門

門

2年

授業科目

システム言兪 2

担当教員(所属等)

ー、..

剛 近藤進(情報システム)

<成績評価方法>

成績は期末試'験の結果(100%)により評価する。期末試験の評価が低い場合は理解度チェツク
の評価を加味する。(最大20%)

試験は講義に沿った問題を出題する。

<教科書・参考文献>

教科書 SerieS電気電子情報系1「システムエ学」石川博章著共立出版
教科書にない領域および付け加える点にっいては、その都度資料としてプリントを配布する。

<受講に当たっての留意事項>

毎回講義の終了時に、講義内容に関するコメント(感想、意見、質問、理解度チェツク)を提出し
てもらう。

「数学基礎」の履修を指導された学生は単位を取得していることが望ましい。

<学習到達目標>
システム全般にわたる基礎知識を習得する。(50%)またこれらの簡単な応用ができる。(50%)

(関連する学習・教育到達酎票G)
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

企業活動や人間活動を支える情報システムは、人とコンピュータの協調作業を基軸として有形の構
成要素(ノ＼、コンピュータ本体や端末など)と無形の構成要素(ソフトゥエアの機能やデータなど)
が絡み合って成り立っている。このような情報システムの全体像を理解するためには、その本質を捉
えて眼に見える形にした「情報システムモデル」を利用する必要がある。新しぐ情報システムの構築を
考える時にも、情報システムの利用者、設計者、開発者が正確に情報交換する場合にも情報システム
モデルが中心となる。ここでは、まずモデルの基本となる図形とその意味、役割(図解)を学習し、
ルールに沿った図形表現による情報システムモデルを「読む」ことによって、情報システムを理解でき
るようにする。

門

門

2年

授業科目

<各回毎の授業内容>
1 情報システムモデルの意義と役割
2 モデル作成(モデリング)の視点と基本技法
3 図解によるモデリング(問題点整理と分析結果)
4 図解によるモデリング(意思決定、企画と行動戦略)
5 図解によるモデリング御死念、機能、状態、構造)
6 図解によるモデリング(システム概念図)
フビジネスプロセスモデル佛死要、種類、事例)(練習課題レポート)
8 情幸艮システムモデルとコンピュータシステムモデル
9 情報、データ構造のモデリンク
10 機能、プロセスのモデリング

Ⅱ構造化表現とオブジェクト指向表現
12 構造化表現による情報システムモデルその1
13 構造化表現による恬報システムモデルその2 絲東習課題レポート)
14 オブジェクト指向表現による情報システムモデルその1

15 オブジェクト指向表現による晴報システムモデルその2 絲東習課題レポート)
16 期末試'験

情報システムモデル 2

担当教員(所属等)

』、1'

剛 槻木公一(情報システム)

<成績評価方法>

成績は期末試験結果(100%)で評価する。試験は各講義に沿った問題を数題出題し全問の解答を
求める。評価が低い場合は提出レポートの評価を加味する。(最大20%)

<教科書・参考文献>

ほぼ毎回必要なプリントを配布する。ただし、プリントには図表のみ力靖E載されているので、講
義に出席しないと理解できない。参考書、参考文献は必要な都度紹介する。

<受講に当たっての留意事項>
図解が中心となるので、自分で手を動かして図を描くことにより理解すること。

<学習到達目標>

文章記述などから、情報システムの全体図や業務プロセスなどを具体的に図形表現できるように
なる。(期末試'験釦%)
表現ルールが定められた情報システムモデル①FD、ERD、UML)を正しく読むことができるよ
'になる(期末試.験如%)

(関連する学習・教育到達酎票G)
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

人問情報工学2では、人間の心身機能に適合した機器を生み出すためには、どのような開発プロセ
スで行うべきかを具体的な製品事例で修得する。講義の基礎知識として前提としているのは、人問情
報システムで学習した「人間の特性」および人間情報工学1で学習した「人間の心身機能に適合させる
ための設計手法」である。

門

声門

<各回毎の授業内容>

1.人問中心設計

2.家庭用ミシンの事例①商品企画①

3.家庭用ミシンの事例②商品企画②

4.家庭用ミシンの事例③設言十・評価①
5.家庭用ミシンの事例④設計・評価②
6.オフィスチェアの事例

フ.温水洗浄便座の事例

8.自動車の事例

9.睡眠の基礎会隔哉①

10.睡眠の基礎知識②

Ⅱ.枕の事例①商品企画

12.枕の事例②設言十・評価①

13.枕の事例③設計・評価②
H.ベッドの事例

巧.まとめ

16.定期試験

2年

授業科目

人間情報工学2

側慣

2

担当教員(所属等)

一巨ι.

則 上西園武良噛報システム)

<成績評価方法>

5回のレポート(各10点、計50点)と期末試験(50点)の合計(100点)で評価する0
5回のレポートのうち少なくとも]回は提出していることを期末試'験の受験資格とする。(0回の人
は受験資格なし)

期末試験は「電卓(通信機能なし)」以外は持ち込み不可。

<教科書・参考文献>

特定の教科書は使用しない。

<受講に当たっての留意事項>
人間情報工学1の単位を耳斯早済であることが受講(履修登'剥の条件である。
毎回、統計的なデータ処理計算を行うので平方根(1)計算機能のある電卓を持参すること

<学習到達目標>

人問の心身機能に適合した機器を生み出すためにどのような開発プロセスで行うかを説明でき、開
発計画概要を策定できる。

(関連する学習・教育到達目標:H)

138

学
期

学
年

専

単
位
数



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

本講義では、企業経営ど情報の関わり方を習得する。前半では、情報(技術)と企業経営の関連性

に関して基本的なことを理解する。後半では、情報に関連した戦略論・組織論にも展開する。

門

<各回毎の授業内容>

第 1回イントロダクション(ガイダンス)

第2回 IT化と企業経営

第3回 IT戦略マネジメントの背景と課題

第4回企業と市場のあたらしい関係の構築

第5回 ITによる本業革新のためのビジネスモデル

第6回 ITによる新事業創造のビジネスモデル

第7回 IT市民型ビジネスの展開

第8回 ITによる業務プロセスの革新

第9回中問まとめと中間試験

第10回 IT化と組織デザイン

第Ⅱ回情報と組織戦略

第12回ネットワーク組織

第13回ラーニング・スクール

第14回知識創造論(SEC1モデル)

第15回ナレッジ・マネジメント

第16回定期試験

門

2年

授業科目

経営と情報

位
数

2

担当教員(所属等)

ーき'.

則 内田亨(情報システム)

<成績評価方法>

中間試'験:40%、定期試験:60%で、評価する。

<教科書・参考文献>

教科書:寺本義也(2003)「企業と情報化現代経営学講座4』八千代出版を使用する予定である。

ただし、この分野は、日進月歩で常に変化しているので、随時、教員が最新情報などの資料も紹

介・配布する。

参考文献:ミンツバーグ(1999)『戦略サファリ』東洋経済新報社。

<受講に当たっての留意事項>

事前に教科書を読んでくること。経営に携わるゲストスピーカーによる講義も考えている。

<学習到達目標>

情報(技術)と経営の関連性およびその仕組み qTを活用した企業経営、1T戦略、イノベーショ

ン、新事業創造など)を理解し、基本的な知識を習得する(中問試験:40%、定期試験:20%)。

情幸蹴舌用の方法としてのナレッジ・マネジメントを理解し、説明できるようになる(中問試験

0 %、定期試.験:40%)。

(関連する学習・教育到達目標:E,1)
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

財務会計は、複式簿記の計算を通して企業の損益と財産の状態を測定し、株主・投資家'取引先
政府・地方自治体等の企業外部の利害関係者に報告する会計の仕組みです。それゆえ、管理会計が企

業内部ヘの報告を目的とするのに対して、財務会計では企業自身を企業外部ヘ、会計的にいかに表現
するのかが重視されます。

財務会計を理解するためには、簿記の知識が欠かせません。そこで、この授業の前半では簿記の基

本にっいて説明します。この授業を履修することによって、財務会計の基本的な知識を習得すること
を目標とします。

門

門

2年

授業科目

財務会計

<各回毎の授業内容>

1.財務会計とは

2.企業会計の目的

3.財務諸表(F/S)の概要

4~フ.簿記の基本原理

位
数

<成績評価方法>

期末定期試'験釦%、第2~15講の授業中に実施する復習テスト40%。

2

担当教員(所属等)

ー、'.

則

<教科書・参考文献>

教科書として、拙著テキスト『財務会計前編

8~Ⅱ.貸借対照表田/S)と損益計算書(P/L)

12.キャッシュ・フロー計算書(C/F)

13.連結財務諸表

14~15.財務会計の実務

16.期末定期試験

山下功(情報システム)

<受講に当たっての留意事項>

授業で計算問題を解くことがありますので、電卓を持参してください。なお、期末定期試験では、

使用できる電卓が制限されます。

<学習到逹目標>

企業会計の目的と財務会計の概要にっいての知識を習得し、財務会計学習の前提となる簿記の基本
を理解できるようになってください。供打末定期試験30%、復習テスト20%)

財務諸表から得られる情報がどのように役に立っているかを理解するとともに、連結財務諸表およ
び財務会計の実務にっいての知識を習得してください。供"末定期試験30%、復習テスト20%)

(関連する学習・教育到達目標:D

後編』を使用します。授業中に配付します。
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入学年度

区分

22年度以降

飢年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

コンピュータを用いて問題解決を行う際の、基本的な考え方と手法について学ぶ。問題を解く手続
きを与えるアルゴリズムと、そこで用いるデータの表現形式であるデータ構造との関連を理解する。
さらに、アルゴリズムの記述方法、代表的なアルゴリズムについて学習する。

宙門

<各回毎の授業内容>

1 アルゴリズムとは:プロダラムとの関係、簡単なアルゴリズム

2 アルゴリズムの記述方法1:フローチャート、疑似言語など

3 アルゴリズムの記述方法2:代表的なアルゴリズム

4 データ構造:配列、りスト、スタック、キュー、木、グラフなど

5 計算量:アルゴリズムの性能評価、基本的なアルゴリズムの計算量
6 探索1:糸泉升三探索、二分探索、ハッシュ法

7 探索2:二分探索木、平衡木

8 1朶索3:文字列の探索なと

9 整列 1:基本的な整列(バブルソート、選択ソート、挿入ソート)、シェルソート
10 整列 2:高速なソート(ヒープソート、マージソート、クイックソート)

11 整列3:その他のソート(ビンソート、分布委女え上げソート、基数ソートなど)
12 応用アルゴリズム 1:再帰、分割統治法、動的計画法など

13 応用アルゴリズム 2:バックトラックなど

14 応用アルゴリズム 3:グラフ探索など

15 まとめ

16 レポート提出

注)受講する学生の理解度により講義順序や分量を調整することがある

門

2年

授業科目

アルゴリズム

位
数

2

担当教員(所属等)

ーき」.

別 河原和好(情報システム)

<成績評価方法>

時間内に行ケ演習課題の評価点の合計を40%、中間レポート2回の評価点の合計を30%、期末レ
ポートの評価点を30%として評価する。

<教科書・参考文献>

資料を配付する(学内専用ウェブページから授業前に各自ダウンロードしておくこと)
参考文献は講義中に紹介する

<受講に当たっての留意事項>

レポートでプログラムを作成するので、プログラミングに関する講義や演習を履修済みであること
が望ましい

連絡事項や追加情報はウェブページに掲載する httPゾ/WWW.nuis.ac.jp/、kawahara/

<学習到達目標>

アルゴリズムとデータ構造にっいて理解し、与えられた問題に対し適切なアルゴリズムやデータ構
造を適用できるようになる(演習課題全体で評価)

学習したアルゴリズムやデータ構造を、プログラミングにより実現できるようになる(中間レポー
トと期末レポートで評価)

(関連する学習・教育到達目標:D,J)

側慣 141

学
期
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入学年度

区分

22年度以降

幻年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>
テレコミュニケーションは、電磁気的な方法を用い、遠くの人とコミュニケーシヨンをはかること

である。この分野の進歩は著しく、 2~3年前のシステムが、いつのまにか陳腐化してなくなった
リ、新しいシステムと入れ替わったりする。しかし、これらシステムの基盤となる技術や考え方は普
遍である。この普遍的な考え方をしっかり修得すれば、あらたなシステムが導入されても、容易に理
解でき、応用できる。この講義では、これら普遍的な技術や考え方を修得した後、 1T社会をささえ
るブロードバンド、携帯電話、地上デジタル放送を初めとする、応用技術ついて学ぶ。基盤技術を習
得し応用技術を学ぶことにより、新しいより高度な通信技術を理解できるようになる。

宙門

門

2年

<各回毎の授業内容>
はじめに講義の概要1

固定電話一般加入者電話 ISDN 加入者線中継線交換機2

アナログとデジタルアナログとデジタルの特徴アナログ・デジタル変換3

フーリエ変換と周波数時間軸と周波数軸矩形波のS血力ーブ合成4

交換技術自動交換5

多重化技術周波数分割多重時分割多重6

パケット通信パケット通信の原理パケットの構成パケット交換7

非対称転送モードフレームリレー ATM8

有線通信ケーブル有線通信方式 IP電話9

W 無線通信電磁波電磁波の使われ方
Ⅱ移動電話携帯電話 CDMA方式 PHS
12 衛星通信衛星通信システム
13 光通信光ファイバーレーザ光通信方式 FTTH
14 放送地上デジタル放送ケーブルテレビ
15 情報通信と社会
16 定期試験

授業科目

テレコミュニケーション

位
数

2

担当教員(所属等)

_、1'

則 近藤進(情報システム)

<成績評価方法>
通信の原理とその応用である通信システムについての理解度を期末試'験により評価する。
試'験は講義に沿った問題を出題する。

<教科書・参考文献>
教科書進歩の顕著な領域であり、授業の開始に合わせて指定する。
教科書にない領域およぴ付け加える点については、その都度資料としてプリントを配布する。

<受講に当たっての留意事項>
欠席した場合は自己責任で資料をそろえること
各回の授業内容は厳密に一限毎の内容を示すものではなく、各講義の主な内容であり、理解度に
応じ進度は変化する。
毎回講義の終了時に、講義内容に関するコメント(感想、意見、質問、理解度チェック)を提出
してもらう。
「委女学りテラシー」または「数学基礎」の履修を指導された学生は単位を取得していることが望まし
し、

<学習到達目標>
通信技術の基礎を理解できるようになる。(65%)また、通信システムがどのような原理で成り
立ってぃるかを知り、新しい通信システムについても理解できる力を養う。(35%)

(関連する・教育到達目標:E J)
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

ソフトウェアは、高度に知的な作業の結果として生まれるといってよいが、反面、その作成に関し

ては、属人的なものになりがちであり、科学的アプローチは簡単ではないという特徴がある。ソフト

ウェアエンジニアリングは、このソフトウェアの作成におけるさまざまな局面に対し、工学的な視点

での測定や改善を扱う分野である。この授業では、ソフトウェアのライフサイクルを意識し、その機

能や価値と作成のコスト及び改善のための老え方や具体的手法について学ぶ。

門

古門

<各回毎の授業内容>

1)授業オリエンテーション

2)ソフトゥエアエ学の必要性と発生,発展,その対象
3)ソフトゥエアの価値,有効性,機能,能力
4)ソフトウェアのライフサイクルとコスト

5)ソフトウェア開発手法の種類と特徴

6)ソフトゥエアの開発の工程と生産性①

フ)ソフトウェアの開発の工程と生産性②

8)前半まとめ

9)ソフトウェアエ学の関連領域(外部講師を招聽する場合がある)

10)開発環境,開発ツールの実際

Ⅱ)開発手法の例

12)ソフトウェア開発の工程と品質①

13)ソフトウェア開発の工程と品質②

14)ソフトウェアエ学分野の最新の動向

15)後半まとめ

16)定期試'験

注)受講する学生の理解度により講義順序田チ周や分量を調整することがある。

2年

授業科目

ソフトウエアエンジニアリンク
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2

担当教員(所属等)

^

則 桑原悟(情報システム)

<成績評価方法>

定期試験及び任意課題(任意であるので加点のみ最大10%)により評価を行う。

<教科書・参考文献>

檪斤技術の登場が盛んな分野であるので,授業開始時期に合わせて最適なものを選定し指定する}

<受講に当たっての留意事項>

分散コンピューティングの授業内容の理解及び,数学1,数学2,テレコミュニケーション,組織と経
営の単位を取得していることが望ましい。また、基礎自由科目隣女学基礎」の履修を指導された者は、

これを履修していることが望ましい。授業に集中している学生の邪魔になる行為をするものは退出さ

せる(出席を認めない)。質問は歓迎するので,遠慮なく質問して欲しい。

<学習到達目標>

ソストウェアエンジニアリングが必要な背景,その考え方及び,個別の手法などの特徴について理解

できるようになることを目標とする。

(関連する学習・教育到達目標:D,J)
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

数理科学では現象に対する数学的モデルを作り,これを数学的に取り扱うことによって現象を解明
する。現象の定式化の方法と計算のしかたを学習する。あわせて数学を単なる道具ではなく,現象の

本質の表現であることを修得する。

宙門

門

<各回毎の授業内容>

1.方程式と不等式

2.方程式と不等式演習

3.等差数列と等比数列およびそれらの和

4.階差数列とその和

5.数列と級数演習

6.三角関数,指数関数および対数関数

フ.三角関数,指数関数および対数関数の演習

8.微分法その(1)一多項式,三角関数,指数関数,対数関数,

9.微分法その②一媒介変数,逆関数一

10.微分法の応用

Ⅱ.微分法演習

12.積分法その住)一多項式,三角関数,指数関数,対数関数一

13.積分法その②一置換積分一

14.積分法の応用

15.積分法演習

16.定期試'験

2年

授業科目

モデリング数学

位
数

2

担当教員(所属等)

ー、'.

則 白井健二(情報システム)

<成績評価方法>

期末試験:60%と適時実施する確認テスト:40%の配分で評価する。

<教科書・参考文献>

教科書および配布資料

教科書:りメディアル大学の基礎数学,小平平治著,裳華房(1SBN978-47853-1553-5)

<学習到達目標>

解析の基礎である方程式または不等式を立てて,問題を解くことを修得する。(定期試験^10%,確
認テスト:10%)

関数および逆関数の考え方を修得する。(定期試験:20%,確認テスト:10%)

現象の規則性に関する数列と級数,および多方面で活用される三角関数と指数関数・対数関数を修
得する。(定期試.験:10%,確認テスト:10%)

システム解析に欠かせない微積分法とその応用を修得する。(定期試験:20%,確認テスト:10%)

(関連する学習・孝文育到達目標:D)
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

海外夏期セミナーにおける授業科目の1つである。ソフトウエア開発の現場見学や開発プロジェク

ト担当者の講義などを通して、北米社会における最新の情報関連技術動向・ビジネス動向またそれら

を取りまく社会動向の理解を深める。授業の理解を深めるため、現地ヘの出発前に授業内容の概要の

事前学習を行う。

<各回毎の授業内容>

5週間の間に以下の授業が英語で行われる。但し、多少の内容変更もある。

企業訪問伍回)

ITを利用した授業(3時間 X5回)

<成績評価方法>

帰国後に提出されたレポートにより成績評価を行う。

<教科書・参考文献>

適宜、教材を配布する。

<受講に当たっての留意事項>

訪問企業などの状況によって内容が変更になることがある。

宙門

門

2年

授業科目

北米社会と情報

位
数

2

担当教員(所属等)

ーき'.

削 槻木公一・中田豊久
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入学年度

区分

22年度以降

部年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

海外夏期セミナーにおける授業科目の1つである。英語によって自分の考えや主張を相手に伝え、
コミュニケーションができるようになるための技術を身にっける授業を行う。また、海外夏期セミ

ナーにおいて開講される「北米社会ど情報」を理解するための情報技術関連の英語力修得を目指す。北

米の大学のエクステンション学音Sにおける通年のESL (En創ish as a second language:央言吾が母国言吾
ではない人に対する英語教育)クラスの運営ノウハウを生かした授業構成となっている。授業の理解

を深めるため、現地ヘの出発前に授業内容の概要の事前学習を行う。

門

門

2年

授業科目

<各回毎の授業内容>

エクステンション学部のESL英語教育プログラムを受講する。4時問の授業に週5日'5週間にわた

り参加する。英語文化圏におけるコミュニケーション技術向上に焦点をあてた授業である。上記のH寸
間以外でもホームスティなどを通して英語によるコミュニケーションのトレーニングができる0

自己評価調査:英語授業を組み立てるための英語能力の確認

カンバセーション・クラブ:外国人との英会話練習(10回)

様々な場面における言語技術向上のためのトレーニング:ディスカツシヨン、プレゼンテーシヨ
ン、実務処理の実行・対応、感情表現等の学習

ホームスティ:3週間のホームスティによる日常生活の中での英語体験とコミュニケーシヨン技術

の向上

情報英語

側慣

4

担当教員(所属等)

ー、ι'

則

<成績評価方法>

帰国後に研修先の大学から送られてくる成績証明書と提出されたレポートにより成績評価を行う0

槻木公一・中田豊久

<教科書・参考文献>

短編小説、新聞、パンフレットなどを含む多くのテキストを使用する。また、音声'映像教材も使
用する。
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.

3・4年システム専門科目(前期)

情報システム特論

情報システム設計

経営情報システム

地域情報システム

認知科学

企業と国際化

商品企画

経営と法律

知識情報処理

コンピュータビジョン

マルチメディア情報処理

多変量解析

オペレーションズリサーチ2

学外実習

ビジネス英語入門1



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択
<授業目的>

(1)現実のネ士会}伏況に対する知見を広げるため、産官学等ネ士会で活躍している方を講師に招き、講師
の業務分野等のトピックをお言舌しして頂く。また、当言亥分野での ICT利用方法等にっいて学ぶ。

(2)現代のネ士会活重力の基本であるプロジェクト活動をイ本イ尋する:履修生自身力誹且織・運営する複数の
チーム(プロジェクト)を編成する。各プロジェクトは役割分キ旦を含む組ネ哉構成を決め、問題
二果題(目オ票)設定、スケジュール設定をイテい、進1歩管理・成果管理法を決め、文書イヒする。言十
に対する進捗を管理しながら活動し、目的達成を図る。15回目の1受業でプロジェクド活動成果を
幸長告する。

専門

宙門,ナ門

<各回毎の授業内容>

3年

夕卞部ヨ蒜師による1受業は5回行う。その講義内容は適宜プロジェクト活動に利用する。
・プロジェクトは履イ1多生自身が手責キ亟B勺・自イ聿的に運営する。

1]1受業オリエンテーシヨン
]夕卞害B講師による講義1 「プロジェクト管理才支袮剥に関する講義2

3]夕卞吾B講師による二蒜義2 「政府・自治イ本等の政策・動向」に関する講義3

]夕卞音畷蒜師による講義3 「ネ士会;伏況、1CT動向等」に関する講義4

5]夕卞音B講師による講義4 「ネ士会1犬況、1CT動向等」に関する講義
6]夕卞部講師による講義5 「ネ士会J伏況、1CT動向等」に関する講義
フ]プロジュクト編成キックォフ、二果題の大枠、プロジェクト内1斐割分担(組ホ哉)の設定
8]プロジェクト活動プロジェクト言十画書策定、言十画書レビュー、月的達成のための活動
9 プロジェクトt舌重力目的達成のためのt舌重力、中間成果の整理、進捗管理
1田プロジェクト活動目的達成のための活重力、中間成果の整理、進1歩管理
11]プロジェクトt舌動目的達成のためのt舌動、中間成果の整理、進才歩管理
12]プロジェクトt舌動目的達成のためのt舌動、中間成果の整理、進捗管理
13]プロジェクト活動目的達成のための活動、成果の最糸冬整理、進1歩管理
14]プロジェクト活動成果幸艮告資料イ乍成
1司プロジェクト活動成果発表
1釘講評とまとめ試馬貪は実施しない。日々のt舌動及び成果幸艮告を評価する
q主:上の[n]は1受業順序を示してはいない。夕卞部講師講義のテーマ及び順番は入れ替わることがある。)

<成績評価方,去>

.夕卞部講師講義受講アンケート及び講義受講レポート提出(各回の講義内容の要,点と所感)(5回)
35%

プロジェクト言十画書:10%、プロジェクト成果発表:40%

t舌動荒毛度:10%、及び履イ彦生個々に行う幸艮告時のイ也プロジェクト評価:5%
.プロジュクt舌動は彪、須である。プロジェクト評価を個人成糸責に反映する。プロジェクトメンノゞに登
金示してもプロジェクド活重力(集団活動)に貢献しなかった者は評価しない。
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授業科目

情報システム特論

側盾

2

担当教員(所属等)

^

則 西山茂(情報システム)

<学習到達目標>
(1)5つの講義テーマ関連領域にっいての最楽斤の矢Ui哉を獲イ尋し、その要"貞を説明できる。(受講アンケー

トと受講レポートの提出:35%)

(2)プロジェクトチームt舌動を通じて、与えられた卸絲勺下での業務の進め方、リーダ1斐実践による
チームまとめ育皀力、チーム活重力手法などを習イ尋する。(プロジェクトチームt舌動及び成果幸艮告:
65%)

(関連する学習

<教科書・参考文献>

教科書はない。毎回、講義スライドのコピーを酉己布する(Jenzabarに登金示)ほか、必要があれば
次回講義に関連するURL等を紹介する。

各チ重白書(情幸艮イヒ白書、情幸艮通信白書、情幸艮サービス産業白書、等)、@1T、日糸呈BP等の情幸艮サ
イ卜

孝文育到達目オ票:F,G)

<受i蒜に当たっての留意事項>

(1)夕卞音隔茸師講義では積キ亟的質問すること。

(2)講義・1青幸艮、受講レポート、プロジェクトチーム活動は、Jenzabar等電子的手段を活用する0
(3)授業H寺間の夕卞に、レポートイ乍成やプロジュクト活動にある手呈度のH寺問をかける必要がある0

単
位
数

子
年

学
期



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

情報システムの設計について、そのプロセスと方法論を学習する。情報システムの構築について

まず理解し、方法論の必要性と種類、特徴について学び、事例を通して理解を深める。

情報システムの仕事の仕組みど情報のモデル化の技法を中心に説明し、コンピュータシステムの設計

へと結びつけていくプロセスを具体的に学ぶ。

門

門

<各回毎の授業内容>

1 情報システム概論

2 情報システムの構築

3 情報システム設計概論

4分析設計方法論の種類と特徴

5 図式表現と設計技法その1

6 図式表現と設計技法その2

7 問題領域調査

8 システム分析と要求事項の明確化

9 仕事の仕組みと情報のモデル化

10 設計プロセスとモデルの種類・役割信果題レポート)

H 物理モデルと論理モデル

12 現行モデルと要求モデル

13 モデルの変換その1

H モデルの変換その2

15 設計事例演習(レポート提出)

16 期末試.験

3年

授業科目

情報システム設計

位
数

2

担当教員(所属等)

^

剛 槻木公一(情報システム)

<成績評価方法>

成績は期末試.験結果(100%)で評価する。試.験は各講義に沿った問題を数題出題し全問の解答を

求める。期末試'験結果の評価が低い場合は、提出レポートの評価を加味する。(最大20%)

<教科書・参考文献>

適時、プリントを配布する。ただし、プリントには図表のみ力靖己載されているので、講義に出席

して各自内容を充実すること。参考文献は初回の講義の中で紹介する

<受講に当たっての留意事項>

設計プロセス全体を継続して講義するので、散発的な出席では理解できなくなる。

<学習到達目標>

情報システムの設計プロセスと、各段階におけるモデルの種類およびその役割を学習して理解で

きる。(期末試験40%)

簡単な事例について情報システムの具体的な設計を行い、図形表現モデルの作成方法を習得す

る。(期末試'験釦%)

(関連する学習・孝文育到達目標:E ,G)
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学
期

学
年

専

専



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

経済の国際化や消費者二ーズの多様化、生産技術の革新など複雑化・高度化した社会では、個人の

経験や感覚だけで企業活動をコントロールすることは不可能となってきている。本科目では、急ピツ
チで変化する経営環境に対応するための経営情報システムについて学ぶ。

門

門

<各回毎の授業内容>

1.経営情報システムの全体概要説明

2.産業動向と経営情報システム:産業動向とIT化・グローバル化の進展

3.生産における情報システム:生産管理(ERP)、製造管理(レポート課題1)

4.販売・マーケティングにおける情報システム:流通業と販売管理、顧客管理(CRM)
5.受発注・商取引における情報システム:EC/ED 1の発展、 eマーケツトプレイス

6.物流における情報システム:物流の7機能、物流情報システム

フ.会計における情報システム(1):会言十情報システムの必要性、会計処理の流れ

8.会計における情報システム②:各部門の手続きと会計システム

9.サプライチェーンマネジメント(S CM)の発展(レポート課題2)

10.事伊肺牙究:オフィス用品ネット通販アスクルの経営戦略

Ⅱ.電子タグの経営情報システム応用:無線ICタグの動向、活用事例

12.安全・安心とトレーサビリティシステム:背景と必要陛、先行事例

13.経営情報システムとビジネスモデル特許:特許戦略、情報システムと特許

14.事例研究:企業における情報システムの最新状況

15.全体まとめ

16.定期試験

3年

授業科目

経営情報システム

則慣

2

担当教員(所属等)

←、'.

別 岸野清孝(情報システム)

<成績評価方法>

定期試験:80%と自己学習によるレポート課題:20%の配分で評価する。

<教科書・参考文献>

資料を配布する(本校のHPからダウンロードし、各自がプリントアウトする)。

<学習到逹目標>

企業活動(生産、販売、受発注、物流、会計など)の仕組みを理解し、基本的な知識を習得する

(定期試験:25%)。

企業の諸活動の内容と役割およびその中での情報活用の方法を理解し説明できるようになる(定
期試験:25%)。経営情報システムの動向(E C ・ ED I、電子タグ、トレーサビリティ、ビジネ

スモデル特許など)を学び、それらが問題解決にどのように役立っかを理解し説明できるようにな

る(定期試験:30%)。

自己学習による調査により経営情報システムについて、さらに理解を深める(レポート:20%)

(関連する学習・教育到達目標:E,G)
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位
数



入学年度

区分

22年度以降

飢年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

地域情報システムとはその名のとおり、地域の情報を収集、整理、処理、出力するシステムの総称
ではあるが、この用語自体、対象となる情報の種類、処理方法等が明確でないので一般的には使われ

ていない。しかしながら、地域固有のデータを扱うシステムと位置づけるとすれば、それは行政が扱
う地域の人や士地に関する情報管理業務(住基ネット、戸籍、不動産登記、税務、道路、工業団地、
港湾、上下水道および統言十)、あるいは電力・ガス、製造、建築、販売、その他サービスを行う企業
の顧客や士地に関わる情報処理システムである。これらの基盤情報は大別すると台帳と図面(地図)
に分けることができ、自治体や企業の殆どは、台帳データはデータベース①B)、図面データはDB
を取込める地理情報システム(GIS)をその業務に使用している。授業では事業者が管理する地域固
有のデータおよび業務を先ず理解し、後半では地理情報システムの理論および地域統計データ実習を
イテう。

門

門

3年

授業科目

地ナ或情報システム

<各回毎の授業内容>
1.授業の目的、めざすところ、全15回の内容等ガイダンス

2.地域固有の人および士地情報と、データの事例(東京都釦00余福祉施設地図と属性表示例他)
3.自治体が管理する人・士地・家屋に関するデータベース(住基ネット、戸籍、不動産登記等)
4.自治体が管理する士地区画・建造物・道路・公共施設 q巻湾・上下水道含む)図面とGIS業務
5.企業が管理する顧客および図面データと使用方法(レポート課題1)
6.市民が管理する地域ポータルシステムとその事例(行政サービスの市民活動化とその問題点)
フ.地図の概念:歴史概略、現代の座標系と地図、GPS電子基準点と震災によるずれ
8.地理情報システムのデータ構造と原理(レポート課題2)
9.地理情報システムの基礎:地図表示と属性・レイヤ管理、主題図の作成、座標系変換
10. GISによる地域立地"琳斤:一定距離圏解析(バッファリング)と商圏解析(ボロノイ分割図)

Ⅱ. GIS実習IsuperMapviewerの基本操作、地図データのダウンロード、表示方法
12. GIS実習2:都道府県別ポリゴンインポートと統計データを使った主題図作成(人口年次推移)
13. GIS実習3:新潟県市町村ポリゴンインポートと地域統計データによるグラフ化表示(地域統計i制
H. GIS実習4:東日本大震災市町村別被災データ属性結合とポリゴン上グラフ表示(実習出力)
15.講義のまとめにれからの地域社会のあり方と地域情報システム)
16.定期試験

151

2

担当教員(所属等)

一邑"

剛 藤田晴啓(情報システム)

<成績評価方法>
定期試'験70%、レポート課題20%・実習出力10%の配分で評価する。

く教科書
参考書

<受講に当たっての留意事項>
私語厳禁、まわりに迷惑を与えるので、注意は1回までとする。 2回目で退席を勧告。

GIS実習はPC教室使用予定。使用するGISソフトはSuperMapviewer。

参老文献>

GIS自習室フリー版SuperMaPⅥewerを使い倒そう q度漫

<学習到達目標>

電子自治体サービスの内容仕組みを理解し、基本的な知識を習得する(定期試験:25%)。
地理情報システムの内容と解析例および地域情報システムとしての役割を理解し説明できるよう
になる(定期試'験:25%)。地域の人および士地に関わる業務の内容を学び、それらが問題解決に
どのように役立つかを理解し説明できるようになる(定期試.験:10%)。
GIS実習での地域統計データと地図情報の融合を習得、さらに理解を深める(実習出力:10%)

(関連する学習・教育到達酎票印

則慣

康志・古今書院)

単
位
数

学
年

専

専

、



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

脳はコンピュータにたとえられることがありますが、最近の研究により、脳のしくみ・はたらき
は、必ずしもコンピュータに似てぃないことがわかってきました。本講義では、簡単な実'験をおこ
なって、自らの脳のしくみを確かめることで、「自分がふだん見ている世界が実は脳によってつくられ
たものである」ということや、円畄がいかに自分の思い通りにならないものであるか」を実感してもらい
ます。さらに、これらの体験をとおして自分を含む「人間」の脳の特徴を理解することにより、「人間と
は何か」という根本的な問いについて考えます。

門

門

3年

<各回毎の授業内容>

1.認知科学とは

2.脳の構造

3.視覚認知

4.注意

5.聴覚認知と言語

6.複数の感覚情報の統合

フ.運動

8.推論

9.構造の認知

10.記憶

Ⅱ.意識

12.他者との関係

13.言忍知発達

14.人問の心とは

15.まとめ

16.定期試験

授業科目

認知科学

側慣

2

担当教員(所属等)

_、1-

剛 伊村知子(情報システム)

<成績評価方法>

成績評価は、授業中に実施するレポート(30%)及び定期試験(60%)により行います。また、毎
回、授業終了後に書いてもらう質問やコメントも評価の対象とします(10%)。

<教科書・参考文献>

特に教科書や参考文献は指定せず、必要な資料は授業中に配布します。

<受講に当たっての留意事項>

受講の条件は特にありませんが、出席を重視しますのでご留意ください。
基礎科目「心理と行重力」を受講していることが望ましい。

<学習到達目標>

実際の体'験を通して、認知科学の基本的な知識を身にっけること。(レポート:20%、定期試験
50%、質問やコメント:5%)

認知科学で学んだ知識を専門分野でどのように生かせるかにっいて考えること。(レポート:10%、
定期試験:10%、質問やコメント:5%)

(関連する学習・教育到達酎票H)
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

企業の国際化とは、企業が国境を越えて海外でマネジメント佛呈営)を行うことである。マネジメ

ントは、戦略と組織を中心として実施される活動である。例えば、日本企業であれは旧本国内で戦略

を構築し、組織を利用して戦略を実施していく。しかし、日本企業が国境を越えて海外でマネジメン

トを実施すれば、その基本は同じであっても、本国ではみられなかったような複雑な問題に直面し、

より困難なマネジメント活動を展開しなければならない可能性が高い。つまり、日本と海外という空

間的な距離が雜れている、日本とは異なる競争相手に直面する、文化的な問題に直面するなどの理由

から、本国とは異なる複雑で困難な問題に直面し、対処しなければならないからである。本講義で

は,企業の国際化をテーマとして、それに関連するマネジメントの問題を紹介します。私たちの身近

な存在である日本企業の国際化について講義をしますが、特に、北米の日系企業に焦点を当てます。

また,講義を通して,学生諸君が今後就職すると思われる日本企業や,そこでの経営、つまり日本的経

営とはどのようなものか,さらに米国などの欧米諸国の企業経営、アジア諸国の企業経営と日本的経

営との比較、これらの世界の企業、それらの経営の諸問題や動向等をも紹介していきます。

門

門

3年

授業科目

企業と国際化

<各回毎の授業内容>

2.マネジメントとは何か1.イントロダクション

3.企業の国際化とは何か:その段階を中心として 4.国際ポートフォリオ戦略

5.日本と世界の多国籍企業の紹介と、国際化に伴う諸問題

6.北米日系企業の経営戦略1 フ.北米日系企業の経営戦略2

8.北米日系企業の組織管理1 9.北米日系企業の組織管理2

10.北米日系企業の組織文化1 Ⅱ.北米日系企業の組織文化2

12.北米日系企業の人的資源管理1 13.北米日系企業の人的資源管理2

14.総括1 15.総括2

16.試験

2

担当教員(所属等)

_、』'

剛 咲川孝

<成績評価方法>

最終成績は、①講義期問中のレポート、②、試験、によって評価する予定です。

<教科書・参考文献>

教科書:岡本康雄編Uヒ米日系企業の経営』同文舘。俳色版であるが、学内のHPからダウンロード化)

参考書:伊丹敬之・力脂董野忠男「ゼミナール経営学入門(第3版)』日本経済新聞社。

<受講に当たっての留意事項>

毎回の受業ヘの参加はいうまでもなく、講義の予習と復習も必須である。

<学習到達目標>

企業の国際化とそれに関連するマネジメントの諸問題を学習すること。

(関連する学習・教育到達目標:D

則慣 153

学
期

単
位
数

学
年

専

専



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

世の中に、商品(モノ、サービス、ソフト)が溢れ、新しい商品や新規の事業が次々と登場してい
る。企業・組織は新しい商品・事業をどのように企画、商品化し、多くの顧客・事業者に支持される
よう取り組んでいるかの実態や仕組みにっいて、事例と理論の両面から学習する。
学習を通じて、商品企画において大切な独創性や独自性を生み出す発想力・創造力、商品化や販冗

に向けての情報収集・分析力、新商品・事業を市場に導入していくマーケティング戦略に必要な論理
的思考力を身につけ、実践的な企画力の修得に役立てる。

門

宙門

3年

<各回毎の授業内容>
のとらえ方1 商品(機能、価値、ベネフィット)と企画(発想、アイデア、商品化)

2 商品企画に当っての顧客・市場・競争相手・環境の情報収集と分析
3 顧客の二ーズ・不満の把握と分析

4 商品企画の発想、・ヒント・アイデアの創出方法、企画のプロセス
5 商品企画のシーズ(ネ動となる技術・開発・特許、知的財産
6 商品コンセプト、ネーミング、ブランド

7 市場・雇頁客のポジショニングと差別化・多様化戦略
8 製造業(消費者向け消費財)の商品企画ケース

9 製造業(事業所向け生産aわの商品企画ケース

10流通業(大手スーパー)の商品企画ケース

Ⅱ流通業(専門店)の商品企画ケース

12サービス業(情報・金融系)の商品・事業企画ケース

13 サービス業(飲食・レジャー系)の事業企画・海外展開ケース
14サービス業(農業・環境系)の商品・事業企画ケース
15 ベンチャーの商品・事業企画ケース

16 試験

授業科目

商晶企画

則慣

2

担当教員(所属等)

ー、ι'

剛 吉田博(情報システム)

<成績評価方法>

成績は①毎回出席時レポート(基礎知識・思考力)を50%、②試'験(基礎知識・思考力)を20%。
③課題レポート(情ネ則又集・企画・発想力)を30%。

<教科書・参考文献>

毎回資料を配布する。ビデオ、インターネット、図書を使って具体的な事例を紹介する。
事例やテーマに応じて、参老となる文献・雑i志、テレビ等の情幸R源を紹介する。

<受講に当たっての留意事項>

耳又上げる事gⅢこついて、インターネット、棄斤聞
に。

<学習到達目標>

事例や文献学習を通じて、人々の二ーズを充足し、暮らしに役立っ商品・事業を企画する上で必要
な基礎矢酷哉・カ、及び情報収集・分析力、企画・発想、カ、論理的思考力を身にっける(毎回出席時レ
ポート、試.^釦。商品企画の事例を通じて、企業・組織の実態や仕組みを理解し、将来の進路を判断
する力をつける信果題レポート)。

(関連する学習・教育到達目標:1)

雑i志等で自主的に情報を収集し、理解するよう
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学
期

学
年

専

単
位
数



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

企業の情報システムに大きくかかわる内部統制システムは近年注目されていますが、平成20年4月

から各企業において構築・運用されています。

この授業では、会社法および金融商品取引法における内部統制システム導入の経緯から説き起こ

し、その目的・内容を明らかにし、さらに会ネ士法上課されているものと金融商品取引法上課されてい

るものとを比較検討します。

門

門

<各回毎の授業内容>

第1回法学の基礎

第2回企業・会社とは何か

第3回会社法の概要1一会社法の法源等

第4回会社法の概要2一会社法の概要

第5回会社法の概要3一株式会社総論・株主総会の概要

第6回会社法の概要4一株主総会の運営等

第7回会社法の概要5一取締役会

第8回会社法の概要6一取締役

第9回会社法の概要7一監査役

第10回金融商品取引法の概要1

第H回金融商品取引法の概要2

第12回内部統制システム導入の経緯

第13回会社法上の内部統制システム

第14回金融商品取引法上の内部統制システム

第15回両法における制度の比較

3年

授業科目

経営と法律

155

2

担当教員(所属等)

._、1-

剛

<成績評価方法>

質問票を利用した「授業ヘの参加」と、全授業終了後に提出する「レポート」で評価します。両者の比

率は 1:1 を目安にします。

吉田正之

<教科書・参考文献>

近藤光男『会社法の仕組み』日本経済新聞社、2006年

黒沼悦郎『金融商品取引法入門〔第4版〕』日本経済新聞社、20Ⅱ年

有斐閣ポケット六法平成24年版

<受講に当たっての留意事項>

開講時にレジュメを配布する予定です。欠席した者は自己責任で入手してください。また、受講に

際しては六法を持参してください。

毎回講義の終了時に、「授業ヘの参力山のため、講義内容に関するコメント(感想、意見、質問等)

を提出してもらいます。これを成績評価の対象に加えますが、「なにもありません」等のコメントは、

コメントとして取り扱いません。何でも結構ですから、何か書き込んで提出してください。

<学習到達目標>

内部統制システムの目的・内容について知識を習得すること(50%)および課題に対してレポート

を作成すること(50%)を目標とします。

(関連する学習・教育到達目標:D

則慣

学
期

学
年

専

専

単
位
数



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

近年では、インターネットの繁栄や様々なコンピュータシステムの登場により、コンピュータによ
り処理できるデータが膨大に生成されるようになってきた。これらのデータには、価値ある情報が含
まれていることがよくあるが、データ量が多すぎるため、人間の目による作業ではその情報を発見す
ることが困難である。そこで、テキストマイニング・データマイニングという技術が近年注目され続
けてぃる。本講義では、これらの技術について代表的な手法を学び、さらにプログラムを用いた応用
伊Ⅲこつぃても学ぶ。演習の中では、データマイニングツールのWekaを使用する。

由門

門

3年

<各回毎の授業内容>

1.テキストマイニング・データマイニング入門(矢脈哉発見のプロセス、機械学習)

2.分類学習の評価方法、最近傍法

3.ナイーブベイズ

4.演習(最近傍法、ナイーブベイズ)(レポート課題1)

5.決定木(1D3)

6.ニューラルネットワーク

フ.演習(1D3、ニューラルネットワーク)(レポート課題2)
8.クラスタリング(K・meanS法)

9.相関ルールマイニング(ApriorD
10.演習(K・meanS法、AprioriXレポート課題3)
Ⅱ. webからのテキスト情報の耳又得、形態素解析

12.頻度分析、係り受け解析

13.演習(テキストマイニングXレポート課題4)

14.データマイニングの実践と応用1

15.データマイニングの実践と応用2 (レポート課題5)

16.課題の発表会

授業科目

知識情報処理

、、

位
数

2

担当教員(所属等)

ー、.上'

則 中田豊久(情報システム)

<成績評価方法>

課題のレポート80%、課題の発表20%の比率で評価する。

<教科書・参考文献>

講義資料をホームページによって配布する。

参考文献:「数式を使わないデータマイニング入門」,岡嶋裕史,光文社新書,1SBN978-4334-033弱・2

<受講に当たっての留意事項>

プログラミング言語を演習の中で用いることがあるため、情報処理演習CI、C2を受講していること
が望ましい。

<学習到達目標>

データから知識を発見する手法について理解する(レポート20%)。

分析に用いるデータの収集方法やデータマイニング技術を利用する方法を習得する(レポート
40%)。

分析によって得られる知見を、他者に分かりゃすく伝える技術を習得する q寅習の発表20%)。
データマイニング、テキストマイニングの応用につぃて理解する(レポート20%)。

(関連する学習・教育到達目標:J)
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学
期

学
年

専



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

人問が外界の情報を得る手段のほとんどは視覚による画像情報である。この仕組みと同等の機能を

コンピュータに持たせ、コンピュータに画像を処理・計渕上 i翫哉・理解させる手法がコンピュータビ

ジョンである。その数理的な原理を理解し、新しい問題ヘ適用するための手法を学習する。

専門

門

<各回毎の授業内容>

1 ガイダンス、コンピュータビジョンとは、応用事例の紹介

2 画像処理1:ディジタル画像、画像の表現方法、画像フォーマット

3 画像処理2:画像処理の手法、ヒストグラム処理、空問フィルタ処理

4 画像処理3:画像の幾何変換、同次座標による表現、補間処理

5 画像処理4:二値化の手法、二値画像処理

6 画像処理5:画像の周波数解析の原理と手法

7 画像認識1:画像認識の原理、パターン認識の手法

8 画像認識2:応用事例の紹介(文字認i脚

9 画像認識3:応用事例の紹介(バイオメトリクス、りモートセンシング)

10 画像理解1:立体認識の手法

H 画像理解2:動画像処理の手法

13 画像理解3:応用事例の紹介(ロボット)

12 画像作成1:コンピュータグラフィックスの原理と手法1

14 画像作成2:コンピュータグラフィックスの原理と手法2

15 画像作成3:応用事例の紹介(バーチャルリアリティ、拡張現実)まとめ

16 期末試.験

注)受講する学生の理解度により講義順序や分量を調整することがある

3年

授業科目

コンピュータビジョン 2

担当教員(所属等)

^

剛 河原和好(情報システム)

<成績評価方法>

時間内に行う演習課題及び宿題の評価点の合計を50%、期末試験の評価点を50%として評価する。

<教科書・参考文献>

資料を酉酎寸する(学内専用ウェブページから授業前に各自ダウンロードしておくこと)

参考文献は講義中に紹介する

<受講に当たっての留意事項>

連絡事項や追加情報はウェブページに掲載する h杜P://WWW.nuis.ac.jp/、kawahara/

<学習到達目標>

画像処理、計測、認識、理解の手法について学習する q寅習課題全体により評価)

画像処理、計測、認識、理解について理解し、与えられた問題に対し適用できるようになる(宿

題及び期末試験により評価)

(関連する学習・教育到達目標:J)
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単
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学
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

IT化社会の一翼を担うマルチメディア情報処理は,先人の知恵と発想の集大成であり,さらなる発

展が期待されている。授業では,マルチメディア関連の旧来のアナログ技術から最新のデジタル技術
及び関連事項について学ぶ。

門

<各回毎の授業内容>

1)授業のオリエンテーション及びマルチメディア概観

2)人間の聴覚

3)音声に関する技術の発展

4)音声のアナログ表現とデジタル表現

5)不要な音声情報の除去と音声データの圧縮

6)音声合成と音声認識

フ)音声情報処理まとめ

8)人問の視覚

9)画像に関する技術の発展

1の画像のアナログ表現とデジタル表現

Ⅱ)データ量の削減と圧縮

12)データ圧縮方式信腎卿

13)コンピュータグラフィックス

14)マルチメディアッール利用の実際(外部講師による遠隔授業を行う場合がある)
15)画像情報処理まとめ

16)定期試験

注)受講学生の理解度により講義の順番佃ネ周や分量を調整することがある

門

3年

授業科目

マルチメディア情報処理

W幅

2

担当教員(所属等)

』、1-

剛 桑原悟(情報システム)

<成績評価方法>

定期試験及び任意課題(任意であるので,加点のみ最大10%)により評価する。

<教科書・参考文献>

梓斤技術の登場が盛んな分野であるので,授業開始時期に合わせて最適なものを選定し指定する}

<受講に当たっての留意事項>

数学1,委女学2,テレコミュニケーションの単位を耳又得していることが望ましい。

基礎自由科目隣女学基礎」の履修を指導された者は、これを履修していることが望ましい。

授業に集中している学生の邪魔になる行為をするものは退出させる(出席を認、めない)。
質問は質問者自身だけでなく,他の受講者の理解を促す効果があるので,大いに歓迎する。

また,この授業は,本学のe、1earningファシリティを用いて行う予定である。

<学習到達目標>

人間の聴覚・視覚の1予陛を考慮にいれた,音声・画像コンテンツの入力,記録,伝達,出力における
「高品質化」,「高速化」,「圧縮」,「低価格化」の発想と原理を理解し,これらの間及び,その他の制約条件
とのトレード・オフの考え方についても理解できるようなることを目標とする。

(関連する学習・教育到達目標:J)
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入学年度

区分

22年度以降

飢年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

多変量解析法は多次元データを様々な角度から解析する数学的手法の総称である。その応用範囲は

非常に広い。本講義では、線形代数と統計学を基礎として成立する様々な多変量解析の手法を学び、

実際に解析する能力を養うことを目的とする。

声門

門

<各回毎の授業内容>

1.多次元データと特徴空間

2.多次元データと線形代数

3.多次元データと統計学

4.単回帰分析

5.重回帰分析

6.分散・共分昔女・相関行列

フ.主成分分析(1)

8.主成分分析②

9.主成分分析③

10.クラスター分析(1)

Ⅱ.クラスター分析②

12.パターンヨ添哉

13.ニューラルネットワーク

14.自己組織化マップ

15.定期試.験とレポートの解説

16.定期試.験

3年

授業科目

多変量解析 2

担当教員(所属等)

^

剛 近山英輔(情報システム)

<成績評価方法>

レポート:70%、定期試.験:30%

<教科書・参考文献>

特になし

<受講に当たっての留意事項>

簡単な定期試'験で、授業内容にある多次元ベクトルの計算、行列の計算、統計学の基礎の計算の修

得が少なくとも示されていること、かつレポートで多変量解析法の少なくとも1つを用いて、データ

解析について学んだことが少なくとも示されていること。これらを満たさない履修者は単位を取得で
きなし、。

<学習到達目標>

多変量解析の手法を適切に選択し、解析できること(レポートフ0%)

特徴ベクトル、特徴空間の意味を理解していること(試験15%)

多次元ベクトル、行列、統計量の計算ができること(試験15%)

仙慣 159

学
期

単
位
数

学
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

費用対効果が重要となる系においては、費用を最小化する最適な数理的計画・最適化手法の立案が
求められる。また、複雑な人問社会においては、非線形系の大域的最適化、適応戦略の数理的手法が
求められることがある。この講義では線形計画法、解析学的・離散的な最適化問題の手法、個体群動
力学や進化・適応戦略の理論を学ぶ。

門

画門

<各回毎の授業内容>

1.オペレーションズリサーチの歴史

2.線形代数の予備知識

3.線形計画法①

4.線形計画法②

5.線形計画法③

6.解析学の予備知識

フ.局所的最適化法①

8.局所的最適化法②

9.局所的最適化法(3)

10.大域的最適化法①

Ⅱ.大域的最適化法②

12.大域的最適化法(3)

玲.生物社会の動力学①

H.生物社会の動力学②

15.生物社会の動力学③

16.定期試験

3年

授業科目

オペレーションズリサーチ2 2

担当教員(所属等)

ーき.ι一

剛 近山英輔(情報システム)

<成績評価方法>

定期試'験:100%

<教科書・参考文献>

特になし

<受講に当たっての留意事項>

数理的方法の修得を望む者を対象としている。基礎選択科目「線形数学」、専門選択科目「システム

数学」又は専門選択科目「モデリング数学」を履修していることが望ましい。

<学習到達目標>

線形代数、多変数関数の微分積分学等の高度な数学的概念の理解と計算力(定期試験40%)0
線形計画法の理解(定期試験20%)。

局所的最適化法の理解(定期試験20%)。

大域的最適化法の理解(定期試験20%)。
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

学外実習は、大学と企業等とが事前に協議し、大学から派遣された学生が、ある一定期間、企業等
において、就業体験を行うものである。この科目では、学生が大学で学んでいることがらが、実社会
でどのように役立つのかを、企業等に入って体験し、そこで得た知見や経験をもとに、専攻分野での
知識向上、学習意欲の向上を図ることを目的としている。併せて、学生が就職を含め、将来の進路を
考える上で貴重な経験と情報を得ることを期待している。

門

門

<各回毎の授業内容>

1 実習時期・其肝占:原則として3年次の夏季休暇期間、原則2週間(実質10日間成績評価方法参1引
2 実習先:受け入れ企業りストで紹介する企業・団体等から選定する。

学生自身力斗朶したものでも良いが、その場合は担当教員に履修前に申し出ること。
3 実習内容と形態:具体的な内容と形態については、担当教員と協議に基づいて実習先が作成す

るプログラムに従う。(会社毎の実習内容については、実習経'験者の報告書を参照)
4 実習地域:楽斤潟地域が主体で、首都圏も一部ありうる。
5 実習期間・時間:実習先の勤務形態に従う。
6 スケジュール

4月ガイダンスおよび「学外実習」履修届け
5月学外実習受入れ企業の提示、実習希望先の提出(第一・第二希望)
6月実習先毎の派遣学生の選考・確定、日程の確定、学生紹介票の提出
7月実習前ガイダンス、および実習先担当教員による事前指導
8~9月実習参加
9月実習報告書の提出(担当教員の指示に従うこと)
10月成績評価(成績は後期)

3年

授業科目

学外実習 2

担当教員(所属等)

^

則

<成績評価方法>

実習報告書と実習先指導者に依頼する実習評価とを総合して、実習先の指導担当教員が評価する。
実習期間が受け入れ先の都合により、10日間に満たない場合は、担当教員による別途の事前・事後
指導や別途レポートの作成・提出を行う。

情報システム学科教員

<教科書・参老文献>
過去の実習報告書(学務課教務係の棚に保管)。
各企業・団体のホームページを参照すること。

<受講に当たっての留意事項>

学外実習による就業体験は、アルバイトではないので、実習先が提供する研修・就業に参加すると
いう目的意識をしっかりともって臨むこと。
実習先における態度、成果は本人はもとより、本学に対する評価につながる場合がある。そのた
め、学業成績、日常の規律遵守に著しく問題のある学生に対しては実習を許可されない。参加する
学生は、本学から派遣されていることを自覚して就業に臨むこと。
各企業の希望者が実習先の受入れ人数を越えた時は、担当教員が選考する(実習できない場合があ
る)

<学習到達目標>

実習先企業等の業務を理解し、その一部を体'験すること。
今後の学習やスキルアップへの動機付け・方向付けができる。
職業意識を形成・明確化し、職業に対する遭性やキャリア開発について考えることができる。
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

This course is designed to expose students to a variety of real・world business and workplace

S辻Uations in an interesting a11d enjoyable way

古門

<学習到達目標>

Students W辺 learn business English that they C独 Use both in Japarl and abroad that W山 help them

in thelr future careers

古門,ナ門

<各回毎の授業内容>

1. orientation

2. presentations: self・1ntroductions

3. Business cards

4. working Hours

5. DVD 0伍Ce culture in England

6.0缶Ce Role play & TOElc practice

フ. what K血d of company?

8. Mid・term Test

9.1nternet: company searches

10. corporate culture

11. DVD:0伍Ce culture 血 America

12.0缶.ce Role play & TOElc practice

13. ce11 Phones

14. Advertislng

15.0伍Ce Role play & TOElc practice

16.定期試'験

3年

授業科目

ビジネス英語入門1

162 側盾

2

担当教員(所属等)

ーき"

則 グレゴリ

<成績評価方法>

Attendance & class participation:50%, Tests:50%.

デイック

<教科書・参老文献>

The teacher W辺 Provide teaching materials every week. There wiⅡ be no textbooks

<受講に当たっての留意事項>

Students W辺 be expected to attend dass regularly a11d partidpate fUⅡy.

学
年

単
位
数 、



一
、

滕 才



基
礎
科
目



1年基礎科目(後期) 幽

経済学(ミクロ)

社会学

歴史学

地球環境論

科学と技術

コミュニケーション技術

線形数学

CEP2

英i吾2

体力診断と運動処方2



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>
この授業では,ミクロとマクロに二分される近代経済学の中で,ミクロ経済学について最も基礎的な

考え方を講義する.ミクロ経済学の入門を学ぶことを通じて,現実の経済問題を正しく捉え,考えるた
めの最も基礎的な視点を養うことを目的とする

クロホ茎済学を学ぶに当たって,最も基本的な経済用語や考え方,経済学で用いられる簡単な数学をミ

説明し,個々の経済主体の行動原理にっいて説明を行う.特に消費者理論では,消費者の予算制約下の
効用最大化行動につぃて,生産者理論では,生産者の生産技術の制約下での利潤最大化行動について学
ぶ.また需要と供給の一致する市場均衡と市場均衡の資源配分の効率性について説明する.講義は,

クロ経済学をこれまで学んだことのない初学者向けに行われるミ

<各回毎の授業内容>
クロホ蚤済学について,ミクロ経済学の位置付けミ1.

クロ経済学と数学2. ミ

需要と供給3.

価格弾力性4.

完全競争市場と市場均衡5.

効用と無差別曲線6.

限界代替率7.

予算制約と効用最大化8.

所得効果と代替効果9.

生産関数10.

生産量と費用H.

12.いろいろな費用の性質
13.利潤最大化
H.余剰分析の方法
15.市場均衡と余剰・まとめ
]6.定期試'験
但し講義の構成・内容は,進み具合と受講者の理解度に応じて変更することがある
指定した教科書の章立てに従った講義を予定している

<成績評価方法>
成績評価は,期末試.験により行う

<教科書・参考文献>
教科書才.戸伸輔・寳多康弘・濱田弘潤『ミクロ経済学をつかむ』(2006年)有斐閣
参考文献:西村和雄『現代経済学入門ミクロ経済学第2版』(2001年)岩波書店

西村和雄『ミクロ経済学入門第2版』(1995年)岩波書店
武隈愼一『ミクロ経済学増補版』(1999年)新世社

<受講に当たっての留意事項>
受講者に必要な要件は,講義を通じて真剣に学ぶ積極的な学習意欲である
また講義内容の復習を行うこと.それ以外は特に受講に必要な要件はない
講義を中心に進めるので,テキストの予習・復習を行うこと

<学習到達目標>
1.講義内容とテキストの内容を完全に理解する.ミクロ経済学の考え方や図について,経済学のも

のの捉え方や経済問題,経済的な意味についてきちんと理解する.具体的には,消費者理論,生産
者理論,市場均衡で用いられるミクロ経済学の基礎概念と考え方を理解する

2.ミクロホ呈済学の問題を解くために最低限必要な基礎知識を修得し,ミクロホ茎済学の実際の演習問
題の解き方を学ぶことの助けとする

基礎

基礎

後 濱田弘潤1年

授業科目

経済学(ミクロ)

168 側慣

2

担当教員(所属等)
学
期

単
位
数

学
年



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

本講義は、最初に社会学の基本的視点を理解するため、社会理論並びに社会学的方法について概説

する。次に、社会科学の分野で着目されてきた福祉国家・福祉レジームについて述ベつつ、わが国の

社会的特徴を、人口、家族、ライフコース等に焦点を当て説明する。最後に、社会問題、とりわけ家

族にかかわる問題について社会学的アプローチを行い整理する。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

はじめに

1 社会学の課題、社会学の歴史

2 社会学の課題、社会学の歴史

3 社会学的方法・社会調査

4 社会学的方法・社会調査

5 社会学と社会福祉

6 社会学と社会福祉

7 人口の構造と変化

8 家族とその変容

9 家族とその変容

10 家族とその変容

H ライフコースとライフスタイル

松児童虐待の現状と課題

13 ドメスティックバイオレンスの現状と課題

H 高齢者虐待の現状と課題

15 護を必要とする高齢者の現状と課題

16 まとめ(定期試"剣

1年

授業科目

社会学 2

担当教員(所属等)

後 阿部春江

<成績評価方法>

定期試験50%、出席率25%、授業態度25%で総合評価する。

<教科書・参考文献>

教科書テキストは使用しない。講義時に資料を配布する。

参考文献畔斤社会福祉士養成講座社会理論と社会システム社会学』中央法規 2010,『社会学一社

会理論と社会システム』へるす出版 2009,『社会福祉学習双書社会学』全国社会福祉協議会 2010,

畔斤・社会福祉士養成ブック社会学』ミネルヴァ書房 2007,宇都宮京子編『よく分かる社会学』ミネ

ルヴァ書房 2008,伴斤・社会福祉士養成講座社会調査の基礎』中央法規 2010,

<受講に当たっての留意事項>

上記の内容はこのシラバス作成時点のものであり変更の可能性もある。第1回目に、講義内容

績評価方法等詳細について説明する。

<学習到達目標>

講義を通して、現代社会、とりわけ家族の諸問題を社会学的視点から見つめなおし考察する力を身

につけることを目指す。
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>
この講義では、西洋史とくにフランス近現代史を取り上げる。18世紀末におこったフランス大革命

は世界史上で人類を近代ヘと導く重要な転換点を画する事件であった。革命による国民国家と近代市
民社会の形成をたどり、フランス革命が世界に与えた影響を見る。次に19世紀後半以降はフランス
植民地拡張という帝国主義の時代に入るが、二っの世界大戦を経てフランスは戦後、植民地の民族運
動に対時せねばならなかった。イギリスとフランスの二大植民地帝国は1950~釦年代に崩壊過程を
たどり、旧植民地の新興独立諸国は第三世界を形成することになる。しかし、政治的独立を達成した
新興国も経済的には多くの困難を抱え、今日の開発途上国と先進国の関係は半世紀たった今も南北問
題として現れてぃる。植民地の残津ともいえる諸問題が、旧宗主国の先進国と旧植民地の開発途上国
の双方において見られるのである。ここではとくにランスとマグリブ(北西アフり力のアルジェリ
ア・チュニジア・モロッコの三国)との関係を先進国一開発途上国関係のーつの事例として取り上げ
ることにしたい。

基礎

基礎

1年

授業科目

歴史学

<各回毎の授業内容>
1.絶対王政の成立と破綻
2.フランス革命とナポレオン帝国
3 ウ

4.名望家支配の時代
5.第二帝政の時代
6.第三共和政と帝国主義の時代
7 0

8 0

9.二つの世界大戦
10.戦後復興と植民地戦争
Ⅱ ウ

12 ウ

13.1974年以後のフランス
14 0

15 ウ

位
数

2

担当教員(所属等)

後

<学習到逹目標>
国民国家とは何か、という視点から歴史を見る目を養い、グローバル化の進む現代世界における人

間のあり方、個人の生き方について考える姿勢を獲得してもらいたい。

小山田紀子(情報文化)

170 則慣

<成績評価方法>
授業ヘの出席と定期試験

1)フランス革命
2)ナポレオン帝国

繁栄の30年
ンドシナ戦争からアルジェリア戦争ヘ

ドゴールと第五共和政
ジスカールデスタンと移民問題

ミッテランの政策ウ
シラクからサルコジヘ

<受講に当たっての留意事項>
人間や社会に関心を抱き、想像力をもって歴史の本を読むこと。

<教科書・参考文献>
テキスト佐々木真『図説フランスの歴史』河出書房新社、1890円

参考書谷川稔・渡辺和行編著『近代フランスの歴史一国民国家形成の彼方にー』
ミネルヴァ書房、2006年

バンジャマン・ストラ著、小山田紀子・渡辺司訳『アルジェリアの歴史』

明石書店、20Ⅱ年10月
その他、授業の中で適宜指示する。

1)第三共和政の形成
2)フランス帝国主義
3)イギリス帝国主義

学
期

学
年

D
幻
幻
D
幻
釣



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択
<授業目的>

「地球環境問題」とは,人間の社会経済活動に伴って人間圏から放出された物質が地球システムの物

質循環・エネルギー循環に影響を与える(与えた)結果として生じるような地球規模の諸現象で,
れが結果的に人間生存に影響を与えるようなものをいう.具体的には地球温暖化,オゾン層の破壊,酸
性雨,砂漠化,野生生物種の減少,森林(熱帯林)破壊,水質汚染,士壌汚染などといった問題群である
が,この講義では地球温暖化,オゾン層の破壊,生物多様性そして福島第一原発事故による放射性物質
汚染について概説する

<各回毎の授業内容>
1.「地球環境問題とは何か
2.地球環境問題ヘの国際的取り組みとその歴史

3.地球温暖化を検証する(温室効果ガスの大気中濃度,気温の推移海面上昇,山岳氷河,両極域の
海氷面積,永久凍士)

4.温室効果のメカニズム
5.1PCCによる将来予測と影響予測(第四次評価報告書に基づいて)

6.地球温暖化に対する国際社会と日本の取り組み(気候変動枠組条約,京都議定書,締約国会議)
フ.地球温暖化反人為説について
8.放射性物質による環境汚染①核燃サイクル概説
9.放射陛物質による環境汚染②福島第一原発事故とその後
10.オゾン層の破壊①地球大気とオゾン層,オゾン層の保護に関する国際条約について
H.オゾン層の破壊②北極と南極のオゾンホール,形成とメカニズム
12.生物多様陛とは何か①
13.生物多様性とは何か②熱帯林の破壊
N.生物多様性とは何か③野生動物の保護をめぐって
15.資源と地球環境問題

<成績評価方法>

試験(定期試験80%と小テスト20%)

<教科書・参考文献>

IPCC(L.Ber船te血ほか)『気候変動2007:続合報告書政策決定者向け要約』文科省・気象庁・環境

省'経産省,2009. http://WWW.env.go.jp/earth/ipcc/4th/syr_spmpdf
環境省平成22年度オゾン層等の監視結果に関する年次報告書

http://WWW.envgo.jp/earth/report/h23-05/1-1_chapterlpdf
*上記2点の資料を明記したアドレスからダウンロードし,必ずカラーでプリントアウトしておく

こと

基礎

基礎

1年

授業科目

地球環境論 2

担当教員(所属等)

後 澤口晋一(情報文化)

<受講に当たっての留意事項>
私語・飲食(持ち込み)厳禁.携帯電話の電源は必ず切る(毎時間携帯の電源を切ってもらうこと

から始めます)

<学習到達目標>

地球温暖化問題とは何かを多角的に認識するとともに,国際社会の取り組みに対して,市民としての
自己の位置づけを明確化すること.なお,授業内容それぞれの項目にかかる比重はおよそ以下のよう
に設定しています.1~ 2:10%,3 ~フ:40%,8 ~ 9:20%,10~11:10%,12~14:20%ただし,"
生の反応等によって扱う内容や比重に若干の違いが生じることがあります

(関連する学習・教育到達目キ鳶A)
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>
ここでは、科学と技術について概説し、情報化社会をささえる通信の歴史および原理を勉強する。

通信の科学技術は、19世紀初頭から、さまざまな人々の研究、あるいは競争の上に成り立っている。
当時の歴史背景をふまえ、研究者・技術者が、それぞれのどのような着眼点で研究開発をすすめて
いったか、そしてどのようなものが残ったかを学ぶ。あわせて、これらエレクトロニクス技林孔こ重要
な原理やシステムについて、基礎的な知識を修得する。さらに、最新の光通信を材料の観点をふくめ
て勉強する。これらの研究開発をふまえ独創性や特許について勉強する。これらの、比較的理解し
やすぃ科学技術を学ぶ中から、情報化社会が広範囲な科学技術で成り立っていることを理解する。

<各回毎の授業内容>
1 はじめに講義の概要

2 科学と技術科学と技術の違い細菌学と疫学
3 通信の歴史(電気以前)腕木通信他
4 通信の歴史(電気と電池)ガルバーニボルタ発電機
5 通信の歴史(電信)クックウエバー
6 通信の歴史(電信)モールス
7 通信の歴史(電話)ライスベルエジソン

8 通信の歴史(無線)マクスエルロッジマルコーニ
9 通信の歴史(無線)大西洋横断通信電雜層電波の使われ方
10 通信の歴史(放送)電球真空管アンテナ撮像管液晶プラズマディスプレイ
H 計算機の始まり機械式計算機 EMAC
12 通信材料の開発(結晶とガラス)ダイヤモンド水晶振動子 CDRW
13 通信材料の開発俳吉晶成長と光ファイバー)人工結晶 MBE法 MOVPE法光ファイバー
14 通信材料の開発(半導体レーザ)発光の原理 LED レーザ
15 独創性と特許青色発光ダイオード
16 定期試験

<成績評価方法>
成績は期末試験の結果で評価する。
試.験は講義に沿った問題を出題する。

<教科書・参考文献>
毎回プリントを配布する。

<受講に当たっての留意事項>

欠席した者は自己責任で資料をそろえること
各回の授業内容は厳密に一限毎の内容を示すものではなく、各講義の主な内容であり、理解度に
応じ進度は多少変化する。
毎回講義の終了時に、講義内容に関するコメント(感想、意見、質問、理解度チェック)を提出
してもらう。

基礎

基礎

1年

授業科目

科学と技術

位
数

2

担当教員(所属等)

後 近藤進(情報システム)

<学習到達目標>
電子通信技術の歴史・原理を学ぶことによって、エレクトロニクスの基礎(35%)、科学技術の研
究開発についての知識(65%)を習得する。また、これらを学ぶ中から、地理・歴史・物理・化

地学・医学等の広範囲な知識を習得し、現代社会が多くの科学技術により成り立っていること、、

を理解する。

(関連する学習・教育目標A)

側慣172

学
期

学
年



入学年度

区分

22年度以降

幻年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

現代社会は情幸長化社会といわれる。しかし、情報をやりとりし、使いこなすべき人問は洪水のよう

な情報におぼれ、次第に個の中ヘ閉じこもる傾向もみえる。本来、人間社会を円滑にするための道具

に過ぎない情報技術が、いつの間にか目的化・肥大化し、その陰で太古から人間力斗寺っていた優れた

コミュニケーションカにかげりが見えている。インターネットを基盤とするさまざまな情幸長ツールが

爆発的に普及するなか、何でもできるという過信が逆にすべてに無知という悲惨な状態を招いていな

いか。マスゴミという蔑称が当たり前のように口にされるが、実は多くの人はあまりに偏った情報に

踊らされコミュニケーション喪失状態に陥っているのではないか。実社会のコミュニケーションを立

体的・多面的に老察する。

<各回毎の授業内容>

1、ジャーナリズムとコミュニケーション

2、既存メディアはなぜ攻撃されるか

3、言論の自由はどう死ぬか

4、戦争とメディア

5、テレポリティクスと新聞

6、広告、 CMを考える

フ、情報のプロとは何者か

8、テレビ、ラジオはどうなのか

9、愛国心とプロパガンダ

10、市民とジャーナリズム

Ⅱ、人権と新聞

12、オルターナティプ・メディアの現状と課題

13、報道写真

14、通信社とはなにか

15、匿名社会とメディア

16、まとめ

<成績評価方法>

出席を重視する。評価配分は期末30%、小課題と出席ポイントで70%。

<教科書・参考文献>

特にないが、授業の中で随時紹介する。日常的に新聞やテレビ・ニュースに接すると理解が深ま

基礎

基礎

1年

授業科目

コミュニケーション技術 2

担当教員(所属等)

後 本間正一郎

る 0

<受講に当たっての留意事項>

本授業は「試験のための丸暗記」を求めない。大学生らしく自律的に思索を広め、深めることを期待

し、そのためのヒントを豊富に提示する。授業中の教室出入りゃ私語、携帯電話等は周囲の学習者の

迷惑となるので慎むこと。

<学習到達目標>

あらゆる情報を鵜呑みにせず、自分自身を見失わずに社会生活を送るためのコミュニケーション理

解力を身につける。

則慣 173

学
期

単
位
数

学
年



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

本講義では、線形代数の基礎にっいて一通り解説する。線形代数は数学における他の分野(代数
学、幾何学、解析学)の基礎となるば力由でなく、物理学、化学、工学、経済学等の諸科学に対し
て、その数学的基盤を与えるものである。更に、情報科学の観点からも重要性が認識されている。た

くさんの定義が現れるので、ーつーつ順を追って解説する。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

1.線形代数の入門(基本的な代数の概念、講義の位置付け)

2.行列の定義(相等、和、差、スカラー倍、ネ劃

3.演算の法則(交換、結合、分配)

4.正方行列(単位行列、対角行列、対称行列、交代行列)

5.正則行列と行列のブロック分割(逆行列、転置行列)

6.連立一次方程式と行基本操作

フ.行列の階数と掃き出し計算法

8.逆行列の決定と正則条件

9.行列式の定義(置換、順列、サラスの方法)

10.行列式の性質(転置、線形、交代、加t却

Ⅱ.余因数展開と行列式の計算

12.逆行列と連立方程式ヘの応用(クラメールの公式)

13.線形変換

14.固有値問題

15.固有値の応用

16.定期試'験

1年

授業科目

線形数学

側慣

2

担当教員(所属等)

1妾 石井忠夫(情報システム)

<成績評価方法>

毎回の小問が10点、レポート2回の合計が30点、および定期試験が釦点の合計点で評価する。

<教科書・参考文献>

寺田文行、木村宣昭共著:線形代数の基礎(サイエンス社、1997年) 1,480円

寺田文行、木村宣昭共著:演習と応用線形代数(サイエンス社、2000年) 1,700円

<受講に当たっての留意事項>

①履修に当たっては、上の二番目に挙げた演習書も参考にすると良い。

②学習の便宜を図るために、毎回の小問題を課す。

③教科書に沿って授業を進めるので、早めに教科書を購入しておくのが望ましい。

④基礎自由科目陛女学基礎」の内容を修得していることが望ましい。

<学習到達目標>

行列および行列式の基礎概念を理解(60%)

(40%)を習得する。

し、また、連立 1次方程式の求解ヘの応用能力

174

学
期

学
年

単
位
数



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

4乙、イ1多

<授業目的>

CEPは英語を楽しく集中的に学習するプログラムです。 CEPで積極的に取り組んだ学生は、その

ほとんどが学年末には白信を持って英語を話すことができるようになっています。 CEPでは、国際

英語を教えます。英語を白分のことばにして、日本人としてのみなさんの視点から話しましょう。

CEPでは、みなさんが英語を話したくなるような、楽しいクラスを目指します。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

CEPプレイスメント・テストの結果によって、レベル別クラスが編成されます。 Aクラスが最も難

しく、Fクラスが基礎レベルです。しかし、このレベルの違いはみなさんの成績に影響しません。例

えば、Fクラスだからという理由で悪い成績をとったり、Aクラスだからといって他のクラスの人より

自動的に良い成績を修めるということはありません。レベル別にするのは、学習内容が簡単過ぎたり

難し過ぎたりすることを避けるためです。適切なレベルから始めることで、学習効果が上がります。

CEPで英語の力がつけば更に高度なクラスヘ、また、あまり上達しないようなら基礎的なクラスに

移動することも可能です。 CEPでは毎回の出席と授業ヘの積極的な取組みが要求されます。遅刻は

しないこと。欠席時数(届出があり、やむをえないと認められた欠席を除く)が30%を超えると不

合格となります。 CEPでは、授業活動ヘの参加に関してポイント・システムを採用しています。英

語で質問をしたり、英語の授業活動を積極的に行ったり、教員の質問に英語で答えたりした学生は、

そのつどコインがもらえます。白いコインは 1ポイント、青いコインは2ポイント、赤いコインは3

ポイントです。 1回の授業につき最高ひとり5ポイントまで集めることができます。コインは授業終

了時に教卓の箱に返却します。そのとき、自分の名前とポイントの数を教員に伝えてください。 CEP

には、スピーキング・りスニングの授業とりーディングの授業があります。りスニングとスピーキン

グのテストは3週間に 1回あります。

1年

授業科目

CEP2 3

担当教員(所属等)

後

G.Hadley,

MRuddick,

P.Dick血Son

<成績評価方法>

みなさんの成績は、テスト、宿題、授業活動ヘの積極的な取組みなどから総合的に判定されます。

<教科書・参考文献>

Interchange FUⅡ Contact la,2a,3a (Jack Richards, cambridge university press.)

<受講に当たっての留意事項>

以下は基本的なルールです。必ず守ってください。授業中は英語で話すこと。教員に質問されたと

きにその意味や答えがわからなければ、まず教員の方を向いて、教員に直接そう伝えること。(すぐ

に友達に聞いたりしない。)ほとんどの問題は教師と良い関係を築いていく中で解決できるものです。

授業中や空き時間に遠慮なく話してください。

側慣 175

学
期

単
位
数

学
年



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

必修
<授業目的>

This course is designed to help students improve their En創ish・1a11guage communicative skiⅡS, with
an emphasis on practical contemporary English as it is used 血 the real world

基礎

<各回毎の授業内容>

I clasS 血troduction ・ summer Holidays

2 Sports. simple present. Talents a11d abilities
3 Simple present "prh・' questions.
4 Months. ordinalnumbers. The future

5 Body parts. Have 十 noun.1mperatives. H alth
6 Liste血ng training via representative media
7 P}aces and th血gs. PI'epositions of place
8 Mid・Term Test 血duding review
9 Common chores. Leisure activities

10 simple past statements
11 The past of the verb 'to be'. contractions.
12 Years. schoolsubjects. Time Ⅱnes
13 Going out with friends. object pronouns
14 Pre丘Xes and sU缶Xes

15 Spring break. planning
16 FINAL TEST.

基礎

1年

授業科目

英語2A 信舌す英語2)

PI・P2

176 則11S

]

担当教員(所属等)

<成績評価方法>

Students wiⅡ be graded on the basis of their performal)ce on a mid・term (50%) and a 6nal test of
knowledge (50%)

後 ステファン

<教科書・参老文献>

Relevant ha11douts (correctly known as photocopies, not "prints") W'辺 be supplied by the 血Structor,
Sourced from texts, print media and ori部nal material.

<受講に当たっての留意事項>

Students must not sleeP 血 dassstudents must be attentive. students must turn 0丘 CeⅡ・phones.

ドユルカ

(関連する学習・教育到達目標:B)

<学習到達目標>

1) The students wiⅡ be able to communicate with people from around the world in plain English,

With an emphasis on practical contemporary English as it is used 血 the real world
2 ) The students W辺 be able to pronounce words correctly and read basic English passages with

a certain degree of 且Uency.
3 ) The students w'辺 gain pr0五dency 血 Writing simple daily schedules,1ists oftelephone numbers

and addresses a11d the location of objects
4 ) The students W辺 learn to use possessive adjectives, prepositions of place, articles a11d adverbs

Offrequency in a 且Uid 即d natural manner
5 ) The students wiⅡ learn a modicum of geographical and topographical nameS 血 their English

forlns

学
年

単
位
数

学
期



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

4乙イ惨

<授業目的>

英語コミュニケーション能力の向上を目指します。英語の聞く力と話す力をつけながら、英語を

国際言葉として活用できるような楽しい授業を目指します。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

1. Review of 五rst semester 飢d other material

2. Food

3. Food

4.1n the neighborhood

5.1n the neighborhood

6. Test and other material

フ. what are you doing?

8. XNhat are you doing?

9. past experiences

10. past experiences

11. Test arld other material

12. Getting away

13. Getting away

14. Time to celebrate

15. Time to celebrate

16.試験

1年

授業科目

英語2A 信舌す英語2)

Q I ・ Q 2

担当教員(所属等)

後 イザベラガラオン青木

<成績評価方法>

成績評価内訳:平常点

<教科書・参考文献>

Four corners l, Jack c. Richards, David Bohlke (cambridge university press)

参考文献:テキスト内容に関係する資料を適時配布する。欠席したものは、自己責任で資料をそろえ

ること。

<受講に当たっての留意事項>

出席しても、授業中に寝たり、私語したり、授業に積極的に参加しない学生の評価は非常に低くな

ります。

(50%)、テスト(10%×2)定期試験(30%)

<学習到達目標>

今まで習った英語を復習しながら、実際にしゃべる言葉として使える自信をつける事。

(関連する学習・教育到達目キ票B)

N慣 17フ

学
期

単
位
数

学
年



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

4Z、イ惨

<授業目的>

This course is designed to help students improve their English・1anguage conversation and
Communication skiⅡS. The lessons wiⅡ focus on practical, real・world applications of larlguage use.

基礎

(関連する学習・教育到達目標お)

基礎

<各回毎の授業内容>

1. class lntroduction/

2. what is she wearing?

3. what is she wearing?

4.1S there a desk?

5.1S there a desk?

6. Test and other material

フ. The ba11k is on the corner

8. The bal〕k is on the corner.

9. Do we have any milk?

10. Do we have any milk?

11. Test al)d other material

12. where were you aⅡ day?

13. W'here were you aⅡ day?

14. what did you do?

15. what did you do?

16. F血alExam

1年

授業科目

英語2

R1

A 信舌す英語2)

R2

178 則慣

担当教員(所属等)

後

<成績評価方法>

Attend飢Ce (20%)

Homework (20%)

In・class tests (20%)

F血al Test (40%)

ランス レイサム

<教科書・参考文献>

First choice, Ken wilson & Thomas Healy (oxford)(1SBN:978-0-19-430561-フ)

<受講に当たっての留意事項>

I have high expectations for student behavior. students must be attentive to the lesson, awake, al)d

respectful.

<学習到達目標>

The students W迅 be able to communicate in English with people from around the world

The students W辺 be able to use appropriate pronunciation

The students W通 be able to read short passages arld dialogues with some degree of 且Uency.

学
年

単
位
数

学
期



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

必イ惨

<授業目的>

この授業では、前期IBで学習したことを継続し、マルチメディアを活用し総合的な英語コミュニ

ケーシヨン能力の伸長を目指します。前期IBと 1セットとして考えてください。

CALLシステムを用いた言語活動をおこないながら、国際語としての英語を使った円滑なコミュニ

ケーシヨンをおこなうことを目指します。また、eラーニングコンテンツ等を利用し、自律した学習

者ヘとさらに近づくことを目指します。

基礎

179

基礎

<各回毎の授業内容>

1.1ntroduction,講義"死要, elearning について
2. unit 8. Daily activities (D

3. unit 8. Daily actiV辻ies (2)

4. unit 9. Making plans (1)

5. unit 9. Making plans (2)

6. unit lo.1ngredients for a recipe (1)

フ. unit lo.1ngredients for a recipe (2)
8. unit 11. Discussing a trゆ(1)

9. unit 11. Discussing a trip (2)
10. unit 12. Ailment (1)

Ⅱ. unit 12. Ailment (2)

12. un辻 13. Favors, abilities and skiⅡS (1)

13. unit 13. Favors, abilities and sk辺S (2)

14. unit }4. FU加re plans (1)

15. unit 14. Future plans (2)

16.試験

1年

授業科目

英語2B

PI・P

(CAL L英語2)

2

担当教員(所属等)

後 茅野潤一郎

<成績評価方法>

試.験50%+課題および授業中の言i吾活動ヘの取り組み50%

<教科書・参考文献>

'saslow, J.& A. Ascher.2008. rop lvotch ry Fundamentals. pearson Longman

<受講に当たっての留意事項>

・5回およびそれ以上欠席した場合は不合格とする。

出席確認後の入室は特段の事情がない限り出席とは認めない。

毎回の活動等ヘの取り組みが重要である。

・ipodなどのデジタルオーディオプレーヤーを持参し常時携帯することを勧めます。

(関連する学習・教育到達目キ票B)

<学習到達目標>

スピーキング活動を通して、英語のプロソディに慣れ、日本語に影響されないりズムで話すことが
できる。

・比較的平易な英語の概要を聞いて理解することが出来る。

側11S

学
期

単
位
数

学
年



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

必イ惨

<授業目的>

英語IBに引き続きCALLシステムを活用したListening、speak血g練習や講義支援システムによる

語粂・文法練習を通して国際標準語である英語運用力のさらなる向上をはかる。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

1.講義概要

2. unit Ⅱ Restaura11t

3. un辻 12 Arts & Entertainment

4. unit 13 Sports & Events

5. unit 14 Having a party

6. unit15 Hea1血

フ. Review

8. consolidation

9. unit 16 Christmas

10. unit17 Cle即UP

11. unit 18 0ur Traditions & customs

12. un辻 19 Examinations

13. unit 20 Housing

14. Revlew

15. consolidation

16.定期試.験

1年

授業科目

英語2 B (CALL英語2)

QI・Q2

180 則慣

担当教員(所属等)

後 金沢泰子

<成績評価方法>

毎授業時の練習問題と復習小テスト40%音声活動20%、定期試験40%

<教科書・参考文献>

K. Yoshida et 址: practical S辻Uations for the TOEIC Test (SEIBIDO)

<受講に当たっての留意事項>

5回以上欠席すると受講資格を失う。授業開始後10分以降の入室は認めない。

欠席回数については各自で記録し、超過しないように気をつけること。

<学習到達目標>

Listen血g・会話練習を通して語章表現をみにっけ発信型の英語基礎力を養成する。

(関連する学習・教育到達目標鳴)

学
年

単
位
数

学
期



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

4Z、イ1多

<授業目的>

英語IBに引き続きCALLシステムを活用したList印ing、speaking練習や講義支援システムによる

語粂・文法練習を通して国際標準語である英語運用力のさらなる向上をはかる。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

1.講義概要

2. unit 13. sickness arld lnjury

3. unit 14. Tra11Sportation

4. unit 15. presentation

5. unit 16. Trouble

6. unit 17. smaⅡ Talk

フ. unit ]8. Min・Test

8. Review

9. unit 19. At a Restaurant

10. unit 20.Making a complai址

11. unit 21. shopping

12. unit 22. sightseeing

13. unit 23. Returning Home

14. Review

15. consolidation

16.定期試験

1年

授業科目

英語2 B (CALL英語2)

RI・R2

、1

位
数

担当教員(所属等)

後

<成績評価方法>

毎授業時の練習問題と復習小テスト卯%音声活動20%、定期試験40%

金沢泰子

<教科書・参考文献>

H.Nishikage et al: A strate ic A

<受講に当たっての留意事項>

5回欠席すると受講資格を失う。授業開始後10分以降の入室は認めない。

欠席回数については各自で記録し、超過しないように気をつけること。

<学習到達目標>

Listening・会話練習を通して語章表現をみにつけ発信型の英語基礎力を養成する。

(関連する学習・教育到達目1票B)

roach to the TOEIC Test Listenin

側盾

(SEIBIDO)
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入学年度

区分

22年度以降

飢年度以前

授業科目

区分

必修

<授業目的>

テキストはアメリカ人が日本とアメリカの社会の違いにっいて論じたエッセイです。両国の違いに
驚かされる話題が満載です。エッセイを読むと同時に文法にっいても学ベるテキストです。平易な英
文を読み、英語の読解力の向上を目指す。テキストには読解用の英文と読解の助けとなる練習問題が
含まれている。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

第 1週:Lesson l cherry Blossoms

第 2 週:Lesson 2 Capital cities

第3週:Lesson 3 Movies

第4週:Lesson 4 Transportation

第5週:Lesson 5 Advertisements

第6週:Lesson 6 Education

第7週:中問試験

第8週:Lesson 7 Loal) words

第9週:Lesson 8 Work

第10週:Lesson 9 MemorialDay

第H週:Lesson lo weddin部

第12週:Lesson 11 Marriage

第13週:Lesson 12 Gifts

第14週:Lesson 13 0ne・child FamiⅡes

第15週:Lesson 14 Divorce

第16週:定期試験

1年

授業科目

英言吾2

P I ・

C 俳念合英語2)

P2

担当教員(所属等)

後 高橋正平(情報システム)

<成績評価方法>

中間試験(40%)、定期試験(40%)、出席

<教科書・参考文献>

Baska四y America, BasicaπyjaP即(南雲堂)Charles L. clark他編注

<受講に当たっての留意事項>

授業は演習形式で行うので、受講者は予習が必要である。座席は指定とし、授業中の私語は厳禁で
ある。場合によっては教室からの退去を命じることもあるので注意されたい。欠席が5回を越えると
試験資格を失う。遅刻3回は1回の欠席とする。テキストは第2週までに必ず購入のこと。例年テキ
ストを購入しない学生がいるが、購入しない場合は受講を取り消すことがあるので注意すること0

<学習到達目標>

平易な英文を読み、基礎的な英語の読解力の向上を目指し、マニュアル等の英文文書を読み、理解
できるとともに、英語でネイティブの人と簡単な意見交換ができる能力を身につける。

授業態度(20%)によって評価する。

(関連する学習・孝文育到達獣票B)

182 側慣
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

必イ惨

<授業目的>

この授業では、前期に引き続き、現代社会で話題となっていることがらや学術的な問題などに関す

る英文を読みながら、基本的な英語力の向上、とくに読解力を伸ばすことをめざす。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

毎授業開始時に「例文テスト」を行う。

第1週:イントロダクション

第2週:chapter 13 JeⅡy丘Sh

第 3 週:chapter 14 Glass Artist

第 4 週:chapter 15 Brazili釦 Soccer

第5 週:chapter ]6 The oedゆUs and Electra complexes

第 6 週:chapter 17 Yahoo!

第7週:ch叩ter 18 Light p0ⅡUtion

第8週:これまでの復習と小テスト

第 9 週:chapter 19 The variety of EngⅡSh

第10週:chapter 20 virtual Reality Therapy

第H週:chapter 21 Guy Fawkes Day

第12週:chapter 221n 2030

第13週:chapter 23 Astronauts in space

第14週:chapter 24 Crash Test Dummies

第15週Science Text

第16週:定期試験

1年

授業科目

英語2C (総合英語2)

QI・Q2

、、

位
数

183

担当教員(所属等)

後 土橋善仁

<成績評価方法>

毎回の例文テスト(30%)、小テスト

その他、授業態度等も考慮に入れる。

<教科書・参老文献>

Makotoshishid0他:P始CtkalRead血gΞXpert『リーディングエキスパート基礎強化編』(成美堂)

<受講に当たっての留意事項>

必ず予習をしてくること。私語厳禁。授業開始時に毎回「例文テスト」を行うが、遅れて来た場合は

受験を認めない。出欠は「例文テスト」で確認する。 5回以上の欠席で不合格とする。毎回、英和辞典

を持参すること(電子辞書可)。

<学習到達目標>

基本的な英語力を向上させ、ある程度の長さの平易な英文を読めるようになること。

(25%)、定期試験(45%)。

(関連する学習・教育到達目標:B)

側慣

学
年

学
期



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

必イ惨

<授業目的>

国際的に通用するコミュニケーション基礎能力としての英文読解力を身にっけることを目指し、文
法知識を活用して自力で英文を読み通す力を養うこと、そして論理的に文章を読み解く習慣をっける
ことを目的とする。

<各回毎の授業内容>

第 1 週:フ. Reading l How to j0血 in a discussion
第 2 週:フ. Reading 2 How to prevent suicides
第3週:8. Reading l christmas

第4週:8. Reading l christmas /Reading 2 History of soccer
第 5 週:9. Reading l The second world war 飢d Japan
第6週:9. Reading l The second world W雛 a11d Japan / Reading 2 The EU
第7週:10. Reading l cricket

第 8 週:10. Reading 2 How to dispose of c02: a new method / 11. Reading l N血tendo DS
第 9 週:11. Reading l N血tendo DS / Reading 2 Handr0Ⅱ Piano
第10週:12. Reading l NEET
第11週:12. Reading l NEET
第12週:12. Reading 2 "stalker"
第13週:13. Reading l what's your main aim 血 life?
第14週:13. Reading 2 Suicides accoTding to month
第15週:まとめ

第16週:定期試験

<成績評価方法>

授業態度(10%)、授業内容にっいてのアンケートなど(10%)、小テスト(20%)、定期試験
(60%)

<教科書・参考文献>

石谷由美子他SkiⅡSforBetterRead血g:構造で読む英文エッセイ(改訂版)(南雲堂)

<受講に当たっての留意事項>

語学は実技科目でもある。できるだけ毎日英語に触れるようにすることと、積極的に授業に参加す
ることを期待する。英和辞典を毎回持参すること。電子辞書でもよい(スマートフォンなどの携帯端
末のアプリケーシヨンも可。ただし、試験の際には通信機能を有する機器の持ち込みを禁止する)。
高校生以上向けの英和辞典が好ましい(中学生向けの辞書やハンディタイプは不可。また、古すぎる
辞典は極力避けること)。

<学習到達目標>

論理的な英文エツセイを、文法知識を活用してできる限り正確に読めるようになること、ある程度
の長さの文章をスムーズに読めるようになること、さらに同程度の内容をりスニングでも理解できる
ようになることを本授業の到達目標とする。

(関連する学習・教育到達目標:B)

基礎

基礎

1年

授業科目

英語2C (総合英語2)

RI・R2

184

担当教員(所属等)

後 阿部聡

側11S
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

必イ惨

<授業目的>

テキストは日本の世界遺産15箇所を紹介したものである。全国各地の世界遺産の歴史や背景が平

易な英語で書かれている。平易な英文を読み、英語の読解力の向上を目指す。テキストには読解用の

英文と読解の助けとなる練習問題が含まれている。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

第 1週:Lesson 8 Kyoto(京者吟
第2週:Lesson 8 続き

第3週:Lesson 9 Kinkakuji(金閣寺)
第4週:Lesson 9 続き

第5週:Lesson lo Him師Castle (姫路城)
第6週:Lesson l0 続き

第7週:中間試.験

第8週:Lesson Ⅱ The ltsukushima shrine (厳島神社)

第9 週:Lesson 11 続き

第10週:Lesson 12 Hiroshima peace Memorial(広島原爆ドーム)

第11週:Lesson 12 続き

第12週:Lesson 13 1WamiG血Zan silver M血e (石見銀山)

第13週:Lesson 13 続き

第14週:Lesson 14 Yakushima(屋久島)

第14週:Lesson }4 続き

第15週lesson 15 0kinawa: The Kingdom ofRyukyu (沖縄一琉球王国)
第16週:定期試'験

1年

授業科目

英語2 再履修

担当教員(所属等)

後 高橋正平(情報システム)

<成績評価方法>

中間試験(40%)、定期試験(40%)、出欠・授業態度(20%)によって評価する。

<教科書・参考文献>

五十嵐昭人: worldHeritage血ノ'apan(南雲堂)

<受講に当たっての留意事項>

授業は演習形式で行うので、受講者は予習が必要である。座席は指定とし、授業中の私語は厳禁で

ある。場合によっては教室からの退去を命じることもあるので注意されたい。欠席が5回を越えると

試.験資格を失う。遅刻3回は1回の欠席とする。テキストは第2週までに必ず購入のこと。例年テキ

ストを購入しない学生がいるが、購入しない場合は受講を取り消すことがあるので注意すること。

<学習到達目標>

平易な英文を読み、基礎的な英語の読解力の向上を目指し、マニュアル等の英文文書を読み、理解

できるとともに、英語でネイティブの人と簡単な意見交換ができる能力を身につける。

(関連する学習・教育到達酎票B)

則盾 185
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

必修

<授業目的>

この授業では、英語の基本的な読解能力の向上を目的とします。科学の話題を扱った平易な英文を

正確に読解する演習を行います。授業の復習テストを、その授業の終わりに毎回行います。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

1 ガイダンス、授業の説明

2 光合成1

3 光合成2

4 生命1

5 生命2

6 質量・重量1

7 質量・重量2

8 代替エネルギー1

9 代替エネルギー2

10 ナイロン 1

11 ナイロン 2

12 周期表1

13 周期表2

N 進化論1

巧進化論2

16 期末テストは行わない。

1年

授業科目

英語2 再履修 1

担当教員(所属等)

後 秋孝道

<成績評価方法>

毎回のテストに基づき成績評価(100%)を行う。但し、授業の取り組みに問題がある場合には、
合計で最大20%の減点を行う(特に問題がない場合には減点を行わない)。

<教科書・参考文献>

プリントを酉酎寸する。

<受講に当たっての留意事項>

プリント、辞書、ノートを持参し、 2回目以降は、指定された場所に着席すること。

<学習到達目標>

科学の話題を扱った平易な英文を正確に読解する基礎的な英語力を身にっける。

(関連する学習・孝文育到達目標:B)

186 N慣
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入学年度

区分

22年度以降

肌年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

日本は近い将来に3人に1人が高齢者という極端な少子高齢社会を迎え(現在は4人に1人)、医

療費や介護費が高騰して国民の負担が非常に重くなることが予想される(医療費は年間約34兆円で

その半分近くが高齢者分)。従って、各人が健康体力づくりに対する知識や意識をもつことが必要で

あり、またその実践が重要であることは言うまでもない。この授業では、生涯にわたって健康体力を

保持増進させるために、日常生活に適度な運動を積極的に取り入れる能力の養成を目的とする。後期

は主に屋内スポーツ種目のルールや基本的技術などを理解して、ゲームを実践するとともに運動不足

を"孕消したい。

基礎

基礎

1年

授業科目

体力診断と運動処方2

<各回毎の授業内容>

(受講生の人数や希望などにより若干の変更もあり得る)

実施可能な種目:バレーボール、バスケットボール、フットサル、バドミントン、卓球、

フィットネス・トレーニング(受講生の希望により種目を決定する)

授業内容と評価方法、スポーツ施設の利用方法ガイダンス①1

トレーニング機器及びフリーウエイトの扱い方ガイダンス②2

種目の決定、チーム分け、基本練習・チーム練習などガイダンス③3

スポーツ①~⑤一ーーゲーム①~⑤(チームや個人の成績を記録する)4~8

エアロビック・ウエイトトレーニングフィットネス9

スポーツ⑥~⑩一・・・・ゲーム⑥~⑩(チームや個人の成績を記録する)10~14

決勝トーナメント(チーム数により変更あり)スポーツ⑪15

位
数

187

担当教員(所属等)

後 藤瀬武彦(情報システム)

<成績評価方法>

この授業では、出席して積極的に運動を実践することが重視される。従って、評価(100点満点)

については、欠席 1回につき10点減点とし、遅刻(授業開始30分まで)・見学・早退は計3回で1回

欠席分の減点とする。また、規則やマナーの違反、あるいは教員の指示に従わなかったときには減点

することがある。なお、出欠の確認は口頭で行うので、静粛にして教員によく聞こえるように元気よ

く返事をすること(仮に出席していても返事が聞こえなかった場合は欠席扱いになることがある)。

<受講に当たっての留意事項>

運動着と運動靴(下履き・上履討が必要であり、上履きの紐は情報文化学科が赤色、情報システ

ム学科が青色のものを着用すること。なお、体育館の更衣室は盗難が起こりゃすいので、貴重品の管

理はコインロッカーを使用するなどして自己責任においてしっかり行うこと。

<学習到達目標>

競技や楽しみのための「スポーツ」と健康体力づくりのための「フィットネス」の内容を理解し、それ

ぞれの運動を体.験・実践するとともに運動不足を解消させる

側慣

学
期

学
年



2年基礎科目(後期) .

新潟研究(自然と文化)

民法

財政学

ジャーナリズム論

心理と行動

英言吾4

キャリア開発1



入学年度

区分

22年度以降

飢年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

君は「灯台下暗し」ではありませんか?中学・高校で新潟のことを学ぶ機会がないのも悪いが,とも
かく,君たちは新潟のことを何も知らなさすぎます.新潟に生まれたなら,新潟に暮らすなら,まずは
君たちが生まれ育ち,暮らしていく陸反易の文化」とそれを育んだ陸泉易の自然」のことをよく知り,理解
することに努めるべきだと考えます.新潟県以外の出身者ならこの機会に新潟のことを知り,考える
きっかけとしてください.このことが,君たちが今後,世界に飛躍するにせよ,棄斤潟で頑張るにせよ,第
ーに必要なことだと私は思います.郷里を知らずして国際化,情報化と言うなかれ!

基礎

基礎

2年

<各回毎の授業内容>

.前半(池田先生)

1.車田植:佐渡に田を丸く植える習俗があります.これに関わる年中行事とその意義を考えます
2.盆と祖霊旧本人の祖霊観と盆の行事について,越後の盆行事を事例に海との関わりから考えます
3.新潟の舟:越後の舟作りには丸木舟の伝統がありました.本海沿岸地域の造船技術からその意義

を考えます

4.新潟平野のネ耐乍今は美田の新潟平野もかつては潟や湿地帯が広がっていました.舟などを使っ
た低湿地特有の稲作を考えます

5.佐渡イカ泌、:佐渡から発達したイカ釣り技術は,日本海沿岸から韓国まで伝えられました.技術の
移動とは何かを考えます

6.祭りを考える:祭りのもつ意義とその本質を忌みと宮籠もりから考えます
フ.ムラの境の藁人形:東蒲原では春の行事として,ムラの境に藁で作った大きな人形が飾られます

この人形のもつ意義を考えます

.後半(澤口)

1.新潟の自然概観

1)地形と地質

2)気候と植生佛反易の冬と夏,新潟の局地風,新潟は北国か井直生からみた新潟)
2.特徴的な自然

1)新潟山間部の多雪景観

2)新潟の活断層と変動地形

3.新潟平野の開発と災害

1)新潟地震における被災地の地盤特性

2)新潟市における市街地化と水害

授業科目

新潟研究(自然と文化) 2

担当教員(所属等)

後 澤口晋一・池田哲夫

<成績評価方法>

レポート(池田先生50点,澤口50点の総合点で評価)

<教科書・参考文献>

テキストは使用しません

<受講に当たっての留意事項>

授業中は私語・飲食(持ち込み),ゲームは厳禁!

携帯電話については,毎回授業の最初に電源を(みなさんが)切ったことを確認してから始めます

<学習到達目標>

白分の生まれ育ったところがどういうところなのかを認識することは,あらゆることに先立つ基本
だと思います.郷士の自然と文化を人に説明できるぐらいまでのレベルに到達すること

講義時に資料を配布します.参考文献は講義時に紹介します
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学
期

単
位
数

学
年



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

私たちは普段何気なく水道やガスを使用したり、電車やバスに乗ったり、お店で物を買ったりしま

す。また私たちは、生きていく中で、結婚・離婚・子の出生や相続といった、様々な人生の節目を迎

えることがあります。さらに、人生は色々、時には交通事故などのトラプルに巻き込まれたりするこ

とだってあり得ます。実は、これらの事々はすべて法で説明することができ、トラブルについては、

法で解決を図ることができます。その根源にある法が民法です。民法は拜"去の一般法」として、市民

生活全般の原則として機能しています。民法を知ることは、生活を知ることでもあるのです。私たち

が権利と義務の主体として社会を動かしていることを実感できる、「生きた法」である民法について、

事例や判例をあげながら具体的に解説します。

基礎

基礎

2年

授業科目

民法

<各回毎の授業内容>

第1回法とはなにか

第2回親族1 伎散助

第3回親族Ⅱ(離婚)

第4回親族Ⅲ(実親子関イ剰

第5回親族Ⅳ(養親子関係)

第6回相続1 (遺言)

第7回相続Ⅱ q去定相続)

第8回債権1(契約の性質と種類)

第9回債権Ⅱ(保証)

第10回債権Ⅲ(不法行為)

第Ⅱ回物権

第12回総即Ⅱ(人の能力)

第13回総則Ⅱ(後見制度)

第N回総則Ⅲ C法律行為・毅庇ある意思表示)

第15回総則Ⅳ(代理・時効)

2

担当教員(所属等)

後 里見佳香

<成績評価方法>

期末試験の成績により評価します。加点材料として講義中に小テストを行います。

<教科書・参考文献>

なし。必要な資料は講義中に配布します。参考文献は講義中に適宜指示します。

<受講に当たっての留意事項>

特にありませんが、積極的な受講態度を期待します。

<学習到達目標>

民法の基本的な理解を得、法的思考ができるようになること。
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学
期

単
位
数

学
年



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

現代社会では、「大きな政府」「行政国家」「福祉国家」という文言に代表されるように、市場経済に対
する国家の積極的な介入が顕著である。しかしながら、その反面で福祉国家に対する批判もいちじる
しい。とりわけ20世紀から21世紀ヘの世紀移行期においてそうであって、産業構造の転換、家族や
地域社会のさらなる機能後退、少子高齢化社会・過密過疎・白然環境破壊の進行、グローバル化な
ど、ポストモダンの進展が、財政にも新しい課題を投げかけている。いま、20世紀型財政が揺らぎ始
めてぃるといってもよいであろう。

本講義では、日本財政の現状分析をっうじて、現代経済社会の理解を深めてゆきたいと考えてい
る。そのさい、時間の許す限り、他の先進諸国と地方自治体の個性に留意して講義をおこなう。

基礎

基礎

2年

授業科目

財政学

<各回毎の授業内容>

財政とは、国家その他の公共団体が財貨と労働力を獲得し、管理・使用する過程をいう。換言すれ
ば、財政は国家その他の公権力団体の経済であり、政治と民間経済社会との接点に位置する。それは
政治行政の貨幣的・物質的基礎をなすが、国や自治体によって異なるのみならず、歴史とともに変化
をとげてきた。

財政学は、この財政の必然的根拠を解明し、その社会ホ茎済的意義を客観的に評定することを課題と
してぃる。また、経済学の研究の目的が現状分析にあり、財政学もその一環をなすと考えるなら、本

講義の最終目的は日本財政の分析に置かれていることになる。
9.社会保障制度と社会保険料1.財政と財政学

10.公債2.現代財政の特色①

Ⅱ.財政投融資3.現代財政の特色②

12.日本の財政制度4.予算

13.福祉国家財政の展開①5.経費①

H.福祉国家財政の展開②6.経費②

15.ポスト福祉国家フ.租税(1)

16.定期試験8.租税②

側慣

2

担当教員(所属等)

後 齋藤忠雄

<成績評価方法>

学期末におこなう試験による。

<教科書・参考文献>

特定のテキストは使用しない。レジュメを配布し、適宜板書をおこなう。

主な参考文献・資料は、最初の講義時間に紹介する。

<受講に当たっての留意事項>

政治経済社会に関する一般的矢隔哉および財政に対する高い関心を持っていることが望ましい。

<学習到達目標>

財政(学)の理解を深める。

社会問題に対する関心を高め、多様な視角から「現代社会の史的構造」を解明する。

私たちがどんな社会に生きてぃるか、それを国家・ホ釜済関係の変化に即して考察してゆく。
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期
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年
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

健全で自由な市民社会を維持するために「表現の自由」と、国民の「知る権利」に応えるジャーナリズ

ム活動の果たす役割が重要であることを理解する。新聞、テレビなどマスメディアの誕生と発展の背

景を把握し、ジャーナリズムの基本理念と原則、メディアカ斗包える諸問題を理解して、メディア・リ

テラシーを身につける。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

1)表現の自由と知る権利

2)技術革新からみたメディア史

3)新聞の機能と特性

4)ニュースとは何か

5)ジャーナリズムの原則

6)ジャーナリズム史①新聞は何を伝えてきたか

フ)ジャーナリズム史②テレビは何を映してきたか

8)報道と人権

9)戦争報道と情報操作

10)地域ジャーナリズム/質問と回答①

ID 広告ジャーナリズム

12)マスメディアと世論

13)デジタル革命とネット社会

14)メディア・りテラシー

15)取材と編集/質問と回答②

16)定期試験

2年

授業科目

ジャーナリズム論 2

担当教員(所属等)

後 永田幸男

<成績評価方法>

毎回コメントカードを提出してもらい、出欠に代える。

定期試'験は800字程度の記述試.験とする。配布した講義メモ、講義資料および自筆ノートの持ち込

みを認める。点数の配分は期末試.験70%、出席30%

<教科書・参考文献>

特定の教科書は使わない。毎回講義メモを配布する。必要に応じて新聞、映像、写真を活用する。

参老図書は随時紹介する。

<受講に当たっての留意事項>

最も大事な孝文科書は日々の新聞とTVニュース。時々のニュースに関心を持ち、どの新聞でもいぃ

から読むことが望ましい。

授業日程、内容の一部を変更することがある。

コメントカードの質問に答える機会をできるだけ設ける。

<学習到達目標>

メディアとジャーナリズムに関する基礎知識を習得し、ニュース報道の多様陛と有益情報を読み取
る重要性を知る。習得した知識を基に根拠のある意見を述ベることができる。
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

本講義では、わたしたち人間の行動を支えている心のはたらきにっいて、心理学の諸分野の研究を
紹介しながら概説します。心のはたらきを理解することによって、「心とは何か」、「わたしたちはどの
ように世界を認識しているのか」、「自分や他者のことをよりょく理解し、良好な関係を築くためには
どうしたらよいのか」といった問題にっいて考える機会を提供します。さらに、人間の心の発達や進
化に触れ、心の成り立ちを考えることで、人間の心の本質についての理解を深めます。

基礎

基礎

2年

<各回毎の授業内容>

1.心とは一心理学の歴史

2.心理学の方法

3.脳神経系

4.感覚・知覚①

5.感覚・知覚②

6.意識・注意

フ.学習・行動

8.記憶・認知

9.言語・コミュニケーシヨン

10.感情・動機づけ

Ⅱ.パーソナリティ・知能

12.発達

13.心の健康と障害

14.心の進化

15.まとめ

16.定期試験

授業科目

心理と行動

位
数

2

担当教員(所属等)

後 伊村知子(情報システム)

<成績評価方法>

授業中に実施するレポート(30%)と定期試験(60%)により総合的に評価します。また、毎回、
授業終了後に書いていただく質問やコメントも評価の対象とします(10%)。

<教科書・参考文献>

特に教科書や参考文献は指定せず、必要な資料は授業中に配布します。

<受講に当たっての留意事項>

受講の条件は特にありませんが、出席を重視します。

<学習到達目標>

心の様々なはたらきを科学的に調ベるための方法にっいて学びます。(レポート:20%、定期試験
50%、質問やコメント:5 %)

心理学の基礎的な知識を身にっけることにより、自己や他者の人間行動に対する理解を深めること
を期待します。(レポート:10%、定期試験:10%、質問やコメント:5 %)

194 側僑

.学
年



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

必修

<授業目的>

第1学年より積み上げてきた英語コミュニケーション能力の一層の向上を目指します。英語で意見

交換をできる様に英語の表現力をたかめます。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

1. Review of 丘rst semester

2. shopP血g

3. shopping

4. Fun in the city

5. Fun in the city

6. Test and other material

フ. people

8. people

9.1n a restaura11t

10.1n a restaurant

11. Test and other material

12. Entertainment

13. Entertainment

14. Time for a chal)ge

]5. Tlme for a change

16.試.験

2年

授業科目

央言吾4

X I ・

A (表現英語2)

X2

195

担当教員(所属等)

後 イザベラガラオン青木

<成績評価方法>

成績評価内訳:平常点

<教科書・参考文献>

Four cornerS 2, Jack c. Richards, David Bohlke (cambridge university press)

参考文献:テキスト内容に関係する資料を適時配布する。欠席したものは、自己責任で資料をそろ

えること。

<受講に当たっての留意事項>

出席しても、授業中に寝たり、私語したり、授業に積極的に参加しない学生の評価は非常に低くな

ります。

(50 %)、テスト

<学習到達目標>

昨年に習った英語をべースにして、英語の会話において、個人が意見を発信できる様になる事。

(10%×2)、定期試験(30%)

(関連する学習・教育到達目キ票B)

側慣

単
位
数

学
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期



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

必修

<授業目的>

前期に引き続き、このコースの目的は、読む、書く、話す、聞くことを通して英語を学ぶと同時

に、基本的な文法を身につけることです。各レッスンは、コミュニケーションのための学習活動とク

リティカルに思考する機会を数多く取り入れます。コース終了時には、基礎的な英語を正しく使い、

ネーティヴ・スピーカーの英語を理解できるようになることが望まれます。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

1. A Friend 丘om Long Ago

2. Babysitt血g

3. TraveⅡing

4. cloth血g

5. Food

6. shopping for c}othes

フ. Ab轍ties

8. short Review Test

9. AbⅡities

10. Business Trips

Ⅱ. A Bibliography

12. A car Accident

13. Gifts and Favors

14. Going to Galapagos

15. Review

16. F血al Test

2年

授業科目

英語4A (表現英語2)

YI・Y2

、、

位
数

担当教員(所属等)

後 マーク

<成績評価方法>

Mid・term Test (30%)

PartiCゆation (20%)
Notebook (15%)

Final Test (35%)

スーマ

<教科書・参考文献>

1 (3rd Edition W辻h cD) by lrene. E. schoenberg al〕d Jay Maurer. pearsonFocus on Grammar

2012

<受講に当たっての留意事項>

出席しても、授業中に寝たり私語をしたりするなど、授業に積極的に参加しない学生の評価は、非

常に低くなります。また、毎週、ノートの記録をチェックし、15%の評価とします。

<学習到達目標>

日常生活において使用される英語表現を、正しい文法で数多く知り、理解できるようになること。

(関連する学習・教育到達酎票B)
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科貝

区分

必イ惨

<授業目的>

この授業では日常的な事柄に基づいて意見を交わすことを目的としています。英語でのコミュニ

ケーシヨンを高めるために読解力や表現力を高めます。

<各回毎の授業内容>

1. orientation

2. unit 9: Health

3. un辻 10: self・improvement

4. Review unitS 9 & 10 十 FUⅡ House episode 5

5. unit 11:1n the dw

6. unit 12: customs

フ. Review unitS 11 & 12 + FUⅡ House episode 6

8. Mid・term Test

9. unit 13: Famous people

10. un辻 14: Home, sweet home

11. Review unitS 13 & 14 + FUⅡ House episode 7

12. unit 15: Then and now

13. christmas lesson

14. unit 16 The future

15. Review unitS 15 & 16 + FUⅡ House episode 8

16.定期試'験

基礎

基礎

2年

授業科目

英語4A (表現英語2)

ZI・Z2

、1

位
数

197

担当教員(所属等)

後 グレゴリ

<成績評価方法>

Attendal〕ce & class partiCゆation (50 %)、Mid・term Test(25 %)、疋期試馬矣(25 %)

<教科書・参考文献>

Let'S Talk l by Leo Jones, CAMBRIDGE UNIVERSITY PRESS,1SBN:978-0521692816

デイック

<受講に当たっての留意事項>

授業中の私語やクラス不参加、欠席などの行為は評価に影響します。

<学習到達目標>

英文の読解やネイティブスピードでのりスニングに重点を置き、個人の意見を英語で述ベることが

できるようにします。

(関連する学習・教育到達目標お)

側11S
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

必修

<授業目的>

TOEICテストは、英語によるコミュニケーション能力を評価する標準試験である。この授業では、
TOEICテスト受験のための入門的演習を通して、グローバルなネットワーク社会で活躍するために

欠かせない英語によるコミュニケーション能力、特に、りスニングカと速読能力の基礎を育成する。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

1. unlt 7,1nvitation

2. unit 7, Reading part

3. unit 8, MedicalTreatment and lnsurance

4. unit 8, Reading part

5. un辻 9, culture and Entertainment

6. unit 9, Reading part

フ. Extra unit, Arts and Amusement

8. unit 7-9, Review and Extra・Activity (ノ」、テスト)

9. unit lo, shopP血g (Finance and B即k血g)

10. unit lo, Reading part

11. unit 11, sports a11d Exercise

12. unit 11, Reading part

13. unit 12, Trouble and claims

14. unit 12, Reading part

15. unit lo-12, Review and Extra・Activity

16.定期試験

2年

授業科目

英語4 B (TOEIC英語2)

XI・×2

、、

位
数

担当教員(所属等)

後 辻照彦

<成績評価方法>

発表・課題等如%、定期試験釦%。

<教科書・参考文献>

北山長貴、start、up courseforthe TOEIC Test(成美堂)

<受講に当たっての留意事項>

注意すべき事項については最初の授業の時に説明する。

<学習到達目標>

日常的な英会話を聞いて話のポイントを理解することができる。日常的な英文文書を読みポイント

を理解することができる。ビジネス関係の基本的なボキャブラリーを習得する。

(関連する学習・教育到達獣鳶B)

198 側慣
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

必、イ1多

<授業目的>

TOEIC とはTest of English forlnternational communication の略称であり、このテストは英語に

よるコミュニケーシヨン能力を評価するテストとして日本国内の多くの企業などでも採用されてぃま

す。この授業では、TOEIC対策用テキストを用いて、TOEIC受.験の準備をすると同時に、英語のり

ディング能力を高める演習を行います。復習小テストを毎回2回(語章小テストと文法小テスト)行
います。

基礎

199

基礎

2年

<各回毎の授業内容>

1 ガイダンス、TOEICの確認

2 長文穴埋め問題の攻略

3 タイトルと設問の先読み

4 設問の種類の分析

5 語句の言い換えに注意

6 Eメールの問題

7 手紙の問題

8 求人広告の問題

9 読解問題の攻略1

10 二つの文書のトピックと関連性1

Ⅱ二つの文書のトピックと関連性2

12 二つの文書のトピックと関連性3

13 二つの文書のトピックと関連性4

H 読解問題の攻略2

15 読解問題の攻略3

16 期末テストは行わない。

授業科目

英語4 B (TOEIC英語2)

YI・Y2

担当教員(所属等)

後 秋孝道

<成績評価方法>

小テストに基づき成績評価(100%)を行う。但し、授業の取り組みに問題がある場合には、合計

で最大20%の減点を行う(特に問題がない場合には減点を行わない)。

く教科書

教科書

・参考文献>

Tomoko Yabukoshi、Braven sm辺ie

金星堂(1,200円税別)

<受講に当たっての留意事項>

テキスト、舌辛書、ノートを持参すること。

ι々)wardRead血glbr 血e r0ΞIc rest

<学習到達目標>

TOEIC受験のための基礎的英語力を身につける。基礎的な英語のりーディング能力を身にっける。

(関連する学習・教育到達目キ票B)

佃慣

学
期

単
位
数

学
年



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

必イ惨

<授業目的>

T0圃Cテストは、英語によるコミュニケーション能力を測るテストとして現在幅広ぐ活用されて

いる。この授業ではTOEIC形式の問題を解くことにより、実際の試験を受験する準備をするととも
に、りスニングの司1絲東や基本的な文法・i酎去・語業の定着を図る。特にりスニング問題では話の内容

を理解する能力を高め、リーディング問題では、国際的に通用するコミュニケーシヨン基礎能力とし
ての英文読解力を身につける。

基礎

基礎

2年

<各回毎の授業内容>

1. chapter 7

2. chapter 7

3. chapter 8

4. chapter 8

5.小テスト、TOEIC模擬テスト

6. chapter 9

フ. chapter 9,10

9. chapter lo

10.小テスト, chapter lo

11. chapter 11

12. chapter 11

13. chapter 12

〕4. chapter 12

15.小テスト復習等

16.試験

授業科目

英語4 B (TOEIC英語2)

ZI・Z2
1

担当教員(所属等)

後 本間多香子

<成績評価方法>

定期試験50%授業中の小テスト30%

<教科書・参老文献>

石井隆之他著 Complete Tacticsfor 血e TOEIC Test(成美堂)
その他として、授業中に配布する資料

<受講に当たっての留意事項>

遅刻2回で欠席1回とする。欠席が3分の1を超えると試.験を受ける資格を失う。

2Unit終了ごとに小テストを行う。

<学習到達目標>

基本的な文法を理解し、応用できるようになる。簡単な英語での会話を理解できるようになる。

授業ヘの取り組み状況等20%

(関連する学習・教育到達目標お)

200 則慣

学
期

単
位
数

学
年



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

必修

<授業目的>

テキストは日米の社会、文化、教育、習慣、考え方の違いの理解を通して両国がいかにしてよりょ

い関係を築いていくかを論じたエッセイです。平易な英文を読み、英語の読解力の向上を目指す。テ

キストには読解用の英文と読解の助けとなる練習問題が含まれている。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

第 1 週:Lesson 8 The Magic of Music: whatis Music Therapy?
第2週絲売き

第 3 週:Lesson 9 Can P喰 Parts save Humal〕 Lives?
第4週:続き

第 5 週:Lesson lo severe Acute Respiratory syndrome (SARS)
第6週:続き

第7週:中問試験

第 8 週:Lesson 11 Revolutionary Drug・DeⅡVery system: How the ipiⅡ WorkS 血 the Body
第9週絲売き

第 10週:Lesson 12 The History and physics of Decompression sickness
第H週絲売き

第12週:Lesson 13 Sni伍ng out Your Diseases: The E・Nose That can Dia即Ose
第13週:続き

第 14週:Lesson 14 Biosphere n
第]5週:続き

第16週:定期試験

2年

授業科目

英語4C 信売む英語2)

XI・×2

担当教員(所属等)

後 高橋正平(情報システム)

<成績評価方法>

中問試験(40%)、定期試.験(40%)、出欠

<教科書・参考文献>

瀬谷幸男他:干rha玲 Ahead・五Xplor血g 血e uysteriesand cha11engesofsdence(南雲堂)

<受講に当たっての留意事項>

毎回1レッスンを読み終える。授業は演習形式で行うので、受講者は予習が必要である。座席は指

定とし、授業中の私語は厳禁である。場合によっては教室からの退去を命じることもあるので注意さ

れたい。欠席が5回を越えると試.験資格を失う。遅刻3回は 1回の欠席とする。テキストは第2週ま

でに必ず購入のこと。例年テキストを購入しない学生がいるが、購入しない場合は受講を取り消すこ

とがあるので注意すること。

<学習到達目標>

平易な英文を読み、基礎的な英語の読解力の向上を目指し、マニュアル等の英文文書を読み、理解

できるとともに、英語でネイティブの人と簡単な意見交換ができる能力を身につける。

授業態度(20%)によって評価する。

(関連する学習・教育到達目1票B)

則慣 201

学
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学
年



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

d乙イ1多

<授業目的>

日本とアメリカの生活、文化、教育、習慣、思考様式の共通点や相違点について耳又り上げる英語孝文

科書を読み、国際的に通用するコミュニケーション基礎能力としての英文の読解力を高める。あわせ

て、教科書の付属CDや、日常生活を場面ごとに取り上げるビデオ教材を活用しながらりスニング能

力の向上も目指す。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

1.オリェンテーション:教材の特徴・意義と使用方法,授業の進め方,評価方法などについて

2.リーディング用教材田Usiness)十ビデオ教材に基づく学習

3.リーディング用教材(Jobs)十ビデオ教材に基づく学習

4.リーディング用教材(NHKVS.PBS)十ビデオ教材に基づく学習

5.リーディング用教材(Marriage ceremonies)+ビデオ教材に基づく学習

6.リーディング用教材(American culture)十ビデオ教材に基づく学習

フ.リーディング用教材(1nternationalMarriage)+ビデオ教材に基づく学習

8.第2週から7週までのまとめ,効果的な英語学習について

9.リーディング用教材(Apartments)十ビデオ教材に基づく学習

10.リーディング用孝文材(Techn010釘)十ビデオ教材に基づく学習

Ⅱ.リーディング用教材(schoolRules)十ビデオ教材に基づく学習

12.リーディング用教材①rink血g)+ビデオ教材に基づく学習

13.リーディング用教材(Entertain血g)+ビデオ教材に基づく学習

14.リーディング用教材(choice)十ビデオ教材に基づく学習

15.第9週から14週までのまとめ,今後の英語学習について

16.定期試験

2年

授業科目

英語4C 信売む英語2)

YI・Y2

側盾

担当教員(所属等)

後 大竹芳夫

<成績評価方法>

発表内容(10%)、小テスト(20%)、定期試験(70%)により成績評価を行う。

<教科書・参考文献>

Ξyeon America 即d/'apal?,出版社:南雲堂,1,800円+税George Truscott et al

<受講に当たっての留意事項>

英和辞典(電子辞書も可)を授業時に持参すること。

<学習到達目標>

英語文章の内容を正確に読み解くことができると同時に、日英語話者の文化や発想の相違を理解す

ることができる。

(関連する学習・教育到達酎需B)
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

必修

<授業目的>

テキストはNewsFor YOU紙に掲載された世界のニュースを集録したものである。内容は政治、経

済、社会、宗教等多岐にわたっている。平易な英文を読み、英語の読解力の向上を目指す。テキスト

には読解用の英文と読解の助けとなる練習問題が含まれている。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

第 1週:unitlo united K血gdom: TOO Lazy or TOO Hardworking?

第 2 週:unit 11 The curious History Behind "curious George"
第 3 週:unit 12 Should Nurses Take on Doctors' Roles?

第 4 週:unit 13 Death of coral reefs would Have Global Efeect

第 5 週:unit 14 Men Have a Lotto Grain from Marriage, Report Finds

第 6 週:unit 15 Copernicus Reburied AS A Hero
第7週:中間試験

第 8 週:unit 16 C010rado Group Helps Build Afghal〕 schoolfor Deaf children
第9週:unit16 続き

第10週:unit17 Study F血ds AlcoholMore Dama部ng Than Heroin
第11週:unit17 続き

第12週:unit 18 Media Rights Group says Journalists who Report on p0ⅡUtion Face Threats
第13週:unit18 続き

第 14週:unit 19 Should the Ber1血 X入laⅡ Have Been saved? Ber1血ers Disagree

第14週:unit19 続き

第15週:unit 20 utah Man choosesto Live W辻hout Money

第16週:定期試'験

2年

授業科目

英言吾4

Z1

C 信売む英語2)

Z2

、、

位
数

担当教員(所属等)

後 高橋正平(情報システム)

<成績評価方法>

中問試験(40%)、定期試験(40%)、出欠

<教科書・参ぎ文献>

大月実他編:ⅣewS血r yoU2ω2/2a13Ξdπi伽(成美堂)

<受講に当たっての留意事項>

授業は演習形式で行うので、受講者は予習が必要である。座席は指定とし、授業中の私語は厳禁で

ある。場合によっては教室からの退去を命じることもあるので注意されたい。欠席が5回越えると試

験資格を失う。遅刻3回は1回の欠席とする。テキストは第2週までに必ず購入のこと。例年テキス

トを購入しない学生がいるが、購入しない場合は受講を取り消すことがあるので注意すること。

<学習到達目標>

平易な英文を読み、基礎的な英語の読解力の向上を目指し、マニュアル等の英文文害を読み、理解

できるとともに、英語でネイティブの人と簡単な意見交換ができる能力を身につける。

授業態度(20%)によって評価する。

(関連する学習・教育到達目標:B)
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入学年度

区分

22年度以降

幻年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>
さまざまな生き方や働き方などに関する知識や視点を獲得するとともに、自ら主体的に学生生活を

送り、適性を踏まえた進路選択の実現の準備に役立てる。読む、書く、話す、聴くといったコミュ
ニケーション能力について学び、磨く。また筆記試験対策としてのSH非言語問題の修得を目的とす
る。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>
講師:外部からの招聰および本学教員
H24/9/27第1回オリエンテーシヨン、<大学生の意味と将来>
10/04第2回進路選択の視点<「学生生活における学び」と社会で活かせる力>
10/H第3回 SP1信躬1・精算,金銭に関する問題)演習
10/25第4回畔幻の可能性を拡げるために<自己理解の視点~認知と#宇性分析~>
Ⅱ/01第5回大学生の就職を考える<「求められる人材」になるために>
Ⅱ/08第6回 SPI(時刻表,速さ・時間・距離,通過算,割合)演習
1ν15第7回コミュニケーションの意味と価値<意思疎通のポイントと実践>
Ⅱ/22第8回特別講義「伝える、届く私のメッセージ」(加藤雅一氏)
H/29第9回大学生から社会ヘ2<先輩(社会人)モデルに聴く大学と就職>
12/06第10回 SPI(仕事算,濃度算,流水算)演習
12/13第Ⅱ回さまざまな学生生活と意義<それぞれの学生生活ヘの期待、思いを自らの毎日に活かす>
12/20第12回就職適陛検査
H25/01/10第13回 SPI(確率,場合の数,集合)演習
0ν17第14回大学生から社会ヘ1 <先輩(4年生)モデルに聴く大学と就職>
Oy24第15回卒業後につながる自分を磨く<充実した学生生活に向けた意識形成>
※グループワークまたは、小レポートの作成を授業時問内で実施する。ゲスト教員などのミニ講義

を適宜、取り入れ、視野の拡大や気づきの獲得を図る。

2年

授業科目

キャリア開発1

、、

位
数

担当教員(所属等)

後 就職指導委員長他

<成績評価方法>
課題レポート(将来や将来につながる学生生活に関する記述レポート)点:30点。演習(毎回の

ワークシートまたは、レポート(出欠状況含む)、合計10回→)点:40点。 SH非言語問題演習:30点
(各回の演習問題。)

<教科書・参考文献>
次の教科書を使用すると情報文化学科受講生は購入すること。

著者:柳本新二,著書名SP12の角早法スピード&シュアー2013年度版又は2014年度版

<受講に当たっての留意事項>
1.17年度以降入学生(4年次生)がこの講義の単位を取得した場合、その単位は卒業要件の単位に
算入される。
2.この科目は本学の就職指導の基礎的な役割を占める。今後の就職ガイダンス・就職サポート(適
性検査・就職模擬面接講座等)を、あなたがあなたの人生の選択に有効に役立てるため、就職・進学
にかかわらず、全員受講することが望ましい。

<学習到達目標>
1.「白ら選択し、取り組んでいくこと」で成り立つ大学生活の中で、毎日を意識的かつ主体的に送る
ための視点や気づきを得る。
2.さまざまな学生の言語表現やコミュニケーションとふれあい、自分らしい表現や新しい視点や考
えを取り入れる。

204 則11S
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3年基礎科目(後期) .

市民社会論

新潟研究敏治と網剤

福祉社会論

地域経営論



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

私たちの社会の成立を「市民」という概念を中心に考える。近代市民革命を経た社会、あるいは民主

主義的原理によって構成された社会は、それまでの人間が作ってきた社会とは大きく異なる。しかし

その誕生は植民地形成と同時進行でもあった。その変動の現在形を<冷戦終爲><9・H>く東日本

大震災>など多くの状況との関連で議論したい。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

1 はじめに

2 市民社会を準備するもの

3年

授業科目

市民社会論

3 市民社会の成立

206

4

則慣

<9・Ⅱ>と市民社会

2

担当教員(所属等)

市民とは誰か

絶対主義王政

個人の誕生

国民国家の思想

市民革命

公共性

民主主義

権力の思想とニヒリズム

冷戦の終爲:湾岸戦争と9 ・Ⅱ

グローバリゼーション

<帝国>の思想とマルチチュード

戦後とは何か

「日本人論」の罵

東日本大震災

市民としての私たち

5

後

現代日本と市民社会

越智敏夫(情報文化)

6 おわりに

<成績評価方法>

学期末筆記試.験(持ち込み不可)のみで採点。

<教科書・参考文献>

教科書なし。参考文献は講義中に適宜指示する。また図書館のサイトの「指定図書りスト」を参照の

こと。

(講義 1)

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

<受講に当たっての留意事項>

本講義は3年配当の基礎科目である。本講義の受講によって、それまでの学習の思想的意義を再検

討し、 3年次以降の学習内容がどのように市民社会と思想的に連関しているのかを確認してもらいた

い。

<学習到達目標>

自己の存在も含めて現代のさまざまな問題を思想的に考える「癖」のようなものを身につけてほし

い。それは社会を構造として考えることでもあり、市民としての自覚をもつことでもある。

学
期

学
年

単
位
数

ー
ー
2
3
1
2
3
4
1
2
3
1
2
3
1

1
2
2
2
3
3
3
3
4
4
4
5
5
5
6



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

大恐慌の再来とも言われる不況に見舞われている。人口の減少と高齢化が急速に進行する日本が、
この危機から脱するのは容易なことではない。ゆきすぎた市場主義経済のもとで、新潟県をはじめと
する地方の存立基盤は大きく段損された。これを立て直さないと地域社会は足元から崩壊してしま
う。従来の日本の政治は官僚が主導する中央集権政治であった。これを住民自治、地方分権に組み替
えなくてはならない。政権交代の真価を問う参院選が行われる今年は、地域を通じあるべき日本の姿
を探る好機である。

当授業では、近現代の新潟の政治、経済を概観しながら、世界や国内で起きている出来事を新潟の目
線でしっかりとらえる。そうした視点の獲得を目的とする。

基礎

基礎

3年

授業科目

<各回毎の授業内容>

1 全体ガイダンス新潟県の立ち位置世界と日本の視点から

総選挙結果の分析と評価2

新潟の政治風士(田中角栄を中心として)3

議員の役割首長の役割4

地方「行政」から自治体「経営」ヘ5

市町村合併の功罪と今後6

道州制論議と新潟の行方7

8 政治分野試験

9 グローバルホ呈済の破綻と地域経済

10新潟経済の個性①=エネルギー素材型産業

Ⅱ新潟経済の個性②=コメ中心の農業

12新潟経済の個性③=対岸ヘの挑戦

13現状と取り組み①=加工食品など資産を生かした挑戦

N現状と取り組み②=環境関連、航空機など新規分野を拓く
15経済分野試験

(政治、経済とも動きが激しい。状況によっては授業内容が大幅変更となる可能性もある。できるだ
けタイムリーなテーマを耳又り上げたいと考えている)

新潟研究(政治と経済) 2

担当教員(所属等)

後 鈴木聖二・佐藤明

<成績評価方法>

政治、経済両分野終了時に試'験を行う。論述式で1ないし2問を出題する。文字数は最低でも
1000字は求めたい。

<教科書・参考文献>

教科書は指定しない。授業時にレジュメ、資料を酉酎寸する。参考文献は必要に応じて紹介する。

<受講に当たっての留意事項>

長引く経済危機は、政治経済を問わず仕組みそのものを問い直している。日本と世界は大きな転換
点に立っており、傍観していると流される懸念が大きい。新聞などのメディアに注目し時代感覚を磨
いてほしい。

<学習到達目標>

新潟県の政治・経済の現状と課題を認識し、地域問題ヘの関心を高める。地方を活性化させるのは
そこに暮らす人々の問題意識と意欲である。受講者一人一人が主権者であり、実践者である。そうし
た認識を育て、物事を主体的に考える習慣を身につける。
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学
期

単
位
数

学
年



入学年度

区分

22年度以降

飢年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

本講義は、最初に時代とともに変化してきた福祉政策の歴史、市場の論理とは異なる視点を持っ福
祉思想、にっいて概説する。次に、地域に着目し、地域社会の変容・地域における福祉の考え方等にっ
いて説明しっつ、援助活動を実践していくための基本にっいて述ベる。最後に、福祉政策の国際比較
を通じて、日本の福祉の方向性について検討する。

基礎

基礎

<各回毎の授業内容>

1 はじめに

2 現代の福祉と福祉政策

3 現代の福祉と福祉政策

4 現代の福祉と福祉政策

5 福祉の思想

6 福祉の思想

7 地域社会と福祉

8 地域社会と福祉

9 福祉サービスと援助活動

10福祉サービスと援助活動

H福祉サービスと援助活動

口福祉政策の関連領域

玲福祉政策の国際比較

H福祉政策の国際比較

15福祉政策の国際比較

16 まとめ(定期試験)

3年

授業科目

福祉社会論

位
数

2

担当教員(所属等)

後 阿部春江

<成績評価方法>

定期試験50%、出席率25%、授業態度25%で総合評価する。

<教科書・参考文献>

教科書テキスNよ使用しない。講義時に資料を配布する。

参考文献畔斤社会福祉士養成講座現代社会と福祉』中央法規 2010,畔斤社会福祉士養成講座地
域福祉の理論と方法』中央法規 2010,『社会福祉学習双書社会福祉概論U全国社会福祉協議会
2010,『新.社会福祉士養成ブック社会福祉原論』ミネルヴァ書房 2007,『社会福祉士シリーズ現
代社会と福祉』弘文堂 2009,

<受講に当たっての留意事項>

上記の内容はこのシラバス作成時点のものであり変更の可"副生もある。第1回目に、講義内容'成
績評価方法等詳細について説明する。

<学習到逹目標>

講義を通して、時代や社会の動きとともに変化し発展してきた福祉理念'福祉政策
つぃて学び、生活問題や福祉の課題にっいて考察する力を身にっけることを目指す0
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援助活動等に

則慣

、学
年



入学年度

区分

22年度以降

れ年度以前

授業科目

区分

選択 20年度以前自由(卒業単位に含まない)
<授業目的>

地方自治制度をべースに地域は長年国を支えてきた。しかし現在地域は進みかけた地方分権が停滞
しているだけではなく、地域には経済のグローバル化や国の財政難、国の支援システムの崩壊などに
加え、少子高齢化の影響もあり、急速にその維持自体が問題となっています。こうした厳しい状況を
打開するには、どうしたらよいか。地域の諸問題を地域力斗寺つぁらゆる力を結集し、これをマネージ
メントするル伽或経営」の考え、手法を導入で、乗り切ることが求められています。このことは社会人
として生きるすべての人々にとって、地域で生きる者の役割としての必修課題でもあります。この授
業を通じてそのため地域人として必要な矢酷哉と実践力を身にっけるようにしたいと思います。

基礎

基礎

3年

授業科目

<各回毎の授業内容>

1.地域とは何か一地域が果たしてきた役割と新たな課題
2.畔反易州」とは一地域分権を巡る様々な地域からの動きの意味と課題
3.地域が抱える多くの課題とその背景一取り巻く客観情勢等の変化
4.地方自治の現状一国と地方の権限と財源の関係、構造改革が果たさなかったもの

一国が地方を縛る仕組みとその問題点5 力

6.地方財政の現状と地方分権の推進の必要性一民主党のル膨或主権改革」とは
フ.地域活性化の手段としての地域づくり一地域づくりの果たした意義と限界
8 一実際事例の研究と演習ウ

9 一新たに必要な総合的ル伽或経営」の概念0

10.地域自立・維持のため必要な諸政策一地域農業と商業の再生策はあるか
Ⅱ 一地域活性化のための産業政策ウ

12 一地域の中小企業金融、地域の環境政策0

13 一地域における都市づくり0

H 一地域持続のための課題と対策としての総合経営力

15.地域は自立できるか一地方分権が必要な本当の意味と本源的所得
16.まとめ試'験

地域経営論

側11S

2

担当教員(所属等)

後

<教科書・参考文献>

教科書は使用しません。参考書はその都度紹介します。授業は毎回、レジュメと参考資料を配布し
て行います。

平山征夫
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<成績評価方法>

期末試験<理解度テストと小論文など>の結果で判定

<受講に当たっての留意事項>

本講座は大きな目的として地域問題を通じて、現状の政治・ホ茎済・社会を理解し、見る眼と考える
力を養うことに置きます。そのため、毎回その時点で理解しておいたほうがよいと思われる政治経
済問題等(例えば国債の格付け問題など)にっいて、討議と解説を加えながら授業を進めますので、
ニユース等に十分関心を持って臨んでください。また地域づくりの演習を行いますので、自分の住む
地域についても考えておいてください。

<学習到達目標>

卒業後社会人として活動するのに最低必要な社会の仕組み等を理解し、地域人としても活躍出来る
だけの知識を身につけるようにしたい。

学
期

単
位
数

学
年



共
通
科
目



1年共通科目(後期)

.

日本経済論

国際政治学

ワークショップ実呈曵論1

経営と組織

社会情報システム

ネットワークコンピューティング



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

この授業の目的は、最低限身に着けておくべき教養としての戦後日本経済の歴史を学び、長期にわ

たって停滞する現代日本経済が抱える課題を、主に家計という観点から理解することである。

通

<各回毎の授業内容>

1.オリエンテーション

2.高度成長①

3.高度成長②

4.高度成長③

5.バブルホ丕済の発生と崩壊①

6.バブル経済の発生と崩壊②

フ.バブル経済の発生と崩壊③

8.平成不況と構造改革①

通

1年

授業科目

日本経済論

<成績評価方法>

コメントカード(不定期、20%)、試'験(80%)

2

<教科書・参ぢ文献>

教科書:長谷川啓之編『経済政策の理論と現実』学文社、2009年。

参考文献:安藤潤ほか『平成不況』文眞堂、2010年。

担当教員(所属等)

後

側慣

平成不況と構造改革②

日本の所得格差

日本の男女問経済格差①

日本の男女問経済格差②

日本の少子高齢化①

日本の少子高齢化②

日本の少子高齢化③

試験

安藤潤(情報文化)

<受講に当たっての留意事項>

教科書は必ず購入し、授業の際に必ず持ってくること。各回の授業のタイトルと教科書の章題は必

ずしも一致してぃないが、授業内容は教科書に準じるので、必ず予習してから臨むこと。参老文献は

高度に専門的な内容が含まれており、参考とするのはごく一部なので、購入は義務付けない。 1年後

期配当科目ということを考慮し、できるだけ平易に講義し、ある程度は用語の説明を行うが、基本的

には経済用語辞典や指定図書などを用いて白分で調ベ、学ぶこと。どの授業でも同じだが、無遅刻

全出席が大原則である。

<学習到達目標>

戦後の荒廃から高度成長期、バブル経済期を経て現在の不況にいたるまでの日本経済の歴史を理解

すること。授業終了時点で、残りの学生生活を過ごすにあたり、もって臨むべき問題意識を1つでも

持っているようになること。
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期

単
位
数

学
年

共

共

9
W
Ⅱ
姶
1
3
H
巧
玲



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

この科目のねらいは、第1に,第二次世界大戦後における国際政治の決定要因のーつであった東西

冷戦構造の形成と展開、さらには崩壊過程についての理解を深めることである。第2に,冷戦構造崩

壊の結果生じた様々な問題を検討することによって、現代国際政治の基本的特色についての認識を養

うことである。

通

通

<各回毎の授業内容>

1 現代の国際政治の特色

2 冷戦の始まり

3 ヨーロッパにおける冷戦構造の牙三成

4 アジアにおける冷戦構造の形成^朝鮮戦争を中心に

5 米ソ協調的競争体制の成立

6 多極化^社会主義圏における対立の構図①東ヨーロッパ

7 多極化^社会主義圏における対立の構図②中ソ対立

8 核軍備管理と緊張緩和

9 デタント(緊張緩和)の退潮

10 冷戦構造の崩壊と核軍縮問題

H 冷戦構造の崩壊とソ連・東欧関係

12 冷戦後の軍縮安全保障問題①

13 冷戦後の軍縮安全保障問題②

N 冷戦期国際政治の総括

15 21世紀の国際政治の展望

1年

授業科目

国際政治学 2

担当教員(所属等)

後 小澤治子(情報文化)

<成績評価方法>

学期末試験の結果を中心に成績評価を行うが,授業ごとに提出するコメントペーパーも参考にする。

<教科書・参考文献>

教科書は特に使用せず、最初の授業時に教科書に代わる資料集を配布する。また講義内容について

のプリントを毎回の授業時に配付する。参考文献は講義の中で随時紹介するが,特に次の二冊が有用

である。

石井修『国際政治史としての20世紀』有信堂 2000年。

細谷千博監修(滝田賢治・大芝亮編)『国際政治経済グローバル・イシューの解説と資*判有信堂

2008年。

<受講に当たっての留意事項>

授業の際は,遅刻と私語は厳禁です。その他最低限のモラルを守って下さい。

<学習到達目標>

冷戦構造の形成と展開,またその崩壊過程を学ぶことを通じて,今日の国際政治を考える視点を養

つ0
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入学年度

区分

22年度以降

綴年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

共通科目「国際交流インストラクター演習 1・ 2」が、ワークショップやファシリテーターといった
新たな方法との「出会い」だったとすれば、本授業はその「応用」と「発展」を目指す。すなわち、「国際交
流インストラクター演習 1・ 2」があくまでも教員からきっかけを与えられて取り組む授業なのに対
し、本授業は学生自らが問題意識に沿って、それぞれのワークショップ内容を深めることを目標とす
る。問題のありかを自分たちで見っけ、その問題を解くための方法も自主的に探究するという新しい
形式の授業である。講師の招聰に関しても、参加者の要望を反映させる。さらに本授業では、参加者
ができるだけ多種多様のワークショップを経験することにより、ワークショップの広範囲な技術を獲
得することを目指す。

通

通

1年

授業科目

※招聽講師については、都合によ<各回毎の授業内容>
1.イントロダクションー「国際交流インストラクター演習 1

関連についてなど。

2.課題設定とグループ分け

3.グループワーク①一課題分担とりサーチ

4.招聰講師による実演①

5.グループワーク@)ーふりかえりと実践

6.招鵬講師による実演②

フ.グループワーク③一ふりかえりと実践

8.招聰講師による実演③

9.グループワーク@)ーふりかえりと実践

10.招聰講師による実演④

Ⅱ.グループワーク価)ーふりかえりと実践

12.グループワーク⑯)ープレゼンテーシヨン準備

13.プレゼンテーション①

14.プレゼンテーション②
15.まとめ

ワークショップ実践論1

位
数

1

担当教員(所属等)

後 佐々木寛・神長英輔

<成績評価方法>

出席、授業における各グループのパフォーマンス、グループ内での各個人のパフォーマンス、期末
レポートによって評価する。

り順序が変更になることもある。

2」、「ワークショップ実践論1」との

<教科書・参考文献>

授業の際に配布する。

<受講に当たっての留意事項>

「国際交流インストラクター演習 1」もしくは「同演習2」をすでに履修していることが望ましい。自
分でテーマを見っけ、りサーチをして、講師の話しを聞いて、それを自分たちのワークシヨツプに生
かす。そしてそこで学んだことをレポートにまとめる。積極的な学生の履修を期待する。

<学習到達目標>

本授業では、新たな知識の獲得や問題発見の技術を身にっけるだけでなく、コミュニケーシヨン能
力及び実践的な学力の向上を目指す。
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学
期

学
年

共

共



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

情報文化学科選択、情報システム学科必修

<授業目的>

本講義では、組織論についての基礎理論および現代企業の管理手法等を習得する。また、企業は組

織をどのようにマネジメントしているか、基本的なことを理解する。

通

<各回毎の授業内容>

第1回イントロダクション(ガイダンス、経営学とは)

第2回第1部組織論の枠組み 1 組織とは

第3回第1部組織論の枠組みⅡ組織のダイナミックス

第4回第2部個人レベル 1 モチベーション

第5回第2部個人レベルⅢストレス

第6回第3部集団レベル 1 グループ・ダイナミックス

第7回第3部集団レベルⅡリーダーシップ

第8回第4部組織レベル 1 組織デザイン

第9回中間まとめと中間試験

第10回第4部組織レベルⅡ組織文化

第Ⅱ回第5部組織変革 1 危機管理

第12回第5部組織変革Ⅱ人的資源管理

第13回第5部組織変革Ⅲ変革の理論と実際

第14回組織論における今日的議論俳且織における感情労働)

第15回まとめ

第16回定期試験

通

1年

授業科目

経営と組織 2

担当教員(所属等)

後 内田亨(情報システム)

<成績評価方法>

中間試'験:40%、定期試験:60%、で評価する。

<教科書・参考文献>

教科書:田尾雅夫(2010)『よくわかる組織論(やわらかアカデミズム

ヴァ書房。随時、教員が最新情報などの資料を紹介・配布する。

<受講に当たっての留意事項>

受講生の授業の理解度については、中間試.験および期末試験によって確認する。なお、現在のとこ

ろ試.験は、すべて持ち込み不可の論述形式を考えているが、受講生の習熟度によっては他の形式も

考慮する。

場合によっては、企業の方をゲスト・スピーカーとしてお招きし、講義を行うことも検討する。

<学習到達目標>

組織論における基本的な知識俳畍哉論の枠組み、個人・集団レベル、組織レベル、組織変革など)
を理解する(中間試'験:30%、定期試.験:30%)。

企業において組織とは、どのような位置づけで、どうマネジメントすればよいか説明できるように

なる(中間試験:10%、定期試.験:30%)。

N盾
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

情報文化学科選択、情報システム学科必修
<授業目的>

現代社会の基盤となるオープンな情報通信ネットワーク(インターネツト)にっいて、プロトコル
と伝送缶噺卸、符号化と伝送、ネットワーク、通信機器とネットワークソフトなどの観点から学習す
る。基本情報技術者試験(午前問題)やインターネット検定に出題される内容を学習する0

<各回毎の授業内容>

1 ネットワーク技術を学ぶ意義、現在のインターネットの使われ方
2 ネットワークアーキテクチャ

3 TCP/1P、通信プロトコルのデファクトスタンダード

4 TCP/1Pで利用されるアドレス 1

5 TCP/1Pで利用されるアドレス 2

6 伝送制御ベーシック手順、HDLC手順(レポート課題1)
7 変調、符号化、アナログ通信、ディジタル通信
8 伝送技術誤り制御、同期制御、多重化方式、圧縮・伸張方式
9 伝送方式と通信回線交換方式、パケット交換(レポート課題2)
10 LANとWAN 組織の大きさとLAN、LANの構成装置

Ⅱ LAN間接続機器りピータ、ブリッジ、ルータ

12 インターネットの各種サービスその I DNS, HTTP, FTP

13 インターネットの各種サービスその2 SMTP,POP3, NNTP, TELNET,SNMP, DHCP
14 ネットワークの性能、ネットワーク関連法規(レポート課題3)
15 ネットワークの応用、通信機器とネットワークソフト

16 定期試験

<成績評価方法>

成績は期末試験(70%)と自己学習によるレポート課題(30%)により評価する。
試験では講義に沿った問題を出題する。持ち込みは不可とする。

<教科書・参考文献>

教科害基本情幸財支術者テキスト NO.4 ネットワーク技術
日本情報処理開発協会監修、増進堂(2012)

参考文献随時紹介する。

<受講に当たっての留意事項>

企業で行われてぃる電子商耳又引、電子決済など、インターネット上での仕事をめざす学生や、ネツ
トワーク関連の資格取得をめざす学生には有意義である。

<学習到逹目標>

.代表的なネットワークァーキテクチャ(OSI、TCP/1P)の概要、階層構造、各層の役割にっいて理
解する(試験20%、レポート10%)。
データ伝送の種類、仕組み、特徴にっいて理解する(試'験20%、レポート10%)。
実用的なネットワーク(LAN、WAN)の特徴、仕組み、プロトコル、提供される多様なサービス
にっいて理解する(試験30%、レポート10%)。

(関連する学習・教育到達目標:E)

通

通

1年

授業科目

ネットワークコンピューティンク

、1

位
数

2

担当教員(所属等)

後 石川洋(情報システム)
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

情報文化学科選択、情報システム学科必修

<授業目的>

電子政府、電子自治体による行政サービスのオンライン化、suica、銀行ATM、座席予約・商品購

買システムによるビジネスの電子化、経路検索サービスやオンラインゲームの普及等、これらの社会

情報システムはわれわれの生活に密着し、なくてはならないものとなっている。また、これら情報シ

ステムはコンピュータ・ネットワークのモバイル化、クラウド化でさらなる進化を続けている。

本講義では、私たちが日常よく使う社会情報システムの仕組みを、周辺コンピュータ・ネットワー

ク技術を解説しながら理解する。また、社会における役割を把握し、運用の一翼を担う法律制度も交

えながら、私たちの生活にどのように関わっているのかを学習する。さらに、社会情報システムの問

題点、セキュリティー、コンプライアンスについても理解を深める。

通

通

1年

授業科目

社会情報システム

<各回毎の授業内容>

1.授業の目的、めざすところ、全15回の内容等ガイダンス

2.情報システムの社会ヘの影響、トレーサビリティ、グローバル化、生活文化の変化

3.毎日使う社会情報システム・1C力ード乗車券Suicaの処理構造と周辺技術

4.住民基本台帳ネットワークの構造、法制度等

5.生活と社会情報システム:銀行ATM、チケット予約購買システム(レポート課題1)

6.電子マネー:企業により提供される電子決済サービス・通貨との法的相違と利点

フ.電子政府の構造と機能、社会的役割(行政サービスおよび広報)

8.電子自治体・新潟市の2000行政サービス(レポート課題2)

9.経路検索システムの仕組みとC02排出量表示

]0.ネット金融取引・個人口座間取引から大口証券取引まで、認証システムと処理フロ

Ⅱ. e、T餓国税電子申告:電子証明書、利用者識別等のセキュリティーと税優遇制度

12.社会情報システムの根幹となるネットワーク諸技術(レポート課題3)

13.情報社会の問題、全ての人が受益者とはならない(ディジタルデバイド・情報社会学との関連)

14.社会情報システムを支えるセキュリティーとコンプライアンス(情報セキュリティとの関連)

15.講義のまとめ(これからの情報社会を安全に侠適に生きるには)

16.定期試験

位
数

2

担当教員(所属等)

後 藤田晴啓(情報システム)

<成績評価方法>

定期試'験70%、レポート課題30%の配分で評価する。

<教科書・参考文献>

参考書:初回の授業あるいは各回の授業にて紹介します。

<受講に当たっての留意事項>

私語厳禁、まわりに迷惑を与えるので、注意は1回まで(2回目で退席を勧告します)。

<学習到達目標>

社会情報システムの仕組みを理解し、社会における役割等の知識を習得する(定期試'験:25%)。

政府・企業のデータ処理の構造および社会情報システムの社会における役割を説明できるようにな

る(定期試験:25%)。社会情報システムの問題点を学び、それらがディジタルデバイド等社会問

題とどのように関連するのかを理解し説明できるようになる(定期試.験:20%)。

自己学習により社会情報システムが社会インフラとして如何に重要かについてさらに理解を深める

(レポート:30 %)
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2年共通科目(後期)

.

国際経済学

企業と経済



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

この科目の目的は、国際経済学の基礎理論及び国際経済の歴史を学び、グローバル化が進む国際経

済現状を認識し、その背景及び問題点について理解を深めることである。

通

<各回毎の授業内容>

1.オリエンテーション

2.第2次世界大戦後の国際貿易

3.第2次世界大戦後の国際貿易

4.第2次世界大戦後の国際貿易

5.現代の国際貿易①

6.現代の国際貿易②

フ.外国為替相場①

8.外国為替相場②

通

2年

授業科目

国際経済学

位
数

<成績評価方法>

コメントカード(不定期、20%)、試験(80%)

金融体制①

金融体制②

金融体制③

2

<教科書・参考文献>

教科書は指定しない。参考文献として以下の2冊を挙げておく。

長谷川啓之編『経済政策の理論と現実』学文社、2009年。

安藤潤ほか『平成不況』文眞堂、2010年。

担当教員(所属等)

後 安藤潤(情報文化)

則慣

外国為替相場③

国際経済取引と国際収支表①

国際経済取引と国際収支表②

国際経済取引と国際収支表③

地域経済統合①

地域経済統合②

地域経済統合③

試験

<受講に当たっての留意事項>

「現代アメリカ論」を履修していることが望ましい。私語は厳禁。注意しても私語を続ける者は退室

を願うことがある。体調不良などやむを得ない場合を除き大幅な遅亥小途中退出はしないこと。授業

中は歩き回らないこと。携帯電話・PHSの類は必ず電源を切ること。飲食禁止。コピーを配布するが、

欠席をした者は自己の責任でそろえること。板書したことだけでなく、重要と思われる点は各自ノー

トに書いておくこと。数式は極力避けるが、グラフは講義内容の理解を深めるために複雑でないもの

を用いる。全出席・無遅刻が大原則。

<学習到達目標>

この授業内容をべースとして、大学生として主要な新聞の国際経済欄や国際経済に関するニュース

に関心を持ち、理解し、また自らの考えを述ベることができるようになること。
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

本講義では、日本・世界経済、市場、環境問題等、経済状況や今日的問題と企業の関係性を習得す

る。また、資本主義経済社会において企業はどのような活動をしているか、基本的なことを理解す

る。

通

<各回毎の授業内容>

第1回イントロダクション(ガイダンス、企業とは、企業経営のしくみ)

第2回戦後の日本経済のあゆみと日本企業①

第3回戦後の日本経済のあゆみと日本企業②

第4回世界経済と日本企業①

第5回世界経済と日本企業②

第6回インフォメーション・エコノミーからナレッジ・エコノミー(1)

第7 回インフォメーション・エコノミーからナレッジ・エコノミー②

第8回グループワークによる演習住)

第9回市場と日本企業

第10回環境問題と日本企業

第H回日本企業と外国企業

第12回グループワークによる演習②

第13回資本市場とコーポレートガバナンス

第14回 CSR(企業の社会的責任)

第巧回まとめ

第16回定期試験

通

2年

授業科目

企業と経済 2

担当教員(所属等)

後 内田亨(情報システム)

<成績評価方法>

定期試'験:60%、グループワークによる演習の成果物:20%× 2回=40%、で評価する。

<教科書・参考文献>

参考文献:浅羽茂(2008)『企業の経済学』

随時、教員が最棄斤情報などの資料を紹介・配布する。

<受講に当たっての留意事項>

受講生の授業の理解度については、グループワークによる演習および期末試験によって確認する。

なお、現在のところ試.験は、すべて持ち込み不可の論述形式を考えているが、受講生の習熟度に

よっては他の形式も考慮する。

場合によっては、企業の方をゲスト・スピーカーとしてお招きし、講義を行うことも検討する。

<学習到達目標>

企業と経済の関係性佃本・世界経済、市場、環境問題等)を理解し、基本的な知識を習得する

(定期試験:30%)。

基本的知識習得を前提にして、グループディスカッションによって、企業に関する理解を深める

q寅習:40%)。

企業活動の動向を学び、それらがどのようなメカニズムで動いているか説明できるようになる(定

期試験:30%)。
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3年共通科目(後期)

.

社会調査演習1

情報処理演習2

情報と法

2



入学年度

区分

22年度以降

授業科目

区分

平成24年度不開講

通

通

3年

授業科目

社会調査演習1

側慣

2 2

担当教員(所属等)

後
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

情報文化学科必修

<授業目的>

1年次の情報処理演習1で身に付けた知識と技術を士台に,主にWordとExce1の運用能力の飛躍的

向上を目指します.本演習の最終目標はMicros0丘 0伍Cespecialist試.験の合格ですので,授業内容も

最大限それに沿った内容で組み立てます. Microsoft omcespedaⅡSt(word, ExceD は,本学で毎年

実施する企業懇談会でのアンケート調査によって,在学中に学生に耳又得してもらいたい検定・資格で

3年連続第一位となっています.就職活動を有利に展開する上でも必須資格となっています

通

通

3年

<各回毎の授業内容>

クラスにより内容,進度は異なりますので,下記内容は一応の目安としてください

1.全体ガイダンス

2. MCAC攻略問題集 Word(第 1章)

3. MCAC攻略問題集 Word(第2章)

4. MCAC攻略問題集 Word(第3章)

5. MCAC攻略問題集 Word(第4章)

6. MCAC攻略問題集 Word(第5,6章)

フ.中問テスト

8. MCAC攻略問題集 Excel(第 1章)

9. MCAC攻略問題集 Excel(第2章)

10. MCAC攻略問題集 Excel(第3章)

Ⅱ. MCAC攻略問題集 Excel(第3章)

12. MCAC攻略問題集 Excel(第4章)

13. MCAC攻略問題集 Excel(第5章)

14.応用練習

15.応用練習

授業科目

情報処理演習2

、、

位
数

227

2

担当教員(所属等)

後
澤口晋一

佐藤徳子

山本瑞恵

谷賢太郎

<成績評価方法>

小レポート,試験により評価する

<教科書・参考文献>

MCAS攻略問題集(word, ExceD

<学習到達目標>

Microsoft 0缶Ce spedaⅡSt試'験(word, Excel)の合格

試.験は,4月以降中央キャンパスで随時実施します.検定料は通常1科目12β90円ですが,大学から

の補助で3500~5000円程度となる予定です.また,試験に合格すると資格取得奨学金Ⅱ種が授与され

ます

<受講に当たっての留意事項>

一情報センターの利用規則を守ること

クラスは基本的に1年次のクラス編成を踏襲しますが,希望により移動は可能です

則慣
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

インターネットは社会の重要なインフラです。皆さんは、社会人として、インターネットを用いる

際に当然に守らなければならないルールがあり、注意しなければならないということを知る必要があ

ります。この講義では、'法的な観点から、インターネットをめぐる問題点を講義します。ところで、

法律の問題とは、いつも単一明快な答えが存在するというものではありません。状況によっては、同

じ行為が合法にも、違法にもなり得るし、人によって判断が分かれることもあります。このような考

え方を理解してもらい、その上で情幸尉支術に関する問題ヘの臨み方を身につけてもらいます。

通

通

3年

<各回毎の授業内容>

第1回情報と社会生活と法~1Tをめぐる法律問題とは具体的には何か

第2回法律問題の考え方~著作権の基礎の基礎

第3回情報と法と倫理~社会的評価未確定問題ヘの対処

第4回情報文化学部の技術者倫理~1Tのプロとして、ビジネスや倫理との利益相反にどう対処す

るか

第5回知的財産権法①~著作権概要

第6回知的財産権法②~著作物の利用

第7回知的財産権法③~著作権をめぐる訴訟

第8回知的財産権法④~特許法、不正競争防止法

第9回知的財産権法⑤~フェア・ユース(著作物を利用する場合のルール)

第10回ソフトウェアづくりと法律~契約と知的財産権

第Ⅱ回情報の流通とプロバイダの責任~情報仲介者の責任、プロバイダ責任制限法

第12回個人情報の有弔陛と保護~個人情報保護法と事業者の義務

第13回ネットワーク犯罪ど情報セキュリティ~不正アクセス、通信傍受、サイバー犯罪条約

第14回情報・法・倫理・ビジネス・セキュリティ~総括講義

第〕5回キャンパスライフとトラブルシューティング~具体的な演習を実施する

第16回試.験

授業科目

情報と法 2

担当教員(所属等)

後 浜田良樹

<成績評価方法>

試.験(80点)と授業に際して毎回配付するミニレポート(20点)

ミニレポートの点数が5点未満の場合は失格とする(第]5回講義までに公示する)

<教科書・参考文献>

オリジナルテキストを配布する。

<受講に当たっての留意事項>

私語、飲食は禁止。

2週間に一度、 2限ずつの開講となる。掲示物に注意すること。

<学習到達目標>

IT社会において新たに生じる社会問題の存在を認識し、萎縮することなぐ情報ネットワークを活

用できること。

(関連する学習・教育到達目標:E)
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1年文化専門科目(後期)

臣

ロシア言吾1

中国語1

韓国語1

アメリカ英語1

ロシア史概説

中国史概説

韓国朝鮮史概説

アメリカ史概説



入学年度

区分

22年度以降

綴年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

ロシア語の基礎の習得をめざします。今後のロシア語学習の士台をしっかりと築くことがこの授業
の目的です。

宙門

<各回毎の授業内容>

各週の内容は以下の通りです(受講者の達成度に応じて多少前後する可能性があります)。
1.文字と音声

2.単語の発音

3.基本3文型(テキスト第 1課)

4.疑問詞のない疑問文とその答え(同第2課)
5.疑問詞(同第3課)

6'人称代名詞(同第4課)

フ.名詞の性(同第5課)

8.所有代名詞と指示代名詞(同第6課)
9.動詞の現在人称変化①(同第7課)

10.動詞の現在人称変化②(同第8課)
Ⅱ.無人称文(1)(同第9i勅

12.場所の表現(1)(同第10課)

13.場所の表現②(同第Ⅱi知

14.移動・動作の目標(同第12i剰

15.総復習(第1課から第12課まで)および総復習テスト
各課では文法の解説、音読、グループワークを中心とした会話の練習をおこないます。読む力、聞

く力、話す力、書く力をバランスよく伸ばすことをめざします。

門

1年

授業科目

ロシアΞ吾 1 3

担当教員(所属等)

後 神長英輔(情報文化)

<成績評価方法>

出席回数(特に重視します)、小テスト(筆記と暗唱)、課題(書写)、総復習テストをもとに総合
的に判断します。

<教科書・参考文献>

教科書は佐藤純一『NHK新ロシア語入門』NHK出版(CD付き)です。また、文字の練習用とし
て『ロシア語習字ノート』(ナウカ出版)を購入してください。いずれも教科書販売所で購入し、授業
初回から必ず持参してください。辞書については授業で案内します。

<受講に当たっての留意事項>

出席が極めて重要です。語学は積み重ねです。あとでまとめてやることは不可能です。
徹底して音読してください。読めば読むほど力がつきます。
毎回の着実な復習が大事です。授業に出るだけで勝手にできるようになることはありません。教科

書添付のCDを活用し、日常生活の中にロシア語を聞く時問と読む時問を確保してください。
間違いを恥じてはいけません。楽しく取り組むのは大事ですが、他の受講者の間違いを笑ってはい

けません。わからないことはいつでも遠慮なく質問してください。
みなさんの積極的な取り組みを期待しています。

<学習到達目標>

文字を正しく発音すること、文字を正しく書くこと、基礎的な文法を理解すること、基本的な単語
をおほえること、簡単な文を聞いて理解できること、自分の日常生活について簡単なロシア語で表現
信舌す・書く)できること、ロシア語学習が楽しいと思えるようになること、以上が目標です。
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

中国語は声調言語であり、その言葉の流れは歌のように聞こえます。この特徴が日本語にも英語に

も見られません。発音の勉強は難しく感じられるかも知れないが、発音を正しく身につければ、中国

語の会話は美学的センスを持ち、コミュニケーションの相手に素晴らしい感じを与えます。この授業
は長年来の発音教育の経.験を生かして、声調・単母音・複母音・子音などを正しくて美しく発音する

よう、ネイティブに近いものになるよう、徹底的に指導します。同時に、最も基本的な文法と常用単

語をしっかり身につけるよう指導し、さらにその活用として、パートナー或いはグループでの作文練
習や会話活動を行い、これによって初歩的な会話能力を身に付けさせます。

<各回毎の授業内容>

、子昏1苛音B分、

中国語の基礎として発音と声調を重点に置き、同時に、中国語漢字と日本語漢字の書き方および意味
の違いを区別するよう注意します。

1、中国語発音の概要と単母音

2、声調と複母音

3、子音

4、子音

5、鼻母音

6、軽声と各種の変調

フ、発音の糸急合ホ東習

会話入門^、

会話の様々な話題をめぐって大量に単語を活用することによって、友人交際、留学、ビジネスなど中

国滞在時の初歩的な実用会話を身に付けさせ、その中で下記の文法ポイントを教えます。

8、場所代名詞、 4種の疑問文

9、新属呼称、数字知識、「有」の構文①

10、時間詞、名詞述語文

Ⅱ、量詞、連動文

12、語気助詞「了」住)と動相助詞「了」②

13、選択疑問文

14、助動詞陸劇と「会」

15、糸急合ホ東習

<成績評価方法>

成績は定期試.験で評価するが、出席の状況、授業での作文・会話の状況も成績判断の参考になる。

<教科書・参考文献>

教科書:朱継征著『速問即答中国語・入門編』朝日出版社、補足のレジュメ

辞書:適当な辞書を授業の時に指定

<受講に当たっての留意事項>
辞書を購入すること

予習・復習をすること、積極的に作文や会話に取り組むこと

<学習到達目標>

正しい発音を身に付け、基礎的な文法を理解し、常用単語をできるだけ多く覚え、各種の練習、と

くに会話活動を通じて、単語と文法の活用と口頭作文の能力を身に付けることを目指します。

古門

門

1年

授業科目

中国語IA 匝建英(情報文化)B

位
数

則慣

担当教員(所属等)
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

正しい中国語の基礎を身につける。

<各回毎の授業内容>

ピンイン符号(発音表記符号)の読み書きができるようになるための練習をする。さらに中国語の

基本的な文型と文法事項にっいて学ぶ。発音練習にはできるだけ多くの時間を充当したい。 1冊のテ
キストを複数の教員が共用するため、毎回の授業内容はシラバスと若干異なる場合がある0

単母音・複合母音と四声1

子音一有気音と無気音2

子音一そり舌音とその他の子音3

鼻音をともなう母音4

5~6.発音の総合糸東習

動詞述語文7

8~9.数字

〕0~H.形容詞述語文

12~13.比較文

時問の表現14

名詞述語文15

<成績評価方法>

出席と発音・声調の習熟度を重視する。出席が2/3以上の者に定期試験を受ける資格を与える0
成績評価は小テスト、出席率、定期試'験の結果を総合的に判断する。

<教科書・参老文献>

教科書:『速問即答中国語入門編』朱継征著朝日出版(2700円十税)

参考文献:『はじめての中国i副相原茂著講談社現代新書0987 (740円+税)

<受講に当たっての留意事項>

発音練習をする際には、大きな声で歌うように発声すること。テキストの単語や文は何回も朗読し
て暗訥できるまで練習すること。ピンイン符号は読み・書きが完壁にできるまで繰り返し練習するこ
と。

古門

門

1年

授業科目

中国語IA

<学習到達目標>

発音.声調の徹底した訓練から始め、ピンイン符号の「読み・書き」が正しくできるようにしたい。
さらに学習した語業と文型を使い、自分の日常生活にっいて中国語で表現できるようにしたい0
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担当教員(所属等)

後 寺沢俊一
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入学年度

区分

22年度以降

れ年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

中国語の発音を習得し、豊富な語粂と用例を学んで、基本文型を理解し、基礎的な会話能力と作文

能力を身につける。

<各回毎の授業内容>

1 子音

2 子音

3 "e"の音、変調

4 ル化音、音節の復習

5 発音の総合糸東習

6、 7 動詞述語文、連用修飾語、 3種類の疑問文

8、 9 指示代名詞、構造助詞"的"、形容詞述語文

10、 11"有"と"在"、アスペクト助詞"着"、禁止用法

12、 13 方位詞、進行文

14、 15 選択疑問文、助動詞

16 定期試'験

<成績評価方法>

授業参加度、小テスト、定期試験を勘案して総合評価を行います。

<教科書・参考文献>

「速問即答中国語入門編」朱継征著朝日出版社

<受講に当たっての留意事項>

中国語を習得するに、その過程での努力に応じた結果を得られるとはかぎりませんが、努力なしで

はその成果は得られません。声を出して繰り返しトレーニングしてください。

テキストに添付されているCDを普段から利用してください。

<学習到達目標>

中国語の基本的な話す、聞く、書く、読むの四つの力を養います。

門

門

1年

授業科目

中国語IA B

担当教員(所属等)

後 笠原ヒロ子
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

韓国・朝鮮は日本に最も近い国である。言葉も日本語とよく似た構造をもっており、日本人には最

も習得しゃすぃ外国語といえる。この授業では、まず、表音文字としてのハングルの構成を正しく理

解し、読み書きを充分に練習して単語・短文の自然な発音に慣れるようにする。さらに日本語と比較

しながら韓国語の基本文法及び文型を学習する。

専門

門

<各回毎の授業内容>

].司田雫母音字母と子音字母の書き方と発音①

2.川川雫母音字母と子音字母の書き方と発音②

3.叫田雫バッチムとしての子音字母の発音と音韻変化

4.川 1斗牡噛乱川且?

5.ス]12 斗叫7171 司轡 N目田U斗

6.河13 斗 01曳01 早曳田リ刀1?

フ.却 4斗召可田目叩双合リ刀1?

8.司 5斗秀君剖合①

9.川 5斗秀臂包告②

10.創 6斗川曽早田召叩又川且

H.川 7斗咽智轟乱訓且!

12.ス]18 斗早e 号叫号手01古1川且?

13.創 9叫翊叫丑叩川司号田暑明号リ斗

14.ス]110斗秀弓曽合①

]5.創10斗秀冒包青②

1年

授業科目

韓国語IA・B

236

担当教員(所属等)

1妾
A:申

B :申

銀珠

銀珠

<成績評価方法>

出席が2/3以上の者に受験資格を与え、成績は試験結果で評価。宿題、小テストなどを成績評価

に加える。

側僑

世朗

修禧

<教科書・参考文献>

『韓国語初級U(国際教育院韓国語教育部、慶煕大学校出版局)

<受講に当たっての留意事項>

基礎から始める外国語なので、欠席しないこと。毎回宿題が与えられ、随時小テストも行われる。

しっかりついてきてください。

<学習到達目標>

ハングルの文字体系を理解し、初級レベルの読み書き 会話ができるようにしたい。

単
位
数

学
年

専

、

金
朴



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

韓国・朝鮮は日本に最も近い国である。言語も日本語とよく似た構造をもっており、日本人には

もっとも習得しゃすい外国語といえる。この授業では、慶煕大学校のテキストを用いた2コマの授業

を補強するために、日本で出版されたテキストを用いて、日本語を母語とする者の特性を生かした言

語学習を目指す。

専門

門

<各回毎の授業内容>

1.ガイダンス

2.1課基本母音字母と合成母音字母(1)(その 1)

3.1課基本母音字母と合成母音字母①(その2)

4.2課基本子音字母(その 1)

5.2課基本子音字母(その2)

6.3課合成母音字母②(その1)

フ.3課合成母音字母②(その2)

8.4課パッチム絲冬声)(その 1)

9.4課パッチム係冬声)(その2)

10.5課私は~です。(その1)

11.5課私は~です。(その2)

12.6課時間ありますか。(その 1)

13.6課時間ありますか。(その 2)

14.7課それは何ですか。(その1)

15.7課それは何ですか。(その2)

16.定期試'験

1年

授業科目

韓国語IA B

担当教員(所属等)

後 吉澤文寿(情報文化)

<成績評価方法>

出席が2/3以上の者に期末試.験の受験資格を与え、成績は期末試験の結果で評価する。なお、宿

題、小テストなどを成績評価に加える。

く教科書

金順玉

・参考文献>

阪堂千津子『新

<受講に当たっての留意事項>

基礎から始める外国語なので、とくに初めて韓国語を学ぶ学生は学習項目を着実に習得してほし

い。文字や発音の習得を確認するための小テスト、そして宿題を随時出したい。

<学習到達目標>

言葉に親しみつつ、話す、聞く、書く、読むという基礎的な言語能力の習得を目標とする。そし

て、習得した言語をもって、みずからのコミュニケーションに活用することを意識しながら学んでほ

しい。

チャレンジ 1 韓国Ξ副白水社、2009年、定価:2300円十税
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入学年度

区分

22年度以降

飢年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

リスニング.発音の訓練に最適であるとともに、口語英語・イディオム表現の宝庫である英語の

ポップスを素材に英語を学習する。英語の音とことばに対する感覚をともに磨くことを目指す0 テキ
ストにそってりスニング・文法・リーディングの問題に取り糸且むとともに、それぞれの曲の歌詞に担

当学生の訳を提供してもらう。学生が自分の好きな曲を選び、りスニングの穴埋め問題'訳詞の作成
をしてもらうこともありうる。

門

宙門

1年

<各回毎の授業内容>

1.イントロダクション

2. My Heart wiⅡ Go on

3. open Arms

4. Don't Look Back 血 Anger

5. A whole New world

6. Livin' La vida Loca

フ. Kiss of Life

8.1 Don't wa11na Miss a Thing

9. Everytime l close My Eyes

10. Life

11. The str即ger

]2. AⅡ I wa11tfor christmas is YOU

13. Hey NOW (Girls Just W釦tto Have Fun)
14.学生または教員作成による問題

15.まとめ

授業科目

アメリカ英語IA B

担当教員(所属等)

後 矢口裕子(情報文化)

<成績評価方法>

平均的回数担当・発表することが必須。

学期末に試'験および/あるいはレポートを課す。

<教科書・参考文献>

English with Hit son部(成美堂)

<受講に当たっての留意事項>

全員が予習してきてぃることを前提に授業を進める。出席のための出席は意味がない。辞書は必ず
持参のこと。

<学習到達目標>

総合的英語力の修得。
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

CALLシステムを活用してTOEIC受験対策演習をおこなう。

Listening練習、基礎文法の復習、読角弊東習、オンラインPractice Testを通して基礎力を養成する。

門

<各回毎の授業内容>

1 講義概要、CALLシステムの使用法説明

2 TOEIC 実力診断テスト

3 Unit l DailyLife

4 Un辻 1

5 Unit 2 Eating out & Amusement

6 Unit 2

7 Un辻 3 Cook血g & purchasing

8 Unit 3

9 Practice Test (1)

10 un辻 4 Tramc & Travel

Ⅱ Unit 4

12 Un北 5 Production & L0即Stics

13 Unit 5

14 Unit 6 Business & Economjcs

15 Unit 6

16 定期試'験

門

1年

授業科目

アメリカ英語IA ・ B

担当教員(所属等)

後

<成績評価方法>

毎授業時の練習問題と復習小テスト40%音声活動20%、定期試験40%

金沢泰子

<教科書・参考文献>

M.Yasumaru et al: seize The Essence ofthe TOEIC Test(KINSEIDO)他

<受講に当たっての留意事項>

5回以上欠席すると受講資格を失う。授業開始後10分以降の入室は認めない。

欠席回数については各自で記録し、超過しないように気をつけること。

<学習到達目標>

TOEIC形式の問題に慣れる。
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入学年度

区分

22年度以降

飢年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

The aim of this course is to build con丘dence in speaking al)d listening to English. students W辺 be

encouraged to communicate their own ideas whⅡe learning common phrases used in American
English. students wiⅡ Practice activities such as shadowing and overlapping. class time wiⅡ be also
Spent doing a lot of speaking atld 11Stenmg activities, a11d the students taking this course wi11 be
expected to fUⅡy partidpate in pair a11d group activities. Homework W辺 be assi即ed each week,
Which involves discussion on Facebook

声門,ナ門

声門

]年

<各回毎の授業内容>

Week 1 1ntroduction ofthe course, class survey

Week 2 Unit 11ntroductions

XN'eek 3 Un辻 2 Entertainment

Week 4 Unit 4 FamiⅡes

Week 5 Unit 5 PersonaⅡty

Week 6 Unit 7 Experiences
Week 7 Unit 8 Health

Week 8 Midtermexamination

Week 9 Unit 9 Relationships
Week lo un辻 11Travel

Week 11 Unit12 Lifestyle
Week 12 Unit13 Culture

Week 13 Unit14 Food

Week 14 Unit15 Events

Week 15 Unit16 Future

Week 16 F血alexamination

授業科目

アメリカ英i吾IA・B

240 則慣

担当教員(所属等)

後

<成績評価方法>

Class partidpation 20%
Holnework assignmentS 20%
Midterm exam血ation 30%

F血alexamination 30%

大岩彩子

<教科書・参考文献>

Impact conversation l by sUⅡival) K.& Beucken, T.(pearson Longman)

<受講に当たっての留意事項>

Good partidpation is very important
Good partidpation means you:
・speak English in dass
・ask questions

a杜ention al)d focus on the dass activities・pay

・do your homework
Poor attendance W辺 greatly a丘ect your grade as you W辺 miss your particlpation pointS 釦d the
information we covered in dass.

<学習到達目標>

Build con6dence in speaking and ⅡStening

子
年

単
位
数

い
、



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

このコースの目的は、ロシア人の直接の先祖である東スラブ部族の結成時代から1917年の社会主

義革命までのロシア史においてもっとも重要な出来事、社会の動きとその意義について考えながら、

ロシア史の重要点を紹介することである。ロシア社会の歴史的発展に自分の名を残した皇帝や為政者

や大将などの活躍について考察していきたいと思う。

241

門

門

<各回毎の授業内容>

1.キエフ・ロシア

2.キエフ・ロシア

3.分裂時代

4.分裂時代

5.モスクワ公国の創設者たち

6.ロマーノフ朝の初期

フ.危機

8.ピョートル大帝の改革

9.宮廷革命

10.エカテリーナ2世の治世

Ⅱ.アレクサンドル1悩

12.ニコライ 1世

13.アレクサンドル2世

14.アレクサンドル3世

15.ニコライ 2世と革命運動

16.期末テスト

1年

授業科目

ロシア史概説

、、

位
数

2

800- 1169年(その 1)

800一Ⅱ69年(その 2)

1169- 1462年(その D

1169- 1462年(その 2 )

1462- 1613年

1613- 1677年

167フ- 1700年

1700- 1725年

1725- 1762年

1762- 1796年

1801- 1825年

1825- 18郭年

18郭一 1881年

1881- 1894年

]894- 1917年

担当教員(所属等)

後 A プラーカレ(情報文化)

<成績評価方法>

学期末に筆記試験を行う。受験資格を獲得するために、総講義数の2/3出席が必要である。合格

のために、講義の自筆ノートが必要である。

<教科書・参老文献>

毎回プリントを配布する。

使用テキスト:なし

参考書:ピエール・パスカール著ロシア史白水社

<受講に当たっての留意事項>

適当なテキストがないため毎回かなりの量の資料を配布する。欠席した者は自己責任で資料をそろ

えること。

<学習到達目標>

ロシア社会史の基礎知識を身につけ、異文化理解を深めること。

側11S

゛
、
打

専

専
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年



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

かって最も富裕な文化帝国と称される中国は、なぜ近代で列強諸国に侵略される対象に転落し、ま
た戦後で途上国となりましたか。その歴史的転換の過程に発生した多くの重大な事件は、現代中国を
知るのに不可欠な知識です。というのは、今日の中国に見られる多くの現象はそうした過去の歴史に
その要因が求められるからです。この講義は伝統中国から近代国家ヘの転換、具体的にアヘン戦争か
ら中華人民共和国成立までの過程、とくにその過程における日本と中国の関係を説明します。これに
よって、現代中国における対外関係のあり方、経済発展のあり方、多民族社会のあり方、および民主
化の状態を理解するための基本知識と方法を提供します。

<各回毎の授業内容>

授業は下記のスケジュールで進めますが、授業の状況によって若干変更する場合があります。
1、中国の伝統思想と知性

2、伝統中国の民族関係一複合政治構造

3、チベットの由来と中国王朝

4、伝統中国の対外関係一朝貢体制

4、アヘン戦争と二つの国際秩序観

6、対外関係の変化と清末の外交

フ、中国社会の変動一太平天国と洋務運動

8、日清戦争と戊戌変法

9、義和団運動と辛亥革命

10、王朝の終爲と中華民国の多難な出発

Ⅱ、 21力条要求と「五四」運動

12、新文化運動と共産主義受容

13、国民革命における国共(国民党と共産党)合作
H、日中戦争における国共合作

15、国共内戦と中華人民共和国の誕生

門

門

1年

授業科目

中国史概説 2

担当教員(所属等)

後 匪建英(情報文化)

<成績評価方法>

成績は主に定期試験で評価するが、毎回の授業終了時に、講義内容に関するコメント(感想、
見、質問等)を提出してもらう。これを成績評価の対象に加える。出席状況も評価の参考になる。

<教科書・参考文献>

教科書は、授業のテーマ毎に配るレジュメ。参考文献は、授業時に紹介。

<受講に当たっての留意事項>

講義のメモを取りながらよく思考し、コメントを書くこと。レジュメをよく復習し、参考書をも積
極的に読むこと。

<学習到達目標>

伝統中国から近代国家ヘの転換の過程、主としてアヘン戦争から中華人民共和国成立までの過程を
掴み、その重要な出来事を覚え、中国社会のあり方と論理の変化を理解し、現代中国を理解するため
の基礎を作ります。

242 側慣
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

この講義は「植民地主義克服のための朝鮮史」をテーマとして、朝鮮史を古代から現代まで通観す

る。具体的には、朝鮮におけるナショナリズムの起源と展開について考察をする。そして、これから

を生きるわたくしたちが現在も継続する「近代」、すなわち植民地主義を克服するための道筋につい

て、展望を示したい。

専門

門

<各回毎の授業内容>

1.講義の概要、レポート作成および参考文献案内

2.原始・古代・・・古朝鮮から統一棄斤羅時代まで

3.中世(1)・・・高麗王朝

4.中世(2)・・庫月鮮王朝前期

5.近世②・・庫朕羊王朝転換期における二つの戦乱

6.近世(3)・・律験羊王朝後期

フ.近世から近代ヘ・一資本主義世界経済と帝国主義、19世紀前半の朝鮮

8.近代仕)・・・「開国」から日清戦争直前まで

9.近代②一日清戦争、甲午農民戦争、甲午改革、閔妃暗殺について

10.近代(3)・・・光武改革、日露戦争直前まで

Ⅱ.近代④・一日露戦争、保護国期について

12.近代(5)・・・韓国併合、「武断政治」期の朝鮮

13.近代(6)・・3 ・ 1運動、「文化政治」期の朝鮮

14.近代(フ)・・・戦時体制下の朝鮮

15.現代の課題・一角羣放から現在まで、まとめ

1年

授業科目

韓国朝鮮史概説

243

2

担当教員(所属等)

後 吉澤文寿(情報文化)

<成績評価方法>

レポートによって成績評価をする。

<教科書・参考文献>

教科書は使用しない。講義時にレジュメを配布する。

概説書として、以下の文献を紹介しておく。

武田幸男編『朝鮮史』山川出版社、2000年

田中俊明編『朝鮮の歴史先史から現代』昭和堂、2008年

<受講に当たっての留意事項>

日本のアジア認識をテーマとする「アジアと日本」(朝鮮と日本編)を受講しておくと、本講義の内

容理解がより深まると思う。

<学習到達目標>

受講者が朝鮮史の概要を習得した上で、みずからの関心に即して文献を選択、分析し、一定の結論を

示すことを目指す。

則盾
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修
<授業目的>

アメリカ合衆国の現在を作り上げてきた歴史的経緯を確認することによって、その国民形成のプロ
セスを理解する。多様な集団によって構成されているアメリカにおいて、一元的な政治統合を可能に
してぃる条件について多角的に検討する。また、現在の社会的・経済的格差が生じた政治的・文化的

さらにその解決のための施策についても考察する。
;才ヒ」豆ヨ'

月庁、、

<各回毎の授業内容>
1 はじめに

2 北米植民地の形成

門

則盾

声門

1年

授業科目

アメリカ史概説

3 独立

4

2-1

2-2

23

2-4

25

2-6

3-1

3-2

3-3

4-1

4-2

43

5・]

5-2

53

5-4

6-1

6-2

63

6-4

フ-1

フ-2

75

移民国家の基本原理

近代世界の成立
西洋列強による侵略以前の北米大陸
西洋列強の海外発展
コロンブス:発見か到達か
イギリスによる北アメリカ植民

植民者像の転換
独立戦争
独立宣言
アメリカ合衆国憲法
市民から排除された人々
アメリカ合衆国発展の特徴
市民となった人々
領士の拡大
南北戦争
ゴールドラッシュと移民規制法の発生

1924年移民法
大恐慌
第二次世界大戦
戦後の冷戦構造
キューバ危機とヴェトナム戦争
人種問題と公民権運動
19鉐年移民法
多文化主義

5

2

担当教員(所属等)

移民国家の拡大

後

6

越智敏夫(情報文化)

移民国家の変質

7 多元的社会の統合

8

<成績評価方法>
学期末の筆記試験(持ち込み可)のみで採点。

<教科書・参考文献>
教科書なし。各回 2 ~ 3 枚のレジュメをくA HREF="http://WWW.nuis.ac.jp/ic/ices/services/

Iecture/">本学教材ダウンロードページ</A>にアップするので、講義前に各自でダウンロードして
教室に持参すること。参考文献は講義中に適宜指示する。また図書館のサイトの「指定図書りスト」を
参照のこと。

<受講に当たっての留意事項>
アメリカ関連のもっとも基礎的な科目である。また近代ヨーロッパ史に関心をもっていることが望

ましい。

まとめ

(講義 1)
②

③

④

⑮

⑧

<学習到達目標>
アメリカ社会の歴史的特質を総体的かつ相対的に理解する。

⑨
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2年文化専門科目(後期)

.

ロシア言吾3

中国語3

韓国語3

アメリカ英語3

ロシア文化論

中国文化論

韓国朝鮮文化論

日本経済史

東南アジア文化論

現代ヨーロッパ論

AdV釦Ced cEP2



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

ロシア語2 に引き続き同じテキストの25~32課をもって文法、語業、会話法をマスターするよう
に心がける。文法の練習などを教員が用意する。

<各回毎の授業内容>

1. ypoK25 MΠⅢa npoqnTan KHnTy.値力詞の体その1)
2.同本文および練習問題

3. y p o K 26 兄Π P o q n T a lo T e K C T.(動詞の体その 2)
4.同本文および練習問題

5. y p o K 27 兄Π O K y n a lo M H O T O K H n r.(重力言司のイ本その 3)
6.同本文および練習問題

フ. y p o K 28 0 H y q n T c g p y c c K O M y 兄 3 EI K y.(ネ各支酉己)
8.同本文および練習問題

9.前半のまとめと中問試験

10. y p o K 29 M 0 負 O T e U 6 b1打Π H 搬 e H e p o M.(述百吾の造オ各)
Ⅱ.同本文および練習問題

12. y p o K 30 M 0 貢 O T e U 6 E1ΠΠ H 砿 e H e p o M'(名詞変化のまとめその 1)
13.同本文および練習問題

14. y p o K 31 M 0 負 O T e U 6 卜ln n H 瑠 e H e p o M.(名詞変化のまとめその 2)
15.同本文および練習問題

16.後半のまとめと期末試験

<成績評価方法>

出席率および中間・期末の両試験の結果によって成績を評価する。

<教科書・参考文献>

佐藤純一著畔斤ロシア語入門』、 NHK出版、2000年。

<受講に当たっての留意事項>

欠席が三分のーを超えると受験資格がなくなる。

門

門

2年

授業科目

ロシアi吾3

側慣

2

担当教員(所属等)

後 中谷昌弘
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

中国語2で身にっけた語学力を踏まえて、いっそう単語の量を増やし、文法の知識を拡大し、中国
語の会話能力を向上させると同時に、読解能力の訓練も行います。この授業は引き続き、文刑の活用
を中心にしてパートナー或いはグループでの作文練習や会話活動を行い、中国語によるコミュニケー
シヨンを実践します。また、中国語の新聞記事を選んで読解と問答を行い、できれば、中国瓢の映像
資料をも導入し、いっそう臨場感と実用性に富んだ言語学習を指導します。

<各回毎の授業内容>

各回の会話内容に下記の文法を組み込んで教え、また、諸分野での時事の読解を指導します。
1、動詞の諸形態のまとめ

2、形容詞の諸形態のまとめ

3、時事一経済発展

4、副詞の諸形態のまとめ

5、助動詞の諸形態のまとめ

6、時事一環境保護

フ、前置詞の諸形態のまとめ

8、文章構造分析の方法

9、時事一国際関係

10、文章における修飾形式①

Ⅱ、文章における修飾形式②

12、時事一政治・歴史

13、文章における主従複文の諸関係
10、時事一社会風貌

15、総合練習

門

門

2年

授業科目

中国語3A

担当教員(所属等)

ノt

匝建英(情報文化)

<成績評価方法>

成績は定期試験で評価するが、授業の出席や努力の状況と練習の成績も参考になる。

<教科書・参考文献>

教科書:楊凱栄等著『表現する中国語叫白帝社
そのほか:必要に応じてコピー資料配布

<受講に当たっての留意事項>

授業の時、辞書を携帯すること。

会話能力の訓練はもちろん、中国語の新聞記事の読解にも積極的に挑戦すること。

<学習到逹目標>

文型を軸として単語を大量に活用するような会話能力を目指しながら、文法理解は文章構造の分析
へと発展します0 また、中国語の新聞記事の読解や映像資料の理解を経験して、中国証の実用詐力を
高めることを目指します。
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入学年度

区分

22年度以降

肌年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

今までに学習した単語.慣用表現・文法事項を復習しっつ、新しく学ぶ事柄と有機的関連づけ、応
用発展させる。「聞く.話す」の練習にできるだけ多くの時闇を充当し、中国而の運用椛力向上をめざ
す。

<各回毎の授業内容>
以下の授業内容と若干異なる場合がある。1冊のテキストを複数の教員で分担して講義するため、

1~2.第2課「歓迎」

3~4.第4課「交通手段」

5~6.第6課「食事」

フ~8.第8課「交通手段2」

9~10.第10課「ネット上でのおしゃべり 2」
Ⅱ~12.第12課「趣味」

13~14.第14課「観光」

14~15.第15課防灸行」

<成績評価方法>

出席が2/3以上の者に定期試験を受ける資格を与える。成績評価は小テスト'レポート'出席
定期試験の結果を総合的に判断する。率

<教科書・参考文献>

教科書:『表現する中国語U楊凱栄・張麗群著白帝社(本体2400円井勤
参考文献:講義中に紹介する。

<受講に当たっての留意事項>

学んだ単語や文は日本語で意味を理解するだけでなく、正しい発音と語調で読めるようすること0
さらに朗読練習を繰り返して暗訥すること。暗訥できたら、ピンイン符号と漢子で凹く練習をするこ
と。

またテキスト本文の要旨を中国語で言えるようにすること0

<学習到達目標>

より正確かっ自然な発音ができるようにしたい。テキスト本文の内容にっいて中国而で説明ができ
るようにしたい。さらにテキストの内容にっいて中国語で質疑応答できるようにしたい0

専門

門

2年

授業科目

中国語3A B

位
数

担当教員(所属等)

後 寺沢俊一

側慣
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年
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

2年前期までに学んだ中国語の基礎を徹底し、実用的なレベルにまで高める。

門

<各回毎の授業内容>

とくに読む練習を重視する。テキストの会話を暗記し、場面ごとの会話や必要単語を習得する。
1.はじめに

2.打屯迂①

3.打屯活②

4.介紹(1)

5.介紹②

6.換峩(1)

フ.換峩②

8.生病①

9.生病②

10.中国語検定対策一過去問題の分析と問題練習①

Ⅱ.中国語検定対策一過去問題の分析と問題練習②

12.明上凱天儿](1)

13.岡上凱天儿 1(2)

14.叉末西①

15.叉末西②

16.試.験

門

2年

授業科目

中国語3B

位
数

担当教員(所属等)

ノイ

小林元裕(情報文化)

<成績評価方法>

授業中に行う確認テスト及び定期試験によって評価する。授業に3分の2以上出席しないと定期試
験が受けられないので注意すること。

<教科書・参考文献>

楊凱栄・張麗群『表現する中国語Ⅱ』白帝社(2400円十税)を予定してぃるが、変更する場合がある
ので、掲示等をよく確認すること。

<受講に当たっての留意事項>

中日辞典を必ず携帯すること。

<学習到達目標>

中国語のレベルを初級から中級に高め、実際に使える中国語の習得を目指す。

則慣 249

学
期

学
年

専

専



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

韓国語2までの学習に引き続き、日本で出版されたテキストを用いて、日本語を母語とするものの
1宇性を生かした言語学習を通して、初級段階前半の語学力をさらに高めることを目指す0

門

<各回毎の授業内容>

1.韓国語2の復習

2.1課お名前はなんとおっしゃいますか?(その 1)
3.1課お名前はなんとおっしゃいますか?(その2)

4.2課朝子といいますが、日本から来ました。(その 1)
5.2課朝子といいますが、日本から来ました。(その2)
6.3課魚は焼かないで下さい。(その 1)

フ.3課魚は焼かないで下さい。(その2)

8.1~3課の復習

9.4課ファンの集いに行くことにしました。(その 1)

10.4課ファンの集いに行くことにしました。(その2)

11.5課道を渡って左にずっと行ってください。(その 1)
12.5課道を渡って左にずっと行ってください。(その2)
13.6課ファンの集いヘ行ってみたんですけど...(その 1)
14.6課ファンの集いヘ行ってみたんですけど...(その2)
15.4~6課の復習

16.定期試験

門

2年

授業科目

韓国語3

担当教員(所属等)

後 吉澤文寿(情報文化)

<成績評価方法>

出席が2/3以上の者に期末試験の受験資格を与え、成績は期末試験の結果で評価する0 なお、宿
題、小テストなどを成績評価に加える。

<教科書・参考文献>

金順玉・阪堂千津子

<受講に当たっての留意事項>

前学期に引き続き、学習項目を着実に習得してほしい。宿題も随時出したい0

<学習到達目標>

1年間学んだ韓国語をさらに楽しんでほしい。基礎的な語学能力をさらにステツプアツプさせっ
つ、より実践的に韓国語を活用できるようになることを目指す。

崔栄美「ちょこっとチャレンジ!韓国i剖白水社、20Ⅱ年、定価:2400円十税

250 側慣

学
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

韓国語1' 2にひきっづき,基本的な語粂や表現を着実に身にっけていきます。教科書に基づき,読
む'書く'聞く'話す練習を繰り返し,各課の最後は具体的な場面を設定し,学生達に口ールプレイ
(役割演技)してもらってまとめます。

門

門

<各回毎の授業内容>

1.刈 1斗人1刺01 91田大3 人1社号智〒叡田且

2.利 1斗人1雫01 91田ス,人1社号習中叡田且

3.創 1叫入]弔01 91田大,人1社号智中叡田且

4.司 1叫人1弔01 91田大,入1壮暑 W 中叡田且
5.<1夏習>

6.川 2叫〒珊N牙旦呈召人1斗

フ.ス]12 斗〒UIN牙旦呈脊人1斗

8.川 2斗〒珊N腎旦呈召入1斗

9.却2斗〒叩N牙旦旦召川斗

10.<1夏習>

11.ス]13 斗号ヱフ1圧舌人1君外金?

12.ス]13 叫号ヱフ1圧舌人1召外且?

13.ス]13 斗暑ヱフ1圧香人1召刀1且?

14.ス"3 斗暑ヱフ1圧舌人1召刀1且?

15.<1夏習>

16.定期試験

2年

授業科目

韓国語3

251

担当教員(所属等)

後 金世朗

<成績評価方法>

出席が2/3以上の者に受験資格を与えます。成績は小テスト,課題,定期試.験の結果から評価しま
す。

<教科書・参考文献>

『01暑斗呈司号0113』(韓国語教育開発研究院,ソウル)

<受講に当たっての留意事項>

学生が中心になって行われる授業です。授業中は積極的な態度が求められます。

<学習到達目標>

韓国語でちょっとした意'思伝達ができることを目標とします。また,授業では韓国の社会や文化も

紹介しますが,それを通して自分の国とは違うものにっいて老えるきっかけになればいいと思います。

則僑

単
位
数

学
年

専

専

学
期



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

TOEIC対策のテキストを使って、実際の試'験を受験する準備をするとともに、りスニングの司畔東
や基本的な文法・i酎去・語粂の定着を図る。

宙門

<各回毎の授業内容>

1.1ntroduction

2. unit l

3. unit 2

4. unit 3

5. unit 4

6. Review Test , practice Test

フ. unit 5

8. unit 6

9. unit 7

10. unit 8

11. Review Test

12. unit 9

13. unit lo

14. unit Ⅱ

15. unit 12

16.試験

門

2年

授業科目

アメリカ英語3A・B

側慣

担当教員(所属等)

後 本間多香子

<成績評価方法>

定期試験釦%授業中の小テスト、授業ヘの取り組み状況等40%

<教科書・参考文献>

大賀りエ他著 TOEIC Test: on Target <Book l >(南雲堂)
必要に応じて、配布物で問題演習を行う。

<受講に当たっての留意事項>

予習として、教科書の問題を解いてくること。

遅刻2回で欠席1回とする。欠席が3分の1を超えると試験を受ける資格を失う0

<学習到達目標>

基本的な文法を理解し、応用できるようになる。簡単な英語での会話を理解できるようになる

252
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

The objective of this course iS 加 encourage the students to communicate freely and W辻h

Con6dence

The course is designed to be a continuation of 2A class. with more emphasis on free

Colnlnunication.

The course is also desi即ed in focusing on American En創ish and culture

門

声門,ナ門

2年

<各回毎の授業内容>

1."BQ3" A gTade 3 quiz game

2."Taboo Jr" An English adivity that the students W辺 acquire the abiliw to explain and describe

things

3. Listen ln l "David Nunan" from chapter 6 Plus reading colnprehension and grammar exercise

4. puzzle (homework assi即ment)

5. Movie ・on AmeriC即 Culture genre

6."sca杜agories"#3,4,5 An EngⅡSh vocabulary actiV辻y

フ. Listen ln l "David Nun釦" plus read血g comprehension 即d an EngⅡSh grammar exercise

8. puzzle (Homework assignment)

9."outburst"# 2 An English activity game based on American culture

10."Dealer's choice" a car seⅡing,buying, bargaining activity.(21essons)

12. Listen ln l "David Nunan" plus reading cmprehension and grammar exercise

13."counterfeits" An execise that enables the students to exlain the di丘erences in their pictures
]4. Review

15. F血altest Based on Listen ln l a11d reading comprehension and grammar exercise.・

授業科目

アメリカ英語3A

則11S

B

2脇

担当教員(所属等)

後 デロシェジェラルド

<成績評価方法>

Finaltest 40% Homework assignment 20% class participation 40%

<教科書・参考文献>

Prints wiⅡ be supplied

<受講に当たっての留意事項>

The students who partidpate and attend the lecture W辺 be very successfulin passing the class

<学習到達目標>

I hope the lecture W辺 encourage the students confidence and joy of trying to speak English' 1

Would like to see the dass tension free a11d get the students to partidpate as much as they C釦.

子
年

専
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位
数

学
期



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

ロシアはヨーロッパではなく、東洋でもないとは、しばしぱ口にされる言葉であるが、この国を旅
し、この国の文化の文化に親しんでみると、それが実に的を射た言葉と思わざるを得ない0 明治以
来、ロシア文学は日本で広く読まれてきたし、音楽やバレー、絵画なども親近感をもって受け入れら
れてきた。このコースでは、文学をはじめ、あらゆる角度からロシア文化の分子を紹介したいと思
つ0

門

宙門

則慣

2年

<各回毎の授業内容>

1.日本とロシア伝統文化タイプの共通点・相違点にっいて(その])
2.日本とロシア伝統文化タイプの共通点・相違点にっいて(その2)
3.現代ロシアの市民生活①

4.現代ロシアの市民生活②

5.ロシアの社会生活と文化(教材ビデオ 1)

6.ロシアの社会生活と文化律文材ビデオ2)

フ.帝政ロシア、ソ連、現代ロシア民族と宗教の多様性①

8.帝政ロシア、ソ連、現代ロシア民族と宗教の多様性②
9.ロシアの祭りその歴史・現状・社会的な意味(その 1)

10.ロシアの祭りその歴史・現状・社会的な意味(その2)

Ⅱ.外国人の目で見たロシア、ミハルコフ監督の映画「シベりアの理髪師」(1)
12.外国人の目で見たロシア、ミハルコフ監督の映画「シベりアの理髪師」②
13.ロシアの音楽文化

14.音楽の都市サンクト・ペテルブルグ(教材ビデオ)
15.演劇の歴史と現状

16.まとめ

授業科目

ロシア文化論 2

担当教員(所属等)

後 A プラーソル(情報文化)

<成績評価方法>

教材ビデオを利用するたびに小レポートを書いてもらう。学期末にコースの内容をまとめた最終的
レポートを書いてもらう。出席率とレポート提出により成績評価をする。

<教科書・参考文献>

使用テキストなし、毎回プリントを配布する。

参考書

ロシア原卓也監修、新潮社、1997

ロシア目で見る世界の国々 68 国士社 2004

ロシアその民族とこころ川端香男里著悠思社 1991

<受講に当たっての留意事項>

講義出席率は66%以上でなければならない。レポート総数の79%以上提出する必要がある0
講義を休んだ者は配布されたプリント・資料などを白己責任でそろえること。

<学習到達目標>

現代ロシア社会と文化の基礎知識を身にっけ、異文化理解を深めること。
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

置号択必、イ惨

<授業目的>

中国の首都北京は2008年のオリンピック開催によってその街並みを大きく近代化させた。また中

国第二の都市上海は従来から持っていた都市の近イ七陛を2010年の上海万博によってさらに拡大させ

た。世界第2位の経済大国となった中国は、目覚ましい経済発展を続けるなかで伝統的な文化をどう

受け継ぎ、どう発展させていくのだろうか。中国文化の現在を様々な観点から考察する。

門

門

<各回毎の授業内容>

1.はじめに一中国とは何か、中国文化とは何か

2.中国文化を考える4つの視点

3.中国文化の歴史的背景1一前近代の東アジア世界と冊封体制

4.中国文化の歴史的背景2-「中華民族」の創出

5.中国文化の歴史的背景3一抗日戦争から内戦ヘ

6.中国文化の歴史的背景4一権力闘争から社会主義市場経済ヘ

フ.民族の視点1一民族 宗教^言五
「コロロ

8.民族の視点2一漢族の文化・少数民族の文化

9.政治・経済の視点1一変容する伝統文化

10.政治・経済の視点2-「京劇」から考える文化と政治

Ⅱ.都市と農村の視点1一都市(北京)の文化

12.都市と農村の視点2一中国映画から考える伝統文化①

13.都市と農村の視点3一中国映画から考える伝統文化②

14.地域の視点1一食の文化①

15.地域の視点2一食の文化②

16.試験

2年

授業科目

中国文化論 2

担当教員(所属等)

後 小林元裕(情報文化)

255

<成績評価方法>

学期末の試験および授業中の課題(コメント・感想文)によって評価する。 3分の2以上出席しな

いと定期試'験が受けられないので注意すること。

<教科書・参考文献>

その都度プリントを配布する。

参考文献:岸本美緒『中国社会の歴史的展開肋女送大学教育振興会(2600円+税)

竹内実『中国という世界』岩波新書(780円十税)

<受講に当たっての留意事項>

必ず1週間の新聞報道(中国関係)に目を通したうぇで授業に出席すること。

<学習到達目標>

中国文化の多様性に興味を持ち、文化に対する理解を深める。

側慣
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

この授業は、韓国朝鮮の文化及び社会全般にっいて基本的な理解を深めることを目的とする0 衣食
住などの生活文化、歴史、社会制度、文学、大衆文化などを幅広く取り上げ、多角的に検討する0 さ
らにそれぞれの変貌及び日本との関連など、<比ベる>ことを視野に入れて、学習者自らが<ラ><

自分>の視点から韓国朝鮮人とその社会を理解するようにしたい。

声門

門

<各回毎の授業内容>

1.韓国・朝鮮文化の基礎知識

2.風士と生活:衣・食・住の生活文化の日韓比較

3.現在の韓国人の生活

3.年中行事と通過儀礼:生活規範としての儒教、<昔>と<今>
4.韓国の料理:宮中料理(『チャングムの誓い」)

5.家族制度:戸主制廃止と新しい家族関係登録篝

6.族譜と創氏改名:身分社会、その変貌(映画:『族譜』①)
フ.映画:『族譜』②

8.伝統舞踊と仮面患小韓国人の情緒、風刺と諧誰の精神『王の男』
9.パンソリの世界:映画『風の丘を越えて』

10.韓国古典文学の理"孕映画『春香伝』

Ⅱ.陶磁器にみる韓国人の美意i欝洗練さと素朴さ(「高麗人のこころ一青磁』)
12.日本人と朝鮮(柳宗悦と淺川巧)

13.韓国の神話・民話・民画

14.「民画」の世界

15.韓国近現代文学の理解

2年

授業科目

韓国朝鮮文化論 2

担当教員(所属等)

後 申銀珠(情報文化)

<成績評価方法>

出席20%、レポート80%(感想文、小テスト、最終レポート)

<教科書・参考文献>

毎回プリントを配布する。ビデオ、写真集などを副教材として使う。

<受講に当たっての留意事項>

適当な教材がないため、毎回かなりの量のプリントを配布する。欠席した者は自己貝任で資料をそ
ろえること。

<学習到達目標>

日韓文化の「比較」を通して、韓国朝鮮文化を幅広く理解し異文化理解の大切さを知ること0

256 則慣
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

明治維新期から高度成長期までを対象にするが、日本社会の市場経済化は江戸時代から本格的には
じまっているので、江戸時代の日本経済についても簡単に言及する。日本経済の展開過程を概観し、
特徴と課題を時代ごとに整理する。

そのさい、日本史にっいての基礎知識はすでに有していると思うので、この授業では、日本経済の
ダイナミズムを理解するために、歴史の大きな流れを把握することを目的とする。

<各回毎の授業内容>

1.江戸時代の日本経済①

2.江戸時代の日本経済②

3.明治維新期の経済改革①

4.明治維新期の経済改革②

5.殖産興業政策

6.日清戦争期の日本経済

フ.日露戦争期の日本経済

8.財閥と地主制

9.日露戦争後の日本経済

10.第一次大戦期の日本経済

Ⅱ.1920年代の日本経済

12.1930年代の日本経済

13.戦時経済

14.戦後復興期の日本経済

15.高度成長期の日本経済

16.定期試験

門

門

2年

授業科目

日本経済史 2

担当教員(所属等)

後 藤井隆至

<成績評価方法>

レポートと定期試験の成績を総合的に評価する。

<教科書・参考文献>

なし。

<受講に当たっての留意事項>

毎回授業の終わりに復習レポートを課す。

<学習到達目標>

日本経済の展開過程を大きく把握することが目標。
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

東南アジア地域の、自然・歴史・政治・経済・社会・宗教などと文化の関連を、諸側面から多面的
に分析し、それら諸側面の関連性や地域の特性と問題点を探ります。東南アジア地域あるいは東南ア
ジア世界とはどのような文化的特色をもっものでしょうか。つまり、単なる地理的区分ではなくて、
多様であるがある種の共通項ないし紐帯で結び付けられた、ひとっのイ固性的な「東南アジア」の文化而
にせまりたいと思います。また、日本を含む「東アジア」との比較検討もおこないます0

門

門

2年

<各回毎の授業内容>

1、グローバリズムと地域研究の意義

2、地理的かっ社会的空間としての東南アジア地域

3、自然環境と人々の原点

4、生業の変遷と稲作の重要性

5、稲作を媒介とした白然と人間の関係

6、多様な民族とその移動を主体とした歴史

フ、固有文化と外来文化の重層性

8、歴史の非連続陛と国家の意味

9、社会の双系制原理と間柄の論理

10、移動性と定着性・蓄積化と簡素化・畏怖神と守護神
Ⅱ、社会変容と多様な価値体系

12、学校教育と世俗教育や宗教教育

13、近代の意味や統合のあり方

H、多民族国家のかかえる諸問題

15、まとめ

16、定期試験

授業科目

東南アジア文化論

側慣

2

担当教員(所属等)

後 木佐木哲朗

<成績評価方法>

出席状況等(30%)と定期試'験等(70%)

<教科書・参考文献>

教科書は指定せず、適宜プリントを配布したり参考図書を紹介します0

<受講に当たっての留意事項>

授業中私語等は厳禁です。

<学習到達目標>

他者を知り自己を認、識して相互理解 交流の必要性に気付いてもらいたいと思います。
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

第二次大戦後、ヨーロッノU土恒久平和の誓いのもと、地域統合の理想ヘと歩みを進めていった。そ

れはやがて、 EU ・欧州連合の誕生という高みヘ到達する。時あたかも米ソ冷戦構造崩壊の轟音響き

渡る、まさに歴史的転換のときであった。世界の政治と経済に与えたインパクトは計り知れない。た

だし、 EUという巨大で複雑な機構を創り進化させることだけが、ヨーロッパ統合の意味ではない。

ヨーロッノ絲充合の過程では、ドイツとフランスの、西ヨーロッバと東ヨーロッパの、そしてバルカン

半島の、和解ヘ向けた果てしのない努力が、曲がりなりにも積み上げられてきた。ヨーロッパ統合と

はこの意味において、和解のプロジェクトであると理解することができる。もちろん画に描いた餅、
ただのキレイごと、非現実的な夢想といった部分、決して少なくない。そもそも統合を進めること自

体、統合の根本目的を阻害してしまうという皮肉な事態も生じてしまった。この講義では、こうした

ヨーロッノ絲充合の理念と現実に迫っていく。

門

門

2年

授業科目

現代ヨーロッパ論

<各回毎の授業内容>

第1回才受業のねらい^<現代>とはいつからか?<ヨーロッパ>とはどこまでか?

第2回:ヨーロッパ統合の意味^統合とは何を意味するのか? EUりスボン条約の前文より

第3回:ヨーロッパ統合の背景^ドイツ問題と米ソの冷戦

第4回:ヨーロッパ統合の概史^三つの共同体からEUの設立ヘ

第5回:ヨーロッパの国際組織①^欧州審議会(CE)・統合理念の確立

第6回:ヨーロッパの国際組織②^北大西洋条約機構(NATO)・統合の軍事的条件

第7回:ヨーロッパの国際組織@)^全欧安保協力機構(OSCE)・広域欧州の信頼醸成装置

第8回:ヨーロッバ統合史・40年代~70年代^西欧統合の発展と限界

第9回:ヨーロッパ統合史・80年代~90年代^ワンマネー・ワンマーケットヘ

第10回:ヨーロッパ統合史・2000年代以降^東方拡大の成功と憲法条約の挫折

第11回:東西ドイツの統一^ヨーロッパ統合ヘのインパクト

第12回:東欧革命^東西ヨーロッパの和解ヘ

第13回:ユーゴ内戦^西ノ勺レカンの和角羣ヘ

第14回:ユーロ危機の行方^通貨統合の崩壊か?財政統合の進展か?

第15回:統合ヨーロッパの理念^さまざまなヨーロッノq象

第16回:定期試験

2

担当教員(所属等)

後 臼井陽一郎(情報文化)

<成績評価方法>

学期末試'験100%。

<教科書・参考文献>

授業中に指示する。

<受講に当たっての留意事項>

ノートをしっかり取って、試'験前にきちんと復習することが大切。授業を通じて最新のヨーロッパ

情勢を紹介していくので、ニュースのフォローも確実に。

<学習到達目標>

ヨーロツパ統合について基本的なことがらに習熟して、辛斤聞・雑誌の現代ヨーロッバ関連の記事を

読んで理解できるようになること。また東アジアの現在と比較する視点を手に入れること。
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

CEPは英語を楽しく集中的に学習するプログラムです。 CEPで積極的に取り組んだ学生は、その
ほとんどが学年末には自信を持って英語を話すことができるようになっています。 CEPでは、国際

英語を教えます。英語を自分のことぱにして、日本人としてのみなさんの視点から話しましょう。
CEPでは、みなさんが英語を話したくなるような、楽しいクラスを目指します。

<各回毎の授業内容>

このクラスの受講を希望する学生には、全員プレイスメント・テストを受けてもらいます。テスト

の結果が一定の基準に達しない場合は、受講力靖午可されません。受講が許可された学生は、テストの

結果によって、レベル別クラスカ誹肩成されます。 Aクラスが最も難しく、Dクラスが基礎レベルです。
しかし、このレベルの違いはみなさんの成績に影響しません。例えば、Dクラスだからという理由で

悪い成績をとったり、Aクラスだからといって他のクラスの人より自動的に良い成績を修めるという
ことはありません。レベル別にするのは、学習内容が簡単過ぎたり難し過ぎたりすることを避ける
ためです。適切なレベルから始めることで、学習効果が上がります。 CEPで英語の力がっけば更に

高度なクラスヘ、また、あまり上達しないようなら基礎的なクラスに移動することも可能です。 CEP
では毎回の出席と授業ヘの積極的な取組みが要求されます。遅刻はしないこと。欠席時数(届出があ

リ、やむをえないと認められた欠席を除く)が30%を超えると不合格となります。 CEPには、スピ
キング.りスニングの授業があります。りスニングとスピーキングのテストは3週間に 1回ありま

す。

<成績評価方法>

みなさんの成績は、テスト、宿題、授業活動ヘの積極的な取組みなどから総合的に判定されます。

<教科書・参考文献>

Materials created by cEp lnstructors

<受講に当たっての留意事項>

以下は基本的なルールです。必ず守ってください。授業中は英語で話すこと。教員に質問されたと
きにその意味や答えがわからなければ、まず教員の方を向いて、教員に直接そう伝えること。(すぐ

に友達に聞いたりしない。)ほとんどの問題は教師と良い関係を築いていく中で解決できるものです。
授業中や空き時問に遠慮なく話してください。

宙門

門

2年

授業科目

AdovatlcedcEP2

仙慣

2

担当教員(所属等)

後 MRuddick, PDickinson
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3年文化専門科目(後期)

西

ロシア言吾5

中国語5

韓国語5

アメリカ英語5

地方自治論

東アジア関係論

現代イスラーム論

南北問題

国際経済法

NG0論

環日本海交流論

地域統合論

外国語文献講読2



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

ロシア語1.2.3 ・ 4基礎文法の導入に引き続き、基本的な知識を整理し、発展させながらロシ

ア語の運用能力を高めることを目的とする。特に語章力、文法知識を体系的に整理することを目標と
する。階舌す」「聞き分ける」能力を身に付けるための訓練には十分な時問を割く0

<各回毎の授業内容>

1・ 2 講義のガイダンス、テキストの第37課

3 ・ 4 テキストの第39課

5 ・ 6 テキストの第40課

フ・ 8 テキストの第41課

10 ・11 テキストの第42課

12・13 テキストの第43課

14・15 テキストの第4課

期末試験16

<成績評価方法>

出席率と期末試験の結果によって成績を評価する。

<教科書・参考文献>

①佐藤純一、新ロシア語入門 NHK出版②研究者露和辞典等③教員が用意したプリントを配
布する。

<受講に当たっての留意事項>

①毎回宿題あり②欠席が3分の1を超えた場合は期末試験の受験を認めない0

<学習到達目標>

教科書の基本例文を完全に習得すること。テキストに説明されている高度な文法を習倫し、文早の
読解能力を身に付けることを目標とする。

専門

古門

3年

授業科目

ロシア言吾5 A

側慣

担当教員(所属等)

後 A プラーソル(情報文化)
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

ロシア語1・2・3・4基礎文法の導入に引き続き、基本的な知識を整理し、発展させながらロシ

ア語の運用能力を高めることを目的とする。文法知識を体系的に整理することを目標とし、特に階舌

す」「聞き分ける」能力を身に付けるための訓練には十分な時問を割く。テキストだけではなく、ロシ

ア文化の基礎知識を養うために映画やビデオ教材を利用する。

<各回毎の授業内容>

1・ 2 講義のガイダンス、テキストの第39課

3 ・ 4 テキストの第40課

5 ・ 6 テキストの第41課

フ・ 8 テキストの第42課

10・11 テキストの第43課

12・13 テキストの第"課

14・15 テキストの第45課

期末試験16

<成績評価方法>

出席率と期末試験の結果によって成績を評価する。

<教科書・参考文献>

①佐藤純一、新ロシア語入門 NHK出版②研究者露和辞典等③教員が用意したプリントを配

布する。

<受講に当たっての留意事項>

①毎回宿題あり②欠席が3分の1を超えた場合は期末試験の受験を認、めない。

<学習到達目標>

教科書の基本例文を完全に習得すること。テキストに説明されている高度な文法を習得し、文章の

読解能力を身に付けることを目標とする。学習者が外国旅行等際に必要に応じて簡単な会話ができる

ことも目標とする。

門

門

3年

授業科目

ロシアΞ吾5 A B
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担当教員(所属等)

後 ライサ フ゜ラーソル

側慣
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入学年度

区分

22年度以降

飢年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

この授業は、ロシア語の文法や語業の基本的な知識を整理し、発展させながら、ロシア語の運用能
力を高めることを目的とする。特に、語業力をっけ、文法知識を体系的に整理することを目標とす
る。これまでに身に付けてぃる事柄を確認し、新しい知識を獲得するため、単語・熟語'文法事項の
小テストなども適宜行う。

声門

門

<各回毎の授業内容>

「NHK新ロシア語入門」(佐藤純一著)に基づいて、文法事項の解説と練習、単語や語句の解説と練
習を行う。第37課から第43課まで扱う。ただし、ロシア語4終了時点での到達度に応じて前後する
場合がある。また、二回の授業にっき一課の割合で進めることを予定しているが、受講者の到達度に
合わせて調整する場合がある。

1 講義のガイダンス第37課

2 第37課

3 第38課

4 第38課

5 第39課

6 第39課

7 第40課

8 第卯課

9 第41課

10 第41課

H 第42課

12 第42課

13 第43課

14 第43課

15 まとめ

16 試験

3年

授業科目

ロシア言吾5 B

仙慣

担当教員(所属等)

後 水上則子

<成績評価方法>

小テストの成績を40%、定期試験の成績を釦%として評価する。小テスト実施時、遅刻や欠席の
ために受験しなかった場合は、その回は0点となるので留意すること。ただし、交通機関の障害など
やむをえない理由による不在と認められる場合は、追試験などの措置をおこなう。

<教科書・参考文献>

「NHK新ロシア語入門」(佐藤純一著)研究社露和辞典他、必要に応じてプリントを配布する0

<受講に当たっての留意事項>

欠席が3分の1をこえた場合は期末試験の受験を認めない。

<学習到達目標>

学んだ語粂・表現・構文を活用して、ある程度複雑な内容のロシア語の文章を作ることができる。
未知の語業と複雑な構文を含む一定の長さのロシア語の文章を読解できる。
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

3年前期までに学んだレベルをさらに深め、中級レベルの中国語を自由に駆使できるようにする。

中国語の学習を通じて中国文化(中国人の老え方、習慣、生活)への理解を深める。

門

<各回毎の授業内容>

中国語4Aで使用したテキスト何長継濱・小川文昭『中国ってどんな国?』)を引き続き使用する。

1.はじめに

2.考碗族(1)

3.考碗族②

4.保栂①

5.保栂②

6.中国語検定対策一過去問題の分析及び問題練習①

フ.中国語検定対策一過去問題の分析及び問題練習②

8.民以食力天①

9.民以食力天②

10."80后"与"赤儿防老"(1)

11."80后"与"葬儿防老"(2)

12.詐老危机①

]3.詐老危机②

14.公益活功在中国①

15.公益活功在中国②

16.試験

門

3年

授業科目

中国語5A

担当教員(所属等)

後 小林元裕(情報文化)

<成績評価方法>

授業中に行う小テスト及び定期試験によって評価する。 3分の2以上出席しないと定期試験が受け

られないので注意すること。

<教科書・参考文献>

孟広学・本間史「変化する中国』白水社(2100円+税)を予定しているが、変更する場合があるの

で、掲示等をよく確認すること。

<受講に当たっての留意事項>

中日辞典を必ず携帯すること。

<学習到達目標>

上記授業目的の達成及び階売むⅡ聞くⅡ話す」のバランスのとれた語学力の習得を目指す。
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

この授業は中国語の聴解力、会話力、読解力、作文力などの総合的運用能力を高め、中国語検疋試

験3級合格を目指します。

中国語と日本語の異同にっいての説明及び通訳、翻訳の司畔東においても、日本語の使用を最小限にし

ますが、単語、本文と文法の説明及び討論会、発表会と授業での指示を基本的に中国語で行います0

門

門

<各回毎の授業内容>

1."是~的"構文

3.存在文

5.連動文

フ.連体修飾

9.将然相

Ⅱ.進行相

13.残存相

15.総合糸東習

3年

授業科目

中国語5A

2.二重目的語

4.所在文

6.従属節

8.連用修飾

10.起動相

12.完了相

H.持続相

(中国語検定試験、TECCとHSKについて)

<成績評価方法>

平常点と期末試験によって判定。平常点(小テスト、発表会、宿題) 40%、期末試験60%0
5回以上無断欠席した者は失格。

担当教員(所属等)

後

<教科書・参考文献>

教科書才受業中に指示します。

参考書:『講談社中日辞典』相原茂編集2002年(第二版)
『講談社日中辞典』相原茂編集 2006年(初版)

朱継征

<受講に当たっての留意事項>

毎回必ず予習して出席すること。積極的に質問すること。大きな声で返事すること。宿題をちゃん
とやること。

<学習到達目標>

中国語の総合的運用能力を高め、中国語検定試験4~3級合格、HSK(漢語水平考試) 3~4級合

格を目指します。
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、
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学
年

専

専



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

日常で実際によく使う中国語の言い回しを何度も練習することで中国語に対する苦手意識を克服す

る。また問題練習を通じて中国語検定3級の合格を目指す。

門

<各回毎の授業内容>

中国語4Bで使用したテキスト(崎原麗霞『ひとめぽれ中国語』)を引き続き使用する。

1.はじめにー「中国語4 B」の復習

2.近在眼前①

3.近在眼前②

4.明虫①

5.関虫②

6.老鼠和大米①

フ.老鼠和大米②

8.中国語検定対策一過去問題の分析及び問題練習①

9.中国語検定対策一過去問題の分析及び問題練習②

10.中国語検定対策一過去問題の分析及び問題練習③

H.天天向上①

12.天天向上②

13.一目了然(1)

14.一目了然(2)

15.まとめ

16.試験

門

3年

授業科目

中国語5B

担当教員(所属等)

後 小林元裕(情報文化)

<成績評価方法>

授業中に行う確認テスト及び定期試.験によって評価する。 3分の2以上出席しないと定期試験が受

けられないので注意すること。

<教科書・参考文献>

遠藤光暁監修『りアルタッチ中国』朝日出版社(2300円+税)

<受講に当たっての留意事項>

中日辞典を必ず携帯すること。

<学習到達目標>

中国語の学習を通して、単に語学だけでなく、言葉の背景にある中国文化に触れ、理解する。
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学
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学
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入学年度

区分

22年度以降

肌年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

「聞く.話す・読む・書く」の能力をバランスよく伸ぱすことを目的とする。話し言葉と書き言葉の違
いにっいても学習する。さらに中国語の教材を通じて中国社会ヘの理解をより深める。

<各回毎の授業内容>

「ポーリング」1~ 3

「朝食」4~6

「滋養強壮品」フ~8

9~10 「アルバイト」

Ⅱ~12 「工場見学」

〕3~15 「パソコン」その他にテキスト付属の文法練習問題を学習する

<成績評価方法>

出席および発音の正確さ、流暢さを重視する。出席が2/3以上の者に定期試'験を受ける資格を与
える。成績評価はレポート、小テスト、出席率、定期試験の結果を総合的に判断する。

<教科書・参考文献>

教科書:『会話と文章で学ぶ中級中国語促頁春芳・荊明月著白帝社(1800円十税)

参考文献:講義中に紹介する。

<受講に当たっての留意事項>

必ず予習をすること。予習をする際には声を出して読むこと。テキスト本文の内容にっいて中国語

で質疑応答するので、学んだ中国語文は繰り返し朗読をして暗訥すること。

<学習到達目標>

会話表現だけでなく、書き言葉による表現にっいても理解を深める。また既習の文法事項を総復習
して中国語各種検定試験にも対応できるようにしたい。

門

宙門

3年

授業科目

中国語5B

担当教員(所属等)

後 寺沢俊一
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

今までより高度な文法や語粂、多様な表現を学習し、コミュニケーション能力を向上する。授業で

は教科書の語業や文法項目を重点的に取り扱い、なるべく学んだことを実際に使用する練習を行うこ

とにする。会話だけでなく、読解力・作文力を向上させるため、教科書以外の課題として新聞社説の

日本語訳の他、韓国語で日記・エッセーなどを書いてもらい、個々のレベルに合う学習を並行する。

門

古門

<各回毎の授業内容>

1.ス" 4 斗糾暑

2.川4叫弔暑

3.川4斗赳呈

4.訓 4斗科号

5.却 4斗魁号

6.川 5斗ゞ列斗槌智

フ.却 5叫ゞ川畔轡雪

8.川 5斗ゞ列外咽雪

9.利 5斗ゞ列外智君

10.却 5 斗ゞ川叫智暑

Ⅱ.川 6 斗叫司

12.利 6 斗叫き』

13.ス]1 6 叫叫き』

14.訓 6 斗叫き』

15.ス" 6 叫叫舌』

3年

授業科目

韓国語5A

担当教員(所属等)

後 申銀珠(情報文化)

<成績評価方法>

出席が2/3以上の者に受験資格を与え、成績は試験結果で評価。課題、小テストを成績評価に加

える。

<教科書・参考文献>

『韓国語中級U(国際教育院韓国語教育部、慶煕大学校出版局)

<受講に当たっての留意事項>

予習と復習をしっかりしてくること。授業はペアワークやグループ活動が多いので、学生たちの積

極的な態度が求められる。

<学習到達目標>

中級レベルの読み書き・会話ができるようにしたい。「韓国能力試験」4級・「ハングル能力検定試

験」準2級合格を目標とする。
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入学年度

区分

22年度以降

肌年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

外国語を学ぶということはその国の文化や社会にっいても学ぶことです。この授業では今まで学習
してきた韓国語の知識を活かし,韓国の文化や社会に関するさまざまなテーマの資料を読んで,それに

つぃて考え,細本のそれと比較しながら)意見を交わすことによって韓国語のさらなる上達を目的と
します。

門

宙門

<各回毎の授業内容>

1.韓国人の余暇の過ごし方

2.韓国人の余暇の過ごし方

3.韓国人の余暇の過ごし方

4.まとめ

5.韓国人の一生と記念イベント

6.韓国人の一生と記念イベント

フ.韓国人の一生と記念イベント

8・まとめ

9.韓国人の姓名

10.韓国人の姓名

Ⅱ.韓国人の姓名

12.まとめ

13.韓国の少子化と高齢化問題

H.韓国の少子化と高齢化問題

15.韓国の少子化と高齢化問題

16.定期試験

3年

授業科目

韓国語5A

担当教員(所属等)

後 金世朗

<成績評価方法>

授業態度(発言など),課題,個人発表、定期試験(+小テスト)

<教科書・参考文献>

教科書は使用せず,授業中に資料を配布します。

<受講に当たっての留意事項>

学生が中心になって行われる授業です。授業中は積極的な態度が求められます。

<学習到達目標>

授業でやってぃることを理解し,自分の考えていることを韓国語で十分に表現できるようになるこ
とです。また,授業を通してそれが自分の国の文化や社会にっいても考える機会になってほしいです。
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

韓国語1~4にひきつづき,より多様な語章や表現を身につけていきます。教科害に基づき,読む

書く・聞く・話す練習を繰り返し,各課の最後は具体的な場面を設定し,学生達に口ールプレイ(役割

演1却してもらってまとめます。

門

門

<各回毎の授業内容>

1.ス]17 斗書川71全鳳田金_

2.ス]17 斗書田フ1全鳳田金.

3.川 7斗書叫フ1全殿田金_

4.利 8叫〒哨号手01言1ス1牡君司ス1 旻却且

5.ス肌 8 ヱ十イユ9,暑7 手01言1ス1尺1 谷さ1ス1 旻・き1金.

6.ス]18 斗〒闇号手0卜古1ス1牡君さ1ス1 旻副豆

フ.ス]19 斗却子圧叩 71 殿田且?

8.創 9斗川子圧叩フ1 殿田且?

9.却 9斗川子圧叩フ1殿配金?

10.創 10斗ス]国 01田ス1 轡N智q斗

11.川 10叫スヨ国 01田ス1 轡N全]q斗

12.ス"10叫ス]国 01田ス1 智N9]q斗

13.利Ⅱ叫田邑号州川を祖弓・N筈号手01言1入lq外包智号 a暑司川且

14.却Ⅱ斗 0IE暑川川を祖谷叫筈暑手0枯1人IU刀1田皙暑胆号古1団且

15.川11斗叫忌号列川乞祖谷叫筈号手01乱川リ外田甘号胆号さ1川旦

16.定期試'験

3年

授業科目

韓国語5B
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担当教員(所属等)

後 金世朗

<成績評価方法>

出席が2/3以上の者に受験資格を与えます。成績は小テスト,課題,定期試.験の結果から評価しま

す。

<教科書・参考文献>

『0卜暑斗品司号0113』(韓国語教育開発研究院,ソウル)

<受講に当たっての留意事項>

学生が中心になって行われる授業です。授業中は積極的な態度が求められます。

<学習到達目標>

日常的な場面で話される韓国語を理解し,自分でも表現できる能力を養うことが目標です。また,授

業を通して韓国の社会や文化を接し,広い世界観力斗寺てる機会になればいいと思います。

則盾
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入学年度

区分

22年度以降

肌年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

韓国語1~4で学習した基本語業、基礎文法をもとに、連語、語句などを加え、自然な会話ができ
るように多様な文型練習、発話練習を行う。授業中、具体的な場面を設定し、学習者にスキツトを演
じてもらう。基本の韓国語を習得しながら韓国の文化に自然に触れることによって、韓国を理解す
ることと同時に、国際人としての資質を整えることを目的とする。

宙門

門

<各回毎の授業内容>

1.川 7斗書田71全殿田且

2.却 7斗邑川フ1全殿田且

3.却 7斗妥川フ1全鳳田豆

4.創 7叫暑田フ1全鳳田且

5.<復習>

6.ス"8 斗牛闇号手01さ1ス1牡谷言1ス1 旻引且

フ.創 8斗〒闇号壽01言1ス1牡君さ1ス1 旻都金

8.川 8斗〒闇号手01司ス1牡君さ1ス1 旻訓且

9.訓 8斗中管号手01乱ス1牡君言1ス1 旻胡且

10.<1夏習>

11.川 9斗却子圧叩フ1殿田且?

12.訓 9斗創子圧州フ1殿田且?

13.創 9斗川〒圧叩フ1殿田豆?

14.川 9斗却〒Ξ叩 71殿田金?

15.<イ夏習>

16.期末試験

3年

授業科目

韓国語5B

担当教員(所属等)

後 朴修禧

<成績評価方法>

期末試験(70%)課題(20%)出欠(10%)

<教科書・参考文献>

「01暑斗呈赴号田13』(韓国語教育開発研究員、 01暑斗是赴号叫可丑)

<受講に当たっての留意事項>

1.ーつの言葉を覚えるだけではなく、隣の国と人を理解しようとする開いた心を構えること0

2.ただ受け入れるのではなく、自分で何かを積極的に探ろうとする姿勢を取ること。
3.母国語以外の言葉を覚えることは、人生を広げることであるのを忘れないこと。

<学習到達目標>

韓国語の初・中級レベルの会話力

韓国文化についての理解を深める。

文章力を身につける。韓国語学習を通して現代韓国社会及び
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

生きた英語を学ぶのに、映画が格好の素材を提供してくれることは異論のないところだろう。登場
人物の設定によって、方言、スラング、時に誰りを含む多種多様な英語が話される口語英語の宝庫で
あることはもちろんだが、一流の劇作家を含む脚本家によって練り上げられテキストは、文学的な価
値も持っている。また、硬軟さまざまなテーマの背景にある歴史・文化を学ぶ良い教科書ともなって
くれる。

この授業では、90年代にロサンジェルスで起きたいわゆる「ロス暴動」を時代背景として、ある高校
の棄斤人教師と生徒たちが自らの体験を著してベストセラーとなったThe Freedom writers' Diaryの
映画化作品を素材としたテキストを取りあげる。クラスのなかで白人は 1人のみ、後はアフり力系、
アジア系、ラテンアメリカ系の、困難な家庭環境・生育歴を持っ生徒たちがぶっかり合い、教師の情
熱に励まされ学ぶことに目覚めていく過程を描くとともに、アメリカの人種問題の根深さ複雑さを改
めて考えさせる作品である。

<各回毎の授業内容>

1.イントロダクション

2-3.作品鑑賞

4.unit 1 人種間の対立

5.unit 2 国語の教師

6. unit 3 縄張り

フ. unit 4 国境線

8. unit 5 知らないのに?

9. unit 6 ライン・ゲーム

10.unit 7 戦争

11.unit 8 許可

12.unit 9 寛容の博物館

13. unitl0 ここがぼくの家

14. unit H アンネの日記

15.復習・まとめ

<成績評価方法>

授業ヘの準備、貢献、期末試験/レポートの成績等を総合的に評価する。

<教科書・参考文献>

『フリーダム・ライターズ』依鳥見書店)

<受講に当たっての留意事項>

テキストはScrゆtとExerciseからなる。どちらも全員が予習してくることを前提として授業を進め
る。 scriptとは卜書きも含む脚本で、俳優・映画製作者はこれをもとに映画を創りあげる。皆さん
も役者になったっもりで台詞を読み、かっ日本語に訳し、文法的質問にも答えられるよう準備をして
きてほしい。予習しないで授業に臨むことは、教員のみならず他の学生にとっても迷惑となるのでく
れぐれも謹んでほしい。

<学習到達目標>

総合的英語力の修得、英語表現の背後にある文化

門

門

3年

授業科目

アメリカ英語5A

、1

位
数

B

担当教員(所属等)

後 矢口裕子(情報文化)
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時代を探ること。
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学
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入学年度

区分

22年度以降

飢年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>
IisteNng. EachThis course is desi即ed to introduce to the students the world through Academic

Chapter contains interesting topics for the students to master listen血g 血 English

宙門

専門

<各回毎の授業内容>

Week l_1ntroduction to dass description 即d preparation for vocabulary homework assi即ment

Week 2、 Napoleon 丘om schoolboy to Emperor

Week 3・ Napoleon continue

Week 4、 pompeii destroyed, forg0杜en and found

Week 5・ pompeii contlnue

Week 6・ A Tidalwave

Week 7、 Tidal wave continue

Week 8、 L血Coln and Kennedy similar destinies

Week 9、 Lincoln a11d Kennedy continue

Week lo、 L血Coln al)d Kennedy contlnue

Week 11・ Dinosaurs why they disappeared

Week 12・ Dinosaurs continue

Week 13、 The American civil war why it happened

Week 14、 civil war continue

Week 15、 Asia11 and Africa11 Elephants

Week 16、 Asial) and African Elephatlts continue

3年

授業科目

アメリカ英語5 A ・ B

側慣

担当教員(所属等)

後 テ'ロシェジェラルド

<成績評価方法>

Bi weekly vocabulary assignment 50%

Class partidpation al)d attenda11Ce 50%

<教科書・参考文献>

Prints wi11 be provided

<受講に当たっての留意事項>

The students who participate 即d come to dass wiⅡ be very successful

<学習到達目標>

To enable the students to enjoy En創ish ar)d encourage them to speak freely a11d with con丘dence
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学
期

学
年

単
位
数



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

地方と中央との関係を対立とみるか相互依存と見るかという議論がある。学説の問題はさておき、

自治体幡"道府県、市町村)の首長もメディアもこぞって中央が地方を強力に統制してきたと非難

し、地方に対して今まで以上の権限の付与(権限移i剰を要求する。他方で、多くの自冶体は、地方

税を中心とした自前の収入では自分たちの支出を賄うことができず、中央からの財政移転(富裕な自

治体から国を介してもたらされる移転財源)に頼っている。

さて、本講義ではこのような対立か相互依存かという単純な二分法にはよらず、日本における地方

自治の歴史、現行制度、現在の課題について概説することを目的とする。

宙門

門

3年

授業科目

地方自治論

<各回毎の授業内容>

第1回ガイダンス

第2回地方自治の歴史1(明治から第二次世界大戦まで:第1章)

第3回地方自治の歴史2 (戦後:第]章)

第4回住民(第3章)

第5回地方制度縞治を支える構造か、統治を支える構造か:第9章)

第6回自治体を束ねる長(第5章)

第7回自治体を束ねる議会(第5章)

第8回自治体の運営を担う公務員(第6章)

第9回自治体をめぐる主体間をどう繋ぐのか(第2章、第4章)

第10回自治を支えるために必要な財政(第7章)

第Ⅱ回地域の問題を解決する手法1(枠組み:第8章)

第12回地域の問題を解決する手法2 (担い手の変イヒ第10章)

第13回地域の問題は解決されたのか(第12章)

第H回今、都市と農村で何がおきているのか(おわ川こ)

第15回まとめ

第16回期末試験
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2

担当教員(所属等)

後 馬場健

<成績評価方法>

期末試験

<教科書・参考文献>

教科書:今川晃・馬場健編著『市民のための地方自治入門

<受講に当たっての留意事項>

必ず全国紙に目を通してから授業に出席すること。その内容について受講生に問う場合がある。

<学習到達目標>

現在の日本の地方自治制度に関する基本的事項(例えば、 2層制、専決処分、経常収支比率、指定

管理者等)について説明できる。

側慣

新訂版』(実務教育出版、2009年)

学
期

学
年

専

単
位
数



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

本科目は、「環日本海交流論」とともに、東アジアの各国地域・歴史研究を横断的に理解する知的枠
組みを模索する。「環日本海交流論」が<海>をめぐる自治体や市民の交流史に重きを置くとすれば、
「東アジア関係論」では、東アジア国際政治史などのより高次な次元をも含むより包括的な視点に基づ
く。根死して、「東アジア」の歴史は、暴力とディスコミュニケーションに彩られた不幸なものであった
ということができるかもしれないが、近年、主に経済分野で多くの協力関係力誹莫索され、「東アジア共
同体」構想も浮上してきた。歴史認識問題や冷戦期米国の東アジア政策、核問題など、「東アジア」に根
雪のように残る障害をしっかり見っめると同時に、新たな地域主義や地域協力の胎動も確実にききと
げたい。本講の最終的な目的は、「東アジアく共生>の条件」がどこにあるのかを探ることにある。揺
れ動く東アジア情勢の中で、一人の市民としてそれをどう理解し、行動するべきなのか、具体的な素
材を通じ考えたい。

門

門

3年

授業科目

東アジア関係論

<各回毎の授業内容>

新鮮な題材を多く取り入れたいため細目は限定しないが、以下の内容には触れる予定である0
1.「東アジア」とは何か^歴史編[]回]

2.「東アジア」とは何か^理論編[1回]

3.歴史認識問題と「東アジア」 [2回]

4.分断国家と「東アジア」 12回]

5.アメリカと「東アジア」 [2回]

6.りスク共同体としての「東アジア」[1 回1
フ.エネルギー問題と「東アジア」 11回]
8.経済共同体としての「東アジア」[1回]

[3回]9.「東アジア」共生のために

※十1回分は、資料映像の鑑賞に充てる。

276 則慣

2

担当教員(所属等)

1愛 佐々木寛(情報文化)

<成績評価方法>

しばしぱ講義の最後に、コメントカード(質問やコメント、感想を書いてもらう)を作成してもら
い、それらは講義の改善に役立てるだけでなく、受講者の参加姿勢を見る材料とする。基本的に最終
筆記試験の成績によりすべての評価を決定し、出席も重視しないが、このコメントカードの内容は成
績に加味する。また、試験は、個別的な知識よりはそれをもとにした思考力(学期中にどれだけ考え
たか)を重視した問題を出題する。

<教科書・参考文献>

教科書佐々木寛編『東アジアく共生>の条件』(世織書房)
参考書は、授業中、それぞれのサブテーマに即して随時指定する。必信売参考文献の一例として、

五十嵐暁郎・佐々木寛・高原明生編『東アジア安全保障の新展開』(明石書店)を挙げておく0

<受講に当たっての留意事項>

内容的に高度なものも含むので、知的好奇心が高い学生を望む。ロ・中・韓・米各地域'歴史研究
の基礎的な知識が前提となる。「平和学」「国際組織論」をすでに受講していることが望ましい。

<学習到達目標>

受講者がそれぞれ、揺れ動く東アジア情勢に多角的な視点を持てるようになること。

学
年

専

専

単
位
数

学
期



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

2001年の9'Ⅱ事件以来「イスラム原理主義」の運動が世界の注目を集めている。なぜイスラームは

最近になって復興してきたのか。この授業では、まず第一に、「イスラームとは何か」やイスラーム世

界の発展と中東の地域概念などの基礎知識を紹介し、現代イスラーム世界を理解する鍵を提示する。

次に中東の中の東アラブ地域(マシュリク)と西アラブ地域(マグリブ)のそれぞれの歴史と現在を

たどる。さらには2010年12月におこったチュニジア革命を契機とするアラブ世界の変革の現状につ

いても考える。21世紀の世界の棄斤潮流はイスラームの理解なくしては語れないだろう。グローバル

イッシューとしてのイスラームを、中東・北アフり力の現地から考えてみたい。

門

門

3年

授業科目

<各回毎の授業内容>

1.序論

2.イスラームとは何か

3.イスラーム世界の発展

4 ウ

5.中東の地域概念

6.マシュリクの歴史と現在
7

8

9.マグリブの歴史と現在
10

Ⅱ

12

玲

14

15

現代イスラーム論

27フ

D エジプトの歴史

2)スーダンとサウジアラビアウ

3)イスラエル・パレスチナ問題ウ

1)マグリブとは

2)フランスの植民地化の歴史力

3)民族運動と独立力

4)独立後の国家建設ウ

5)イスラーム主義運動の高揚ウ

チュニジア革命とアラブ世界の変革 1)チュニジア革命

2)エジプトの政変と周辺諸国ヘの影響0

<受講に当たっての留意事項>

外部講師を招くので授業をよく聞くこと。

2

担当教員(所属等)

<成績評価方法>

小レポートと定期試験

後

<学習到達目標>

メディアによって作られた「イスラム原理主義」のイメージを払拭し、正しいイスラームの知識を獲

得して今日の国際社会の問題を見る目を養ってほしい。

小山田紀子(情報文化)

1)中世イスラーム世界の展開

2)イスラームの近代

側慣

<教科書・参考文献>

教科書未定

参考書宮治一雄・宮冶美江子編著『マグリブへの招待一北アフり力の社会と文化一』

大学図書出版、2008年2月

大塚和夫『イスラーム主義とは何か』岩波新書、2004年

立山良司『中東』自由国民社、2002年

宮治一雄『アフり力現代史V.北アフり力』山川出版社、2000年

その他、授業で適宜指示する。

単
位
数

学
年

専

専

学
期



入学年度

区分

22年度以降

幻年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

世界を「不平等」という観点から考察することが、この授業の目的です。日本に住むわたし達は世界
では特権的な位置にあります。化りあえずは)食糧の不足におびえる心配もせず、身の回りはモノ
で溢れかえってぃます。他方で日々の食ベ物にも事欠く人々がたくさん世界にはいます。また、大学
までの教育を受けることができる人は、世界の同世代の中では全体の1%に過ぎません。文字通り、
わたし達は特権階級です。それはわたし達が世界の仕組みの中ではかなり有利な位置にある日本社会

の一員だからです。

他方で90年代以降、経済的グローバリゼーションの結果、途上国は益々貧富の格差が広がり、日

本を含む先進国でも貧富の格差が拡大しています。日本でも日々の生活に苦労する人々の数が確夫に
増えてぃます。授業の前半は南北問題に、後半はグローバリゼーションに焦点を合わせて、世界規模
での不平等問題に触れていきます。

門

宙門

3年

授業科目

南北問題

<各回毎の授業内容>

1.不平等をどう考えるか

2.植民地主義の構造

3~5.第2次世界大戦後の南北問題をめぐる新たな展開

6~9.南北問題をめぐる諸理論

10~13.グローバリゼーションによる現代の世界の不平等構造

14~15.南北問題角早決ヘの糸口

側慣

2

担当教員(所属等)

後 高橋正樹(情報文化)

<成績評価方法>

原則として、全出席が最低条件になります。さらに、レポート

て評価します。

<教科書・参考文献>

教科書はありませんが、毎回授業内容をレジュメにまとめて配布します。

参考文献

1988年;ラス・カサス『インディアスの破壊にっいての簡単な報告』岩波書店、1976年;ヨハン'ガル
トゥング『構造的暴力と平ネ叫中央大学出版部、1991年;室井義雄『南北・南南問題』山川出版社、19町年;

恒川恵市『従属の経済学』東京大学出版会、1988年;伊豫谷登士翁『グローバリゼーシヨンとは何か』平凡
社、2002年。山田昌弘『希望格差社会」筑摩書房、2004年。

<受講に当たっての留意事項>

南の貧困を単なる同情の対象としてではなく、わたし達の社会との関係で考えていきたいと思いま

す。一緒に考える授業にしたいと思いますので積極的な授業参加を期待します。

<学習到達目標>

上記授業目的の達成

中問テスト・学期末テストによっ
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学
期

学
年

専

単
位
数



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

第二次世界大戦後、国際社会のグローバル化の進展とともにホ呈済もグローノ勺レ化・国際化の一途を

たどってきた。これによって、わたしたちは多くの外国製製品に囲まれ、それらを安価に購入するこ

とができるようになり、便利な生活を営めるようになった。このように経済の国際化は、私たちの生
活を豊かなものにしてきた半面で、さまざまな新たな問題を発生させてきた。

本授業では、こうした経済の国際化を国際経済法という分野から分析することで、国際社会の問題

を考えるきっかけを受講者に提供したいと思う。授業では、第二次世界大戦後に成立した自由貿易体

制の沿革を学んだ上で、1995年1月に発足したWTO(世界貿易機関)に関する法と制度を中心に取り
扱うことを予定している。

門

宙門

3年

授業科目

国際経済法

<各回毎の授業内容>

1 国際経済とは

2 国際経済法と国際公法

3 ブレトンウッズ・ガット体制の成立と展開①

4 ブレトンウッズ・ガット体制の成立と展開②

5 ブレトンウッズ・ガット体制の成立と展開③

6 WT0概説住)ーウルグァイ・ラウンドとWT0の設立

7 WT0概説②一WT0の構造

8 WT0協定の構造一WT0設立協定と4つの附属書

9 WT0と紛争解決手続

10 WT0体制の基本的規律①一最恵国待遇

Ⅱ WT0体制の基本的規律②一最恵国待遇とその例外、FTA

12 WT0体制の基本的規律(3)一内国民待遇

13 WT0体制における規律の拡大一農業貿易

H WT0と通商救済制度

15 まとめ一今後のWT0と日本の貿易政策(EPA、TPP)

位
数

2

担当教員(所属等)

後 藤本晃嗣

<成績評価方法>

原則として試'験の成績に基づき評価します。

<教科書・参考文献>

授業ではレジュメ・資料を配布するため、教科書は使用しない。参考文献は、授業中に適宜指示し
ます。

<受講に当たっての留意事項>

授業中、私語をした学生には退席を指示しますので、指示された学生は速やかに退席してくださ
い。

<学習到達目標>

WT0に関する法と制度についての基本的な理解を深め、国際経済活動に関する報道や新聞記事を
自分の力で分析し、評価する能力を備えられるようになること。

側慣 279

学
期

学
年

専



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

現代社会の様々な局面で、 NGO (非政府組織)やNPO (非営利組織)の活動が注目されるよう
になって久しい。しかし、これを大学の講義などで体系的に論じ、学問的にとらえ直す作業は始まっ
たば力山である。本講義では、これら新たな市民活動のうねりを比較的長い歴史的な観点からとらえ
直し、その現代的な意味にっいて考えてみたい。さらに、流動化する世界に呼応して刻々と変化す
るNGO/NP0の多様な活動の現実をも見据えてみたい。また、これら「自発的結社」の可能性のみ
ならず、実際の活動にともなう構造的・実践的な課題や問題点も明らかにしたい。本講義では、 NG
0/NP0の諸活動を広く「ボランティア」論や「市民社会」論の文脈に位置づけ、これら市民活動の文
明論的な意義にっいても考察を展開したいと思っている。テーマの性質上、受講者の自発的な参加や
招聰講師の講演などにも触発されながら、新しい講義や大学そのもののあり方も探ってみたい0

門

宙門

3年

授業科目

NG0論

<各回毎の授業内容>

新鮮な題材を多く取り入れたいため細目は限定しないが、以下の内容には触れる予疋である0 また、
反グローバル化運動や環境NG0にっいての映像資料を多用する他、実際に様々なNG0やNP0で
活躍する人を教室に招き、現場の視点から話をしてもらう予定である。

則慣

1. NGO/NP0とは何か、その歴史的意味

2. NGO/NP 0の分類と争点

3.グローノ勺レ化とNGO/NP O

4.国連とNGO

5.地方発のNGO

6.女性とNGO

フ.難民問題とNGO

8.小火器問題とNGO

9.核問題とNGO

10.アイデンティティ・市民社会・ NGO

2

担当教員(所属等)

ノイ

佐々木寛(情報文化)

※+1回を、資料映像の鑑賞、+1回を招聽講師による講演に充てる。

<成績評価方法>

しばしば講義の最後に、コメントカード(質問やコメント、感想を書いてもらう)を作成しても
い、それらは講義の改善に役立てるだけでなく、受講者の参加姿勢を見る材料とする。基本的に最終
筆記試'験の成績により評価を決定するが、課題として作成してもらう「NG0調査レポート」の内容も
大きく加味する(レポート35%、試験65%)。

2 回]

1 回]

2 回]

1 回]

1 回]

1 回]

1 回]

1 回]

1 回]

2 回]

<教科書・参考文献>

共通テキストは、西川潤・佐藤幸男編『NGO/NP0と国際協力』(ミネルヴァ書房)。必読参考文
献の一例として、高畠通敏編『現代市民政治論』(世織書房)、 D.ヘルド『デモクラシーと世界秩序』(N
TT出版)、 M.ウォルッアー「グローバルな市民社会に向かって』(日本経済評論社)、目加田説子『地
雷なき地球ヘ』(岩波書店)を挙げておく。

<受講に当たっての留意事項>
内容的にかなり高度なことも含むので、知的好奇心が旺盛な学生の参加を望む。また、 2年次に

「平和学」、 3年前期に「国際組織論」を受講していることが望ましい。

<学習到達目標>

受講生が将来、社会的企業やポランティアに関わるための基本的な知識や動機を獲得する0
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、学
年

専

単
位
数



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

日本列島・中国・朝負羊半島との関イ系にΥ主目してロシアキ亟東の近現イ弌史を学びます。歴史が現イtの不ム
たちの生活にどう関わっているかを考えていきましょう。歴史やネ士会を理角早する方法にっいても考え
ていただきます。

<各回毎の授業内容>

ロシア極東の歴史を根死雀見します。周辺地域との関イ系を重ネ見しつつ、近現代を中心に論じます。
講義の内容は以下の通りです。

第1回ガイダンスと「ロシア極東とはその 1」
第2回「ロシアキ亟東とはその2」

第3回「ロシア極東の歴史前近代」
第4回「ロシア極東の歴史日露戦争その1」
第5回「ロシア極東の歴史日露戦争その2」

第6回「ロシア極東の歴史シベりア出兵」
第7回「ロシア極東の歴史第2次世界大戦」
第8回「ロシア極東の歴史北洋漁業を考える」
第9回「ロシア極東の歴史捕鯨業からみる北東アジアの歴史」
第10回「ロシアオ亟東の歴史コンブからみる北東アジアの歴史」
第Ⅱ回「ロシアキ亟東の歴史中国・朝負羊・日本人の歴史その 1」
第12回「ロシアキ亟東の歴史中国・朝負羊・日本人の歴史その2」
第13回「ロシア極東の歴史先イ主民の歴史その1」
第H回「ロシア極東の歴史先イ主民の歴史その2」

・第15回(予備回)

以上は予定です。糸田目はF痘時変更します。11煩番力ξ変わることもあります。

随時、私がテーマを設定した上で委女人単イ立のグループワークをおこない、その場で口頭の発表をし
ていただきます。グノレープ分けは名簿をもとに不イ乍為におこないます

また、 i果題として毎回の授業回の最1妾にその日の講義の要旨(200から400字程度)を 5分ネ呈度で
書き、提出していただきます(返却しません)。これを提出しない場合は欠席(ないし早退)扱いに
します。

<成績評価方1去>

出席回数、上言己の授業内容要旨の提出、グループワークにおける積極1全、学期末のぺーパーをもと
に糸急合的に判断します(予定)。

<教科書・参考文献>

常Π寺イ吏う教手斗書はありません。資料は必要に応じて酉己布します。
参考文献としては地図帳(ロシア極東,朝魚羊半島,中国東ゴヒ部,日本列島が言己載されてぃるもの。中

学や高校でイ吏用していたものでよい)を毎回必ずチ寺参してください。不明,点があれば、1受業中に質問
するほか、『ロシアを矢Πる事典』(平凡ネ士)で随H寺確言忍してください。
東洋書店から出版されているユーラシア・ブックレットシリーズ(図書貧官にあります)のうち、自

分で興味のあるものを言売み進めてください。

<受講に当たっての留意事項>

参力U者に求めるものは主イ本陛と手責極・1生です。グループワーク等に手責極n勺に参力Πする気がない方,約
束事を守れない方はご遠慮ください。

健康に留意し、できるだけ出席するよう心功ゞけてください。また、積極的に質問し、授業に関わっ
てください。禾厶Ξ吾をする方、携帯メールを見ている方、寝ている方、遅刻や早退の手呈度が過ぎる場合
は欠席扱いにすることがあります。

大学での学習は自学自習が基本です。もちろん質問やネ嘩炎は随時厚くります。
ロシア極東について関心のある方の参力Πを希望します。
グノレープワーク等の牙三で、学期あたり1人姿女回以上の口頭発表をしてぃただきます。

<学習至U達目標>

授業がきっかけとなり、受講〒糸もロシア極東についてイ可らかの興味関心を持ち糸売けてぃただければ
うれしく'思います。

古門

専門
神長英輔(情報文化)3年

281則慣

授業科目

2環日本海交流論

担当教員(所属等)
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

門

古門

3年

授業科目

地域統合論

<各回毎の授業内容>

第4回:東アジアの国際フォーラム①^APECとASEM
第5回:東アジアの国際フォーラム②一-ASEANプラス3とEAS
第6回:東アジア地域主義の歴史①^マハティール構想からアジア金融通貨危機ヘ
第7回:東アジア地域主義の歴史②^金大中イニシアティブからEASの発足ヘ
第8回:ASEANの概要^政治的プレゼンスと経済的ポテンシャル
第7回:ASEANの歴史^悲惨なインドシナ戦争から夢のASEAN憲早ヘ
第8回:ASEANの組織機構^銃を持っ暇なく握手を求める会議外交
第9回:ASEANの対外戦略^東アジアの基本規範・ TAC (東南アジア友好協力)
第10回:東アジア共同体憲章案の試み^共通法秩序樹立ヘ向けた政治協力慣行の進化ヘ
第Ⅱ回経済統合の理論①^貿易創出効果と貿易転換効果
第12回:経済統合の理論②^バラッサの統合段階論
第13回:政治統合の理論①^古典理論の対抗関係・辛財幾能主義と政府間主義
第14回:政治統合の理論②^現代理論の対抗関係・歴史制度主義とりベラル政府問主義
第15回:政治統合の理論③一ー・PA理論応用の試み
第16回:定期試験

<成績評価方法>
学期末試'験100%。

<教科書・参老文献>
中村民雄.須網隆夫・臼井陽一郎・佐藤義明『東アジア共同体憲章案:実現可能な未来をひらく加議

のために』昭和堂。

<受講に当たっての留意事項>
ノートをしっかり取って、試験前にきちんと復習することが大切。授業を通じて最新の東アジア国

際情勢を紹介してぃくので、ニュースのフォローも確実に。また教科書の指疋箇所は必ず読み込んで
おくこと。

<学習到達目標>
地域主義の動きを分析する基本概念に習熟するとともに、 ASEANや日中韓による東アジア地域

主義の動向にっいて、新聞.雑誌・テレビなど各メディアの報道を自分なりの理論的視点から批判的
に分析できるようになること。

仙慣

2

担当教員(所属等)

後 臼井陽一郎(情報文化)
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

この授業の目的は,英文の学術雑誌の講読を通して日本,アメリカ,ロシア,中国,韓国,北朝鮮など東

アジアの国際関係について深く考察し,その理解を深めることである。従って英語の学力は無論のこ

と、東アジアの国際関係に対する深い関心と一定の知識が要求される。二年半にわたって本学で学ん

だ経験,また派遣留学を通じて得られた知識と能力などをさらに発展させて英語力を向上させ、東ア

ジアの国際関係に対する多面的な見方を養うことが授業の目的である。

門

門

3年

<各回毎の授業内容>

1 ガイダンス:資料の配布及び本授業内容の解説,進め方の説明

2 指定外国語文献①の講読一1

3 指定外国語文献①の講読一2

4 指定外国語文献①の講読一3

5 指定外国語文献①の講読一4

6 指定外国語文献②の講読一1

7 指定外国語文献②の講読一2

8 指定外国語文献②の講読一3

9 指定外国語文献②の講読一4

10 指定外国語文献③の講読一1

Ⅱ指定外国語文献③の講毓一2

12 指定外国語文献③の講読一3

13 指定外国語文献③の講読一4

N 指定外国語文献③の講毓一5

15 まとめ

16 試験

授業科目

外国語文献購読2

位
数

283

2

担当教員(所属等)

後 小澤治子(情報文化)

<成績評価方法>

本授業では,受講生に課題として文献の翻訳,要約が課される。従って、成績は①文献の翻訳,要約

の良し悪し(50%)および②学期末試験の良し悪し(50%)によってつけられる。

<教科書・参考文献>

初回の授業で講読する英文資料を配布する。毎回、英和辞書を持参すること。

<受講に当たっての留意事項>

外国語文献講読という授業は、ゼミナールと語学の授業を足して2で割ったようなスタイルの授業

である。それゆえ毎回の出席は当然(原則として欠席は認、めない)のことであり、また相当程度の予
習,復習が求められる。

<学習到達目標>

英文の専門誌の講読を通じて、英語の読解力を向上させ,合わせて東アジアの国際関係についての

知識と関心を深めることである。
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

平成24年度不開講

声門

門

3年

授業科目

国際研究特論

側慣

2

担当教員(所属等)

後

284
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4年文化専門科目(後期)

,

邑

ロシア言吾7

中国語7

韓国語7

アメリカ英語7



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

ロシア語会話における新しい文法形態、語章、その利用について学習する。コミュニケーシヨンと

発音の技能、ロシア語の会話を聞き理解する能力を向上する。日常会話に関連した短い文の読み書き
能力を発展させる。いくっかのロシアの象徴と生活習慣を学習する。毎回、時間を割いて映画、歌、

アニメ、現代ロシア文化を紹介する。

<各回毎の授業内容>

1-3 テキスト第1課電話での会話

4-6 テキスト第2課歳月の表現(年・月・日にち)日本とロシアにおける祭日クィズ「ロシ
アの有名な人たち」

テキスト第3課レストランでの注文ロシア料理クイズ「ロシア料理」フ- 9

テキスト第4課勉強しすぎじゃないか?日本語の一番難しいところなに?10- 12

ロシアの映画13 - 14

復讐15

末期テスト16

<成績評価方法>

評価は授業の出席(15%),小テスト(20%),学期末試.験(65%)。

<教科書・参考文献>

A.デボフスキー、会話で学ぶロシア語中級2。会話編等のプリントを教員が配布する。

<受講に当たっての留意事項>

欠席率が授業数3部の1を超えると受験資格がなくなる。宿題が毎回出る。

<学習到達目標>

ロシア語の高度な文法とロシアの知識を習得し、会話能力を身につけることを目標とする。

宙門

門

4年

授業科目

ロシアi吾7

側慣

位
数

担当教員(所属等)

後 ライサ フ゜ラーソル

286

学
期

学
年

専



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

中国語の人文・社会科学分野の文献、新聞記事やテレビニュースなどを理解するには、一層高いレ

ベルの語学力と矢啼哉が要求されます。中国語は実用性の面でも将来陛のある言語のーつです。その実

力は若いうちに身に付ければ一生の財産になります。

この授業は中国語の聴解力、会話力、読解力、作文力などの総合的運用能力を高め、中国語検定試.験

2級合格を目指し、 TECC500点、 HS K 6級に挑戦します。

中国語と日本語の異同についての説明及び通訳、翻訳の訓練においても、日本語の使用を最小限にし

ますが、単語、本文と文法の説明及び討論会、発表会と授業での指示を基本的に中国語で行います。

<各回毎の授業内容>

1.並列複文 2.継起複文

3.累加複文 4.選択複文

5.因果複文 6.転折複文

フ.条件複文 8.仮定複文

9.譲歩複文 10河吋舎複文

Ⅱ.目的複文 12'時間複文

13.連鎖複文 14. TE C CとH S K対策

15.総合練習(中国語検定試験、TECCとHSKについて)

<成績評価方法>

平常点と期末試験によって判定。平常点(小テスト、発表会、宿題) 40%、期末試'験釦%。

5回以上無断欠席した者は失格。

<教科書・参考文献>

教科書才受業中に指示します。

参考書:『講談社中日辞典』相原茂編集2002年(第二版)

『講談社日中辞典』相原茂編集 2006年(初版)

<受講に当たっての留意事項>

毎回必ず予習して出席すること。積極的に質問すること。大きな声で返事すること。宿題をちゃん
とやること。

専門

門

4年

授業科目

中国語7

担当教員(所属等)

後 朱継征

<学習到達目標>

中国語の総合的運用能力を高め、中国語検定試験3~2級合格、HSKq莫語水平考試) 4~6級合
格を目指します。
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

この授業は、韓国語最後の授業で、韓国語は勿論、韓国の文化をより深く理解する過程です。韓国

の文化全般に関する教師の講義の後、それに関して学生達が中心になって白由に意見を交わしたり討
論しながら韓国の文化及び韓国人を理解する。またそれを内容とするCDを聞いたり対話の練習をす

る事によって韓国語の上達を目的とします。

<各回毎の授業内容>

1.韓国の風物紀行

2.国際結婚

3.韓国の子どもたち

4一忠孝と礼節

5.1T先進国・韓国

6.歴史を動かした美女

フ.伝統工芸

8.世宗大王

9.世界で活躍する韓国人

10.済州島の文化

H.伝統芸能と武術

12.韓国の地域気質

13.独立記念日(光復節)

14.イベント好きな韓国人

15.世界の中の韓国人

16.期末試.験

<成績評価方法>

平常発表(30%)出欠及び課題(10%)定期試験(60%)

<教科書・参考文献>

テキストは使用しません。講義の時資料を配布します。

<受講に当たっての留意事項>

他国を理解しようとするオープンマインド

<学習到達目標>

隣接国を言葉だけでなく文化を知ることによって、より深い理解が出来、グロバル時代の一人とし

ての資質を見に付けるようになる。

古門

門

4年

授業科目

韓国語7 1

担当教員(所属等)

後 朴修禧

288 側慣
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

この授業では、比較的平易な英語で書かれた英字新聞やウェブ上の情報等を素材とし、その時々

のUP・to・dateなニュースを英語で読む。自分について、日本について、世界について、日本語でも英

語でも、語るべきことを持っているか否かは、充実したコミュニケーションを展開するための鍵であ

る。英語を道具として世界を知る端緒になれば、と思う。補助的に映像資料等を用いることもある。

<各回毎の授業内容>

1.イントロダクション

2.配布資料①を使用しての授業

3.配布資料①を使用しての授業

4.配布資料①を使用しての授業

5.配布資料②を使用しての授業

6.配布資料②を使用しての授業

フ.配布資料②を使用しての授業

8.配布資料③を使用しての授業

9.配布資料③を使用しての授業

]0.配布資料③を使用しての授業

Ⅱ.配布資料④を使用しての授業

12.配布資料④を使用しての授業

13.配布資料④を使用しての授業

14.配布資料④を使用しての授業

15.糸急復習

<成績評価方法>

授業ヘの準備、貢献、期末試.験/レポートの成績等を総合的に評価する。

<教科書・参考文献>

プリントを配布。

場合により、受講者と相談して教材を決めることもありうる。

<受講に当たっての留意事項>

全員が予習してくることを前提として授業を進める。出席のための出席は意味がない。予習の段階

では、すらすら音読でき(特にアクセン Ht注意)、意味を的確につかみ、文法的質問にも答えられ

るよう準備をしてくること。

<学習到達目標>

時事英語、ジャーナリズム特有の表現の習得。

宙門

門

4年

授業科目

アメリカ英語7

担当教員(所属等)

後 矢口裕子(情報文化)
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1年システム専門科目(後期)

.

情報産業

情幸長りテラシーと倫理

人間情報工学1

ピジネスモデル

コンピュータソフトウェア

情報論理

システム数学

統計と情報2/生活統計

基本情報処理特論2



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択
<授業目的>
現代社会はコンピュータと電子通信(ネットワーク、特にインターネット)の複合した技術

(1CT)によって支えられている。1CTはこれを供給する側(1CT供給産業)の存在は不可欠である
が、これを利用・活用する側(1CT活用産業)の拡大も重要である。本授業では、この二つを併せて
「情報産業」と位置付け、それぞれの現状、市場構造、トレンド、最新情報を学ぶ。更に「情報産業」の
インフラとなる標準化、情報産業政策、関連法制度、情報産業従事者の働き方などの動向と課題につ
いても学ぶ。

<各回毎の授業内容>
1 イントロダクションー情報産業の位置付けとデジタルエコノミーの意味

[2]1CT供給産業住)ーコンピュータ産業
[3]1CT供給産業②一電子ネツトワーク産業
[4]1CT供給産業(3)一情報サービス産業
[5]1CT活用産業(1)ーデジタルコンテンツビジネス
[6]1CT活用産業②一商取引(eコマース)
[フ]1CT活用産業(3)一教育(eラーニング)、web関連産業
[8]1CT活用産業④一行政(e-GOV)その他の産業分野
[9]情報産業基盤(1)一政策一法令と標準化
[10]情報産業基盤②一知的財産権
[Ⅱ]情報産業基盤(3)一情報セキュリティと個人情報保護
[12]情報産業基盤④一情報産業における人材と働き方
[13]情報産業及びデジタルエコノミーの将来展望
ル4]情報産業最新情報アップデート(1CT及び利用法の最新動向など)
[1司まとめ一 ICTがもたらす仕事、家庭生活の変化(過去、未来)、1CTの社会ヘのイ ンパクト

[1句定期試.験

<成績評価方法>
期末テスト:60%(理解度確認テストを 1回以上提出していること)
理解度確認テスト(ミニテスト):40%(予告なく 4回実施する)

<教科書・参考文献>
教科書は石い。講義資料を配布する(履修登録確定後は各自本学HPからダウンロードし印刷する)。
参考文献
政府・業界系白書ン恬報化白書、情報通信白書、情報サービス産業白書、デジタルコンテンツ白書
ル凡一

民間の白書等:インターネット白書;インターネットビジネス白書;情報通信ハンドブツク等
OECD レポート:OECD information Techn010部 Outlook 2010
米国商務省レポート:Digital Economy 2003、httPゾ/WWW.esa.doc.gov/Reports/digitaleconomy・2003
林紘一郎著、電子情報通信産業、電子情報通信学会、2002

<受講に当たっての留意事項>
4回実施する理解度確認テストを1回も提出しない場合は期末試験の受.験資格を与えない。

<学習到達目標>
1.1CT供給産業(コンピュータ、ネットワーク、情報サービスなど)の動向と課題を理解し、説明

できる。(期末テスト/理解度確認テスト:30%/10%;以下同キ剃
2.1CT活用産業(商取引、教育、行政など)の動向と課題を理解し、説明できる。(10%/10%)
3.情報産業基盤(法制度、標準化、知的財産権、情報セキュリティ、個人情報保護、情報産業人材

の働き方と人材育成)に関する知識を理解し、説明できる。(10%/10%)
4.デジタルエコノミーの進展ど情報産業政策の動向およびICTの棹峨克を理解し、説明できる。(10%

/10%)

(関連する学習・教育到達目標:G)

門

門

1年

授業科目

情報産業

位
数

2

担当教員(所属等)

後 西山茂(情報システム)
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

コンピュータネットワーク社会と情幸剛兪理、著作権、情報セキュリティ、技術者倫理の関係を理解

し、公衆の安全と福利における技術者の矢隔哉の重要陛、技術者力斗旦う責任について学ぶ。

門

<各回毎の授業内容>

1.情報りテラシーと倫理の全体概要説明

2.情報りテラシーと倫理概要:情報りテラシーとは、情報倫理の意義

3.ネットワークと情報機器利用時の基本ルール:才>ソトワーク社会と従来の社会の違い

4.ネチケットとホームページ:ネットワーク・エチケット、ホームページの注意事項

5.コンピュータウイルス:コンピュータウイルスとは、感染防止方法、ハッカーとは

6.個人情報不正利用:個入情報とは、不正利用による被害、振り込め詐欺

フ.情報漏洩対策:情報漏洩の原因と問題点、個人情報保護法、情報漏洩の防止対策

8.プライバシー侵害と情幸附柴イ乍プライバシーの権利と保護、情報操作(レポート課題1)

9.事伊肺升究:プライバシー侵害と情報操作の事例

10.知的財産権と倫理:知的財産権とは、著作権とは、著作物の使用と利用

Ⅱ.情報セキュリティ:情報セキュリティと倫理、セキュリティ対策と技術

12.企業の倫理:ビジネスにおける倫理、コンプライアンス q去令遵守)

13.企業の製造物責任(PL):製造物責任とは、訴訟事例、製品安全活動(レポート課題2)

14.技術者の倫理才支術者の倫理とは、正直性・真実性・信頼性、倫理問題の解決方法

15.事例研究才支術者倫理と内部統制

16.定期試.験

門

1年

授業科目

情幸艮りテラシーと倫理 2

担当教員(所属等)

1糸 岸野清孝(情報システム)

<成績評価方法>

定期試'験:80%と自己学習によるレポート課題:20%の配分で評価する。

<教科書・参考文献>

資料を配布する(本校のHPからダウンロードし、各自がプリントアウトする)。

<学習到達目標>

コンピュータネットワーク社会ど情報倫理(ネチケット、ウイルス、個入情報、プライバシーな

ど)の関係を理解し、基本的な知識を習得する。(定期試験:25%)

情報倫理に関する事柄について正しい力清呉りであるかの判断がある程度できるようになる。(定期

試.験:25%)

情報倫理に関連する義務と責任(ウイルス、個人情報、著作権、情報セキュリティ、 PL、技術

者倫理など)を学び、それらが情報倫理の問題解決にどのように役立つかを理解し説明できるよう

になる。(定期試験:30%)

自己学習による調査により情報倫理について、さらに考える力を養う。(レポート:20%)

(関連する学習・教育到達目標:E、G)
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

人間情報工学(人間工学)では、人間の使用する機器が使用しゃすいものになることを目指してい
る。本講義では、人問の特性を心身機能別に分類し、それぞれの機能に適合した機器の設計手法を習
得する。情報の観点からは、機器使用に関わる人間の特性情報をどのように設計情報に翻訳するかを
習得する。同時に、設計時に必要となる統計的なデータ処理手法も合わせて修得する。

門

宙門

<各回毎の授業内容>

1.人間工学の歴史、人間の特性の分類

2.寸法・体格の特性ヘの適合設計仕)イスの座面幅の事例

3.寸法・体格の特性ヘの適合設計②棚の高さの事例

4.感覚特性ヘの適合設言十(1)感覚の一般的性質

5.感覚特性ヘの適合設計②評'点法

6.感覚特性ヘの適合設計(3)2点法

フ.感覚特性ヘの適合設言十④針の見易さの事例

8.感覚特性ヘの適合設計⑤洗浄強さの事例①

9.感覚特性ヘの適合設計⑥洗浄強さの事例②

10.感覚特陛ヘの適合設計⑦洗浄強さの事例③

Ⅱ.運動1手陛ヘの適合設言十(1)データベース

12.運動特性ヘの適合設計②レバー形状の事例

13.被験者実験の注意事項

14.統計学的な補足

15.まとめ

16.定期試験

1年

授業科目

人間情報工学1 2

担当教員(所属等)

後 上西園武良階報システム)

<成績評価方法>

小テスト3回(各10点、計30点)と期末試験(70点)の合計(100点)で評価する。
3回の小テストのうち少なくとも1回は受'験していることを期末試験の受験資格とする(0回の
人は受験資格なし)。

期末試験は「電卓(通信機能なし)」以外は持ち込み不可(小テストは持ち込み可)。

<教科書・参考文献>

特定の教科書は使用しない。

<受講に当たっての留意事項>

毎回、統計的なデータ処理計算を行うので平方根(V、)計算機能のある電卓を持参すること0

<学習到達目標>

人間の心身機能に適合した機器の設計が行える。

(関連する学習・教育到達酎票印
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

情報システムは,組織の既存業務の効率化や精度向上などを狙って導入されてきている。それらの

業務は,担当部門にとっては常識ともいえるが,システム開発側にとっては,未知の分野であるかもし

れない。一方で,論理的,機械的に振舞うコンピュータを活かすには,その1寺性を理解していなければ

ならない。システム開発側は,これらを理解しているが,業務部門が理解しているとは限らない。

そこで,双方を繋ぐために行われるのがモデル化である。この授業では,情報システム化の対象とし

ての業務の情報モデルについて学び,情報通信技術を前提にした新しいビジネスの形態についても紹

子ト,、る。

門

門

1年

授業科目

<各回毎の授業内容>

1)授業のオリエンテーション,ビジネスモデル及び情報モデルと企業活動

2)流通業の形態

3)流通業の情報モデル住)販売管理

4)流通業の情報モデル②在庫管理

5)流通業の情報モデル③利益管理

6)流通業の情報モデル④販売分析

フ)製造業の生産形態と方式

8)製造業の情報モデル①資材計画

9)製造業の情報モデル②部品展開

10)製造業の情報モデル③在庫管理,購買管理

Ⅱ)製造業の情報モデル④能力計画

12)製造業の情報モデル⑤品質管理

13)製造業の情報モデル⑥損益管理

14)企業組織と情報システム開発

15)ネットビジネス(ビジネスモデルの創出)

16)定期試.験

注)受講する学生の理解度により講義順序や分量を調整することがある。

ピジネスモデル

位
数

2

担当教員(所属等)

後 桑原悟(情報システム)

<成績評価方法>

定期試験及び任意課題(任意であるので加点のみ最大10%)により評価を行う。

<教科書・参考文献>

資料を学内ネットワークに掲載する予定である。

<受講に当たっての留意事項>

数学1,2j畍哉と経営の単位を耳又得していることが望ましい。また、基礎自由科目「委女学基礎」の履

修を指導された者は、これを履修していることが望ましい。授業に集中している学生の邪魔になる行

為をするものは退出させる(出席を認めない)。質問は歓迎するので,遠慮なく質問して欲しい。

<学習到達目標>

企業を代表とする組織の業務を情報システム化の対象として理解できるようになることを目標とす

る。

(関連する学習・教育到達目標:E,D
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入学年度

区分

22年度以降

幻年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

コンピュータシステムを有効利用するための基本的な考え方をソフトゥエアの側面から学習する。

プロセス管理、メモリ管理、ファイル管理などの主要な機能とその役割や、言語処理系の基本につい

ても学習する。

門

声門

<各回毎の授業内容>

1 オペレーティングシステムの根死要

2 プロセス管理1

3 プロセス管理2

4 プロセスの同期

5 プロセス間通信

6 実記憶管理1

7 実記憶管理2

8 仮想記憶管理1

9 仮想記憶管理2

10 仮想記憶管理3 (レポート課題1)

Ⅱファイルシステム

12 割り込み処理

13 情報システムの基盤としてのW血dowSおよびLinux(レポート課題2)
H 言語処理プログラムの種類と構造

15 言語処理プログラムにおける字句解析と構文解析(レポート課題3)

16 定期試'験

1年

授業科目

コンピュータソフトウエア

則慣

2

担当教員(所属等)

後 石川洋(情報システム)

<成績評価方法>

成績は期末試'験(70%)と自己学習によるレポート課題(30%)により評価する。
試験では講義に沿った問題を出題する。持ち込みは不可とする。

<教科書・参考文献>

教科書オペレーティングシステムの基礎大久保英嗣、サイエンス社(1997) 1600円十税

参考文献随時紹介する。

<受講に当たっての留意事項>

専門用語が多く出てくるが、意味のわからない用語は必ず調ベておくこと。

<学習到達目標>

オペレーティングシステムの基本を理解し、諸機能の役割(試験釦%、レポート15%)を習得す

る。

具体的なオペレーティングシステムの利用動向(レポート10%)を理解する。
コンパイラの仕組みを学習し、プログラミングを支える基本的な知識(試'験10%、レポート5%)

を習得する。

(関連する学習・孝文育到達目標:EJ)

296

学
期

学
年

専

単
位
数



入学年度

区分

22年度以降

幻年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

結論が前提から正しく導き出されることを、妥当な推論と呼ぶ。この妥当な推論、言い換えると

「正しく考えること」ば情報システムに関わらず、様々な学問にとって重要なことである。そこで本講

義では、この妥当な推論を行うための技術の1つである記号論理(命題論理、述語論理)を学習す
る。

宙門

門

<各回毎の授業内容>

1.論理学、離散数学入門

2.離散数学(集合)

3.離散数学倭女学的帰納法、写像(関数))

4.命題論理1 (否定、かつ)

5.命題論理1 はたは、ならば》

6.命題論理1 (同値)

フ.命題論理2 (真理値表による恒真判定)

8.命題論理2 (真理値分析による恒真判定)

9.命題論理2 (真理値割り当てによる恒真判定)

10.命題論理2 (命題の標準化による恒真判定)(レポート課題1)

Ⅱ.命題論理の推論1(真理値表による妥当陛判定)

12.命題論理の推論1(真理値割り当てによる妥当性判定)

13.論理回路(ブール代数、論理ゲート)

14.述語論理1(命題関数、量化記号)

15.述語論理2 (量化命題Xレポート課題2)

16.定期試'験

1年

授業科目

情報論理 2

担当教員(所属等)

後 中田豊久(情報システム)

<成績評価方法>

定期試験90%、レポート課題10%の配分で評価する。

<教科書・参考文献>

教科書:「論理学の基礎」、飯田賢一他、昭和堂、1SBN 4-81229408-8

その他に講義資料をホームページによって配布する。

<受講に当たっての留意事項>

3年時に「人工知能」を履修するものは、この科目を履修していることが望ましい。

<学習到達目標>

、離散数学(集合、写像など)についてその概念を理解する(定期試'験30%、レポート課題5%)

、自然言語による論理を記号論理として記述し、妥当な推論を行う力を習得する(最終テスト60%、

レポート課題5 %)。

(関連する学習・教育到達目標:D)
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

数学の基礎概念は情報システムを深く理解するために役立っ。本講義では、高校数学から、大学教
養数学と情報システム数学ヘつながる道案内を行う。講義は数学概念に潜む描像を広く理解すること
を目的とし、計算法の簡単な演習によってその理解を具体化する。

門

古門

<各回毎の授業内容>

1.委女

2.集合

3.行列

4.ベクトルと行列

5.代数系

6.小テスト

フ.連続、関数、極限

8.微分と積分

9.初等関数

W.初等関数の微分と積分①

Ⅱ.初等関数の微分と積分②

12.微分法と積分法の諸公式山

13.微分法と積分法の諸公式②

14.多変数関数入門

15.小テスト

16.定期試.験

1年

授業科目

システム数学 2

担当教員(所属等)

後 近山英輔(情報システム)

<成績評価方法>

定期試験:60%、小テスト:40%で評価する。

<教科書・参考文献>

特になし

<受講に当たっての留意事項>

定期試験は自筆ノートのみ持ち込み可(E開吽勿又は印刷物の貼付不可)。講義内容だけでなく、講
義中の演習や自己学習等も自筆ノートに整理して記録しておくこと。小テストを行う。

<学習到達目標>

数学の基礎概念の理解(定期試験15%、小テスト10%)。

初等関数と極限の理解(定期試'験15%、小テスト10%)。

微分計算の修得(定期試験15%、小テスト10%)。

積分計算の修得(定期試験15%、小テスト10%)

(関連する学習・教育到達目標:D)
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

本講義では、データの特徴を把握するための記述統計の技法と、部分的な情報から全体を推測する

ための推測統計の考え方やデータの解析方法について学びます。

苗門

<各回毎の授業内容>

1.はじめに一記述統計と推測統計

2.記述統計の基礎

3.2変数間の関係

4.1隹測統計の基礎①母集団と標本

5.推測統計の基礎②母数の推定と有意性検定

6.推測統計の基礎③信頼限界

フ.2変数間の関係

8.直線回帰と相関係数

9.直線回帰と有意性検定

10.まとめ:中間試験

Ⅱ.2つの代表値の有意差検定①:χ2検定

12.2つの代表値の有意差検定②:t検定

13.分散分析

14.実'験計画法

15.まとめ

16.定期試験

門

1年

授業科目

統計と情報2

生活統計

2

担当教員(所属等)

後 伊村知子(情報システム)

<成績評価方法>

授業中に実施する練習問題(20%)、中間テスト(20%)、定期試.験(60%)により、総合的に評価

します。

<教科書・参考文献>

必要な資料は授業中に随時、配布します。

参考図書:森敏昭・吉田寿夫「心理学のためのデータ解析テクニカルブック」北大路書房

<受講に当たっての留意事項>

わからない点については授業中に積極的に質問すること。予習と復習をこころがけること。

<学習到達目標>

日常生活において、調査によって得られたデータを統計学の手法を用いて解析し、その結果から得

られた情報を理解できるようになること。絲東習問題:20%、中間テスト:20%、定期試験:60%)
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

この授業ではC言語プログラムを解読し、処理の流れを理解できるようになることを目的とする。

初めにC言語の文法事項につぃて重要項目をまとめ、次にプログラムで用いられるデータ構造やアル

ゴリズムを講義し、これらを用いたプログラムの解析演習を行うことで、基本情報処理技術者試験の

C言語プログラム問題を解くことのできる実践力を身に付ける。

門

門

<各回毎の授業内容>

本講座の各回のテーマは次の通りです。

1.1日目受講ガイダンス、C言語プログラム作成の流れ

2.2日目演算と型

3.3日目プログラム制御構造(分岐)

4.4日目プログラム制御構造俳栗り返し)

5.5日目一次元配列

6.6日目二次元配列

フ.7日目関数

8.8日目列挙体・再帰処理

9.9日目文字列処理

10.10日目ポインタの基本

H.Ⅱ日目文字列ポインタ

12.12日目構造体

13.13日目ファイル処理

H.14日目総合演習1

15.15日目総合演習2

16.16日目期末試験

1年

授業科目

基本情報処理特論2 2

担当教員(所属等)

後 山田賢一

<成績評価方法>

毎回の出席を基本とし、成績は授業内の演習課題(70%)、期末試験(30%)により総合的に判断

します。

<教科書・参考文献>

授業及び課題に使用する教材は適宜配布しますが、C言語の文法解説書籍を用意すると便利です。

<受講に当たっての留意事項>

履修者数と教室などの都合が付けば、パソコン設置教室での実習を行う場合があります。

<学習到達目標>

C言語プログラムの解析ができ、プログラム動作の詳細を把握できるようになること。及び「基本

情報技術者試験」(午後問9)で2/3以上の正解率を確保できるようになることを目標とします。
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.

2年システム専門科目(後期)

情報論

生理機能と情報

行動科学

生活統計/地域統計

生産企画と管理

流通と物流

管理会計

プログラミング環境

プログラミング技術特論

オペレーションズリサーチ1



入学年度

区分

22年度以降

飢年度以前

授業科目

区分

<授業目的>

情報をめぐるさまざまな考え方を概観し、情報を組織や社会における人・物・金に並ぶ重要な資源

あるいは資産ととらえ、情報を効果的に活用できるようになるための考え方について理解を深める。

情報の概念、情報の基本的性質、人の行為と情報の関係を説明する。情報の活用段階毎に生じる問題

点を通して情報活用のために有用な考え方を紹介する。さらに情報社会と知識基盤社会の概念をもと

に個人による情報の利用について考える。情報を柔軟に受け入れることができるようになるように具

体例を含めて多くの考え方を並列的に紹介する。

門

門

2年

<各回毎の授業内容>

1 言葉としての情報

2 情報の概念1 ①データと情報と知識の概念的把握

3 情報の概念2 ②情報と知識構造

4 情報の基本的性質1

5 情報の基本的性質2

6 情報の基本的性質3

7 人の行為と情報①意志的行為と身体的行為

②意志、意図、企図と情報8

③意思決定、行動ど恬報9

10 情報の活用①目的、目標の確認~情報の収集段階の問題点と対応

②選択、整理、加工、分析~行動段階の問題点と対応Ⅱ

12 情報社会の概念

13 情報社会と情報の価値

14 知識基盤社会と個人による情報の利用 1

15 知識基盤社会と個人による情報の利用2

授業科目

情報論

側慣

2

担当教員(所属等)

後 高木義和(情報システム)

<成績評価方法>

成績は定期試'験の結果で評価する。試験は資料の持ち込みは禁止で、講義に基づく記述式の問題を

出題する。授業に1/3以上欠席した場合は受験資格を認めない。

<教科書・参考文献>

必要に応じ資料を配布する。

<受講に当たっての留意事項>

ノートを良く整理すること。大教室のため授業中の出入りは禁止します。教室の前方で受講するこ

と。後方で受講する場合は私語を禁止します。

<学習到達目標>

情報という言葉の概念を理解しできること 1-6

情報の基本的性質を理解し、人の行為ど情報の関係を理解できること7・Ⅱ

情報の活用の問題点と対応を理解し情報の価値を認識できること12-15

(関連する学習・教育到達目標:G)
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

日本は近い将来に極端な少子高齢社会を迎え、医療費や介護費が高騰してさらに国民負担の重くな

ることが予想されることから、国民一人一人が健康体力づくりゃ健康診断に関する知識をもつことは

必要である。また、生涯にわたり健康を保持するためには医療機関との関わりが欠かせない。従っ

て、この授業では身体の機能、体力評価や健康診断に関すること、さらには医療システム(問題点や

情報公開)などについて言及し、身体の自己管理能力や患者力を身に付けることが目的である。

門

門

2年

<各回毎の授業内容>

少子高齢社会における健康体力づくりの意義1.はじめに

2.生活習慣病一・・・・脳梗塞、心筋梗塞、糖尿病、高血圧、高脂血症

3.身体組成・・・・・・肥満度(BMI・体脂肪率)の評価、隠れ肥満とは

4.体液・・・ー・膨質浸透圧、脱水と水分補給、血液の組成

5.血液①・・ーー赤血球の酸素運搬能、貧血、平均赤血球指委女(MCV, MCH, MCHC)

6.血液②・・・・・・白血球の機能 q夜陛免疫とホ醐包陛免疫)、性感染症・エイズ

フ.心機能①・・・・一心臓の構造、心拍委女と運動強度・RPEとの関係、心電図

8.心機能②一ー・・心電図の評価、異常心電図、AED(自動体外式除細重力器)

9.循環・・ー・・心拍出量、血圧の測定・評価、メディカルチェック

10.呼吸・・・・・・スパイロメトリー、努力肺活量(1チ少率)、ガス交換(拡昔女能力)

H.工才りレギー代謝・・・・・・V02、VC02、RQ(呼吸商)、基礎代謝、最大酉凌素摂耳又量

12.物質代謝一ー・・糖質・脂質・蛋白質の代謝、ビタミンとミネラル

13.骨格筋・・・・・・筋線維組成と運動能力、筋力・筋朋大、プロテインスコアー

14.内分泌・生殖一ーー各ホルモンの作用、男女の生殖生理、成人病胎児期発症説とは

15.医療システムーー・・医療費とレセプト、医師免許制度、カルテ開示・電子カルテ

16.試'験

授業科目

生理機能と情報

位
数

2

担当教員(所属等)

後 藤瀬武彦(情報システム)

<成績評価方法>

この授業における評価は、基本的には定期試験(100点満点)の点数により行うが、授業中の課題

によるレポートなどで若干加点する場合もある。なお、試験ではノート・資料等の持ち込みは一切で

きなし、。

A (優):80点以上, B (良):70点以上, C (可):60点以上, D (不可):諦点以下

<教科書・参考文献>

授業中に必要に応じて資料を配布する。

<受講に当たっての留意事項>

特になし。

<学習到達目標>

①基本的な生理機能や健康体力づくりに関する知識を習得する(約70%)。

②健康診断に関する知識を習得し、また医療システムに対する問題意識をもつ絲り30%)。

(関連する学習・孝文育到達目キ票印
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>
"現実"から、「なぜ~だろうか」という"問い"を考えて、つい見逃してしまいがちな人問行動のしく

みに目を向けて原因を推理し q反説を考え)、今後の行動や企画・対策を考えることを学びます。こ
れは人類に残された最大の仕事です。覚えること、解答を計算することはコンピュータには勝てませ
んが問いや仮説を考えることは人類にしかできません。
仕事や人生で、自分や愛する人々のことを真剣に考え"現実"に背を向けずに行動を決定するとき

に、私が実践してきた、そして人類がたどり着いた"あるーつの方法"をこの講義で実際に皆さんに
体験してもらいます。皆さんの先輩が自分の関心に基づいて、問い・仮説を真剣に考えた卒業論文を
題材にしてぃます(皆さんの関心に合わせて、題材とする論文は変更されることがあります)。

<各回毎の授業内容>
講義は2回1セットで行われます。 1回目は、それぞれの課題について個人またはグループで考

え、 2回目は皆さんの考えを紹介しながら角転兇し、さらにグループワークを行います。
*『風の谷のナウシカ』(スタジオジブリ)で解き明かす"社会的ジレンマ"

1~3 周りの人々の行動と自分の行動の関係:実際にゲームを通して、考えて行きます。
*"杉下右京(テレビ朝日叶酎判)"を超えろ:人間行動の原因を推理する

観察して仮説をたてる54

仮説から観察する6 7

現実の問題で考えよう:あなたはビジュアルタイプ?!文字タイプ?!9

*複数の仮説を比較
10・Ⅱなぜ私はいつも同じ店に行くのか?店舗選択の要因解明
12・13 再び社会的ジレンマどうしたら協力できるのか?

『デスノート theLastname』(日本テレビ)&「ヒューマンなぜ人間になれたのか』(NHK)
14~16 最終レポートに向けてのグループワーク

<成績評価方法>
成績は、第1~15回のグループワーク・個人ワーク(35%)と最終レポート(65%)によって、評

価します。オリジナリティを高く評価します。

<教科書・参考文献>
参老文献:チャールズ・A・レイブ,ジェームズ・G・マーチ(佐藤嘉倫[ほか]訳)

『社会科学のためのモデル入門』ハーベスト社 1991年
小林淳一/木村邦博編『考える社会学』ミネルヴァ書房 1991年

<受講に当たっての留意事項>
1.体調不良、忌引き、就職活動、音畷舌動などで欠席した場合、第16回の授業での個人・ワーク・ク
ループワークを行うことで、欠席した分の個人ワーク・グループワークを補うことが出来ます。

2.授業中、私が説明してぃるときは、誰も話してはいけません。小声でもダメです。私が聞こえな
くてもあなたの周りの人が迷惑です。個人ワーク・グループワークのときは、どんどん周りの人と
話してください。友達の意外なアイディアを楽しみ、また友達を楽しませてあげてください。

門

宙門

2年

授業科目

行動科学 2

担当教員(所属等)

後 小宮山智志(情報システム)

<学習到達目標>
])観察した結果を矛盾なく説明できる仮説を老えられるようになってください(グループワーク

1~9 回・最終レポート)。
2)ーつの現象にっいて複数の推理(仮説)を考えられるようになってください(グループワーク
10~15回・最終レポート)。

3)自分の関心に基づいて問いを見つける方法を身につけてください(最終レポート)。

(関連する学習・教育到逹目標:H)
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

人間、生物、経済、社会、環境の作る複雑ネットワークでは日々膨大な情報が生み出されている。

これらの現象の全体像を把握するための効果的な方法が統計的方法である。そのような人間・社会に

関わるデータを、統計学と情報技術を用いて読み解く例を学ぶ。

門

通

<各回毎の授業内容>

].記述統計学の予備知識

2.人間・社会の様々な統計データ(1)

3.人間・社会の様々な統計データ②

4.確率論の予備知識

5.確率分布①

6.確率分布②

フ.確率分布③

8.人間・社会の様々な確率分布①

9.人間・社会の様々な確率分布②

10.推計統計学の予備知識

Ⅱ.人問・社会の様々な統計データの検定

12.回帰分析の予備知識

13.人間・社会の様々な統計データの回帰分析

14.複雑ネットワーク

15.定期試験の解説

玲.定期試験

2年

授業科目

生活統計

生活情報
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2

担当教員(所属等)

後 近山英輔(情報システム)

<成績評価方法>

定期試'験100%で評価する。

<教科書・参考文献>

特になし

<受講に当たっての留意事項>

特になし

<学習到達目標>

人間・社会データの平均値、分散、標準偏差の計算(30%)。

人間・社会データの統計的検定(30%)

人間・社会データの相関係数、回帰直線の計算(30%)。

確率分布の理解(10%)。

(関連する学習・教育到達目標:H)

側慣

学
期

学
年

専

共

単
位
数



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

地域を理解し研究する手法に旺伽或分析」がある。地域分析では、統計および地理データを使い、地
域の計量的分析および空間的分析を行い、士地と人の生業の関係、すなわち地域社会や産業構造をモ
デル化する研究手法が主として使われる。特に前者の、地域の計量的分析では多変量解析という統計
手法が多く用いられる。対象地域の統計データを収集し、コンピュータで統計解析を行い、その結果
をモデル化、地図化することにより、地域構造をさらに深く調ベることが可能となる。本授業では計
量的分析として、地域の統計データを処理・分析する一連の手法を学習し、「地域分析」のてがかりと
する。

声門

門

2年

授業科目

<各回毎の授業内容>

1.授業の目的、めざすところ、全15回の内容等ガイダンス

2.地域統計データの種類と収集方法

3.地域統計データの解析方法と地図作成

4.地域分析と多変量解析

5.地域事象予測のための回帰分析(レポート課題1)
6.地域構造を知るための因子分析

フ.地域事象類型化のためのクラスター分析

8.質的データを数量化するための数量化理論一1

9.質的データを数量化するための数量化理論一2 (レポート課題2)
10.地域事象の空間配置のための多次元尺度構成法

H.地域事象問関連性を知るための正順相関分析

12.住民の選好性を解析できるコンジョイント分析(レポート課題3)
13.その他の地域統計分析法

14. GISによる地域統計データ表示

〕5.講義のまとめ(地域分析け膨或統計をどう地域社会に活かせるか)
16.定期試験

地域統計

位
数

2

担当教員(所属等)

後 藤田晴啓(情報システム)

<成績評価方法>

定期試験70%、レポート課題30%の配分で評価する。

<教科書・参考文献>

教科書:地域分析一地域の見方・読み方・調ベ方一(村山佑司・古今書院)
参考図書:地域分析入門(大友篤・東洋経済新幸階士)

<受講に当たっての留意事項>

私語厳禁、まわりに迷惑を与えるので、'注意は 1回まで(2回目で退席を勧告します)。

<学習到達目標>

地域分析のデータ取得、解析方法を理解し、基本的な知識を習得する(定期試.験:25%)。
多変量解析の内容と解析例および地域分析としての役割を理解し説明できるようになる(定期試

25%)。地域の人および士地に関わる業務の内容を学び、それらが問題解決にどのように役立
つかを理解し説明できるようになる(定期試験:20%)。

自己学習により統計的手法により地域分析を行い、さらに理解を深める(レポート:30%)

仙慣

(関連する学習・教育到達目標:H)
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、学
年

専



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

生産の概念、歴史、さらに生産企画信ナ画)や生産管理の諸手法を学習する。具体的には、生産に

おける物の流れ、情報の流れ、価値(原価)の流れを理解し、生産管理の史的考察をおこない、科学

的なアプローチとして意思決定の諸手法を習得し、生産における諸問題の解決案を提案する。

門

宙門

<各回毎の授業内容>

1.生産の概念

2.生産管理の史的考察①

3.生産管理の史的考察②

4.大量生産方式の起源と発展①

5.大量生産方式の起源と発展②

6.生産の形態,需要予測

フ.生産計画①

8.生産計画②

9.生産スケジューリング①

10.生産スケジューリング②

Ⅱ.在庫管理①

12.在庫管理②

13.工程計画

14.ロジステイクス

15.総括

16.定期試'験

2年

授業科目

生産企画と管理 2

担当教員(所属等)

生産,生産要素,生産工程,生産財,生産性

社会の変遷,成行管理,課業管理(小テスト①)

同時管理,自己制御管理,システム管理(小テスト②)

初期のアメリカ自動車産業ω、テスト③)

初期の日本自動車産業,トヨタ生産方式(小テスト④)

分類,見込生産と受注生産需要予測のモデル(小テスト⑤)

種類,戦略(小テスト⑥)

長期生産計画(小テスト⑦,レポート課題)

2工程フローショップスケジューリング(小テスト⑧)

多工程フローショップスケジューリング(小テスト⑨)

ABC在庫管理,経済発注量(小テスト⑩)

定量発注法,定期発注法(小テスト⑪)

評価基準,最適工程計画(小テスト⑫)

概念(物流とロジスティクス),変遷(小テスト⑬)

後 佐々木桐子鯖報システム)

<成績評価方法>

毎回の小テスト:20%(学習到達目標①、および学習到達目標②に相当、比率①:②=50:5の

レポート:20%(学習到達目標②に相当)

定期試験:60%(学習到達目標①、および学習到達目標②に相当、比率①:②=50:50)

<教科書・参考文献>

教科書:「生産企画と管理講義ノート」を使用する。

参考文献:人見勝人著『新・生産管理工学』コロナ社、19町。

<受講に当たっての留意事項>

各自、電卓を持参すること。

<学習到達目標>

①企業における生産の管理全般を理解し、現実の問題ヘと応用することができる。

②管理に関わる諸問題を発見し、解決する能力を身につけることができる。

(関連する学習・教育到達目標:D
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学
期

単
位
数

学
年

専



入学年度

区分

22年度以降

幻年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

社会は、大きく生産、流通、消費の3つの領域に分けられる。流通の働きにより財が生産から消費

へと移転し、財の所有権の移転を「商流」、財の場所的時間的移転を「物流」という。企業においては流

通・物流コストは割高が実態であり、効果的に管理するためのノウハウ・技法などを学ぶ。

門

声門

<各回毎の授業内容>

1.流通と物流の全体概要説明

2.流通とは何か:流通機構とその社会的役割、流通とは、商流と物流、流通機構とは

3.流通構造と流通チャネルの基本概念:流通構造と流通経路、閉鎖的チャネルと開放的チャネル

4.日本の流通構造および流通政策の概要:白由な流通活動、構成取引、統制上規制、消費者保護

5ご流通チャネルにおける耳又引慣行ど情報ネットワーク化

6.流通業の機能分類と流通戦略の事例:販売方法、組織管理、物流方法、商品ブランド、取引方法

フ.流通構造の変遷:小規模流通、チェーンストア、量販店の拡大、専門店チェーン、流通構造変化

8.物流とは何か:物流7機能、物流センターの必要性

9.輸送機関の分類と動向陣兪送機関の分類、メリット、トラック運送の運賃(レポート課題1)

10.物流における在庫管理:物流ネットワークと在庫、在庫の種類、在庫管理方式

Ⅱ.物流情報システム:倉庫管理システム、配車配送システムの考え方、特徴、効果

12.物流戦略と共同イヒ共同物流の背景、共同物流の有効性・影響、サードパーティロジスティクス

13.物流戦略と企業同盟:製造・卸・小売の物流同盟、 S CM (レポート課題2)

14.国際貿易・輸出入業務と物流:貿易とは、通関制度、輸出入業務と信用状の考え方

15.事例研究:小売業の経営効率化の比較

16.定期試'験

2年

授業科目

流通と牛勿流

側慣

2

担当教員(所属等)

後 岸野清孝(情報システム)

<成績評価方法>

定期試'験:80%と自己学習によるレポート課題:20%の配分で評価する。

<教科書・参考文献>

教科書:岸野清孝著「流通と物流」静岡学術出版(2007年)を使用する。

<学習到達目標>

流通と物流の仕組み(流通機構、流通チャネル、流通構造、取引慣行、輸送、在庫管理など)を

理解し、基本的な知識を習得する。(定期試験:25%)

流通と物流の内容と役割およびその中での情報活用の方法を理解し説明できるようになる。(定期

試験:25%)

流通と物流の効率化の動向(共同化、サプライチェーンマネージメントなど)を学び、それらが

問題解決にどのように役立つかを理解し説明できるようになる。(定期試験:35%)

自己学習による調査により流通と物流について、さらに理解を深める(レポート:20%)

(関連する学習・教育到達目標:D
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

管理会計は、企業の目標を達成するために会計情報を認識、測定、集計、分析、解釈する一連のプ

ロセスです。それゆえ、財務会計が企業外部ヘの報告を目的とするのに対して、管理会計では内部報

告目的が重視されます。管理会計は、企業内部の「言十画と統制のための会計(第2~7講)」と、「意思

決定のための会計(第8~12講)」に分けることができます。また、コンピュータの性能と通信技術

が発展したことにより、経営情報システムと会計との結びつきが一層強くなっています。この授業を

履修することによって、管理会計の基本的な知識を習得することを目的とします。

<各回毎の授業内容>

1.管理会計とは

2~3.標準原価計算と原価統制

4~5.直接原価計算と損益分岐点分析

6.予算管理と短期利益計画

フ.事業部制と会計

門

宙門

2年

授業科目

管理会計

309

<成績評価方法>

期末定期試験釦%、第2~15講の授業中に実施する復習テスト40%。

<教科書・参考文献>

教科書として、拙著テキスト『管理会計前編・後編』を使用します。授業中に配付します。

<受講に当たっての留意事項>

授業で計算問題を解くことがありますので、電卓を持参してください。なお、期末定期試.験では、

使用できる電卓が制限されます。

<学習到達目標>

管理会計の概要についての知識を習得し、企業内部で計画と統制を行う際に、管理会計から得られ

る情報がどのように役に立っているかを理解できるようになってください。(期末定期試験30%、復

習テスト20%)

企業内部で意思決定を行う際の管理会計の役割を理解するとともに、経営情報システムと会計との

関係や、管理会計の実務についての知識を習得してください。僕打末定期試験30%、復習テスト20%)

(関連する学習・教育到達目標:D

2

担当教員(所属等)

後 山下功(情報システム)

8.長期利益計画

9~10.個別計画意思決定

H~12.設備投資意思決定

13.経営情報システムと会計

14~15.管理会計の実務

16'期末定期試験

側慣

学
期

学
年
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単
位
数



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>
コンピュータでプログラミングを行う際に必要な知識や技術を学習する。具体的には、UNⅨ環境の

使用方法を学習し、それを用いてプログラミングの基礎矢脈哉を学習する。さらに、プログラミングの
演習課題を実施することにより、ソフトゥエア開発手法の基礎知識にっいても学習する0

<各回毎の授業内容>
ンス:プログラミング環境、UNI×、プログラミング言語、ソフトゥエア開発について

2 UNⅨの利用 1:UNIXの基本操作、Telnet、基本コマンド

3 UNⅨの利用 2:ファイルとディレクトリ、応用コマンド1
4 UNIXの利用 3:x window system、応用コマンド2
5 UNⅨの利用4:ユーザーの権限とアクセス権
6 UNⅨの利用 5:windowSとの連携(FTP)
フプログラミング1:プログラミング言語の諸概念、プログラムの基礎(入出力、変数、演算)
8 プログラミング2:制御構造(分Wむ

9 プログラミング3:制御構造(反復)
10 プログラミング4:データ構造(N西山
Ⅱプログラミング5:関数

12 ソフトゥエア開発手法1:ソフトゥエアの仕様作成(要求分析など)
13 ソフトゥエア開発手法2:ソフトゥエアの設計(構造化プログラミング、モジュール分割など)
14 ソフトゥエア開発手法3:ソフトゥエアの実装(コーディングスタイルなど)
15 ソフトゥエア開発手法4:ソフトゥエアのテスト、まとめ
16 レポート提出

注)受講する学生の理解度により講義順序や分量を調整することがある

<成績評価方法>
時間内に行う演習課題及び宿題の評価点の合計を50%、期末レポートの評価点を50%として評価

する。

<教科書・参考文献>
資料を酉酎寸する(学内専用ウェブページから授業前に各自ダウンロードしておくこと)
参老文献は講義中に紹介する

<受講に当たっての留意事項>
演習課題やレポートでプログラムを作成するので、プログラミングに関する講義や演習を履修済
みであることが望ましい

連絡事項や追加情報はウェブページに掲載する http://WWW.nuis.ac.jp/、kawahara/

<学習到達目標>
.UNⅨシステムを理解し活用する方法を学習する(1~6回の演習課題及び宿題により評価)
プログラミングの基本にっいて学習し活用できる(フ~Ⅱ回の演習課題及び宿題と期末レポート
40%により評価)
ソフトゥエア開発に関する知識と技法を習得する(12~15回の演習課題及び宿題と期末レポート
釦%により評価)

(関連する学習・教育到達目標:J)

宙門

声門

2年

授業科目

プログラミング環境 2

担当教員(所属等)

1妾 河原和好(情報システム)

310 側慣
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

ソフトウェア設計における抽象化技術としてオブジェクト指向分析/設計/プログラミングを取り

上げ、ソフトウェア開発における一連の流れを解説する。本講義においては、特に、オブジェクト指

向分析/設計のための言語としてUML (un途ed ModelingLan部age)、また、オブジェクト指向プロ
グラミング言語としてJavaを用いて説明する。また、実際にJavaプログラミング開発を体験しても
らう。

門

門

<各回毎の授業内容>

1.ソフトウェア開発の入門(ソフトウェア開発の基礎、講義の位置付け)

2.オブジェクト指向の基礎概念(モジュール性、抽象データ型、クラス)

3.オブジェクト指向プログラミング言語とJavaの使い方
4. Javaプログラミング1 締噺卸構造と配列)
5. Javaプログラミング2 (クラスの定義、カプセル化、多重定義)
6. Javaプログラミング3 (クラスの継承、再定義)
フ. Javaプログラミング4 (抽象クラス、インターフェイス、 g"リ
8.オブジェクトの静的モデル(クラス、関連、継承、集約とコンポジション)

9.オブジェクトの動的モデル(ユースケース分析、シナリオ分析、シーケンス図)

10.酒屋倉庫問題(ユースケース分析とクラス設盲十)

H.生成に関するデリインパターン(Factory, singleton, prototype)の例
12.構造に関するデザインパターン(Adapter, composite)の例
13.ソフトウェア作成演習課題の説明

14.振舞いに関するデザインパターン(observer, chain ofresponsibility)の例
15.ソフトウェアテストとコンポーネント指向プログラミング

16.定期試験

2年

授業科目

プログラミング技術特論 2

担当教員(所属等)

後 石井忠夫(情報システム)

<成績評価方法>

レポート2回の合計が20点、ソフトウェア作成演習課題1回が20点、および定期試験が60点の合

計点で評価する。

<教科書・参考文献>

毎回、講義資料を配布する。

参考文献:1) Javaの教科書例えば、高橋麻奈著:「やさしいJava」第4版
(ソフトバンク出版20四年) 2,730円

2)マーチン・ファウラー著、羽生田栄一監訳:ruMLモデリングのエッセンス第3版

嗣羽永社、2005年) 2,400円

<受講に当たっての留意事項>

既に、情報処理演習C1を履修していることが望ましい。

レポート課題の演習時に、自ら積極的に取り組む態度が必要となる。

<学習到達目標>

ソフトウェア開発の一連の作業手順を理解し(30%)、また、小規模の課題については自らオフ

ジェクト指向分析/設定を行い(40%)、課題を解決する能力(30%)を習得する。

(関連する学習・教育到達目標:D,J)
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入学年度

区分

22年度以降

飢年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

確率現象に対する問題解決能力とコーポレートファイナンスを通して企業価値についての考え方を

修得する。将来,企業の財務部門,金融機関などを志望する学生には特に有益な科目を目途とする。

古門

<各回毎の授業内容>

1 事象と確率(集合,順列,組み合わせ,確率)

2 離散系確率変数と確率関数

3 ベルヌーイ分布

4 離散系モーメント母関数

5 連続系確率変数と確率密度関数

6 指数分布

7 連続系モーメント母関数と確率変数の変換

8 ポアソン分布

9 大数の法則と中心極限定理

10 正規分布

Ⅱ金融工学基礎(将来価値,現在価値,金利)

12 コーポレートファイナンス(りスクとりターン)

13 コーポレートファイナンス(事業価値の計測D

14 コーポレートファイナンス(資金調達と企業価値)

15 コーポレートファイナンス(企業評価の手法)

16 定期試験

門

2年

授業科目

オペレーションズリサーチ1 2

担当教員(所属等)

後 白井健二(情報システム)

<成績評価方法>

期末試験:60%と適時実施する確認テスト:40%の配分で評価する。

<教科書・参考文献>

教科書および配布資料

教科書:コーポレートファイナンス入門1例11伸幸著,日本経済新聞出版社,

ISBN 978-4532-11035-2

<学習到達目標>

事象と確率(集合,順列,組み合わせ,確率)を修得する。(定期試'験:5%,確認テスト:5%)

離散系確率変数と確率関数(含むベルヌーイ分布,離散系モーメント母関委女)の問題を解くことを

修得する。(定期試験:596,確認テスト:5%)

連続系確率変数と確率密度関数(含む指数分布,連続系モーメント母関数と確率変数の変換)の問

題を解くことを修得する。(定期試験:20%,確認テスト:10%)

ポアソン分布,大数の法則と中心極限定理および正規分布の理解と問題を解くことを修得する。(定

期試験:10%,確認テスト:10%)

金融工学基礎(将来価値,現在価値,金利)とコーポレートファイナンスを修得する。(定期試.験

20%,確認テスト:10%)
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3・4年システム専門科目(後期)

.

情報システム開発

情報セキュリティ

社会理論と調査法

生活と法律

地域情報システム

ベンチャービジネス

人工知能

データベース

シミユレーション

ビジネス英語入門2



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>
コンピュータを活用して企業の情報システム化を進めるための方法論と手順について学ぶ。情報シス
テムの導入計画から、分析、設計、製造、テスト、運用・保守にいたるライフサイクルの中で、どの
ような仕事が行われるのか、どのような組織でどのような管理が必要なのかを理解する。
演習では提案依頼書に基づき、プロジェクトとして業務の仕組みを調査・分析しコンピュータを活

用した情報システム化の提案を行うことを通し、計画的に目標を達成することを体得する。

門

声門

<各回毎の授業内容>
1 オリェンテーション(企業経営と情報システム)
2 ソフトゥエアエンジニアリング(技術者の仕事、ソフトゥエアエンジニアリングの知識体系)
3 ソフトゥエアの開発プロセス(プロセスとプロダクト、ソフトゥエア開発モデル)
4分析と設計(ソフトシステムアプローチ、構造化分析・設計、モデルとモデリング)
5 プロジェクト管理(モダンプロジェクトマネジメント、PMBOK、PMI、PMP)
6 システム提案書の作成方法(提案依頼書から情報システム化提案書作成までのステツプ)
7 情報システム開発の実際(特別講義)
8 チーム学習①一1 プロジェクト発足(方針・役割分担等)[講義:チーム学習の進め方]
9 チーム学習①一2 課題、現状分析[講義:要求分析、要件定義]
10 チーム学習②一1 提案システムの検討[講義:処理方式、HW/SW/DBシステムの検討]
Ⅱチーム学習②一2 提案システムの見積り[講義:情報収集、各種見積り方法]
12 チーム学習③一1 費用対効果の検討[講義:1T投資目的、評価の手法、TCO]
13 チーム学習③一2 提案書作成、提案書レビュ、プレゼン準備[講義:品質管理とレビユ]
14 チーム学習④一]提案書プレゼン[講義:提案(書)の評価方法]
15 チーム学習④一2 提案書・チーム学習の講評、チーム学習のまとめ
16 期末試'験

3年

授業科目

情報システム開発

仙慣

2

担当教員(所属等)

1愛 小林満男(情報システム)

<成績評価方法>
情報システムを開発する方法にっいての理解度と、コンピュータを使って業務の効率化を行うシス

テムをモデリングしデザインする能力を期末試験結果で評価する(持込み不可)(60%)。
チーム学習でのチームとしての提案書、プレゼンテーション、プロジェクトマネジメントおよび

チームの成果に対する個人の貢献度を相互アンケートなどにより評価する(40%)。

<教科書・参考文献>
教科書:寉射呆・駒谷共著「ソフトゥエアエンジニアリングの授業1,2」翔泳社各2050円
参考書:永井昭弘著限FP&提案書完全マニュアル」日経BP社2205円

<受講に当たっての留意事項>
授業に出席することは単位認定の必須条件です。欠席が1/3をこえた場合は単位認定しません。

<学習到達目標>
情報システムを開発する手順を理解し、開発過程で発生する問題点に対する問題解決の方法等を考

えることができる。(40%)
SEやプロジェクトリーダとして、与えられた制約下においてチームで目標を持って計画的に仕事

を進め、進捗の把握、修正するための知識を理解し、説明と実施ができる。(30%)
社会優頁客)の要求を解決するため、問題の認識、制約条件の特定、及び問題を分析しモデル化を

行い、情報処理上の要件としてまとめるデザインの基本的な能力が身にっく。(30%)

(関連する学習・教育到達目標:E,G)
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

情報セキュリティは,1T社会を支える重要なものであることには疑問の余地がない。この授業で
は,組織にとって情報セキュリティが必要な背景,情報セキュリティの実現に利用されている個々の要
素技術,その技術を具現化した製品の適用と利用技術及ぴ,組織経営にとっての情報セキュリティの位
置付けについて学ぶ。

門

宙門

<各回毎の授業内容>

1)授業ガイダンス及びアンケート

2)ネットワークとビジネス(情報セキュリティの必要性)

3)組織の置かれた状況

4ン情報セキュリティポリシ

5)りスクマネジメント 1 (りスク分析)

6)りスクマネジメント 2 (りスク対応)

フ)組織と恬報セキュリティ施策まとめ

8)情報セキュリティとITC産業界(外部講師を招聰する場合がある)

9)ネットワーク構成とセキュリティ(ファイアーウォール)

10)ネットワーク構成とセキュリティ(侵入検知システム,セキュリティ設定,認、証,その他)
Ⅱ)ネットワーク構成とセキュリティ(暗号化,公開鍵技術基盤など)

12)ネットワーク構成とセキュリティ(コンピュータウイルス)
13ン情報セキュリティ監査,脆す引生検査,コンティンジェンシープランなど

14)標準,規格,関連の法令,制度

15ン情報セキュリティ技術まとめ

16)定期試'験

注)受講する学生の理解度により講義順序佃程)や分量を調整することがある。

3年

授業科目

情報セキュリティ

315

2

担当教員(所属等)

後 桑原悟(情報システム)

<成績評価方法>

定期試験及び任意課題(任意であるので加点のみ最大10%)により評価を行う。

<教科書・参考文献>

締財支術の登場が盛んな分野であるので,授業開始時期に合わせて最適なものを選定し指定する1

<受講に当たっての留意事項>

ネットワークコンピューティングの授業内容の理解及び,委女学1,数学2,テレコミュニケーシヨン,

組織と経営の単位を耳又得していることが望ましい。授業に集中している学生の邪魔になる行為をする
ものは退出させる(出席を認めない)。質問は歓迎するので,遠慮なく質問して欲しい。また,この授

業は,学内の環境が整備されれば、e、1eam血gファシリティを用いて行う予定である。
基礎自由科目隣女学基礎」の履修を指導された者は、これを履修していることが望ましい。

<学習到達目標>

情報セキュリティが必要な背景,個々の要素技術,製品,利用技術及び1餅哉にとっての情報セキュリ
ティの位置付けについて理解できるようになることを目標とする。

(関連する学習・教育到達目標:G)

仙慣

学
期

学
年

専

単
位
数



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>
社会理論と調査法では、社会理論と調査法の「間」を学びます。「間」を埋める方法はいくつに分類可

能ですが、私たちは、その中のーつ、以下の3ステップをこの授業で学びます。
ステップ1:インタビューで話を引き出す。
ステップ2:引き出した話から、仮説を立てる。
ステップ3:インプリケーションを考えて、再びインタビューし、仮説を改良する。

社会調査(インタビュー)で現実を調ベ(ステップ1)、地域のいまに即した「私たちの私たちに
よる私たちのための新しい社会モデル(=ステップ2 ・ステップ3における仮説)」を考えるための方
法を学びます(行動科学で学んだ「観察・仮説・インプリケーション」を実1却。

情幸餅士会論では"新しい情幸畔士会"について考察しました。この講義では、"辛斤しい情幸畔士会"を築く
ための具体的な方法論の一部を学びます。あなたの人生を、そしてこれからの社会を真剣に老え、実
りあるものにしてゆく実践のための講義です。

<各回毎の授業内容>
講義は2回1セットで行われます。]回目は、それぞれの課題について個人またはグループで考

え、 2回目は皆さんの考えを紹介しながら解説し、さらにグループワークを行います。
1・ 2 本講義の目的と射程・クラスでのインタビュー練習

インタビューを計画・実施しよう(実施は授業外での課題となります)3

仮説を立てよう
インプリケーションと真理表
調査を企画しよう
調査の練習と実践
報告書のまとめ方

とめ

声門

門

3年

授業科目

社会理論と調査法

側慣

2

担当教員(所属等)

後

<成績評価方法>
成績は、 1回~15回の各回の個人ワーク

を高く評価します。

小宮山智志績報システム)

<教科書・参考文献>
教科書:資料を配布します。参考書:以下3点です。
チャールズ・A・レイブ,ジェームズ・G・マーチ(佐藤嘉イ剣ほか]訳)『社会科学のためのモデル入門』
ハーベスト社]991年
佐藤郁哉『フィールドワーク書を持って街に出よう』新曜社
ウヴェ・フりツク(小田博志[ほか]訳)『質的研究入門く人間の科学>のための方法論』春秋社

<受講に当たっての留意事項>
1.体調不良、忌引き、就職活動、音畷舌動などで欠席した場合、第16回の授業での個人・ワーク・グ
ループワークを行うことで、欠席した分の個人ワーク・グループワークを補うことが出来ます。
2.授業中、私が説明しているときは、誰も話してはいけません。小声でもダメです。私が聞こえな
くてもあなたの周りの人が迷惑です。個人ワーク・グループワークのときは、どんどん周りの人と話
してください。友達の意外なアイディアを楽しみ、また友達を楽しませてあげてください。

<学習到達目標>
行動科学で身にっけた問い・仮説の発見方法と社会調査・多変量解析などの検証方法を扱う講義の

問をっなぐ講義です。自分の問い・仮説をどのように検証するのかがふさわしいか考える力を身につ
けてください。

(関連する学習・教育到達酎票H)

グループワークによって評価します。オリジナリティ

316

学
期

単
位
数

学
年

専

4
6
8
W
1
2
N
玲

H
 
B
 
1



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

水や電気と無縁の生活をしている人はいないだろう。ところで、水はどこから流れてくるのだろう

か?我々が汚した水はどこに流れていくのだろう?いずれも市役所、つまり、お役所(=行政)であ

る。他方、電気は電力会社から買っている。これは民間企業だ。しかし、電気料金は、電力会社が勝

手に決めてはいけない。経済産業大臣のお墨付きが必要である。その結果、市民は、生活に絶対必要

な電気を、それほど高価ではない価格で購入できることになる。役所のお墨付きがないと料金を決め

られないというシステムは、バスやタクシー、 J Rの料金なども同じである。このように、我々市民
の生活は、行政(役所)とのつながりを抜きにして語ることはできない。そして、その内容は、様々

な法律によって様々に決められている。この講義では、日頃気がつくことが少ない、市民と行政の関

係についての法制度(行政法)を学ぶ。

門

宙門

3年

授業科目

生活と法律

<各回毎の授業内容>

317

行政法とはどんな法律科目か?

身の回りの行政活動

法とは何か?

裁判制度の基本

運転免許と運転者の責任

三権分立

法律と行政

行政法の法源

行政組織

行政法の基本原理

行政と市民の法律関係

行政手続

行政上の強制執行

行政訴訟

国家補償

期末試'験

位
数

2

担当教員(所属等)

9)

10)

11)

12)

13)

14)

15)

16)

後 下井康史

<成績評価方法>

期末試'験試.験に当たっては、携帯電話・PHS・パソコン等の情報端末を除いた全てのものの持ち

込みを認める。

<教科書・参考文献>

石川敏行他『はじめての行政法(第2版)』(有斐閣、2010年)

<受講に当たっての留意事項>

教科書は毎回持参すること。出席はとらないので、授業中の私語を我慢する自信がない者は、出席

を遠慮して欲しい。

<学習到達目標>

行政法についての大まかな知識を得ることを目標とする。

(関連する学習・教育到達目標印
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

生産情報の処理プロセスを理解し、生産の運用に関わる諸手法を習得する。さらに、

ション手法を活用し、仮想の生産システムを構築し、円滑な生産に向けた提案を行う。

門

宙門

<各回毎の授業内容>

1.生産情報システムの概要①

2.生産情報システムの概要②

3.方略的生産計画①

4.方略的生産計画②

5.方略的生産計画③

6.全般的生産計画①

フ.全般的生産計画②

8.全般的生産計画③

9.確認テスト

10.確認テストの返却と答え合わせ

Ⅱ.生産スケジューリンク

12.シミュレーション・Arena枳先要

13.シミュレーション演習①

14.シミュレーション演習②

15.シミュレーション演習③

3年

授業科目

生産情報システム

位
数

生産、情報、システム

生産システム、生産情報システム(小テスト①)

需要予測ω、テスト②)

長期生産計画、利益計画(小テスト③)

販売計画、設備投資計画(小テスト④)

短期生産計画①俳泉形計画法:基礎)(小テスト⑤)

短期生産計画②俳泉形計画法:応用①)(小テスト⑥)

短期生産計画③俳泉形計画法:応用②)(小テスト⑦)

2

担当教員(所属等)

後 佐々木桐子(情報システム)

<成績評価方法>

毎回の小テスト:20%(学習到達目標①、および学習到達目標②に相当、比率①:②=50:50)
確認テスト:20%(学習到達目標②に相当)

レポート:釦%(学習到達目標①、および学習到達目標②に相当、比率①:②=50:50)

<教科書・参考文献>

教科書:「生産情報システム講義ノート」を使用する。

参考文献

人見勝人著『新・生産管理工学』コロナ社、19町。

高桑宗右ヱ門監訳『シミュレーシヨン』コロナ社、2005。

ディスパッチングルール、ロット生産(小テスト⑧)

SIMAN/Arenaの変遷、用語の説明(小テスト⑨)

生産システムのシミュレーションモデルの構築(基礎)
生産システムのシミュレーションモデルの構築(応用)
生産システムのシミュレーションモデルの構築(発展)

(レポート課題)

<受講に当たっての留意事項>

各自、電卓を持参すること。

<学習到達目標>

①企業における生産の運用全般を理解し、現実の問題ヘと応用することができる。
②運用に関わる諸問題を発見し、解決する能力を身につけることができる。

(関連する学習・教育到達目標:E,D
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

時代の変化に伴い、次々と誕生する革新的事業「ベンチャービジネス」について、その誕生の背景、
事業を起こす起業家の特陛、成功させるための支援制度、資金調達の仕組み、関連する法律や課題等
について学習する。さらに、ベンチャービジネスを立ち上げるための事業プランの作成方法を学習

し、自ら事業プランを実際に作成し、情報収集力や事業企画力を修得する。

古門

門

<各回毎の授業内容>

1 ベンチャービジネスとは定義、歴史・分類

2 ベンチャービジネスを生み出す背景、ベンチャービジネスの意義と課題

3 起業家の輩出起業家の井割生・能力・資質現状と課題

4 新事業の創造ベンチャービジネスの成功要因

5 ベンチャービジネスに対する支援制度・機関・システム、関連法律
6 資金調達種類・方法、バンチャーキャピタル

フソーシャルベンチャー、NPO

8 ベンチャービジネスの事g怖牙究

9 ベンチャービジネスの事g怖牙究

10 ベンチャービジネスの事g妬升究

U 事業プランの構築、情報収集

12 事業プランの作成

B 事業プランの作成

H 事業プランの作成

15 事業プランの発表

16 事業プランの発表

3年

授業科目

ベンチャービズネス

位
数

2

担当教員(所属等)

後

<成績評価方法>

成績は①毎回出席時のレポート

成・発表(情幸則又集・構想・企画

吉田博(情報システム)

<教科書・参考文献>

毎回資料を配布する。必要に応じ、ビデオ、インターネット、図書を使って具体的な事例を紹介す
る。

事例やテーマに応じて、参考となる文献・図書の情ま臓原を紹介する。

<受講に当たっての留意事項>

取上げる事例について、インターネット、新聞・雑誌等で自主的に情報を収集し、理解するよう
に。

グループ(2~3人)で事業プランを作成し、発表する。

(基礎知識・発想力)を30%、②課題レポート、事業プランの作

プレゼンテーションカ)を70%

<学習到達目標>

新たな事業、ベンチャービジネスや起業家の特徴と生み出す背景を理解する基礎知識を身につける
(毎回出席時のレポート)。課題レポート、事業プランの作成を通じ、情報を収集する能力、発想する
能力、構想・企画する能力を身につける信果題レポート・事業プランの作成)。

(関連する学習・教育到達目標:D
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

人工知能とは、コンピュータに人間と同様の知能を持たせようとする技術である。コンピユータに

知能を持たせるためには、人間の知識をコンピュータに覚えさせ(矢座哉表現)、それを活用する方法

(推論)を実装する必要がある。本講義ではこれらの技術について学ぶ。

宙門

門

<各回毎の授業内容>

1.人工知能入門

2.問題解決(問題の表現)

3.1朶索(横型、ネ従型1朶索)

4.探索(分岐限定法、山登りt却

5.探索(最良優先探索)

6.探索(A、アルゴリズム)

フ.記号論理(命題論理)(レポート課題1)

8.記号論理(恒真、恒偽)

9.記号論理(命題の標準化)

10.記号論理(意味木)

Ⅱ.記号論理(推論)

12.記号論理(述語論理)

13.導出原理

14.論理による問題解決(解の抽出)

15.論理による問題解決(フレーム問題)(レポート課題2)

16.定期試験

3年

授業科目

人工知能

側慣

2

担当教員(所属等)

後 中田豊久(情報システム)

<成績評価方法>

定期試験50%、レポート課題50%の比率で評価する。

<教科書・参考文献>

教科書:「新人工知能の基礎矢隔哉」、太原育夫、近代科学社、1SBN978-4-76四・0356-2

その他に講義資料をホームページによって配布する。

<受講に当たっての留意事項>

情報論理、情報処理演習CI、C2を履修していることが望ましい。

<学習到達目標>

、記号論理によって問題を定義し、解決する方法を理解する(定期試験30%、レポート課題20%)0
、探索の手法を理解し、プログラムによって実現する技術を習得する(定期試験20%、レポート課題
30%)。

(関連する学習・教育到達目標:J)
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

コンピュータによる情幸尉支術として応用範囲の広いデータベースについて、利用される技術や仕組

み、概念、モデルなどについて学習する。できるだけ理解を促すために事例や例題を多く使用する。
特に関係データベースを中心に説明し、主キーや正規化を具体的に理解して、データベース設計、利
用における基本技術を習得する。

<各回毎の授業内容>
1 データベースの基本根死念

2 情報の表現と概念モデル

3 ER図から関係データモデルへの展開俳東習課題レポート)
4 データモデルの種類と構造

5 関係データモデルの定義と表現俳東習課題レポート)
6 非正規形りレーションと正規化(練習課題レポート)
フりレーションスキーマ、キーの想先念と主キー

8 一貫性の保証とキー制約
9 関数従属性絲東習課題レポート)
10 本質的な関数従属と導出された関数従属
Ⅱ高次の正規化の意義ど清扱無損失分解

12 1NF,2NFβNFの定義と高次正規化の方法
13 高次の正規化事例絲東習課題レポート)
14 RDBMSとデータ操作

15 リレーションの集合演算絲東習課題レポート)
16 期末試.験

<成績評価方法>

成績は期末試験結果(100%)で評価する。試験は各講義に沿った問題を数題出題し、全問の解
答を求める。理解を促すためのレポート提出を授業中数回実施する。期末試'験結果の評価が低い

場合は提出レポートの評価を加味する。(最大20%)

<教科書・参考文献>
参考文献は初回の講義の中で紹介する
適時、プリントを配布する。

<受講に当たっての留意事項>
配布したプリントを授業中に充実すること。そのままでは理解できない。

<学習到達目標>
情報システム領域の基本的な専門技術として、データベースの概念およびERモデルを理解する。
(期末試験25%)

関係データモデルの基本的を理解する。(期末試'験25%)
キーの概念、正規化の意義と方法を理解し、具体的なデータベース設計ヘの展開方法を習得す
る。(期末試'験40%)
データ操作の基本となる集合演算を理解する。(期末試験10%)

(関連する学習・教育到達目標:E ,J)

門

宙門

3年

授業科目

データベース 2

担当教員(所属等)

後 槻木公一(情報システム)
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入学年度

区分

22年度以降

肌年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

確率現象に対する問題解決能力と金融工学を通して金融商品の定量的な考え方を修得する0 将来,
企業の財務部門,金融機関などを志望する学生には特に有益な科目を目途とする。

声門

<各回毎の授業内容>

1 事象と確率(集合,順列,組み合わせ,確率)

2 確率変数と確率分布

3 期待値と分散

4 ベルヌーイ分布と二項分布

5 ポアソン分布

6 連続系確率変数と確率密度関数

フ一様分布

8 指数分布

9 正規分布

10 ポートフォリオ選択理論

Ⅱポートフォリオの具体例

12 金融工学(2項1期間モデル)

13 金融工学(デリバティブとは)

14 金融工学(ブラック・ショールズのオプションプライシング)

15金融工学(不確実性分オ月

16 定期試験

門

3年

授業科目

シミュレーション 2

担当教員(所属等)

後 白井健二(情報システム)

<成績評価方法>

期末試験:60%と適時実施する確認テスト:40%の配分で評価する。

<教科書・参考文献>

資料を配布する。

<学習到達目標>

事象と確率(集合,順列,組み合わせ,確率)を修得する。(定期試験:10%,確認テスト:10%)
確率変数と確率分布,期待値と分散およびベルヌーイ分布と二項分布を修得する。(定期試'験

10%,確認テスト:10%)

連続系確率変数と確率密度関数,一様分布,指数分布,正規分布の修得。(定期試験:20%,確認テス
ト:10 %)

ポートフォリオ選択理論,ポートフォリオの具体例および金融工学(2項1期間モデル,デリバ

ティブとは,ブラック・ショールズのオプションプライシング)の修得。(定期試験:2096,確認テ
スト:10 %)
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

Students wi11 be exposed to a variety of rea}・world business and workplace situations in an

interesting a11d enjoyable way

<各回毎の授業内容>

1. orientation

2.0伍Ce Role play & TOElc practice

3. Business Techn010釘

4.0伍Ce Role play & TOElc practice

5. workplace

6.0伍Ce Role play & TOElc practice

フ. DVD:0伍Ce culture in England

8. Mid・term Test

9. Job Hunting

10.1nterview Role play

11.0伍Ce presentations

12. DVD:0伍Ce culture in America

13. Future pla11S

14. christmas in a110mce

15. Business party

16.定期試験

<成績評価方法>

Attendal)ce & class partidpation:50%, Tests:50%.

<教科書・参考文献>

The teacher wiⅡ Provide teaching materials every week. There wiⅡ be no textbooks

専門

専門

3年

授業科目

ビジネス英語入門2

323

2

担当教員(所属等)

後 グレゴリ デイック

<受講に当たっての留意事項>

Students W辺 be expected to a杜end dass regularly a11d partidpate fUⅡy.

<学習到達目標>

Students wiⅡ learn business English that they C即 Use both 血 Japan a11d abroad that w'iⅡ help them

in their future careers

仙慣
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文化演習・ゼミナール

倒

基礎演習1

基礎演習2

国際研究ゼミナール1

国際研究ゼミナール2

国際研究ゼミナール3

国際研究ゼミナール4

国際研究ゼミナール5

国際研究ゼミナール6



安藤潤(あんどう

.教員の研究テーマ

大学院時代は80年代のアメリカ経済を中心に、軍事支出力沫丕済にどのような影響を与えたのかにっいて研九して
いました。最近は労働と家事・育児の時間配分、結婚と女性の労働供給、結婚の経済分析といった家計経済字も研
究しています。

.新入生ヘの一言

入学おめでとうございます。昔、僕が小学生のころ、「6 ・ 3 ・ 3で12年」という学習机のCMがありましたが、
僕の場合、振り返れば6.3 ・ 3の後にさらに2 ・ 4 ・ 2 ・ 6が付け加わります。まるで日の大阪市内の屯話番号
みたいですね化言ってもわからない力→。長いこと学生をやっていましたが、学生生活は本当に楽しかったです(30
歳まで学割を使いましたし)。皆さんも4年後卒業するときに「楽しかった」と思ってもらいたいと思います0 ただ、
「楽しさ」といってもいろいろな「楽しさ」があります。大学生としての本当の「楽しさ」を見っけてください0

じゅん)

基礎演習1・2

.ゼミテーマ・タイトル

日本と海外の社会:「結婚」と「食」を中心に

.内容

前期においては、 4年間この大学でゼミを受ける基本的な姿勢、技術、マナーを身にっけてもらいます0 具体的
には、図書館の利用法、ノートの取り方、文章の読み方、文章の要約の仕方、小論文の書き方、レジユメの作成、
参老文献.資料の使い方、プレゼンテーション、司会進行の方法などです。テキストは決めません0 主に新聞記事
を用います。

後期は、前期で身にっけた技術を用いながら、私たちの「食」をテーマにした文献を読んだりビデオを見たりし
て、全員で議論したいと考えてぃます。なお、この後期のテーマは2年の「国際研究ゼミナール1」、「国除研九ゼ
ミナール2」でも扱います。時間に余裕があれば「国際研究ゼミナール 1・2」や「国際研究ゼミナール3'4'5'
6」のゼミ紹介も読んでみてください。もう少しイメージがわくと思います0
ゼミは教員が主役ではありません。皆さんが主役です。高校までの授業のように、あるいは大学での講義と違っ

て板書されたものをノートに書き写してぃる受動的な姿勢ではゼミにはなりません。ゼミ以外の空いた時間にいか
に調ベ、準備するかが重要になってきます。つまり、皆さんが積極的かっ主体的に取り組まなければゼミは成立し
ません。教室を沈黙が支配するだけです。特に後期にっいては教員はサポート役に回ります0

.使用予定テキスト

ありません。基本的に図書館でコピーしてもらいます。

.ゼミの進め方

前期は基本的な技術やマナーを身にっけるまでは、どちらかといえば講義に近いかもしれません0 前期の逐中か
らそれを実践の場で生かすべく、テキストを選定し、レポーターにレジュメを作成してもらい、ゼミ員と教員に配
布.報告してもらいます。担当者以外の参加意識を高めるために全ゼミ生共通の課題を課し>必ず玉E出してもらい
ます。そのうち代表者をコメンテーターとして指名し、同じ資料をもとにしてコメントをしてもらい、後ι」議論に
移ります。担当者はさらにレジュメの中でそれに対する反論や問題提起、図書・資料による下調ベをもとにした補
足的説明を行ってもらいます。後期は学生に司会進行も行ってもらいます0

.成績評価基準

出席50%、ゼミでの発言や取り組む姿勢(レジュメの作成など) 30%、課題の提出20%0 ゼミ中の態度や遅刻が
あまりにひどい場合、前期.後期の夕ームレポート未提出者には、たとえ欠席がなくとも単位を与えません0 原則
として欠席は認、めません。

.ゼミ選択上のアドバイス

国際交流インストラクターの活動で世界の食糧問題を扱いたい人や、「食」を通じて新潟、日本、アジア、世界
の現状に目を向けたい人はぜひ。
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臼井陽一郎(うすいよういちろう)

.教員の研究テーマ

EU (欧州連合)の政治がメイン、少しだけ東アジアの地域主義。事例は国家間共同体の環境政策で、この領域
にしぼって、国家間共同体のガバナンスとデモクラシーのあり方を批判的に検討しようとしてきた。いまは少しず
つ、平和活動(peaceoperations)にっいて勉強をはじめていて、EUやAS EANといった国家間共同体がどの程度、
国際社会で規範を突きつけ活用するパワ一になりえるのか、想いをめぐらせてぃる。

.ゼミテーマ・タイトル

国際政治学ヘのいざない

.内容

このゼミでは、国際政治学にっいて勉強していくための準備トレーニングを行う。なぜ国際政治学なのか絶対
に何が何でも国際政治学でなくてはいけない理由など、もちろんない。たまたまこのゼミでこれを耳又りあげる、と
いうにすぎない。そもそも担当教員の私からして、国際政治学が好きだ、というわけではない。正直言って、実は
嫌いな部類に入れたいほどだ。世界史の教科書を想い起こして欲しい。出てくるのは戦争と支配・被支配の話ぱか
リ。国際社会における国家と国家の関係にっいて勉強していると、人間がいかに支配をめぐる戦争ばかり繰り返し
てきたか、いやというほど思い知らされる。世界史や政経の先生が黒板に書き連ねる授業内容は、シンプルに見直
せば、ようするに殺し合いの歴史に過ぎない。こんな分野の学問、面白いだろうか。人間は戦争で互いに殺し合う
ために生まれてきた実に汚れた種族であり、存在に値しない滅亡すべき最低の生物であると、自虐的な結論を出し

たくもなる。ところが、だ。人間はまたポジティブなユートピアを語る性向も持ち合わせていて、大量殺次戈の歴史
に終止符を打っための本来あるべき国際社会の秩序のあり方にっいて、これまでに実に多くの知的営為が積み重ね
られている。戦争と支配・被支配を語る国際政治学のもうーつの姿が、この平和ヘ向けた理念や価値や規範を語る
知的営為の体系である。この面の国際政治学は、芳醇な知的魅力に充ち満ちている。二っの顔をもった国際政治学、
そのスリリングな緊張関係に刺激を受けるのも、大学という場の魅力のひとつだと想う。

.ゼミの進め方

1年を通じて次の6つの課題に取り組む。

課題1 ポジティブなユートピアについて考えてみる。

テキスト:ミヒャエル・エンデ「オリーブの森で語りあう』前半部分90頁ほど。

課題2 第二次世界大戦後の世界史についてイメージを作っておく。

テキスト:山川の『世界史』の教科書、NHKスペシャル(DVD) n剣象の世ホ"および『キューバ危機』
課題3 グローバル化時代の地球的問題について把握しておく。

テキスト:シュミット『ヨーロッパの挑戦』第 1章。

課題4 平和について考えてみる。

テキスト:最上敏樹『いま平和とは』第4章。

課題5 情報革命による国際政治の変容について理解を深めておく。

テキスト:ジヨセフ・ナイ『国際紛争』第8章。

課題6 国際政治が向かうべき方向について考えてみる。

テキスト:ジョセフ・ナイ『国際紛争』第9章。

以上の課題ごとに教員が提示する問いについて学生が報告を行い、また手分けしてテキストを輪読、理解を深め
ていく。課題の報告もテキストの輪読も、パワーポイントを利用してプレゼンしてもらう。プレゼンに慣れ自分な
りの表現スタイルを確認していくことも、ゼミの目的のひとっにしたい。

.成績評価基準

課題ごとのプレゼンと4000字ほどの夕ーム

.ゼミ選択に際してのアドバイス

国際社会で貫徹されるべき理念や価値や規範とは、どのようなものでなければならないのか。この問いを問うの
は実にスリリングな経験なんだと、そう実感できる感覚を身にっけることができれば、これまで見えなかったたく
さんの大切な現実が、あらたにありありと見えてくるはず。大学での勉学を通じて、あたらしい現実の開拓を進め
て谷欠しい。

則慣

レポートで成績を評価する。
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小澤治子(おざわはるこ)

.教員の研究テーマ

ソ連とロシアの外交を東アジアの国際関係の中で考察することが、私の主たる研究テーマです0 特に20世紀末の
ソ連の改革、続くソ連の解体を経て、ロシア外交や国際政治がどのような特色を示すようになったのか、またラ後
の日口関係はどうあるべきかに関心を持って研究を進めています0

.新入生ヘの一言

自分の心を偽らない素直さ、そして勇気を持ってほしいと思います。それはわがままや自分勝手という'冒、味とは
違います。たとえ自分の意見が少数であってもそれを主張するには、時には勇気が必要です0 、さんには疋非そう
した勇気を持ってほしいと思います。

.ゼミテーマ・タイトル

「政治、経済、社会の動きに関心を持とう」

.内容

一年生の皆さんのほとんどは未成年だと思います。つまり選挙権をまだ持っていません0 では20歳になって国や
地方の選挙が行われるとき、あなたは投票に参加しますか。最近の日本の選挙における投示率の低さには、ちょっ
と首を傾げてしまうことが多いです。特に若者の投票率が低いと言われるのは残念なことです0 その原因のーつは、
若い皆さんの政治や経済、社会に対する関心を育てる機会が少ないことにあるのでしょう0

そこでこのゼミでは、政治、経済、社会の動きに大いに関心を持って、時には怒り、熱くなって議加したいと・小
います。やり方は、次ぎのようなことを考えてぃます。まず前期(基礎演習 1)のゼミでは、政治、経済、社=問
題を中心にそれぞれが関心を持った記事を選んで、毎回数名に発表してもらい、それにっいて、で意見を出し西い
ます。後期(基礎演習2)は、前期のゼミで各自が関心を持った内容をもう少し掘り下げて調ベ、まとまった元表
を各白に行ってもらい、それにっいて全員で議論しようと思います0

.使用予定テキスト

特に決まったものはありません。授業の中で必要に応じて参考文献を紹介します0

.ゼミの進め方

毎回の授業で2人から3人程度の発表者を決め、発表にっいて皆で意見を出し合います0 また司云にっいても、
順番にゼミの受講者に担当してもらいます。

.成績評価基準

欠席、遅刻をしないこと。②授業時間中の発表をきちんと行うこと。③提出物(レポートなど)を期日までに捉
出すること。④授業中積極的に発言し、議論に参加すること。以上4点を総合的に判断して、成1貝をっけます0

.ゼミ選択に際してのアドバイス
担当教員との相性も大事です。可能な限り多くの教員と実際に話をして、選ゼミの内容はもちろん重要ですが、

択することを進めます。
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小山田紀子(おやまだのりこ)

.教員の研究テーマ

北西アフり力の旧フランス植民地であった地域(チュニジア・アルジェリア・モロッコ)の近現代史を勉強して

います。この地域は、アラブ・イスラーム世界に含まれますので、中東やイスラームについても研究しています。

今は、特にヨーロッパ(フランスやドイッ)のイスラーム系移民問題に関心を持ってぃます。

.新入生ヘの一言

大学という恵まれた自由な環境の中で、いろいろなことを学び考えて、自分の生き方を模索して下さい。先生や

友人との交流を大切にして充実した4年間を過ごしてほしいと思います。基礎ゼミもそういう場にしたいと思いま

す。

.ゼミテーマ・タイトル

「国際社会を見る眼を養おう」

.内容

1990年代以降、世界的なイスラーム復興運動が注目を集める中、2001年の9.Ⅱ事件(アメリカの同時多発テロ)

が起こりました。グローバリゼーションの進む今日の世界では、このような大事件は直ちに日本にも影響を及ぼし

ます。なぜ、どのようにしてこのようなことが起こるのか、を考えていくために、世界の動向を特に中東や第三世

界(発展途上諸国)の側から検討していきたいと思います。

.使用予定のテキスト

授業の第1回目に文献りストを配布し、ゼミ学生の関心に沿ってテキストを選びます。例えば、入江昭『平和の

グローノ勺レ化』(日本放送協会)、小熊英二『日本という国』(理論社)、スーザン・ジョージ『なぜ世界の半分が飢

えるのか』(朝日新聞社)等を考えていますが、テキストは未定。

.ゼミの進め方

第1回目のゼミでテキストを決定し、これを全員で輪読します。毎回報告者は、担当の個所を読んでレジュメを

作成してきて発表します。それに対して、他の学生も質疑応答して議論に参加します。テキストを読み終えたらレ

ポートを作成してもらいます。これらを通して、本の読み方、議論の仕方、レポートの書き方など、基本的な勉強

の方法を学びます。

.成績評価基準

ゼミでの発表の内容、レポート、出席状況とゼミ活動に積極的に参加しているか等により評価する。

.ゼミ選択についてのアドバイス

大学生活をスタートさせる大事なゼミです。欠席は認めません。
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熊谷卓(くまがいたく)

.教員の研究テーマ

一応「法律学」について勉強をしています。

.新入生ヘの一言

皆さんもご存知のように大学にはゼミという時間があります。ここでの主役は先生ではなくて参加しているすべ
ての学生です。ですから、ゼミの時間を楽しくするもしないも、主役である皆さんにかかっているといってもよい
でしょう。ゼミでどうか「スター」になってください。

.ゼミテーマ・タイトル

「法律学ってけっこう役に立つ!?」

.内容編的やねらいも含む)

賃貸借契約、遺言、黙秘権、表現の自由、条約、ということばに共通するものはなにか、と問われれぱ、なんと
答えるでしょうか?「法」とか「ルール」という答えを想定することができるとは思いませんか。より細かく見れ
ば、それぞれ民法(借地借家法)、刑法(刑事訴訟法)、憲法、国際法といった具合です。そして、わたしたちは実
は様々な場面でこの法と関わっているということができます。

ところで、ほとんどのみなさんは民事法そして刑事法的にみて、「未成年」の年に1年生ゼミナールに参加する
ことになります。 2年後には、およそすべての法律の適用対象となってしまいます。原則として、もう少年(少女)
Aではありません。その前にできるかぎり、法というものの考え方に接しておくことは決して無,駄ではないとは
思いませんか。

そこで、このゼミナールは、各ゼミ生の法的な思考をより深めさせることを目的とし、また目標としています0
具体的にいうと、死刑廃止の是非、男女区別の合法性(レディース・ディとは男性に対する差別か、適法力→、美
容整形に納得がいかないときの慰謁"斗、同性間の結婚、児童の権利といったトピックや問題にっいて法というフィ
ルターを通して検討してゆきたいと考えています。

.使用予定テキスト

松井ほか『初めての法律学』有斐閣

『わたしたちど剣現代人文社

円道祥之『空想科学裁判』宝島社

など

.ゼミの進め方

まずは、指定したテキスト(文献)をゼミ生全員で読み、それにっいて議論をしてもらうということを考えてい
ます。その後、各ゼミ生が自分で選択したテーマを素材に、報告をし、それにっいてゼミ生全員で検討するという
かたちでゼミを進めます。レポートの提出を求めることも考えています。

.成績評価基準

報告やレポートの良し悪し、ゼミへの参加度(単に出席しているという意味ではない)を基準に成績をっけます0

.ゼミ選択上のアドバイス

上にみた「内容」でとりあげたような諸問題に関心がある学生の参加を求めます。これらの問題にっいて自分な
りの意見をしっかりと提示できるよう、十分なりサーチをし、その上でなにか問題を解決'調整してやろうという
やる気をもった学生を歓迎します。
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佐々木寛(ささきひろし)

.教員の研究テーマ

平和学・地球政治学という新しい学問の枠組みで、戦争・環境破壊・貧富の格差などの国境を越えた「地球的問

題群」の現実を全体的に把握し、この問題にたちむかう社会運動や国際組織の活動について研究しています。

.新入生ヘの一言

大学はこれまでのつまらない「勉強」ではなく、よりょく生きるために必要となる「学問」を自分の思うまま存

分にできるところです。「勉強」が苦手だった人も、(むしろそういう人こそ!)「学問」のたのしさを是非味わっ

てみてください。そのためのお手伝いができればと思っています。

.ゼミテーマ・タイトル

「知の旅ヘの誘い」

.内容

身の回りのできごとや日常の生活を掘り下げてゆく中から世界ヘと通じる回路を発見していくことができるよう

な本当の意味での社会科学的センスを、それぞれが自分なりに獲得することを目標にします。新しい<知>と出会

い、それに触発されて思考し、またそれを表現し、他者との相互対話を通じて自分自身が自由になってゆく、そん

な「学問」の楽しさを分かち合いたいと思います。それゆえテキストは、「面白い」と思われるものならジャンル

も年代もこえた多種多様なものを用います。高校や予備校までの、あるいは家庭や世間一般の知的なしがらみをいっ

たん解きほぐしてみることで、専門知識を蓄積する以前の柔軟な知的士壌をそれぞれがつくりあげることを目指し

ます。

.使用予定テキスト(一例)

◎C.ダグラス・ラミス『考え、売ります。」平凡社(ファンタジー)

◎黒澤明『羅生門』(映画)

◎鷲田清一『ちぐはぐな身体』ちくまプリマーブックス(哲学)

◎井上ひさし『父と暮らせぱ』(演際の

◎田ロランディ件艮をもつこと、翼をもつこと』晶文社(エッセイ)

◎A .スピーゲルマン『マウス』晶文社(コミック)

◎阿音隔菫也『自分のなかに歴史をよむ』ちくまプリマーブックス(自伝)

◎G .オーウェル『1984年』ハヤカワ文庫(小説)

◎S .アレクシェービッチ「チェルノブイリの祈り』岩波書店 Uレポルタージュ)

◎中江兆民『三酔人経綸問答』岩波文庫(政治思想)など。

.ゼミの進め方

基本的にさまざまなテキストを共同で読みこんでいきます。その他、ゼミ合宿(おそらく原子力発電所の見学に

行きます!)や、戦争経験の聞き取り調査なども予定しています。さらに具体的な運営方法に関しては、参加者と

相談して決めます。

.成績評価基準

ゼミへの参加態度や貢献度

.ゼミ選択に際してのアドバイス

佐々木ゼミの参加者は以下のいずれかを条件とします。

1.ゼミという「社会」を自分でつくりあげることに意欲のある学生。

2.価値あるものには苦労をいとわない学生。

3.おしゃべりが好きな学生。

4.知的好奇心が旺盛な学生。

十 レポートの出来。
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i畢口

^ゼミテー、マ

「生徒から学生ヘ」

みなさんは、すでに「学生」であることを要求されています。

もう「生徒」ではありません。

「生徒」のままでは授業をはじめとして大学のさまざま、かっ特有のしくみにっいていくことは難しくなります。
私のゼミでは、この 1年間で「生徒から学生ヘ」を目標に、これからみなさんが「学生」として大学でしっかり学
んでぃくうえで必要となることをいくっかの視点から考え、具体的に耳又り組んでみようと思います。

(さわぐち しんいち)

.どんなことをするか

1。導入

1。大学進学の動機を確認してみよう

なぜ大学に進学したの?・大学生活。最も力を入れて取り組みたいことは。

2。大学を知ろう

大学とは何か・大学とは何を教えるところか、何を学ぶところか。

大学教員とは・本学の専任教員、非常勤講師

3。大学で学ぶことの意義

「生徒」と「学生」・「高校までの学ぴ」と「大学での学び」

Ⅱ。取り組み

ここでは、大学の「学生」になるために必要となる「学び方」について、主に技術的な視点から、その方法
やコッ、ルールとはどうぃうものかを考え、実践していきます。取り上げるのは以下の6項目です。学びゃ学

問に技術(スキル)などいらないと考える人もいるかもしれませんが、それは大きな誤解です。技術は学んで
いく上での士台です。

1。基本編

D 聴く・・「聞く」のではなく「聴く」

2)読む・・マンガをよむのとは違う。「読む」とは考えること

覚えることではない。「なぜ」「どうして」それが考えることの基本。3)考える

4)調ベる・整理する・・「なぜ」「どうして」自分だけで考えたってわかるはずがない。そこで調ベる。
調ベただけじゃ意味がない。調ベたことを整理する。整理が次の疑問を生み出す。世の中、問われるの

は情報整理能力。

2。応用編

整理したことをまとめる。「まとめる」とはどういうことか。文章と1)まとめる・書く(レポート)

はどのようなものか、どう書くものか。

2)表現し、伝える(プレゼンテーション)・・人を説得させるためにはどうするか。最後は全員パワー
ポイントにまとめて発表会。

晋一

.成績評価基準

原則全回出席。 1回 1回の取り組み姿勢。レポート、プレゼンテーシヨン。
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高橋正樹(たかはしまさき)

.教員の研究テーマ

わたしの研究分野は世界の不平等を考える国際研究とタイをはじめとする東アジア研究です。自分の研究によっ

て、日本に住むわたし達の生活が、東アジアを初めとする世界中の人々の生活と深い関係があることを明らかにし

たいと考えています。

20Ⅱ年3月Ⅱ日から、私にもうーつの研究テーマができました。原発事故が発生し日本に人間が住めない士地が

でき、さらに多くの人が長期間にわたり放射能汚染におびえることになりました。これを引き起こし、なお原発を

維持しようとする日本社会の病理を徹底的に解明することが新しい関心事です。

.新入生ヘの一言

新潟国際情報大学(略称、国情大)への入学、おめでとう。いま、皆さんは大きな希望と不安を抱いていると思

います。いまのこの新鮮な気持ちを大切にして、感動ど情熱にあふれた有意義な4年間を過ごしていってください。

3・Ⅱ後の社会に無関心であってはいけません。

.ゼミテーマ・タイトル

感動と情熱のワクワクするゼミです。

.内容

新聞や書物を通じて、現代社会の諸問題に対する関心をもってもらいます。前期は原発事故関連の論文や本を読

みながら議論していきましょう。後期は日本で貧富の格差が拡大していることに注目します。さらに、それらの諸

問題をどのように考えたらいいのかという視点から、大学の外や教室や図書館で問題について調査研究をしましょ

う。そして、最後に授業の成果として個人研究を発表し、研究レポートを作成してもらいます。学ぶということは、

疑問をもちそれについての答えを探すことです。学ぶことは本来楽しいことです。そのことを感じ取ってください。

同時に、大学生活を生きぬき人生を生きぬくための能力である本の読み方、文章の書き方、議論の仕方、さらに

はコンピューターの利用といった「学習作法」をしっかり身につけてもらいます。

.使用テキスト(一例です)

山田昌弘「希望格差社会』筑摩書房、

原発と原発事故に関する多数の書籍

.ゼミの進め方

毎回の授業では、議論を重視します。授業では全員参加の議論をおこないます。授業では、毎回順番の学生が司

会者となり授業を進めてもらいます。わたしの出番は、司会が司会の役割を十分に果たさない時、議論の内容が支

離滅裂な時、そして議論の最後のまとめの時に限定します。

授業の最初に1分問スピーチをやり、人前で要領よく話す練習をします。

.成績評価の基準

毎回、出席さえしてくれれぱ大丈夫です。

.ゼミ選択に対してのアドバイス

充実したゼミですので、少しだけでも学習意欲のある人の参加を待っています。

2004年。

論文
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松尾瑞穂はつぉみずほ)

.教員の研究テーマ

文化人類学を専攻しています。文化人類学とは、自分と異なる文化や社会に生きる人々にっいて学び、究極的に
は他者理解を目指す学問です。私は特に、インドを調査地として、女性のりプロダクション(出産や避妊、不妊な
ど文字通りの人と社会の「再生産」にかかわること)の近代化と変容にっいて研究をしています。

.新入生ヘの一言

入学おめでとうございます。大学4年間は長いようで、終わってしまえばあっという間です。昨今の社会状況を
考えると、せっかく大学に入学したのに、何かに追われるように、もう次のことを考えなければならないという不
安もあるでしょう。それでも、この4年間で何を学び、何をしたのかということは、みなさんの今後の人生にも大
きな意味を持ってぃます。どうかこの贅沢で潤沢な「はざま(in・between)」の時間を大切にしてください0

.ゼミテーマ・タイトル

私たちの身近にある「異なるもの」と出会う

.内容

自分が今まで知らなかったもの、出会ったことのない人、経'験したことがないこと。よくよく周りを見てみると、
世界は「異なるもの」であふれています。昔の人はそうしたことを「異界」「異人」と呼んできました。それは日
常生活とは違う論理やルールが適用される存在ですが、じっは異界には異界の、異人には異人の論理とルールがあ
ります。本ゼミでは「異なるもの」を学ぶことを通して、私たちの固定観念や既成概念を打ち破り、「他者」への
想像力を鍛えることが目標です。とはいえ、まずは図書館での情報収集の仕方、文献の提示法、レポートの書き方、
プレゼンテーションの仕方など、これから必要とされる学問的営みの基礎を徹底的に習得します。その後で、日本

社会における「異なるもの」を、私たちにとって身近な外国人移民やエスニック料理、国際結婚を事例に考えてい
きます。また、その際には映画などの映像資料も授業に活用したいと思っています。

.使用予定テキスト

みなさんと相談しながら、興味のあるものから読んでいきたいと思っています。

(一例)

青木保2001『異文化理角判、岩波新書。

嘉本伊都子2008 『国際結婚論?!現代編』、法律文化社。

「特集日本で暮らす外国人」「アジア遊学』 U7号、勉誠出版。

川田順造(2008)『もうーつの日本ヘの旅ーモノとワザの原点を探る』中央公論新社

石毛直道(2004)「食卓の文化i制岩波現代文庫

.ゼミの進め方

最初はひとっのテーマを選んで、グループワークを通してみんなで調ベ、発表するということを通して、大学で
のゼミというものがどんなものか、慣れていってほしいと思います。新聞、エッセイ、論文などを使って、読む、
調ベる、書く、まとめる、発表する、という一連の流れを身にっけましょう。特に書くということにはいろいろな
ルールがありますので、それらを早い段階からきちんと身につけてもらいたいと思っています。後半は、グループ
ワークのほかに、決められた文献を全員が輪読します。また、文献発表のほかに、各自が関心テーマに基づいて調
ベ物をしてそれぞれの報告をします。

.成績評価の基準

授業ヘの貢献度(70%)、レポート(30%)

.ゼミ選択に際してのアドバイス

外国の生活や文化に興味がある、大学生になったらぜひ外国を旅行してみたい、あるいは日本のなかにある外国
やエスニックなものを知りたい!といった好奇心がある方を大歓迎します。日常生活のなかで感じる疑問や不満を
トコトン考えたい、と思っている方も同様です。
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安藤潤(あんどう

.ゼミテーマ・タイトル

家庭から考える日本と世界の経済と社会

.内容

このゼミでは、結婚、家事・育児、生活利用時間、食生活、余暇と労働といった問題について、新聞や雑誌の記

事を用いつつ、時に他国と比較しながら世界とつながる日本の経済と社会について考える。たとえば陵昏活」はな

ぜ起きているのか、人はなぜそこまでして結婚したいのか、既婚男女の生活利用時間の配分をどう考えるか、なぜ

そのような配分が起こるのか、回転寿司で比較的安くぉ寿司を食ベられることに問題はないか、日本食が世界に普

及していることの背景とその問題点、世界の食料安全保障問題とは、「食育」が語られることの本質は何だろうか、

日本人にとっての労働とは何だろうか、今の働き方を見直す必要はないか、等である。

なおレジュメはワープロで作成してもらうが、課題は自筆で提出してもらう。

じゅん)

国際研究ゼミナール1・2

.使用予定テキスト

テキストは指定しないが、図書館を活用しつつ、『AERA』など雑誌記事、主要新聞各紙の記事を用いる。時に

ビデオ等視聴覚資料を使用する。

.ゼミの進め方

15回のゼミのうち最初の3分の 1は文章の読み方、要約の仕方、レジュメの作成の仕方、小論文の書き方に重点

を置く。

何もない「引き出し」からは何も出てこない。つまり、ゼミで発言を求められても今まで知らなったことや考え

たこともなかったことについて発言するのは難しい。したがって、レポーターだけでなく、ゼミ生全員が当日取り

上げるテーマについて事前に十分な準備が必要である(その準備についても当日提出してもらう)。また、ゼミ中

には各ゼミ生から出た発言を書き取ってもらい、ゼミ全体を振り返りつつ小論文を書いて翌週に提出してもらう。

書きながら考えて話すのはとても大変な作業ではあるが、大人の社会では当たり前のように行われている。 3・4

年ゼミでどの教員のゼミを選ぶかはわからないが、より専門的なゼミを充実させるためにもこの段階で経'験してお

くことは決して無駄にはならない。

当日は事前に決められた司会進行役に進行を任せ、レポーターによる報告とコメンテーターによる質問を経て、

自由に議論してもらう。レポーターは当日扱う文章における筆者の主張を要約し、問題提起をレジュメにして発表

してもらう。なお、期末にはレポートを課題として出し、提出してもらう。

.成績評価基準

出席釦%、課題提出40%。他のゼミ同様、全出席が当然である。ただしゃむを得ないと判断できる欠席につぃて

は3回までは認める。ゼミ中の態度や遅刻も考慮する。レポーター、コメンテーター及び司会進行役の欠席は認め

なし、。

.ゼミ選択上のアドバイス

3 ・ 4年次の、つまり大学生としての後半2年問における専門ゼミを充実させたいと思う人、担当教員の結婚観

に触れ、それに一言モノ申してみたい人、食ベること力汝子きな人などに来てもらえれぱと思う。
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臼井陽一郎(うすいよういちろう)

.ゼミテーマ・タイトル

国際政治学入門^人道的介入とコソボ紛争

.内容

国際政治学の入門的なガイドを目的として、人道的介入とコソボ紛争というテーマで6つの課題を勉強していく。
人道的介入とは、大量虐殺が生じてしまった場合に虐殺されている人々を保護する目的で国際社会が武力行使を実
施することをいう。人道的介入は20世紀を通じてさまざまな政治的思惑から何度も行われてきたことであるが、そ
のことばが国際社会で自覚的にやり取りされるようになったのは、1999年のコソボ紛争をきっかけとする0 そのコ
ソボ紛争は、ユーゴスラビア連邦の内戦の一環として発生した紛争であり、ユーゴ連邦内セルビア共和国のコソボ
自治州を舞台に、セルビア人とアルバニア人の争いが激化したものである。アメリカ中心のNAT0軍は、国連安
保理の決議なしに、アルバニア人を救うための人道的介入として、釘日間におよぶ大規模な空爆を敢行する0 その
背景には、冷戦後のNAT0の新軍事戦略があった。よってコソポ紛争とはまさに、現代国際政治を理解するにあ
たって重要な事件であり、国際政治学の入門的なガイドとして取りあげるべき、格好の事例である0
課題1 人道的介入は是か非か?

ブレーンストーミング:正義の戦争はありえるか?被害者と加害者を区別できるか?

課題2 民族紛争の原因は?和解と復興に必要なことは?

ブレーンストーミング:政治指導者の罪か、構造的な貧困か?平和構築の担い手は?

課題3 ユーゴ内戦とは?:コソボ紛争の歴史的政治的背景について学ぶ。

テキスト:月村太郎「ユーゴ内戦』

課題4 人道的介入とは?:国際法上の諸問題について学ぶ。

テキスト:最上敏樹『いま平和とは』

課題5 コソボ紛争とは?:歴史的経緯と紛争の契機そしてNAT0による空爆にっいて学ぶ。
テキスト:町田幸彦『コソボ紛争』

課題6 難民問題と国連機関の役割:コソポ紛争100万人難民という現実にっいて学ぶ。
テキスト:緒方貞子『紛争と難民』

.ゼミの進め方

以上の課題ごとに教員が提示する問いにっいて学生が報告を行い、また手分けしてテキストを輪読、理解を深め
てぃく。課題の報告もテキストの輪読も、パワーポイントを利用してプレゼンしてもらう。プレゼンに慣れ自分な
りの表現スタイルを確認してぃくことも、ゼミの目的のひとっにしたい。学期の最後には、人道的介入とコソボ紛
争という共通テーマを独自の視点から論じる4000字ほどのレポートを義務づける。これを卒業論文の予行練習とし
たい。

.成績評価基準

プレゼンテーションやディスカッションの際の発言をべースに(30%)、 4000字ほどの夕ーム

リティ(70%)で成績を評価する。

.ゼミ選択上のアドバイス

特定のテーマで文献を読み進め、自分なりの観点から論じるというのが、卒業論文で行うこと。このゼミはその

準備トレーニングとして役に立つはず。(たぶん)

レポートのクオ
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小澤治子(おざわはるこ)

.ゼミテーマ・タイトル

20世紀の国際政治を考えよう

.内容嶋的やねらいも含む)

2001年9月Ⅱ日にアメリカで起こった同時多発テロ事件は、国際社会全体に大きな衝撃を与えました。あの事件
は、20世紀の国際政治が新たな世紀に持ち越した様々な矛盾や問題点が、きわめて悲劇的な形で爆発したものであ

るといえます。今日冷戦が終わっ力とは言っても、世界全体では悲惨なテロ事件や民族紛争が後を絶たず、21世紀
の国際政治の行方は依然として予断を許しません。そこで21世紀に生きる私達が平和な国際社会を築くために何を
するべきなのか、20世紀の国際政治から学ぶべきことは何か、そのことを考えることがこのゼミの目的です。

二度の世界大戦とそれに続く冷戦にみられるように、20世紀は戦争の世紀でした。一般市民を巻き込んだ不幸な
戦争によって、多くの人々が犠牲になりました。しかし同時に、そのような悲惨な戦争の体'験を通じて、国家の役
割や性格が変容し、国家問や地域問の協力の枠組みが形成されて重要な役割を果たすようになってきたことも見逃
せません。このゼミでは、 20世紀の国際政治を学ぶことを通して、21世紀の国際政治のあり方につぃて考えてみた
いと思います。

.使用予定テキスト

参考文献については授業の中で随時紹介しますが、テキストを特に指定することはしません。

.ゼミの進め方

20世紀から今日21世紀に至る時期の国際政治に関連した内容のテーマを各自が決めて研究し、それについて授業
の中で発表して皆で議論していきたいと思います。取り上げるテーマは国際関係に関することであれば、内容、地
域は問いません。ヨーロッパ、アジア、中近東など各自が関心を持った地域や国を取り上げて下さい。

.成績評価基準

欠席をしないこと、決められた時にきちんと発表を行うこと、提出物の期限を守ること。以上は単位の取得にあ
たって最低限の必要条件です。加えて発表の内容や提出物の内容、また授業中の発言の質量などで成績を考えます。

.ゼミ選択上のアドバイス

一年後期配当の国際政治学(共通科助、二年前期配当の国際政治史(文化学科専門科助のいずれかを履修し
ていることが望ましいです。
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越智敏夫(おちとしお)

.ゼミテーマ・タイトル

「現代の社会問題と私たち」(前期

.内容佃的やねらいも含む)

国際研究ゼミナール1・ 2は基礎演習の延長線上にあると僕は考えています。ものを読み、考え、議舳し、それ
を文章にまとめるという作業は基礎演習と同じです。しかしこのゼミで中心になるのは基本的な読解力を前捉とし
た上での議論です。

今年度の細かいテーマは未定です。ただし「現代社会は多くの問題をかかえていて、その多くの問題と人間一人
ひとりが生きにくぃという事実は関連してぃる」という基本的認識をはずれることはありません0 特に先進資本主
義国に特有の諸問題を取り扱う予定ですが、どんな事例を議論するときにも他人事としてではなく自分の問遉とし
て考えることを要求します。

たとえば現在、世の中で多くの人力深艾されてぃます。その「殺人」という行為には変わりがなくても、それら多
くの殺人を私たちは細かく差異化してぃきます。テロリストによる虐殺、法治国家における死刑、正当な防衛行為、
教育の「行き過ぎ」としての体罰、英雄的戦功、医療過誤、テロ根絶のための必要悪、反逆者の処刑、武装蜂起に
対する秩序維持...・..など、呼び方はいろいろです。しかしすべての行為が「人が人を殺す」という点においては同
じです。こうした呼称の差異という問題は、そのままそれらの人殺しという行為と私たちの関係を明らかにしてい
くはずです。その関係の総体が現代社会を構成していると考えられませんか。
こうしたことにっいて「そんなもん知るか。全部違うのは当り前だろ」と言って開き直るのは、現在の社会のあ

りかたをまったく批判してぃないということです。目の前の世界を「快適」だと思いこんでいるということで、そ
れは実は何も考えてないということを表明してぃるだけです。酸素を吸って二酸化炭素を吐いているだけです0 マ
レーシアの森林資源のためにはなってぃるでしょうが、人生の意義は限りなく低いでしょう。何かを考えて 1日生
きるのと、何も考えずに5万年生きるのを比較すれば、それは前者のほうがはるかに人間として'冒、義深いと僕は考
えます。

後期同ーテーマ)

.使用予定テキスト(前期・後期で別種のものを講読予定)
岩波新書田中克彦「ことばと国家』

東京創元社『自由からの逃走』フロム

小倉千加子『セックス神話解体新書』ちくま文庫

「デモクラシーの論じ方』ちくま新書杉田敦

岩波書店筏鳥見俊輔『戦時期日本の精神史』

.ゼミの進め方

テキストを全員で講読します。内容の要旨を報告する「レポーター」と、その内容を批判する「コメンター」を
中心に議論を進めます。ゼミ生はこのふたっの役割を順番に担当します。各テキストの読了後にはそのテーマにっ
いてのレポートを書いてもらいます。

.成績評価基準

出席を重視します。各セメスター2回までは欠席しても単位を出します。 3回以上欠席すると単位は出ません0
欠席の理由は問いません。バイトでも風邪でも、欠席は欠席です。

.ゼミ選択上のアドバイス

自分をだまさないことです。大学生活を言い訳の多い4年問にしてしまうと、それは癖になります0 その後の人
生でも同じ状況が続く危険性は高いでしょう。ですから本当は遊びたいのにきっいゼミを選んだりすれば、教師も
学生もお互い不幸になるのは明らかです。そしてこのゼミはきっいゼミです。そこのところをよくよく考えてくだ
さい。勉強したい人にとっては意味のあるゼミにしたいと考えています。
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小山田紀子(おやまだのりこ)

.ゼミテーマ・タイトル

移民からみた現代の世界一国民国家を問うー

.内容姻的やねらいも含む)

いま日本では「ヒト、モノ、力才＼情報」の国境を越えた往来が活発に行われ、グローバル化が急速に進んでい

る。われわれの身のまわりでも外国人の姿が目立つようになったし、また私たちが海外に行くチャンスが増えてき

ている。このようなグローバル化の時代にあって「異文化」への理解、あるいは国際理解が必要になってきている

といえよう。

しかし、外国の文化や社会を知るためには、まず自分の国を知る必要があるだろう。そこでこのゼミでは、まず

第1に、「日本という国」の置かれた状況を、歴史的現在という視点から学ぶ。これを踏まえたうえで、近年議論になっ

ている日本の外国人労働者問題について調ベていく。第2に、日本と外国との比較の視点から、ヨーロッパの移民

問題、とくに「フランスという国」を取り上げ、移民から見たフランス社会の問題を考えていく。以上のようなテー

マは、 3 ・ 4年ゼミでさらに発展させていきたい。

.使用予定テキスト(変更の可能性あり。)

小熊英二『日本という国』理論社、 2006年

梶田孝道『外国人労働者と日本』日本放送出版協会、2001年

依光正哲編『国際化する日本の労働市場』東洋経済新報社、2003年

アジット・S・バラ、フレデリック・ラペール著、福原博之ほか監訳『グローバル化と社会的排除』昭和堂、 2006年

桜井啓子『日本のムスリム社会』ちくま新書、 2003年

樋口直人他『国境を越える一在日ムスリム移民の社会学』青弓社、2007年

東長靖『イスラームのとらえ方』(世界史りブレット)山川出版社、 2006年

宮島喬『移民社会フランスの危機』岩波書店、 2006年

本間圭一『パリの移民・外国人一欧州統合時代の共生社会一』高文研、2001年 他

.ゼミの進め方

第一回目のゼミで、テキスト輪読のための各白の報告分担を決める。毎回、報告者は担当個所のレジュメを用意

して配布し発表する。報告の当たっていない学生もテキストを読んできて、必ず1回は質問や意見を述ベ議論に参

加する。各テキストを読み終える毎に、レポートを作成し提出してもらう。

.成績評価基準

ゼミでの報告内容、レポート、出席状況、ゼミ活動に意欲的に取り組んでいるか等により総合的に評価する。

.ゼミ選択上のアドバイス

今世界で何が起こっているのか、そしてそれは私たちの生活とどのように関わっているのか、この二つの問題を

結びつけて考えたいと思っている人はこのゼミを選択してほしい。政治・経済・社会のあらゆる分野でグローバル

化が進む現代にあって、私たちは世界各地で起こっていることに無関心ではありえないはずだ。毎日、新聞やテレ

ビ、インターネットなどから送られてくる世界の情報を敏感にキャッチする眼を養い、私たちの生きていく道をひ

とりひとり考えてみよう。
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熊谷卓(くまがいたく)

^→!ミテーマ・

「法的な思考

.内容佃的やねらいも含む)

賃貸借契約、遺言、黙秘権、表現の自由、条約、ということばに共通するものはなにか、と問われれぱ、なんと
答えるだろうか?「法」とか「ルール」という答えを想定することができるとは思わないだろうか。より細かく見
れぱ、それぞれ民法(借地借家法)、刑法(刑事訴訟法)、憲法、国際法といった具合に。そして、われわれは実は
様々な場面でこの法と関わっているということができる。

ところで、ほとんどのみなさんは民事法そして刑事法的にみて、「未成年」最後の年に2年次生ゼミナールに参

タイトル

(リーガル

加することになると思う。その翌年には、およそすべての法律の容赦ない適用対象となってしまう。そのため、原
則として、もう少年(少女) Aではない。その前にできるかぎり、法というものの考え方に接しておくことは決
して無駄ではないと、思うのであるが、どうであろうか?

そこで、このゼミナールは、各ゼミ生の法的な思考をより深めてもらうことを目的とする。具体的にいうと、迭

マインド)を深化させよう 1」

のーつのテーマ

く検討する予定である。さらに、時間が許せば、男女区別の合法性(レディース・ディとは男性に対する差別か、
適法力→、美容整形に納得がいかないときの慰謝料、児童の権利などの問題にっいても検討したい。

.使用予定テキスト

別途指示する。

]性同一性障害者をめぐる問題および2死刑廃止の是非に関する問題について、じっくりと、深

.ゼミの進め方

上記のテーマに関して、ゼミ生のなかから報告者とコメンターを決める。彼らの議論を士台としてその他のゼミ
生はテーマにつき、理解を一層深め、議論を進める。

レポートの提出も適宜求める。

.成績評価基準

報告やレポートの良し悪し、ゼミへの参加度(単に出席しているという意味ではない)を基準に成績をっける。

.ゼミ選択上のアドバイス

「内容」からすると、「面白そうな」(気楽な)ゼミに見えると思いますが、「面白い」と感ずるかどうかは、皆さ
んの勉強量にかかっています。

「法律は面白い」と感ずるまでにはハードワークが要求されます。それでもよい、という人のみ歓迎します。
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佐々木寛(ささきひろし)

.ゼミテーマ・タイトル

映画で観る^<現代>とはいかなる時代か

.内容佃的やねらいも含む)

1年生の基礎演習にひきつづき、専門的な勉強に入る前の知的な柔軟体操を行います。どんなに専門的な勉強を
積んでも、社会科学の「センス」のない人は努力が空回りしてしまいます。当ゼミでは、身の回りのできごとや日

常の生活を掘り下げてゆく中から世界ヘと通じる回路を発見していくことができるような真の意味での社会科学的
な想像力を、それぞれが自分なりに獲得することを目指します。大学で学んだ個々の知識の断片は卒業すれば忘れ
てしまうかもしれません。でも、物事の本質的な側面を切り取る思考の技術(アート)は、どんな道に進もうとも
古びたりしません。

ただ、 2年生のゼミですから、基礎演習よりさらに進んで、<現代>とはいかなる時代か、自分たちは今どうぃ
う時代に生きているのかという、<歴史的な自己認識>との出会いを目指したいと思います。それゆえゼミでは、
<現代>という時代を読み解くための視点や方法を獲得するために知的に面白いと思われるテキストなら何であ
れ、分野を越えて縦横無尽に読んでいこうと思います。とくにできるだけ多くの映画を観る中で、このテーマを追
求しようと思います。

また、当ゼミでは、<オキナワ>や海外での合宿研修を予定しています。たとえば<オキナワ>という士地は、

日本の近代や平和の問題を考える上でとても重要な士地です。新潟との共通点も少なくありません。<オキナワ>

の歴史や風土を身体で感じることによって、かならずや、それぞれの参加者が自分なりの問題意識をもっようにな
ると思います。頭でっかちではなく、感性や身体で世界の問題を捉え、思考できるようになることも、このゼミの
目標です。

「この際おもいっきり勉強してみたい!」と思う人向きのゼミナールだと思います。

.使用予定テキスト

一例です。

D .リーン『アラビアのロレンス』(映画)

D .リーン『ドクトル・ジバゴ』(映画)

・ S .キューブリック叶専士の異常な愛情』(映画)

・ F .トリュフォー『華氏451度』(映画)

E .クストリッツァ「アンダーグラウンド』(映画)

A .ニコル『ガタカ』(映画)

・ P .ワーナー『ノーマンズランド』(映画)

・ E .ホブズボーム『20世紀の歴史』三省堂
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.ゼミの進め方

基本的にさまざまなテキストを共同でじっくり味わっていきます。「内容」のところでも述ベたように、沖縄や
海外でのゼミ合宿も予定しています。さらに具体的な運営方法に関しては、参加者と相談して決めます。

.成績評価基準

ゼミへの参加態度や貢献度十レポートの出来。

.ゼミ選択上のアドバイス

いままでの経験から、「学生はおのれにふさわしいゼミしかもてない」と思います。能力や知識よりも、ゼミと

いうひとっの社会を自分の力で楽しくつくっていこうとする気概をもった学生を歓迎します。価値あるものには苦
労をいとわない学生を歓迎します。

オルテガ『大衆の反逆』ちくま学芸文庫

E . H .カー「危機の20年』岩波文庫

H .アレント「人間の条件』ちくま学芸文庫

丸山眞男「現代における人間と政治」

栗原彬「いじめの政治学」

佐々木寛「グローバルな『全体主義』と新しい戦争」

大田昌秀『沖縄一戦争と平ネ醐朝日文庫



澤口

.ゼミテーマ・タイトル

院反易の地理をしらべる」

(さわぐち

.内容帽的やねらいも含む)

ゼミや卒論指導で学生と接して毎年強く感じることは、今の学生(昔からそうだったのかもしれないが)は、「白
分でしらべる」ちからが弱い、ということです。本をみんなで購読しても、書かれてある内容をほとんどそのまま
言ってみたり、ひどい場合には字面をそのまま読んだりということが少なくありません0

原因はいろいろあるでしょうが、ひとっにはテキストに書かれてある内容を皆さんはそのまま鵜呑みにしてしま
うということがあるように思われます。私のゼミでは、書かれてある内容に対して自分の,忌、見を求めたり、批判的
検討を行ったりということは特にしませんが、代わりにその内容が事実なのか、著者がどのようにしてその結舳に
達したのかを、関係する文献.資料等を使って調ベ、場合によっては自分で分析してみるといったことを通じて、
丹念に読み進めてぃくものとしたいと思ってぃます。これによって、自分で調ベるちからを養いつっ、国かれてあ
る内容を吟味・確認してぃく習慣がっくようになればと考えています0
今年のゼミのテーマは、畔斤潟の地理をしらべる」としました。「地理をしらべる」だとなんとなく趣味的な感じ

もしますので、礁斤潟を地理学の観点から調ベる」、と言い換えたほうがいいかもしれません0「国際化」はもちろ
ん重要だけれど、ひとまずこの半期は、日常生活を営んでいる地元新潟のことを、まずは知り、じっくり調ベ、考
えてみることにしてはいかがでしょうか。

使用するテキストは以下の2点です。いずれもトピックテーマによって構成されますが、内容的には1木く広がり
のあるテーマもかなり含まれています。

しんいち)

.使用テキスト:まだ未定だが、基本的には以下にあげるようなものが使用される0
新潟もの知り地理ブック編集委員会畔斤潟もの知り地理ブック』新潟日報社、 2007年01400円
新潟地図ウォッチング編集員会縢斤潟地図ウォッチング』新潟日報社、 2006年0 2940円

(ゼミ員が決まり次第まとめて購入します)

晋一

.ゼミの進め方

まず、地理学と地理学的調査手法にっいて説明します。その後、何をどのように調ベ、発表するかを解説し、ま
たパワーポイント使用にっいての実習を行います。これらの後に、みなさんが興味を抱く事項を選択し、それにっ
いて資料をっくりプレゼンしてもらいます。最後に発表項目にっいてレポートを作成してもらいます0

.成績評価基準

出席、資料作成、プレゼンテーション、質疑応答などに基づいて評価します0

.選択上のアドバイス

世界にも興味はあるが、まずは新潟のことにっいて知りたいと思っている人、歓迎0
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高橋正樹けこかはしまさき)

.ゼミテーマ・タイトル

感動と情熱のワクワクするゼミです。

.教員の研究テーマ

わたしの研究分野は世界の不平等を考える国際研究とタイをはじめとする東アジア研究です。自分の研究によっ

て、日本に住むわたし達の生活が、東アジアを初めとする世界中の人々の生活と深い関係があることを明らかにし
たいと考えています。

20H年3児Ⅱ日から、私にもうーつの研究テーマができました。原発事故が発生し日本に人間が住めない士地が

でき、さらに多くの人が長期間にわたり放射能汚染におびえることになりました。これを引き起こし、なお原発を
維持しようとする日本社会の病理を徹底的に解明することが新しい関心事です。

.内容姻的やねらいも含む)

原発事故関連の論文や本を読みながら議論していきましょう。それを通じて、日本の政治、経済、社会、文化の
深刻な問題に切り込みましょう。最後に授業の成果として個人研究を発表し、研究レポートを作成してもらいます。

学ぶということは、疑問をもちそれについての答えを探すことです。学ぶことは本来楽しいことです。

大学生活を生きぬき人生を生きぬくための能力である本の読み方、文章の書き方、議論の仕方、さらにはコン

ピューターの利用といった「学習作法」をしっかり身につけてもらいます。

.使用予定テキスト

原発と原発事故に関する多数の書籍

.ゼミの進め方

毎回の授業では、議論を重視します。授業では全員参加の議論をおこないます。授業では、毎回順番の学生が司
会者となり授業を進めてもらいます。わたしの出番は、司会が司会の役割を十分に果たさない時、議論の内容が支

離滅裂な時、そして議論の最後のまとめの時に限定します。

授業の最初に 1分間スピーチをやり、人前で要領よく話す練習をします。

.成績評価基準

毎回、出席さえしてくれれば大丈夫です。

.ゼミ選択上のアドバイス

充実したゼミですので、少しだけでも学習意欲のある人の参加を待っています。

論文。
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松尾瑞穂はつぉみずほ)

.ゼミテーマ・タイトル

世界遺産からみる観光と文化の力学

.内容

近年、旅行のパンフレットや雑誌、テレビの番組などで、「世界遺産」という言葉がやたらと目に付きます0 書
店の旅行コーナーには「いつかは行きたい世界遺産りスト1」といった本もたくさん売られていますし、「世界遉
産検定」なるものも人気です。皆さんの中にも、世界遺産を見に行ったことがある人もいるのではないでしょうか0
世界遺産は、現在(20Ⅱ年時点)、世界で9Ⅱ件、そのうち日本では14件が登録されています0 そのほかにも、世界
遺産登録を目指して、多くの自治体や地域が運動を行っています。新潟の佐渡もその一例です0 いまや、世界遉産
は単に文化財や自然の保全という目的にとどまらず、観光開発や地域振興、経済発展などと深く結びっいています0
このゼミでは、この世界遺産のうち、特に文化財を題材として、「文化」が現代社会のなかでどのように政治性を
帯びてぃくのか、どのように表象されるのか、といった問題を考えてみたいと思います0

.使用予定テキスト

佐竹剛弘(2009)『世界遺産の真実一過剰な期待、大いなる誤解』、祥伝社0
毛利和雄『世界遺産と地域再生一問われるまちづくり』
山下晋司編(2007)『観光文化学』、新曜社。

山下晋司(2009)雁見光人類学の挑戦一「棄斤しい地球」の生き方』、講談社0

.ゼミの進め方

決められた文献を全員力沖兪読することが大前提です。最初に「観光」がいかに経済的、社会的、そして歴史的に
形成され、人びとの文化的アイデンティティと結びっいているのかを、しっかり理解したいと思います0 やり方は、
担当者がレジュメを用意して発表し、調ベ物担当には決められた課題を調査してきてもらい、その後、全員で議而
をします。司会とコメンテーターも学生力訓頁番に担当してゼミを主体的に運営してもらいます0 また、玩合によっ
ては最初にグループワークをすることも考えています。取り上げる世界遺産にまっわる映像や写真、ドキユメンタ
リーなどを見ることもあります。

.成績評価基凖

出席(30%)、ゼミでの発表(30%)、レポート(40%)

.ゼミ選択に際してのアドバイス

文献を読むだけでなく、実際に自分で調査をしてみたい、話を聞いてみたいと思っている人に向いています0 テ
レビで何となく見たり聞いたりしたことがある世界遺産を多角的に学ぶことで、新しいものの見方を発見してくだ
さい。あるいは、みんなで「世界遺産検定」に挑戦するのも楽しいかもしれません。また、旅行好きの人や、世界
遺産を見て回りたいと思ってぃる人にも、将来の役に立っかもしれません(? 1)0
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安藤潤(あんどう

.教員の研究テーマ

家計経済学、経済社会学、アイデンティティ経済学、防衛経済学

.教員の現在の関心

夫婦間の家事分担、ジェンダー経済格差

じゅん)

.これまでの卒業研究のテーマ

参考までにゼミ卒業生の代表的テーマをいくつか挙げておきます。

「辛斤潟県内女子学生の結婚行動に関する女性の経済的自立仮説からの一考察一男性の雇用形態と所得水準が与
える影響一」

「日本の子育てにおける現状と課題ーアメリカ、フランスとの比較からー」

「男性の家事・育児参加と出生率の関係:政府の少子化対策の批判的考察」

「食の外部化は妻の家事分担を減らしたか」

畔斤潟県版『自給自足』型フードシステム確立ヘの課題」

情報文化学科のカリキュラムの中でこれまでに学んだ様々なことをべースに、仮説を構築・検証し、できればア

ンケート調査を行い、その結果から自分の頭で考えて結論を導き、自分の言葉で述ベる一私のゼミではこうぃった
卒論を書いてもらいます。

国際研究ゼミナール3・4・5・6

^→づミテーマ

現代の経済

.内容

教員の専門は経済学ですが、経済学というよりはむしろ社会学、あるいは経済社会学のゼミにします。 3年次前
半では、下記テキストを用い、雇用や労働といった経済問題も含め、現代社会におけるジェンダーの基礎学習をし

ます。 3年次後半では4年次の卒業研究・卒業論文執筆に向けて学術論文を読みます。たとえば下記参考文献や公

益財団法人家計経済研究所『季刊家計経済研究』から「父親」、「結婚・出産後の女性のキャリア」、「女性・家族・
仕事」、「生活の中の食」などをテーマを選び、論文を読みます。雑1志記事を用いながらい家事労働、結婚、婚活
について考えます。なぜ陵割剖までしなければ結婚できないのか、あの敗昏活」産業を私たちはどのように考え
ればよいのか、日本ではなぜ家事労働負担がこんなにも男女間で差があるのかといったことについて議論したいと

思います。

4年後期は基本的に各ゼミ生の卒業研究のテーマがこのゼミのテーマになります。卒業研究のテーマにっいては

幅広く「家族」、「生活」、「家庭」に関連していれば、そして私が指導できる範囲であれば必ずしもゼミテーマとー

致させる必要はありませんし、対象国・地域も限定しません。「食」についてでも構いません。

卒論は自分の選んだテーマを批判的に考察し、仮説を構築してそれを検証してもらいます。そうぃうこともあっ

てか、最近、アンケート調査を行い、自らの仮説を検証し、結論を導くというスタイルで卒論を書くゼミ生が増え

てきました。もしアンケート調査をするのであれば、「社会調査」もしくは「社会調査実習」を履修してもらえる

と幸いです。卒業論文執筆の際、必要最低限の表計算・グラフ作成、卒論中間報告でのプレゼンテーションの方法
については指導します。

ゼミ合宿はゼミ生と相談の上で決めたいと思いますが、私としてはぜひ実現したいと考えています。

タイトル

社会と:ジェンダー、家事労働、結婚を中心に

.使用予定テキスト(全部使用するわけではありません)

以下のテキストは必ず購入してください。

江原由美子・山田昌弘『ジェンダーの社会学入門』岩波書店、 2008、 2,200円+税

参考文献

川口章『ジェンダー経済格差』勁草書房、2008年

公益財団法人家計経済研究所『季刊家計経済研究』各年各号

佐藤博樹・永井暁子・三輪哲[編著1『結婚の壁非婚・晩婚の構造』勁草書房、 2010

治部れんげ『稼ぐ妻・育てる夫夫婦の戦略的役割アメリカ人52人のワーク・ライフ

橘木俊詔[編著]『現代女性の労働・結婚・子育て』ミネルヴァ書房、 2005
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西村純子『ポスト育児期の女性と働き方ワーク・ファミリー・バランスとストレス』慶應義塾大字出版云、 20四
松田茂樹「何が育児を支えるのか中庸なネットワークの強さ』勁草書房、 2008

山田昌弘[編著]岼婚活」現象の社会学日本の配偶者選択のいま』東洋経済新報社、2010

.ゼミの進め方

担当者には、テキストを批判的に読み、考察し、その上でレジュメを作成して報告してもらいます0 司云進行も
ゼミ生に任せます。

.成績評価基準

報告.司会進行.質問.課題提出などゼミへの取り組み方全般で評価します。欠席は理由の如何を問わず前期後
期各3回までですが、無欠席が大原則です。

.ゼミ選択上のアドバイス

ゼミの内容はどちらかと言えば経済学(家計経済学)よりも家族社会学に近いかもしれません0 1' 2年次に私
が担当してぃる「経済学(マクロ)」、「日本経済論」、「現代アメリカ論」、「国際経済学」を理解できたか、履修済みか、
単位を耳又得できたかということとはまったく関係ありません。真剣に取り組む'冒、思のある学生であれば拒みません
(上限を超えない限りは)。
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臼井陽一郎(うすいよういちろう)

.教員の研究テーマ

EU (欧州連合)の政治がメイン、少しだけ東アジアの地域主義。事例は国家問共同体の環境政策で、この領域

にしぼって、国家間共同体のガバナンスとデモクラシーのあり方を批判的に検討しようとしてきた。いまは少しず

つ、平和活動(peace叩erations)について勉強をはじめていて、EUやASEANといった国家間共同体がどの程度、

国際社会で規範を突きつけ活用するパワ一になりえるのか、想いをめぐらせている。

.教員の現在の関心

小説(村上春樹、中上健次、大江健三郎、安部公房、小川洋子、野上弥生子、宮沢賢治、松本大洋、ドストエフ

スキー、ドリス・レッシング、ポール・オースター、ウィリアム・フォークナー、エミール・ソ、ラ)。音楽(マイ

ルス・デイビス、ジョン・コルトレーン、セロニアス・モンク、アルトゥール・ルービンシュタイン、グレン・グー

ルド、マルタ・アルゲリッチ、ユンディ・リー、ヴィルヘルム・バックハウス、パブロ・カザルス、サザンオール

スターズ、山下久美子、佐野元春)。

.ゼミテーマ

紛争と和解

.内容

紛争と和解をキーワードに、国際政治のありょうについて考えていくための準備的なトレーニングを行う。サブ・

テーマとして、次の7つを取り上げる。

①欧州国際政治史の中の欧州統合

②パレスチナ問題から世界を見る

(3)シューマン・プランのねらいの普遍性

④東アジア共同体の建設が意味すること

⑤難民問題とUNHCR

⑥紛争解決と国際裁判

⑦国連安保理の歴史と国連平和維持活動

⑧紛争と和解から見た国際政治の歴史

タイトル

国際政治学を学ぶ

.使用予定テキスト

田中孝彦「国際政治の秩序転換とヨーロッパ:衝突・和解

最上敏樹畔色望から和解ヘ:人を閉じこめてはならない」

最上敏樹「隣人との平和:自分を閉じこめてはならない」

緒方貞子「戦時と平時における人道活動」

マーサ・ミノウ『復讐と赦しのあいだ』(第 1~3章)

ナイ『国際紛争』

UNDP 「人間の安全保障」

.ゼミの進め方

使用テキストをべースとした課題報告、文献輪読、意見交換を進めて行く。卒論テーマは、下記より選択しても

らうが、個別の事例については、学生と相談しながら決定したい。

(イ)国際紛争

(ロ)国際組織

(ノ→国際裁判

(ニ)地域統合

なお特定の映画、芝居、文学作品を取り上げ、そこで描かれている紛争と和解を題材とするのでも好い。

.成績評価基準

出席70%、報告討論20%、ターム

寛容」

側慣
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.ゼミ選択上のアドバイス

国際政治学を学ぶゼミです。人生一度くらい、本気になってトレーニングしてみても、悪くないと思います0 い
ままで見えなかった世界が開けてきます。
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優建英(おう

.教員の研究テーマ

中国で生まれ育った私は、 20年以上日本に生活している立場によって、日本の視線から祖国を見ると同時に、中

国の視線から日本を見ています。双方向の異文化理解によって、自分の関心を寄せている中国の民主化と平等な多

民族社会の構築の問題を研究しています。

けんえい)

.教員の現在の関心

私の関心は一貫して、現代中国が抱えている民主化の問題と多民族社会の問題にあります。同時に、グローバル

化と中国の発展および日中関係における諸問題にも注目しています。

.これまでの卒業研究のテーマ

1、戦後の日中民間友好交流

3、日中のマスメディアの比較

5、華僑・華人とチャイナタウン

フ、中国の大衆文化の移り変わり

.ゼミテーマ・タイトル

「現地の視点を導入した中国研究」

.内容帽的やねらいも含む)

このゼミはミニ留学にしたい、つまり、留学済の学生に留学経験を保ち、未留学の学生に留学のような授業を少

しでも体'験してもらいたいです。語学の授業ではなく、研究の中で中国語を用い、よって中国語の使用能力を高め
るのです。

研究テーマは私の研究分野に縛られず、なるべく学生たちの個陛を自由に伸ばしてそれぞれの関心を学問に組み

込みます。中国を国際研究の具体例として取り上げ、中国そのものを知ること、または中国を通じて日本を見、世

界的な問題を見ることを目指します。

例えば、中国は急速な経済発展において貧富格差や環境問題も発生しており、どのように格差を縮め、環境を守

るのか。中国には56の民族があり、どのように相異の文化をもって共存するのか。これらの問題は中国の問題であ

りながら、世界的な問題でもあります。また、世界の同時不景気の中で各国はどのように景気回復を図るのか、国

家間の利益対立の中でどうのように協力を図るのか。これらの問題は、中国の経済振興策や、中日関係を含む中国

の外交関係および中国が作った各種の国際協力体制に対する分析を通じて考えることができます。また、華僑・華

人と呼ばれる世界各地にいる中国移民のあり方と役割を考察することもできます。近年、中国は「和i制 G周和が

取れている)という核心概念を打ち出し、国内政策では「親民」や「扶貧」を唱え、国際関係では「協和万ま倒を

唱えていますが、この理念はどのように現実に働きかけ、国家行為を制約するのか、これを実験することの意味は

中国だけに止まらないです。

要するに、学生はそれぞれ自分の関心から、経済・政治・外交・環境・民族・文化などの分野にわたって研究テー

マを選ぶことができ、私はそれに応じて研究方法を指導します。

このゼミの特色は外国を研究する時、現地の視点を導入する方法を重視する点にあります。外国研究において、

対象国の言葉で理解することがとても重要です。また、私たちはふだん無意識のうちに、自分の生活環境やマスコ

ミによって「与えられた」画一的な見解を持たせられがちです。これも国際理解を妨げる要因です。したがって、

中国という異文化を研究するには、翻訳書や日本語文献のみに頼るのではなく、なるべく直接中国語文献を読むよ

う勧めます。異文化の中に入りそこからその文化を見つめるという方法によって、できるだけ既存の観念や常識に

囚われず、自分の独立見解を形成するような研究を期待します。その手段として、ゼミでは、中国語を語り、中国

語文献を読解し、自らの手による中国語資料の製作をも学びます。

2、中国における日本の漫画・アニメ

4、中国のNGO一環境保護と「扶貧」

6、台湾と大陸の両岸関係問題

8、中国少数民族の言語・文字

.ゼミの進め方

中国の映像資料を見、中国語文献を読解し、討論を行ったりして、原語による研究の能力を身に付け、この能力

によって研究を行います。具体的に、学生たちはそれぞれ関心ある原典を素材にして研究発表を行い、様々な角度

から原典を学ぶことによって自分の真の関心を見つけ、卒業研究ヘと発展させます。 3年次は主として、中国語に

よる中国研究の技能を学び、自分の関心がもてる課題を見つけ、学術研究の基本的な方法を学び、卒業研究の基礎

をととのえていきます。 4年次は自分の課題に基づいて研究を進め、 1つの成果にまとめるよう指導します。
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.成績評価基準

ゼミの出席と発表・討論の状況によります。

.ゼミ選択上のアドバイス

このゼミは語学の授業ではなく、一定程度の中国語の修得を前提にして、中国語を研究に使いますので、中国語
使用能力の訓練を受け、その能力を駆使して研究を行いたい学生が望ましいです。したがって、ゼミに入るために
下記の「条件」を設けています。

中国語履修者であること、中国語文献の読解や中国語使用の訓練に意欲あること。
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小澤治子(おざわはるこ)

.教員の研究テーマ

冷戦構造の崩壊過程でソ連外交はどのような変容を示したのか、そうした変容はソ連解体後のロシアの外交にど

のように継承されたのか、さらには東アジアの国際関係や日本との関係においてソ連(ロシア)外交の変容がもた

らした意味は何か。以上のことに関心を持ってこれまで研究を進めてきました。

.教員の現在の関心

20世紀におけるロシア(ソ連)の二度の大きな体制転換(ロシア革命とソ連解体)が国際社会や日本にどのよう

な意味があったのかを考えながら、日口関係を軸にロシアのアジア政策について研究を続けています。

.これまでの卒業論文のタイトルー例

「日本政府のアイヌ政策」

「定住外国人参政権獲得問題」

「カンボジア紛争と自衛隊」

「沖縄問題から考える日米同盟」

「日中経済交流^新潟市と黒龍江省ハルビン市に焦点をあてて」

「上海協力機構^実態と今後の課題」

「資源をめぐるCIS諸国の新たな挑戦^カスピ海資源開発を中心に」

「稼動し続ける原子炉^チェルノブイリ原発の『必要性』」

「国際社会における少年兵問題^取り組みと課題」

.ゼミテーマ・タイトル

「ユーラシアの国際関係^そして日本」

.内容

冷戦構造の崩壊、ソ連解体によって、ヨーロッパやアジアの国際関係、また地域問関係は大きく変容しました。ヨー

ロッパとアジアはーつの大陸ユーラシアとして生まれ変わりつつあります。そこでは様々な升三の協力や交流が生み

出されてきていますが、同時に新たな紛争や摩擦の火種が起こっていることも重要なポイントです。その中で日本

はこれから国際社会でどのような行動をとるべきでしょうか。

このゼミでは上記のような問題に関心を持っている皆さんに参加を呼びかけたいと思います。具体的には、以下

3つの柱を掲げますので、①②③の中からいずれかに関するテーマを自分で見つけ、研究を進めて最後に卒業論文

をまとめて下さい。

① 20世紀における日本、アメリカ、ロシア(ソ連)、中国、朝鮮半島など東アジアの国際関係、また地域間関

係について。東アジアであれば二国間閧係でも多国間関係でも、あるいは地域間協力についてのテーマでもか

まいません。

② 20世紀の日本外交。日本外交に関するテーマであれば、対象となる相手国や地域は自由に選んで下さい。第

二次大戦前の日本外交の問題点、戦後日本外交の特色、これからの国際社会と日本など様々な角度から研究す

ることが可能だと思います。

③旧ソ連、中東欧関係。ソ連解体によって、ロシアを含め15のソ連構成共和国はそれぞれ独立し、今日新たな

関係のあり方を模索しています。また冷戦期にソ連の支配下にあった中東欧諸国も独自の道を歩んでいます。

それらの国や地域のいずれかに関連したテーマを考えて下さい。

.使用予定テキスト

特定のテキストを使用することは考えていませんが、以下の文献を参考図書として挙げておきます。またそれぞ

れの関心に応じて随時参考文献を紹介します。

石井修『国際政治史としての20世紀』、有信堂、 2000年。

小澤治子『ロシアの対外政策とアジア太平洋^脱イデオロギーの検証』、有信堂、 2000年。

横手慎二編『東アジアのロシア』、慶應義塾大学出版会、 2004年。

岩下明裕編著『国境・誰がこの線を引いたのか^日本とユーラシア』、北海道大学出版会、2006年。

木村汎・袴田茂樹編著『アジアに接近するロシア^その実態と意味』、北海道大学出版会、2007年。

広瀬佳一・小笠原高雪・上杉勇司編著『ユーラシアの紛争と平手叫、明石書店、 2008年。

細谷千博監修、滝田賢治・大芝亮編『国際政治経済^グローバル・イシューの解説と資料』、有信堂、2008年。
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.ゼミの進め方

3年次前期は、受講者それぞれが共通して関心を持っことができるようなテーマの文献を一冊か二冊、全員で読
み、その内容にっいて意見交換します。その後各自で研究テーマを決め、 3年次後期はそれぞれテーマに関連した
内容を発表し、全員で発表内容についての質疑応答を行います。

.成績評価基準

授業を欠席しないこと、授業中に積極的に発言すること、きちんと発表を行うこと、期限までにレポートを提出
すること。以上の点に発表の内容やレポートの質などを考慮して成績評価を行います。

.ゼミ選択上のアドバイス

国際政治学、または国際政治史を履修していることが望ましい。
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越智敏夫(おちとしお)

.教員の研究テーマ

現代政治理論の発展がアメリカ政治の現実的な変化とどのように関連しているかを研究しています。社会科学が

厳密な意味で「科学」になりえないのは、対象と研究者のあいだに価値の問題が存在するからです。政治における

その価値の問題について考えています。

.教員の現在の関心

現代世界において国民国家という枠組みはどのような機能を果たしているのか。またそれを超克する論理は可能

なのか。そういう問題とポストコロニアルな状況はどう結びついているのか。人間の解放とは何か。そんなことに

関心をもっています。

.これまでの卒業論文のタイトルー例

国民国家形成における言語の機能

.ゼミテーマ・タイトル

「政治思想と現代社会」

.内容

卒論指導では各学生がテーマを見つけてそれに取り組みます。しかしこのゼミナールではそれらのテーマに直接

関連したことを全員で議論することはありません。各自のテーマについては「政治」と「思想」と「アメリカ」に

関連したことであれば広く指導するつもりでいます。

ゼミナールでは現代の古典と呼ぶべき政治思想家の論文をとりあげ、「ものを考えるということはどういうこと

か」について全員で深く議論したいと思います。それは人間らしく生きるということはどういうことかを問うこと

でもあります。すべての人間は阿呆のふりをしているうちに本当の阿呆になってしまいます。しかしその危険性を

少しでも低くするにはどうしたらいいのか。また、なぜここまで現代社会は味気ないのか。どんな理由でこうなっ

てしまったのか。さらには、どうせ社会の歯車として生きていくのなら少しでも存在意義を自分で見出せる歯車に

なるにはどうしたらいいのか。そういう問題について考えたいと思います。

もし「今の社会はすばらしい」とか「自分は歯車じゃない」と思っている人がいたら、それは社会に関する理解

が足りない、あるいはたんに頭が悪いということです。ゼミナールという学習には絶対的に不向きですから何か別

の道を歩まれたら良いと思います。

ゼミナールの具体的な内容として5人の政治思想家を考えています。マックス・ヴェーバー、ヴァルター・ベン

ヤミン、ハンナ・アレント、丸山眞男、ミッシェル・フーコーの5人です。このなかの一人の論理に限定して徹底

的に議論します。一人を選んだらその他の者の著作は読みません。どの思想家にするかは一回目のゼミナールで参

加者と相談して決めます。

こうしたゼミナールが各自の卒業論文の問いとどう結びつくのか心配する人もいるかもしれません。しかしこれ

らの問いについて考えることは必ず論文を書くうえで役立つことです。もっと正確に言えば、このような問いを欠

いた問題設定によって書かれた論文に価値はありません。価値のある論文を書いてもらいたいと思っています。

.使用予定テキスト

ヴェーバー『職業としての学問』 岩波文庫

ヴェーバー何哉業としての政治』 岩波文庫

ヴェーバー『プロテスタンティズムの倫理と資本主義の精ネ朝岩波文庫

ベンヤミン『複製技術時代の芸術』 晶文社

ベンヤミン『暴力批判論他十篇』 岩波文庫

ベンヤミン『ドイッ悲哀劇の根源』 講談社文芸文庫

「人問の条件』 ちくま学芸文庫アレント

『全体主義の起原』 みすず書房アレント

『暴力について』 みすず書房アレント

丸山眞男『現代政治の思想と行動』 未来社

丸山眞男珀本の思1別 岩波新書

丸山眞男『忠誠と反逆』 全臣^三彗上号

欣Πヘの意志性の歴史』 新潮社フーコー

則慣 353



フーコー

フーコー

.ゼミの進め方

テキストを全員で講読します。内容の要旨を報告する「レポーター」と、その内容を批判する「コメンター」を
中心に議論を進めます。ゼミ生はこのふたっの役割を順番に担当します。各テキストの読了後にはそのテーマにっ
いてのレポートを書いてもらいます。

『監獄の誕生監視と処罰』

『言葉と物人文科学の老古学』

.成績評価基準

出席を重視します。各セメスター2回までは欠席しても単位を出します。 3回以上欠席すると単位は出ません0
欠席の理由は問いません。バイトでも風邪でも、欠席は欠席です。

.ゼミ選択上のアドバイス

自分をだまさないことです。大学生活を言い訳の多い4年問にしてしまうと、それは癖になります0 その後の人
生でも同じ状況が続く危険性は高いでしょう。ですから本当は遊びたいのにきっいゼミを選んだりすれば、教師も
学生もお互い不幸になるのは明らかです。そしてこのゼミはきっいゼミです。そこのところをよくよく考えてくだ
さい。勉強したい人にとっては意味のあるゼミにしたいと考えています0

新潮社

新潮社
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小山田紀子(おやまだのりこ)

.教員の研究テーマ

マグレブ近現代史(マグレブとは、北西アフり力の西方アラブ圏諸国を指すアルジェリア・チュニジア

モロッコ三国)、アルジェリアの植民地史研究、フランス帝国主義研究、マグレブの脱植民地化の過程に関する

比較研究、フランスのイスラーム系移民問題

.教員の現在の関心

アメリカ大統領選挙とイラク戦争のゆくえ、フランスの移民問題、国民国家とアイデンティティ、

アルジェリア独立戦争の二己憶と歴史の書き方、ヨーロッパのサッカーとジダン

.これまでの卒業研究のテーマ(小山田ゼミで取り上げられたテーマ)

「フランスの移民政策とアルジェリア人移民労働者問題」

「ドイツにおけるトルコ系移民一国民国家ヘの統合をめぐってー」

「フランスの移民問題一移民統合の危機と共生に向けてー」

「独立国家アルジェリアにおけるイスラーム復興運動の展開」

「日本におけるムスリムー東京モスク・新潟モスクの調査を中心にー」

「日本の無国籍者」

「シオニズム運動の思想とその時代背景」

「イスラエル・パレスチナ問題と中東和平の行くえーイスラエル側からの視点一」

「クルド民族運動の展開」

「ケマル革命ートルコ近代国民国家形成に関する考察一」

「石油開発の歴史と環境問題一中東石抽を中心にー」

「エジプト革命ーナセルの政治一」など

.ゼミテーマ・タイトル

人の移動から見た国際関係ーグローノ町レ化の中の国民国家一

.内容田的やねらいも含む)

本ゼミでは、グローバル化にともなう人の移動に着目し、先進諸国における移民や外国人労働者問題を取り上げ

る。具体的には、ヨーロッパと日本の事例の比較研究を行う。例えば、フランスでは19釦年代の高度経済成長の時

期に旧植民地であった北アフり力や西アフり力からの移民労働者が多く流入したが、日本は先進国の中でも外国人

労働者なしに高度経済成長を遂げた唯一の国である。しかし日本でも1990年代以降は合法非合法を問わず、多くの

外国人労働者が確実に増えてきている。こうした中、日本の外国人労働者に関する議論も近年盛んになってきた。

いずれにせよ今日、経済のグローバル化にともない活発化する人の移動は、受入れ社会である先進諸国において異

文化接触一摩擦や対立、あるいは相互理解や友好一の機会を増大させている。

それではなぜこのように発展途上国から先進国に労働移動が起こるのであろうか。その歴史的背景を次に19世紀

のヨーロッパの植民地主義の発展にまでさかのぼって探っていく。すなわち、イギリスを頂点とする資本主義市場

経済が世界的規模で拡大する世界構造の中に、アジアやアフり力地域がいかに組み込まれ、その中でどのように後

進的経済群あるいは「周辺部」を形成することになったのか、また第一次世界大戦以降の植民地の民族独立運動は

どのように展開され、第二次世界大戦後新興独立諸国が生み出されたのか、といった歴史を振り返る。その上で、

独立後の第三世界を形成した発展途上国と先進国との関係を、新ためて人の移動という視点から捉えなおしてみた

い。そして、今日の移民をめぐる問題一包摂と排除などーを考察し、グローノ勺レ化の現代世界において「国民国家

とは何か」を問い直す試みを行いたい。

なお、ここで取り上げる移民や外国人は、イスラーム教徒(ムスリム)を多く扱うので、イスラームの基礎知識

や中東・北アフり力の社会や文化についても学ぶ。

.使用予定テキスト(変更の可能性あり)

梶田孝道『外国人労働者と日本』日本放送協会、 2001年

桜井啓子珀本のムスリム社会』ちくま新書、 2003年

樋口直人他『国境を越える一在日ムスリム移民の社会学』青弓社、2007年

宮島喬『移民社会フランスの危機』岩波書店、 2006年

内藤正典『アッラーのヨーロッパー移民とイスラム復興一』東京大学出版会、1996年
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本間圭一『パリの移民・外国人一欧州統合時代の共生社会一』高文研、2001年

東長靖「イスラームのとらえ方』世界史りブレット、山川出版社、 2006年

立山良司編著『中東』、自由国民社、 2002年

中岡三益「アラブ近現代史』、岩波書店、1991年

新井政美『トルコ近現代史ーイスラム国家から国民国家ヘー』、岩波書店、2001年

私市正年・栗田禎子編『イスラーム地域の民衆運動と民主イW、東大出版会、2004年

宮治一雄・宮治美江子編著『マグリブへの招待一北アフり力の社会と文化一』大学図書出版、2008年
その他、適宜指示する。

.ゼミの進め方

3年次は上記のテキストを順次選び、全員で輪読する。報告者は担当箇所のレジュメを作成してきて報告し、そ
れに対して他のゼミ生と議論を行い、理解を深める。このようにして国際研究の方法論を学ぶ一方、各自の関心に
沿って、これらの地域力斗包える諸問題のーつを取り上げて個別研究を進める。 4年次には、それをさらに発展させ
て卒論に仕上げていく。 3年次の夏休み(あるいは春休み)にはゼミ合宿を行う予定である。

.成績評価基準

レポートと卒業論文の成績に加え、演習の出席状況・ゼミ活動に取り組む姿勢等により総合的に評価する。欠席
は原則として認めない。欠席が続く学生はゼミをやめてもらうこともある。

.ゼミ選択上のアドバイス

ゼミでは日本やヨーロッパ化くにフランス)を舞台に、そこにおける異文化接触の問題を多く扱うが、これに
限らず、中東地域の国民国家の問題(例えば、イスラエル・パレスチナ問題など)やイスラームをめぐるテーマを

取り上げてもよい。ただし担当孝文員のカバーできる歴史学や国際社会学等の分野のテーマであることが望ましい。
また卒論テーマに関しては、先輩の扱ったテーマを継承し、その研究をより深めていくという方法もあるだろう。
ゼミの卒業研究は自分ひとりだけのものではなく、ゼミのメンバーの相互交流によって深まっていくだろう。また
ゼミ q寅習)は、教員からの一方的な指導によって進めるものではなく、ゼミ学生がその運営に積極的に参加し
て作り上げてぃく共同研究グループであるので、みんなと一緒にやっていくのだという気構えを持ってこのゼミに
入ってほしい。今年はどのようなメンバーが集まるのか楽しみである。
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神長英輔(かみながえいすけ)

.教員の研究テーマ

日露関係史、ロシア極東近現代史、現代日本文化研究。具体的には、サハリン・樺太の歴史、北洋漁業と阿ヒ洋」
概念の歴史、現代日本文化における「ロシア」表象の変遷などを研究。

.教員の現在の関心

コンブの生産・加工

における「ロシア嫌い」

.これまでの卒業研究のテーマ

「坂本龍馬の自由な発想と行動力:薩長同盟・大政奉還で果たした役割とは何か」

「なぜ格差が起こり、なくならないのか:猫缶という視点から見た格差」

.ゼミテーマ・タイトル

ロシアと私、ロシアと日本、日本のなかのロシア、ロシアのなかの日本。

自分は何が知りたいのか、それを発見しよう。どうしたらそれを「わかる」ことができるのか、考えよう。

流通の歴史。特に言説や表象が文化の中で複製される過程。うたごえ運動とは何か。日本

言説の構築過程。サハリン・樺太史の諸問題。

.内容

専門分野の研究書の精読と多読を通じてロシア史佃露関係史と極東ロシア史にやや重点を置く)と現代歴史学

の方法に関する基本矢靡哉を身につけ、歴史学の発展に貢献できる卒業論文を書いていただきます。たくさん読み、

書き、話しましょう。

.使用予定テキスト

輪i微Dでは『世界歴史大系ロシア史」(田中ほか編、全3巻、山川出版社)、『銃・病原菌・'刈(上下巻、ジャ

レド・ダイアモンド著、草思社)、『文化とは何か』(テリー・イーグルトン著、松柏社)を検討しています。本は

コピーでなく購入することを勧めます。輪読②のテキストはこちらで用意します。

.ゼミの進め方

授業は三本立てです。毎回の授業で下記の1・2・3をやります。

1.輪読①

上記の本を読み進めます。毎回の担当者を決め、担当者は自分が分担する部分を精読し、必要なことを調

べて報告します。担当者は事前に説明のための配布物(A4で1枚)を配付します。ほかの人も当該部分を

読んで内容に即した質問(3回)をするのが義務です。質問が少ない方にはそのつどぺーパー執筆を課します。
2.輪読②

現代のロシア極東に関する新聞・雑誌記事(ロシア語)ないし J. stephan,"The Russian Far East. A

History."(英Ξ副を読みます。全員の予習が前提です。どちらを読むかは参加者の希望や履修言語に応じて

決めます(ロシア語履修者以外の方の参加も可能です)。

3.発表

毎週、自分で]冊の本(研究書)ないし1篇の研究論文を探し、読み、内容の要旨を口頭で発表してくだ

さい(全員)。要旨は文章の形でも提出してください。4年ゼミでは卒業論文の進捗状況も報告してください。

長期休業中には計10冊程度の研究書を読み、要旨をまとめ、休業明けに提出してください。

すべての連絡はメーリングリストでおこないます。指示に従い、自分でメールアドレス(携帯メールアドレスは

不可)の登録をおこなってください。

.成績評価基準

出席回数、授業の参加度(質問回数と予習)、課題の提出状況をもとに評価します。欠席の多い方、ご自分の発

表回を無断欠席した方の単位は認めません。提出物の期限は厳守してください。
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.ゼミ選択上のアドバイス

参加者に求めるものは主体性と積極性です。約束事を守れない方はご遠慮ください。
毎週の課題が多いため、予習はかなりの時間が必要になります。ロシア史田露関係史を含む)や歴史学の方法

にっいて情熱を持って学びたい人のための授業です。覚悟を決めて参加してください。
学問もスポーツや芸術と同じです。徹底した基礎司畔東の蓄積の上に創造性が開花します。いっしょに本気で学び

ましょう。

358 側慣



熊谷卓(くまがいたく)

.教員の研究テーマ

国際t去(internationa11aw)

.これまでの卒業研究のタイトル(ごく一部ですが)

多国籍企業の社会的責任にっいて

集団的安全保障体制の課題ーケーススタディーを中心にー

人道法はなぜ守られないのかーアメリカによる対テロ戦争(waronterror)を中心にー
裁判員制度が及ぼす国内司法制度ヘの影響

公共交通の課題一新潟市の事例を中心に

日本の小学校英語孝文育について一韓国との比較を中心にー

.ゼミテーマ・タイトル

たかが法、されど法一人権という視点から

.内容姻的も含む)

本ゼミナールにおいては、自分が弁護士だったらどう訴訟するか、検察官だったらどう有罪を勝ち取るか、ある
いは裁判官だったらどのような判決を下すべきかという多様な視点から、今まさに解決を求められる諸問噸にっい
てじっくり取り組むことを目的とする。そして、これらの問題に法というスバイスをふりかけ、検討し、その解決
策を提示することを内容とする。

.使用予定テキスト(現在または過去に使用したものとして)
水上編著『国際法』(2002年、不磨書房)

阿部浩巳『国際人権の地平』(2002年、信山社)

なお、判例(裁判の判決)を読みます。

.成績評価基準

研究報告やレポート、ゼミへの参加度(単に出席していても意味なし)を基準とする。

.ゼミ選択上のアドバイス

①ゼミ合宿実施予定

*これまで日光、会津、村上、新発田、咲花温泉、群馬、伊香保、越後湯沢等で実施

②いわゆる3.4年ゼミは4年間の学業の集大成です。除色対頑張ります!」という人だけにこのゼミナールを勧
めます。

(3)(国際)社会の動向に何らかの意味で関心を持ってぃる人に勧めます。
④裁判傍聴に行きます。

.まとめ

①熊谷ゼミの分析視覚は?→法学的思考(社会科学的思考の1つ)
②熊谷ゼミで使う材料は?→判決、書籍、論文

③熊谷ゼミでの切り口は?→広い意味での人権(極めて重要な概念です)
④熊谷ゼミの地理的フィールドは?→主に日本ですが他の地域(フランス等)も可能!
⑤「やる気がある人」、大歓迎します。
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小林元裕(こばやしもとひろ)

.教員の研究テーマ

近代から現在にいたる日中関係論。とくに近代中国における日本人の社会'経済活動

.教員の現在の関心

日本、中国、米国における格差社会の出現とその背景、少子高齢化と老いゆく東アジア問遉、世界経済に果たす
日中経済の役割、新潟の少子高齢化と人口流出、等々。

「豊かさ」、「快適さ」、「安心・安全」を求めていま私たちの身の回りは様々な問題に満ちあふれている。人々は
明るい未来像を持てなくなっている私たちはこ努力してきたはずなのに、世界では全く逆の事態が噴出している0

れから一体どう生きていったらいいのか。

.これまでの卒業論文のタイトルー例

「中国のエネルギー問題」

「中国の若者一「80后・90后』と日中関係のあり方」
「日本住宅メーカーの新たな市場開拓一中国市場進出の可能陛一」
「ディズニーがっくり出す顧客満足と従業員満足の関係性」
「子供のケータイ世界」

畔反易県の介護サービス研究」

.ゼミの進め方

3年前期は基本的な文献を読んで基礎的な知識を習得する。 3年後期はテーマを決め、グループワークによって
問題解決の提言を行う。 4年は専門的な論文読解に挑戦し、各自の卒業論文作成にっなげる0

.成績評価基準

出席、報告の内容および学期末のレポートによる。

.ゼミテーマ・タイトル

「禾厶たちが生きている世界は一体どのような世界なのか」

.内容

小林ゼミでは、学生が「自立」する力を身にっけることを最終的な目標としている0「自立」とは、ある問逮に
直面したとき、その問題解決のために自分で考え、調査して結論を導き出す方法であり技術である0

私は世界がいま抱えてぃる問題のほとんどは、少なくとも第2次世界大戦、多くの玩合、近代にまでさかのぼっ
て考えなければいけないと考える。そこでまず、学生が大学生として最低限身にっけておかなければいけない基礎
知識として特に日本の近代、現代にっいて学ぶ。次いでその基礎の上に、現在起こっている問遉を取り上げ、その
解決策を探求する。取り上げるテーマは学生と話し合って決めるが、格差問題、少子高齢化問遉、地球1血暖化防止
問題等を考えてぃる。 20Ⅱ年度は「TPP問題」、 2010年度は「尖閣諸島問題」、 2009年度は「地球1血暖化問遉」を
耳又り上げた。

.ゼミ選択上のアドバイス

積極的かっ自主的に行動できる学生に来てほしい。上級生、卒業生と接触する機云が多いので、その中で社云性
を身にっけてもらいたい。中国語の能力は問わない。

.使用予定テキスト

由井正臣『大日本帝国の時代』岩波ジュニア新書
鹿野政直佃本の現代』岩波ジュニア新書
読売新聞中国取材団『メガチャイナ』中公新書
白波瀬佐和子「生き方の不平等』岩波新書
生田武志『貧困を老えよう』岩波ジュニア新書

宮台真司佃本の難点』幻冬舎新書
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佐々木寛(ささきひろし)

.教員の研究テーマ

平和学・地球政治学という新しい学問の枠組みで、戦争・環境破壊・貧富の格差などの国境を越えた「地球的問

題群」の現実を全体的に把握し、この問題に立ち向かう国際組織や社会運動の取り組みや活動にっいて研究してぃ
ます。

.教員の現在の関心

現時点で思いつくもの。順不同。ーー新潟の民衆史。沖縄や新潟のミクロな地域主義を含んだ「東アジア」のゆくえ。
「グローバル化」というものの真の正体。「グローバル化」にともなう「人権」概念の再構成。原子力発電および核
兵器をめぐる政治。遺伝子や臓器をめぐる政治。人間の生活を破壊する対人地雷や劣化ウラン弾、クラスター爆弾
などの問題とそれにとりくむ各種の活動。民間軍事会社(PMC)や新しい軍事経済について。国際報道のしくみ。

「国際世論」はどのように形成されるのか。無数のNG0活動の把握と分類。「ボランティア」型社会の可能性。戦
後日本の平和運動の世界史的意味付け。フォルクローレの音楽史。子供の成長の様子。などなど。

.これまでの卒業論文のタイトルー例

◎臓器売買から見える世界^あなたは買う?それともー・。

◎「慰安婦問題」の意味を考えるー一歴史を学ぶということはどういうことか

◎「ナヌムの家」からのメッセージ^暴力をこえて

◎環境問題に取り組むことの意味一一富山市を事例にして

◎構造的暴力としての児童虐待^歴史・現状・要因

◎死刑に関する一考察

◎イスラエル・パレスチナ問題を考える^現代戦争の構造

◎原子力と民主主義

◎戦争ど情報

◎候孝賢の映画と台湾社会など

.ゼミテーマ・タイトル

平和のための地球政治学

.内容

当ゼミでは、危険や問題がグローバルに展開する現代で、人問がすこしでもよりょく生きぬいてぃくための方策
をいっしょに考えてみようと思います。そのためにはまず、現代の危機や問題の本当の姿をしっかり知的にっかま

えなければなりません。身近な問題がもっ世界的な意味をおのおのが理解すること。これが第一のねらいです。第
二に、このような問題を考えるにあたって、なぜ既存の知的な枠組み=専門分化した社会科学だけではダメなのか、

いかにこれまでの「勉強」が、人問がいきいき生きていくための「学問」をダメにしてきたのか、につぃて考えて

みようと思います。その意味で、新しい学問運動としての「平和学」の可能性や新しい大学のあり方などにっいて

も議論できればと思います。そして最後に、広い世間でさまざまに展開する新しい試みや活動を見る中で、現代で
よりょく生きてゆくための新たな方策をともに探求できればと思います。さまざまな市民活動やNG0で活躍する
人たちをゼミに招いたり、ゼミ学生自身が自分たちの力でNG0を設立・運営したり、いろいろなことに挑戦しよ
うと思います。

最終的に各自ゼミ論文(3年次)、および卒業論文(4年次)の作成を目指すため、多種多様なテキストを読み
こんでゆくだけでなく、さらに必要に応じて調査旅行やフィールド・ワークも行います。また、映画をはじめとす

る映像資料もできるだけ多ぐ活用する予定です。なお、佐々木ゼミでは毎年、韓国・台湾・中国いずれかの地域に

平和研修旅行に訪れるのが慣例になっています。各地の歴史資料館や戦争/平和記念館(韓国では「ナヌムの家」)
などを訪れ、身体全体で世界の問題を感じ、思考することを目指します。

当ゼミでは広い意味での暴力や平和に関する問題を扱いたいと思いますが、細かいことは、参加学生の自由意思

にゆだねます。扱うテキストに関しては以下に一例として挙げたものを参考にしてください。

.使用予定テキスト

◎H .アレント『暴力について』みすず書房

◎A.ギデンズ『近代とはいかなる時代か?』而立書房

◎U.ベック『危険社会』法政大学出版局
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◎A.メルッチ『現代に生きる遊牧民』岩波書店

◎E.サイード欣U識人とはなにか』平凡社

◎P.ブルデュー「メディア批半U 藤原書店

◎日本平和学会編『平和研究26号一新世紀の平和研究』早稲田大学出版部
^他に必要に応じて英語文献も読みます。

◎ Mshaw、 civil society and Media in Global crises

◎ D.deⅡa porta et al.、 sodal Movements in a Globalizing world.など0

.ゼミの進め方

ゼミの進め方や運営方法に関しては、基本的に参加者と相談して決めます。ただ、テキストを読むあラ合は、報口
者をたてて報告をしてもらい、それを討論者が整理・コメントするという方法をとろうと思います0 その後は自由
討論。司会も学生です。だから教員は必要最小限のことしか話しません。参加学生がゼミをっくりあげます0

.成績評価基準

ゼミへの参加態度や貢献度十レポートの出来。

.ゼミ選択上のアドバイス

能力や知識よりも、ゼミというひとっの社会を自分の力で楽しくっくっていこうとする気概をもった字生、また、
大学生活を締めくくる上で悔いのない卒業論文を書き上げたいと思っている諸君を歓迎します0
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澤口

.指導できる分野と範囲

私が3年ゼミ~卒業論文として指導できる(本学で指導可能な)分野は、地理学(地球科学を含めた自然地理学

全般と人文地理学の特定分野)および地球・地域環境問題、資源・エネルギーに関する分野です信羊しくは以下を

参照のこと)。

地理学分野

自然地理学:地形学(高山・山岳、段丘、変動 q舌断層)地形、沖積平野等)

第四紀学(古環境変動)

気候学(小気候・微気候、気候景観、ヒートアイランド等)

地生態学・景観生態学(植生、自然景観保全、ビオトープ)

人文地理学:士地利用(景観変遷)、食糧問題、地域研究、観光地理学

地i志学

・地球環境問題分野:地球温暖化問題、酸性雨、砂漠化、生物多様性等

・地域環境問題分野:地域環境保全、ゴミ問題、森林保全等

資源・エネルギー分野:資源枯渇、自然エネルギー、原子力発電に関る問題化核問題)等

亙匡^
日 (さわぐち しんいち)
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.指導方針

私は、たとえ卒業論文であってもそれは研究論文だと考えています。研究論文であるからには、どんな些細なこ

とでもその分野に何か新しい知識をもたらすものでなくてはなりません。これをできる限り実現させるため、私の

ゼミでは、「各白が決めたテーマに基づいて、白分の手と足で資料やデータを集め、それを分析して得られた結果

を解釈し考察するとU (テーマによってはレビュー研究も認、めます)を基本原則としています。既存の文献資料

の章を引用と称して大量に"借用"して作成するよ'なことは私のゼミでは決して認めません。とはいえ、たが

が1~2年の勉強で日進月歩の研究に新たな知識を付け加えるなどということはほとんど困難です。努力はしたが

結局うまくいかなかったことのほうが圧倒的に多いのが現実です(私だってそうですから)。しかしその努力は決

して無,駄ではありません。新しい知識の獲得を目指して行った努力の過程にこそ、実は本当の意味があります。私

はそこをみます。そこに最大の評価ポイントを置きます。完成度の高さなどは問題にしません。

.指導スケジュール

3年前期:文献検索等を通じ卒論で取り組みたい対象や分野を決定し、関係分野の概説書購読。

夏休み:取り組む対象・分野に応じて各自に課題を提示する。

後期:前期で決めた対象・分野から卒論として取り組むテーマを具体的に絞り込み、それについての勉

強を始める。最初は基本的知識を得るために概説書的な書籍の購読を繰り返す。後半以降は様子

をみて、可能ならば論文読みにもチャレンジシ、調査方法についての検討もおこなう。

春休み:文献・資料収集、論文読み。フィールド調査の必要なテーマならその調査も。

4年前期:関係する論文読みを通じて基礎知識をさらに固める(関係論文を最低5本は読みます)。同時に

資料・データ収集、必要ならフィールド調査。さらに資料・データ分析。

夏休み:論文読み。資料・データ収集、必要ならフィールド調査。さらに資料・データ分析を自主的にお

.成績評価基準

受講態度、プレゼン、レポートなどによって総合的に判断します。

後期:論文執筆(完成までに最低でも10回の原稿添削があります)

.これまでの卒業論文タイトルー例

人文系:『環境と市民運動一長岡市のマイカーデーを事価川こ』畔斤潟県下におけるチューリップ球根栽培の動向』
『帝斤潟市鳥屋野地区における士地利用の変化』『古地図に基づいて復元した新潟市の堀の変遷と市街地発

達過ネ劉陛泉易市における山の神信仰について』

自然系:『気候景観からみた新潟県下越地方における卓越風とその影響範囲』『守門岳における地形と植生の対応

関係』縢泉易平野北東縁部・村松断層とそれにともなう変動地汗三』『会津朝日岳とその周辺の山地におけ

る多雪景観の分布特性とその形成要因』『25年前と現在の国上山におけるブナ林の構造比較』

環境・エネルギー系:「京者隔義定書における日本の施策とその状況一森林吸収の観点から』佃本のエネルギー需

要における自然エネルギーの可能性』
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申銀珠(シンウンジュ)

.教員の研究テーマ

韓国近代文学形成期における日本からの影響及び日韓近代文学の関連様相にっいて。特に日本統治期、韓国人作
家によって書かれた<日本語文学>、戦後から現在までの<在日文学>、<中野重治>など、文学と政治、盲語と
表現という観点から研究を進めている。

.教員の現在の関心

<在日文学佃本語文学)>。金石範・金達寿・李恢成・梁石日・李良枝・柳美里・玄月・金城一紀など、戦後
から現在にいたるまでの在日作家の作品世界を探り、その特徴と変貌、表現媒体としての日本語のもっ意味にっい
て考えたい。さらに日本近代文学における<在日文学>の位置付けの問題を考えながら、ナシヨナリズム、国家と
国民、同化と差別、国際化と地域化の観点からそれぞれの作家と作品世界を読み直したい。

.これまでの卒業論文のタイトルの一例

「日本統治下の朝鮮における皇民化政策と創氏改名」

.ゼミテーマ・タイトル

「文学で考える日本と韓国

.内容

日韓比較文化論の一環として、前期は、<在日文学>にっいていっしょに勉強したいと思う。<在日文学>とい

うと、皆さんは「堅い」「地味」という印象をもっているかも知れないが、日本人・日本社会の他者として生きて
いる<在日>の人々によって書かれた作品世界は、まさに日本社会の本質を映し出す鏡のようなものである。
朝鮮・韓国人作家が日本語による文学活動を通して日本の政治的文化的体制に深く関係付けられていたのは、戦

前の日本の植民地政策が日本語政策とともにあったことと無関係ではない。日本の植民地政策の結果として、在日
の作家は、戦後も日本社会において民族や国家や言語の問題を問いながら自らのアイデンティティを探っていかざ
るを得なかった。同〕性共同体といわれる日本社会において排除される存在として認識されていた<在日>の問題
に、作品を通して近づいてぃく。そして祖国としての<朝鮮>とは<在日>の人々にとってどんなものだったのか、
<韓国>と<北朝鮮>のそれぞれの現実を彼らはどのように受けとめ、あるいは反目し合ってきたのかを、小説、
エッせー、評論などを通して探りたい。

3年後期と4年では、 3年前期での内容を踏まえた上で、皆さん自身が選んだテーマにっいて発表してもらい、
討論を行う形で進めてぃきたい。広い意味での日韓比較文化論という範囲で、日韓の伝統文化、生活文化、大衆文
化、時事問題など、日韓相互理解のための<日本と韓国><日本人と韓国人>に関わる諸課題を積極的に取り上げ
る予定である。

3年.4年ともに、<比ベる><調ベる>という二っの言葉をキーワードにした、学習者自身が自主的で積極的
に参加する<元気のいい>ゼミにしたい。特に3年後期のゼミでは、 4年の卒業論文の前段階という意味におい
ても、自分の問題意識をしっかりつかんで白らの課題に近づいてほしい。

朝鮮、アジアと世界」

.使用予定テキスト

金石範『新編「在日」の思想』(講談社文芸文庫)金史良『光の中に』(講談社文芸文庫)

草深し』(小学館文庫)金石範既Eの死
1抽'
多'、

金石範・金時鐘「なぜ書きつづけてきたかなぜ沈黙してきたか』(平凡社)

竹田青嗣『く在日>という根拠』(ちくま学芸文庫)・李良枝『由煕ナビ・タリョン』(講談社文芸文庫)
玄月『蔭の棲みか』(文芸春秋社)柳美里『家族シネマ』(講談社)

林浩治「戦後非日文学ぎ創(棄斤幹社)林浩治「在日朝鮮人日本語文学ヨ制(新幹社)
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韓国挺身隊研究所『よくわかる韓国の「慰安婦」問題』(アドバンテージサーバー)
小倉紀蔵『韓国は一個の哲学である』(講談ネ士)

.ゼミの進め方

3年の前期では、参加者全員が事前にテキストを読み、ゼミでは一人か二人に内容をまとめて発表してもらった
あと、皆で討論を行う。後期からは、毎回の発表者と司会者を事前に決め、ゼミの内容・進行等を学生が主導する
ものにしたい。



.成績評価基準

学期末のレポートで評価する。出席率、普段の授業態度、発表の内容を評価に加える。

.ゼミ選択上のアドバイス

3年のゼミは4年の卒論につながるものだから、自分の興味・関心のある分野を積極的に選んでほしい。

仙盾 365



高橋正樹(たかはしまさ劃

.教員の研究テーマ

現在は、グローバリゼーションが国家と社会にもたらす影響にっいてと、タイを中心とした東南アジアの政治や
国際関係について研究しています。

.教員の現在の関心

タイの今後の政治変動はどのようになるのか。学生の就職は大丈夫だろうか。原発事故によって明らかになった
日本社会のひどさは一体何だ。

.これまでの卒論テーマ

「戦争責任と戦後世代」「ビルマの民主化問題」「民族主義と国民国家」「中国の経済成長と農村問題」「コメ自由
化と新潟のコメ農家の将来」畔笊易における国際交流」「格差社会と教育」他

.ゼミテーマ・タイトル

グローバリゼーション・格差・原発事故

.ゼミ内容

3年前期は原発事故で明らかになった日本社会の問題点を明らかにします。 3年後期は、グローバリゼーシヨン
と日本社会の格差問題を扱います。これらの研究を元にして、 3年の12月頃からは卒論研究をスタートさせます。
卒業論文のテーマに関しては、世界と日本の政治経済関係という範囲の中で学生の主体性を尊重します。

.使用テキスト

橘木俊詔叶各差社会』岩波書店、 2006年;伊豫谷登士翁『グローバリゼーションとは何か』平凡社、 2002年。
原発事故関連の書籍、論文。

.ゼミの進め方

ゼミでは、学生が中心となって議論を重視します。また、学生の主体的・自発的学習を求めます。

.成績評価基準

出席、ゼミでの議論、課題の内容を重視します。

.ゼミ決定に際してのアドバイス

和気藹々とした楽しいゼミです。充実した楽しい大学生活を送りたい学生は是非、高橋ゼミヘ。
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グレゴリー・ハドリー

.教員の研究テーマ

The teacher studies cross・culturalissues、 Niigata' s local history、 1Ssues of war and peace、 and English

Language education are studied

.教員の現在の関心

The teacher has written a book on Niigata during the end ofthe paci五C war

.これまでの卒業論文のタイトルー例
=

Researching the causes of class Breakdowns in Junior High schools

、 A S加dy ofthe History of 血e Bible in JaP飢

、 How to write a Research paper in EngⅡSh
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.ゼミテーマ・タイ

Studying Today

.内容

Students and teacher W迅 Work together to choose a number ofinternation址 issueS 釦d/or localthemes which

are of common interest and that we W辺 Study together. The goalis to encourage speaking ski11S、 analytical

think血g、 al)d debate

卜ル

S lnternationa1 釦d Loca11Ssues

.使用予定テキス

Field of spears:

.ゼミの進め方

Students wiⅡ read a short assi即ment before com血g to dass、 and wiⅡ have prepared two questions based

On the reading. The teacher W迅 Check to see if the student has read their assignments、 a11d ask the students

further questions. The teacher n〕ay lecture on certain themes to help students be杜er understa11d the subjects
that are discussed

卜

Last Mission ofthe Jorda11 Crew (2007, paulownia press),¥3000

.成績評価基準

Grades are based on dass participation、 attend釦Ce、 aTld writing assignments

.ゼミ選択上のアドバイス

This is a seminar for students to practice English. Those who have anished cEP 2 and who have studied in

the American overseas program are encouraged to attend. The main language of the seminar is English、 and

Students are encouraged to write their graduation paperS 血 EngⅡSh. The minimum TOElc score to partidpate
in this dass iS 500

則慣



アレクサンドル・プラーソル

.教員の研究テーマ

ロシアの大学・大学院の修了後、日本語と日本文化の研究を進めてきたが来日すると、ロシア語'ロシア文化の
授業を与えることになった。現在、両方とも行っていきたいと思う。最近の研究テーマは「日本教育史」である。

.教員の現在の関心

ロシアの上代文化と社会、ロシア人発想の起源、ロシア人論の説に興味を持っている。

19世紀半ばのロシア詩人チュチェフは書いた

ロシアぱ頭でぱ理解できぬ立みの尺度でぱぱか九ぬ。

ロシアだけの芽別の姿かあるロシアぱただ信どるのみ。

この発言の背景にあるのはなんだろうか、ということをあきらかにするなめにロシア社会のもっとも大切な時代
や歴史的な出来事や人物等について研究したり考察したりしたいと思っている。

.これまでの卒業論文のタイトルー例

M.ブルガーコフ著の「巨匠とマルガリータ」における悪魔と並みの人

M.ブルガーコフ著の「巨匠とマルガリータ」における人問としてのキリストの現象

ロシア民族音楽の変遷と伝承

ロシア語と比較してみる日本のオノマトペ

日本とロシアのユーモア文化の比較

.ゼミテーマ・タイトル

「ロシア文化のルーツ」

.内容

ロシア国家の起源から現代までのロシア史を探りながら、その文化と世界観等がどう形成してきたかと突き詰
めるのが主な課題である。それと同時にゼミ学生の発言力がっくようにゼミ中の論争をあくまでも励ましたいと思
う。そのために全員は毎回資料の読んだ部分をプリントにまとめてみんなに配付しなければならない。よくわから
なかったまたは疑問に思ったところにっいては、ゼミの相手に答えてもらうことと他人の疑問に答えるのは義務づ
けられている。

.使用予定テキスト

岩間徹著ロシア史

藤沼孝著ロシア

.ゼミの進め方

学生の意見をロシア史の一番画期的、興味のある時代を選んで以上に書いてあるように授業を進めたいと思う。
考慮にいれて教材を選ぶっもりであるが、毎回の授業は全員の積極的な参加活動を必要とする。

.成績評価基準

出席率、発表の内容と形、討論参加度を考慮にいπて成績評価を行う。

(増補改訂版)山川出版社

その歴史と心第三文明社

.授業選択に際してのアドバイス

人の前で自分の見解等を発表し、意見交換の形で討論の進め方と高等レベルの基礎知識を身にっけたい人を歓迎
する。ロシア社会史を通じて異文化の理解を深めたい人なら、だれでもいい。

1992

1995
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松尾瑞穂はつぉみずほ)

.教員の研究テーマ

文化人類学(特にジェンダーと医療の人類学)を専攻。南アジア、インド社会をフィールドとして、女性のりプ

ロダクション(出産や避妊、不妊など文字通りの人と社会の「再生産」に関わること)の近代化と変容過程につい

て研究をしている。

.教員の現在の関心

身体とテクノロジー(科学技術に限らず広義の技法)との関わりに関心を持っている。たとえば、インドにおけ

る代理出産や体外受精がもたらす家族関係の変容、家族計画・産児制限と優生思想、科学技術と力ースト間の浄

不浄観念の変容など。近年はインドにおけるトランスナショナルな代理出産の実践について考えている。

.これまでの卒業研究のテーマ

日本における少子高齢化、辛斤潟の人口流動と過疎化、家族と住宅の変容、ジェンダーと女性就労、サッカーとグロー

バリゼーション、食生活と食育、食の欧米化、宗教による食のタブー、HⅣ/AIDSの増加要因、老人福祉と在宅介護、

性のボーダーレス化とファッション、など。

.ゼミテーマ・タイトル

変わりゅく日本の家族ーグローバル化する家族、個人化する家族、家族を越える家族

.内容

本ゼミでは、ジェンダーや結婚、生活や文化の変容、少子化、高齢化、グローバル化などのさまざまなトピック

を、「家族」という大きなテーマのもとで考える。取り上げるトピックは「家族」に関わるものとはいえ、社会学、

人類学、経済学、ジェンダー、歴史学など多岐にわたるので、様々な視点からある現象を広く深く学び姿勢をぜひ

ゼミで育んで欲しい。そして、 4年生以降の卒業論文のテーマ決めに活かしてもらいたい。なお、本ゼミは必ずし

も文化人類学の予備知識を必要とはしないが、何らかの「調査」に基づいて卒業論文を執筆することを強く推奨す

る(そのための指導とガイダンスは行う)。教員の研究テーマである「文化」や「ジェンダー」などのトピックに

関心があればベストだが、それ以外でも広く指導するつもりである。

.使用予定テキスト

稲賀繁美編(2000)「異文化理解の倫理にむけて』、名古屋大学出版会。

春日直樹編(2008)『人類学で世界を見る一医療・生活・政治・経済』、ミネルヴァ書房。

西川祐子(2004)『住まいと家族をめぐる物語一男の家、女の家、性別のない部屋』、集英社新書。

上野千鶴子(1994)『近代家族の成立と終爲』、岩波書店。

上野千鶴子(20Ⅱ)『ケアの社会学一当事者主権の福祉社会ヘ』、太田出版。

その他、受講生と相談の上決定。理解を深めるために、映画やドキュメンタリーを用いて分析することも考え

ている。

.ゼミの進め方

前期には、グループ活動を取り入れながら、ゼミ・テーマに関連するトピックについて自分たちで調ベ、分析し、

発表してもらう。その後、決められたテキストの各章を全員力請売み、担当者がレジュメを用意して発表、そして全

員で討論するという形式をとる。また、前期の早いうちに論文(感想文ではなく 1)の書き方について、基本から

しっかり学ぶ時問を取りたいと思う。さらに、ゼミでは毎回、必ず全員が発言することを義務とする。何も老えて

いないテーマに発言することは不可能ではないが、難しい。発言するためには必ず全員が与えられたテーマについ

て調ベ、読解し、自分なりによく岨嘱したうえでゼミに出席すること。後期では、前期と同様、文献の読解を進め

るとともに、各自が卒業論文で取り上げたいテーマに関する基本文献のりストを作成したうえで、もっとも重要だ

と思われる文献を選んで発表する。 4年次は各自が調査研究の結果を報告し、全員で討論する形式としたい。ゼミ

の主役はゼミ生であり、それぞれが積極的に質疑、討論に参加し盛り上げていくことを期待する。

.成績評価基準

ゼミへの貢献度と発表レポートから総合的に評価する。
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.ゼミ選択に際してのアドバイス

日本、外国に限らず、自分で調査をして卒業論文を書いてみたいと思う人に向いている。また、社会のなかで、
「自明(当たり前)」だと思われていることに疑問を抱いていたり、批判的に問い直したいと思っていたりする学生
を歓迎する。あるいは、身体にもジェンダーにも関心はないが、アジアのことを知りたい!だとか、インドに興味
があるという場合も大歓迎である。なお、本ゼミでは文化人類学関連のテキストを読むことも多いので、ゼミ生は
「文化人類学」(2年次)や、 3年次後期に開講される社会調査演習も履修する(している)ことが望ましい0
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矢口裕子(やぐちゅうこ)

.教員の研究テーマ

女陛作家を中心としたアメリカ文学研究。フェミニスト/ジェンダー/セクシュアリティ批評。

.教員の現在の関心

ヨーロッパに生まれ、アメリカに移住した女性作家アナイス・ニンの日記研究。彼女の日記には、生前出版され

た全7巻のシリーズがあるが、死後「無削除版」と銘打たれたものが続々と刊行され、それ以前のイメージを裏切

る新しいニン像を提出している。無削除版第1弾となる「ヘンリー&ジューン』では、作家へンリ ミラー、そ

の妻ジューンとの特異な三角関係の中で、ジェンダー/セクシュアリティの実'験者としてのニンが立ち現れる。新

しいジェンダー/セクシュアリティ批評の成果を使い、アナイス・ニンを「読み直す」ことが現在の関心事。

.これまでの卒業論文のタイトルー例

なし

^ゼミテーマ

フェミニス

.内容

フェミニスト/ジェンダー批評とはいったいどういうものかを理解するとともに、実際にそれを使って文学や映

画、あるいは音楽を読み解き、批評の実践をすることを目指す。

最近の若者は本を読まなくなったとよく言われるが、このゼミナールでは「読む」ことを学び、かつ楽しむこと

をめざす。だがむろん、ただ漫然と読むのでなく、一定の批評的視点をもって読むと、作品の表面から隠れている

構造が明らかになったり、作者の意図を超えた問題が浮かび上がってきたりする。そうなると「読む」ことは単

に受動的行為でなく、主体的に作品に関わり、切り込んでいく作業となる。そのさい、作品を読み取る視点を与え

てくれたり、切り取る道具となるのが批評理論と呼ばれるものだ。

フェミニズムには、女性の権利拡張を求める社会運動の側面と、学問的批評理論の側面があり、このふたつは切

り雜すべきものではない。現実の女性をめぐる状況が理論を研ぎ澄まし、また、精緻な理論的活動が運動を背後か

ら支えてきた歴史があるからだ。

本ゼミナールでは、批評言語としてのフェミニズムに注目し、それを道具として使いこなしうる批評的読み手、

さらにはフェミニスト批評の書き手の養成を最終的な目標とする。

・タイトル

ト/ジェンダー批評入門

.使用予定テキスト

『文学を社会学する』朝日新聞社

「男流文学論』筑摩書房

『もう女はやってられない』講談社

『ヒロインは、なぜ殺されるのか』講談社プラスアルファ文庫

『ヒロインからヒーローヘ』田畑書店

『女が読む日本近代文学』新曜社

『男性作家を読む』 0

『女というイデオロギー』南雲堂

『どうにもとまらない歌謡曲一ーフ0年代のジェンダー』晶文社
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.ゼミの進め方

レポーターとコメンテイターを学生力斗旦当する。レポーターの仕事はテキストの要約、資料情報の提供、自分の

意見を述ベることである。それを受けてコメンテイターが質問・意見等を述ベ、他のゼミ生の発言や参加を促す。

いずれにせよ、ゼミを動かし、回していくのは学生の役割である。

.成績評価基準

レポーターとしてのゼミへの貢献、普段の発言等授業ヘ取り組む積極性、そして無論レポートの成果を総合的に

判断する。

則盾



.ゼミ選択上のアドバイス

3年ゼミは卒論に直結する重要なものなので、白分の興味 適正を熟慮の上選択してほしい。
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吉澤文寿はしざわふみとし)

.教員の研究テーマ

朝鮮現代史、とくに「植民地責任」/植民地主義をめぐる日朝関係。

.教員の現在の関心

1)1965年に実現した日韓国交正常化に至るまでの交渉過程について、日韓双方で新たに開示された外交文書を

使って再検討を試みている。 2)「植民地責任」をキーワードとして、在日朝鮮人、植民地・戦争被害者などの視

点から朝鮮及び日本の現代史、ひいては世界史を理解する方法を追究している。 3)新潟のなかの朝鮮の歴史にも

関心をもって史料を集めたり、歴史の現場を訪れたりしている。

.これまでの卒業研究のテーマ

20Ⅱ年度吉澤ゼミの学生による卒業論文のタイトルは以下の通りである。

韓国ワーキングプア~青年貧困問題とその解決に向けて~

.ゼミテーマ・タイトル

3年次:朝鮮近現代史を自主的に学ぶ

4年次:みずから定めたテーマを最後まで考え抜く

.内容

3年次に韓国の高校教科書をテキストとして、朝鮮近現代史を学ぶ。テキスト講読を通して、学生各自が関心や

疑問を持ったことをさらに追究することを課題とする。また、学生からの要望があれば、他の文献及び史料講読、

フィールドワークなども行ないたい。

4年次にみずから定めたテーマで卒業研究を行なう。卒業論文のテーマは韓国/朝鮮関係に限らなくてもよい。

.使用予定テキスト

3年次:韓哲昊他著/三橋広夫訳『韓国近現代の歴史』明石書店、2009年。

4年次:とくになし。このほか、学生と相談して、講読すべき文献などがあれば、耳又り上げたい。

.ゼミの進め方

3年次:報告者はテキストの内容をまとめ、関心や疑問があることを調ベ、論点を明確にする。他の学生もテキ

ストを読み、関心や疑問があることを調ベておく。議論を通して、各自が理解を深める。

4年次:学生が卒業研究報告を順次行ない、議論を通して理解を深める。

.成績評価基準

卒業研究にいちばん大切なことは、自らの課題に真剣に向き合い、粘り強く問い続ける意志である。

.ゼミ選択上のアドバイス

志望理由書には残りの2年間で自分が何を学びたいのか、できる限りでよいので、よく考えて書いてほしい。
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システムt寅習

巨

基礎演習1

基礎演習2

情報処理演習(F, U, C,W)

情報システム演習 1

情報システム演習2

専門演習A

専門演習B

専門演習C

専門演習D



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

必イ惨

<授業目的>

特定テーマにっいて少人数のクラス(1クラス16名程度)による演習を通して、情報収集、プレ
ゼンテーション、チーム作業、社会ヘの適応などの能力を養う。各種資料からテーマを見っけ、自分

の解釈、意見、提案をまとめたものや、グループ内で議論した内容などを各自が発表する。なお、各
クラスを教員 1名が担当し、学生と教員の密接なコミュニケーションをすすめる場としても活用す

る。「自ら考え、自ら行動すること」を重視する。

古門

門

1年

<各回毎の授業内容>

以下は演習のガイドラインを示したものなので、

【基礎演習 1】

1~2.自己紹介、履修指導

3~4.映像鑑賞

5~6.情報閲覧室の利用、情幸剛又集

フ~10.プレゼンテーション、文章表現

Ⅱ~12.学生生活、キャリア設計に関すること

13~15.クラス独自の課題による演習

授業科目

基礎演習1

基礎演習2

担当教員(所属等)

<成績評価方法>

適宜実施するプレゼンテーション、チーム作業、レポートなどに点数を付け、合計点を100点満点

に換算して評価する。

ー、..

側盾

情報システム教員

<教科書・参考文献>

最初の授業時に配布する。

各クラスで内容や順序が変更になることがある。

【基礎演習2】
1~3.プレゼンテーション、文章表現

4~10.チーム作業による演習

Ⅱ~12.学生生活、キャリア設計に関すること

13~15.クラス独自の課題による演習

<学習到達目標>

【基礎演習 1】

人前で白分の考えを説明し、他人の考えを聞いて意見交換することができること。(約50%)

情報を収集、整理して、問題点、解決策、考察をプレゼンテーシヨンやレポートに表現できるこ
と。(約50%)

【基礎演習2】

情報を収集、整理して、問題点、解決策、考察をプレゼンテーションやレポートに表現できるこ

と。絲り50%)

チーム作業を通して問題解決にあたることができること。(約50%)

(関連する学習・教育到達酎票A)
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

コンピュータを用いてさまざまな情報を処理する手法を学ぶ。習熟度や希望コースに対応できるよ

うに、並列して各演習を開講するので、学生は各自の目的に合わせて学習モデルを作り、履修する。

開講される演習は以下の通りである。

門

門

1)情報処理演習F

コンピュータの基本操作に慣れることを目的とし、ワードプロセッサ、表計算、プレゼンテー

シヨン、HTMLなどの演習を通して、コンピュータの基本的な技術を身につける。

2)情報処理演習UI

実社会における問題などを解くために、Excel, SQL, visualBasiCを用いてアプリケーションの高

度利用技術を習得する。

3)情報処理演習U2

情報処理演習U1を受け、さらなるデータ処理恒Xce1による統計的手法及びシミュレーション)

と、データベース(Access)について学習する。

4)情報処理演習a

コンピュータを使用して、情報処理の問題を角羣決するために必要な、プログラミング技術の基本

をC言語により学習する。

5)情報処理演習C2

情報処理演習C1を受け、より進んだC言語のプログラミング技術を学習する。

6)情報処理演習W

コンピュータの仕組みやOSについて体'験的に学習した上で、ウェブプログラミングに関して学

習する。

授業科目

情報処理演習F・U・C・W 2

担当教員(所属等)

情報システム教員

<受講に当たっての留意事項>

1、 2年次前期後期に各演習を2科目以上履修する(選択必修)。

1、 2年次生が同時に受講する。

あらかじめ開講クラス数が決まっているので、履修希望人数が多いときは履修できない場合があ

る。

前後期の最初に説明会を行い、履修希望調査を行う。

各演習の授業内容、成績評価方法、教科書・参考文献、受講に当たっての留意事項、学習到達目標

は次頁以降を参照すること。

則盾 37フ

学
期

単
位
数

学
年

専

専



入学年度

区分

22年度以降

幻年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

コンピュータの基本操作に慣れてぃない学生およびーから学習したい学生を対象とし、コンピュー

夕の基本操作の学習を目的とする。ワードプロセッサ、表言十算、プレゼンテーシヨン、インターネツ
ト、ウェブページ作成などの演習を通してコンピュータの活用技術を身にっける0

門

宙門

<各回毎の授業内容>

1 パスワードの登録、ウェブブラウサ、ウェブメール

2 コンピュータの基本操作

3 7ードプロセッサ 1 (word l)

4 7ードプロセッサ 2 (word 2)

5 7ードプロセッサ 3 (word 3)

6 7ードプロセッサ4 (word 4)

7 表計算1 (exce11)

8 表計算2 (exce1 2)

9 表計算3 (exce1 3)

10 表計算4 (exce1 4)

H 表計算5 (exce1 5)

12 プレゼンテーション(power point l)

13 ウェブページ1 (HTMLD

14 ウェブページ2 (HTML2)

15 ウェブページ3 (HTML3)

1年

授業科目

情報処理演習F

側慣

2

担当教員(所属等)

ーき'.

剛 西山茂・岸野清孝

<成績評価方法>

適宜レポートを提出させる。演習時間の評価(40点)、レポートの評価(60点)の合計点を100点

とする。

<教科書・参考文献>

入学時に全学生に配布される情報システムガイドを使用する。

<受講に当たっての留意事項>

情報センター利用規則を守ること。

<学習到達目標>

コンピュータの基本操作を学習することにより、仕事や生活にパソコンやインターネツトを活用す

る力をつける。

(関連する学習・教育到達目標:C)

378

学
期

学
年

専

単
位
数



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

実社会における問題などを解くためにアプリケーションの高度利用技術を習得することを目的とす

る。アプリケーションとしてExcel、SQL、 VB (visual Basic)を使用する。 Exce1は基礎的な内容を理
解していることを前提に、文書の作成やデータの分析など、さらに進んだ内容を扱う。SQLば情報

システムとして最も使用されているデータベースを扱う言語であるが、演習では主にりレーシヨナル

データベースのデータ照会について学ぶ。 VBはWindowS用アプリケーションを簡単に作成できるプ

ログラミング言語であるが、演習では簡単ないくつかのプログラムを作成し稼動させることにより理

解を深める。

側慣

門

門

1年

2年

授業科目

<各回毎の授業内容>

I Exce1 グラフの作り方の応用

2 0 カウント、集計表、度数

3 0 様々な関数の使い方

40 表引き関数の使用の仕方

5 Exce1 表計算ソフトの歴史と現状、理解度テスト

6 SQL データ操作言語ΦML)の利用

データの照会 SELECT文によるデータの取り出し7 ウ

8 0 データの照会 FROM節、WHERE節、GROUPBY節、ORDERBY節

9 0 RDB(RelationalDataBase)の表に対する基礎

10 SQL 理解度テスト

Ⅱ VB VBについて、プログラミングの基礎

120 計算の仕方

コントロールの使い方13 ウ

グラフィックスの使い方14 0

理解度テスト、全体のまとめ15 VB

情報処理演習UI 2

担当教員(所属等)

ーユ"

379

高木・槻木・山下

小林・上西園

<成績評価方法>

時間内に行う演習課題の評価点の合計を40%、適宜提出させたレポートと理解度テストの評価点

の合計を釦%として成績評価を行う。

<教科書・参考文献>

必要な資料は酉酎寸する。

<受講に当たっての留意事項>

情報センター利用規則を守ること。

<学習到達目標>

アプリケーションの利用技術を学習することにより、仕事や生活にパソコンやインターネットを活

用する力を習得する。

(関連する学習・教育到達目標:C,D)

学
期

単
位
数

専

専

学
年

剛
後



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

Exce1やAccesSのようなアプリケーションは道具であり、目的達成のための手段である。この課目
ではソフトの操作の仕方よりも、目的の方を重視して学習する。 Exce1を使って、統計分析やシミュ

レーションを学ぶ。 AccesSを使ってデータベースの作成を学ぶ。このような学習によって対象とす

る分野の理解と共にレベルの高いアプリケーションの使い方が習得できる。

門

専門

<各回毎の授業内容>

1 オリエンテーション

担当小宮山Exce1による統計分析

①基本統計量

②会社が求めている人材と売れ筋商品

③顧客のランキンク

④ファミリーレストランの印象

⑤同上及びテスト

AccesSによるデータベースの作成担当高木

(1)AccesSの根死要

②オブジェクトの作成

(3)りレーションシップとコンボボックス

④クロス分析とデータベースの正規化

⑤同上及びテスト

担当白井Exce1によるシミュレーション

①方程式の利用と最適化

②VBAと連続型シミュレーション

③乱数で学ぶ確率論

④りスク分析とモンテカルロシミュレーシヨン

⑤同上及びテスト

1年

2年

授業科目

情報処理演習U2

位
数

2

担当教員(所属等)

ー、』.

(関連する学習・教育到達目標:C,D)

380

高木義和・白井健二

小宮山智志

<学習到達目標>

専門科目の中でアプリケーションがどのように使われるかを理解させるとともに、アプリケー

ションの高度な技能を習得させる。

側慣

<成績評価方法>

演習課題・レポート課題及び最終回(各5回目)のテストの成績による。

<教科書・参考文献>

教科書を配布する。

<受講に当たっての留意事項>

Exce1の基礎的事項を習得していることが望ましい。

学
期

学
年

専

2
3
4
5
6

7
 
8
 
9

0
1

1
1

剛
後

1
2
 
1
3
 
H
 
1



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

コンピュータを使用して情報処理の問題を解決するために必要なプログラミング技術の基本を、C

言語により学習する。初めてC言語を学ぶ学生を対象に、データ型、入出力処理、演算、制御構造、

配列、関数といったプログラミングの基本を学習する。

声門

門

<各回毎の授業内容>

1 ガイダンス及びクラス分け

2 C言語プログラムの基礎、プログラミング環境について

3 データ型、入出力

4 1寅鉾:

5 制御構造(分岐迂文)

6 制御構造(分岐SW辻Ch文)

7 制御構造(反復d0文)

8 制御構造(反復While文)

9 制御構造(反復for文)

10 制御構造のまとめ

Ⅱ配列の基礎

12 配列の応用

B 関数の基礎

H 関数の応用

15 まとめ、理解度テスト

注)受講する学生の理解度により、講義順序、分量を調整することがある。

1年

2年

授業科目

情報処理演習CI

則盾

2

担当教員(所属等)

-1ι.

381

桑原 石川・中田

佐藤

<成績評価方法>

時間内に行う演習課題の評価点の合計を40%、宿題レポートの評価点の合計を30%、理解度テス

トの評価点を30%として成績評価を行う。

河原

<教科書・参考文献>

教科書「新版明解C言語入門編」柴田望洋ソフトバンククリエイティブ2,310円

参考文献はその都度紹介する。

<受講に当たっての留意事項>

情報センター利用規則を守ること。

<学習到達目標>

C言語プログラミングに関する基本的な知識を理解し学習することにより、簡単な問題の解析を

行うことができること q寅習10%・宿題10%)。プログラム作成やデバッグができるようになること

q寅習30%・宿題20%・テスト30%)。

(関連する学習・教育到達目標:CP)

学
期

学
年

専

単
位
数

剛
後



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

コンピュータを使用して、情報処理の問題を解決するために必要な、プログラミング技術をC言語

により学習すると情報処理演習C1を受けて、さらにポインタ、構造体、ファイル処理を使用したプ

ログラミングの応用方法を学習する。

宙門

専門

<各回毎の授業内容>

1 ガイダンス及びクラス分け

2 復習:全般

3 復習:配列について

4 復習:関数について

5 ポインタの基礎

6 ポインタと配列

フポインタと文字列

8 ポインタと関数

9 構造体の基礎

10構造体の応用

Ⅱファイル処理の基礎

12 ファイル処理の応用

]3応用問題

14 ウ

15 まとめ、理解度テスト

1年

2年

授業科目

情報処理演習C2

382

2

担当教員(所属等)

^

則11S

石井忠夫・中田豊久

<成績評価方法>

時問内に行う演習課題の評価点の合計を40%、宿題レポートの評価点の合計を30%、理解度テス

トの評価点を30%として成績評価を行う。

<教科書・参考文献>

教科書畔斤版明解C言語入門編」柴田望洋ソフトバンククリエイティブ2,310円

参考文献はその都度紹介する。

<受講に当たっての留意事項>

情報処理演習C1を履修し、C言語の基礎について理解しておくことが望ましい。

情報センター利用規則を守ること。

<学習到達目標>

C言語プログラミングに関する全般的な知識を理解し学習することにより、さまざまな問題の解

析を行うことができ q寅習10%・宿題10%)、プログラム作成やデバッグができるようになる q寅習

30%・宿題20%・テスト30%)。

(関連する学習・教育到達目標:C,D)

学
期

学
年

単
位
数

剛
後



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

コンピュータの基本構成やネットワークについての知識を体'験的に学習した上で、ウェブプログラ

ミングに関する基礎技術を学習する。前半では、コンピュータの仕組みを理解し、OS(Linux)をイン

ストールして使い方を理解する。次にネットワークの設定を行い、ウェブサーバを構築する。後半で

は、CSSJ即ascript、CG1等のウェブプログラミング技術に関する基本的な学習を行う。

門

宙門

<各回毎の授業内容>

1 ガイダンス

2 前半1 コンピュータの仕組み

3 前半2 コンピュータの組立て

4 前半3 0Sのインストール

5 前半40Sの基本設定、使い方

6 前半5 ネットワークの設定

7 前半6 ウェブサーバの構築・設定

8 前半7 まとめ

9 後半I WWWのしくみ、ウェブプログラミングの基礎、HTML

10 後半2 スタイルシート(CSS)

11後半3 Javascrゆtの基礎

12 後半4 Javascrゆtの応用
13 後半5 CG1の基礎

14 後半6 CG1の応用

15 後半7 まとめ

授業科目

情報処理演習W

383

2

担当教員(所属等)

近藤進・石井忠夫

河原和好

<成績評価方法>

時間内に行う演習課題の評価点の合計を如%、適宜提出させるレポートと理解度テストの評価点

の合計を釦%として成績評価を行う。

<教科書・参ぎ文献>

・必要な資料を酉酎寸する。

・参考文献はその都度紹介する。

<受講に当たっての留意事項>

・講義や演習でHTMLに関して理解しておくことが望ましい。

・情報センター利用規則を守ること。

<学習到達目標>

コンピュータやネットワーク、ウェププログラミングに関する演習を行うことにより、コンピュー

夕の構成とネットワーク(前半の成績評価による)、ウェブの仕組み(後半の成績評価による)につ

いて理解できるようになる。

(関連する学習・教育到達目標:C)

仙慣

学
期

学
年

専

単
位
数



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

老Ⅷ多
<授業目的>
各自が主体口祝こ"情報システム"を創造し、または情報システムを活用し情報を創造するために必

要になるであろう、基礎的な方法・概念の取得を目的とした演習である。

門

<各回毎の授業内容>
情報システム演習 1ど情報システム演習2をあわせると30回の演習が行われる(前期:「情報シス

テム演習 1」15回、後期「情報システム演習2」15回)。前期の第 1回目係急合演習 1)では演習の
ガイダンスならびにこの演習の位置づけの説明を行う。第15回目係急合演習2)では前期のまとめ
を行う。後期の第 1回目(総合演習3)では、研究室配属のガイダンスを行う。第15回目(総合演
習4)では情報システム演習 1・ 2全体のまとめを行う。この他に前後期あわせて26回の演習を行
う。演習で学ぶ内容は以下の4つのグループに分けられる。

D 地域社会や企業を経済的・経営的視点から捉えるための種々の方法を学ぶ。新潟・日本・世界
といった地域的な広がりに着目したホ丕済的分析と、需要予測、金利と償却、在庫管理について学
、(NO.1~フ)。

2)数量的なデータの解析の仕方を学ぶ。自らデータ分析ができるように、また既存のデータ分析
の結果を評価し、利用できる能力を身につけるための基本的なトレーニングを行う。さらに、就
職試'験問題に出題される問題を解くために必要な数学の基礎を学ぶ(NO.8~15)。

3)企業での業務を分析し、コンピュータを利用した情報システムを設計するための一連の方法を
学ぶ。コンピュータによる情報システムを設計するために業務・情報の流れを図式化し分析する

と、コンピュータに入力すべき情報を確定し、入力画面を設計すること、入力された情報をこ

データベース化する方法を修得する(NO.16~21)。

4)コンピュータの中ではどのようにして演算が行われているのかということを理解する。まず論
理回路の実験を行ない、電子による演算を体験する。次にマシン語によるプログラムの作成を行
ない、演算の仕組みを学ぶ。また、制御用マイコンにプログラムを書き込み、その使い方を学ぶ
(N022~24)。

宙門

2年

授業科目

情報システム演習1

情幸艮システム演習2

位
数

担当教員(所属等)

384

ーエι.

側慣

情報システム教員

<成績評価方法>
半期ごと、演習時課題点40点、レポート点60点の合計100点満点で成績評価を行う。

<教科書・参考文献>
第1回演習時にテキストを配布する。
NO.12~NO.15では別途テキストを指定するので、教科書販売時に購入すること。

<受講に当たっての留意事項>
演習に出席しなければ、成績評価の対象とならない。

<学習到達目標>
1)情報システムを分析し、設計するためのさまざまな手法を使って、問題解決に応用できるデザイ
ン能力を身につける。

2)情報システムを有効に活用するための基礎的な考え方を、演習を通して身につける。

(関連する学習・教育到達目標:E)

学
期

1
 
1

学
年

専
剛
後



N0

世界経済と日本

演習項目

2 日本経済の動向

3 新潟県の位置付け

4 需要予測

5

世界主要国の人口およびGNpper Caplta

を理解する。

在庫管理

日本経済のGNP・GDP、産業構造の変化、個人消費構造の変化等のマクロ経済

について学ぶ。ついで、 GDPの変化と個人消費構造の変化と相関分析を行う。

6 金利と償却

国内統計データより、各県毎の経済指標、生活指標を比較し、全国における新

潟県の位置付け、特色を理解する。新潟県の情報産業データを分析し実態を理

解する。

7 財務諸表分析

モデルデータのグラフ化、数式化、数式モデルによる需要予測の考え方を学ぶ。

N0

発注時期や発注量は、在庫の基本的な意思決定因子であり、これらが一定か変

化するかにより、種々の在庫管理方式が存在する。これらについて学習する。

1寅習内谷

金利について単利・複利の概念を解説し、実際の金利計算をおこないその違い

を体.験する。固定資産の減価償却の概念を学び、定額法と定率法償却計算の構

造を理解する。

8

演習項目

サンプリング

を求め、貿易収支と為替レ

財務諸表の数値を加工することによって、成長性、利益性、採算性、安全性、

生産性などを測定する。過去の会計情報を分析し、将来に生かす方法を理解する。

9
さまざまな分布の理解

とデータの単純集計

偶然との付き合い方を学びます。一見すると偶然は予測不能なように思えます

が、違うのです。偶然だから推定できるのです。なぜ"ランダムサンプリング"

しなけれぱならないのか、そのしくみを実'験を用いて、実感していただきます。

さらにこのしくみを用いて、推定することを学びます。

10 統計的検定と推定

トの関係

調査や測定によってデータが得られたならば、どのような結果が生じたかを知

るために代表値を算出したり図表を作成したりする。本演習では、実際に得ら

れたデータを用いて度数分布図や散布図等を作成する。

Ⅱ 相関分析と回帰分析

推測統計学の代表的な手法である統計的検定について学ぶ。理解すべき概念は

帰無仮説と対立仮説・有意水準・ノンパラメトリック検定とバラメトリック検

定などである。具体的手法として2つの平均値の差の検定(t検定)・ 2つの分

散の検定(F検定)・独立性・関連性の検定(クロス集計表による検定)を例題

により演習する。

12

i寅習内谷

数学の基礎①

B

2つの1予陛の間の関係を知るための方法として、散布図、相関係数、寄与率を

理解する。ついで回帰直線を求め、回帰係数、切片、残差などを理解し、一方

で実測値からもう一方の値を推定する方法を学ぶ。また、複数の実測値からー

つの値を推定する重回帰分析についてもこの章で学ぶ。

数学の基礎②

14 数学の基礎③

割合の計算・損益算・年齢算・仕事算など就職試'験問題に出題される問題を中

心に解法を概説する。また、指定テキストにある問題など演習問題を多く解く

ことで、実力をつける。

15 数学の基礎④

速度算・通貨算など文章題および数学的推論や論理的思考問題など就職試験問

題に出題される問題を中心に解法を概説する。また、指定テキストにある問題

など演習問題を多く解くことで、実力をつける。

就職採用試'験に広く採用されているSP12非言語問題を突破できるように、

では、場合の数、集合、確率、 n進法について指定テキストの演習問題を解く

とにより、解法を修得する。

則慣

就職採用試'験に広く採用されているSP12非言語問題を突破できるように、
^^

、ー、^

では、虫食い算、不等式、進路と方向、 PERT手法について指定テキストの演

習問題を解くことにより、解法を修得する。

385
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N0

16
システム構造の理解と

図式表現

演習項目

17 情報の流れの分析

玲

業務(仕事)の情報システム化を考える時には、対象とする仕事の仕組みを調

査し、その仕事が何を目的とし、どのように行われているかを理解する事が必

要である。仕事の仕組みを誰でもが理解できる図表で表現し、仕事の内容を分
析する方法を学ぶ。

入力情報の分析

19

仕事の内容を分析し、機能(仕事の単位)に分解したら、各機能を実行するた

めにどのような情報が必要かを分析する。その結果を、機能ど情報の関係を表

現する図である、データフローダイアグラムに書き表す方法を学ぶ。

蓄積情報の分析

20

仕事を実行するために必要な情報(入力情報)の内容を分析し、必要とされる
情報項目を明らかにする。そして、入力情報をコンピュータにインプツトする

ための入力画面を設計する方法を学ぶ。

リレーショナルデータ

ベース

21

演習内容

入力された情報をコンピュータ内に蓄積し>必要な時に利用できるようにする

ために、どのような情報を蓄積するべきかを考える。蓄積するべきいろいろな

情報の内容と、それらの関連を分析し、エンティティリレーシヨンシツプダイ

アグラムに書き表す。

SQL (データベース照

釜ミー言吾)

N0

22

コンピュータ内に情報を蓄積するための方法として、最も一般的なテーブル形

式のデータベースであるりレーショナルデータベース(関係データベース: R

DB)について、その設計方法ど活用方法を学ぶ。

論理演算

23

演習項目

ワンボード

コンヒュータ

リレーショナルデータベース(RDB)に情報を蓄積し、必要な情報を的

確に耳又り出すためのデータベース操作言語である S Q L (structured Query

Language)を実習を通して学ぶ。

24
HCマイコン

による制御

ロジックトレーナーを用いて論理回路を組み、電子による演算の仕組を知る。

マシン語のプログラムを作成し、コンピュータの動作の基本を理解する。

マイコンはコンピュータの機能を圧縮したもので、自動車や家電に広く使われ

てぃる。ここでは、マイコンに簡単なプログラムを書き込み、その使い方を学ぶ。

1寅習内谷

386 側慣



入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

「情報とシステム」を専門分野とする学生を対象とし、オブジェクト指向型の情報システム開発手

順と図式記述法(UML)を学び、具体的な問題を対象にオブジェクト指向による分析、設計、及び

Visual BasiC言語による実装を行うことにより、実際の問題解決をコンピュータを使って実現する

方法を体得する。

門

門

<各回毎の授業内容>

1 演習ガイダンス及びオブジェクト指向設計概説

2 オブジェクト指向分析、設計の概念

3 UMLの概要と要件定義(ユースケース分析)

4 動的モデリング(シナリオ分オ月

5 静的モデリング(オブジェクト分析)

6 Visual BasiCによる例題の実装 1

(オブジェクト指向設計による住所録システムのプログラム)

7 Visual BasiCによる例題の実装2

(オブジェクト指向設計による住所録システムのプログラム)
8 予約システムの分析設計1

9 予約システムの分析設計2

10 予約システムの実装1 (プログラム作成)

Ⅱ予約システムの実装2 (データベース作成)

12 予約システムの実装3 (実装とデバッグ)

13 予約システムの実装4 (システムのテスト)

H 成果発表と評価

15 理解度テスト

3年

授業科目

専門演習A 2

担当教員(所属等)

ー、1-

剛
桑原・小林・石井・石川

槻木・西山・高木

<成績評価方法>

課題レポート、実習および理解度テストで、情報システムの企画、設計、構築の方法に関する理

解度を評価する。(50%)

オブジェクト指向技術を実際の問題解決に応用できる力を、システム実装結果及び成果発表によ

り評価する。(50%)

桑原,

小林

小林

石井

石井

石川

<教科書・参考文献>

参考書:ジョセフ・シュムラー著、長瀬嘉秀監訳

テキスト「専門演習A」を配布する。

<学習到達目標>

UMLを使ったオブジェクト指向分析、設計、プログラミングの方法を理解できるようになる。

(50 %)

簡単な問題に対し、オブジェクト指向モデルでの開発ができるようになる。(50%)

石川

槻木

槻木

西山,石川,桑原

西山,石川,桑原

西山,桑原

西山,桑原

西山,高木

桑原

(関連する学習・教育到達目キ票G)

側11S

「独習UML」翔泳社 3600円
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択

<授業目的>

この演習では,卒業研究の前段階として,テーマ(問題)を選定し,その問題にっいてどう解決すべ
きなのかを考え,それを実践し,報告するといった一連の研究形式を学びます.テーマは,B分野で耳又

り上げられるべき「人問と社会」に関するものに限定します.各研究室単位でその研究室に必要な基本
的研究方法,およびデータ解析方法を学び,最終的には,報告書を作成し,発表会を行います

門

声門

<各回毎の授業内容>

全体を大きく4つに分けて演習を行います.第1回目から第4回目までは,テーマとして取り上げ
られるべきB分野の研究領域に関して概説を行います.第5回目から第10回目までは,各研究室に分

かれ,研究テーマ(問題)を選定し,その問題を解決するために調査・実験を行いデータを収集しま
す.第H回目~第13回目では,それぞれ収集したデータを持ちょり,実際にデータ解析を行いながら,
データ解析方法に関して理解を深めます.最後に,第14回目と第15回目には,全体で発表会を行い,そ
れぞれのグループでまとめた研究成果を報告します

3年

授業科目

専門演習B

2~4

5

6

フ~10

H~13

N

15

2

ガイダンス

B分野における研究テーマおよび研究方法の概説

研究テーマ設定

研究計画立案

調査・実験など

データ解析

研究報告書作成およびまとめ

発表会

担当教員(所属等)

ーき.ι一

則
小宮山 上西園

藤瀬

<成績評価方法>

研究発表の成果(30%)および毎回の実習課題レポート(70%)

白井

<教科書・参考文献>

各回に資料を配布します

<学習到達目標>

この演習を通して以下の4つの能力を身につけることを目標とします

1)問いを見つける構想力

2)斬新な仮説を導き出す独創性

3)検証方法に関する応用力

4)結論を導き出す論理的思考力

(関連する学習・教育到達酎鳶H)
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入学年度

区分

22年度以降

幻年度以前

授業科目

区分

選択必修
<授業目的>
本演習では,企業経営における情報システムの利活用に関する基礎的な知識の習得を目指す。具体

的には、経営組織や経営戦略、経営分析、マーケティング、流通と物流などを理論的に学習し、ビジ
ネスゲームを通じて,より実践的な意思決定能力、データ分析能力、プレゼンテーシヨン能力を養う。
さらに、事業計画の技法を取り入れながら、企業経営における問題を発見し、解決策を立案し、問題
解決に至るプロセスを学ぶ。所属研究室を基本としたチームを構成することで、コミュニケーション
能力の向上も充分期待される。

<各回毎の授業内容>

宙門

門

3年

授業科目

専門演習C

回次

1

2

主担当

3

岸野

4

山下

内田・岸野

5

内田・岸野

6

2

オリエンテーション・ビジネスゲーム説明
ビジネスゲーム(練習) 1期,Ⅱ期

担当教員(所属等)

7

ーき上.

財務諸表と経営分析

剛

吉田

岸野

経営組織演習
ビジネスゲーム(基礎)

8

吉田

経営戦略演習
ビジネスゲーム(基礎)Ⅲ期,Ⅳ期

9

高木

内田

10

マーケティング演習
第1回取締役会:株主総会の資料作成

岸野

Ⅱ

小林

山下

内

小林(満)

12

1回株主総会:発表会

市場情報利用演習
ビジネスゲーム(応用)

吉田

13

<成績評価方法>
個人の達成度(66%):小テスト、レポート等。
チームの貢献度(34%):経営力(事業内容の統一性、意思決定の妥当性)、プレゼンテーション能

(発表の分かりゃすさ、質疑の対応の仕方)等。必ず出席し、レポートを提出することが重要。
欠席、遅刻は減点する。

<教科書・参考文献>
専門演習Cのテキスト、資料等は各担当教員が必要に応じて配布する。

<学習到達目標>
理論を通じて、企業経営に関わる基礎的な知識を習得することができる(個人の達成度として釦
点の配点)。
ビジネスゲームを通じて、企業経営における意思決定能力、データ分析能力、プレゼンテーショ
ン能力を養うことができる(チームの達成度として25点の配点)。
事業計画を通じて、企業経営における問題発見、問題解決のプロセスを理解することができる
(チームの達成度として15点の配点)。

(関連する学習・教育到達目標:D

吉田

14

流通と物流1寅習
ビジネスゲーム(応用)Ⅲ期,Ⅳ期

小林(満)

山下

仙11S

15

1期,Ⅱ期

389

小林(満)

企業経営と情報システム演習
第2回取締役会:株主総会の資料作成

小林(満)

第2回株主総会:発表会

生産管理と原価管理演習

高木

グループワークによる事業定義策定演習

グループワークによる事業定義策定演習
報告書の作成

1期,Ⅱ期

発会

総括

木高
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入学年度

区分

22年度以降

21年度以前

授業科目

区分

選択必修

<授業目的>

情報システムを開発するために必要なコンピュータと通信技術について、演習を通して具体的に学

習する。自由にプログラムを開発できるようになるために、まずOSの機能と操作を学び、次に実

際に稼動する応用プログラムを作成する。通信技術については、ネットワークを実際に構築するこ

とによって、インターネットの仕組みを理解する。

門

声門

<各回毎の授業内容>

1 0Sの機能と操作・・シェルの役割とプロセス制御

2 0Sの機能と操作・・ファイルシステムとセキュリティ

3 0Sの機能と操作・・正規表現、りダイレクション、パイプ

4 シェルプログラミング・・利用環境の設定とシェルスクリプト

5 画像処理プログラミング・・画像処理ソフトの活用方法

6 画像処理プログラミング・・濃淡画像処理とヒストグラム

7 画像処理プログラミング・・カラー画像処理

8 LisPによるエキスパートシステム・・基本設言十とルール記述

9 LisPによるエキスパートシステム・・プロダクションシステムの作成
10 計算機アルゴリズム・・ 8クィーン問題プログラムの作成

Ⅱ計算機アルゴリズム・・最短経路問題プログラムの作成

12 ネットワークおよびWeb、maⅡサーノ畔蒜築実習・・サーバとクライアントシステムの設定

13 ネットワークおよびWeb、mai1サーノ畊蒜築実習・・ネットワーク環境設定と接続テスト

H 電子回路の製作・・発光ダイオードを用いた光通信回路の組み立て

15 まとめ

1~4の対象OSはUNⅨ(L血UX)、 5~7と10~Ⅱで使用する言語はC言語である。

3年

授業科目

専門演習D

、、

位
数

2

担当教員(所属等)

ーき"

則
槻木・石井・河原・中田

小野・近藤・石川

<成績評価方法>

毎回、時間内での演習課題の評価点50%、宿題レポート点50%として成績評価する。

(関連する学習・教育到達貝標:J)

<教科書・参考文献>

演習テキストを配布する。

・参考文献は必要な都度紹介する。

390

<受講に当たっての留意事項>

・UNⅨのコマンド、C言語やLisPの文法、ネットワーク設定など演習中に理解不足と感じたら、指
導教員に質問する、自ら進んで調ベるなど積極的で自立的な学習態度が不可欠である。

<学習到達目標>

情報システムを構成するコンピュータ技術と才>ソトワーク技術を演習を通して体得し、情報シス

テム開発に必要な技術的基盤を構築できる力と、実際の問題解決に応用できる力を育成する。

側11S
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システム卒業研究

罰

卒業研究1

卒業研究2

卒業研究3

卒業論文



1.専門分野と卒業研究指導教員

情報システム学科では、卒業論文の提出が必修として課されており、 3年次より専門領域の学習'研究に着手するこ
とになります。学生諸君は、以下に示されたA~Dの4分野から研究対象としたい分野を選択し、さらにその分野に属
する研究室の中から1つを卒業研究の配属先として選択します。なお、一度決定した分野および研究室は、原則として
変更することができません。

分野
A

情報とシステム

卒業研究の所属について

石井忠夫※

石川洋※

岸野清孝※

桑原悟

高木義和※

小林満男※

槻木公一※

西山茂

藤田晴啓※

研究室

B

人間と社会

伊村知子

上西園武良

小宮山智志

白井健二

近山英輔※

藤瀬武彦

藤田晴啓※

分野と研究室を切り離して選択することはできません。希望する分野に属する研究室を選択する必要があります0 例
えば、 A分野(情報とシステム)を研究対象として希望しながら伊村研究室(B分野)を選択することはできません0

※印のっいた研究室は複数の分野に対応します。これらの研究室ヘ出願する場合は、志望する分野を確疋しておく必
要があります。所属決定後に分野を変更することはできません。例えば「A分野の石井研究室」に所属した学生が後になっ
て「D分野の石井研究室」に変更することはできません。

9研究室

C

経営と組織

2.研究室の定員

各研究室の定員は9名を予定してぃます(ただし、状況によって変更になる場合があります)0
複数の分野にまたがる研究室(上表で※マークが付されている研究室)の定員は、分野毎の疋員ではなくトータル

で9名です。

志願者数が研究室の定員を超えた場合は、教員が採否を決定します。卒業研究は必修科目ですから、残念ながら選か
ら漏れた学生は他の研究室を選択しなければなりません。

内田亨

岸野清孝※

佐々木桐子

高木義和※

小林満男※

山下功

吉田博

7研究室

D

コンピュータと通信

3.選考方法

選考は原則として書類審査で行います。卒業研究選択説明会(2012年9月~10月に実施予定)にて配付する選考志願
書に必要事項および志望理由を記入の上、期限までに提出してください。

各研究室の研究概要や研究計画は、本冊子の以降の頁に掲載されています。また、本学HPの卒業論文データベース
(http://WWW.nuis.ac.jp/、takagvsoturon/)では卒業生の論文検索が可能です0 また、関心のある研究室ヘは志願書を
提出する前に必ず訪問し、自らの目指す方向性(研究内容など)と合致しているかを確認するようにしてください0

石井忠夫※

石川洋※

河原和好

近藤進

近山英輔※

槻木公一※

中田豊久

7研究室 7研究室
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選考志願書のサンプル※この志願書は昨年使用したものです。

籍番

資

2012年度卒業研究1配属第1次選考志願書

号

格

第

等

<志望理由>

望

フ

氏

リ ガナ

名

研究室

分野はA~Dの中から1つ選択し0をつけること

ノ、＼ 野 A B C

学籍番

D

号 氏 名

側盾

※今年度の志願書は、卒業研究配属説明会にて配付します。

Ⅱ

τL
JD、 願先研究室

研究室

分野
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※印の欄は記入しないこと

・:・

採・否

学

D



【石井研究室】 A分野・ D分野

<授業目的>

世の中のいろんな対象にっいて論理的思考の立場から、その振る舞いや特性を記号論理学的手法を用いてモデル化す
る。また、これ以外にも、オブジェクト指向に基づいた分析手法があり、これを用いて問題領域をモデル化する0 次に、
これらの各モデルの正しさの検証を論理的な検証手法、またはプログラムの実現により確認する。論理的な検証には定
理証明プログラム Coq、また、プログラムの実現にはオブジェクト指向スクリプト言語Ruby を使用する0

<授業内容>

卒業研究1:卒業研究を進める上での基礎科目を輪講形式で学習する。

①記号論理学の基礎

②プログラミングの基礎

また、各自の研究テーマを 1月までに決定する。

卒業研究2:研究対象とする問題領域の記述(モデル化)にっいて学習し、また、各白のテーマに沿って卒業研究に
着手する。研究の流れは次の通りである。

①研究の計画書を作成する。

②基礎調査および参考文献の収集と調査を行う。

③研究の背景を纏め、目標を設定する。

④研究対象の問題領域を分析/モデル化し、仕様記述書を作成する。

⑤仕様の検証作業を、論理的な検証手法またはプログラムの実現により行う。

⑥検証結果を評価する。

⑦最後に、研究を考察する。

卒業研究2では、上の①~(5ぼでを進めるが、その結果を順次に纏めて発表し議論する。また、 9月に中問の成果報
告会を1テう。

卒業研究3:論文の書き方にっいて学習し、上の⑤~⑦に取り組み、卒業論文に仕上げる。卒業研究3では自分の結
果を評価し、また、考察を加えて研究を完了する。その内容にっいて順次に纏めて発表し議論する0

<成績評価>

①卒業研究1は、輪講担当の発表内容が50点、レポートが50点の合計点で評価する。
柁悴業研究2は、途中結果の発表内容が40点、研究テーマの問題記述が60点の合計点で評価する0
(3)卒業研究3は、自分の成果の発表内容が30点、研究テーマの成果が70点の合計点で評価する0
尚、卒業研究1・2・3は独立に評価する。

<教科書>

・小野寛晰

・玉井哲雄

<留意事項>

①予備知識は特に必要としないが、真剣に取り組める人を歓迎する。

②研究を進める上でプログラムの作成が必要となることがある。(Ruby言語など)
③A/D分野選択者を受け入れるが、授業内容は同じとする。

情報科学における論理旧本評論社、 1994年) 3,300円
ソフトゥエアエ学の基礎(岩波書店、 2004年) 3,400円

<学習到達目標>

自分で新しいテーマ(問題)を認、識すると共に、その解決のために論理学やソフトゥエアエ学などの関連科目を習得
し、対象をモデル化して白ら問題の解決を図る能力を養う。

(関連する学習・教育到達目標:F)
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【石川研究室】 A分野・ D分野

<授業目的>

情報技術者にとって必須である、ソフトゥエアエ学またはネットワーク技術に関連した分野から各自が興味のある

テーマを設定し、研究、開発、環境整備などを行う.その成果を論文としてまとめ、発表する.研究過程で必要になる

情報、技術、環境については輪講、実習、各自の調査などで習得し、レジュメを作成して発表する

研究を通して、問題設定、問題解決、知識共有、知識伝達などの能力を養うことを目的とする

<授業内容>

限定はしないが、以下のようなキーワードに関連するテーマ設定を想定している

A分野

・ソフトゥエアエ学関連(Java、開発環境、オブジェクト指向、りファクタリングなど)
・形式仕様記述関連(モデルチェッキングツールによる検証作業など)

D分野

・ネットワーク関連(サーバ設定、ネットワークプログラミング(サーバ・クライアント、サーバサイドなど))

◎卒業研究1

卒業研究に必要な基礎知識の獲得(輪講、実習)

Java言言吾の習イ尋、 LinuX のインストールやサーバの設定など
・卒業研究テーマの決定

395

◎卒業研究2

・卒業研究テーマに関する調査・進捗殺告

・中間発表

◎卒業研究3

・卒業研究テーマに関する調査・進捗報告

・論文執筆、成果発表

<成績評価>

◎卒業研究1:課題ヘの取り組み方、輪講での発表内容、実習での到達度などを総合的に評価する

◎卒業研究2:課題ヘの取り組み方、調査・進捗報告での発表内容、中間発表の内容などを総合的に評価する

◎卒業研究3:課題ヘの取り組み方、調査・進捗報告での発表内容などを総合的に評価する

◎卒業論文(成果物):テーマ設定の具イ本性、完成度や達成度、有用性などにより総合的に評価する

◎卒業論文(発表):発表内容の正確さ、内容のわかりゃすさ、質疑応答での対応などにより総合的に評価する

<学習到達目標>

自ら問題を設定し計画を立てる、情報を集めて考察または製作する、自らの見解を加えて記述し発表する能力を育成

する

<教科書・参考文献>

・教科書

卒業研究1:J部a言語の入門書、 LinuX関連書籍(相談の上決定する)
卒業研究2、卒業研究3:随時指定する

・参考文献

随時紹介する

<留意事項>

・情報やネットワークの資格取得(取得済みの場合はさらに上位資キ制をめざす意欲的な人を歓迎する

(関連する学習・教育到達目標: F)
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【伊村研究室】 B分野

<授業目的>

本研究室では、人間の認知能力とその4宇性を実験的手法により理解することを目的とする。卒業研究1では、実験的

研究に必要な基礎能力として、「読む力」、「書く力」、「データを扱う力」を育成する。卒業研究2では、関心のあるテー

マにつぃてそれぞれが問題を設定し、問題解決に向けて研究計画をたて、実験を遂行することをとおして「考える力」

を養う。卒業研究3では、論文作成と研究成果発表に取り組むことにより、研究の意義や成果を他者に理解できる形で

「表現する力」を伸ばす。

<授業内容>

卒業研究1:与えられたテーマで実験をおこない、研究遂行のための基礎能力を養う。

①研究法についての解説

②研究論文の輪読

③レポートの作成方法についての解説

④実験実習(データの収集と解析・レポートの作成)

卒業研究2:それぞれのテーマについて研究する

①卒業論文のテーマの決定

②先行研究のまとめ

③研究計画の作成・口頭発表

④実験開始(データの収集)

卒業研究3:研究結果のまとめと報告

①実験遂行(データの解析とまとめ)

②研究成果についての口頭発表

③卒業論文の作成

<成績評価>

・卒業研究の評価:研究論文・研究計画・研究成果についての口頭発表(40点)、論文輪読や研究活動に取り組む姿勢(20

点)、レポートまたは研究計画の内容(40点)

・卒業論文の評価:論文の内容(50点:目的と結果の整合性、テーマの新奇性、研究方法の妥当性、結果の解釈の客

観性)、発表の内容(30点:スライドの構成、発表態度、質疑応答)、研究態度(20点)

<学習到達目標>

自ら問題を設定し、問題を解決するための情報収集能力や実験遂行能力を養う。さらに、得られた実験成果を論文に

まとめ、発表する能力を育成する。

(関連する学習・教育到達目標: F)
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【内田研究室】 C分野

<目的と研究対象分野>

本研究室では、卒業研究を通して、経営の理論の習得および社会人として通じるような実践的な人材を育成します。

また、卒業論文では、問題設定が最も重要となります。教員は、つまらない仮説の検証や当然の結果が出るようなテー

マを好みません。誰も気づいていない研究に、ぜひ、挑戦してみてください。

研究対象分野は、営利(企業)・非営利(医療・福祉施設)にかかわらず主に組織体の研究をします。ただし、卒業

研究のテーマは何でも構いません。卒研生が心から打ち込めるテーマを自分で決めてください。教員および過去の卒研

生の研究テーマのタイトル・キーワードには、次のようなものがあります(コーポレート・ガバナンス、人間的経営、

巡礼、サケ・ブリ養殖、フランスの大学病院、大学教員の自己開示、ガソリンスタンド、ソーシャル・キャピタル、エ

ビアン・・・)。

<研究内容>

1.卒業研究1 (3年後期)

①経営学関連の良書を章ごとに担当者を決め、要約と考察について発表してもらいます。

②研究方法に関する図書の輪読および講義によって、その理解を深めていきます。

(3)グループで事例研究をしてもらいます。

④他大学の卒業論文発表会を聴講します。

[評価]要約と考察の出来栄え、ディスカッションへの参加度、グループ事例研究の出来栄え。

[留意事項]卒研生には、セルフ・マネジメントと、積極的にディスカッションに参画することが求められます。

[目標]厚い本でも難なく読めるような基礎学力をつける。グループで、事例研究を 1本書いてみる。

2.卒業研究2 (4年前期)

①担当者を決め、学会論文を輪読します。

②研究方法に関する図書の輪読および講義によって、その理解を深めていきます。

③卒業論文の研究計画書を作成してもらいます。

④グループで懸賞付学生論文(NP0法人さいたま起業家協議会主催)に投稿してもらいます。

(5)7月から9月までの間、希望者には、業界・企業研究を行い、 5大学(成城、高千穂、明治、早稲田)合同ゼミ

合宿(9月中旬)において発表の機会もあります。

[評価]輪読での発表、研究計画書の出来栄え、メンバーおよび外部ヘの影響度・貢献度によって総合評価します。

[留意事項]書くことが多くなりますので、文章力をつけるよう努力してください。大学院進学を希望する学生も

歓迎します。

山標]論文の形式を習得する。卒業論文の章立てができている。

3.卒業研究3 (4年後期)

①卒業論文の中間発表をしてもらいます。

②卒業論文の形式・内容について指導をしていきます。

③卒業論文の発表会を行います。

[評価]卒業論文の出来栄えを、①独創性40%、②論理性30%、③形式・方法30%、で評価します。

[留意事項]卒業研究を通して、社会に通用するスキル・能力・思考力を身につけるという意識を持ってください。

また、後輩指導もしてもらいます。

[目標]卒業論文を完成させる。

<卒研活動についての留意事項>

住)「自分はどこに行っても通用する人間になるのだ」という強い向上心と信念を持った学生を歓迎します。

②卒研生のメーリングリストを作り、その中で出欠や情報交換をしていきます。

(3湃の中の蛙にならないように、インターゼミナール(他大学との交流)をしてきますので、積極的に参加してくだ

さい。

④個別相談をするときには、 A4用紙1枚程度のメモを書いてきてください。

<学習到達目標>

問題発見能力の醸成と自律的、計画的な論文作成を行うことができる。また、洞察力

(関連する学習・教育到達目標: F)
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【上西園研究室】 B分野

<目的と研究対象>

本研究室では、私たちの日常生活の中で「使いづらい」や「快適に使えない」と感じられる「モノやシステム」を取

り上げ、人間工学の手法を使って解決策(=人の特性により合っている)を見出すことを目的とする。

研究対象は、自分自身で「使いづらい」や「快適に使えない」などの実感がある「身近な製品(家電、家具など)」や「身

近な公共物(学校、駅、公園など)」等とする。自分自身の実感のないテーマは研究に対するモチベーシヨンが低く、

困難に遭遇した時に挫折しゃすいためである。

研究の進め方としては、まず当該対象に関する文献調査を徹底的に行い、既存研究でどこまでなされているかを明確

にする。この結果に立脚して各自の仮説を設定する。さらに、設定した仮説の検証に当たっては、実'験(または調査)

に基づいて行う。従って、本研究室では実験(主に被験者実験)主体の研究となる。

<研究内容>

①研究の流れ

卒業研究1~3を通じての全体の流れは以下のようである。

①研究テーマの仮設定

②文献調査によるテーマ遂行可能性の判断

③仮説の設定

④予備実験による仮説の事前検証

⑤本実験による仮説の検証

⑥論文の執筆、発表資料の作成

②卒業研究1:研究手法の獲得、研究着手

・研究テーマの仮設定

自分自身で「使いづらい」や「快適に使えない」などの実感があるテーマを見出す。

・文献調査

文献調査によって当該テーマについての過去の研究例を徹底的に調査し、当該研究テーマの遂行可能性を判断する。

「既に解決済」や「研究の余地無し」の場合は研究テーマを再設定する。

・仮説の設定

文献調査の結果に立脚してオリジナルな仮説を設定する。

・予備実験による仮説の事前検証

少人数(5~10名程度)の被験者実験により仮説の事前検証を行う。仮説を否定する実験結果となった場合は、

実験方法の見直しあるいは仮説の再設定を行う。

③卒業研究2:研究遂行

・論文の書き方の習得

学術論文や過去の卒業生の論文を参考に「論文の書き方」を習得する。

・本実験による仮説の検証

20~30名の被験者実験を行い、仮説検証の精度を向上させる。

④卒業研究3:研究成果のまとめ

・卒業論文の作成、発表

<成績評価方法>

自主的に研究を推進できる能力、与えられた制約下で計画的に研究を実施できる能力、プレゼンテーシヨンなどのコ

ミュニケーション能力、および、卒業論文の内容、卒業発表の内容を総合して評価する。

・卒業研究1、 2、 3は、①日常の研究態度と研究ヘの取り組み姿勢、②報告・発表の出来具合により評価する。

・卒業論文は、①問題設定の具体性、②論理の一貫性、③解決策の工夫・創造的なアイデア、④検証・評価の説得

性、客観性、有用性などにより評価する。

・卒業発表は、①発表の起承転結の構成、②スライドの表現・解りゃすさ、③質問ヘの回答の的確性などにより評価

する。

・卒業論文につぃては、卒業論文の提出、卒業論文発表会での発表、卒業論文のDB登録の全てを行わないと単位を

豆忍ヌEしなし、。

<研究室活動についての留意事項>

・当研究室を志望する場合、事前の研究室訪問を必須条件とする。また、人間情報工学2を履修済みであることが望

ましい。

・研究室活動として、本来の研究遂行と並行して「社会人としてのマナーの育成」を重視する。

・授業は定時四:00)に開始する。遅刻は「社会人としてのマナー」として失格であるので厳禁とする。
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・病気等で授業に出席できない場合は、事前に欠席理由をメール連絡することを必須とする。余程の理由(例えぱ、メー

ルもできないほどの重病など)がない限り、欠席の事後連絡は「社会人としてのマナー」として失格である。

・授業欠席の場合は、欠席分の補習を別の日に実施する。

被験者実験は他の人の協力なしには行えない。各学年の研究室生(10名程度)同士だけで相互に被験者となるだけ

では人数が不足であるので、他学年の学生にも被験者の役割を担ってもらう。このため、他学年同士の交流を重視

する。

<学習到達目標>

・課題発掘能力の獲得:自らテーマを設定し、「その研究を行う意義」と「研究の位置付け」を明確にすることができる。

・課題解決能力の獲得:自らの課題解決に当たり、「必要な情報入手」や「適切な手法(実験方法、調査方法など)の入手・

実行」を通じて、問題解決が行える。

・コミュニケーション能力の獲得:わかりゃすい資料で、適切なプレゼンテーションが行える。

(関連学習・教育到達目標: F)
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【河原研究室】 D分野

<授業目的>

「画像処理」「コンピュータビジョン」「コンピュータグラフィックス」「ウェブ」「マルチメディア」「ロボツト」「音

声処理」「プログラミング」等に関連した分野から、各自が興味のあるテーマを設定し、独自の発想や工夫を取り入れ

て研究・開発を行い、成果を卒業論文としてまとめ発表する。

<各回毎の授業内容>

卒業研究1

1.卒業研究に必要な基礎知識を習得:プレゼン手法や論文の書き方及び研究の進め方等の学習、プログラミング・

画像処理・画像作成・ウェブ技術・ロボット等についての基礎知識の学習、過去の研究テーマの紹介

2.卒業研究テーマの決定

興味をもった分野に関する調査と発表、テーマ決定と研究計画の作成(プレゼン及びレポート提出)

3.就職に関する勉強:履歴書の作成、上級生との懇談会、演習問題

卒業研究2

1.卒業研究テーマに関する調査と発表:進捗状況の報告(プレゼン)と内容に関する意見交換、プログラム等の

作成、研究テーマに関する参老文献や資料の調査

2.中問発表会:プレゼン及びレポート提出

卒業研究3

1.卒業研究テーマに関する調査と発表:進捗状況の報告(プレゼン)と内容に関する意見交換、プログラム等の

作成、研究テーマに関する参考文献や資料の調査

2.大学祭における成果の展示・発表(成果報告の最終締切とする)、成果発表会(プレゼン及びレポート提出)

3.研究成果のまとめ:卒業論文執筆、卒業論文発表会での発表、卒業論文のデータベース登録

<成績評価方法>

・卒業研究1:参加姿勢、発表の内容、提出レポートなどにより総合的に評価する

・卒業研究2:参加姿勢、発表の内容、提出レポートなどにより総合的に評価する

・卒業研究3:参加姿勢、発表の内容、提出レポート、成果展示などにより総合的に評価する

・卒業論文(成果物):新規性、独創性、妥当性、有用性、完成度などにより総合的に評価する

・卒業論文(発表):分かりゃすさ、正確さ、質疑応答の的確さなどにより総合的に評価する

<教科書・参考文献>

・適宜用意する。卒業研究については各自で探すことになる。

・参老文献については随時紹介する。

<受講に当たっての留意事項>

具体的な研究テーマや追加情報についてはウェブページを参照のこと

http://WWW.nuis.ac.jp/~kawahara/

卒研選択時に希望者が定員を超えた場合は、志願書の内容と面談時の面接内容により判断するので、希望する学生

には研究室訪問期間の訪問を希望する

今後の参考になるので3年次生は卒業研究発表会に出席しレポートを提出すること。配属が決定した2年生の参加

も希望する。

(関連する学習・教育到達目標:F)
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<学習到達目標>

自ら問題を設定し、計画を立て情報を集めて老察または製作し、自らの見解を加えて記述し発表する能力を育成する。



【岸野研究室】 A分野・ C分野

<授業目的>

複雑化.高度化した社会では、個人の経'験や感覚だけで企業活動をコントロールすることは不可能となってきている。
とくに、経済の国際化、消費者二ーズの多様化、生産技術の革新など急ピッチで変化する経営環境に対処するためには、

経営を科学的に分析することにより、経営システムの課題を解決していく必要がある。

経営システムを学ぶことを通じて、時代とともに激しく変化する経営環境を多角的に分析し、問題をスムースに解決

できる基本的能力を培うことを授業目的とする。

具体的には以下の手順で進める。

①企業の経営システム(経営戦略、マーケティング戦略、生産・流通・物流など)にっいて、さまざまな企業のケー
ススタディを行いながら、経営に関する分析手法を身につける。

②経営に関する分析手法を応用して、実際の業界・企業・製品・サービスにっいて分析し、課題や仮説を見っける。
③経営に関する分析手法により評価・検証を行い、解決策伴斤しい経営戦略、生産・流通・物流戦略、サービス、ビ

ジネスモデル、コンピュータシステムなどの提案)を考える。

経営に関する分析手法としては、経営戦略分析・マーケティング分析、経営指標・生産性分析、定量的な分析(アン
ケートによる分析手法、スコアカードによる評価手法)、定性的な分析(問題構造化分析手法)などを用いる。

卒業研究1の配属時に研究室訪問を行う方法

方法1:研究室のドアに日程表を貼り付けておくので月日、曜日、時限、(1)or(2)の欄に名前(複数可能)を記入す
ること。グループでの訪問の場合も全員の氏名を記入すること。

方法2:予約をしなくても研究室訪問して良いが、予約の入っていない時間帯は不在の可能性がある。

<授業内容>

卒業研究1:経営に関する分析手法の習得、ケーススタディの実施、研究テーマ選定

①経営戦略・マーケティング分析に関するテキストの輪講、演習

使用テキスト「図解わかる MBA」

②経営戦略・マーケティング分析手法の適用演習

③製造・流通分野におけるケーススタディによる問題点、解決方法の提案演習

④定量的な分析、定性的な分析に関するテキストの輪講

使用テキスト「卒業論文の作り方~複合領域分野における経営学研究の進め方」

⑤卒研テーマと研究の進め方を検討し、研究計画の作成と発表を行う。

卒業研究2:経営に関する分析手法の適用による研究活動

①各自の研究テーマに関する進捗状況の報告と内容に関する討議

②各自の研究テーマに関する先行事例・参考文献・資料の紹介と調査

③経営に関する分析手法の適用により自分独自の課題を明確にする。

④解決策(仮説)を構想し、データ収集などにより検証する。

⑤各自の研究上の課題と解決策の検討、研究会での報告の準備について指導する。

卒業研究3:研究結果のまとめ

①研究の進捗状況の報告、途中結果の発表および内容に関して、個別に指導する。

②卒業論文・ PPT作成において、構成、内容、文章表現などについて指導する。

卒業研究1、 2、 3の授業に就職活動などで欠席の場合は、事前にメールで連絡をすること。必ず別の日にメールで

アポイントを取り指導を受けること。これを行わないために卒業論文が完成しなくても責任は持たない。

<成績評価>

自主的、継続的に学習できる能力、与えられた制約の下で計画的に仕事を進め、まとめる能力、プレゼンテーシヨン

などのコミュニケーション能力にっいて卒業論文の作成過程、卒業論文(成果物)の内容、卒業論文(発表)の内容を

総合して評価する。

①卒業研究1、 2、 3は、①日常の研究態度と研究ヘの取り組み姿勢、②研究会における討論ヘの参加態度、③報告・
発表の出来具合により評価する。

②卒業論文(成果物)は、①問題設定の具体性、②論理の一貫性、③解決策の工夫・創造的なアイデア、④検証・評
価の説1早性、客観性、有用性などにより評価する。

③卒業論文(発表)は、①発表の起床転結の構成、②スライドの表現・解りゃすさ、③発表の技術'態度、④質問ヘ
の回答の的確性などにより評価する。

④卒業論文は、卒業論文の提出、卒業論文発表会での発表、卒業論文のDB登録の全てを行わないと単位を与えない。
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<学習到達目標>

自ら問題を設定し、スケジュールを立て、計画的に情報を集めて考察し、または製作し、自らの見解を加えて記述し

発表する能力を育成する。

(関連する学習・教育到達目標: F)
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【桑原研究室】 A分野

<授業目的>

卒業研究の対象と範囲は次のとおりです。

研究対象:教育、産業、地域などに関連した情報システムなどの提案、調査・考察

実施範囲:アプリケーションシステムの設計、作成(プログラミング)及び評価

注)上流の構想及び概要設計など、 C分野に近い内容は、研究室決定前の面談で学生から相談があり、

教員が適当と判断した場合に限り、これを認めます。

その場合でも、学生は、 A分野の専門演習を受講します。

学生は、各自の研究の成果を記述、発表します。また、そのことを通じ、論理的な思考と考察を行い、情報システム

の存在意義と位置付けについて理解し、白ら創造する或いは、自ら分析、考察し、妥当な成果を挙げることを体験します。

<授業内容と成績評価>

卒業研究1

4年生からの本格的卒業研究、論文作成のための準備と位置付け、コミュニケーション技術、論理思考の演習、各

人の研究テーマに共通な事項及び個別に必要な事項について演習を行います。

専門演習Aの内容は理解してぃるものとして指導、評価します。成績は、各演習の発表及び成果物の合計(満点100点)

とします。欠席、遅刻あるいは、取り組む姿勢がうかがわれない場合は減点します。詳細は、初回授業時に伝えます。

卒業研究2

卒業論文のための調査、設計、作成及び、それらに関する発表、中間報告の作成などを行います。

成績は、発表と中間報告及び研究テーマに関連する成果物の合計(満点100点)とします。欠席、遅刻あるいは、

取り組む姿勢がうかがわれない場合は減点します。詳細は、初回授業時に伝えます。

PC設備と指導の都合上、 5回程度の授業を中央キャンパスで行う予定です。また、卒論作成作業日誌の作成とそ

の内容の妥当性及び提出が必須です。

卒業研究3

卒業論文作成のための追調査、実証、システムの改善、最終調整、評価の作業を行います。また、成果発表コンテ

ンツの作成も行います。

成績は、演習の成果物と中間発表を含む成果発表の合計(満点100点)とします。 PC設備と指導の都合上、 5回

程度の授業を中央キャンパスで行う予定です。また、卒論作成作業日誌の作成とその内容の妥当性及び提出が必須で

す。欠席、遅刻あるいは、取り組む姿勢がうかがわれない場合は減点します。詳細は、初回授業時に伝えます。

卒業論文

自分の研究を"論文"にします。

論文に必要な要素は次のとおりです。

・構成の妥当性、記述の論理性

・結論の妥当性、有用性、新規性/独創性(学士論文のレベルを満たすこと)

・正しい書式、表現、表記、用語使用及び、文章としての完成度

※)これらに加え、情報システム学科の定める基準を満たすことが必要です。

成績は、卒業論文を上の各要素に関して評価し、その作成過程も考慮して採点(満点100点)します。

<学習到達目標>

妥当な課題を設定し、解決のために構想し、具体的計画をたて、情報収集及び準備を行い、創造又は分析し、妥当な

成果又は結論を得る能力及び、それを記述し発表する能力を身に付けることを目標とします。

<その他>

基礎自由科目「数学基礎」を履修するよう指導された学生は、これを修得していることが望まれます。

当研究室の希望者が定員を超えた場合は、面談などで適性をみて選抜します。

(関連する学習・教育到達目標: F)
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【小林研究室】 A分野・ C分野

<授業目的>

現在、企業は高齢化・少子化の進展による社員の確保・技術継承の問題、規制緩和等による競争の激化など多くの課

題に直面しており、特に、地球温暖化と関連して環境問題や自然を含めた大きな視点から経営をとらえる必要に迫られ

てぃます。そのため企業や国・白治体においては、これらの課題を克服する構想をあたため具体的な解決をもたらすソ

リューション能力が求められてぃます。そこでは情報や情報システムの開発・利活用がひとつの鍵を握っていると考え

られます。

卒業研究の進め方としては、自然科学や社会科学にとどまらず、人文科学も含めた学問を総動員しながら、社会との

かかわりを重視しっつ、経営・組織、情報システムの面から卒研生が選定した研究テーマについて主体的に進めていた

だきます。そのため、最初にA分野や清報とシステム)とC分野(経営と組織)全員による研究方法論や卒業論文の書

き方などの基礎的な学習、演習を行なった後、夫々の卒研生から研究テーマに関連する先行研究、参考文献について報

告してもらい、卒研生全員で共有します。これらの作業と併行して個別に論文作成指導を実施します。

経営・組織と情報、情報システムのかかわりについて、幅広い観点からの研究を希望する学生の参加をお待ちしてい

ます。

<授業内容>

卒業研究1:研究の進め方の学習、ケーススタディの実施[成果物:研究計画書]

・研究方法論<研究対象と研究方法、定量的研究と定性的研究>(輪講)

・ケーススタディ(優良企業をとりあげ、情報システムの利活用等の観点から分析を行なう)

研究計画書を作成する

(評価方法)輪講の貢献度、研究方法論に対する理解度及び研究計画書の内容で評価する

則慣

卒業研究2:研究テーマに関する先行研究の調査、卒業論文のイメージづくり[成果物:卒業論文骨子]

・各自の研究テーマに関する検討状況の報告と討議

・先行研究と参考文献の調査(要約を報告)、理論検討

・現地調査、データ収集、分析、角早決策の検討

卒業論文骨子を作成する(卒研合宿で中間報告会を行なう)

(評価方法)報告内容と討議での貢献、自ら問題を設定し、計画的に研究を進め、発表する能力を評価する

卒業研究3:卒業論文の作成[成果物:卒業論文]

・研究の進捗状況の報告、途中発表会

・論文作成、プレゼンテーション資料作成(個別指導)

(評価方法)卒業論文の中問提出の状況と自ら問題を設定し、スケジュールを立て、計画的に情報を集めて考察し、

自らの見解を加えて論文にまとめていく取組み状況を評価する

卒業論文

自主的、継続的に学習できる能力、与えられた制約の下で計画的に仕事を進め、まとめる能力、プレゼンテーシヨン

などのコミュニケーション能力にっいて、卒業論文の内容信こ述内容の理解度、論理性、独創性など)、作成過程、発

表会での発表を総合して評価する。

<教科書・参考文献>

輪読にテキストを使用します。必要の都度、資料を配布します。

<学習到達目標>

自ら問題を設定し、スケジュールを立て、計画的に情報を集めて考察し、または製作し、自らの見解を加えて論文と

してとりまとめ、発表する能力を育成する。

(関連する学習・教育到達目標: F)
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【小宮山研究室】 B分野

<授業目的>

人々の行動や考え方を"人と人との関係(社会)"に着目して"研究"することを目的とします。

また社会でもっとも求められている「集団で目標を達成する能力」をお互いに協力して高めます。

「学校」が既存の情報・知識を覚えるところであるのに対し、「大学」とは、新しい情報・知識を創造する(=研究す

る)能力を身につけるところです。人々について新しい情報を創りだすには、他者の視点を取り入れる必要があります。

社会で役立つ卒業研究を行うために、そして卒業後、社会で活躍するために卒研の仲問や、さまざまな人々と協力する
ことを学びます。研究例をーつ紹介します。

研究例:ある食品メーカーの製品では、アレルギー表示がパッケージの前面に「アイコン」で表示されています。こ

のアイコンは、単にアレルギーを持っている方だけでなく、消費者一般に製品の安全・安心感を伝えることができ、

購買を促進していることを明らかにしてくれました。紅翔祭で一般の方に2種類のパッケージを実際に見てもらい調
査しました。(彼はこのメーカーで元気に働いています。)

*他にも小宮山のホームページ(http://WWW.nuis.ac.jp/'komiyama/)に研究例が紹介されています。

<各回毎の授業内容>

卒業研究1:卒研で協力して実際に地域に役立つ活動を行います。2010年度はみんなでアイディアを出し合い、内野

町おこしのための「1日限定の喫茶店」を開店しました。地域の食材を使い内野町をアピールすること、

そして内野町に若者を呼び込むことを目指しました。

チームでの活動をしながら、各自、研究計画と履歴書の自己紹介文を執筆します。いずれも就職活動が本格化する3

年次の2月までに終わらせておく必要があります。研究計画・自己紹介文の執筆は論理的な文章を書く大変良い練習で

す。また研究計画書が完成していると、研究のための総量力斗巴握できているため、安心して就職活動ができます。 2つ

の課題を作成するために図書館・データベースの利用法・研究方法の習得、面接の練習を行います。卒業研究1~3ま

でグループワークを行い、お互いの意見を参老にしながら進めます。

卒業研究2:必要な文献を読み進め、執筆を進めます。また検証のための計画・準備を終わらせます。 8月末日まで、

草稿を完成させ、分析結果を書き足せはよい状態にします(8月は就職活動があまりできない月です。

ここで卒論を進めておきます。公務員試験受験者は試験日に応じて締め切りを変更します)。

卒業研究3:調査・分析等を行います。またお互いの草稿をテーマに、グループワークを行い、卒業研究を完成させ

ます。また発表会の練習をとおしてプレゼンテーション能力を高めます。

<成績評価方法>

卒業研究1はグループ活動、研究計画書と自己紹介文、卒業研究2は草稿、卒業研究3は卒業論文と発表会によって

評価します。

<受講に当たっての留意事項>

*詳細は小宮山のホームページ(h杜P://WWW.nuis.ac.jp/'komiyama/)で公開します。志望理由の書き方が記してあ
りますので、小宮山研究室を希望する方は、必ず参照してください。

*2年生の春休みにサブ卒研(1日程度)を開きます。日程等は参加者の皆さんの都合に合わせます。

*2年次・3年次ともに先輩の卒業研究発表会には必ず出席してください。

*卒研において無断欠席は認めません。全員に迷惑が及びます。可及的速やかに連絡してください。

<学習到達目標>

1.自分の研究が社会にどのような貢献・影秤を及ぽすか考察してください。

2.新しく、社会に役立ち、根拠のある情報を創拘だしてください。

3.情叛システムを利用して研究する能力を身につけてください。

(関連する学習・教育到達目標:F)
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【近藤研究室】 D分野

<授業目的>

近藤研究室では、通信、光に関係した分野にっいて研究する。テーマを自分で見いだし、論文としてまとめる。内容
にっいては必ずしも最先端の技術や研究にこだわらない。独自の新しい発想・工夫を展開して自主的に問題を解決する
ことを目的とする。

<授業内容>

卒業研究1

研究するテーマを探索するために、輪講形式で、通信・光に関する基礎的な勉強を行う。また、無線レシーバ、スペ
クトルアナライリ、分光器等、機器の基本的な使用法を修得する。さらに、どのようにこれらの技術が実際に使われて
いるかを知るため、工場見学等を行う。

卒業研究2・卒業研究3

テーマを決め、それぞれの研究テーマを推進する。

研究テーマを推進する中から、問題点を見いだし、どのように展開し解決するかにっいて学ぶ0
研究の進め方は、内容により輪講形式、小グループ、個別に指導する。

研究に付随する実験にっいては、限られた資源(設備や測定器)をいかにして有効に使うか、研究生独自の発想や工
夫を求める。

これらの実験や調査をふまえて、論文をまとめる。

4月にテーマ企画発表会を行う。

9月に中間発表会を行う。

<成績評価方法>

・成績の評価は、論文の内容とともに、その過程を重視する。

・日常の研究ヘの取り組み。

・テーマに関する議論。

・問題解決ヘの白主的な工夫・創造的なアイデア。

<教科書・参考文献>

教科書通信全体、移動通信、光ファイバー通信に関する文献を開始に合わせて指定する。
上記の文献や過年度の卒業論文を取りかかりとして、研究生自ら探索する。

則慣

(関連する学習・教育到達目標:F)

<受講に当たっての留意事項>

テーマによっては長時問を要するもの、特別の気候、時問帯を必要とするものもあり、休業中や休日でも研究を行
う場合がある。また、計算機をはじめ、装置を組み立てることもある。
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<学習到達貝標>

独自のあたらしい発想工夫により問題解決ができる。自らの問題にっいて、論文をまとめ、発表することができる。



【佐々木研究室】 C分野

<授業目的>

様々なシステムをモデル化したり分析したりする手法を習得し、現実のシステムへの応用を目指す.具体的には、

SIMAN/Arena シミュレーシヨン言語を用い、各自興味のあるシステム(生産システム、物流システム、道路交通シス

テム、病院システム、銀行業務システム、など)を対象に、データ収集、モデル化、分析を行い、卒業論文をまとめる

卒業研究1

<学習到達目標>

SIMAN/Arena シミュレーション言語の習得

<授業内容>

1.ガイダンス

2.シミュレーションの概念

3. Arena演習(ATMモデル①)

4. Arena演習(ATMモデル②)

5. Arena演習(レジモデル①)

6. Arena演習(レジモデル②)

フ.発表会

8. Arena演習(道路交通モデル①)

9. Arena演習(道路交通モデル②)

10. Arena演習(道路交通モデル③)

Ⅱ. Arena演習(道路交通モデル④)

12.発表会

13.現実のシステムへの応用①

14.現実のシステムへの応用②

15.各自研究テーマの決定、発表

<成績評価>

取組み姿勢、成果物(各モデル)、発表会等を総合的に評価する

<受講に当たっての留意事項>

春休み期間中も卒研は継続して行う

卒業研究2

<学習到達目標>

研究対象分野に関する情報、および研究対象システムのモデル化に必要なデータの収集

<授業内容>

・研究対象分野に関する文献の収集

・研究対象システムに関するデータ収集

研究対象システムに関する現地調査

・論文の執筆

・月例発表会を実施

期問中、上記内容以外にも就職関連の指導あり

<成績評価>

取組み姿勢、成果物(データ、論文等)、打例発表会等を総合的に評価する

<受講に当たっての留意事項>

夏休み期問中も卒研は継続して行う

卒業研究3 (2012年度は実施しません)

<学習到達目標>

研究対象システムのモデル化、分析を行い、卒業研究論文をまとめ、卒業研究発表会にて報告をする

側慣

期間中、中問発表、合宿も実施する
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<授業内容>

・研究対象システムに関する現地調査

・研究対象システムのモデル化

・研究対象システムのシミュレーシヨン実験

・月例発表会を実施

・論文の完成

・成果を卒業研究発表会にて報告

<成績評価>

取組み姿勢、成果物(モデル、卒業論文)、児例発表会、および卒業研究発表会を総合的に評価する

<受講に当たっての留意事項>

冬休み期間中も卒研は継続して行う.期問中、卒業研究発表会の練習を繰り返し実施する

(関連する学習・教育到達目標: F)
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珀井研究室】 B分野

<授業目的>

事業経営上問題となる諸問題について、モデリング数学、オペレーションズ・りサーチ(OR I)およびシミュレー

シヨンで取り上げた問題に対して、 OR1では、テーマ毎に最適な解を求める手法を修得した。卒業研究では、経営工

学に関することと金融工学について卒研のテーマとして取り上げることにする。また、これらの研究の検証ツールとし

てオープンソース・ソフトゥエア(sdlab/scicos、 Gnuplot、 Maxima、 R など)を活用することとする。

<授業内容>

①卒業研究主要テーマ

卒業研究1:経営工学に関するテーマ

卒業研究2:金融工学に関するテーマ

②以下のことを重視して授業を進める。

a.問題解決能力特に問題発見能力

漠然とした問題を解決可能な問題に定式化すること。

b.定量化の考え方

・りスクを考慮したバランスの取れたポリシーのもとに定量化する。

・不確実性の定式化、特に金融工学では重要である。

③その他

卒論の研究テーマは、経営工学・金融工学に関することであれば何を選んでもよい。

<成績評価方法>

授業における発表に対して次の項目を評価する。

①経営工学・金融工学の考え方およびこれらの手法の修得すること。

②卒業研究が次の条件を評価対象とする。

a.研究対象または研究方法が新しいこと。

b.経営工学・金融工学上の問題に対する定量的モデルを扱うことにより事業経営上有益な提案であること。また、

この提案はオープンソース・ソフトウェアによる評価結果を提示すること。

<教科書・参考文献>

・モデリング数学、オペレーションズ・りサーチ1およびシミュレーションで使用した教科書および配布資半斗

・輪読にテキストを使用する。

・必要の都度資料を配布する。

<受講に当たっての留意事項>

・モデリング数学、オペレーションズ・りサーチ1およびシミュレーションしてぃることが望ましい

<学習到達目標>

自ら問題を発見し、問題を定式化し、データに基づいた計量分析ができること。さらにその問題を解決する能力を育
成すること

(関連する学習・教育到達目標: F)。
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【高木研究室】 A分野・ C分野

<授業目的>

卒業研究では、情報を人・物・金と同様に、重要な資源ととらえ、情報資源の有効活用にっいて体系的に学びます。
大量の情報に振り回されず自らの判断で情報に向き合える態度と日本語力を身にっけることをめざします0

<授業内容>

各自興味あるテーマを設定できるよう指導します。

A分野:SQLと AccesS に興味が持てた人、プログラミングやシステム環境に興味のある人が対象になります。
世の中で使用されてぃるシステムの多くがデータベースです。また情報は使われなけれぱ意味がありません。そこで

多くの人が利用できる Web上で閲覧可能なデータベースの作成を試みます。先輩が作成した50以上のデータベースは

高木のHPから閲覧可能になっている。

C分野:情報検索に興味が持てた人、組織と経営に情報を活用することに興味のある人が対象となります0

情報社会とは情報が新しい価値を生む社会です。そこで情報を基に、新商品開発やブランド戦略、新ビジネス提案、

あるいは、企業倫理や著作権に関する問題解決を試みます。情報収集/分析方法はテーマにより異なるので設定した課

題毎に指導する。目標規定文をもとに情報に基づいて自ら考えることができるようになるような指導を心掛けます。

卒業研究1

A/C分野共通:情報りテラシーに関する論文を輪読し情報活用の基礎知識を身にっけます。また卒業論文の課題を

設定するために必要な現状調査/情報収集を行い、自らの意志で価値が三翫哉できる課題を設定する。

A分野:主にWeb に特化されたプログラミング言語PHPとデータベース言語SQLや、 CG1の基本を学ぶ。サンプ

ルを自分で稼動させ動的なWebページのしくみを学ぶ。

C分野:予備調査を行い収集した情報に基づいて自分の意志で仮テーマを設定します。同時にテーマに関する独自の

仮説あるいは主張点を目標規定文として整理する。

卒業研究2

A分野:データベースの使用仮説を作成しプロトタイプの作成に着手する。同時に著作権に触れないようコンテンツ
構造を考えてデータ収集を行う。

C分野:個人の意見ではなく収集した既存の論文やデータを使用して、主張点を論理的に説明できるよう論文構成を
考える。

卒業研究3

正確な日本語と論拠に基づいた論理的説明で論文をまとめる知識と能力を習得する。論拠としてのWeb情報は限定
的に扱う。情報検索は情報収集の有力な一手段として扱う。

<成績評価>

以下の項目で評価する。

卒業研究1:情報りテラシーの理解・卒業論文の仮課題設定・授業に参画する態度

卒業研究2:目標規定文の作成・中問報告と中問発表会・授業に参画する態度

卒業研究3:日本語表現・情報収集ヘの取組・授業に参画する態度

<教科書・参考文献>

必要に応じ資料を配布する。

<学習到達目標>

必要な情報の範囲を認識し、情報に基づいて判断を行うことの重要性を認識できる(50%)

基本的な情報技術を理解し大量の情報に向き合える(50%)

(関連する学習・教育到達目標: F)
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【近山研究室】 B分野・ D分野

<授業目的>

コンピュータを用いて生命が行う'情報処理の謎にアプローチする研究、又は人問・社会・文化活動に関わるコンピュー

タプログラムの開発・制作を行うことを目的とする。より具体的には、生命・進化に関わる数値シミュレーシヨン、人

工生命、ニューラルネットワーク、進化計算、複雑ネットワーク、医療情報処理、化学情報処理、音楽・音声情報処理、

コンピュータに関わる広告科学等である。

<授業内容>

卒業研究1:卒業研究テーマの決定、卒業研究の背景調査、文献調査、準備研究

卒業研究2、 3:研究開発・制作

卒業論文:卒業論文の執筆、卒業論文日誌の作成、発表会、卒論データベース登録

卒業研究例

「スーパーコンピュータ上で動作する細胞シミュレータの改良」

「非線形力学系の数値解析」

「実験室情報管理システムの改良」

「楽器音の非線形変換法の開発」

「プロジェクションマッピングを用いた広告作品の佑Ⅲ乍」

<成績評価>

、出席

、卒業論文と卒業論文研究発表会のプレゼンテーション

、仕事力

、学会発表、著述、表彰等の業績があった場合は特に評価する

<留意事項>

、原則として定員はB分野5人、 D分野5人とし、 D分野はプログラミングを必須とする。

、コンピュータ言語を用いる場合は、Java、 C/C十+かそれに関係する言語とし、卒業研究に必要となる部分を卒業
研究1から3の過程で習得することを必須とする。しかし配属前におけるコンピュータ言語のスキルは必須ではな

い。

<学習到達目標>

、卒業論文の完成

、発表会のプレゼンテーション完成

(関連する学習・教育到達目標: F)
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【槻木研究室】 A分野・ D分野

1.卒研の方針

A分野もD分野も、問題を解決する手段として自ら適切なプログラムを設計し作成する。プログラムの作成過

程と実行結果から、提案した解決策を考察評価する。

具体的には

①新しい情報システムの提案とプロトタイプの作成

興味ある分野のビジネスにおいて新しい情報システムを提案し、そのプロトタイプ(プログラム)を作成する。

その実行結果を考察して提案システムを評価する。

②問題解決のためのプログラムの作成

ビジネスとは直接関係しなくても、自ら興味ある分野において発見した問題を、コンピュータを利用して解決す

る方法を考える。その解決策を実現するプログラムを作成し、実行結果から解決策を考察評価する。

①、②とも原則としてJa松言語を使用してプログラムを作成するが、特に使用言語に希望があれぱできるだけ考
慮する。過去のテーマに関しては、本学のホームページから「卒業論文データベース」に入り、"槻木"で検索して

調ベること。

2.留意事項

プログラムは必ず動くものを作成することを要求する。プログラムが動かなけれぱ、卒論を書くことができない。

卒業研究3の中問発表会では、各自がイ乍成したプログラムのデモンストレーションを行う。

3.卒研の選老方法

当研究室を希望する可能性のある人は、事前に必ず研究室を訪問すること。「プログラムを創る」ということの大

変さと楽しさを説明するので、自分として可能かどうかを充分に納得してから希望すること。

4.卒業研究1

<授業内容>

オブジェクト指向技法とJa松言語の学習として、Java関係の図書あるいは資料を輪講する。

・提示されたサンプルプログラムを模倣し、Javaプログラミングの基本を習得する。

・冬休みのHomeworkとして、各自が個別にサンプルプログラムを作成して説明する。

・新しい情報システムや技術動向などに関わる参考文献を各自調査し発表説明する。

改善点や疑問点などを討論し、新しい適用分野とか代替方式などを検討する。

・各自が卒業研究テーマを老えて全員で討論し、卒業研究1の終了時にはテーマ名を確定する。

側慣

<評価方法>

卒研において討論等ヘの参加態度、サンプルプログラム

卒研ヘの意欲などを総合的に判断する。

<受講に当たっての留意点>

プログラミングを忘れないようにするため、春休み中も継続して卒研を開く。

5.卒業研究2

<授業内容>

・設定したテーマに沿ったプログラムを作成する。必要に応じて提供されたサンプルプログラムを参考にして進める。

・プログラム作成は各自個別に進め、卒研では進捗状況、未解決のバグの有無、改善点などを全員で解決策を討論する。

・設定したテーマに関連した参考文献を調査発表し、白分のテーマに関しての足元を固める。

<評価方法>

テーマ取組みの積極性、プログラムの進捗状況、参考文献の発表内容、討論ヘの参加態度、卒研ヘの意欲などを総合

的に判断する。

<受講に当たっての留意点>

個別のプログラム開発環境を設定するため、原則として中央キャンパスで開講する。夏休みには予定として集中卒研

を2~3回ほど開き、プログラム作成の個別指導を行う。プログラム作成の進捗の遅い人は必ず参加することを求める。

夏休み終了時にプログラムがほぼ完成していないと、中間発表および卒論作成が問に合わない。

Homeworkの作成状況、輪講および参考文献の発表内容、
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6.卒業研究3

<授業内容>

・各自、プログラムを完成させる。

・ 9月末か10月初に中間発表の場として当研究室の3年次、 4年次の合同卒研を開催する。ここで、各自が作成した

プログラムのデモンストレーションを行い、他の卒研生から評価を受ける。

評価の結果、必要なプログラムの追加、修正を行う。

・卒業論文を作成する。
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<評価方法>

卒研テーマ取組みの積極性、プログラムの完成度、中問発表会の評価、卒論作成ヘの意欲などを総合的に評価する。

<受講に当たっての留意点>

作成したプログラムを卒研生全員の前でデモンストレーションすることにより、「動くプログラム」として認定する。

<学習到達目標>

自ら発見した問題の解決策や新しい情報システムの提案を、「実際に動くプログラム」を作成して検証、評価できる

能力と、その結果を考察し自らの見解を加えて論文として記述し発表する力を育成する。

(関連する学習・教育到達目標: F)

側11S



【中田研究室】 D分野

<授業目的>

人の様々な活動を支援するためのコンピュータシステム(またはプログラム)について研究する.まず自ら課題を見

つけ、その課題を克服するためのシステムを設計し、構築する.そして構築したシステムが本当に課題を克服できてい

るかを自ら評価する.また、自ら行ったことを他者に分かりゃすく説明するために、論文を記述して発表することを学ぶ

<授業内容>

卒業研究1:研究テーマの決定、基礎技術の習得

・研究テーマの発表会

・既存研究の調査

・プログラミング実習

卒業研究2:それぞれのテーマに従って研究の実施

・既存研究の調査

・それぞれの研究テーマにおける研究の実施

卒業研究3:研究成果のまとめと発表

・研究に関する卒研発表

・卒業論文の執筆、提出

卒業論文執筆のために120時間以上の自己学習時問を確保することと、自己学習の実績時問を記入した卒業論文執筆

日誌を提出する必要がある。

<成績評価方法>

プログラミング実習の進捗度合い、輪読の文献に対する理解度、それぞれの研究の進捗度合い、卒業論文、その発表

を基に成績を評価する

<受講に当たっての留意事項>

情報処理演習C2程度のプログラミング技術を持っていると望ましい。

<学習到達目標>

社会や人に対する課題を発見し、その課題を克服するための方策を考案し、実際にコンピュータを用いて解決する力

を身にっける.そして行った研究から得られる知見を整理し、広く公知できるように論文を執筆し、発表できることを

学習する

(関連する学習・教育到達目標: F)

414 側慣
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【西山研究室】 A分野

<授業目的>

①卒業研究の意義は研究のプロセス(テーマの設定から成果の発表まで)を体得することにある。このプロセスは、

研究だけでなくビジネスの世界でも重要である。

②本研究室の卒業研究の大枠は、"人間活動とソフトウェアシステムの係わりに関する研究"である。この枠組みの

中で、各自研究テーマを設定し、問題を分析し、その解決案を提案し、その有効性を検証するという一連のプロセ

スを実行する。

③卒業研究の最初に各自の研究の共通基盤となる"人問活動とソフトゥエアシステムの係わり"をテーマに、人間活

動にとってソフトウェアシステムとは何か、課題は何かを学ぶ。併せて、問題分析法、検討結果のまとめ方につい

ても学ぶ。

④卒業研究のテーマは卒業研究の大枠の中で自分のアイディアや問題意識に基づいて選定する。卒業研究は、適切な

課題設定、仮説設定・検証、各種手法(技法)を用いた問題分析・評価、整理によって実施する。

⑤研究成果は通常は「研究論文」にまとめる。新規事業的発想であれば「新規事業開発の事業計画書」にまとめる。

<授業内容>

卒業研究1:当研究室卒業研究の大枠「人間活動とソフトゥエアシステムの係わり」に関連する調査・検討

①各自が各種情報ソースから当研究室の全体主題に関連する資料を収集し、課題・問題点などを洗い出し、整理して

報告する。整理・分析手法として統計的手法等についても学習する。

②自己の興味を持つ分野の調査から得られた課題を仮に研究テーマとして設定する。他方、白己のキャリアを具体的

に考える。

③研究テーマに関する課題分析と課題解決のアイディアを具体的に調査・検討し、仮説の設定を行う。

卒業研究2:研究テーマに対する課題分析・評価及び解決法の検討

①各自の研究テーマに関する研究の進捗状況の報告と内容に関する討論(研究計画~中問発表)を行う。

②研究テーマに関連する先行事例・研究に関する文献資料を調査・評価してその結果を発表し、各自の独自の問題を

明確に設定する。

③問題の根本原因とそれを取り除く方法(角早決案)を整理(仮説立案)し、発表する。

卒業研究3:各自の研究結果のとりまとめ

①研究の進捗状況についての発表し、検討状況および検討内容に関して討論を行う。

②アンケート調査、インタビュー、シミュレーション実験、あるいは試作によって収集したデータを分析して問題点

の所在を明らかにし、その解決案提示し(仮説)、さらにその有効性を実証的に検証する。

③各自の研究上の問題点とその解決策を研究室内の卒論中問報告会等で報告し、相互にコメント・議論する。卒業論

文の構成内容、文章表現など、研究のまとめ方と成果の発表については個別に指導する。また、優秀な研究は、情

報システム学会等の研究発表会等ヘの報告も視野に入れる。

<成績評価>

1)卒業研究1~3 (演習)の評価要素

・研究会(授業)への出席状況

・研究会(授業)における討論ヘの参加態度

・日常の研究態度と研究ヘの取り組み姿勢、および研究会(授業)での報告・発表の内容

2)卒業論文或いは新規事業計画(成果物)の評価要素

・問題設定の具体性:解決すべき問題が何であるかが明確に定義されていること。

・論理の一貫性:文章/表現が明快かつ構造的であること。

・新規性/独創ナ性:自分の考え方/アイディア/事業コンセプトなどが提示できていること。

・有効性:調査アンケートや実験データの分析などにより、説得力をもって客観的に有効性や事業性が示されてぃ

ること。

3)卒業論文発表の評価要素

・プレゼンテーションの構成スライドの表現法、口頭発表の明瞭性、質問ヘの応答の的確性など。

<学習到達目標>

①自ら情報を収集・整理し、問題を設定する。②スケジュールを立て、仮説を立てて問題解決にあたる。③解決法を

論理的に考察するか、あるいは製作・実験等を行った結果に自らの見解を加えて解決法を案出する。④これらの解決法

を整理された文章に記述する信兪文、新規事業企画)。⑤論文、新規事業計画を発表する。⑥自己及び他者の発表に対

して有効にコミュニケーションができる。
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<授業の進め方>

1)卒業研究1~3の期間は、卒業後のキャリア形成の第一歩を決める大事な時期でもある。そこで卒業研究では「研

究会(授業)」で演習を行いながら、各自の「卒業研究遂行・卒業論文完成」と「進路決定・就職達成」を並行

して指導する。これらの何れも、各人が自主的に自分の責任において行い、目標達成まで努力する。

2)卒業研究3の履修生と卒業研究1の履修生が交流する機会を設け、テーマ設定や研究の進め方に関して意見交換

を行い、相互に刺激を受けることができるようにする。

(関連する学習・教育到達目標:F)
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【藤瀬研究室】 B分野

本研究室では、主に健康・スポーツ科学関連の分野について研究指導を行います。その内容は幅広く、人間にとって

最も身近な身体の構造(形態・組成)や機能(基礎体力・競技力)の研究から、少子高齢社会における介護や医療シス

テムの問題等についての研究にまで及びます。そういう中から選択されたテーマについての文献を精読して、関連する

データを実験・測定・アンケートなどによって収集し、統計的手法を用いて分析していきます。以下に主なキーワード

を示しましたので参考にしてください。

(身体関連)肥満、隠れ肥満、体脂肪率、 BMI、ウエスト・ヒップ比、ボディイメージ、痩せ願望

(体力関連) 1RM、 V02m鯉、エネルギー消費量、トレーニング、競技力、スポーツシステム

(健康関連)生活習慣病、運動不足、食事、栄養、睡眠、喫煙、性感染症(STD)、エイズ、 HIV

(その他)少子化、高齢者、介護、障害者、ノーマライゼーション、医療費、医療過誤

<授業目的>

健康・スポーツ科学関連の文献を読み、基礎知識を身に付ける。卒業研究1・

卒業論文のテーマを決め、その研究目的及び研究方法を完成させる。卒業研究2

卒業論文の結果、考察、結語、及び要旨を完成させる。卒業研究3

<授業内容>

卒業研究1・

卒業研究3

<成績評価方法>

演習点40点、課題点30点、筆記試験30点(遅刻等による減点あり)卒業研究1

卒業研究2 ・ 3 ・・・演習点60点、課題点40点(遅刻等による減点あり)

<受講に当たっての留意事項>

課題やその他の卒研活動に対して積極的・協力的に取り組み、無断欠席や遅刻をしない学生を望む。また、出席回数

が2/3に満たない者や無断欠席を3回行った者には原則として単位を与えない。

(関連する学習・教育到達目標:F)
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1)ガイダンス

2~5)抄読会(文献をまとめて報告:3人/回)

6)ビデオ鑑賞(感想・意見等をレポートにまとめる)

フ~1の抄読会(文献をまとめて毅告:3人/回)

11)ビデオ鑑賞(感想・意見等をレポートにまとめる)

12)まとめ(主なキーワードについて解説する)

13)筆記試'験(30点満点)

14~15)卒業研究計画書の作成(現時点での考えをまとめる)

1~3)卒業論文のテーマ及び緒言の作成

4~フ)抄読会(論文テーマに関する文献をまとめて報告:3人/回)

8)ビデオ鑑賞(感想・意見等をレポートにまとめる)

9~12)抄読会(論文テーマに関する文献をまとめて報告:3人/回)

13~15)卒業論文の研究方法の作成及びデータ収集の準備

1~4)第1回卒業論文経過報告会のための準備と経過報告

5~9)第2回卒業論文経過報告会のための準備と経過報告

10~13)卒業論文の作成(卒研合宿も予定している)

14~15)卒業論文発表会の準備と発表

卒業研究2



【藤田研究室】 A分野・ B分野

<授業目的>

ICTのCはコミュニケーションです。情報を学び、仕事や社会で使いこなすには、技術だけに頼るのではなく、人

と人とのコミュニケーションを情報技術以上に大切にする必要があります。当研究室では情報社会では忘れられがちの、

社会人として最も重要な"対人コミュニケーションに長ける人材の育成"を目標とし、卒業研究や地域活動でのチーム

連携を通して、コミュニケーション能力の育成をはかっていきます。「興味をもって」卒業研究活動に取り組む自発の

姿勢があれば、社会人の基礎となる経験を積むことができます。

<教員の専門分野>

行政・医療サービス,観光,防災,マーケティング,環境評価等多くの分野で活用されている GIS (地理情報システム)

です。特にインターネット上の空間コンテンツとして住民・自治体が運用するタウン空間ポータルサイトや、歴史デー

タベース(例えぱ旧本全国中世のお墓地図データベース)を研究しています。また、多変量解析によるビジネス・マー

ケティング分析、製品やサービスの力ーボンフットプリント可視化(環境ラベりング)等です。

<授業内容>

卒業研究1 3年前期のサブ卒研にて作成した研究計画にもとづき、序章の執筆を続け完成させます。毎週提出する

論文執筆分をもとに教員との面談指導を行います。引用論文等体裁の指導も行います。また、先行研究、

論文あるいは現地調査で得られたデータの収集、データ整理を終えます。休業期間中も卒研および関連

の活動を行うことがあります。

集計表・グラフ等作成、統計処理を終え、 7月中に「結果」の執筆を終えます。 8月から、「考察」の

執筆を開始します。また、 9月中に中問発表会を開催します(全員参力田。夏季休暇中は、 nuiSメール

にて卒論執筆分提出、添削等指導を繰り返します。

論文の全体を再度チェックし、必要な修正を行います。「考察」をさらに発展させる指導を行い、論文

全体の「まとめ」および「要旨」を作成します。本文以外の論文表紙、目次、図表りスト、参考文献、

鵡括辛等を加え、卒業研究論文を完成させます。また、卒業研究発表会を行います。

卒業研究2

卒業研究3

<サブ卒研の実施>

藤田研究室に卒業研究配属が決定した卒研生は以下のサブ卒研に必ず参加してください。

①2年後期および休業期間中に、研究室ガイダンス、ビジネスメール、自己紹介文作成、卒研のテーマ等サプ卒研を
数回に分けて行います。日時はガイダンス時に決定します。

②3年前期に、教員の個別指導にもとづき、各自卒業研究計画を作成します。先行研究および関連する本や論文を収

集し、序章の執筆に取りかかります。グループワークとして大学近辺に足を運び、土地を観察、住民に接触し、生活、

風士、産業、伝統を調査します。また、住民との合議にもとづき地域活動を行い、メディアにて情報発信を行いま

す。さらに、グループに分かれ、企業りサーチを行い、それぞれの企業の特色、経営戦略等を分析してプレゼンテー

ション、逆インタビューの司1際東を行い、調査能力およびコンセプチュアルスキル向上を目指します。これらの多様

な活動を消化するため、サブ卒研は週1回全日行います。また、サブ卒研は夏期休業期間中に行うこともあります。

③卒業研究に地域開発等の現地調査が必要な題目を選ぶ場合、 3年前期のサブ卒研で調査計画を立て、夏季休暇期問
までに現地調査を行う指導を行います(定員3名)。

(関連する学習・教育到達目標:F)
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【山下研究室】 C分野

<授業目的>

山下研究室では、管理会計と原価計算を中心とした会計学について研究します。

管理会計は、企業の目標を達成するために会計情報を認識、測定、集計、分析、解釈する一連のプロセスです。それ

ゆえ、財務会計が企業外部ヘの報告を目的とするのに対して、管理会計では内部報告目的が重視されます。管理会計は、

企業内部の階十画と統制のための会言十」と、「意思決定のための会言十」に分けることができます。また、コンピュータ

の性能と通信技術が発展したことにより、経営情報システムと会計との結びつきが一層強くなっています。

原価計算は、管理会計に関連が深い学問領域であり、物やサービスの原価を計算することが中心となっていますが、

計算そのものだけではなく、原価管理も含まれることがあります。その他にも、簿記学、経営学、生産管理などが主な

周辺領域として挙げられます。

管理会計で最も大切なことは、「会言十情報を利用する」ことです。そして、企業の目標とは究極的には利益を獲得す

ることです。授業では、会計情報を利用してより多くの利益を獲得する方法について議論します。

<授業内容>

卒業研究1

・管理会計のテキストを輪読して、基本的な知識を身につけます。

卒業論文のテーマを検討します。

卒業研究2

・卒業研究1よりも発展的な内容のテキストを輪読します。

・卒業論文の構成について検討し、中間発表を行います。

卒業研究3

・各自の卒業論文のテーマに関連した内容のテキストを輪読します。

・卒業論文の構成及び内容について、個別に指導を行います。

・卒業論文発表会を行います。
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<成績評価>

授業ヘの出席、討論ヘの参加状況、卒業論文の内容、卒業論文発表会等、授業における活動全般について総合的に判

断して評価します。やむを得ない理由で授業を欠席する場合は、事前に連絡をしてください。無断欠席は好ましくあり

ません。授業に毎回出席することが、管理会計に限らず、専門的な知識を身につけることの早道です。

<留意事項>

山下研究室では、以下のような学生、またはこれからそのようになりたい学生を求めています。

・世の中の様々な現象に深く関心を持っている人。毎日の通学で見る町並みの移り変わりなどの、身近なことでもい

いのです。

・世の中の流行に惑わされない人。自分自身の考えを持つことが大切です。

・自動車・電機・機械などの製造業(物づくり)が日本の産業の中心であると考えている人。情報、金融、その他の

サービス業、農業などももちろん重要なのですが、それらの産業は、製造業が築いた確固たる士台の上で成り立っ

ています。そして、管理会計や原価計算の基本は製造業です。

・管理会計を真剣に学ぽうという意欲のある人。今現在の緯記や会計に関する知識や資格の有無は、選考には影響し

ません。但し、研究室配属後は勉強してもらいます。

山下研究室に配属が決定した後の留意事項は、以下のとおりです。

・研究室配属後に山下担当の情報システム演習がある場合は、必ず出席してください。

卒業研究1が始まる前までの問は、日商簿記検定のテキストを使用して自習し、会計学の基本的な知識を修得して

ください。分からないところがあれば、個別に指導を行います。

・山下担当の講義科目である、財務会計(2年次前期)と管理会計(2年次後期)を履修してください。

<学習到達目標>

管理会計について理解し、深く関心を持ち、大学の中だけではなく日常生活全般においても知的好奇心を絶えずはた

らかせて、その中から自分自身が疑問に思っている問題点を明らかにし、それを管理会計の論文として表現できるよう

になることを目標とします。

(関連する学習・教育到達目標: F)

則慣



【吉田研究室】 C分野

<授業目的>

さまざまな企業.組織のマーケティング活動(モノ・サービスの企画開発、販売に当っての流通・広告、企業'商品
サービスを伝える情報発信)及びマーケティングの対象となる消費者・生活者、マーケティングに影響を及ぼす社会
経済、技術等の外部環境に関する調査・研究を行なう。

具体的な事例の調査研究や文献・資料購読による学習を通じてマーケティングに関しての知識を修得するとともに、
情報の収集分析、独自調査の実施・分析、企業・組織・地域等に係わる具体的事例を対象にしたマーケティンク計画
活動を考える演習を行い、実践に役立っマーケティング能力を身にっけていくことを目的とする。

<授業内容>

①卒業研究1(3年後期)マーケティングの知識修得、自主的な調査研究・グループワーク
マーケティングの基本知識・体系、調査方法を学習するとともに、具体的な企業・組織の事例を通じて、多様な

マーケティング活動の実態と、そのとらえ方を理解する。

個人ないしグループ単位で企業・業界・市場・地域に関連したテーマを取り上げ、'情報の収集・分析、論理的な
思考展開、新たな企画.事業の立案、プレゼンテーション等を行い、マーケティングに対する知識と能力を身にっ
ける。

4年生の卒業論文の発表に参加し、卒業研究について学習する。

②卒業研究2 (4年前期)マーケティングの理解、卒業研究のテーマ設定と情報収集
マーケティングの知識・事例研究を通じ、マーケティングに関する理解力と実践力を身につける0

卒業研究のテーマを決めるための情報収集を行い、テーマの決定、独自調査の実施を検討し、実施する場合は、
アンケートや現地調査を行う。テーマに関連した文献、論文、資料、データを収集し、分析を行う。調査の実施、
資料の収集・分析、研究のポイント・進め方等について個別に指導する。

③卒業研究3 (4年後期)研究のまとめと卒業論文の作成

卒業論文のまとめ、執筆に取り組み、個別に指導する。卒研内で発表して、相互に議論し合い、内容を充実させ
ていく。

情報の収集、研究の方向性、論文の作成、文章表現、プレゼンテーション等にっいて、必要に応じて個別に指導する0

<成績評価>

日常の自発的な学習態度、卒研内でのレポート・発言、グループワークでの活動、卒業研究の進め方、卒業論文の内
容、プレゼンテーションにより評価する。

卒業論文にっいては、「テーマ」のとらえ方、情報の収集、独自調査の実施、視点・分析の独自性、論理の一貫性、文章力、
提案の内容などで評価する。

<学習到達目標>

企業や組織におけるマーケティング活動を理解する能力や感度を身にっけるとともに、具体的な事例研究、自身での
プラン.提案づくり、卒業論文の作成を通じて情報収集・分析能力、論理的思老力、企画力、プレゼンテーシヨン能力
を育成する。
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(関連する学習・教育到達目標: F)

則慣
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